
妊娠による身体的・生理的変化と住宅内事故の関係に関する研究 

令和２年６月 

牟 田 聡 子 





目次-1 

妊娠による身体的・生理的変化と住宅内事故の関係に関する研究 

目次 

第１章 研究の背景と目的 ・・・・・・・・・・・・ 1 

１．１ 社会背景 ・・・・・・・・・・・・ 1 

１．２ 既往研究と研究の位置づけ ・・・・・・・・・・・・ 4 

１．３ 研究の目的 ・・・・・・・・・・・・ 7 

・・・・・・・・・・・・

第２章 研究と調査の方法 ・・・・・・・・・・・・ 11 

２．１ 研究の方法 ・・・・・・・・・・・・ 11 

２．２ 調査の方法 ・・・・・・・・・・・・ 12 

２．２．１ 妊娠期の ADL の変化と事故に関する調査 

（調査 A） ・・・・・・・ 12 

２．２．２ 事故を経験した妊婦の身体機能の変化と 

事故の詳細調査（調査 B） ・・・・・・ 15 

２．２．３ 調査方法選定にあたっての妥当性 ・・・・・・・・・・・・ 18 

２．３ 用語の定義 ・・・・・・・・・・・・ 19 

２．４ 統計処理 ・・・・・・・・・・・・ 22 

２．５ 倫理的配慮 ・・・・・・・・・・・・ 23 

２．６ 本論の構成 ・・・・・・・・・・・・ 23 

第３章 妊娠による ADLの変化 ・・・・・・・・・・・・ 29 

３．１ 分析情報の精査 ・・・・・・・・・・・・ 29 

３．２ 調査結果 ・・・・・・・・・・・・ 30 

３．２．１ 回答者の属性 ・・・・・・・・・・・・ 30 

３．２．２ 妊娠月数別にみた ADLの変化 ・・・・・・・・・・・・ 39 

３．２．３ 身体的変化別（体重別、腹囲別） 

にみた ADLの変化 ・・・・・・・・・・・・ 42 

３．２．４ 生理的変化別（つわり・眠気別、肩こり・

腰痛別、むくみ・冷え別）にみた ADLの

変化 ・・・・・・・・・・・・ 48 

３．２．５ 妊婦の特性別にみた ADLの変化 ・・・・・・・・・・・・ 57 

３．３  考察  ・・・・・・・・・・・・ 66 

３．４ 小括 ・・・・・・・・・・・・ 72 



 

 

目次-2 

 

第４章 妊娠による身体的・生理的変化と住宅内事故の経験の関係 ・・・・・・ 75 

４．１ 分析情報の精査 ・・・・・・・・・・・・ 75 

４．２ 調査結果 ・・・・・・・・・・・・ 78 

４．２．１ 妊娠月数別にみた事故やヒヤリハットの経験 ・・・・・ 78 

４．２．２ 身体的変化別（体重別、腹囲別）にみた 

住宅内事故やヒヤリハットの経験 ・・・・・・ 83 

４．２．３ 生理的変化別（肩こり・腰痛別、むくみ・冷え別、 

つわり・眠気別）にみた住宅内事故や 

ヒヤリハットの経験 ・・・・・・ 92 

４．２．４ Category別にみた住宅内事故やヒヤリハットの経験 ・・・・ 104 

４．３ 考察 ・・・・・・・・・・・・ 110 

４．４ 小括 ・・・・・・・・・・・・ 116 

    

第５章 住宅の室内環境の違いが ADLの変化、 

事故の経験に及ぼす影響 ・・・・・・・・・・・・ 119 

５．１ 調査結果 ・・・・・・・・・・・・ 119 

 ５．１．１ 回答者の住宅の室内環境の状況 ・・・・・・・・・・・・ 119 

５．１．２ 住宅の室内環境と ADLの変化の関係 ・・・・・・・・・・・・ 127 

５．１．３ 住宅の室内環境と住宅内事故の経験の関係 ・・・・・・・・ 140 

５．２ 考察 ・・・・・・・・・・・・ 160 

 ５．２．１ 回答者の住宅の室内環境の状況 ・・・・・・・・・・・・ 160 

５．２．２ 住宅の室内環境と ADLの変化の関係 ・・・・・・・・・・・・ 161 

５．２．３ 住宅の室内環境と事故の経験の関係 ・・・・・・・・・・・・ 164 

５．３ 小括 ・・・・・・・・・・・・ 170 

    

第６章 ADLの変化と住宅内事故の関係 ・・・・・・・・・・・・ 173 

６．１ 調査結果 ・・・・・・・・・・・・ 173 

６．１．１ ＡＤＬ変化と事故の関係 ・・・・・・・・・・・・ 173 

６．１．２ ＡＤＬの変化の条件の組み合わせによる 

事故の経験との関係 ・・・・・・・・・・ 175 

６．２ 考察 ・・・・・・・・・・・・ 189 

６．２．１ 事故と困難さの相関関係に関する考察 ・・・・・・・・・・・・ 189 

６．２．２ ADLの変化の条件の組み合わせによる 

事故との関係 ・・・・・・・・・・・・ 189 

６．３ 小括 ・・・・・・・・・・・・ 193 

 

 

    



 

 

目次-3 

 

第７章 住宅内事故を経験した妊婦の身体機能の変化 ・・・・・・・・・・・・ 195 

７．１ 調査結果 ・・・・・・・・・・・・ 195 

７．１．１ 回答者の属性 ・・・・・・・・・・・・ 195 

７．１．２ 妊娠月数別にみた身体機能の変化に対する認識 ・・・・・・・・ 203 

７．１．３ 妊婦の分類と身体機能の変化の関連 ・・・・・・・・・・・・ 204 

７．２ 考察 ・・・・・・・・・・・・ 207 

７．３ 小括 ・・・・・・・・・・・・ 208 

    

第８章 住宅内事故の詳細 ・・・・・・・・・・・・ 209 

８．１ 分析情報の精査 ・・・・・・・・・・・・ 209 

８．２ 調査結果 ・・・・・・・・・・・・ 209 

８．２．１ 事故の概要 ・・・・・・・・・・・・ 209 

８．２．２ 各室別にみた事故発生時の特徴 ・・・・・・・・・・・・ 215 

８．３ 考察 ・・・・・・・・・・・・ 226 

 ８．３．１ 全体考察 ・・・・・・・・・・・・ 226 

 ８．３．２ 各室別にみた事故発生の詳細に関する考察 ・・・・・・・・・ 228 

８．４ 小括 ・・・・・・・・・・・・ 231 

    

第９章 総括 ・・・・・・・・・・・・ 233 

９．１ 総括 ・・・・・・・・・・・・ 233 

９．１．１ 事故の発生時期と ADLの変化、身体機

能の変化への認識の時期 ・・・・・・・・・・・・ 233 

 ９．１．２ 妊婦の特性別にみた ADLの変化、 

身体機能の変化、事故発生の関連 ・・・・・・・・・・・・ 233 

 ９．１．３ 事故の発生の過程 ・・・・・・・・・・・・ 234 

９．１．４ 妊婦が経験しやすい事故 ・・・・・・・・・・・・ 235 

９．１．５ 高齢者の事故との共通点と相違点 ・・・・・・・・・・・・ 236 

９．１．６ 妊婦の事故防止に関わる室内環境 ・・・・・・・・・・・・ 237 

９．２ 今後の課題 ・・・・・・・・・・・・ 237 

 

  





1 

 

第１章 研究の背景と目的 

 

第１章「研究の背景と目的」では、平成 28 年「東京都福祉保健基礎調査」文 1)より、妊

娠・出産・子育て世代と考えられる 30～39 歳の女性の住宅内バリアを認識する割合の高さ

とその背景とともに、ハインリッヒの法則より事故防止のためにはヒヤリハットも含めた

事故の原因究明と再発防止が重要であることを把握し、本研究の社会的重要性を示してい

る。妊婦の日常生活上の安全に関する既往研究では、妊娠による変化、日常生活上の事故

を把握していたが、両者の関係を捉えて事故の実態や要因を解明している研究は少なく、

本研究の必要性を明らかにしている。 

 

１．１ 社会背景 

我が国の大学等高等教育機関への進学率は男女ともに年々上昇し、とくに女性の大学・

短期大学への進学率（過年度高卒者等を含む）注 1) 文 2)は、2006 年に初めて 51.0％と半数を

超え、2019 年には 58.7％となった。さらに、2019 年における卒業後の就業率は短期大学

で 84.0％、大学で 83.6％と大学・短期大学へ進学した女性のほとんどが就業し、女性の社

会進出が進んでいることがわかる文 3)。 

一方、男女の平均初婚年齢は、1975 年時点で夫が 27.0 歳、妻が 24.7 歳文 4)であったが、

2017 年には夫 31.2 歳、妻 29.5 歳文 5)となり、夫は 4.2 歳、妻は 4.8 歳上昇した。加えて、

第１子出生時の母の平均年齢は 2017 年には 30.7 歳となり 1975 年の 25.7 歳文 6)より５歳

上昇し、かつ母の年齢が 40 歳以上の出生に占める第１子の割合は 36.7％となった。 

このように、女性の社会進出が進み、晩婚化、晩産化が進むことは、我が国の少子化に

大きな影響を及ぼし、人口減少の一因にもなっている。実際、厚生労働省が 2019 年 12 月

24 日付けに公表した「2019（令和元）年人口動態統計の年間推計」文 7)によると、出生数は

86 万９千人と統計依頼初の 90 万人を下回った。また、死亡数は 138 万 3 千人となり、出

生数が死亡数を下回ることによる「自然減」も 51 万４千人と初めて 50 万人を超え、人口

減少が進んでいる。 

 

その中で、国は 1989 年の合計特殊出生率が 1.57 であることが判明した、1990 年の「1.57

ショック」注 2)を契機に、出生率の低下と子どもの数が減少傾向にあることを「問題」とし

て認識し、仕事と子育ての両立支援など子どもを生み育てやすい環境づくりに向けての対

策の検討を始め、1994 年にエンゼルプランを策定し、少子化対策に乗り出した文 8)。その

後、2003 年９月１日に少子化対策基本法を制定し、それに基づき 2004 年、2010 年、2015
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年、2019 年に少子化社会対策大綱を閣議決定し、次の５つを重点課題としている。（P7、

参考） 

 

１． 子育て支援施策の一層の充実として、「子ども・子育て支援新制度」の円滑な実

施、待機児童・小 1 の壁の解消 

２． 若い年齢での結婚・出産の希望を実現するための、経済的基盤の安定（若者の雇

用の安定、高齢世代から若者世代への経済的支援促進）、結婚に対する取り組み

支援 

３． 多子世帯への一層の配慮をするために、子育て・保育・教育・住居の負担軽減、

自治体・企業・公共交通機関などによる多子世帯への配慮・優遇措置の促進 

４． 男女の働き方改革を推進するため、男性の意識・行動改革（長時間労働の是正、

授業経営者等の意識改革、出産直後からの男性の休暇取得の促進）、ワークライ

フバランス・女性の活躍（職場環境の整備や多様な働き方の推進、女性の継続就

労やキャリアアップ支援）への支援 

５． 地域の実情に即した組織強化をするために、地域の「強み」を活かした取り組

み、「地方創生」と連携した取り組みの実施 

 

さらに、妊娠期からの取り組みとして 2016 年に国は、母子保健法を改正し、妊娠期から

子育て期にわたる切れ目のない支援を行うことを目的に「子育て世代包括支援センター」

の設置を制度化し、2020 年末までに全国展開を目指し取り組むことを閣議決定した文 9)。

加えて、国の少子化対策以外でも、安心して子どもを産み育てられる社会の実現のために

さまざまな整備が取り組まれ、例えば、2016 年に子育て支援住宅認定制度（東京都）とい

った住環境整備、2018 年に「ベビーカーマーク」（国土交通省）の制定といった外出環境

整備等、住宅や公共空間等に対する環境整備も行われている。 

このように、国や地方自治体ではさまざまな施策に取り組んでいるものの、これまで取

り組まれた妊娠期の施策は「子育て世代包括支援センター」にとどまり、妊娠期に焦点を

当てた取り組みは十分行われていない。依然として、合計特殊出生率は、2005 年に 1.26 と

最低となって以降、2018 年には 1.42 となっていて、「人口置換水準」注 3)とされる 2.07 に

は達していない今、子育て期だけでなく妊娠期にも焦点をおいた対策が必要である。 

さらに、平成 28 年「東京都福祉保健基礎調査」文 1)の結果によると、「現在の住宅でバリ

アを感じる箇所の有無」について、あると回答した割合は、30～39 歳の女性は 34.6％で、

70 歳以上高齢の女性に次いで高い割合を示している。同年に子どもを出産した母親の年齢

階級は 30～39 歳が約半数を占めていることから、妊娠・出産・子育てをしている世代は、
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高齢者同様に住宅内のバリアを認識している。 

このように 30～39 歳の比較的若い世代も住宅内にバリアを感じている理由の一つとし

て、妊娠期の女性の視点で考えると、女性の身体は、妊娠によりさまざまな変化が生じる

ことが挙げられる。例えば、腹部の突出による姿勢の変化、それによる腰部等身体部位へ

の負荷の増大、体重増加、浮腫（むくみ）を生じやすくなる、尿失禁や尿路感染を発症し

やすい、便秘や痔疾になりやすい、ストレスを感じやすい、情緒が不安定になる等である。

さらに、このような変化は、妊娠後も続き、妊娠による女性への身体への影響は計り知れ

ない。そして、この変化は妊婦の日常生活にさまざまな影響を及ぼし、日常生活上でのバ

リアを感じさせ、事故発生の一因となっている可能性がある。 

そこで筆者は、新聞の記事検索を使用し、妊娠による変化が日常生活中の事故を誘因し

ている事故事例を検索し、2014 年７月、「妊娠４か月の妊婦が駅ホーム内で腹部をさすり

ながら倒れ、進入してきた電車と衝突し、その後妊婦とその胎児が死亡する事故」文 10)１件

を把握した。報道等で原因についての言及はなかったが、「腹部をさすりながら」という表

現から、妊婦自身の身体に、なんらかの変化が生じ、発生したと推測できる。加えて、別

の報道によると、妊婦が事故にあった駅のホームにはホームドアの設置はなかった文 11)と

され、本事故はホームの環境整備が整っていれば、防止できた事故であった可能性も高い。 

このように、妊娠中のさまざまな変化は、妊婦自身に大きな影響を及ぼし、日常生活に

さまざまな支障をきたし、それが一因となり、なんらかの事故が発生し、最悪の場合、死

に至っていると示唆される。 

ここで、妊産婦死亡の死因に着目する。「人口動態統計」文 12)（2017 年）によると、妊産

婦死亡の死因は直接産科的死亡注 4)や間接産科的死亡注 5)、原因不明の産科的死亡となって

いる。しかし、山本らは、2015 年から 2016 年の妊娠中・産後 1 年未満の女性の死亡に関

する全国の概況を調査し、「政府統計では妊産婦死亡や後発妊産婦死亡とされなかったが、

死因が妊娠と関連している可能性がある死亡例を複数把握した」文 13)。ほかにも「2015-2016

年（本研究で用いたデータ）の時点では、政府統計において妊産婦死亡や後発妊産婦死亡

に分類されないことになっていた、自殺例（102 例）を把握した」文 13)とし、「人口動態統

計」のような統計データ上で把握できなかった死因について明らかにしている。 

統計データ上で把握できない例があるのは、妊産婦死亡の死因だけではない。例えば、

2018 年の東京消防庁の「平成 30 年 救急搬送データからみる日常生活事故の実態」文 14)で

は、事故が発生し、救急搬送されたデータは、年齢層別、月別・時間帯別、事故種別、発

生場所別、初診時程度別及び関連器物別からみた事故として報告している。乳幼児や高齢

者は年齢で区分可能なため、その概況が把握できるが、年齢で区分できない妊婦の事故は

把握できない。 
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このように、妊娠が関連した死因や事故は表面化しにくく、妊婦の安全をいかに確保す

るか検討が難しいことがわかる。とくに「日常生活事故」に関しては、そもそも「妊婦」

という分類がないため、妊娠中、どのような「日常生活事故」が発生しているか把握がで

きない。加えて、妊娠はある限定された時期であり、妊婦本人が我慢する、工夫をして乗

り越える等で対処している可能性も考えられ、日常生活上での問題がより表面化しにくく

なっている。すなわち、統計データ上で妊娠中の死因や事故の把握が困難であることは、

妊娠による変化と日常生活への影響を解明し、事故との因果関係を検証し、安全な環境整

備を行えない現状がある。 

 

2018 年 2 月に国連児童基金（Unicef）が発表した報告書によると、世界において我が国

は「安全に出産が可能な国」といわれ文 15)、少子化である一方、医療の発展や、母子健康手

帳等母体の健康管理に対する取り組み等によって、出産時の母子の安全が確保されている。 

しかし「安全に出産が可能な国」である一方、以上のような背景が理由で、「安全に妊娠

期間を過ごせる」環境整備を行い難い状況にある。よって、妊娠による変化と日常生活へ

の影響を把握し、事故との因果関係を検証し、解決し、環境を整える必要がある。 

 

１．２ 既往研究と研究の位置づけ 

（１）既往研究のレビュー 

・妊娠による変化及びそれによりもたらされる日常生活動作（ADL：Activities of Daily 

Living）の変化、身体機能の変化 

腹囲の増大や体重の増加といった身体的変化、さらに、肩こり、むくみ、嘔気といった

つわり等の「生理的変化」（以下、身体的変化と生理的変化を総称して「妊娠による変化」）

といった妊娠による変化に関する既往研究は、医学、リハビリテーション学、家政学、人

間工学において、様々な研究が行われている。 

藤田文 16)は、妊婦の体格の型、すなわち体型と妊娠週数の関連について、「妊娠初期(第

４・第５月)は普通体（筆者注：非妊娠時の体のこと）と同じ因子構造を持ち、妊娠第５月

から第６月にかけて妊婦の体型が大きく変化することにより、普通体の因子構造が崩壊し、

妊娠６月になると新たな因子構造への変化が始まる」としている。 

  

図 1-1 妊娠による身体的変化 

４ヶ月 ５ヶ月 ６ヶ月 ７ヶ月 ～ 出産前（10か月）

普通体同様の体型
変換期

妊婦体



5 

 

 さらに、中田ら文 17)は妊娠による肩こり、むくみ、嘔気、情緒不安定等の生理的・心的変

化により、日常生活上の苦労や困難さを感じる、としている。 

このような妊娠による変化を要因として、岡西ら文 18)は妊娠による身体的変化により「妊

婦は増大する腹部を保持し抗重力姿勢を保つために，体幹の質量中心を後方へ変位させな

ければならない」といった姿勢の変化があること、関東ら文 19)は、姿勢の変化により「腹部

の前方突出により、体幹が傾斜し重心が後方へ移動する」、「足底全体接地に近い歩行、す

なわち、べた足になる」「がに股歩行になる」「歩幅や歩速が低下する」といった歩行形態

の変化をもたらすことを明らかにしている。さらに、建築学においては、関東ら文 20)が行っ

た研究により、「妊婦が立ち続けられる時間は体重による影響が大きく、困難さレベルは体

重の増加とともに増加する。また、その時間は身体変化だけでなく生理的変化に影響を受

けやすい」としていて、妊娠による変化により、姿勢の変化、歩行形態の変化、立ち続け

可能な時間の変化といった「身体機能の変化」が生じるとしている。さらに、同研究では

「腹囲が大きくなるにつれ、足元は見えにくくなることで困難さレベルが上がり、日常生

活動作（以下、「ADL：Activities of Daily Living の略」）では靴の着脱や階段の上り/下

りの動作に影響を及ぼす」としていて、妊娠による変化、身体機能の変化により、ADL が

困難になるといった ADL の変化（以下、「ADL の変化（困難さ）」）が生じることを示唆して

いる。 

 

・妊娠期の日常生活及び日常生活上の事故 

妊娠期の ADL の変化（困難さ）に関する研究としては 1995 年に、E＆C プロジェクト（現：

公益財団法人共用品推進機構）文 21)が、住宅内では「調理」「排泄」「洗濯」の行為に、住宅

外では人が多い空間に、妊婦は不便さを感じるという結果を報告している。しかし、これ

らの研究は、妊娠週数の経過によって ADL の変化（困難さ）することが把握できるものの、

それが一因で事故が発生しているかまでの言及はない。 

その後、建築学において、先述した関東ら文 20)が 2004 年に妊婦をテーマとして最初の研

究を行い、妊婦の身体変化と ADL の変化（困難さ）について明らかにし、その後 2006 年に

若井ら文 21)や 2011 年、2012 年に藤本文 23) 文 24)も ADL 時の妊婦の姿勢及び変化について、動

作測定や動作解析等を実施し、妊娠週数が経過し腹部が突出することで、ADL の変化（困

難さ）が起き、動作に制限をかけていることを明らかにした。 

妊娠期の事故に関する既往研究としては、2011 年に横井文 25)らが妊娠期及び育児中に使

用される建築物内の各部位の材料の安全性について研究し、「つまずき」や「すべり」「（物

との）衝突」「空踏み」といった事故の種類の把握を行っていた。加えて、2012 年に大野ら

文 26)は、外出歩行時、妊婦は歩行者と「順行」「交錯」「横切り」「階段上り／下り」「すれ違

い時の衝突」「出会い頭の衝突」に不安を感じるといったことを明らかにした。妊娠期の事
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故に関連して、2008 年には、北川ら文 27)が都市空間における妊婦の身体変化によって生じ

る危険と行動制限の関連性を明らかにし、妊婦が行動制限を受ける要因として、安全性、

周囲との速度の差、身体的利便性、周囲への気遣い、身体スケールの変化を把握した。さ

らに身体スケールの変化は、妊娠期の進行に伴う腹部の突出や体調の変化によって生じ、

それにより、人ごみ通過時の精神的、肉体的な負担の増加等が発生としていた。 

しかし、これらの研究は、妊娠週数が経過することによる変化との関連までは言及して

おらず、本研究が着目している視点と異なる。さらに、Herbert William Heinrich 文 28)に

よると｢同一の人間に類似した accident が 330 回起きるとき、そのうち 300 回は怪我を伴

わず（no injury）、29 回には軽い怪我（minor injury）、1 回には重い怪我（major injury）

が伴う。そして怪我（injury）の有無や重軽にかかわらず、すべての事故（accident）の

背景に、おそらく数千に達すると思われるだけの［不安全行動］と［不安全状態］が存在

する｣としている。ここから、事故防止のためには、この「300 回の怪我を伴わない事故」

のような小さな事故や事故に至らない出来事（以下、「ヒヤリハット」）の繰返しが重大な

事故につながるとしている。すなわち、事故防止のためには、ヒヤリハットの原因究明と

再発防止への検討が必要であることを言及しているが、これらの研究は事故に焦点があて

られ、ヒヤリハットに対する視点が十分でない。 

さらに、2017 年に「子育てに配慮した住宅のガイドブック」文 29)では、住宅内の室内環

境（以下、「室内環境」）における妊婦への配慮が記載されているものの、住宅で実際にど

のような事故が発生しているかといった事例は記載されていない。関連して、母子保健学

では、2010 年に Dunning, K.ら文 30)が米国内において、過去２か月以内に出産した女性う

ち 27％が妊娠中に一度は転倒（転倒をきっかけにした転落を含む）し、２度以上の転倒を

経験する妊婦は調査対象者全体の 10％であると明らかにしたが、転倒時の詳細な状況を把

握は行っておらず、具体的な環境整備の提案をするためには十分なデータがない。また、

日常生活上での事故ではないものの、医学において、自動車事故運転中の事故発生の原因

として、2014 年に Donald A. Redelmeier ら文 31)らが、妊娠による嘔気や、全身倦怠感、睡

眠障害、注意力低下等により自動車運転中の事故等が発生していることを解明した。 

このように、建築学やそれ以外の学問領域における妊娠期や妊婦の日常生活に着目した

取り組みを含む既往研究は、妊婦の安全確保を主として、妊娠による「身体の変化」、「身

体の変化と ADL の影響」、「日常生活上での事故」の３つの視点で研究されている。一方、

その数は散見される程度であり、かつそれぞれの視点を横断的に俯瞰し、事故との因果関

係を検証し、妊娠期の安全に関するさらなる追究が必要である。 
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（２）研究の位置づけ 

妊娠は短期間であるがゆえ、妊婦本人が苦しくても耐える、工夫して乗り切れてしまう

ため、妊娠中の日常生活における問題点は可視化されにくいことは前述のとおりである。

しかし、妊娠中の日常生活の安全を確保することは、妊婦本人だけでなく、お腹の胎児、

出産後の児を守ることにつながる。さらに、高齢者の加齢や子どもの発達による身体機能

の変化による建築計画が研究、提案されていることと同様、妊婦も妊娠による身体機能の

変化が生じていることから、妊娠期の建築計画を研究する重要性がある。 

そこで、本研究は、妊娠による変化が日常生活に及ぼす影響を踏まえたうえで、日常生

活の中で発生する事故を防止し、妊娠期の安全な環境整備を建築学的視点からひも解く、

萌芽的研究として位置付ける。さらに、その第一歩として室内環境整備に着目をし、研究

を行うことにする。 

 

１．３ 研究の目的 

社会背景からは、妊娠・出産・子育てをする世代に対する産み育てやすい住環境整備や

外出環境整備が進んでいる一方で、同世代の住宅内のバリアに対する認識は高く、加えて

とくに妊婦の日常生活上での事故の実態は明らかになっていないことを把握した。さらに、

事故は妊娠による変化、身体機能の変化、ADL の変化の影響により、事故が発生している

示唆を得た。 

既往研究からは、妊娠期の事故の実態把握等は行われているものの、建築空間に関わる

既往研究は国内外においても数は少なく、既往研究においては妊娠月数経過、妊娠による

変化の影響や事故の発生時の詳細は把握されておらず、妊婦の安全な環境整備の検討を行

えない現状があることを捉えた。 

以上から、本研究は、まず、妊娠による変化によって引き起こされる様々な変化（身体

機能の変化や ADL の変化）が、事故発生に及ぼす影響を明らかにする。さらに、住宅内事

故の実態を把握することでその特徴を捉える。その後、妊娠による変化と住宅内事故の実

態の関係から、妊婦特有のヒヤリハットも含めた住宅内事故の特徴を明らかにし、妊娠期

の安全・安心な室内環境整備の発展に寄与することを目的とする。なお、本論中において

は「住宅内事故」を単に「事故」と省略する。 
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参考 我が国のこれまでの少子化対策の取り組み文 32) 
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【注釈】 

注 1) 大学学部・短期大学本科入学者数（過年度高卒者等を含む。）を３年前の中学校卒業者及び中等教

育学校前期課程修了者数で除した比率 

注 2) 前年の 1989 年の合計特殊出生率が、「ひのえうま」という特殊要因により過去最低であった 1966

（昭和 41）年の合計特殊出生率 1.58 を下回る 1.57 と判明したときの衝撃を指す。 

注 3) 「人口置換水準」とは合計特殊出生率がこの水準以下になると人口が減少することになる水準を

指し、我が国の近年の人口置換水準は 2.07 である文 33)。 

注 4) 妊娠時における産科的合併症が原因で死亡したもの。 

注 5) 妊娠前から存在した疾患又は妊娠中に発症した疾患により死亡したもの。これらの疾患は、直接

産科的原因によるものではないが、妊娠の生理的作用で悪化したものである。 

 

【参考文献】 

文 1) 東京都福祉保健局：東京都福祉保健基礎調査 平成 28 年度「都民の生活実態と意識」、（オンラ

イン）、入手先 

<https://www.fukushihoken.metro.tokyo.lg.jp/kiban/chosa_tokei/zenbun/heisei28/index.h

tml >（参照：2020.6.2） 

文 2) 文部科学省：「進学率（昭和 23 年～）」、学校基本調査年次統計、2019.12、（オンライン）、入手

先<https://www.e-stat.go.jp/stat-

search/files?page=1&layout=datalist&toukei=00400001&tstat=000001011528&cycle=0&tclass

1=000001021812>（参照：2020.1.16） 

文 3) 文部科学省：「卒業者に占める就職者の割合（昭和 25 年～）」、学校基本調査年次統計、2019.12、

（オンライン）、入手先 

<https://www.e-stat.go.jp/stat-

search/files?page=1&layout=datalist&toukei=00400001&tstat=000001011528&cycle=0&tclass

1=000001021812>（参照：2020.1.16） 

文 4) 厚生労働省：「平成 23 年版 厚生労働白書 社会保障の検証と展望～国民皆保険・皆年金制度実

現から半世紀～」、（オンライン）、 

入手先、<https://www.mhlw.go.jp/wp/hakusyo/kousei/11/backdata/data/1/23010205.xls>、（参

照：2020.2.4） 

文 5) 厚生労働省：人口動態調査 「平均初婚年齢；初婚者数（同年に結婚生活に入り届け出た夫・妻

別再掲），夫－妻の届出時の年齢（５歳階級）・結婚生活に入る前の世帯の主な仕事・都道府県（大

都市再掲）別」、（オンライン）、入手先、<https://www.e-stat.go.jp/dbview?sid=0003216855>、

（参照：2020.2.4） 

文 6) 厚生労働省：平成 30 年(2018) 人口動態統計月報年計(概数)の概況（オンライン）、入手先、 

<https://www.mhlw.go.jp/toukei/saikin/hw/jinkou/geppo/nengai18/dl/gaikyou30.pdf >、（参

照：2020.2.4） 

文 7) 厚生労働省：令和元年（2019） 人口動態統計の年間推計（オンライン）、入手先 

<https://www.mhlw.go.jp/toukei/saikin/hw/jinkou/suikei19/dl/2019suikei.pdf?fbclid=IwA

R219mkX7CsGOoYdOgaiflZxBxpsbD1PLO8PSWqSnkTHHk0xP19NzfzirGs >、（参照：2020.2.4） 

文 8) 内閣府：令和元年版 子ども・子育て白書「第 1 部 少子化対策の現状（第 2 章 第 1 節）これ

までの少子化対策」、（オンライン）、入手先、 

<https://www8.cao.go.jp/shoushi/shoushika/whitepaper/measures/w-

2019/r01webhonpen/html/b1_s2-1.html>（参照：2020.1.16） 

文 9) 厚生労働省：「子育て世代包括支援センターの設置運営について(通知) 」(雇児発 0331 第 5 号)、

厚生労働省、2017.3、（オンライン）、 

入手先< https://www.mhlw.go.jp/web/t_doc?dataId=00tc2680&dataType=1&pageNo=1> 

文 10) 産経 west（デジタル版）：「妊娠４カ月・２８歳女性、電車に接触し死亡…駅ホームで体調崩し倒

れる？滋賀・南草津駅」より、（オンライン）、入手先 

<2014.7.6https://www.sankei.com/west/news/140706/wst1407060013-n1.html> （ 参 照 ：

2020.1.16） 

文 11) NHK ニュース：「ホームで妊婦倒れ電車と接触し死亡  滋賀」（オンライン）、入手先

<http://www3.nhk.or.jp/news/html/20140706/k10015784081000.html>（参照 2017.8.7） 

文 12) 厚生労働省：「妊産婦死亡の死因別にみた年次別死亡数及び率（出産 10 万対）」、人口動態統計、

上巻 5-37、2017 年 

文 13) 山本依志子、森桂、大田えりか、永田知映、森崎菜穂、森臨太郎：日本の妊娠中・産後の死亡の

現況からわかること 厚生労働科学研究費補助金・臨床研究等 ICT 基盤構築研究事業「周産期関

連の医療データベースのリンケージの研究」報告、日本産婦人科医会、第 123 回記者懇談会

https://www.e-stat.go.jp/dbview?sid=0003216855
http://www3.nhk.or.jp/news/html/20140706/k10015784081000.html


10 

 

（ H30.9.12）わが国の妊産婦死亡の現状について、 2018.9.12、（オンライン）、入手先

<https://www.jaog.or.jp/wp/wp-content/uploads/2018/09/123_20180912_2.pdf> （ 参 照 ：

2020.1.16） 

文 14) 東京消防庁：「平成 30 年 救急搬送データから見る日常生活事故の実態」、（オンライン）、入手

先 

< https://www.tfd.metro.tokyo.lg.jp/lfe/topics/201910/nichijoujiko/data/all.pdf >（参

照：2020.1.16） 

文 15) Unicef：「Every Child ALIVE」、（オンライン）、入手先 

<https://www.unicef.org/publications/files/Every_Child_Alive_The_urgent_need_to_end_n

ewborn_deaths.pdf>（参照：2020.1.16） 

文 16) 藤田光子: 妊産婦における生体計測データの因子分析、日本家政学会誌、第 38 巻、第 12 号、 

pp.1083-1098、1987.12 

文 17) 中田覚子、弓削美鈴、臼井淳美、川﨑佳代子：妊娠初期のマイナートラブルによる妊婦の日常生

活上の苦労・困難さに関する実態調査、佐久大学看護研究雑誌、第８巻、第１号、pp.1-10、2016.3 

文 18) 岡西奈津子、木藤伸宏、秋山實利、山本雅子：妊婦の姿勢評価 非妊娠女性との比較、第 47 回日

本理学療法学術大会 抄録集、Vol.39 Suppl. No.2、2012.8 

文 19) 関東舞、片岡幸代、鈴木真：妊婦の歩行分析、ライフサポート、第 17 巻、第 Supplement 号、 

pp.105、2005.12 

文 20) 関東舞、八藤後猛、野村歡：妊婦の日常生活困難動作からみた生活環境整備に関する基礎的研究、

日本建築学会大会学術講演梗概集、E-1、pp.893-894、2004.7 

文 21) E＆C プロジェクト: 妊産婦の日常生活・職場における不便さに関する調査研究, 

E＆C プロジェクト, 1995.10 

文 22) 若井正一、高梨秀樹：日常生活場面における妊婦の姿勢条件と困難動作に関する一考察、日本建

築学会東北支部研究報告会、第 69 巻、pp.255-256、2006.6 

文 23) 藤本佳子：妊婦における椅子からの立ち上がり動作の安全性確保に関する研究、日本建築学会近

畿支部研究報告会、第 51 巻、pp.709-712、2011.05 

文 24) 藤本佳子：足圧測定による妊婦の椅子からの立ち上がり動作の安全性確保に関する研究、日本建

築学会近畿支部研究報告会、第 52 巻、pp.677-680、2012.05 

文 25) 横井健、藤井佑太朗：育児の観点からの建築物内各部位の安全性の評価方法に関する基礎的研究

その１ 育児中の事故事例の調査および育児特有の姿勢による動作変化の確認実験概要、日本建

築学会大会学術講演梗概集、A-1、pp.715-716、2011.7 

文 26) 大野隆造、高山友紀、添田昌志、小林美紀：妊婦が他の歩行者から不安を感じる状況の定量的分

析、日本建築学会計画系論文集、第 77 号第 680 号、pp.2339-2344、2012.10 

文 27) 北川啓介、長坂真理子、呉明宣、井上暁代：妊婦と乳幼児帯同者の行動制限とその要因、日本建

築学会計画系論文集、第 73 巻第 628 号、pp.1243-1250、2008.6 

文 28) H.W.ハインリッヒ（翻訳：総合安全工学研究所）：ハインリッヒ産業災害防止論、海文堂、1982.4 

文 29) 東京都住宅政策本部：子育てに配慮した住宅のガイドブック、東京都、2017.4 

文 30) Dunning K, Lemasters G, Bhattacharya A：A major public health issue: the high incidence 

of falls during pregnancy、Maternal Child Health J、 14(5)、pp.720-725、2010.9 

文 31) Donald A. Redelmeier、 Sharon C. May、Deva Thiruchelvam and Jon F. Barrett：Pregnancy 

and the risk of a traffic crash.、MAJ.186、pp.742-750、2014 

文 32) 内閣府：「これまでの少子化対策の取組」、（オンライン）、入手先 

<https://www8.cao.go.jp/shoushi/shoushika/data/torikumi.html>、（参照：2020.1.16） 

文 33) 国立社会保障・人口問題研究所：人口統計資料集 2018、（オンライン）、入手先 

<http://www.ipss.go.jp/syoushika/tohkei/Data/Popular2018/T03-09.xls>、（参照：2020.2.4） 

 

 

https://www8.cao.go.jp/shoushi/shoushika/data/torikumi.html


11 

 

第２章 研究と調査の方法 

 

 本章では、研究を進めるにあたり、研究の方法（研究の中核となる調査方法）、研究期間

をはじめ、本論で使用されている用語の定義、統計処理に用いた手法及びデータ処理方法

などについて触れている。 

 

２．１ 研究の方法 

 本研究は、文献調査から始め、アンケート作成のためのヒアリング調査（以下、「事前調

査」）を実施した。その後、本調査として、「妊娠による変化」と「事故発生時の室内環境」

という視点で、「妊娠期の ADL の変化と事故に関する調査」（以下、「調査 A 」）及び「事

故を経験した妊婦の身体機能の変化と事故の詳細調査」（以下、「調査 B」）を実施した。そ

の結果を基に分析することで、妊娠期に発生する事故と妊婦の身体変化や事故発生時の室

内環境の関係を解明する。 

 以下に、研究の進め方をフローチャート（図 2-1）に 示す。 

 また、本研究の研究期間は 2015 年１月から 2020 年２月までの５年１か月である。 

  

図 2-1 研究のフロー 

妊娠による変化 事故発生時の室内環境

第３章
妊娠によるADLの変化

第４章
妊娠による身体的・
生理的変化と住宅内
事故の経験の関係

第５章

住宅の室内環境と

ADL、住宅内事故の経験
に及ぼす影響

第６章

ADLの変化と

住宅内事故の関係

第７章
住宅内事故を経験した
妊婦の身体機能の変化

第８章
住宅内事故の詳細

調査A：妊娠期のADLの変化と事故等に関する調査

調査B：事故等を経験した妊婦の身体機能の変化
と事故等の詳細調査

第２章
研究及び調査の方法

第１章
研究の背景と目的

第９章
総括
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２．２ 調査の方法 

調査方法は、文献調査及び事前調査で得られた結果を基に、妊娠期の事故の実態を大局

的に把握するため、<調査 A>のアンケートを作成し、実施、分析した。次に、<調査 A>で得

られた知見を基に、事故が発生した状況の詳細を把握するため<調査 B>のアンケートを作

成及び発生時の室内環境を把握するためフォトサーベイを実施し、分析した。 

調査の概要及び詳細は以下の通りで、調査期間を図 2-2 に示す。 

 

 

２．２．１ 妊娠期の ADL の変化と事故に関する調査（調査 A） 

（１）調査の概要 

・目的 ：妊娠期に発生する事故及び妊娠中の ADL の変化を把握するた

め。 

・対象者 ：回答日時点で「妊娠週数 12 週から 39 週まで注 1)」でかつ「年

齢が 20 歳から 44 歳まで注 2)」の２条件を満たす妊婦。対象者

の人数は 12 週を起点とし、４週を１つのグループとし、１グ

ループごとに 70 名ずつ、計 490 名。 

・内容 ：回答者の属性（身長、体重の増減量、腹囲、家族構成等）、自

宅の状況、「直近１か月以内に経験したことのある事故」の有

無、「ADL の変化の度合い」を把握するための調査。 

・方法 ：ネットリサーチ会社会社を経由し、設問に対して、指定された

図 2-2 研究種別及び研究期間の時系列図 

文献調査 文献調査 文献調査

2020年2015年 2016年 2017年 2018年 2019年

本論執筆

調査A作成のためのヒアリング調査（事前調査）

調査Aアンケートの作成

調査Bアンケートの作成

調査Bに関する調査の実施、分析、検討

調査Aに関する調査の実施、分析、検討

<調査A>

<調査B>
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選択肢の中から回答するアンケートをネット配信する方式で

実施。 

・期間 ：2016 年３月 11 日から３月 15 日まで 

（２）調査の目的 

本調査は、妊婦の基本属性及び妊娠による身体変化と ADL の変化の関係を捉え、それら

が妊娠期に発生する事故に及ぼす影響について考察することを目的としている。さらに、

住宅の計画や設備、設えといった室内環境の違いによる ADL の変化が、事故に及ぼす影響

を捉え、妊娠期に発生する事故の要因について明らかにする。 

（３）調査項目（資料１） 

調査項目は「妊婦の基本属性」、「事故の経験」、「室内環境」の３部門で構成する。詳細

については資料１を参照とする。 

①基本属性 

  基本属性は、居住地や年齢及び家族構成等の基本属性のほか、妊娠によって変化する

体重や腹囲といった身体的変化（以下、「身体的変化」）、腰痛や肩こりの度合い、むくみ

や冷えの度合い、つわりや眠気の度合い（以下、総称して「生理的変化」）（以下、身体

的変化及び生理的変化を総称して「妊娠による変化」）等、以下に示した調査項目によっ

て構成する。 

（調査項目） 

居住地/年齢/現在の妊娠週数/身長/妊娠前からの体重の増減値/腹囲/利き手/家

族構成/子どもの人数/子どもの年齢/仕事の有無と通勤時のバスや電車の利用注

1)/一日の運動時間と運動の種類/妊娠による腰痛や肩こりの度合い/むくみや冷

えの度合い/つわりや眠気の度合い 

②ADLの変化 

ADL といった身体動作の困難さ（大変さ）の変化（以下、「ADL の変化」）に関する調

査項目は、関東らの文献文 1)を参考に、住宅内で 21 項目、外出先で９項目、計 30 項目

（以下、「ADL 項目」）を抽出した。ADL の変化は、回答日時点で「よく感じている」、

「時々感じている」、「感じていない」、「そのようなことはしない」（以下、「変化の程

度」）に対して、妊婦が感じる変化の程度を判断してもらった。 

③事故の経験 

「事故の経験」に関する調査項目は、既往研究文 1)～文 4)を参考に作成した。調査項目

を作成するにあたり、発生場所を「住宅内」と「外出先」に分け、「住宅内」では、住

宅の場所別に分けた。次に、住宅内外で行われる ADL と起こりうる事故を掛け合わせ、

調査項目を作成した。その結果、住宅内では場所別に計 37 項目、外出先で 13 項目、

計 50 項目の事故の項目（以下、「事故項目」）を抽出し、各項目の経験の有無の把握を
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実施した。なお、事故を経験した時期のばらつきを極力少なくするため、経験した時

期を「アンケート回答日より直近一か月以内」に限定した。 

④室内環境 

室内環境は、居住形態、建築形態、居住年数のほか、室と室の位置関係、段差の有

無や種類、手すり（又はそれに代わるもの）（以下、「手すり」）の有無や使用頻度等、

以下に示した調査項目によって構成し、事故が起こった際の室内環境を把握する。 

   （調査項目） 

自宅の居住形態と建築形態/居住年数/玄関の上がり框及び手すりの有無と使用頻

度/キッチン（台所）・食事室（ダイニング）・居間（リビング）の位置関係/和室

の有無と使用頻度/就寝時の寝具の種類/便所にある便器の種類/便所の手すりの

有無と使用頻度/便所の手すりの設置位置/便所の広さ（便座より前方の広さ）/浴

室の洗い場と浴槽間の手すりの有無と使用頻度/浴槽内に座って届く位置の手す

りの有無/浴室と洗面室間の段差の有無/浴室と便所の関係/階段の種類/階段の手

すりの有無と設置位置/ベランダの有無と室内間の段差の有無/ベランダの物干し

竿の有無/室内の履物 

（４）調査対象者 

 調査対象者は、以下の二条件を満たす妊婦とした。 

条件１：娠週数 12週から 39週までの妊婦 

調査対象者の妊娠週数は「直近１か月以内に経験した事故」を把握するため「妊娠週

数 12 週から 39 週までの妊婦」を対象とした。妊娠週数の期間を限定した理由は、１章

の注釈においても述べているが、妊娠 12 週の１か月前となる妊娠８週は、秦文 5)による

と、「正常妊娠の場合、妊娠 8 週になれば胎児心拍動が全例で確認される。また、一度胎

児心拍動を確認できた場合、95～99％の確率で妊娠予後が良好である」とされる時期で

ある。加えて、妊娠 22 週以前に妊娠が終わる「流産」のうち、その８割以上が妊娠 12

週未満文 6)に発生する。以上より、調査対象者の妊娠週数を、妊娠予後が良好で、かつ妊

娠の継続の可能性が高いとされる妊娠週数 12 週から、分娩予定日とされる 39 週までと

した。 

条件２：年齢が 20歳から 44歳までの妊婦 

調査対象者の年齢は、「20 歳から 44 歳まで」とした。その理由は、１章の注釈におい

ても述べているが、平成 27 年の人口動態統計文 7)を基に、出産時の「母の年齢（５歳階

級）別」として占める割合が全体の５%以上となる 20 歳から 44 歳までとした。 

（５）調査方法 

ネットリサーチ会社を経由して、前項３．２．２の条件を見たいしている妊婦に対して

実施した。なお、後述の通りである。なお、アンケートの調査協力は、アンケート回答時

の注意事項を事前に提示した上で、合意した妊婦のみに無記名で実施した。配布数、回収
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方法、回収数は以下の通りである。 

・配布数 ：ネットリサーチ会社に登録しているモニター60,000 名に対し、インタ

ーネット配信で実施。 

・回収方法：妊娠の有無、年齢、妊娠週数に関するアンケートを事前に配信し、条

件に合った妊婦を選定した。アンケート実施後、ネットリサーチ会社

によって回答結果の確認が実施され、有効と認められた回答を回収し

た。 

・回収数 ：回収数は妊娠月数間での比較検討もできるよう、妊娠月数毎に 70 名計

490 名とした。 

 

２．２．２ 事故を経験した妊婦の身体機能の変化と事故の詳細調査（調査 B） 

 

（１）調査の概要 

・目的 ：妊娠期に発生した事故の詳細な発生状況を把握するため。 

・対象者 ：回答日時点で「妊娠週数 12 週から出生前まで注 3)」でかつ「年

齢が 20 歳から 44 歳まで注 2)」の２条件を満たす妊婦で、今回

の妊娠中に事故を経験したことのある妊婦。対象者の人数は

127 名。 

・内容 ：現在の妊娠中に経験したことのある事故のうち、「最も印象に

残っている事故」の発生時の状況について自由記述を含めたア

ンケート調査を実施するとともに、発生場所を写真に収め、事

故の発生状況を把握するための調査。 

・方法 ：調査方法ネットリサーチ会社会社を経由し、以下の調査内容を

ネット配信する方式で実施。 

１． 設問に対して、指定された選択肢の中から回答するアン

ケート調査。 

２． 事故発生時の状況を詳細に記述するフリーアンサー調

査。 

３． 事故発生時の室内環境を写真にて回答するフォトサーベ

イ調査。 

・期間 ：2018 年２月２日から３月９日まで 

（２）調査の目的 

調査 A では、妊娠期に住宅内発生している事故について、既往研究等で得られた事例を
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参考に、事故項目を作成し、事故の経験の有無の把握をすることで、妊娠期の事故の実態

の把握をしたが、事故がどのような状況で、どのような原因で発生するかは把握できてい

ない。 

そこで、調査 B では妊娠中に事故を経験したことのある妊婦から、事故発生時の詳細な

状況を把握することで、発生原因を考察し、防止策を探ることを目的とする。同時に、妊

娠による身体機能の変化に対する認識を把握し、ＡＤＬとの関連について考察を行う。 

（３）調査項目（資料２） 

調査項目は「妊婦の基本属性」、「身体機能の変化への認識」、「事故の発生時の詳細と室

内環境」の３部門で構成する。詳細については資料２を参照とする。 

①妊婦の属性 

基本属性は、居住地や年齢及び家族構成等の基本属性のほか、妊娠による変化、妊婦

の活動の活発性や思考に関すること等、以下に示した調査項目によって構成する。  

   （調査項目） 

年齢/現在の妊娠週数/身長/体重（妊娠前・現在）/腹囲（現在）/子どもの人数/

子どもの年齢/腰痛や肩こりの度合い/むくみや冷えの度合い/つわりや眠気の度

合い/日常生活における運動量/外出時の電車やバスの利用頻度/仕事の有無と通

勤時のバスや電車の利用/活動の活発性や思考（妊娠前後の日常生活活動への積

極性/物事の考え方/社交性） 

②身体機能の変化に対する認識 

身体機能の変化に対する認識に関する項目は、建築学のほかに、医学、理学療法学、

人間工学等の既往研究から、「被験者が妊婦で、かつ妊婦の身体機能の変化を定量的に明

らかにしている研究」を中心に妊婦の身体機能の変化について把握を行い、関東ら文 1)、

横井ら文 2)、文 8)～文 9)、高橋ら文 10)より抽出し、以下に示した調査項目によって構成する。

なお、選択肢はすべての項目について「変化を感じたか」の問いに対して「はい」又は

「いいえ」の二択とする。 

  （調査項目） 

バランスがとりにくくなった/全体的に身体の動きが鈍くなった/視界が狭くなった

/腕が上方にあげにくくなった/握力が低下した/足元が見えなくなった/足があげに

くくなった/立ち続けることができなくなった/その他/変化を感じていない 

③自宅の状況と事故の発生時の詳細 

調査対象となる事故は、発生時の状況を詳細に記載してもらう必要があることから、

発生時の状況を比較的詳細かつ正確に記憶している「最も印象に残った」事故とした。

事故の収集方法は、まず事故の発生時の状況を選択肢により回答してもらい、その後、
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発生時の詳細を記載する自由記述と、その発生場所を把握するために写真の収集により

行った。 

事故の種類の選択肢は、「前方や側方に転倒した」、「後方に転倒した」、「段差等から落

ちた」、「お腹をぶつけた」、「お腹が挟まった」、「その他」とした。なお、集計時にはそ

れらの選択肢を「前側方転倒」、「後方転倒」、「転落」、「腹部ぶつかり」、「腹部挟まれ」、

「その他」とした。なお、「転倒」を「前方や側方に転倒した」（前側方転倒）、「後方に

転倒した」（後方転倒）と転倒方向別にした理由は、後方に転倒した場合は「尻もち」を

つく可能性が高いが、前・側方に転倒した場合はその可能性は低く、転倒方向により転

倒後の形態が異なるからである。 

自由記述回答では、注意事項として、以下の事項を示した。  

  （自由記述回答時の注意事項） 

   ・事故発生時の自身の状態 

（例：手に物を持っていた、子どもを追いかけて走っていた等）  

   ・何をしようと/していた時か 

 ・どのようなことがきっかけか 

    （例：つまずいた、すべった、段差を踏み外した等） 

   ・どのような事故やヒヤリハットを起こしたか 

    （例：転んだ、尻もちをついた、物を落とした等） 

   ・発生時に誰と一緒にいたか 

   ・事故になった場合はどうしたら回避できたか/ヒヤリハットの場合は回避できた

方法 

   ・なぜその事故が起きたか（自身の考え） 

さらに、その他の調査項目を以下に示す。 

  （調査項目） 

住宅の建築形態と所有形態/住宅の居住年数/妊娠週数（事故発生時）/最も印象に残

っている事故の種類（転倒（前側方へ転倒,後方へ転倒,転倒方向不明の転倒）・転落・

腹部ぶつかり・挟まれ・その他）/発生場所（玄関・居間（リビング）・食事室（ダ

イニング）・台所・洗面所及び脱衣所・浴室・寝室・階段・ベランダ・その他）/け

がの程度/事故の詳細（自由記述）/発生場所（写真） 

（４）調査対象者 

 調査対象者は第２章でも述べた通り、以下の二条件を満たす妊婦とした。  
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条件１：妊娠週数 12 週から出産前まで 

調査対象者の妊娠週数を「12 週から出産前まで」の妊婦とした。その理由は、「２．

２．１ （４）調査対象者」において述べた通りである。さらに、調査 B では、「妊娠期

に経験した事故」のうち「最も印象に残った事故」を対象としている。したがって、よ

り多くの事故を把握するために、調査 B では調査 A の「妊娠 39 週まで」という条件を

「出産前まで」とし、条件の緩和をした。 

条件２：年齢が 20歳から 44歳まで 

調査対象者の年齢は、「20 歳から 44 歳まで」とした。その理由は、第２章の注釈にお

いても述べているが、平成 27 年の人口動態統計文 7)を基に、出産時の「母の年齢（５歳

階級）別」として占める割合が全体の５%以上となる 20 歳から 44 歳までとした。なお、

調査を実施した年ではなく平成 27 年時の人口動態統計を基にした理由は、調査 A と調

査対象者の年齢条件を合わせるためである。 

（５）調査方法 

 ネットリサーチ会社を経由して、前項の条件を満たしている妊婦に対して実施した。な

お、後述の通りである。アンケートの調査協力は、アンケート回答時の注意事項を事前に

提示した上で、合意した妊婦のみに無記名で実施した。配布数、回収方法、回収数は以下

の通りである。 

・配布数 ：ネットリサーチ会社に登録しているモニター10,000 名に対し、インタ

ーネット配信で実施。その結果、9175 人から回答が得られ、そのうち

調査対象者の妊婦は 518 人に調査票の配布をした。 

・回収方法：妊娠の有無、年齢、妊娠週数に関するアンケートを事前に配信し、条

件に合った妊婦（該当数 9175 人）を選定した。事前のアンケート実施

後、さらにフォトサーベイ調査への協力に承諾した妊婦（518 人）に

対し、調査を実施した。その後、ネットリサーチ会社によって回答結

果の確認が実施され、最終的に有効と認められた回答を回収した。 

・回収数 ：フォトサーベイ調査への協力を承諾し、実際に調査に協力した調査対

象者は 193 人。その後、回答結果の確認が行われ、有効回答者数は 127

人となった（調査への協力に承諾した妊婦に対しての有効回収率は

24.5％）。 

 

２．２．３ 調査方法選定にあたっての妥当性 

調査実施にあたり、<調査 A>及び<調査 B>において、ネットリサーチ会社による調査方法

を採用した理由は、二つある。一つは、自治体や医療施設等で開催している妊婦向けに開
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催される講座への配布を検討したが、いくつかの自治体や医療施設等関係者に確認したと

ころ、そのような講座に参加する妊婦は第一子妊娠中の妊婦が多く、第二子妊娠中の妊婦

が少ない傾向があることがわかった。すなわち、調査前の段階で回答者が第一子妊婦に偏

る可能性が明確であったため、自治体や医療施設等で開催している妊婦向け講座での配布

を採用しなかった。二つ目は、調査前の段階で回収目標を<調査 A>では 490 名、<調査 B>で

は 100 名とそれぞれ設定した。それにより、多くの妊婦からの協力が必要であった。以上

つの理由を考慮した結果、ネットリサーチ会社を経由することによって調査を実施する方

法の検討を行った。 

ネットリサーチ会社の選定にあたり、まず、日本国内にあるネットリサーチ会社 15 社の

中から、登録しているモニターの数や属性等を考慮し、３社を選定した。その後、調査条

件及び内容をネットリサーチ会社へ伝えた結果、「調査の実施が可能」としたのは１社であ

った。同時に、当該ネットリサーチ会社へ、登録しているモニターの属性を確認し、モニ

ターの居住地、有配偶の有無、世帯構成、住居の所有形態及び建築形態、就業状況、職業

（雇用形態及び業種）が国勢調査の結果と大きな差はなく、属性に偏りがないことから、

ネットリサーチ会社を経由した方法を採用し、さらに本調査を「調査の実施が可能」とし

た１社に依頼は妥当と判断した。 

ネットリサーチ会社を経由した調査の実施方法は以下の通りである。  

１． 調査条件（サンプル条件及び調査内容）をネットリサーチ会社へ提供 

２． 登録しているモニターの中から無作為に選出されたモニターに対し、調査条件を

記載したスクリーニング用の設問を送信する。例えば、<調査 A>では、無作為に抽

出された女性モニターに対して、妊娠の有無、年齢、妊娠週数を問う設問を送信

し、その中から条件を満たすモニターの選定を実施し、サンプルを抽出した。 

３． 条件を満たしたサンプルに対し、調査内容を送信する。 

４． 調査後、ネットリサーチ会社によって回答結果の確認が実施され、有効と認めた

データを調査結果として採用する。 

 

２．３ 用語の定義 

 本研究で使用する用語は、以下の意味で使用する。 

・ADL ：Activities of Daily Living の略で、日常生活動作のこと。

寝返り、起きあがり、移乗、歩行、着衣、入浴、排泄等、日

常生活をおくるために最低限必要な日常生活動作を指す文

11)。 

・ADLの変化 ：ADL といった身体動作をする上で妊婦自身の困難さ（大変さ）
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感じ方の変化を指す 

・ADL項目 ：ADL の変化（大変さ）に関する調査項目 

・サンプル ：モニター（後述）のうち「アンケート回答可能者」を指す。 

・ヒヤリハット ：小さな事故や事故に至らない出来事、いわゆるひやっとした

出来事、はっとした出来事を「ヒヤリハット」という。加え

て、事故（後述）を「経験しそうになったことがある」場合

もヒヤリハットと捉える。 

 なお、本研究では、事故だけでなく、ヒヤリハットの経験

も調査の対象としている。その理由は、Herbert William 

Heinrich 文 12)によって｢同一の人間に類似した accident が

330 回起きるとき、そのうち 300 回は怪我を伴わず（no 

injury）、29 回には軽い怪我（minor injury）、1 回には重い

怪我（major injury）が伴う。そして怪我（injury）の有無

や重軽にかかわらず、すべての事故（accident）の背景に、

おそらく数千に達すると思われるだけの［不安全行動］と［不

安全状態］が存在する｣としている。すなわち、事故防止のた

めには、この「300 回の怪我を伴わない事故」であるヒヤリ

ハットの繰返しが重大な事故につながるとしている。したが

って、事故防止のためには、ヒヤリハットも含めた事故の原

因究明と再発防止が重要となるからである。 

・ベランダ ：ベランダ、バルコニーを総称したものを指す。 

・モニター ：ネットリサーチ会社に登録している「対象者」を指す。 

・家族構成 ：回答者の住居に同居している家族の構成を指す。 

・協調動作 ：様々な基本動作を組み合わせることで行われる ADL のことを

指す。 

・基本動作 ：寝返り、起きあがり、ベッド上の移動、座位、立ち上がりな

どの「起居動作」と、便器、車いす等への「移乗動作」、歩行

などの「移動動作」といった動作のことを指す。 

・事故 ：本論中において住宅内事故を指す。さらに、事故の種類につ

いては、例えば、東京消防庁文 13)では住宅内事故に限らない

事故全般についてを<ころぶ><落ちる><ぶつかる><ものがつ

まる・ものが入る・誤って飲み込む><切る・刺さる><はさむ・

はさまれる><やけど><かまれる・刺される><おぼれる>に分

類している。さらに、国土技術政策総合研究所の建物事故ナ

レッジベース文 14)では、建物内やその周辺で起きた事故を<墜



21 

 

落><転落><転倒><落下物にあたる><ぶつかり><挟まれ><こ

すり><鋭利物に触れる><その他>に分類している。本研究で

扱う事故は、住宅内で日常生活を送っている中で発生した事

故を研究対象としている。従って、主として国土技術総合研

究所の事故種別名を、本研究の事故とする。 

・事故項目 ：事故の経験の調査項目 

・室内環境 ：住宅内の段差の有無、手すりの有無、階段の種類、室の配置

関係等を指す。 

・住宅内 ：回答者が居住している住宅内（ベランダや玄関ポーチも含

む）のことを指す。庭は含まない。 

・住宅外 ：回答者が居住している住宅敷地内の空間や建物を指す。自宅

の庭や駐車スペース等も含まれる。 

・身体的変化 ：妊娠による体重の増加、腹囲の増大、それによる体型の 

変化等、妊娠による身体の物理的な変化を指す。 

・身体機能の 

変化 

：ADL 遂行時に必要な身体機能の変化を指す。 

・生理的変化 ：妊娠によって起こる肩こり、むくみ、つわり等の妊娠によっ

て起こる生理的な変化を指す。 

・手すり ：手すりのほか、手すりに代わるもののことを指す。 

・転倒 ：転倒の定義は、分野によりその意味が異なるが、本研究では、

国土技術政策総合研究所の建物事故ナレッジベース文 14)に基

づき、「床の上で転ぶこと」を指す。 

なお、<調査 A>では、設問に「転んで倒れること」と注釈を

つけ、さらに、設問を「発生場所（発生場所を特定しない場

合はなし）＋ADL＋事故名」の組み合わせで作成した。加えて、

転倒の方向にかかわらず「転んで倒れること」を「転倒」と

しているが、「尻もち」を付加することで、後方への「転倒」

も含まれることを示唆する設問とし、回答者が転倒の事故を

具体的にイメージしやすいようにした。<調査 B>では、「前方

や側方に転倒した」「後方に転倒した」と予め転倒方向を指定

した選択肢とした。 

・転落 ：転落の定義も、転倒の定義と同様、分野によりその意味が異

なるが、本研究では、国土技術政策総合研究所の建物事故ナ

レッジベース文 14)に基づき、「階段から転がり落ちること」を

指す。 
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なお、<調査 A>では、「落差のある高いところから落下するこ

と」と注釈をつけ、さらに設問を「発生場所（発生場所を特

定しない場合はなし）＋ADL＋事故名」の組み合わせで作成す

ることにより、回答者が転落の事故を具体的にイメージしや

すいようにした。<調査 B>では、選択肢を「段差や階段等か

ら落ちた」とした。 

・妊娠による 

変化 

：身体的変化と生理的変化の総称 

・妊婦の特性 ：妊婦の基本属性や妊娠による変化等の特性の組み合わせ 

・腹囲 ：通常は臍のある部分を腹囲とするが、本研究では、腹部が一

番大きく出ている部分を指す。 

  

 

２．４ 統計処理 

（１）分析ソフト SPSS Statistics 

アンケートで得られたデータは、SPSS Statistics を使用して分析した。SPSS Statistics

は、度数分布表や記述統計量等データの集計機能だけでなく、因子分析や主成分分析、２

変量や偏相関等の相関、階層クラスター分析や判別分析といったさまざまな分析機能、そ

の他検定機能等を搭載している。このように、得られたデータを多角的視点から分析する

には適したソフトであるため、本研究の分析ソフトとして採用した。 

本研究では SPSS Statistics を、度数分布、箱ひげ図の作成、クロス集計、相関関係、

カテゴリカル主成分分析、多項ロジスティック回帰分析、順序回帰の分析に使用した。そ

して、分析で得らえた数値は、小数点以下第二位を四捨五入し、小数点以下第一位表記と

した。 

 また、カイ二乗検定より得られた結果において、確率 0.05 未満は両者の相関関係がない

とは言えないとする。 

（２）KJ法 

 KJ 法は、質的なデータをまとめるために文化人類学者の川喜田二郎（元東工大学名誉教

授）によって考案された手法である。データをカードに書き出し、グループごとにまとめ

て、図解化し、論理的に整序して問題解決の筋道を明らかにする方法である。 

 本研究では、第４章のフリーアンサーを整理し、事故が発生する過程を明らかにするた

めの方法として採用した。フリーアンサーから事故が発生した要因を抽出するためには、

フリーアンサーに記載されている事項を短文に分解し、内容の性質を把握する必要がある。

本方法は全体を俯瞰しながら、整理し、事故の性質を論理的に類型化することが可能なた
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め、自由記述の分析方法として採用した。 

 

２．５ 倫理的配慮 

本研究は、個人情報に抵触する内容が多々あるため倫理的配慮が求められ、本来ならば

第三者による倫理に関する審査を受けるべき性質をもつ。しかし、本学理工学研究科には

倫理委員会が存在しないため、以下の考えのもとに細心の注意を払い研究を実施した。 

（１）協力者の同意 

調査はネットリサーチ会社を経由して実施した。従って、ネットリサーチ会社が定める

「個人情報保護方針」に基づいて取り扱うことを、調査開始時にあらかじめ伝えた上で承

諾が得られた対象者に対し調査を実施した。 

（２）個人情報の管理 

 回答で得られた結果は、まず個人名等が特定されないよう、回答者には個人ごとに ID を

付した。次に本研究専用のパソコンでデータ化して管理し、当該パソコン起動時には第三

者がアクセスできないようパスワードを設定した。さらに、途中で不用となった関係書類

はシュレッダーで廃棄処分とした。 

 

２．６ 本論の構成 

 本論文は第１章から第９章で成り立っている。全体の構成及び各章の概要は以下のとお

りである。 

 

第１章「研究の背景と目的」では、平成 28 年「東京都福祉保健基礎調査」文 15)より、妊

娠・出産・子育て世代と考えられる 30～39 歳の女性の住宅内バリアを認識する割合の高さ

とその背景とともに、ハインリッヒの法則より事故防止のためにはヒヤリハットも含めた

事故の原因究明と再発防止が重要であることを把握し、本研究の社会的重要性を示してい

る。妊婦の日常生活上の安全に関する既往研究では、妊娠による変化、日常生活上の事故

を把握していたが、両者の関係を捉えて事故の実態や要因を解明している研究は少なく、

本研究の必要性を明らかにしている。 

 

第２章「研究と調査の方法」では、研究の方法・全体構成、統計データ処理に用いた手

法について示している。研究の方法は、妊娠による変化と事故発生時の室内環境の二つの

視点から、住宅内事故の実態把握を行っている。調査は、ネットリサーチ会社を経由して

行い、「妊娠期の ADL の変化と事故に関する調査」（以下、「調査 A」）として、妊婦にアン

ケート調査を実施して第３～６章にまとめ、その結果をもとに、「事故を経験した妊婦の身



24 

 

体機能の変化と事故の詳細調査」（以下、「調査 B」）として、今回の妊娠期間に事故を経験

したことのある妊婦にアンケートとフォトサーベイ調査を実施して第７～８章にまとめた。

調査人数は、調査 A は 490 名、調査 B は 127 名であった。 

 

第３章「妊娠による ADLの変化」では、妊娠月数別、妊娠による変化別に住宅内で行わ

れる ADL の変化 21 項目（以下、「ADL 項目」）との関係をみている。 

妊娠月数別では、妊娠６ヶ月以降は居室での床からの立ち座り及び靴や服の着脱（立位）

等、下肢負担が大きい、身体のバランスが必要、様々な動作の組み合わせ、を必要とする

ADL の変化は認識しやすい傾向があった。一方、玄関での扉の開閉及び上り框の昇降等、

下肢の負担の小さい、単純な動作、となる ADL は、妊娠月数が進んでも ADL の変化は認識

しにくい傾向があった。 

一方、回答者の基本属性と妊娠による変化等妊婦の特性を表す要素には個人差があり、

それらが複合的に作用し、ADL の変化に影響を及ぼす可能性が考えられる。したがって、

妊婦の特性に関連する 26 の説明変数を使用し、カテゴリカル主成分分析を実施し、要素の

整理と要約を行った。その結果、回答者は、妊娠月数を含む身体的変化：大、生理的変化

への認識：有（Category１）、身体的変化：小、生理的変化への認識：有（Category２）、

身体的変化：小、生理的変化への認識：無（Category３）、身体的変化：大、生理的変化へ

の認識：無（Category４）の４つに類型化された。次に、生理的変化の影響を受ける ADL

項目をみるため、身体的変化が大きい Category１と４を比較した。玄関での上がり框昇降

は、Category１における ADL の変化の割合が著しく高い。さらに、身体的変化が小さい

Category２と３を比較した場合は、浴室での洗髪・洗身（立位）、寝室での起床時の起上り・

就寝時の横たわりは、Category２における ADL の変化の割合が著しく高い。すなわち、身

体的変化が同じでも、生理的変化への認識の有無により、ADL の変化には違いが生じてい

ることを把握した。 

 

第４章「妊娠による身体的・生理的変化と住宅内事故の経験の関係」では、妊娠月数別、

妊娠による変化別、Category 別に、31 項目のヒヤリハットを含む住宅内事故の経験（以

下、「事故項目」）との関係をみている。 

妊娠月数別では、事故は妊娠７～８ヶ月で、ヒヤリハットは７ヶ月で割合が高くなり、

それ以降は減少傾向を示した。 

Category 別では、事故は 21 項目で Category４の割合がもっとも高い。加えて、居室に

おける服や靴の着脱（立位）時の転倒事故、階段上り下り時の転落事故、玄関での扉の開

閉及び上り框の昇降時の転倒事故の割合も高い傾向を示した。さらに、身体的変化が大き
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い Category１と４を比較すると玄関での扉の開閉及び上り框の昇降時の転倒事故等で

Category４の割合が、身体的変化が小さい Category２と３を比較すると浴室における洗

髪・洗身時の転倒事故等で Category２の割合が、それぞれ高い傾向を示した。すなわち、

下肢負担の大きい動作、様々な動作の組み合わせが必要な動作を行う際や、単純な動作を

玄関で行う際に事故は発生しやすく、さらに生理的変化への認識の有無が事故やヒヤリハ

ットの発生に影響を及ぼすことを把握した。 

第５章「住宅の室内環境と ADL、住宅内事故の経験に及ぼす影響」では、住宅の段差、手

すりの有無、段差・階段の種類、室の配置関係といった室内環境の違いが、ADL やヒヤリ

ハットを含む事故の経験に及ぼす影響を把握している。 

ADL の変化は室が狭い方が認識しやすいが、総じて室内環境の違いによる影響は受けに

くく、一方、事故は影響を受けやすい傾向があった。例えば、玄関の上がり框の有無及び

ベランダと室内境界にある段差の有無から、妊婦は高齢者と同様にわずかな段差が生じる

と、事故が発生していた。階段の種類別から、階段は手すりの有無よりも踏面の周り角度

が影響を及ぼすという示唆が得られた。さらに、浴室と便所の配置関係では、両室が同空

間にある方が事故の発生割合は高い傾向を示した。 

 

第６章「ADL の変化と住宅内事故の関係」では、ADL の変化と事故の相互関係を導くた

め、ADL の変化に影響を及ぼす条件を組み合わせて、多項ロジスティック回帰分析を行っ

ている。 

浴室及び居室の清掃時に発生する転倒事故では、事故発生に関与する ADL 遂行能力はほ

ぼ同様であった。一方、浴室での清掃時に発生する転倒事故は、それに加えて玄関での上

がり框の昇降、居室での歩行、浴室での浴槽縁またぎといった ADL 遂行能力も寄与してい

た。したがって、浴室での清掃時の転倒事故には、居室での清掃時と比較して、狭いとこ

ろで ADL 遂行を制御するために、下肢筋力とバランス能力といったより広範囲な ADL 遂行

能力が影響していた。以上から、事故の発生場所や種類により、関連する ADL 遂行能力が

異なることを捉えた。 

 

第７章「住宅内事故を経験した妊婦の身体機能の変化」では、妊娠月数別、妊娠による

変化別、Category 別に、妊娠により感じた身体機能の変化 11 項目との関係をみている。 

事故を経験した妊婦は、妊娠７ヶ月以降でさらに身体的変化が大きくなると、足のあげ

にくさや足元の見にくさといった下肢機能の変化、バランスのとりにくさといった身体全

体に関る機能の変化を認識していた。一方、腕のあげにくさや握力の低下といった上肢機

能の変化は認識しにくかった。 
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第８章「住宅内事故の詳細」では、自由記述と発生時の室内環境の写真から、それらを

発生室別に、ADL、事故の種類、要因、誘因動作、回避行動・方法に分け、特徴をみている。 

事故がもっとも多く発生した階段では、高齢者の事故同様、下りの転落事故が多く、足

元のみにくさが要因として挙げられた。さらに、手すりの把持により事故を回避している

が、把持できず事故に至る場合もあった。居間（リビング）では、室境界の段差、子ども

の玩具、床面の敷物等により事故が発生していた。浴室では、滑りによる事故が多発して

いるが、浴室扉のドアノブや手すりを把持し、立位バランスを保持することで事故を回避

していた。以上から、事故の発生要因は、足元の視界が制限されるといった身体機能の変

化や室内の障害物が要因になっていて、手すりは立位バランスを保持するために使用され

る傾向があることを把握した。 

 

第９章「総括」では、妊娠による変化と室内環境から妊婦の事故の特徴をまとめ、さら

に今後のバリアフリーやユニバーサルデザインの一考察を述べている。 

妊婦の事故の特徴は、妊娠７ヶ月頃に増加するが、さらに身体的変化が大きくなる妊娠

９ヶ月以降で減少した。加えて、ADL や身体機能の変化は、妊娠６ヶ月頃から認識が始ま

り、妊娠月数の経過とともに認識しやすくなった。さらに、生理的変化への認識の有無は

事故発生に影響を及ぼし、例えば Category４の妊婦は、事故のリスクが高い傾向にあった。

加えて、妊婦と高齢者の事故の共通点は、わずかな段差による事故、階段下り時の事故で

あった。相違点は、手すりは高齢者の歩行能力低下を補完する位置に設置されているが、

妊婦は立位バランス・姿勢の保持のために手すりを使用していて、手すりの役割が異なる

ため、手すりが事故防止に有効に働かない可能性を明らかにした。 

本研究の分析により、妊娠期の世代も住宅内にバリアを感じる要因として、妊娠による

変化、身体機能の変化、ADL の変化の影響を受けることを確認した。さらに、妊婦の身体

変化の特徴と高齢者の加齢による機能低下の特徴の違い、これまでのバリアフリーやユニ

バーサルデザインは高齢者に焦点が当てられ、妊婦に適合しない可能性があるという、二

つの知見が得られた。今後は、バリアフリーやユニバーサルデザインによる安全・安心な

環境整備の実現のためには、これらの概念に「妊婦」を加えた、新たな環境整備の手法が

求められる。 
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【注釈】 

注 1) <調査 A>では、「直近１か月以内に経験した事故」を把握するため、妊娠週数 12 週から 39 週まで

の妊婦を対象とした。その理由として、12 週の１か月前となる妊娠８週は、秦文 6)によると、「正

常妊娠の場合、妊娠 8 週になれば胎児心拍動が全例で確認される。また、一度胎児心拍動を確認

できた場合、95～99％の確率で妊娠予後が良好である」とされる時期であるとしている。加えて、

妊娠 22 週以前に妊娠が終わる「流産」のうち、その８割以上が妊娠 12 週未満文 7)に発生する。以

上より、調査対象者の妊娠週数を、妊娠予後が良好で、かつ妊娠の継続の可能性が高いとされる

妊娠週数 12 週から、分娩予定日とされる 39 週までとした。 

注 2) <調査 A>及び<調査 B>の調査対象者の年齢は、平成 27 年の人口動態統計文 8)を基に、出産時の年

齢として占める割合が全体の５%以上となる 20 歳から 44 歳までとした。 

注 3) <調査 B>では、調査対象者の妊娠週数を 12 週から出産前までの妊婦とした。妊娠 12 週とした理

由は、先述した注 2)の通りである。さらに、調査 B では、「妊娠期に経験した事故」のうち「最

も印象に残った事故」を対象としている。調査 A の調査結果から、「妊娠期の事故は発生してい

るものの、その数が少ない」より、多くの事故を把握するために、調査 B では調査 A の「妊娠 39

週まで」という調査対象者の条件を「出産前まで」とし、条件の緩和をした。 
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第３章 妊娠による ADL の変化 

 
本章では、ADLの変化の概略を捉えるため、「妊娠期の ADL の変化と事故に関する調査」

（調査 A、回答者数：490名）の結果から、妊娠月数別、身体的変化別（体重別及び腹囲別）、

生理的変化別（肩こり・腰痛別、むくみ・冷え別、つわり・眠気別）に、住宅内で行われる

ADL の変化 21 項目（以下、「ADL 項目」）との関係をみている。分析は、回答者の基本統計か

ら始まり、妊娠週数別、身体的変化別、生理的変化別にみた ADL の変化をクロス集計するこ

とにより、妊娠による変化と ADLの変化の関連について明らかにしている。さらに、妊婦個々

人がもつ特性が、ADL の変化に及ぼす影響をみるためカテゴリカル主成分分析実施し、妊婦

個々人の特性を類型化し、類型別に ADLの変化の関連についても明らかにしている。 

 

３．１ 分析情報の精査 

 分析にあたり、ADLの変化に関して、情報の精査を実施した。 

ADLの変化の分析を行うに際して、得られた情報の精査を行った。３．２．１「（３）室内

環境の状況」において、階段及びベランダが自宅に「ない」と回答した妊婦は、関連する ADL

項目の変化の程度を判断できない。したがって、ADLの変化の程度を判断できない妊婦の回答

と、「そのようなことはしない」と回答した妊婦の回答を統合し、「そのような場面なし」と

し、情報の精査を行った。さらに、本研究では、住宅内で起こる事故を対象とするため、外出

先で行われる ADL項目９項目は分析から除外する。併せて、３．２．１「（１）基本属性」に

ある「仕事の有無と通勤時のバスや電車の利用」は住宅内で行われる日常生活と関連の低い

ことから、同様に分析から除外した。なお、アンケートで使用した項目は本論中では表 3-1に

示す通りに表記する。 
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NO. 設問 本論中の表記 

1 玄関扉を開閉する 玄関：玄関扉の開閉 

2 玄関の上がり框を上る/下る 玄関：上がり框の昇降 

3 階段を上る 階段：上り 

4 階段を下る 階段：下り 

5 浴室にて立ち姿勢のまま髪や身体を洗う 浴室：洗髪、洗身（立位） 

6 浴室の浴槽縁をまたぐ 浴室：浴槽縁のまたぎ 

7 調理をする 台所：調理 

8 床から立ち上がる 居室：床からの立上がり 

9 床に座る 居室：床に座る 

10 居室を清掃する 居室：清掃 

11 居室内を歩く 居室：歩行 

12 居室の扉を開閉する 居室：扉の開閉 

13 立った状態で服や靴を着脱する 居室：靴や服の着脱（立位） 

14 棚等（収納庫や押入れ等を含む）から重いものを出し入れする 居室：棚等からの物の出入れ（重） 

15 棚等（収納庫や押入れ等を含む）から軽いものを出し入れする 居室：棚等からの物の出入れ（軽） 

16 重い荷物を運ぶ 居室：重い荷物の運搬 

17 軽い荷物を運ぶ 居室：軽い荷物の運搬 

18 就寝時にベッドや布団に寝る 寝室：就寝時の横たわり 

19 起床時にベッドや布団から起きる 寝室：起床時の起上がり 

20 
室内からベランダ（バルコニーや庭等含む）に出入りする（物は

何も持っていない状態） 
ベランダ：室内間出入（物：無） 

21 
室内からベランダ（バルコニーや庭等含む）に出入りする（物を

持っている状態） 
ベランダ：室内間出入（物：有） 

 

３．２ 調査結果 

 調査 Aで得られたデータから、基本属性、ADLの変化について分析を行う。さらに回答者の

年齢や家族構成といった基本属性、妊娠による変化及び生理的変化の組み合わせ（以下、「妊

婦の特性」）を類型化するためカテゴリカル主成分分析による類型化を行い、その特徴につい

てみている。なお、本研究では、住宅内で起こる事故を対象とするため、外出先に関わる項

目は分析対象外とする 

３．２．１ 回答者の属性 

回答者（490人）の居住地域や年齢といった基本属性の把握を行う。 

（１）基本属性 

・居住地 

 居住地方は「北海道地方」3.1％（15人）、「東北地方」4.5％（22人）、「関東地方」40.6％

（199人）、「中部地方」15.7％（77人）、「近畿地方」18.4％（90人）、「中国地方」5.1％（25

人）、「四国地方」3.1％（15人）、「九州地方」9.6％（47人）である。 

・年齢 

妊婦の平均年齢は 31.9 歳で、中央値は 32 歳、標準偏差は 4.5、分散は 20.3 である。

年齢別、さらに年齢を５歳毎に集計した５歳階級の結果を表 3-2 に示す。年齢別でみる

と、年齢が上がるとその割合も増え、32 歳で最も多くなり、その後減少している。５歳

階級でみると、〈30～34歳〉が最も多く 39.8％、次いで〈25～29歳〉26.9％、〈35～39歳〉

22.9％、〈40～44歳〉5.5％、〈20～24歳〉4.9％となっている。 

表 3-1.［ADL項目］アンケート設問と本論中の表記の対応表 
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・妊娠週数 

妊婦の現在の妊娠週数を集計した結果を表 3-3 に示し、参考として妊娠週数の左行に

は、妊娠週数に対応した妊娠月数を示す。妊娠週数の平均は 25.5週で、中央値は 25週、

標準偏差は8.0、分散は64.5である。妊娠週数別でみると妊娠20週がもっとも多く5.5％、

妊娠 34週がもっとも少なく 1.8％となっている。 

・身長 

 平均は 158.9cm、中央値は 159cm、標準偏差は 5.3、最大値は 175cm、最小値は 140cm。 

・利き手 

利き手は右手が 92.2％（452人）、左手が 7.8％（38人）である。 

・家族数と家族構成 

表 3-4 に同居している家族数と家族構成をクロス集計した結果を示す。家族数と家族

構成の組み合わせでもっとも多い組み合わせは、家族数が「２人」、家族構成が「妊婦と

配偶者」で 44.5％（218人）である。次いで、家族数が「３人」、家族構成が「妊婦、配

偶者及び子」で 29.8％(146人)である。 

・子どもの人数と年齢 

  表 3-5に同居している子どもの数と家族構成をクロス集計した結果を示す。 

子どもの人数は、「０人」がもっとも多く 55.5％（272人）、次いで「１人」34.1％（167

人）、「２人」9.2％（45人）、「３人」0.8％（４人）、「４人」0.4％（２人）である。子ど

もの数と家族構成の組み合わせでもっとも多い組み合わせは子どもの数は「０人」で「妊

婦及び配偶者」の組み合わせで、44.5％（218人）である。次いで、子どもの数が「１人」

で「妊婦、配偶者及び子」の組み合わせで 29.8％（146人）である。 

さらに、子どもの年齢を表 3-6 に示す。最低年齢は０歳で、最高年齢は 19 歳である。

子どもの年齢は「２歳」がもっと多く 22.7％（63 人）、次いで「１歳」21.3％（59 人）

で、「０歳」から「３歳」までの合計は 63.2％（175人）である。性別で見ると男児は「２

歳」で 12.6％（35人）、女児で「１歳」13.0％（36人）がもっとも多い。 
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 単位：％ （ ）内：度数 人  単位：％ （ ）内：度数 人 

年齢 
年齢別 ５歳階級別  

妊娠月数 妊娠週数 割合(％) 度数(人) 
割合(％) 度数(人) 割合(％) 度数(人)  

20歳 0.0 0 

4.8 24 

 

４ヶ月 

12週 4.1 20 

21歳 0.4 2  13週 2.0 10 

22歳 0.4 2  14週 3.1 15 

23歳 1.8 9  15週 5.1 25 

24歳 2.2 11  

５ヶ月 

16週 2.9 14 

25歳 2.0 10 

26.8 132 

 17週 4.3 21 

26歳 4.5 22  18週 3.3 16 

27歳 6.1 30  19週 3.9 19 

28歳 6.9 34  

６ヶ月 

20週 5.5 27 

29歳 7.3 36  21週 2.7 13 

30歳 6.3 31 

39.8 195 

 22週 3.1 15 

31歳 8.4 41  23週 3.1 15 

32歳 9.6 47  

７か月 

24週 4.3 21 

33歳 8.6 42  25週 3.5 17 

34歳 6.9 34  26週 2.2 11 

35歳 5.7 28 

22.9 112 

 27週 4.3 21 

36歳 6.5 32  

８ヶ月 

28週 2.9 14 

37歳 3.1 15  29週 4.1 20 

38歳 4.3 21  30週 5.1 25 

39歳 3.3 16  31週 2.2 11 

40歳 1.6 8 

5.5 27 

 

９ヶ月 

32週 4.1 20 

41歳 3.1 15  33週 3.9 19 

42歳 0.8 4  34週 1.8 9 

43歳 0.0 0  35週 4.5 22 

44歳 0.0 0  

10ヶ月 

36週 4.5 22 

全体 100.0 490 100.0 490  37週 3.5 17 

      38週 3.1 15 

      39週 3.3 16 

      全体  100.0 490 

 

 単位：％ （ ）内：度数 人 

家族数 

（人） 

家族構成 

妊婦 

配偶者 

妊婦 

配偶者 

子 

 妊婦 

 配偶者 

子 

 父母等 

 妊婦 

 配偶者 

 父母等 

 妊婦 

 子 

 父母等 

妊婦 

父母等 

妊婦 

子 
妊婦のみ その他 合計 

1              6.5(32)   6.5(32) 

2 44.5(218)        0.6(3) 0.8(4)     45.9(225) 

3   29.8(146)   0.4(2)  0.8(4)       31.0(152) 

4   8.2(40) 1.0(5) 1.0(5)  0.8(4)     0.2(1) 11.2(55) 

5   0.8(4) 1.8(9)    0.4(2)       3.1(15) 

6   0.4(2) 0.6(3) 0.2(1) 0.2(1)       0.2(1) 1.6(8) 

7     0.2(1)    0.2(1)       0.4(2) 

8     0.2(1)            0.2(1) 

合計 44.5(218) 39.2(192) 3.9(19) 1.6(8) 0.2(1) 2.9(14) 0.8(4) 6.5(32) 0.2(1) 100.0(490) 

 

 

 

表 3-2. 妊婦の年齢 表 3-3.妊娠週数 

表 3-4. 家族数と家族構成 
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 単位：％ （ ）内：度数 人 

子どもの数 

（人） 

家族構成 

妊婦 

配偶者 

妊婦 

配偶者 

子 

 妊婦 

 配偶者 

子 

 父母等 

 妊婦 

 配偶者 

 父母等 

 妊婦 

 子 

 父母等 

妊婦 

父母等 

妊婦 

子 
妊婦のみ その他 合計 

0 44.5(218)     1.6(8)   2.9(14)   6.5(32)   55.5(272) 

1   29.8(146) 3.1(15)   0.2(1)   0.8(4)   0.2(1) 34.1(167) 

2   8.2(40) 0.8(4)           0.2(1) 9.2(45) 

3   0.8(4)               0.8(4) 

4   0.4(2)               0.4(2) 

合計 44.5(218) 39.2(192) 3.9(19) 1.6(8) 0.2(1) 2.9(14) 0.8(4) 6.5(32) 0.2(1) 100.0(490) 

 

 単位：％ （ ）内：度数 人 

年齢（歳） 男児 女児 合計 

0 1.1(3)   1.1(3) 

1 8.3(23) 13.0(36) 21.3(59) 

2 12.6(35) 10.1(28) 22.7(63) 

3 9.4(26) 8.7(24) 18.1(50) 

4 5.4(15) 6.1(17) 11.6(32) 

5 2.9(8) 2.2(6) 5.1(14) 

6 3.2(9) 3.2(9) 6.5(18) 

7 1.1(3) 1.4(4) 2.5(7) 

8 1.8(5) 1.8(5) 3.6(10) 

9 1.1(3) 1.1(3) 2.2(6) 

10 0.4(1) 0.7(2) 1.1(3) 

11 0.7(2) 0.7(2) 1.4(4) 

12   0.7(2) 0.7(2) 

13 0.4(1) 0.4(1) 0.7(2) 

14   0.4(1) 0.4(1) 

15       

16       

17 0.4(1)   0.4(1) 

18 0.4(1)   0.4(1) 

19 0.4(1)   0.4(1) 

合計 49.5(137) 50.5(140) 100.0(277) 

 

・一日に行う平均運動時間と運動の種類 

 一日に行う歩行運動や体操運動等の運動時間は「運動していない」が 44.3％（217人）

で、「15分未満」運動をしているのは 15.5％（76人）、「15分以上 30分未満」が 22.2％

（109 人）、「30 分以上１時間未満」が 13.9％（68 人）、「１時間以上」が 4.1％（20 人）

である。さらに、運動している妊婦（N=273）のうち、行っている運動の種類は「散歩や

ウォーキング等の歩行運動」が 79.9％（218 人）、「ヨガやエクササイズ等体操運動」が

29.7％（81人）、「水泳」が 5.1％（14人）、「その他」6.2％（17人）である。 

  

表 3-6.子どもの年齢 

表 3-5.子どもの数と家族構成 
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（２）身体的変化 

・体重の変化 

  妊娠前と現時点での体重の増減値（以下、「体重の増減値」）の平均は 5.4kg、中央値

は 5.0kg、最大値は 20kg増、最小値は 6kg減、標準偏差は 4.0である。 

 次に、妊娠週数別にみた体重の増減値の箱ひげ図を図 3-1 に示す。体重の増減値 5kg

毎で四分位範囲をみると、妊娠 26 週までは 5kg 以下に四分位範囲があり、27 週から 36

週までは 5kgから 10kgまで、37週以降は 10kg以上に四分位範囲があり、妊娠週数が経

過するにつれ、体重の増減値は増加する傾向がみられる。さらに 20週以前、23週、32週

において体重の減少がみられた妊婦が複数みられる。表 3-7 に妊娠週数と 5kg 毎でまと

めた体重の増減値の関係を示す。体重の減少がみられた妊婦、すなわち体重の増減値が

0kg未満になった妊婦は、5kg毎でみた場合、全体の 5.1％を占める。とくに妊娠 12週か

ら 19週に集中し、21人となり、残り４人は妊娠 23週（２人）、24週（１人）、32週（１

人）の妊婦であり、妊婦によって妊娠週数が経過していても体重が減少する者がいるこ

とがわかる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  図 3-1.［四分位範囲を示す箱ひげ図］妊娠週数と体重の増減 

体
重
の
増
減

値
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g)
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12 363228242016
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     単位：％ （ ）内：度数 人 

妊娠月数

（ヶ月） 

妊娠週数

（週） 
0kg未満 

0kg以上 5kg

未満 

5kg以上

10kg未満 

10kg以上

15kg未満 
15kg 以上 合計 

4 

12   3.9(19)   0.2(1)   4.1(20) 

13 0.6(3) 1.4(7)       2.0(10) 

14 1.0(5) 2.0(10)       3.1(15) 

15 0.6(3) 4.1(20) 0.2(1) 0.2(1)   5.1(25) 

5 

16 0.4(2) 1.8(9) 0.4(2) 0.2(1)   2.9(14) 

17 0.6(3) 3.5(17) 0.2(1)     4.3(21) 

18 0.2(1) 2.4(12) 0.6(3)     3.3(16) 

19 0.8(4) 2.4(12) 0.6(3)     3.9(19) 

6 

20   3.7(18) 1.2(6) 0.2(1) 0.4(2) 5.5(27) 

21   1.8(9) 0.8(4)     2.7(13) 

22   1.6(8) 1.4(7)     3.1(15) 

23 0.4(2) 1.6(8) 1.0(5)     3.1(15) 

7 

24 0.2(1) 1.6(8) 2.2(11) 0.2(1)   4.3(21) 

25   1.2(6) 2(10) 0.2(1)   3.5(17) 

26   1.4(7) 0.6(3)   0.2(1) 2.2(11) 

27   1(5) 2(10) 1.0(5) 0.2(1) 4.3(21) 

8 

28   0.8(4) 1.2(6) 0.6(3) 0.2(1) 2.9(14) 

29   1.0(5) 1.6(8) 1.4(7)   4.1(20) 

30   1.2(6) 3.3(16) 0.6(3)   5.1(25) 

31   0.6(3) 1.2(6) 0.4(2)   2.2(11) 

9 

32 0.2(1) 0.4(2) 3.3(16) 0.2(1)   4.1(20) 

33   0.4(2) 2(10) 1.4(7)   3.9(19) 

34     1.4(7) 0.4(2)   1.8(9) 

35     3.1(15) 1.2(6) 0.2(1) 4.5(22) 

10 

36   0.4(2) 2.7(13) 1.4(7)   4.5(22) 

37     1.6(8) 1.4(7) 0.4(2) 3.5(17) 

38   0.2(1) 0.8(4) 1.6(8) 0.4(2) 3.1(15) 

39     1.0(5) 2.2(11)   3.3(16) 

合計 5.1(25) 40.8(200) 36.7(180) 15.3(75) 2.0(10) 100.0(490) 

 

・腹囲の変化 

   現在の腹囲（腹部が一番大きく出ている部分）の平均は 84.6cm、中央値は 85cm、最大

値は 58cm、小値は 120cm、標準偏差は 11.6である。 

次に、妊娠週数別にみた腹囲の変化の箱ひげ図を図 3-2 に示す。腹囲の変化を俯瞰す

ると、妊娠週数によって四分位範囲に差はみられるが、妊娠週数が経過するにあたり徐々

に腹囲が増加している。妊娠 19 週以前は四分位範囲の多くが 80cm 以下となっていて、

33 週以降になると 90cm 以上になっていることが読み取れる。図 3-2 の結果をさらに詳

細にみるために、表 3-8 に妊娠週数別にみた腹囲の平均値、中央値、第１四分位、第３

四分位を示す。妊娠 19 週では平均値 79.0cm、中央値 80.0cm、20 週では平均値 81.6cm、

中央値が 80.0cmとなっている。さらに妊娠 32週では平均値 83.5cm、中央値 86.0cm、妊

娠 33週では平均値 91.7cm、中央値 86.0cmとなっている。以上から、12週～19週では腹

囲 70-79 ㎝、20 週から 32 週では 80-89 ㎝、33 週～39 週では 90cm 以上で変化している

ことが読み取れる。 

また、表 3-9妊娠月数、妊娠週数別にみた腹囲の変化を示す。妊娠週数全体でみると、

腹囲 80-89cmがもっとも多く 34.9％（171人）で次いで 25.7％（126人）である。 

表 3-7.妊娠月数、妊娠週数別に見た体重の変化 
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   単位：％ （ ）内：度数 人 

妊娠週数(週) 平均値(cm) 中央値(cm) 第 1四分位(cm) 第 3 四分位(cm) 

12 79.7 77.0 74.3 85.0 

13 71.3 68.0 64.5 76.8 

14 75.8 75.0 70.0 80.0 

15 75.4 70.0 68.5 85.5 

16 75.6 74.5 66.0 81.0 

17 78.1 78.0 72.5 81.5 

18 73.6 73.5 65.5 79.3 

19 79.0 80.0 73.0 86.0 

20 81.6 80.0 75.0 90.0 

21 79.9 80.0 75.0 87.0 

22 80.1 80.0 74.0 85.0 

23 86.8 90.0 76.0 98.0 

24 81.3 80.0 73.5 87.5 

25 87.9 86.0 82.0 91.0 

26 90.8 90.0 85.0 90.0 

27 94.0 88.0 83.8 100.0 

28 84.9 85.0 80.1 92.0 

29 87.9 90.0 85.0 92.8 

30 86.7 87.0 80.0 91.0 

31 85.8 83.0 80.0 90.0 

32 83.5 86.0 80.0 89.8 

33 91.7 86.0 88.0 97.0 

34 93.6 90.0 88.5 101.5 

35 93.2 90.0 86.5 100.0 

36 93.5 90.5 86.0 99.3 

37 92.4 92.0 90.0 97.0 

38 91.9 92.0 89.0 96.0 

39 90.9 91.5 85.3 94.8 

 

 

 

表 3-8.妊婦の妊娠週数別にみた腹囲の平均値、 

中央値、第一四分位、第三四分位 

図 3-2.［四分位範囲を示す箱ひげ図］妊娠週数と腹囲 
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     単位：％ （ ）内：度数 人 

妊娠月数

（ヶ月） 

妊娠週数

（週） 
69cm以下 70-79cm 80-89cm 90-99cm 100cm 以上 合計 

4 

12 0.4(2) 1.8(9) 1.0(5) 0.6(3) 0.2(1) 4.1(20) 

13 1.2(6) 0.4(2) 0.2(1) 0.2(1)   2.0(10) 

14 0.6(3) 1.0(5) 1.4(7)     3.1(15) 

15 1.4(7) 1.8(9) 1.0(5) 0.8(4)   5.1(25) 

5 

16 1.0(5) 0.8(4) 0.6(3) 0.2(1) 0.2(1) 2.9(14) 

17 0.2(1) 2.2(11) 1.4(7) 0.2(1) 0.2(1) 4.3(21) 

18 1.0(5) 1.4(7) 0.4(2) 0.4(2)   3.3(16) 

19 0.2(1) 1.6(8) 1.4(7) 0.6(3)   3.9(19) 

6 

20 1.0(5) 1.0(5) 2.0(10) 0.6(3) 0.8(4) 5.5(27) 

21 0.4(2) 0.8(4) 1.0(5) 0.4(2)   2.7(13) 

22   1(5) 1.6(8) 0.4(2)   3.1(15) 

23 0.2(1) 0.8(4) 0.4(2) 1.0(5) 0.6(3) 3.1(15) 

7 

24 0.6(3) 1(5) 1.8(9) 0.6(3) 0.2(1) 4.3(21) 

25   0.4(2) 1.8(9) 0.8(4) 0.4(2) 3.5(17) 

26     0.8(4) 1.2(6) 0.2(1) 2.2(11) 

27   0.2(1) 2.0(10) 0.6(3) 1.4(7) 4.3(21) 

8 

28 0.2(1) 0.4(2) 1.4(7) 0.4(2) 0.4(2) 2.9(14) 

29 0.2(1) 0.2(1) 1.2(6) 2.2(11) 0.2(1) 4.1(20) 

30   1.0(5) 2.4(12) 1.0(5) 0.6(3) 5.1(25) 

31   0.4(2) 1.2(6) 0.4(2) 0.2(1) 2.2(11) 

9 

32 0.4(2) 0.6(3) 2.0(10) 0.8(4) 0.2(1) 4.1(20) 

33   0.2(1) 1.0(5) 2.0(10) 0.6(3) 3.9(19) 

34     0.6(3) 0.6(3) 0.6(3) 1.8(9) 

35     1.4(7) 1.8(9) 1.2(6) 4.5(22) 

10 

36     1.8(9) 1.6(8) 1.0(5) 4.5(22) 

37     0.6(3) 2.4(12) 0.4(2) 3.5(17) 

38   0.2(1) 0.6(3) 2.0(10) 0.2(1) 3.1(15) 

39     1.2(6) 1.4(7) 0.6(3) 3.3(16) 

 合計 9.2(45) 19.6(96) 34.9(171) 25.7(126) 10.6(52) 100(490) 

 

・体重の変化と腹囲の変化の関係 

  腹囲 10cm 毎、体重 5kg 毎の変化の関係を表 3-10 に示す。体重毎にもっとも多い割合を

みると、<０kg未満>では腹囲<69cm以下>、<70-70cm>でともに 1.8％（９人）、<０kg以上５

kg未満>では<70-79cm>13.3％（65人）、<80-89cm>（66人）、<５kg以上 10kg未満>では<80-

89cm>16.9％（83人）、<90-99cm>11.0％（54人）、<10kg以上 15kg未満>では<90-99cm>6.7％

（33人）、<100cm以上>4.1％（20人）、<15kg以上>では<90-99cm>0.6％（３人）、<100cm以

上>1.4％（７人）で<80cm-89cm>以下は 0％である。 

 

 
単位：％ （ ）内：度数 人 

腹囲の変化 

体重の変化 

合計 
0kg未満 

0kg以上 5kg

未満 

5kg 以上

10kg 未満 

10kg以上

15kg未満 
15kg以上 

69cm 以下 1.8(9) 5.9(29) 1.4(7)     9.2(45) 

70-79cm 1.8(9) 13.3(65) 3.5(17) 1.0(5)   19.6(96) 

80-89cm 1.0(5) 13.5(66) 16.9(83) 3.5(17)   34.9(171) 

90-99cm 0.2(1) 7.1(35) 11.0(54) 6.7(33) 0.6(3) 25.7(126) 

100cm 以上 0.2(1) 1.0(5) 3.9(19) 4.1(20) 1.4(7) 10.6(52) 

合計 5.1(25) 40.8(200) 36.7(180) 15.3(75) 2.0(10) 100.0(490) 

  

表 3-9.妊娠月数、妊娠週数別にみた腹囲の変化 

表 3-10.体重の変化と腹囲の変化の関係 
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（３）生理的変化 

 腰痛や肩こりの変化、むくみや冷えの変化、つわりや眠気の変化を妊娠月数別に割合

をまとめたものを表 3-11に示す。なお、表中で使用する変化の程度に関する表記は「よ

く感じている」は「よく」、「時々感じている」は「時々」、「感じていない」は「いない」

とする。 

腰痛や肩こりの変化全体では「よく感じている」は 32.9％（161 人）、「時々感じてい

る」が 51.4％（252人）、「感じていない」は 15.7％（77人）である。他の妊娠月数と比

較して、「よく感じている」割合はとくに妊娠９ヶ月で 45.7％（32 人）、10 ヶ月で 44.3

（31人）で高い。一方、変化を「感じていない」割合は妊娠５ヶ月で 25.7％（18人）で

あるが、妊娠６ヶ月になると 11.4％（8 人）と半数以下に減少し、その後は微増するも

のの 10％から 14％の間を推移している。 

むくみや冷えの変化全体では「よく感じている」は 20.4％（100 人）、「時々感じてい

る」は 54.1％（265人）、「感じていない」は 25.5％（125人）である。「よく感じている」

割合は身体痛の変化と同様、妊娠９ヶ月で 27.1％（19 人）、妊娠 10 ヶ月で 30.0％（21

人）で高い割合と示したが、他の妊娠月数と比較して、大きな差は見られない。一方、変

化を「感じていない」割合は妊娠８ヶ月で 28.6％（20人）であるが、妊娠９ヶ月になる

と 14.3％（10人）と半数に減少している。 

つわりや眠気の変化では、「よく感じている」は 36.3％（178 人）、「時々感じている」

は 49.8％（244人）、「感じていない」は 13.9％（68人）である。妊娠月数でみると、妊

娠４ヶ月で「よく感じる」割合が 47.1％（33人）ともっとも多く、妊娠月数が経過する

につれ、徐々にその割合は低下し、妊娠７ヶ月で 28.6％（20 人）ともっとも低くなり、

その後、増加傾向となる。 

 

  単位：％ （ ）内：度数 人 

項目 
変化の 

度合い 

妊娠月数 全体 

(N=490) 4ヶ月 5ヶ月 6ヶ月 7ヶ月 8ヶ月 9 ヶ月 10ヶ月 

生
理
的
変
化 

肩こり 

腰痛 

よく 22.9(16) 24.3(17) 30.0(21) 27.1(19) 35.7(25) 45.7(32) 44.3(31) 32.9(161) 

時々 54.3(38) 50.0(35) 58.6(41) 58.6(41) 54.3(38) 40.0(28) 44.3(31) 51.4(252) 

いない 22.9(16) 25.7(18) 11.4(8) 14.3(10) 10.0(7) 14.3(10) 11.4(8) 15.7(77) 

合計 100.0(70) 100.0(70) 100.0(70) 100.0(70) 100.0(70) 100.0(70) 100.0(70) 100.0(70) 

むくみ 

冷え 

よく 22.9(16) 14.3(10) 17.1(12) 11.4(8) 20.0(14) 27.1(19) 30.0(21) 20.4(100) 

時々 54.3(38) 47.1(33) 51.4(36) 61.4(43) 51.4(36) 58.6(41) 54.3(38) 54.1(265) 

いない 22.9(16) 38.6(27) 31.4(22) 27.1(19) 28.6(20) 14.3(10) 15.7(11) 25.5(125) 

合計 100.0(70) 100.0(70) 100.0(70) 100.0(70) 100.0(70) 100.0(70) 100.0(70) 100.0(70) 

つわり 

眠気 

よく 47.1(33) 40.0(28) 35.7(25) 28.6(20) 30.0(21) 37.1(26) 35.7(25) 36.3(178) 

時々 42.9(30) 44.3(31) 51.4(36) 54.3(38) 58.6(41) 52.9(37) 44.3(31) 49.8(244) 

いない 10.0(7) 15.7(11) 12.9(9) 17.1(12) 11.4(8) 10.0(7) 20.0(14) 13.9(68) 

  合計 100.0(70) 100.0(70) 100.0(70) 100.0(70) 100.0(70) 100.0(70) 100.0(70) 100.0(70) 

 

表 3-11.［妊娠月数別］生理的変化 
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３．２．２ 妊娠月数別でみた ADLの変化 

ADLの変化を妊娠月数別に割合をまとめ、さらに変化の程度を比較するため「そのような場

面はなし」を除外した結果を表 3-12に示す。なお、表中で使用する変化の程度に関する表記

は「よく感じている」は「よく」、「時々感じている」は「時々」、「感じていない」は「いない」

とする。 

項目毎の変化の程度の合計をみると、変化を「よく感じている」割合がもっとも多い ADL項

目は、「重い荷物の運搬」で 43.2％（178人）で、次いで「居室：床からの立ち上がり」36.6％

（173 人）、「居室：靴や服の着脱（立位）」34.6％（163 人）、「寝室：起床時の起き上がり」

32.8％（154 人）、「階段：上り」30.7％（83 人）である。それに対し、割合が少ない ADL 項

目は「玄関：玄関扉の開閉」3.9％（18人）、「居室：扉の開閉」5.1％（24人）、「玄関：上が

り框の昇降」7.1％（32人）、「居室：歩行」7.9％（37人）、「ベランダ：室内間出入（物：無）」

9.6％（40人）」である。 

次に妊娠月数毎にみると、「居室：重い荷物の運搬」は他の ADL項目と比較して、どの妊娠

月数でも割合が高い。さらに、「居室：重い荷物の運搬」をはじめ「階段：上り」「居室：床か

らの立ち上がり」「居室：床に座る」「居室：靴や服の着脱」「寝室：起床時の起上り」等 13項

目の妊娠６ヶ月の「よく感じている」割合は、妊娠５ヶ月と比較して倍の値となり、妊娠６

ヶ月を境に変化がみられる。同様に、「階段：下り」「台所：調理」の妊娠７ヶ月の「よく感じ

ている」割合は、妊娠６ヶ月と比較して倍の値となり、妊娠７ヶ月を境に変化がみられる。 

「階段：上り」「居室：床からの立ち上がり」「居室：靴や服の着脱」「寝室：起床時の起上

り」の５項目は妊娠９ヶ月、10ヶ月における変化を「よく感じている」割合は約半数以上を

占めている。さらに、「居室：清掃」「寝室：就寝時の横たわり」は妊娠 10ヶ月になると「よ

く感じている」割合が半数以上を占める。 
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        単位：％ （ ）内：度数 人 

場

所 
項目 度合い ４ヶ月 ５ヶ月 ６ヶ月 ７ヶ月 ８ヶ月 ９ヶ月 10ヶ月 合計 

玄

関 

玄関扉の

開閉 

よく 1.5(1) 3.1(2) 4.8(3) 6.0(4) 4.5(3) 2.9(2) 4.4(3) 3.9(18) 

時々 19.1(13) 15.4(10) 22.2(14) 17.9(12) 16.4(11) 18.8(13) 14.7(10) 17.8(83) 

いない 79.4(54) 81.5(53) 73.0(46) 76.1(51) 79.1(53) 78.3(54) 80.9(55) 78.4(366) 

合計 100.0(68) 100.0(65) 100.0(63) 100.0(67) 100.0(67) 100.0(69) 100.0(68) 100.0(467) 

上がり框

の昇降 

よく 4.5(3) 1.7(1) 12.5(8) 4.5(3) 10.8(7) 7.8(5) 7.7(5) 7.1(32) 

時々 17.9(12) 18.6(11) 12.5(8) 20.9(14) 15.4(10) 14.1(9) 20.0(13) 17.1(77) 

いない 77.6(52) 79.7(47) 75.0(48) 74.6(50) 73.8(48) 78.1(50) 72.3(47) 75.8(342) 

合計 100.0(67) 100.0(59) 100.0(64) 100.0(67) 100.0(65) 100.0(64) 100.0(65) 100.0(451) 

階

段 

上り 

よく 7.1(3) 11.8(4) 24.3(9) 31.0(13) 40.5(17) 54.3(19) 47.4(18) 30.7(83) 

時々 23.8(10) 41.2(14) 40.5(15) 42.9(18) 38.1(16) 22.9(8) 36.8(14) 35.2(95) 

いない 69.0(29) 47.1(16) 35.1(13) 26.2(11) 21.4(9) 22.9(8) 15.8(6) 34.1(92) 

合計 100.0(42) 100.0(34) 100.0(37) 100.0(42) 100.0(42) 100.0(35) 100.0(38) 100.0(270) 

下り 

よく 7.0(3) 5.9(2) 11.4(4) 32.6(14) 29.3(12) 31.4(11) 31.6(12) 21.6(58) 

時々 25.6(11) 38.2(13) 40.0(14) 32.6(14) 36.6(15) 37.1(13) 42.1(16) 35.7(96) 

いない 67.4(29) 55.9(19) 48.6(17) 34.9(15) 34.1(14) 31.4(11) 26.3(10) 42.8(115) 

合計 100.0(43) 100.0(34) 100.0(35) 100.0(43) 100.0(41) 100.0(35) 100.0(38) 100.0(269) 

浴

室 

洗髪、 

洗身 

（立位） 

よく 7.0(4) 7.5(4) 15.7(8) 20.8(11) 30.8(16) 30.2(16) 32.2(19) 20.6(78) 

時々 24.6(14) 28.3(15) 35.3(18) 26.4(14) 23.1(12) 37.7(20) 32.2(19) 29.6(112) 

いない 68.4(39) 64.2(34) 49.0(25) 52.8(28) 46.2(24) 32.1(17) 35.6(21) 49.7(188) 

合計 100.0(57) 100.0(53) 100.0(51) 100.0(53) 100.0(52) 100.0(53) 100.0(59) 100.0(378) 

浴槽縁の

またぎ 

よく 8.8(6) 1.6(1) 13.3(8) 15.4(10) 19.4(13) 24.6(17) 29.9(20) 16.3(75) 

時々 26.5(18) 34.4(22) 28.3(17) 26.2(17) 35.8(24) 30.4(21) 34.3(23) 30.9(142) 

いない 64.7(44) 64.1(41) 58.3(35) 58.5(38) 44.8(30) 44.9(31) 35.8(24) 52.8(243) 

合計 100.0(68) 100.0(64) 100.0(60) 100.0(65) 100.0(67) 100.0(69) 100.0(67) 100.0(460) 

台

所 
調理 

よく 7.5(5) 8.8(6) 11.9(8) 22.1(15) 20.9(14) 27.5(19) 36.2(25) 19.4(92) 

時々 43.3(29) 35.3(24) 52.2(35) 38.2(26) 47.8(32) 46.4(32) 33.3(23) 42.3(201) 

いない 49.3(33) 55.9(38) 35.8(24) 39.7(27) 31.3(21) 26.1(18) 30.4(21) 38.3(182) 

合計 100.0(67) 100.0(68) 100.0(67) 100.0(68) 100.0(67) 100.0(69) 100.0(69) 100.0(475) 

居

室 

床からの

立上がり 

よく 10.1(7) 11.9(8) 26.6(17) 26.5(18) 40.3(27) 61.4(43) 77.9(53) 36.6(173) 

時々 39.1(27) 47.8(32) 50.0(32) 48.5(33) 38.8(26) 31.4(22) 8.8(6) 37.6(178) 

いない 50.7(35) 40.3(27) 23.4(15) 25.0(17) 20.9(14) 7.1(5) 13.2(9) 25.8(122) 

合計 100.0(69) 100.0(67) 100.0(64) 100.0(68) 100.0(67) 100.0(70) 100.0(68) 100.0(473) 

床に座る 

よく 6.0(4) 9.2(6) 20.0(13) 19.4(13) 25.8(17) 41.2(28) 57.4(39) 25.8(120) 

時々 28.4(19) 35.4(23) 49.2(32) 43.3(29) 37.9(25) 38.2(26) 26.5(18) 36.9(172) 

いない 65.7(44) 55.4(36) 30.8(20) 37.3(25) 36.4(24) 20.6(14) 16.2(11) 37.3(174) 

合計 100.0(67) 100.0(65) 100.0(65) 100.0(67) 100.0(66) 100.0(68) 100.0(68) 100.0(466) 

清掃 

よく 8.7(6) 10.4(7) 17.2(11) 21.2(14) 33.3(22) 36.2(25) 49.2(32) 25.1(117) 

時々 29.0(20) 46.3(31) 46.9(30) 51.5(34) 45.5(30) 40.6(28) 32.3(21) 41.6(194) 

いない 62.3(43) 43.3(29) 35.9(23) 27.3(18) 21.2(14) 23.2(16) 18.5(12) 33.3(155) 

合計 100.0(69) 100.0(67) 100.0(64) 100.0(66) 100.0(66) 100.0(69) 100.0(65) 100.0(466) 

歩行 

よく 5.9(4) 3.1(2) 6.3(4) 5.9(4) 10.4(7) 13.0(9) 10.1(7) 7.9(37) 

時々 14.7(10) 15.4(10) 23.8(15) 22.1(15) 26.9(18) 27.5(19) 30.4(21) 23.0(108) 

いない 79.4(54) 81.5(53) 69.8(44) 72.1(49) 62.7(42) 59.4(41) 59.4(41) 69.1(324) 

合計 100.0(68) 100.0(65) 100.0(63) 100.0(68) 100.0(67) 100.0(69) 100.0(69) 100.0(469) 

扉の開閉 

よく 5.9(4) 1.6(1) 7.7(5) 2.9(2) 7.6(5) 4.3(3) 5.9(4) 5.1(24) 

時々 11.8(8) 9.4(6) 16.9(11) 19.1(13) 13.6(9) 15.9(11) 11.8(8) 14.1(66) 

いない 82.4(56) 89.1(57) 75.4(49) 77.9(53) 78.8(52) 79.7(55) 82.4(56) 80.8(378) 

合計 100.0(68) 100.0(64) 100.0(65) 100.0(68) 100.0(66) 100.0(69) 100.0(68) 100.0(468) 

靴や服の

着脱 

よく 10.1(7) 12.3(8) 28.6(18) 24.6(17) 39.7(27) 58.0(40) 67.6(46) 34.6(163) 

時々 26.1(18) 30.8(20) 49.2(31) 39.1(27) 36.8(25) 24.6(17) 23.5(16) 32.7(154) 

いない 63.8(44) 56.9(37) 22.2(14) 36.2(25) 23.5(16) 17.4(12) 8.8(6) 32.7(154) 

合計 100.0(68) 100.0(65) 100.0(63) 100.0(69) 100.0(68) 100.0(69) 100.0(68) 100.0(471) 

棚等から

の物の 

出入れ

（重） 

よく 11.9(8) 14.3(9) 22.4(13) 20.3(12) 22.8(13) 37.3(22) 36.7(22) 23.4(99) 

時々 31.3(21) 34.9(22) 44.8(26) 39.0(23) 42.1(24) 40.7(24) 38.3(23) 38.5(163) 

いない 56.7(38) 50.8(32) 32.8(19) 40.7(24) 35.1(20) 22.0(13) 25.0(15) 38.1(161) 

合計 100.0(67) 100.0(63) 100.0(58) 100.0(59) 100.0(57) 100.0(59) 100.0(60) 100.0(423) 

 

 

表 3-12-1.［妊娠月数別］ADLの変化 
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       単位：％ （ ）内：度数 人 

場所 項目 度合い ４ヶ月 ５ヶ月 ６ヶ月 ７ヶ月 ８ヶ月 ９ヶ月 10 ヶ月 合計 

居室 

棚等から

の物の 

出入れ

（軽） 

よく 4.4(3) 9.4(6) 14.1(9) 10.4(7) 15.4(10) 20.6(14) 25.4(17) 14.3(66) 

時々 29.4(20) 20.3(13) 32.8(21) 40.3(27) 36.9(24) 35.3(24) 34.3(23) 32.8(152) 

いない 66.2(45) 70.3(45) 53.1(34) 49.3(33) 47.7(31) 44.1(30) 40.3(27) 52.9(245) 

合計 100.0(68) 100.0(64) 100.0(64) 100.0(67) 100.0(65) 100.0(68) 100.0(67) 100.0(463) 

重い荷物

の運搬 

よく 25.8(17) 31.7(19) 39.0(23) 44.4(28) 40.0(22) 64.3(36) 62.3(33) 43.2(178) 

時々 50.0(33) 43.3(26) 40.7(24) 42.9(27) 43.6(24) 23.2(13) 22.6(12) 38.6(159) 

いない 24.2(16) 25.0(15) 20.3(12) 12.7(8) 16.4(9) 12.5(7) 15.1(8) 18.2(75) 

合計 100.0(66) 100.0(60) 100.0(59) 100.0(63) 100.0(55) 100.0(56) 100.0(53) 100.0(412) 

軽い荷物

の運搬 

よく 4.4(3) 4.6(3) 9.7(6) 7.2(5) 9.0(6) 13.0(9) 17.4(12) 9.4(44) 

時々 25.0(17) 23.1(15) 32.3(20) 39.1(27) 38.8(26) 44.9(31) 37.7(26) 34.5(162) 

いない 70.6(48) 72.3(47) 58.1(36) 53.6(37) 52.2(35) 42(29) 44.9(31) 56.1(263) 

合計 100.0(68) 100.0(65) 100.0(62) 100.0(69) 100.0(67) 100.0(69) 100.0(69) 100.0(469) 

寝室 

就寝時の

横たわり 

よく 6.0(4) 4.6(3) 14.5(9) 14.7(10) 24.2(16) 35.3(24) 49.3(34) 21.5(100.0) 

時々 17.9(12) 33.8(22) 33.9(21) 29.4(20) 33.3(22) 32.4(22) 24.6(17) 29.2(136) 

いない 76.1(51) 61.5(40) 51.6(32) 55.9(38) 42.4(28) 32.4(22) 26.1(18) 49.2(229) 

合計 100.0(67) 100.0(65) 100.0(62) 100.0(68) 100.0(66) 100.0(68) 100.0(69) 100.0(465) 

起床時の

起上がり 

よく 8.7(6) 10.6(7) 28.6(18) 25.0(17) 39.4(26) 47.8(33) 68.1(47) 32.8(154) 

時々 30.4(21) 39.4(26) 34.9(22) 41.2(28) 36.4(24) 34.8(24) 17.4(12) 33.4(157) 

いない 60.9(42) 50.0(33) 36.5(23) 33.8(23) 24.2(16) 17.4(12) 14.5(10) 33.8(159) 

合計 100.0(69) 100.0(66) 100.0(63) 100.0(68) 100.0(66) 100.0(69) 100.0(69) 100.0(470) 

ベ

ラ

ン

ダ 

室内間 

出入 

(物：無) 

よく 9.5(6)   15.5(9) 7.1(4) 15.3(9) 8.3(5) 10.9(7) 9.6(40) 

時々 15.9(10) 15.8(9) 17.2(10) 21.4(12) 18.6(11) 23.3(14) 20.3(13) 18.9(79) 

いない 74.6(47) 84.2(48) 67.2(39) 71.4(40) 66.1(39) 68.3(41) 68.8(44) 71.5(298) 

合計 100.0(63) 100.0(57) 100.0(58) 100.0(56) 100.0(59) 100.0(60) 100.0(64) 100.0(417) 

室内間 

出入 

(物：有) 

よく 12.5(8) 1.8(1) 8.8(5) 10.7(6) 13.6(8) 15.3(9) 28.1(18) 13.2(55) 

時々 20.3(13) 22.8(13) 35.1(20) 30.4(17) 32.2(19) 42.4(25) 23.4(15) 29.3(122) 

いない 67.2(43) 75.4(43) 56.1(32) 58.9(33) 54.2(32) 42.4(25) 48.4(31) 57.5(239) 

合計 100.0(64) 100.0(57) 100.0(57) 100.0(56) 100.0(59) 100.0(59) 100.0(64) 100.0(416) 

 

 

 

  

表 3-12-2.［妊娠月数別］ADLの変化 
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３．２．３ 身体的変化別（体重別、腹囲別）にみた ADLの変化 

 本項では、身体的変化が ADL の変化に及ぼす影響を捉えるために、体重の変化別（以下、

「体重別」、腹囲の変化別（以下、「腹囲別」）に ADLの変化を集計することで、身体的変化が

ADLの変化に及ぼす影響を捉える。なお、変化を「よく感じている」は「よく」、「時々感じて

いる」は「時々」、「感じていない」は「ない」と表記し、前項同様に「そのような場面はなし」

を除外した。表中の数値は割合を、（ ）内は度数を示す。 

（１）体重別にみた ADLの変化 

 表 3-13は項目ごとに ADLの変化を体重の変化 5kg毎にまとめたものである。なお、表中に

おいて「０kg以下」は「＜0kg」、「０kg以上５kg未満」は「0kg≦ ＜5kg」、「５kg以上 10kg

未満」は「5kg≦ ＜10kg」、「10kg以上 15kg未満」は「10kg≦ ＜15kg」、「15kg以上」は「15kg≦」

と示す。 

 「寝室：起床時の起上がり」について変化を「よく感じている」割合が高い体重は「15kg以

上」で 60.0（６人）である。同様に、「よく感じている」割合が高い体重をすべての ADL項目

についてもみると、「階段：上り」50.0％（４人）、「浴室：浴槽縁のまたぎ」及び「台所：調

理」44.4（４人）をはじめとする 12項目において、体重が「15kg以上」の時にもっとも高い

割合を示した。とくに「居室：歩行」は「10kg 以上 15kg 未満」13.5％（10 人）であるが、

「15kg 以上」の場合は 40.0％（４人）と割合が顕著に高くなっている。「居室：床からの立

上り」61.6％（45人）、「寝室：就寝時の横たわり」43.8％（32人）、「床に座る」43.1％（31

人）をはじめとする５項目では体重が「10kg 以上 15kg 未満」の時にもっとも高い割合とな

る。その他、４項目では「５kg以上 10kg未満」の時にもっとも高い割合を示す。 

 関連した ADLの変化をみる。「階段：上り」及び「階段：下り」では体重の増加が５kg以上

を境に、変化を「よく感じている」割合が５kg未満の時と比較して倍以上に高くなっている。

双方の割合を体重別に比較すると、「階段：上り」の「よく感じている」割合の方が高い。「居

室：床からの立ち上がり」及び「居室：床に座る」でも、階段の時と同様に体重の増加が５kg

以上を境に、変化を「よく感じている」割合が５kg未満の時と比較して倍以上に高くなって

いる。双方の割合を体重別に比較すると、「居室：床からの立上がり」の割合の方が高い。と

くに「10kg以上 15kg未満」の時の「よく感じている」割合は 61.6％（75人）と顕著に高い。 
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     単位：％ （ ）内：度数 人 

場

所 
ADL項目 

度合

い 
＜0kg 0kg≦ ＜5kg 5kg≦ ＜10kg 10kg≦ ＜15kg 15kg≦ 合計 

玄

関 

玄関扉の開

閉 

よく 0(0) 3.7(7) 4.1(7) 2.7(2) 22.2(2) 3.9(18) 

時々 20.8(5) 14.2(27) 21.6(37) 16.4(12) 22.2(2) 17.8(83) 

ない 79.2(19) 82.1(156) 74.3(127) 80.8(59) 55.6(5) 78.4(366) 

合計 100.0(24) 100.0(190) 100.0(171) 100.0(73) 100.0(9) 100.0(467) 

上がり框の

昇降 

よく 4.3(1) 5.9(11) 9.3(15) 5.6(4) 11.1(1) 7.1(32) 

時々 13.0(3) 12.9(24) 18.6(30) 25.0(18) 22.2(2) 17.1(77) 

ない 82.6(19) 81.2(151) 72.0(116) 69.4(50) 66.7(6) 75.8(342) 

合計 100.0(23) 100.0(186) 100.0(161) 100.0(72) 100.0(9) 100.0(451) 

階

段 

上り 

よく 8.3(1) 19.1(21) 42.1(40) 37.8(17) 50.0(4) 30.7(83) 

時々 41.7(5) 31.8(35) 33.7(32) 42.2(19) 50.0(4) 35.2(95) 

ない 50.0(6) 49.1(54) 24.2(23) 20.0(9)  34.1(92) 

合計 100.0(12) 100.0(110) 100.0(95) 100.0(45) 100.0(8) 100.0(270) 

下り 

よく 8.3(1) 10.9(12) 32.6(31) 28.9(13) 14.3(1) 21.6(58) 

時々 41.7(5) 32.7(36) 34.7(33) 40.0(18) 57.1(4) 35.7(96) 

ない 50.0(6) 56.4(62) 32.6(31) 31.1(14) 28.6(2) 42.8(115) 

合計 100.0(12) 100.0(110) 100.0(95) 100.0(45) 100.0(7) 100.0(269) 

浴

室 

洗髪、洗身

(立位) 

よく 5.0(1) 12.3(19) 29.1(39) 28.3(17) 20.0(2) 20.6(78) 

時々 45.0(9) 24(37) 27.6(37) 36.7(22) 70.0(7) 29.6(112) 

ない 50.0(10) 63.6(98) 43.3(58) 35.0(21) 10.0(1) 49.7(188) 

合計 100.0(20) 100.0(154) 100.0(134) 100.0(60) 100.0(10) 100.0(378) 

浴槽縁のま

たぎ 

よく 8.3(2) 9.7(18) 20.7(35) 22.2(16) 44.4(4) 16.3(75) 

時々 45.8(11) 25.3(47) 33.1(56) 37.5(27) 11.1(1) 30.9(142) 

ない 45.8(11) 65.1(121) 46.2(78) 40.3(29) 44.4(4) 52.8(243) 

合計 100.0(24) 100.0(186) 100.0(169) 100.0(72) 100.0(9) 100.0(460) 

台

所 
調理 

よく 8.0(2) 10.3(20) 25.7(45) 29.2(21) 44.4(4) 19.4(92) 

時々 48.0(12) 43.3(84) 41.1(72) 40.3(29) 44.4(4) 42.3(201) 

ない 44.0(11) 46.4(90) 33.1(58) 30.6(22) 11.1(1) 38.3(182) 

合計 100.0(25) 100.0(194) 100.0(175) 100.0(72) 100.0(9) 100.0(475) 

居

室 

床からの立

上り 

よく 12.0(3) 19.6(38) 48.3(83) 61.6(45) 44.4(4) 36.6(173) 

時々 52.0(13) 45.9(89) 33.7(58) 19.2(14) 44.4(4) 37.6(178) 

ない 36.0(9) 34.5(67) 18.0(31) 19.2(14) 11.1(1) 25.8(122) 

合計 100.0(25) 100.0(194) 100.0(172) 100.0(73) 100.0(9) 100.0(473) 

床に座る 

よく 8.0(2) 14.2(27) 34.1(58) 43.1(31) 22.2(2) 25.8(120) 

時々 36.0(9) 37.9(72) 38.8(66) 29.2(21) 44.4(4) 36.9(172) 

ない 56.0(14) 47.9(91) 27.1(46) 27.8(20) 33.3(3) 37.3(174) 

合計 100.0(25) 100.0(190) 100.0(170) 100.0(72) 100.0(9) 100.0(466) 

清掃 

よく 12.0(3) 16.0(31) 33.7(56) 34.7(25) 22.2(2) 25.1(117) 

時々 44.0(11) 40.7(79) 42.8(71) 38.9(28) 55.6(5) 41.6(194) 

ない 44.0(11) 43.3(84) 23.5(39) 26.4(19) 22.2(2) 33.3(155) 

合計 100.0(25) 100.0(194) 100.0(166) 100.0(72) 100.0(9) 100.0(466) 

歩行 

よく 8.3(2) 3.2(6) 8.8(15) 13.5(10) 40.0(4) 7.9(37) 

時々 16.7(4) 17.4(33) 27.5(47) 27.0(20) 40.0(4) 23.0(108) 

ない 75.0(18) 79.5(151) 63.7(109) 59.5(44) 20.0(2) 69.1(324) 

合計 100.0(24) 100.0(190) 100.0(171) 100.0(74) 100.0(10) 100.0(469) 

扉の開閉 

よく 8.3(2) 1.6(3) 7.5(13) 5.5(4) 22.2(2) 5.1(24) 

時々 4.2(1) 10.6(20) 16.7(29) 17.8(13) 33.3(3) 14.1(66) 

ない 87.5(21) 87.8(165) 75.9(132) 76.7(56) 44.4(4) 80.8(378) 

合計 100.0(24) 100.0(188) 100.0(174) 100.0(73) 100.0(9) 100.0(468) 

靴や服の着

脱 

(立位) 

よく 16.0(4) 19.5(37) 45.1(79) 52.1(38) 62.5(5) 34.6(163) 

時々 32.0(8) 33.7(64) 34.3(60) 26.0(19) 37.5(3) 32.7(154) 

ない 52.0(13) 46.8(89) 20.6(36) 21.9(16)  32.7(154) 

合計 100.0(25) 100.0(190) 100.0(175) 100.0(73) 100.0(8) 100.0(471) 

 

  

表 3-13-1.［体重］ADLの変化 
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単位：％ （ ）内：度数 人 

場

所 
ADL項目 度合い ＜0kg 0kg≦ ＜5kg 5kg≦ ＜10kg 10kg≦ ＜15kg 15kg≦ 合計 

居

室 

棚等からの

物の 

出入れ

（重） 

よく 4.8(1) 18.4(33) 27.5(42) 32.8(20) 33.3(3) 23.4(99) 

時々 33.3(7) 35.2(63) 41.2(63) 44.3(27) 33.3(3) 38.5(163) 

ない 61.9(13) 46.4(83) 31.4(48) 23.0(14) 33.3(3) 38.1(161) 

合計 100.0(21) 100.0(179) 100.0(153) 100.0(61) 100.0(9) 100.0(423) 

棚等からの

物の 

出入れ

（軽） 

よく  10.1(19) 15.2(26) 26.8(19) 20.0(2) 14.3(66) 

時々 18.2(4) 28.6(54) 35.1(60) 42.3(30) 40.0(4) 32.8(152) 

ない 81.8(18) 61.4(116) 49.7(85) 31.0(22) 40.0(4) 52.9(245) 

合計 100.0(22) 100.0(189) 100.0(171) 100.0(71) 100.0(10) 100.0(463) 

重い荷物の

運搬 

よく 39.1(9) 32.6(56) 55.0(82) 45.8(27) 44.4(4) 43.2(178) 

時々 43.5(10) 43.0(74) 30.2(45) 44.1(26) 44.4(4) 38.6(159) 

ない 17.4(4) 24.4(42) 14.8(22) 10.2(6) 11.1(1) 18.2(75) 

合計 100.0(23) 100.0(172) 100.0(149) 100.0(59) 100.0(9) 100.0(412) 

軽い荷物の

運搬 

よく 4.2(1) 6.8(13) 12.4(21) 12.2(9)  9.4(44) 

時々 29.2(7) 25.0(48) 37.6(64) 50.0(37) 66.7(6) 34.5(162) 

ない 66.7(16) 68.2(131) 50.0(85) 37.8(28) 33.3(3) 56.1(263) 

合計 100.0(24) 100.0(192) 100.0(170) 100.0(74) 100.0(9) 100.0(469) 

寝

室 

就寝時の横

たわり 

よく  11.1(21) 26.5(45) 43.8(32) 22.2(2) 21.5(100) 

時々 33.3(8) 25.4(48) 31.8(54) 30.1(22) 44.4(4) 29.2(136) 

ない 66.7(16) 63.5(120) 41.8(71) 26.0(19) 33.3(3) 49.2(229) 

合計 100.0(24) 100.0(189) 100.0(170) 100.0(73) 100.0(9) 100.0(465) 

起床時の起

上がり 

よく 8.3(2) 18.1(35) 41.2(70) 56.2(41) 60.0(6) 32.8(154) 

時々 33.3(8) 35.2(68) 34.1(58) 26.0(19) 40.0(4) 33.4(157) 

ない 58.3(14) 46.6(90) 24.7(42) 17.8(13)  33.8(159) 

合計 100.0(24) 100.0(193) 100.0(170) 100.0(73) 100.0(10) 100.0(470) 

ベ

ラ

ン

ダ 

室内間出入

り 

（物：無） 

よく 4.8(1) 6.5(11) 9.9(15) 16.4(11) 22.2(2) 9.6(40) 

時々 9.5(2) 16.0(27) 21.2(32) 25.4(17) 11.1(1) 18.9(79) 

ない 85.7(18) 77.5(131) 68.9(104) 58.2(39) 66.7(6) 71.5(298) 

合計 100.0(21) 100.0(169) 100.0(151) 100.0(67) 100.0(9) 100.0(417) 

室内間出入

り 

（物：有） 

よく  8.3(14) 14.6(22) 23.9(16) 33.3(3) 13.2(55) 

時々 15.0(3) 27.8(47) 31.1(47) 34.3(23) 22.2(2) 29.3(122) 

ない 85.0(17) 63.9(108) 54.3(82) 41.8(28) 44.4(4) 57.5(239) 

合計 100.0(20) 100.0(169) 100.0(151) 100.0(67) 100.0(9) 100.0(416) 

 

 

 

 

  

表 3-13-2.［体重］ADLの変化 
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（２）腹囲別にみた ADLの変化 

 表 3-14 に腹囲の変化と ADL の変化を捉えるため、腹囲を 10cm 毎ごとにまとめた結果を示

す。なお、表中において腹囲が「70cm未満」は「-69cm」、「70cm以上 80cm未満」は「70-79cm」、

「80cm 以上 90cm 未満」は「80-89cm」、「90cm 以上 100cm 未満」は「90cm-99cm」、「100cm 以

上」は「100cm-」と示す。 

 「居室：床からの立上がり」について変化を「よく感じている」割合が高い腹囲は「90cm以

上 100cm未満」で 54.4％（67人）である。同様に、「居室：重い荷物の運搬」50.5％（50人）、

「居室：靴や服の着脱（立位）」50.0％（62人）、「寝室：起床時の起上がり」50.0％（61人）、

「階段：上り」45.7％（32 人）をはじめとする 12 項目において「90cm 以上 100cm 未満」が

もっとも高い割合を示す。「浴室：浴槽縁のまたぎ」、「居室：歩行」及び「居室：棚等からの

物の出し入れ（重）」は腹囲が大きくなるにつれて、変化を「よく感じている」割合が高くな

り、「100cm以上」になるとそれぞれ、27.7％（13人）、11.8％（６人）、30.2％（13人）にな

っている。 
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      単位：％ （ ）内：度数 人 

場

所 
ADL項目 度合い -69cm 70-79cm 80-89cm 90-99cm 100cm- 合計 

玄

関 

玄関扉の開閉 

よく 2.4(1) 3.2(3) 5.6(9) 2.5(3) 4.0(2) 3.9(18) 

時々 12.2(5) 16.1(15) 18.0(29) 17.2(21) 26.0(13) 17.8(83) 

ない 85.4(35) 80.6(75) 76.4(123) 80.3(98) 70.0(35) 78.4(366) 

合計 100.0(41) 100.0(93) 100.0(161) 100.0(122) 100.0(50) 100.0(467) 

上がり框の昇

降 

よく 7.3(3) 2.2(2) 7.1(11) 11.1(13) 6.3(3) 7.1(32) 

時々 14.6(6) 15.6(14) 14.2(22) 19.7(23) 25.0(12) 17.1(77) 

ない 78(32) 82.2(74) 78.7(122) 69.2(81) 68.8(33) 75.8(342) 

合計 100.0(41) 100.0(90) 100.0(155) 100.0(117) 100.0(48) 100.0(451) 

階

段 

上り 

よく 20.0(5) 23.4(11) 27.4(26) 45.7(32) 27.3(9) 30.7(83) 

時々 24.0(6) 27.7(13) 37.9(36) 34.3(24) 48.5(16) 35.2(95) 

ない 56.0(14) 48.9(23) 34.7(33) 20.0(14) 24.2(8) 34.1(92) 

合計 100.0(25) 100.0(47) 100.0(95) 100.0(70) 100.0(33) 100.0(270) 

下り 

よく 8.3(2) 8.3(4) 21.3(20) 38.0(27) 15.6(5) 21.6(58) 

時々 37.5(9) 31.3(15) 35.1(33) 31.0(22) 53.1(17) 35.7(96) 

ない 54.2(13) 60.4(29) 43.6(41) 31.0(22) 31.3(10) 42.8(115) 

合計 100.0(24) 100.0(48) 100.0(94) 100.0(71) 100.0(32) 100.0(269) 

浴

室 

洗髪、洗身 

（立位） 

よく 10.5(4) 9.9(7) 20.9(28) 30.9(29) 24.4(10) 20.6(78) 

時々 23.7(9) 28.2(20) 27.6(37) 27.7(26) 48.8(20) 29.6(112) 

ない 65.8(25) 62.0(44) 51.5(69) 41.5(39) 26.8(11) 49.7(188) 

合計 100.0(38) 100.0(71) 100.0(134) 100.0(94) 100.0(41) 100.0(378) 

浴槽縁のまた

ぎ 

よく 7.3(3) 8.8(8) 14.4(23) 23.1(28) 27.7(13) 16.3(75) 

時々 22.0(9) 31.9(29) 30.0(48) 33.1(40) 34.0(16) 30.9(142) 

ない 70.7(29) 59.3(54) 55.6(89) 43.8(53) 38.3(18) 52.8(243) 

合計 100.0(41) 100.0(91) 100.0(160) 100.0(121) 100.0(47) 100.0(460) 

台

所 
調理 

よく 6.8(3) 11.8(11) 18.2(30) 28.5(35) 26.0(13) 19.4(92) 

時々 50.0(22) 34.4(32) 45.5(75) 39.0(48) 48.0(24) 42.3(201) 

ない 43.2(19) 53.8(50) 36.4(60) 32.5(40) 26.0(13) 38.3(182) 

合計 100.0(44) 100.0(93) 100.0(165) 100.0(123) 100.0(50) 100.0(475) 

居

室 

床からの立上

り 

よく 23.3(10) 16.1(15) 36.7(61) 54.5(67) 41.7(20) 36.6(173) 

時々 30.2(13) 46.2(43) 41.6(69) 26.0(32) 43.8(21) 37.6(178) 

ない 46.5(20) 37.6(35) 21.7(36) 19.5(24) 14.6(7) 25.8(122) 

合計 100.0(43) 100.0(93) 100.0(166) 100.0(123) 100.0(48) 100.0(473) 

床に座る 

よく 14.3(6) 10.8(10) 25.6(41) 39.0(48) 31.3(15) 25.8(120) 

時々 26.2(11) 39.8(37) 41.9(67) 30.9(38) 39.6(19) 36.9(172) 

ない 59.5(25) 49.5(46) 32.5(52) 30.1(37) 29.2(14) 37.3(174) 

合計 100.0(42) 100.0(93) 100.0(160) 100.0(123) 100.0(48) 100.0(466) 

清掃 

よく 20.9(9) 19.4(18) 22.6(37) 33.3(40) 28.3(13) 25.1(117) 

時々 27.9(12) 39.8(37) 47.6(78) 37.5(45) 47.8(22) 41.6(194) 

ない 51.2(22) 40.9(38) 29.9(49) 29.2(35) 23.9(11) 33.3(155) 

合計 100.0(43) 100.0(93) 100.0(164) 100.0(120) 100.0(46) 100.0(466) 

歩行 

よく 11.9(5) 1.1(1) 8.1(13) 9.8(12) 11.8(6) 7.9(37) 

時々 19.0(8) 19.6(18) 20.5(33) 23.6(29) 39.2(20) 23.0(108) 

ない 69.0(29) 79.3(73) 71.4(115) 66.7(82) 49.0(25) 69.1(324) 

合計 100.0(42) 100.0(92) 100.0(161) 100.0(123) 100.0(51) 100.0(469) 

扉の開閉 

よく 7.1(3) 1.1(1) 5.0(8) 6.5(8) 7.8(4) 5.1(24) 

時々 14.3(6) 11.0(10) 10.6(17) 16.9(21) 23.5(12) 14.1(66) 

ない 78.6(33) 87.9(80) 84.4(135) 76.6(95) 68.6(35) 80.8(378) 

合計 100.0(42) 100.0(91) 100.0(160) 100.0(124) 100.0(51) 100.0(468) 

靴や服の着脱

（立位） 

よく 14.3(6) 18.7(17) 34.5(57) 50.0(62) 42.9(21) 34.6(163) 

時々 21.4(9) 35.2(32) 35.8(59) 27.4(34) 40.8(20) 32.7(154) 

ない 64.3(27) 46.2(42) 29.7(49) 22.6(28) 16.3(8) 32.7(154) 

合計 100.0(42) 100.0(91) 100.0(165) 100.0(124) 100.0(49) 100.0(471) 

 

  

表 3-14-1.［腹囲別］ADLの変化 
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単位：％ （ ）内：度数 人 

場

所 
ADL項目 度合い -69cm 70-79cm 80-89cm 90-99cm 100cm- 合計 

居

室 

棚等からの 

物の出入れ

（重） 

よく 11.9(5) 22.4(19) 23.5(35) 26.0(27) 30.2(13) 23.4(99) 

時々 28.6(12) 34.1(29) 40.3(60) 42.3(44) 41.9(18) 38.5(163) 

ない 59.5(25) 43.5(37) 36.2(54) 31.7(33) 27.9(12) 38.1(161) 

合計 100.0(42) 100.0(85) 100.0(149) 100.0(104) 100.0(43) 100.0(423) 

棚等からの物

の出入れ

（軽） 

よく 14.3(6) 7.7(7) 14.2(23) 16.7(20) 20.8(10) 14.3(66) 

時々 14.3(6) 23.1(21) 36.4(59) 35.8(43) 47.9(23) 32.8(152) 

ない 71.4(30) 69.2(63) 49.4(80) 47.5(57) 31.3(15) 52.9(245) 

合計 100.0(42) 100.0(91) 100.0(162) 100.0(120) 100.0(48) 100.0(463) 

重い荷物の運

搬 

よく 12.5(5) 36.9(31) 50.0(73) 50.5(50) 44.2(19) 43.2(178) 

時々 55.0(22) 36.9(31) 37.0(54) 34.3(34) 41.9(18) 38.6(159) 

ない 32.5(13) 26.2(22) 13.0(19) 15.2(15) 14.0(6) 18.2(75) 

合計 100.0(40) 100.0(84) 100.0(146) 100.0(99) 100.0(43) 100.0(412) 

軽い荷物の運

搬 

よく 12.2(5) 6.4(6) 8.0(13) 10.6(13) 14.3(7) 9.4(44) 

時々 24.4(10) 23.4(22) 35.8(58) 39.8(49) 46.9(23) 34.5(162) 

ない 63.4(26) 70.2(66) 56.2(91) 49.6(61) 38.8(19) 56.1(263) 

合計 100.0(41) 100.0(94) 100.0(162) 100.0(123) 100.0(49) 100.0(469) 

寝

室 

就寝時の横た

わり 

よく   12.0(11) 20.4(33) 33.6(41) 30.6(15) 21.5(100) 

時々 30.0(12) 22.8(21) 30.9(50) 27.0(33) 40.8(20) 29.2(136) 

ない 70.0(28) 65.2(60) 48.8(79) 39.3(48) 28.6(14) 49.2(229) 

合計 100.0(40) 100.0(92) 100.0(162) 100.0(122) 100.0(49) 100.0(465) 

起床時の起上

がり 

よく 9.8(4) 19.4(18) 28.0(46) 50.0(61) 50.0(25) 32.8(154) 

時々 34.1(14) 33.3(31) 42.1(69) 20.5(25) 36.0(18) 33.4(157) 

ない 56.1(23) 47.3(44) 29.9(49) 29.5(36) 14.0(7) 33.8(159) 

合計 100.0(41) 100.0(93) 100.0(164) 100.0(122) 100.0(50) 100.0(470) 

ベ

ラ

ン

ダ 

室内間出入り 

（物：無） 

よく 7.7(3) 4.9(4) 8.8(13) 9.8(10) 21.3(10) 9.6(40) 

時々 15.4(6) 20.7(17) 16.3(24) 22.5(23) 19.1(9) 18.9(79) 

ない 76.9(30) 74.4(61) 74.8(110) 67.6(69) 59.6(28) 71.5(298) 

合計 100.0(39) 100.0(82) 100.0(147) 100.0(102) 100.0(47) 100.0(417) 

室内間出入り 

（物：有） 

よく 2.6(1) 8.5(7) 13.6(20) 14.7(15) 25.5(12) 13.2(55) 

時々 23.7(9) 29.3(24) 25.2(37) 35.3(36) 34.0(16) 29.3(122) 

ない 73.7(28) 62.2(51) 61.2(90) 50.0(51) 40.4(19) 57.5(239) 

合計 100.0(38) 100.0(82) 100.0(147) 100.0(102) 100.0(47) 100.0(416) 

 

 

 

  

表 3-14-2.［腹囲別］ADLの変化 
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３．２．４ 生理的変化別（肩こり・腰痛別、むくみ・冷え別、つわり・眠気別） 

にみた ADLの変化 

 本項では、生理的変化が ADL の変化に及ぼす影響を捉えるために、肩こり・腰痛別、つわ

り・眠気別、むくみ・冷え別に ADL の変化を集計することで、生理的変化が ADL の変化に及

ぼす影響を捉える。なお、変化を「よく感じている」は「よく」、「時々感じている」は「時々」、

「感じていない」は「ない」と表記し、前項同様に「そのような場面はなし」を除外した。表

中の数値は割合を、（ ）内は度数を示す。 

（１）肩こり・腰痛別にみた ADLの変化 

 表 3-15は ADLの変化を ADL項目ごとに肩こり・腰痛の度合い毎にまとめたものである。

なお、表中において「よく感じている」は「よく」、「時々感じている」は「時々」、「感じて

いない」は「ない」と示す。 

 肩こり・腰痛を「よく感じている」妊婦のうち、玄関における「玄関扉の開閉」（2.6％、

４人）「上がり框の昇降」（9.3％、14人）、居室における「歩行」（6.4％、10人）「扉の開

閉」（5.8％、９人）、「棚等からの物の出入れ（軽）」（12.7％、19人）「軽い荷物の運搬」

（13.4％、21人）、ベランダにおける「室内間出入り（物：無）」（10.1％、14人）「室内間

出入り（物：有）」（15.0％、21人）の「よく感じている」割合は数％～10％台前半と低い

割合を示している。一方、その他の ADL項目は「よく感じている」割合は 20％台～50％台

であり、そこに「時々感じている」の割合を足すと半数以上が、ADLの変化を「よく感じて

いる」としていた。 
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単位：％ （ ）内：度数 人 

場

所 
ADL項目 度合い よく 時々 ない 合計 

玄

関 

玄関扉を開閉する よく 2.6(4) 4.6(11) 4.1(3) 3.9(18) 

時々 16.2(25) 18.4(44) 18.9(14) 17.8(83) 

ない 81.2(125) 77.0(184) 77.0(57) 78.4(366) 

合計 100.0(154) 100.0(239) 100.0(74) 100.0(467) 

上がり框の昇降 よく 9.3(14) 6.1(14) 5.6(4) 7.1(32) 

時々 17.3(26) 19.7(45) 8.3(6) 17.1(77) 

ない 73.3(110) 74.2(170) 86.1(62) 75.8(342) 

合計 100.0(150) 100.0(229) 100.0(72) 100.0(451) 

階

段 

上り よく 41.3(38) 28.1(38) 16.3(7) 30.7(83) 

時々 29.3(27) 37.8(51) 39.5(17) 35.2(95) 

ない 29.3(27) 34.1(46) 44.2(19) 34.1(92) 

合計 100.0(92) 100.0(135) 100.0(43) 100.0(270) 

下り よく 28.3(26) 22.2(30) 4.8(2) 21.6(58) 

時々 33.7(31) 39.3(53) 28.6(12) 35.7(96) 

ない 38.0(35) 38.5(52) 66.7(28) 42.8(115) 

合計 100.0(92) 100.0(135) 100.0(42) 100.0(269) 

浴

室 

洗髪、洗身（立位） よく 27.0(31) 18.2(36) 16.9(11) 20.6(78) 

時々 27.8(32) 32.8(65) 23.1(15) 29.6(112) 

ない 45.2(52) 49.0(97) 60.0.(39) 49.7(188) 

合計 100.0(115) 100.0(198) 100.0(65) 100.0(378) 

浴槽縁のまたぎ よく 20.8(32) 15.5(36) 9.6(7) 16.3(75) 

時々 31.2(48) 32.2(75) 26.0(19) 30.9(142) 

ない 48.1(74) 52.4(122) 64.4(47) 52.8(243) 

合計 100.0(154) 100.0(233) 100.0(73) 100.0(460) 

台

所 

調理 よく 23.3(37) 18.8(45) 13.0(10) 19.4(92) 

時々 46.5(74) 43.1(103) 31.2(24) 42.3(201) 

ない 30.2(48) 38.1(91) 55.8(43) 38.3(182) 

合計 100.0(159) 100.0(239) 100.0(77) 100.0(475) 

居

室 

床からの立上がり よく 46.5(74) 31.9(76) 30.3(23) 36.6(173) 

時々 32.7(52) 44.5(106) 26.3(20) 37.6(178) 

ない 20.8(33) 23.5(56) 43.4(33) 25.8(122) 

合計 100.0(159) 100.0(238) 100.0(76) 100.0(473) 

床に座る よく 33.3(52) 22.6(53) 19.7(15) 25.8(120) 

時々 32.7(51) 42.3(99) 28.9(22) 36.9(172) 

ない 34.0(53) 35.0(82) 51.3(39) 37.3(174) 

合計 100.0(156) 100.0(234) 100.0(76) 100.0(466) 

清掃 よく 34.4(54) 22.7(53) 13.2(10) 25.1(117) 

時々 42.0(66) 44.6(104) 31.6(24) 41.6(194) 

ない 23.6(37) 32.6(76) 55.3(42) 33.3(155) 

合計 100.0(157) 100.0(233) 100.0(76) 100.0(466) 

歩行 よく 6.4(10) 9.7(23) 5.3(4) 7.9(37) 

時々 25.0(39) 23.5(56) 17.3(13) 23.0(108) 

ない 68.6(107) 66.8(159) 77.3(58) 69.1(324) 

合計 100.0(156) 100.0(238) 100.0(75) 100.0(469) 

 

 

  

表 3-15-1.［肩こり・腰痛別］ADLの変化 
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単位：％ （ ）内：度数 人 

 ADL項目 度合い よく 時々 ない 合計 

居

室 

扉の開閉 よく 5.8(9) 5.8(14) 1.4(1) 5.1(24) 

時々 11.7(18) 17.1(41) 9.5(7) 14.1(66) 

ない 82.5(127) 77.1(185) 89.2(66) 80.8(378) 

合計 100.0(154) 100.0(240) 100.0(74) 100.0(468) 

靴や服の着脱（立位） よく 40.5(64) 34.6(83) 21.9(16) 34.6(163) 

時々 30.4(48) 36.3(87) 26.0(19) 32.7(154) 

ない 29.1(46) 29.2(70) 52.1(38) 32.7(154) 

合計 100.0(158) 100.0(240) 100.0(73) 100.0(471) 

棚等からの物の出入れ

（重） 

よく 26.5(35) 23.9(53) 15.9(11) 23.4(99) 

時々 36.4(48) 41.4(92) 33.3(23) 38.5(163) 

ない 37.1(49) 34.7(77) 50.7(35) 38.1(161) 

合計 100.0(132) 100.0(222) 100.0(69) 100.0(423) 

棚等からの物の出入れ

（軽） 

よく 12.7(19) 16.7(40) 9.6(7) 14.3(66) 

時々 33.3(50) 35.0(84) 24.7(18) 32.8(152) 

ない 54.0(81) 48.3(116) 65.8(48) 52.9(245) 

合計 100.0(150) 100.0(240) 100.0(73) 100.0(463) 

重い荷物の運搬 よく 52.3(69) 43.5(93) 24.2(16) 43.2(178) 

時々 29.5(39) 43.5(93) 40.9(27) 38.6(159) 

ない 18.2(24) 13.1(28) 34.8(23) 18.2(75) 

合計 100.0(132) 100.0(214) 100.0(66) 100.0(412) 

軽い荷物の運搬 よく 13.4(21) 8.0(19) 5.4(4) 9.4(44) 

時々 38.2(60) 34.5(82) 27.0(20) 34.5(162) 

ない 48.4(76) 57.6(137) 67.6(50) 56.1(263) 

合計 100.0(157) 100.0(238) 100.0(74) 100.0(469) 

寝

室 

就寝時の横たわり よく 31.0(48) 17.9(42) 13.3(10) 21.5(100) 

時々 29.0(45) 32.8(77) 18.7(14) 29.2(136) 

ない 40.0(62) 49.4(116) 68.0(51) 49.2(229) 

合計 100.0(155) 100.0(235) 100.0(75) 100.0(465) 

起床時の起上がり よく 42.3(66) 30.7(73) 19.7(15) 32.8(154) 

時々 34.6(54) 34.0(81) 28.9(22) 33.4(157) 

ない 23.1(36) 35.3(84) 51.3(39) 33.8(159) 

合計 100.0(156) 100.0(238) 100.0(76) 100.0(470) 

ベ

ラ

ン

ダ 

室内間出入り 

（物：無） 

よく 10.1(14) 9.8(21) 7.8(5) 9.6(40) 

時々 19.4(27) 19.2(41) 17.2(11) 18.9(79) 

ない 70.5(98) 71.0(152) 75.0(48) 71.5(298) 

合計 100.0(139) 100.0(214) 100.0(64) 100.0(417) 

室内間出入り 

（物：有） 

よく 15.0(21) 13.6(29) 8.1(5) 13.2(55) 

時々 27.9(39) 32.2(69) 22.6(14) 29.3(122) 

ない 57.1(80) 54.2(116) 69.4(43) 57.5(239) 

合計 100.0(140) 100.0(214) 100.0(62) 100.0(416) 

 

  

表 3-15-2.［肩こり・腰痛別］ADLの変化 
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（２）むくみ・冷え別にみた ADLの変化 

表 3-16は ADLの変化を ADL項目ごとにむくみ・冷えの度合い毎にまとめたものである。

なお、表中において「よく感じている」は「よく」、「時々感じている」は「時々」、「感じて

いない」は「ない」と示す。 

 むくみ・冷えを「よく感じている」妊婦のうち、玄関における「玄関扉の開閉」（7.1％、

７人）「上がり框の昇降」（10.6％、10 人）、居室における「歩行」（11.2％、11 人）「扉の開

閉」（7.2％、７人）、「軽い荷物の運搬」（14.4％、14 人）、ベランダにおける「室内間出入り

（物：無）」（14.9％、13 人）「室内間出入り（物：有）」（14.0％、12 人）の「よく感じてい

る」割合は数％～10％台前半と低い割合を示している。さらに、居室における「棚等からの

物の出入れ（軽）」では「よく感じている割合」が 23.4％（22 人）、「時々感じている」が

39.4％（37 人）であり、その他の ADL 項目も同様に、「よく感じている」割合は 20％台～

50％台であり、そこに「時々感じている」の割合を足すと半数以上が、ADL の変化を「よ

く感じている」としていた。   
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   単位：％ （ ）内：度数 人 

場

所 
ADL項目 度合い よく 時々 ない 合計 

玄

関 

玄関扉を開閉する よく 7.1(7) 4.0(10) 0.9(1) 3.9(18) 

時々 21.2(21) 18.3(46) 13.7(16) 17.8(83) 

ない 71.7(71) 77.7(195) 85.5(100) 78.4(366) 

合計 100.0(99) 100.0(251) 100.0(117) 100.0(467) 

上がり框の昇降 よく 10.6(10) 7.5(18) 3.4(4) 7.1(32) 

時々 21.3(20) 20.7(50) 6.0(7) 17.1(77) 

ない 68.1(64) 71.8(173) 90.5(105) 75.8(342) 

合計 100.0(94) 100.0(241) 100.0(116) 100.0(451) 

階

段 

上り よく 35.2(19) 31.5(47) 25.4(17) 30.7(83) 

時々 24.1(13) 38.9(58) 35.8(24) 35.2(95) 

ない 40.7(22) 29.5(44) 38.8(26) 34.1(92) 

合計 100.0(54) 100.0(149) 100.0(67) 100.0(270) 

下り よく 25.9(14) 18.8(28) 24.2(16) 21.6(58) 

時々 37.0(20) 40.3(60) 24.2(16) 35.7(96) 

ない 37.0(20) 40.9(61) 51.5(34) 42.8(115) 

合計 100.0(54) 100.0(149) 100.0(66) 100.0(269) 

浴

室 

洗髪、洗身（立位） よく 32.4(24) 18.1(38) 17.0(16) 20.6(78) 

時々 35.1(26) 33.3(70) 17.0(16) 29.6(112) 

ない 32.4(24) 48.6(102) 66.0(62) 49.7(188) 

合計 100.0(74) 100.0(210) 100.0(94) 100.0(378) 

浴槽縁のまたぎ よく 26.0(25) 14.9(37) 11.3(13) 16.3(75) 

時々 24.0(23) 34.9(87) 27.8(32) 30.9(142) 

ない 50.0(48) 50.2(125) 60.9(70) 52.8(243) 

合計 100.0(96) 100.0(249) 100.0(115) 100.0(460) 

台

所 

調理 よく 32.0(31) 16.9(43) 14.6(18) 19.4(92) 

時々 42.3(41) 43.5(111) 39.8(49) 42.3(201) 

ない 25.8(25) 39.6(101) 45.5(56) 38.3(182) 

合計 100.0(97) 100.0(255) 100.0(123) 100.0(475) 

居

室 

床からの立上がり よく 49.5(48) 34.9(89) 29.8(36) 36.6(173) 

時々 30.9(30) 39.6(101) 38.8(47) 37.6(178) 

ない 19.6(19) 25.5(65) 31.4(38) 25.8(122) 

合計 100.0(97) 100.0(255) 100.0(121) 100.0(473) 

床に座る よく 34.7(33) 24.7(62) 20.8(25) 25.8(120) 

時々 36.8(35) 39.0(98) 32.5(39) 36.9(172) 

ない 28.4(27) 36.3(91) 46.7(56) 37.3(174) 

合計 100.0(95) 100.0(251) 100.0(120) 100.0(466) 

清掃 よく 38.9(37) 25.4(64) 13.4(16) 25.1(117) 

時々 34.7(33) 43.3(109) 43.7(52) 41.6(194) 

ない 26.3(25) 31.3(79) 42.9(51) 33.3(155) 

合計 100.0(95) 100.0(252) 100.0(119) 100.0(466) 

歩行 よく 11.2(11) 7.9(20) 5.0(6) 7.9(37) 

時々 39.8(39) 19.4(49) 16.8(20) 23.0(108) 

ない 49.0(48) 72.6(183) 78.2(93) 69.1(324) 

合計 100.0(98) 100.0(252) 100.0(119) 100.0(469) 

表 3-16-1.［むくみ・冷え別］ADLの変化 
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単位：％ （ ）内：度数 人 

場

所 
ADL項目 度合い よく 時々 ない 合計 

居

室 

扉の開閉 よく 7.2(7) 5.6(14) 2.5(3) 5.1(24) 

時々 23.7(23) 13.9(35) 6.7(8) 14.1(66) 

ない 69.1(67) 80.6(203) 90.8(108) 80.8(378) 

合計 100.0(97) 100.0(252) 100.0(119) 100.0(468) 

靴や服の着脱（立位 よく 45.8(44) 33.6(86) 27.7(33) 34.6(163) 

時々 28.1(27) 34.4(88) 32.8(39) 32.7(154) 

ない 26.0(25) 32(82) 39.5(47) 32.7(154) 

合計 100.0(96) 100.0(256) 100.0(119) 100.0(471) 

棚等からの物の出入れ

（重） 

よく 33.3(31) 22.2(50) 17.1(18) 23.4(99) 

時々 38.7(36) 40.9(92) 33.3(35) 38.5(163) 

ない 28.0(26) 36.9(83) 49.5(52) 38.1(161) 

合計 100.0(93) 100.0(225) 100.0(105) 100.0(423) 

棚等からの物の出入れ

（軽） 

よく 23.4(22) 14.8(37) 5.9(7) 14.3(66) 

時々 39.4(37) 32.0(80) 29.4(35) 32.8(152) 

ない 37.2(35) 53.2(133) 64.7(77) 52.9(245) 

合計 100.0(94) 100.0(250) 100.0(119) 100.0(463) 

重い荷物の運搬 よく 52.4(43) 43.2(96) 36.1(39) 43.2(178) 

時々 24.4(20) 40.5(90) 45.4(49) 38.6(159) 

ない 23.2(19) 16.2(36) 18.5(20) 18.2(75) 

合計 100.0(82) 100.0(222) 100.0(108) 100.0(412) 

軽い荷物の運搬 よく 14.4(14) 9.5(24) 5.0(6) 9.4(44) 

時々 42.3(41) 34.0(86) 29.4(35) 34.5(162) 

ない 43.3(42) 56.5(143) 65.5(78) 56.1(263) 

合計 100.0(97) 100.0(253) 100.0(119) 100.0(469) 

寝

室 

就寝時の横たわり よく 29.8(28) 23.4(59) 10.9(13) 21.5(100) 

時々 31.9(30) 30.2(76) 25.2(30) 29.2(136) 

ない 38.3(36) 46.4(117) 63.9(76) 49.2(229) 

合計 100.0(94) 100.0(252) 100.0(119) 100.0(465) 

起床時の起上がり よく 42.7(41) 35.0(89) 20.0(24) 32.8(154) 

時々 30.2(29) 33.1(84) 36.7(44) 33.4(157) 

ない 27.1(26) 31.9(81) 43.3(52) 33.8(159) 

合計 100.0(96) 100.0(254) 100.0(120) 100.0(470) 

ベ

ラ

ン

ダ 

室内間出入り 

（物：無） 

よく 14.9(13) 10.7(24) 2.9(3) 9.6(40) 

時々 24.1(21) 18.7(42) 15.2(16) 18.9(79) 

ない 60.9(53) 70.7(159) 81.9(86) 71.5(298) 

合計 100.0(87) 100.0(225) 100.0(105) 100.0(417) 

室内間出入り 

（物：有） 

よく 14.0(12) 15.6(35) 7.6(8) 13.2(55) 

時々 39.5(34) 30.2(68) 19.0(20) 29.3(122) 

ない 46.5(40) 54.2(122) 73.3(77) 57.5(239) 

合計 100.0(86) 100.0(225) 100.0(105) 100.0(416) 

 

  

表 3-16-2.［むくみ・冷え別］ADLの変化 
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（３）つわり・眠気別にみた ADLの変化 

 表 3-17は ADLの変化を ADL項目ごとにつわり・眠気の度合い毎にまとめたものである。

なお、表中において「よく感じている」は「よく」、「時々感じている」は「時々」、「感じて

いない」は「ない」と示す。 

 つわり・眠気を「よく感じている」妊婦のうち、玄関における「玄関扉の開閉」（3.0％、

５人）「上がり框の昇降」（8.1％、13人）、居室における「歩行」（8.3％、14人）「扉の開

閉」（6.4％、11人）、「棚等からの物の出入れ（軽）」（13.9％、23人）「軽い荷物の運搬」

（11.2％、19人）、ベランダにおける「室内間出入り（物：無）」（8.8％、13人）「室内間出

入り（物：有）」（10.1％、15人）の「よく感じている」割合は数％～10％台前半と低い割

合を示している。一方、その他の ADL項目は「よく感じている」割合は 20％台～50％台で

あり、そこに「時々感じている」の割合を足すと半数以上が、ADLの変化を「よく感じてい

る」としていた。 
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単位：％ （ ）内：度数 人 

場

所 
ADL項目 度合い よく 時々 ない 合計 

玄

関 

玄関扉を開

閉する 

よく 3.0(5) 4.7(11) 3.2(2) 3.9(18) 

時々 16.6(28) 19.9(47) 12.9(8) 17.8(83) 

ない 80.5(136) 75.4(178) 83.9(52) 78.4(366) 

合計 100.0(169) 100.0(236) 100.0(62) 100.0(467) 

上がり框の

昇降 

よく 8.1(13) 7.0(16) 4.8(3) 7.1(32) 

時々 13.7(22) 21.9(50) 8.1(5) 17.1(77) 

ない 78.3(126) 71.1(162) 87.1(54) 75.8(342) 

合計 100.0(161) 100.0(228) 100.0(62) 100.0(451) 

階

段 

上り 

よく 30.1(28) 34.3(48) 18.9(7) 30.7(83) 

時々 30.1(28) 37.1(52) 40.5(15) 35.2(95) 

ない 39.8(37) 28.6(40) 40.5(15) 34.1(92) 

合計 100.0(93) 100.0(140) 100.0(37) 100.0(270) 

下り 

よく 22.3(21) 24.5(34) 8.3(3) 21.6(58) 

時々 38.3(36) 34.5(48) 33.3(12) 35.7(96) 

ない 39.4(37) 41.0(57) 58.3(21) 42.8(115) 

合計 100.0(94) 100.0(139) 100.0(36) 100.0(269) 

浴

室 

洗髪、洗身

（立位） 

よく 22.7(30) 20.4(39) 16.4(9) 20.6(78) 

時々 29.5(39) 29.8(57) 29.1(16) 29.6(112) 

ない 47.7(63) 49.7(95) 54.5(30) 49.7(188) 

合計 100.0(132) 100.0(191) 100.0(55) 100.0(378) 

浴槽縁のま

たぎ 

よく 20.6(35) 13.9(32) 13.3(8) 16.3(75) 

時々 30.0(51) 33.0(76) 25.0(15) 30.9(142) 

ない 49.4(84) 53.0(122) 61.7(37) 52.8(243) 

合計 100.0(170) 100.0(230) 100.0(60) 100.0(460) 

台

所 
調理 

よく 21.1(36) 20.1(48) 12.3(8) 19.4(92) 

時々 41.5(71) 43.5(104) 40.0(26) 42.3(201) 

ない 37.4(64) 36.4(87) 47.7(31) 38.3(182) 

合計 100.0(171) 100.0(239) 100.0(65) 100.0(475) 

居

室 

床からの立

上がり 

よく 40.1(69) 34.3(81) 35.4(23) 36.6(173) 

時々 33.7(58) 42.4(100) 30.8(20) 37.6(178) 

ない 26.2(45) 23.3(55) 33.8(22) 25.8(122) 

合計 100.0(172) 100.0(236) 100.0(65) 100.0(473) 

床に座る 

よく 24.7(42) 27.0(63) 23.8(15) 25.8(120) 

時々 35.9(61) 40.3(94) 27.0(17) 36.9(172) 

ない 39.4(67) 32.6(76) 49.2(31) 37.3(174) 

合計 100.0(170) 100.0(233) 100.0(63) 100.0(466) 

清掃 

よく 28.4(48) 23.2(54) 23.4(15) 25.1(117) 

時々 40.8(69) 45.1(105) 31.3(20) 41.6(194) 

ない 30.8(52) 31.8(74) 45.3(29) 33.3(155) 

合計 100.0(169) 100.0(233) 100.0(64) 100.0(466) 

歩行 

よく 8.3(14) 8.0(19) 6.3(4) 7.9(37) 

時々 22.0(37) 24.5(58) 20.3(13) 23.0(108) 

ない 69.6(117) 67.5(160) 73.4(47) 69.1(324) 

合計 100.0(168) 100.0(237) 100.0(64) 100.0(469) 

 

  

表 3-17-1.［つわり・眠気別］ADLの変化 
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単位：％ （ ）内：度数 人 

場

所 
ADL項目 度合い よく 時々 ない 合計 

居

室 

扉の開閉 よく 6.4(11) 5.1(12) 1.6(1) 5.1(24) 

時々 12.3(21) 17.0(40) 8.1(5) 14.1(66) 

ない 81.3(139) 77.9(183) 90.3(56) 80.8(378) 

合計 100.0(171) 100.0(235) 100.0(62) 100.0(468) 

靴や服の着脱（立位） よく 34.1(59) 35.4(84) 32.8(20) 34.6(163) 

時々 31.2(54) 33.8(80) 32.8(20) 32.7(154) 

ない 34.7(60) 30.8(73) 34.4(21) 32.7(154) 

合計 100.0(173) 100.0(237) 100.0(61) 100.0(471) 

棚等からの物の出入れ

（重） 

よく 24.2(37) 24.6(52) 16.9(10) 23.4(99) 

時々 38.6(59) 39.3(83) 35.6(21) 38.5(163) 

ない 37.3(57) 36.0(76) 47.5(28) 38.1(161) 

合計 100.0(153) 100.0(211) 100.0(59) 100.0(423) 

棚等からの物の出入れ

（軽） 

よく 13.9(23) 15.5(36) 10.9(7) 14.3(66) 

時々 34.3(57) 32.6(76) 29.7(19) 32.8(152) 

ない 51.8(86) 51.9(121) 59.4(38) 52.9(245) 

合計 100.0(166) 100.0(233) 100.0(64) 100.0(463) 

重い荷物の運搬 よく 50.3(75) 39.8(82) 36.8(21) 43.2(178) 

時々 27.5(41) 46.6(96) 38.6(22) 38.6(159) 

ない 22.1(33) 13.6(28) 24.6(14) 18.2(75) 

合計 100.0(149) 100.0(206) 100.0(57) 100.0(412) 

軽い荷物の運搬 よく 11.2(19) 8.2(19) 9.1(6) 9.4(44) 

時々 33.5(57) 36.9(86) 28.8(19) 34.5(162) 

ない 55.3(94) 54.9(128) 62.1(41) 56.1(263) 

合計 100.0(170) 100.0(233) 100.0(66) 100.0(469) 

寝

室 

就寝時の横たわり よく 24.0(40) 20.9(49) 17.5(11) 21.5(100) 

時々 30.5(51) 29.4(69) 25.4(16) 29.2(136) 

ない 45.5(76) 49.8(117) 57.1(36) 49.2(229) 

合計 100.0(167) 100.0(235) 100.0(63) 100.0(465) 

起床時の起上がり よく 38.5(65) 29.8(70) 28.8(19) 32.8(154) 

時々 28.4(48) 36.2(85) 36.4(24) 33.4(157) 

ない 33.1(56) 34.0(80) 34.8(23) 33.8(159) 

合計 100.0(169) 100.0(235) 100.0(66) 100.0(470) 

ベ

ラ

ン

ダ 

室内間出入り（物：無） よく 8.8(13) 11.8(25) 3.4(2) 9.6(40) 

時々 17.6(26) 20.9(44) 15.5(9) 18.9(79) 

ない 73.6(109) 67.3(142) 81.0(47) 71.5(298) 

合計 100.0(148) 100.0(211) 100.0(58) 100.0(417) 

室内間出入り（物：有） よく 10.1(15) 15.2(32) 14.0(8) 13.2(55) 

時々 31.8(47) 29.9(63) 21.1(12) 29.3(122) 

ない 58.1(86) 55.0(116) 64.9(37) 57.5(239) 

合計 100.0(148) 100.0(211) 100.0(57) 100.0(416) 

 

  

表 3-17-2.［つわり・眠気別］ADLの変化 
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３．２．５  妊婦の特性別にみた ADLの変化 

前項において、妊娠月数別、身体的変化別、生理的変化別に ADL の変化の把握を行った。

しかし、基本属性や妊娠による変化等「妊婦の特性」を表す要素には個人差がある。それら

の特性の組み合わせ（以下、「妊婦の特性」）と ADL の変化又は事故の経験の関係を個々にみ

ていくことで、より詳細な分析ができる。さらに、妊婦の特性を表す要素が複合的に作用す

る可能性も考えられる。したがって、ADLの変化又は事故の経験には妊婦の特性が影響してい

る可能性が高く、単に妊娠月数別、身体的変化別、生理的変化別のみで類型化することは難

しい。そこで、本項では前項で得られた基本属性や身体的変化、生理的変化とといった妊婦

の特性に関連する 26の説明変数を使用し、カテゴリカル主成分分析を実施し、要素の整理と

要約を行い、横断的に分析、類型化を行うことで、前項より深い分析を実施する。 

 

（１）分析方法 

 妊婦の基本属性及び妊娠による変化等、多数の調査項目がある場合の類型化は、クラスタ

ー分析が用いられるが、最も一般的なクラスター分析は説明変数が順序尺度のみの分析でし

か実施できない。そこで、本項では、主成分分析手法のうち、順序尺度以外の単位や次元の

異なる項目同士の関係が理解しやすく、数値変数間の線型関係が問われないカテゴリカル主

成分分析を用いた。分析には SPSS Statistics を用いた。 

（２）分析過程 

 カテゴリカル主成分分析の分析過程を表 3-45 に示し、さらにモデルの要約を表 3-45 に示

した。 

はじめに、３．２．１ 「（１）基本属性」「（２）身体的変化」「（３）生理的変化」で得ら

れた全 26の項目を第一段階としてすべてを投入したが結果は収束しなかった。 

第二段階では、一つの変量が極端に小さい成分負荷を示し、除外しても他の変量間に大き

な影響を及ぼさない「子どもの人数」、「子どもの年齢」及び「運動の種類」の３つの変量を除

外した。その結果、分析は収束したものの、極端に小さい成分負荷を示す変量及び極端に大

きい成分負荷を示す変量が多数あり、得られた「カテゴリカルポイントの結合プロット」か

らの次元の解釈は困難であった。 

したがって、まず第三段階では、第二段階と同様、極端に小さい成分負荷を示した、「年齢」、

「利き手」、「身長」の３つの変量を除外した。 

さらに第四段階では、一つの変量が極端に大きな成分負荷を示し他の変量間の成分負荷の

違いが見いだせなくなった変量として「家族の人数」、「家族家族構成」、「都道府県」及び「一

日の運動時間」の４つを除外した。その結果、分析は収束し、「カテゴリカルポイントの結合

プロット」からの次元の解釈が容易でかつ適切にできるようになった。 
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以上から、類型化に用いる説明変数を「妊娠週数」、「体重の変化」、「腹囲」、「腰痛や肩こり

の度合い」、「むくみや冷えの度合い」、「つわりや眠気の度合い」の６変数とし、今後の分析

に用いることにした。 

 

 

 

第一段階  第二段階 

次元 
Cronbach の 

アルファ 

説明された分散  
次元 

Cronbach の 

アルファ 

説明された分散 

合計 (固有値)   合計 (固有値) 分散の % 

1 0.68 2.714   1 0.657 2.544 19.567 

2 0.629 2.402   2 0.544 2.007 15.442 

総計 .866a 5.116   総計 .845a 4.551 35.009 

         

第三段階  第四段階 

次元 
Cronbach の 

アルファ 

説明された分散  
次元 

Cronbach の 

アルファ 

説明された分散 

合計 (固有値) 分散の %  合計 (固有値) 分散の % 

1 0.666 2.496 24.959  1 0.671 2.267 37.785 

2 0.556 2.002 20.023  2 0.354 1.418 23.635 

総計 .864a 4.498 44.981  総計 .874a 3.685 61.42 

※a：Cronbach のアルファ合計は、固有値合計に基づく 

 

（３）分析結果 

 カテゴリカル主成分分析を行い、解釈可能となった結果を図 3-3 に示す。図 3-3 より、次

元１（横軸）は妊娠週数、体重の変化、腹囲といった身体の変化を定量的に示した、妊娠週数

を含む身体的変化、次元２（縦軸）は肩こりやむくみ、つわりのといった身体の変化を定性

 投入した説明変数 

投入さ

れた変

量の数 

除外項目 分析結果と評価 

第
一
段
階 

・都道府県   ・年齢     ・週数 ・利き手  

・家族の人数 ・家族構成 ・子どもの人数  

・子どもの年齢(男女別に第４子まで 計８変数) 

・一日の運動時間         ・運動の種類(４種類) 

・身長 ・体重の変化   ・腹囲  

・腰痛や肩こりの度合い  

・むくみや冷えの度合い   ・つわりや眠気の度合い 

26 なし 

収束せずに分析不

能 

評価：不可 

第
二
段
階 

・都道府県 ・年齢 ・週数 ・利き手  

・家族の人数 ・家族構成 ・子どもの人数 

・一日の運動時間 

・身長 ・体重の変化 ・腹囲  

・腰痛や肩こりの度合い  

・むくみや冷えの度合い ・つわりや眠気の度合い 

13 

・子どもの人数 

・子どもの年齢 

・運動の種類 

分析が収束し結果

が得られたが、結

果の解釈がしにく

い 

評価：不十分 

第
三
段
階 

・都道府県  ・週数   

・家族の人数 ・家族構成 ・子どもの人数 

・一日の運動時間 

・体重の変化 ・腹囲  

・腰痛や肩こりの度合い  

・むくみや冷えの度合い ・つわりや眠気の度合い 

10 

・年齢 

・利き手 

・身長 

分析が収束し結果

が得られたが、結

果の解釈がしにく

い 

評価：不十分 

第
四
段
階 

・妊娠週数 

・体重の変化 ・腹囲  

・腰痛や肩こりの度合い  

・むくみや冷えの度合い ・つわりや眠気の度合い 

6 

・家族の人数 

・家族構成 

・都道府県 

・一日の運動時間 

結果の解釈が容易

かつ適切になっ

た。 

評価；十分 

表 3-18.カテゴリカル主成分分析の主な分析過程 

表 3-19.各段階のモデルの要約 
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的に示す生理的変化となった。すなわち次元１は妊娠週数を含む身体的変化の大きさが寄与

し、次元２は生理的変化への認識が寄与し、正の値が大ききなるほど、週数が経過し、変化

が大きいこと示した。 

（４）妊婦の類型化と Category の特徴 

 妊婦の類型化を行うために「（３）分析結果」で得られた分析をもとに第Ⅰ象限を Category

１、第Ⅱ象限を Category２、第Ⅲ象限を Category３、第Ⅳ象限を Category４とし、４つの

Category に分類する。さらに、妊婦の分布状況を図 3-4に示す。各分類の人数は Category１

が 118人、Category２が 120人、Category３が 134人、Category４が 118人である。 

 Category１は、妊娠週数が経過していて、体重の変化及び腹囲が大きく、「腰痛や肩こりの

度合い」を「よく感じている」割合が 69.5％（82人）、「むくみや冷えの度合いを「よく感じ

ている」割合が 43.2％（51人）、「つわりや眠気の度合い」を「よく感じている」割合が 55.1％

（65人）である。一方、「腰痛や肩こりの度合い」、「むくみや冷えの度合い」、「つわりや眠気

の度合い」を「感じていない」とする割合は順に 1.7％（２人）、7.6％（９人）、2.5％（３人）

である。まとめると「身体的変化が大きく、生理的変化を認識している妊婦」となる。 

 Category２は、妊娠週数が経過しておらず、体重の変化及び腹囲が小さく、「腰痛や肩こり

の度合い」を「よく感じている」割合が 45.8％（55人）、「むくみや冷えの度合いを「よく感

じている」割合が 35.8％（43 人）、「つわりや眠気の度合い」を「よく感じている」割合が

78.3％（94人）である。一方、「腰痛や肩こりの度合い」、「むくみや冷えの度合い」、「つわり

や眠気の度合い」を「感じていない」とする割合は順に 0.8％（１人）、14.1％（17人）、0.0％

（０人）である。まとめると「身体的変化が小さく、生理的変化を認識している妊婦」とな

る。 

 Category３は、妊娠週数が経過しておらず、体重の変化及び腹囲が小さく、「腰痛や肩こり

の度合い」を「よく感じている」割合が 8.2％（11 人）、「むくみや冷えの度合いを「よく感

じている」割合が 1.5％（２人）、「つわりや眠気の度合い」を「よく感じている」割合が 9.7％

（13人）である。一方、「腰痛や肩こりの度合い」、「むくみや冷えの度合い」、「つわりや眠気

の度合い」を「感じていない」とする割合は順に 39.6％（53人）、47.8％（64人）、23.9％（32

人）である。まとめると「身体的変化が小さく、生理的変化を認識していない妊婦」となる。 

 Category４は、妊娠週数が経過していて、体重の変化及び腹囲が大きく、「腰痛や肩こりの

度合い」を「よく感じている」割合が 11.0％（13人）、「むくみや冷えの度合いを「よく感じ

ている」割合が 3.4％（４人）、「つわりや眠気の度合い」を「よく感じている」割合が 5.1％

（６人）である。一方、「腰痛や肩こりの度合い」、「むくみや冷えの度合い」、「つわりや眠気

の度合い」を「感じていない」とする割合は順に 17.8％（21人）、29.7％（35人）、28.0％（33

人）である。まとめると「身体的変化が大きく、生理的変化を認識していない妊婦」となる。 
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 以上の結果をまとめたものを、図 3-5に示す。  



61 

 

  

-3

-2

-1

0

1

2

3

-3 -2 -1 0 1 2 3

図 3-3.カテゴリカルポイントの結合プロット 

図 3-4.妊婦の分布状況 
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<カテゴリカルポイントの結合プロットの読み取り方> 

 カテゴリカルポイントの結合プロットは、類型化として

用いられる６つの説明変数の関係を視覚的に表現している

図である。 

■次元１（横軸）と同じ方向には、妊娠週数、腹囲、体重

の変化、といった妊娠週数を含む身体的変化を説明する軸

である。 

正の値が大きくなるほど、妊娠週数は経過し、腹囲及び

体重の変化は大きくなる。 

■次元２（縦軸）と同じ方向には、肩こり・腰痛、むく

み・冷え、つわり・眠気、といった生理的変化を説明する

軸である。 

 正の値が大きくなるほど、生理的変化を「よく感じてい

る」ようになり、負の値が大きくなるほど「感じていな

い」ようになる。 

<妊婦の分布状況の読み取り方> 

 カテゴリカル主成分分析を行った結果、個々の妊婦に対

して調査対象者の主成分得点を標準化したオブジェクトス

コアが得られた。 

 それらのオブジェクトスコアを座標軸上にプロットした

図が「妊婦の状況」である。 

■座標軸上のプロットは妊婦ひとりひとりのオブジェクト

スコアを示している。 

■第一象限にプロットされている妊婦は Category１の性

質をもつ。同様に、第二象限は Category２、第三象限は

Category３、第四象限は Category４の性質をもつ。 
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図 3-5.各 Categoryの特徴 

（118人） （120人） 

（134人） （118人） 
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（５）Category 別にみた ADLの変化 

妊婦の特性による ADLの変化に及ぼす影響を捉えるために、Category別に ADLの変化を集

計することで、妊婦の特性が ADL の変化に及ぼす影響を捉える。なお、変化を「よく感じて

いる」は「よく」、「時々感じている」は「時々」、「感じていない」は「ない」と表記し、３．

２．２「妊娠月数別でみた ADL の変化」同様に「そのような場面はなし」を除外した。表中

の数値は割合を、（ ）内は度数を示す。。 

表 3-20に Category別にみた各 ADL項目の変化の度合いを示す。 

「居室：重い荷物の運搬」について変化を「よく感じている」割合が高い Category は「Category

１」で 60.2％（56人）、次いで「Category２」で 46.4％（45人）である。同様にその他の ADL

項目をみると、21項目中 19項目で、「Category１」の割合がもっとも高く、次いで「Category

４」の割合が高い傾向を示した。表 3-20で得られた結果から「よく感じている」割合のみを

抜粋し、まとめたものを表 3-21に示す。この表から身体的変化の大きい Category１及び４、

身体的変化の小さい Category2 及び 3 についてそれぞれ比較し、生理的変化の影響を受ける

ADL項目を把握した。その結果、身体的変化が大きい場合（Category１及び４）は「玄関：上

がり框昇降」である。身体的変化が小さい場合（Category２及び３）は「浴室：洗髪・洗身

（立位）」、「寝室：就寝時の横たわり」、「寝室：起床時の起き上がり」である。そして、それ

らの項目は、いずれも生理的変化を認識している場合、割合が顕著に高くなった。 

次に Category 別に ADL の変化を「よく感じている」割合が高い ADL 項目上位５つを表 3-

22に示す。「Category２」の「居室：清掃」および「棚等からの物の出入れ（重）」を除いた

すべての ADL 項目は Category 間で共通している。とくに「重い荷物の運搬」は Category に

関わらず、ADLの変化を「よく感じている」割合が高い傾向がある。 
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    単位：％ （ ）内：度数 人 

場

所 
ADL 項目 度合い Category1 Category2 Category3 Category4 合計 

玄

関 

玄関扉の開閉 よく 4.4(5) 4.4(5) 3.1(4) 3.6(4) 3.9(18) 

時々 17.5(20) 19.3(22) 15.6(20) 18.9(21) 17.8(83) 

ない 78.1(89) 76.3(87) 81.3(104) 77.5(86) 78.4(366) 

合計 100.0(114) 100.0(114) 100.0(128) 100.0(111) 100.0(467) 

上がり框の昇降  

  

  

  

よく 12.8(14) 4.5(5) 5.6(7) 5.7(6) 7.1(32) 

時々 16.5(18) 21.6(24) 8.0(10) 23.6(25) 17.1(77) 

ない 70.6(77) 73.9(82) 86.4(108) 70.8(75) 75.8(342) 

合計 100.0(109) 100.0(111) 100.0(125) 100.0(106) 100.0(451) 

階

段 

上り 

  

  

  

よく 47.7(31) 23.8(15) 14.5(10) 37.0(27) 30.7(83) 

時々 29.2(19) 28.6(18) 34.8(24) 46.6(34) 35.2(95) 

ない 23.1(15) 47.6(30) 50.7(35) 16.4(12) 34.1(92) 

合計 100.0(65) 100.0(63) 100.0(69) 100.0(73) 100.0(270) 

下り  

  

  

  

よく 39.1(25) 15.4(10) 8.8(6) 23.6(17) 21.6(58) 

時々 32.8(21) 41.5(27) 25.0(17) 43.1(31) 35.7(96) 

ない 28.1(18) 43.1(28) 66.2(45) 33.3(24) 42.8(115) 

合計 100.0(64) 100.0(65) 100.0(68) 100.0(72) 100.0(269) 

浴

室 

洗髪、洗身（立位）  

  

  

  

よく 36.0(31) 18.4(16) 9.2(10) 21.9(21) 20.6(78) 

時々 29.1(25) 3.027) 20.2(22) 39.6(38) 29.6(112) 

ない 34.9(30) 50.6(44) 70.6(77) 38.5(37) 49.7(188) 

合計 100.0(86) 100.0(87) 100.0(109) 100.0(96) 100.0(378) 

浴槽縁のまたぎ  

  

  

  

よく 28.1(32) 11.4(13) 9.0(11) 17.3(19) 16.3(75) 

時々 31.6(36) 35.1(40) 20.5(25) 37.3(41) 30.9(142) 

ない 40.4(46) 53.5(61) 70.5(86) 45.5(50) 52.8(243) 

合計 100.0(114) 100.0(114) 100.0(122) 100.0(110) 100.0(460) 

台

所 

調理 よく 34.8(40) 12.2(14) 9.9(13) 21.9(25) 19.4(92) 

時々 41.7(48) 50.4(58) 35.9(47) 42.1(48) 42.3(201) 

ない 23.5(27) 37.4(43) 54.2(71) 36.0(41) 38.3(182) 

合計 100.0(115) 100.0(115) 100.0(131) 100.0(114) 100.0(475) 

居

室 

床からの立上り よく 59.0(69) 21.7(25) 18.3(24) 50.0(55) 36.6(173) 

時々 27.4(32) 48.7(56) 41.2(54) 32.7(36) 37.6(178) 

ない 13.7(16) 29.6(34) 40.5(53) 17.3(19) 25.8(122) 

合計 100.0(117) 100.0(115) 100.0(131) 100.0(110) 100.0(473) 

床に座る よく 46.1(53) 12.4(14) 14.1(18) 31.8(35) 25.8(120) 

時々 28.7(33) 42.5(48) 35.2(45) 41.8(46) 36.9(172) 

ない 25.2(29) 45.1(51) 50.8(65) 26.4(29) 37.3(174) 

合計 100.0(115) 100.0(113) 100.0(128) 100.0(110) 100.0(466) 

清掃 よく 42.9(48) 20.7(24) 12.3(16) 26.9(29) 25.1(117) 

時々 38.4(43) 45.7(53) 36.9(48) 46.3(50) 41.6(194) 

ない 18.8(21) 33.6(39) 50.8(66) 26.9(29) 33.3(155) 

合計 100.0(112) 100.0(116) 100.0(130) 100.0(108) 100.0(466) 

歩行 よく 10.5(12) 5.3(6) 4.7(6) 11.4(13) 7.9(37) 

時々 30.7(35) 21.2(24) 14.1(18) 27.2(31) 23.0(108) 

ない 58.8(67) 73.5(83) 81.3(104) 61.4(70) 69.1(324) 

合計 100.0(114) 100.0(113) 100.0(128) 100.0(114) 100.0(469) 

扉の開閉 よく 7.9(9) 5.3(6) 2.4(3) 5.3(6) 5.1(24) 

時々 15.8(18) 13.2(15) 10.2(13) 17.7(20) 14.1(66) 

ない 76.3(87) 81.6(93) 87.4(111) 77.0(87) 80.8(378) 

合計 100.0(114) 100.0(114) 100.0(127) 100.0(113) 100.0(468) 

 

  

表 3-20-1．［Category 別］ADLの変化の度合い 
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     単位：％ （ ）内：度数 人 

場

所 
ADL項目 度合い Category1 Category2 Category3 Category4 合計 

居

室 

靴や服の着脱（立位） よく 56.5(65) 21.7(25) 17.3(22) 44.7(51) 34.6(163) 

時々 25.2(29) 38.3(44) 30.7(39) 36.8(42) 32.7(154) 

ない 18.3(21) 40.0(46) 52.0(66) 18.4(21) 32.7(154) 

合計 100.0(115) 100.0(115) 100.0(127) 100.0(114) 100.0(471) 

棚等からの物の出し入

れ（重） 

よく 38.6(39) 17.5(18) 15.0(18) 24.2(24) 23.4(99) 

時々 33.7(34) 41.7(43) 31.7(38) 48.5(48) 38.5(163) 

ない 27.7(28) 40.8(42) 53.3(64) 27.3(27) 38.1(161) 

合計 100.0(101) 100.0(103) 100.0(120) 100.0(99) 100.0(423) 

棚等からの物の出し入

れ（軽） 

よく 23.2(26) 9.1(10) 8.7(11) 16.7(19) 14.3(66) 

時々 41.1(46) 33.6(37) 21.3(27) 36.8(42) 32.8(152) 

ない 35.7(40) 57.3(63) 70.1(89) 46.5(53) 52.9(245) 

合計 100.0(112) 100.0(110) 100.0(127) 100.0(114) 100.0(463) 

重い荷物の運搬 よく 60.2(56) 44.7(46) 26.1(31) 46.4(45) 43.2(178) 

時々 26.9(25) 35.9(37) 47.1(56) 42.3(41) 38.6(159) 

ない 12.9(12) 19.4(20) 26.9(32) 11.3(11) 18.2(75) 

合計 100.0(93) 100.0(103) 100.0(119) 100.0(97) 100.0(412) 

軽い荷物の運搬 よく 15.8(18) 6.2(7) 6.3(8) 9.6(11) 9.4(44) 

時々 45.6(52) 34.5(39) 19.5(25) 40.4(46) 34.5(162) 

ない 38.6(44) 59.3(67) 74.2(95) 50.0(57) 56.1(263) 

合計 100.0(114) 100.0(113) 100.0(128) 100.0(114) 100.0(469) 

寝

室 

就寝時の横たわり よく 39.5(45) 14.5(16) 5.4(7) 28.6(32) 21.5(100) 

時々 31.6(36) 31.8(35) 23.3(30) 31.3(35) 29.2(136) 

ない 28.9(33) 53.6(59) 71.3(92) 40.2(45) 49.2(229) 

合計 100.0(114) 100.0(110) 100.0(129) 100.0(112) 100.0(465) 

起床時の起上がり よく 54.8(63) 25.0(28) 11.5(15) 42.9(48) 32.8(154) 

時々 30.4(35) 35.7(40) 32.8(43) 34.8(39) 33.4(157) 

ない 14.8(17) 39.3(44) 55.7(73) 22.3(25) 33.8(159) 

合計 100.0(115) 100.0(112) 100.0(131) 100.0(112) 100.0(470) 

ベ

ラ

ン

ダ 

室内間出入り 

（物：無） 

よく 15.7(16) 8.0(8) 5.5(6) 9.5(10) 9.6(40) 

時々 19.6(20) 20.0(20) 14.5(16) 21.9(23) 18.9(79) 

ない 64.7(66) 72.0(72) 80.0(88) 68.6(72) 71.5(298) 

合計 100.0(102) 100.0(100) 100.0(110) 100.0(105) 100.0(417) 

室内間出入り 

（物：有） 

よく 21.6(22) 6.0(6) 8.3(9) 17.0(18) 13.2(55) 

時々 33.3(34) 33.0(33) 19.4(21) 32.1(34) 29.3(122) 

ない 45.1(46) 61.0(61) 72.2(78) 50.9(54) 57.5(239) 

合計 100.0(102) 100.0(100) 100.0(108) 100.0(106) 100.0(416) 

 

  

表 3-20-2．［Category 別］ADLの変化の度合い 
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単位：％ （ ）内：度数 人 

場所 ADL(21 項目) 
Category 

1 2 3 4 

玄関 
  玄関扉の開閉 4.4(5) 4.4(5) 3.1(4) 3.6(4) 

  上がり框の昇降 12.8(14) 4.5(5) 5.6(7) 5.7(6) 

階段 
  上り 47.7(31) 23.8(15) 14.5(10) 37.0(27) 

  下り 39.1(25) 15.4(10) 8.8(6) 23.6(17) 

浴室 
  洗髪、洗身（立位） 36.0(31) 18.4(16) 9.2(10) 21.9(21) 

  浴槽縁のまたぎ 28.1(32) 11.4(13) 9.0(11) 17.3(19) 

台所   調理 34.8(40) 12.2(14) 9.9(13) 21.9(25) 

居室 

  床からの立上り 59.0(69) 21.7(25) 18.3(24) 50.0(55) 

  床に座る 46.1(53) 12.4(14) 14.1(18) 31.8(35) 

  清掃 42.9(48) 20.7(24) 12.3(16) 26.9(29) 

  歩行 10.5(12) 5.3(6) 4.7(6) 11.4(13) 

  扉の開閉 7.9(9) 5.3(6) 2.4(3) 5.3(6) 

  靴や服の着脱（立位） 56.5(65) 21.7(25) 17.3(22) 44.7(51) 

  棚等からの物の出入れ（重） 38.6(39) 17.5(18) 15.0(18) 24.2(24) 

  棚等からの物の出入れ（軽） 23.2(26) 9.1(10) 8.7(11) 16.7(19) 

  重い荷物の運搬 60.2(56) 44.7(46) 26.1(31) 46.4(45) 

  軽い荷物の運搬 15.8(18) 6.2(7) 6.3(8) 9.6(11) 

寝室 
  就寝時の横たわり 39.5(45) 14.5(16) 5.4(7) 28.6(32) 

  起床時の起上がり 54.8(63) 25.0(28) 11.5(15) 42.9(48) 

ベランダ 
  室内間出入り（物：無） 15.7(16) 8.0(8) 5.5(6) 9.5(10) 

  室内間出入り（物：有） 21.6(22) 6.0(6) 8.3(9) 17.0(18) 

 

 

 Category1 Category2 Category3 Category4 

1 居室：重い荷物の運搬 重い荷物の運搬 重い荷物の運搬 居室：床からの 

立ち上がり 

2 居室：床からの立上が

り 

寝室：起床時の起上がり 居室：床からの 

立ち上がり 

重い荷物の運搬 

3 居室：靴や服の着脱

（立位） 

階段：上り 居室：靴や服の着脱 

（立位） 

居室：靴や服の着脱 

（立位） 

4 寝室：起床時の 

起上がり 

居室：床からの 

立ち上がり 

棚等からの物の 

出入れ（重） 

寝室：起床時の起上がり 

居室：靴や服の着脱 

（立位） 

5 階段：上り 居室：清掃 階段：上り 階段：上り 

  

表 3-21．［Category別］各 Categoryにおける「よく感じている」割合（抜粋） 

表 3-22．［妊婦の分類別］「よく感じている」割合の高い項目（抜粋） 
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３．３ 考察 

（１）回答者の基本属性 

・妊婦の年齢を５歳階級でみた割合と、アンケート調査を実施した 2016 年（平成 28 年）の

「人口動態統計月報年計（概数）の概況、出生数の年次推移、母の年齢（５歳階級）別」文

1)から算出した割合を比較する。表 3-23 は本調査に回答した妊婦の５歳階級でみた割合と

「人口動態統計」より算出した５歳階級の割合を示したものである。調査では、「～19歳」

及び「45歳～」の年齢階級を調査対象外としていて、その分の割合が他の年齢階級に振り

分けられたことを考慮すると、本調査結果と人口動態統計の割合はほぼ同値である。すな

わち、本調査で得られた結果は、調査時の社会状況と一致している。 

 

５歳階級 本調査結果 2016年（平成 28年）人口動態統計 

20～24歳 4.8％ 8.4％ 

24～29歳 26.8％ 25.7％ 

30～34歳 39.8％ 36.3％ 

34～39歳 22.9％ 22.9％ 

40～44歳 5.5％ 5.5％ 

 

・妊娠週数の割合は、「12 週を起点とし、４週を１つのグループとし、１グループごとに 70

名ずつ、計 490名」を人数の条件に設定していたため、週数に大きな偏りはない。 

・国民健康・栄養調査文 2)より、調査対象とした各年齢の平均身長は 155.2～159.5cmであり、

本結果の平均は 158.9cm、中央値 159cmであることから、回答者の身長は一般的な日本人女

性の身長であるといえる。 

・家族の人数は「２人」がもっとも多く 45.9％（225人）で、家族構成は「妊婦及び配偶者」

がもっとも多く 44.5％（218 人）であることから、妊婦の約半数近くが第一子妊娠中で、

夫婦のみで暮らしている様子がうかがえる。さらに、次に多い家族構成は「妊婦、配偶者

及び子」で 39.2％（192人）であり、「妊婦及び配偶者」と合わせると 83.7％（410人）を

占めている。さらに、子どもの年齢から、幼稚園入園前の年齢にあたる０歳から３歳が子

どもの数全体を占める割合は子どもの総数の 63.2％（175 人）である。以上から、妊婦の

家族構成は配偶者のみ又は配偶者及び子で構成されることから、核家族が全体の８割以上

を占めていると考えられ、かつ日常生活の中で、比較的年齢の幼い子どもを育てながら生

活している様子が示唆される。 

（２）回答者の妊娠による変化（身体的変化及び生理的変化）に対する認識 

・身体的変化の傾向として、体重の変化は妊娠 26週まで５kg以下、27週から 36週までは５

kg以上 10kg未満、37週以降は 10kg以上で推移している。腹囲の変化は妊娠 12週から 19

週で 79cm 以下、20週から 32週までは 80-89cm、33週以降は 90cm以上で推移している。・

体重の変化に着目すると、とくに妊娠 19週までに集中して減少する傾向がみられた。さら

表 3-23.調査結果と人口動態統計の結果の比較 
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に、妊娠週数が経過していても減少している週数もある。この要因として食欲不振や吐き

気といった、いわゆる「つわり」のような生理的変化が考えられる。一般的に妊娠による

生理的変化は妊娠初期（妊娠 15週まで）に起こるが、中には出産まで続く、妊娠後期にな

って始まる又は再度始まる場合もある。本調査の結果をみても、生理的変化を「よく感じ

ている」割合は妊娠４ヶ月、すなわち妊娠 15 週までがもっとも多く、一般的に「つわり」

を感じる時期と一致する。さらに妊娠７ヶ月に至るまでに徐々に減少してはいるが、妊娠

期間を通して８割以上が生理的変化を「よく感じている」または「時々感じている」こと

からも前述した妊娠期の「つわり」の変化の傾向を説明している。 

・体重の変化と腹囲の変化の関係では、５kg毎に体重が変化するにつれ、腹囲の大きさも変

化している。<０kg未満>は腹囲 79cm以下で、<０kg以上５kg未満>では<70-89cm>で、<５

kg 以上 10kg 未満>では<80-99cm>で、<10kg 以上 15kg 未満>では<90cm 以上>を推移してい

る。さらに、体重が<15kg以上>増加すると、腹囲は 90cm 以上になることがわかる。 

・腰痛や肩こりは、体重が５kg以上増加し、腹囲も 90cm以上になる、とくに妊娠９ヶ月以降

にその変化をよく感じていることから、体重や腹囲の著しい増加が影響を及ぼしていると考

えられる。さらに、腰痛や肩こりは妊娠６ヶ月を境に「よく感じている」、「時々感じている」

を合計した割合は妊娠４、５ヶ月の時と比較して著しく増加する。すなわち、妊娠６ヶ月は

妊娠前の体型から妊婦特有の体型へと変化する変換期であり、体型変化が腰痛や肩こりに影

響を及ぼす一因であると考えられる。 

・次にむくみ・冷えは、妊娠９ヶ月を境に変化を「よく感じている」、「時々感じている」を合

計した割合が妊娠８ヶ月以前と比較して増加する。その要因として、妊娠中はとくに妊娠

９か月頃になると、体内の循環血液量が最大になり、むくみを発生させる要因となり、そ

の影響であるといえる。 

（３）妊娠月数別でみた ADLの変化の特徴 

妊娠による変化及び妊婦の特性から、ADLの変化の特徴を捉える。 

・妊娠月数からみた、各 ADL項目の変化のうち、とくに着目すべき点について以下に述べる。

表 3-12の結果をもとに、身体機能の変化に対する認識がある、すなわち「はい」と回答し

た回答者を抽出し、その割合を縦軸に、妊娠月数を横軸にとったグラフを図 3-6 示し、全

体の傾向を捉える。図 3-6 より、妊娠６ヶ月以降で居室での「床からの立上り」、「靴や服

の着脱（立位）」のように割合が急激に増加する ADL、台所の「調理」、浴室での「洗髪・洗

身（立位）」のように増加する ADL、居室での「歩行」、玄関での「上がり框の昇降」や「玄

関扉の開閉」のように微増又は一定の ADL、と３つの傾向に分かれていた。ここから、急激

に増加する傾向のある ADL の特徴は、下肢の負担が大きく、身体バランスが必要で、様々

な動作の組合せ（以下、「協調動作」）を必要とする ADL、増加傾向のある ADLの特徴は上肢
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の負担が大きく、下肢の負担は小さいが、立ち続けが必要となる ADL、微増または一定の傾

向のある ADL は、下肢の負担が小さく、単純な動作お ADL であると考えられる。この結果

をまとめたものを図 3-7に示す。 

・さらに妊娠６か月を身体的変化で捉えると、妊娠前の体型から妊婦特有の体型へ変換する

時期と一致している。 

 

 

 

・次に、表 3-12及び図 3-6から、各 ADL項目の傾向を捉える。 

・重い荷物の運搬は妊娠月数に関わらず、ADLの変化を「よく感じている」割合が高い。その

要因は、妊娠４ヶ月のように早期の場合、生理的変化を感じていて、それが原因で割合が高

くなると考える。さらに、妊娠 10 ヶ月のように後期になると体重の増加が大きくなり、そ

れが原因で動作が制限されやすくなり、割合が高くなると考える。 

・階段の上り又は下りの ADL では、階段の下りより階段の上りの ADL の変化を「よく感じて
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図 3-6.［妊娠月数別］ADLの変化を「よく感じている」割合（抜粋） 

図 3-7.［妊娠月数別］ADL特徴 
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いる」割合が大きい。この要因として、体重の増加や腹囲の増加が考えられる。まず、体重

の増加により妊婦の足にかかる負荷は非妊娠時と比較して大きくなり、その結果、足があが

りにくくなっていることが考えられる。とくに階段の上り動作では、足を上げ、足の力で上

半身の体重を上方向に持ち上げる必要があることから、非妊娠時以上の負荷が足にかかり、

それが割合の増加の一因となっていると考える。さらに、階段の上りは妊娠６ヶ月頃から、

下りは７ヶ月頃から「よく感じている」割合に差がみられ、腹囲の増加による視界の制限が

要因であると考える。 

・浴室での洗髪、洗身に対する ADL の変化を「よく感じている」割合は妊娠６ヶ月頃から著

しく高くなっている。同様にその他の ADL項目をみると、階段での上りのほかに居室での床

からの立ち上がり及び寝室での起床時の起上り等 21 項目中 12 項目において、妊娠６ヶ月

の「よく感じている」割合は妊娠５ヶ月の「よく感じている」割合の倍以上の値になってい

る。前述の通り、妊娠６ヶ月は体型が大きく変化し、腹部が突出する時期で妊婦の体型変化

の一つの転機となっていることから、妊婦の体型変化の変化が ADLの変化に影響を及ぼして

いることが考えられる。 

（４）身体的変化別（体重別、腹囲別）でみた ADLの変化の特徴 

・体重別（体重の変化）に着目すると、ADLの変化は体重が増加すると、変化をよく感じてい

る割合も高くなる傾向がみられる。とくに各項目別に「よく感じている」割合がもっとも高

い体重に着目すると、すべてが５kg 以上の増加となっている。すなわち、体重の増加が大

きいほど ADL の変化を「よく感じている」割合が多くなるのではなく、増加が５kg であっ

ても、増加することによる ADLの変化の程度になんらかの影響を与える。さらに、体重が０

kg以下、すなわち減少する場合、階段での上り／下り、浴室での洗髪・洗身（立位）／浴槽

縁のまたぎ、台所での調理、居室での清掃／重い荷物の運搬の７項目が変化の程度を「よく

感じている」「たまに感じている」を合計した割合が半数以上となる。これはつわり等の生

理的変化が要因と考える。例えば、浴室での洗髪・洗身（立位）、台所での調理、居室での

清掃のような ADLは立位状態のまま行われる。妊婦にとって立ち続けることは、体重の増加

による下肢負担が大きくなることで、困難さが大きい。さらに、一般的に妊娠前期に発症す

るつわりという生理的変化により、より困難さがあがる。すなわち、立位状態で行われる ADL

は体重の減少から推察される生理的変化の影響を受けやすいといえる。 

・腹囲別（腹囲の変化）に着目すると、腹囲が「90cm 以上 100cm 未満」になると、ADL の変

化を「よく感じている」割合は増加する。腹囲が大きくなると、大きくなった腹部によっ

て、足元は見えにくくなり、それに関連する ADL は遂行しにくくなる。例えば、階段での

上りは腹囲の変化に関わらず、ADLの変化を「よく感じている」割合は高く、とくに「90cm

以上 100cm 未満」における割合が高い。階段での下りでは、「70cm以上 80cm未満」の場合、



70 

 

「よく感じている」割合は 8.3％と１割に満たないが、「80cm 以上 90cm 未満」になると

21.3％とその割合が著しく高くなる。さらに、居室での靴や服の着脱では「70cm以上 80cm

未満」の場合、「よく感じている」割合は 18.7％と比較的高いが、「80cm 以上 90cm 未満」

になると 34.5％とその割合がさらに上がり、かつ「70cm 以上 80cm 未満」の場合と比較し

て著しく高くなる。以上より、妊娠による腹囲の変化によって、足元の視界が狭くなり、

その結果、ADLの困難さにも変化が生じていると考えられる。 

（５）生理的変化別でみた ADLの変化 

 肩こり・腰痛、むくみ・冷え、つわり・眠気といった生理的変化別に ADLの変化を捉えた。

肩こり・腰痛別、むくみ・冷え別、つわり・眠気別に、その度合いを「よく感じている」とし

た妊婦のうち、ADL の変化を認識しにくい ADL 項目はほぼ一致していた。これら一致してい

た ADL 項目の特徴としては、下肢負担が小さく、単純な動作である ADL といえる。一方で、

ADL の変化を認識しやすい ADL もほぼ一致していて、下肢負担が大きい、協調動作が必要で

ある ADL といえる。すなわち、下肢負担が小さく単純な動作の ADL は生理的変化からの影響

は小さいく、下肢負担が大きい、協調動作が必要な ADL は生理的変化の影響を受けていると

考えられる。 

 一方、むくみ・冷え別において、肩こり・腰痛別、むくみ・冷え別にみられない傾向があっ

た。むくみ・冷えを「よく感じている」妊婦で、「棚等からの物の出入れ（軽）」は、肩こり・

腰痛別、つわり・眠気別と比較して ADL の変化を「よく感じている」割合が 23.4％（22 人）

「時々感じている」39.4％と顕著に高い傾向を示している。この理由として、「棚等からの物

の出入れ（重）」は生理的変化の種類に関わらず、「よく感じている」割合が多い。これは、出

し入れする「物」が重いことが起因しているため、生理的変化の種類に関わらず、妊婦への

負担が大きいと考える。一方で「棚等からの物の出入れ（軽）」は比較的負担が小さい。ここ

から、「物を出入れする」という動作は、物の重さに関わらずむくみ・冷えをよく感じる場合

には困難な動作であると推察できる。これについては、今後、出入れする棚の高さや、棚扉

の有無、取っ手の形状、物の詳細な重さ・形状等、どのような状況で「棚等から物を出入れし

ているか」について、さらなる調査を行い、その理由を解明する必要がある。 

（６）妊婦の特性と ADLの関連 

・カテゴリカル主成分分析の結果、妊婦の特性を示す代表的な指標は、妊娠週数、体重や腹

囲の変化といった身体的変化と腰痛や肩こり、むくみや冷え、つわりや眠気といった生理

的変化である。すなわち、妊娠による変化が妊婦の特性を示す代表的な指標であることが

わかる。 

・Category１に属する妊婦は妊娠週数が経過し、身体的変化が大きく、生理的変化を認識し

ていて、４つの Category の中で最も妊婦に対する負担の大きい妊婦である。とくに、身体

的変化によって、肩こり・腰痛が引き起こされ、さらに、妊娠後期になると女性ホルモン

の分泌が増加し、眠気が引き起こされやすくなるといった生理的変化が大きく影響してい
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ると考える。Category２に属する妊婦は妊娠週数が比較的早い時期で、身体的変化が小さ

く、生理的変化を認識している妊婦である。すでに前述しているが、一般的に妊娠による

生理的変化は妊娠初期（妊娠 15週まで）に起こることから、つわりの影響を大きく受けて

いる可能性が高い。Category３に属する妊婦は妊娠週数が比較的早い時期で、身体的変化

が小さく、生理的変化を認識していない妊婦で、非妊娠時の状態にもっとも近い状態の妊

婦であると考える。Category４に属する妊婦は妊娠週数が経過し、身体的変化が大きく、

生理的変化を認識していない妊婦である。Category４の妊婦は Category３の妊婦と比較し

て、生理的変化を認識していない分、比較的活動的な妊婦であると想定される。一方で、

女性ホルモンの分泌は増加しているため、生理的変化がまったくないとは言い難く、言い

換えると生理的変化を認識していないが故、身体機能の変化や ADL の変化も認識しにくく

なっている可能性も考えられる。 

・表 3-21 から妊婦の特性と ADL の関連をみると、Category１に属する妊婦は、それ以外の

Category と比較して、ADL の変化を認識しやすい傾向がある。その理由は、Category１の

妊婦は前述した通り、４つの Category の中でも最も妊婦に対する負担が大きいためと考え

る。次いで、身体的変化が大きく、生理的変化を認識していない、Category４に属する妊婦

が、ADLの変化を認識しやすい。さらに、「よく感じている」割合が 30％以上の ADL項目を

抜粋し、簡略化したグラフを図 3-8に示した。表 3-21及び図 3-8より、居室における「床

からの立上り」「靴や服の着脱（立位）、「重い荷物の運搬」といった下肢負担が大きく、協

調動作が必要な ADLは身体的変化が大きい Category１や４においてその割合は大きい傾向

があった。加えて、表 3-21 からは、玄関における「玄関扉の開閉」、「上がり框の昇降」、

居室における「歩行」、「扉の開閉」といった下肢負担が小さい動作や単純動作である ADLは

身体的変化の大きさに関わらず、変化をよく感じる割合は低く、妊婦の特性による影響は

小さい。以上から、Category においても、ADL の変化に対する認識はとくに身体的変化が

大きく影響していることがわかった。 
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・一方で、生理的変化の影響がある ADL項目をみるため、ADLの変化を「よく感じている」割

合に着目し、さらに身体的変化が大きい Category１と４、身体的変化が小さい Category２

と３を比較した。表 3-21から、身体的変化が大きく、生理的変化を認識している Category

１は、生理的変化を認識していない Category４と比較して、玄関での上がり框昇降の割合

が顕著に高い。さらに、身体的変化が小さく、生理的変化を認識している Category２は、

生理的変化を認識していない Category３と比較して、浴室での洗髪・洗身（立位）、寝室で

の就寝時の横たわり／起床時の起き上がりの割合が顕著に高い。すなわち、これらは生理

的変化の影響を受けやすい ADLであると考えられる。 

 

 

３．４ 小括 

 本章では妊娠月数別、妊娠による変化（身体的変化・生理的変化）別に住宅内で行われる

ADL の変化 21 項目（以下、「ADL 項目」）との関係を捉えた。 

その結果、妊娠月数別では、妊娠６ヶ月以降は居室での床からの立ち座り及び靴や服の着

脱（立位）等、下肢負担が大きい、身体のバランスが必要、様々な動作の組み合わせ、を必要

とする ADL の変化は認識しやすい傾向を。一方、玄関での扉の開閉及び上り框の昇降等、下

肢の負担の小さい、単純な動作、となる ADL は、妊娠月数が進んでも ADL の変化は認識し

にくい傾向があった。さらに、身体的変化別では、体重別でみると体重の増加が５kg 以上で、

腹囲別でみると腹囲の大きさが 90cm 以上で ADL の変化について「よく感じている」割合が

増加する傾向があった。加えて、生理的変化別では、生理的変化の種類に関わらず、ADL の

変化はほぼ同様の傾向を示していた。 

一方、回答者の基本属性と妊娠による変化等妊婦の特性を表す要素には個人差があり、そ

れらが複合的に作用し、ADL の変化に影響を及ぼす可能性が考えられる。したがって、妊婦

の特性に関連する 26 の説明変数を使用し、カテゴリカル主成分分析を実施し、要素の整理と

要約を行った。その結果、回答者は、妊娠月数を含む身体的変化：大、生理的変化への認識：

Category２

Category３ Category４

Category１
居室 床からの立上り

靴や服の着脱（立位）

重い荷物の運搬

寝室 起床時の起上がり

居室 重い荷物の運搬 階段 上り

下り

浴室 洗髪、洗身（立位）

台所 調理

居室 床に座る

清掃

棚等からの物の出入れ（重）

寝室 就寝時の横たわり

≧50％ 居室 床からの立上り

階段 上り

居室 床に座る

靴や服の着脱（立位）

重い荷物の運搬

起床時の起上がり

≧50％

≧30％

≧30％

図 3-8.［Category 別］ADLの変化を「よく感じている」割合（30％以上の ADL項目を抜粋） 
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有（Category１）、身体的変化：小、生理的変化への認識：有（Category２）、身体的変化：小、

生理的変化への認識：無（Category３）、身体的変化：大、生理的変化への認識：無（Category

４）の４つに類型化された。次に、生理的変化の影響を受ける ADL 項目をみるため、身体的

変化が大きい Category１と４を比較した。玄関での上がり框昇降は、Category１における

ADL の変化の割合が著しく高い。さらに、身体的変化が小さい Category２と３を比較した場

合は、浴室での洗髪・洗身（立位）、寝室での起床時の起上り・就寝時の横たわりは、Category

２における ADL の変化の割合が著しく高い。すなわち、身体的変化が同じでも、生理的変化

への認識の有無により、ADL の変化には違いが生じていることを把握した。 

 

【参考文献】 

文 1) 厚生労働省：「平成 28 年人口動態統計（各定数）の概況」、（オンライン）、入手先

<https://www.mhlw.go.jp/toukei/saikin/hw/jinkou/kakutei16/dl/08_h4.pdf>、（参照：2020.1.16） 

文 2) 厚 生 労 働 省 ：「 平 成 28 年 国 民 健 康 ・ 栄 養 調 査 報 告 」 オ ン ラ イ ン ）、 入 手 先

<https://www.mhlw.go.jp/bunya/kenkou/eiyou/h28-houkoku.html>、（参照：2020.6.2） 
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第４章 妊娠による身体的・生理的変化と住宅内事故の経験の関係 

 

 本章では、妊娠月数別、身体的変化別（体重別及び腹囲別）、生理的変化別（肩こり・腰

痛別、むくみ・冷え別、つわり・眠気別）、Category別に、住宅内で発生すると想定した 31

項目の住宅内事故やヒヤリハットの経験（以下、「事故項目」）ごととの関係をみるため、

「妊娠期の ADL の変化と事故に関する調査」（調査 A、回答者数：490名）で得られた情報

をもとに分析を行い、妊娠による変化と住宅内事故の経験の関連について明らかにしてい

る。 

 

４．１ 分析情報の精査 

住宅内事故やヒヤリハットの経験の分析に際し、得られた情報の精査を実施した。始め

に、ADLの変化と同様に、３．２．１「（３）室内環境の状況」において、階段及びベラン

ダが自宅に「ない」と回答した妊婦は、関連する事故項目の経験の有無の判断はできない。

加えて、ADLの変化について、「そのようなことはしない」と回答した ADL項目と関連する

事故の経験の有無も判断することはできない。したがって、これらの回答は「事故やヒヤリ

ハットの経験の有無の判断が不可」とし、分析から除外した。 

次に、アンケートの項目の内容が捉えにくく複数の解釈が可能となる場合があり、２．３

「用語の定義」に則り、情報の精査し、事故項目の統合を行った。なお、統合にあたり、回

答の取り扱いは、両方の回答が一致している場合は回答の変更は実施しない。回答が不一致

だった場合、一方の事故項目において「事故」の経験をした場合は、もう一方が「ヒヤリハ

ット」又は「そのようなことはない」としていても「事故」とした。同様に、一方の事故項

目において「ヒヤリハット」を経験したと回答した場合、もう一方が「そのようなことはな

い」としていても「ヒヤリハット」とした。統合した事故項目とその対応を表 4-1に示す。

統合後の事故項目は、住宅内 31項目、外出先 13項目、計 44項目となった。 

さらに、本研究では、住宅内で起こる事故やヒヤリハットを対象とするため、外出先にお

ける事故項目 13項目は分析から除外した。なお、アンケートで使用した項目は本論中では

表 4-2に示すように表記する。 
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修正対象の言葉又は事故項目 対応 

転倒する/尻もちをつく 事故名と事故が起こった結果が混在しているため、「転

倒する/尻もちをつく」を「転倒」に統一する 

玄関の上がり框を上る/下る時、転落

する 

「言葉の定義」に則り、「玄関の上がり框を上る/下る

時、転倒する」に統合 

階段を上っている時、転倒する/尻も

ちをつく 

「言葉の定義」に則り、「階段を上っている時、転落す

る」に統合 

階段を下っている時、転倒する/尻も

ちをつく 

「言葉の定義」に則り、「階段を下っている時、転落す

る」に統合 

浴室の浴槽の縁をまたいでいる時、

転落する。 

「言葉の定義」に則り、「浴室の浴槽の縁をまたいでい

る時、転倒する」に統合 

室内からベランダ（バルコニーや庭

等含む）に出入りする時（手には何

も持っていない状態）、転落する。 

「言葉の定義」に則り、室内からベランダ（バルコニ

ーや庭等含む）に出入りする時（手には何も持ってい

ない状態）、転倒する」に統合 

室内からベランダ（バルコニーや庭

等含む）に出入りする時（物を持っ

ている状態）、転落する。 

「言葉の定義」に則り、「室内からベランダ（バルコニ

ーや庭等含む）に出入りする時（物を持っている状態）、

転倒する」に統合 

表 4-1.事故項目の修正項目とその対応 
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NO. 設問 本論中の表記 

1 玄関扉開閉時に転倒する/尻もちをつく 【転倒】玄関：扉開閉 

2 
玄関の上がり框を上る/下る時、転倒する/尻もちをつく 

【転倒】玄関：上がり框昇降 
玄関の上がり框を上る/下る時、転落する 

3 就寝時にベッドや布団に寝るとき時、転倒する/尻もちをつく 【転倒】寝室：就寝時に横たわり 

4 起床時にベッドや布団から起きる時、転倒する/尻もちをつく 【転倒】寝室：起床時に起き上がり 

5 
浴室にて立ち姿勢のまま髪や身体を洗う時に、転倒する/尻もち

をつく 
【転倒】浴室：洗髪・洗身（立位） 

6 浴室を清掃している時、転倒する/尻もちをつく 【転倒】浴室：清掃 

7 
浴室の浴槽の縁をまたいでいる時、転倒する/尻もちをつく 

【転倒】浴室：浴槽縁のまたぎ 
浴室の浴槽の縁をまたいでいる時、転落する 

8 

室内からベランダ（バルコニーや庭等を含む）に出入りする時

（物は何も持っていない状態）、転倒する/尻もちをつく 【転倒】 

ベランダ⇔室内出入り（物：無） 室内からベランダ（バルコニーや庭等を含む）に出入りする時

（物は何も持っていない状態）、転落する 

9 

室内からベランダ（バルコニーや庭等を含む）に出入りする時

（物を持っている状態）、転倒する/尻もちをつく 【転倒】 

ベランダ⇔室内出入り（物：有） 室内からベランダ（バルコニーや庭等を含む）に出入りする時

（物を持っている状態）、転落する 

10 床から立ち上がる時、転倒する/尻もちをつく 【転倒】床からの立ち上がり 

11 床に座る時、転倒する/尻もちをつく 【転倒】床に座る 

12 居室を清掃時、転倒する/尻もちをつく 【転倒】清掃 

13 居室を歩いている時、転倒する/尻もちをつく 【転倒】歩行 

14 居室の扉を開閉するときに、転倒する/尻もちをつく 【転倒】扉開閉 

15 立った状態で服や靴を着脱している時、転倒する/尻もちをつく 【転倒】靴や服の着脱（立位） 

16 
棚等（収納庫や押入れ等を含む）から重いものを出し入れする

時、転倒する/尻もちをつく 
【転倒】棚等から出し入れ（重） 

17 
棚等（収納庫や押入れ等を含む）から軽いものを出し入れする

時、転倒する/尻もちをつく 
【転倒】棚当から出し入れ（軽） 

18 重い荷物を運んでいる時、転倒する/尻もちをつく 【転倒】重い荷物の運搬 

19 軽い荷物を運んでいる時、転倒する/尻もちをつく 【転倒】軽い荷物の運搬 

20 階段を上っている時、転落する 【転落】階段：上り 

21 階段を下っている時、転落する 【転落】階段：下り 

22 
棚等（収納庫や押入れ等を含む）から重いものを出し入れする

時、物が落下してぶつかる 
【物落下】物の出入れ（重） 

23 
棚等（収納庫や押入れ等を含む）から軽いものを出し入れする

時、物が落下してぶつかる 
【物落下】物の出入れ（重） 

24 玄関扉を開閉する時、玄関扉に腹部をぶつける 【腹部ぶつかり】玄関：玄関扉開閉 

25 料理をしている時、調理台等に腹部をぶつける 【腹部ぶつかり】台所：調理 

26 
ソファやいすから立ち上がる時、前にある物や家具（机等）に腹

部をぶつける 

【腹部ぶつかり】 

椅子等立ち上がり時 

27 便所から立ち上がる時、前にある物（扉等）に腹部をぶつける 【腹部ぶつかり】便所：立ち上がり 

28 居室の扉を開閉する時、扉に腹部をぶつける 【腹部ぶつかり】扉開閉 

29 居室を歩いている時、物や家具に腹部をぶつける 【腹部ぶつかり】歩行 

30 玄関扉開閉時、玄関扉と腹部をはさむ 【腹部はさまり】玄関：扉開閉 

31 隙間に腹部をはさむ 【腹部はさまり】隙間 

  

表 4-2.［事故項目］アンケート設問と本論中の表記の対応表 
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４．２ 調査結果 

４．２．１ 妊娠月数別にみた住宅内事故やヒヤリハットの経験 

表 4-3は事故項目 31項目のうち、一以上の項目で事故とヒヤリハットの双方を経験したこ

とがある場合を「事故とヒヤリハット」、事故のみを経験したことがある場合を「事故のみ」、

ヒヤリハットのみを経験したことがある場合を「ヒヤリハットのみ」、事故もヒヤリハットも

経験がない場合を「ない」とし、集計した結果である。 

「事故とヒヤリハット」の双方を経験したことのある割合は全体で 28.2％（138 人）で、

「事故のみ」は 6.1％、「ヒヤリハットのみ」は 27.3％（134人）であり、約６割の妊婦がな

んらかの事故やヒヤリハットを経験している。妊娠月数別に「事故とヒヤリハット」をみる

と、妊娠５ヶ月で 5.6％（６人）ともっとも低い割合を示すが、その他の妊娠月数では 30％

前後となっている。妊娠５ヶ月がもっとも低くなるという傾向は「ヒヤリハットのみ」にお

いても同様の傾向で、妊娠５ヶ月で 20.0％（14人）となる。さらに「ヒヤリハットのみ」は

妊娠月数６ヶ月もっとも高く 34.3％（24人）で、妊娠月数全体をみると 20％～35％の区間を

推移している。「事故のみ」になると、その割合は他と比較して低く、全妊娠月数において 10％

未満となっている。 

 

      単位：％ （ ）内：度数 人 

 4ヶ月 5ヶ月 6ヶ月 7ヶ月 8ヶ月 9ヶ月 10ヶ月 全体 

事故と 

ヒヤリハット 
28.6(20) 8.6(6) 31.4(22) 34.3(24) 28.6(20) 35.7(25) 30.0(21) 28.2(138) 

事故のみ 5.7(4) 8.6(6) 4.3(3) 4.3(3) 8.6(6) 7.1(5) 4.3(3) 6.1(30) 

ヒヤリハット

のみ 
25.7(18) 20.0(14) 34.3(24) 30.0(21) 22.9(16) 30.0(21) 28.6(20) 27.3(134) 

ない 40.0(28) 62.9(44) 30.0(21) 31.4(22) 40.0(28) 27.1(19) 37.1(26) 38.4(188) 

合計 100.0(70) 100.0(70) 100.0(70) 100.0(70) 100.0(70) 100.0(70) 100.0(70) 100.0(490) 

 

次に、事故項目ごとに事故やヒヤリハットの経験をまとめ、それらを妊娠月数別の割合を

まとめたものを表 4-4 に示し、妊娠月数間で比較して、事故、ヒヤリハットともに割合が最

も高い項目を灰色のセルで示す。事故項目毎の「事故」の経験の割合をみる。妊娠月数間で

比較して、「【転倒】居室：棚等からの物の出入れ（軽）」は妊娠６ヶ月でもっとも割合が高く

6.3％（４人）である。同様に、妊娠７ヶ月は「【転倒】玄関：扉の開閉」、「【転倒】：玄関：上

がり框の昇降」、「【転倒】浴室：洗髪・洗身（立位）」をはじめ 15項目（うち１項目は妊娠８

ヶ月と重複）、妊娠８ヶ月は「【転倒】浴室：浴槽縁のまたぎ」、「【転倒】居室：床に座る」を

はじめ 13 項目（うち１項目は妊娠７ヶ月と重複）、妊娠 10 ヶ月は「【転倒】居室：靴や服の

着脱」、「【腹部のぶつかり】台所：料理」、「【腹部のぶつかり】居室：椅子等立上り」の３項目

である。 

表 4-3.［妊娠月数別］事故やヒヤリハットの経験 
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同様に「ヒヤリハット」では、妊娠４ヶ月は、「【転倒】重い荷物の運搬（重）」、「【転倒】

寝室：起床時の起上がり」をはじめとする９項目（うち１項目は妊娠９ヶ月は重複）、妊娠

６ヶ月は「【転倒】浴室：浴槽縁のまたぎ」20.0%（12人）、「【転倒】浴室：洗髪・洗身（立

位）」13.7％（７人）をはじめとする６項目が、妊娠７ヶ月は「【転倒】靴や服の着脱（立

位）」、「【腹部ぶつかり】台所：調理」をはじめとする 11項目（うち妊娠９ヶ月で各１項目

ずつ重複）、妊娠８ヶ月は「【転倒】寝室：就寝時の横たわり」13.6％（９人）、妊娠９ヶ月

は「【転倒】居室：靴や服の着脱（立位）」30.4％（21人）(妊娠７ヶ月と重複)、「【転倒】

居室：床からの立ち上がり」27.1％（19人）、「【転倒】居室：棚等からの物の出し入れ

（重）」11.9％（７人）（妊娠４ヶ月と重複）、「【腹部ぶつかり】歩行」18.8％（13人）、

「【腹部ぶつかり】椅子等立ち上がり」15.7％（11人）の５項目、妊娠 10ヶ月で「【転落】

階段：下り」23.7％（９人）である。 

さらに、「事故」及び「ヒヤリハット」の割合の多い事故項目上位５位までを表 4-5に示す。

表 4-5 より、「事故」では【腹部ぶつかり】が上位を占める割合が高く、「ヒヤリハット」で

は【転倒】が多い。また、「【転落】階段：下り」は、「事故」、「ヒヤリハット」の両方で２位

となっている。 
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単位：％ （ ）内：度数 人 

転倒 

玄

関 

扉の開閉時 ４ヶ月 ５ヶ月 ６ヶ月 ７ヶ月 ８ヶ月 ９ヶ月 10ヶ月 合計 

  事故 8.8(6) 3.1(2) 9.5(6) 16.4(11) 13.4(9) 1.4(1)   7.5(35) 

  ヒヤリハット 8.8(6) 6.2(4) 6.3(4) 1.5(1) 1.5(1) 2.9(2) 1.5(1) 4.1(19) 

  ない 82.4(56) 90.8(59) 84.1(53) 82.1(55) 85.1(57) 95.7(66) 98.5(67) 88.4(413) 

  合計 100.0(68) 100.0(65) 100.0(63) 100.0(67) 100.0(67) 100.0(69) 100.0(68) 100.0(467) 

上がり框の昇降 ４ヶ月 ５ヶ月 ６ヶ月 ７ヶ月 ８ヶ月 ９ヶ月 10ヶ月 合計 

 

事故 11.9(8)   7.8(5) 13.4(9) 10.8(7) 3.1(2) 3.1(2) 7.3(33) 

ヒヤリハット 10.4(7) 5.1(3) 10.9(7) 9.0(6) 4.6(3) 9.4(6) 6.2(4) 8.0(36) 

ない 77.6(52) 94.9(56) 81.3(52) 77.6(52) 84.6(55) 87.5(56) 90.8(59) 84.7(382) 

合計 100.0(67) 100.0(59) 100.0(64) 100.0(67) 100.0(65) 100.0(64) 100.0(65) 100.0(451) 

浴

室 

洗髪・洗身(立位) ４ヶ月 ５ヶ月 ６ヶ月 ７ヶ月 ８ヶ月 ９ヶ月 10ヶ月 合計 

 

事故 7.0(4) 1.9(1) 2.0(1) 13.2(7) 11.5(6) 3.8(2) 1.7(1) 5.8(22) 

ヒヤリハット 8.8(5) 3.8(2) 13.7(7) 7.5(4) 7.7(4) 13.2(7) 11.9(7) 9.5(36) 

ない 84.2(48) 94.3(50) 84.3(43) 79.2(42) 80.8(42) 83.0(44) 86.4(51) 84.7(320) 

合計 100.0(57) 100.0(53) 100.0(51) 100.0(53) 100.0(52) 100.0(53) 100.0(59) 100.0(378) 

清掃 ４ヶ月 ５ヶ月 ６ヶ月 ７ヶ月 ８ヶ月 ９ヶ月 10ヶ月 合計 

 

事故 2.9(2) 4.3(3) 7.1(5) 10.0(7) 7.1(5) 2.9(2) 4.3(3) 5.5(27) 

ヒヤリハット 14.3(10) 4.3(3) 10.0(7) 11.4(8) 10.0(7) 10.0(7) 10.0(7) 10.0(49) 

ない 82.9(58) 91.4(64) 82.9(58) 78.6(55) 82.9(58) 87.1(61) 85.7(60) 84.5(414) 

合計 100.0(70) 100.0(70) 100.0(70) 100.0(70) 100.0(70) 100.0(70) 100.0(70) 100.0(490) 

浴槽縁のまたぎ ４ヶ月 ５ヶ月 ６ヶ月 ７ヶ月 ８ヶ月 ９ヶ月 10ヶ月 合計 

 

事故 5.9(4)   6.7(4) 12.3(8) 13.4(9) 1.4(1) 1.5(1) 5.9(27) 

ヒヤリハット 17.6(12) 9.4(6) 20.0(12) 6.2(4) 7.5(5) 11.6(8) 9.0(6) 11.5(53) 

ない 76.5(52) 90.6(58) 73.3(44) 81.5(53) 79.1(53) 87(60) 89.6(60) 82.6(380) 

合計 100.0(68) 100.0(64) 100.0(60) 100.0(65) 100.0(67) 100.0(69) 100.0(67) 100.0(460) 

居

室 

床からの立上がり ４ヶ月 ５ヶ月 ６ヶ月 ７ヶ月 ８ヶ月 ９ヶ月 10ヶ月 合計 

 

事故 5.8(4) 3.0(2) 4.7(3) 11.8(8) 7.5(5) 4.3(3) 5.9(4) 6.1(29) 

ヒヤリハット 13.0(9) 3.0(2) 17.2(11) 11.8(8) 11.9(8) 27.1(19) 13.2(9) 14.0(66) 

ない 81.2(56) 94.0(63) 78.1(50) 76.5(52) 80.6(54) 68.6(48) 80.9(55) 79.9(378) 

合計 100.0(69) 100.0(67) 100.0(64) 100.0(68) 100.0(67) 100.0(70) 100.0(68) 100.0(473) 

床に座る ４ヶ月 ５ヶ月 ６ヶ月 ７ヶ月 ８ヶ月 ９ヶ月 10ヶ月 合計 

 

事故 4.5(3)   4.6(3) 11.9(8) 13.6(9) 2.9(2) 5.9(4) 6.2(29) 

ヒヤリハット 6.0(4) 7.7(5) 12.3(8) 13.4(9) 4.5(3) 7.4(5) 8.8(6) 8.6(40) 

ない 89.6(60) 92.3(60) 83.1(54) 74.6(50) 81.8(54) 89.7(61) 85.3(58) 85.2(397) 

合計 100.0(67) 100.0(65) 100.0(65) 100.0(67) 100.0(66) 100.0(68) 100.0(68) 100.0(466) 

清掃 ４ヶ月 ５ヶ月 ６ヶ月 ７ヶ月 ８ヶ月 ９ヶ月 10ヶ月 合計 

 

事故 4.3(3) 1.5(1) 3.1(2) 4.5(3) 7.6(5) 1.4(1) 3.1(2) 3.6(17) 

ヒヤリハット 11.6(8) 1.5(1) 12.5(8) 16.7(11) 10.6(7) 2.9(2) 9.2(6) 9.2(43) 

ない 84.1(58) 97.0(65) 84.4(54) 78.8(52) 81.8(54) 95.7(66) 87.7(57) 87.1(406) 

合計 100.0(69) 100.0(67) 100.0(64) 100.0(66) 100.0(66) 100.0(69) 100.0(65) 100.0(466) 

歩行 ４ヶ月 ５ヶ月 ６ヶ月 ７ヶ月 ８ヶ月 ９ヶ月 10ヶ月 合計 

 

事故 4.4(3)   3.2(2) 4.4(3) 6.0(4) 1.4(1) 2.9(2) 3.2(15) 

ヒヤリハット 17.6(12) 7.7(5) 17.5(11) 13.2(9) 11.9(8) 10.1(7) 7.2(5) 12.2(57) 

ない 77.9(53) 92.3(60) 79.4(50) 82.4(56) 82.1(55) 88.4(61) 89.9(62) 84.6(397) 

合計 100.0(68) 100.0(65) 100.0(63) 100.0(68) 100.0(67) 100.0(69) 100.0(69) 100.0(469) 

扉の開閉 ４ヶ月 ５ヶ月 ６ヶ月 ７ヶ月 ８ヶ月 ９ヶ月 10ヶ月 合計 

 

 

事故 4.4(3)   6.2(4) 2.9(2) 7.6(5) 1.4(1)   3.2(15) 

ヒヤリハット 8.8(6) 3.1(2) 7.7(5) 11.8(8) 4.5(3) 1.4(1) 2.9(2) 5.8(27) 

ない 86.8(59) 96.9(62) 86.2(56) 85.3(58) 87.9(58) 97.1(67) 97.1(66) 91.0(426) 

合計 100.0(68) 100.0(64) 100.0(65) 100.0(68) 100.0(66) 100.0(69) 100.0(68) 100.0(468) 

靴や服の着脱 

(立位) 
４ヶ月 ５ヶ月 ６ヶ月 ７ヶ月 ８ヶ月 ９ヶ月 10ヶ月 合計 

 

事故 5.8(4) 3.1(2) 1.6(1) 5.8(4) 7.4(5) 5.8(4) 8.8(6) 5.5(26) 

ヒヤリハット 17.4(12) 10.8(7) 28.6(18) 30.4(21) 22.1(15) 30.4(21) 26.5(18) 23.8(112) 

ない 76.8(53) 86.2(56) 69.8(44) 63.8(44) 70.6(48) 63.8(44) 64.7(44) 70.7(333) 

合計 100.0(69) 100.0(65) 100.0(63) 100.0(69) 100.0(68) 100.0(69) 100.0(68) 100.0(471) 

 

  

表 4-4-1.［妊娠月数別］事故項目毎にみた事故やヒヤリハットの経験 
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単位：％ （ ）内：度数 人 

転倒 

居

室 

棚等からの 

物の出入れ（重） 
４ヶ月 ５ヶ月 ６ヶ月 ７ヶ月 ８ヶ月 ９ヶ月 10ヶ月 合計 

 

事故 3.0(2) 3.2(2) 8.6(5) 10.2(6) 12.3(7)   1.7(1) 5.4(23) 

ヒヤリハット 11.9(8) 1.6(1) 8.6(5) 6.8(4) 5.3(3) 11.9(7) 10.0(6) 8.0(34) 

ない 85.1(57) 95.2(60) 82.8(48) 83.1(49) 82.5(47) 88.1(52) 88.3(53) 86.5(366) 

合計 100.0(67) 100.0(63) 100.0(58) 100.0(59) 100.0(57) 100.0(59) 100.0(60) 100.0(423) 

棚等からの 

物の出入れ（軽） 
４ヶ月 ５ヶ月 ６ヶ月 ７ヶ月 ８ヶ月 ９ヶ月 10ヶ月 合計 

 

事故 2.9(2)   6.3(4) 6.0(4) 4.6(3)     2.8(13) 

ヒヤリハット 13.2(9) 3.1(2) 12.5(8) 10.4(7) 7.7(5) 1.5(1) 6.0(4) 7.8(36) 

ない 83.8(57) 96.9(62) 81.3(52) 83.6(56) 87.7(57) 98.5(67) 94(63) 89.4(414) 

合計 100.0(68) 100.0(64) 100.0(64) 100.0(67) 100.0(65) 100.0(68) 100.0(67) 100.0(463) 

重い荷物の運搬 ４ヶ月 ５ヶ月 ６ヶ月 ７ヶ月 ８ヶ月 ９ヶ月 10ヶ月 合計 

 

事故 1.5(1) 1.6(1) 6.9(4) 5.1(3) 8.8(5)   3.3(2) 3.8(16) 

ヒヤリハット 22.4(15) 4.8(3) 6.9(4) 15.3(9) 8.8(5) 10.2(6) 10.0(6) 11.3(48) 

ない 76.1(51) 93.7(59) 86.2(50) 79.7(47) 82.5(47) 89.8(53) 86.7(52) 84.9(359) 

合計 100.0(67) 100.0(63) 100.0(58) 100.0(59) 100.0(57) 100.0(59) 100.0(60) 100.0(423) 

軽い荷物の運搬 ４ヶ月 ５ヶ月 ６ヶ月 ７ヶ月 ８ヶ月 ９ヶ月 10ヶ月 合計 

 

事故 4.4(3)   4.7(3) 7.5(5) 6.2(4) 1.5(1) 1.5(1) 3.7(17) 

ヒヤリハット 13.2(9) 3.1(2) 10.9(7) 13.4(9) 6.2(4) 4.4(3) 13.4(9) 9.3(43) 

ない 82.4(56) 96.9(62) 84.4(54) 79.1(53) 87.7(57) 94.1(64) 85.1(57) 87.0(403) 

合計 100.0(68) 100.0(64) 100.0(64) 100.0(67) 100.0(65) 100.0(68) 100.0(67) 100.0(463) 

寝

室 

就寝時の横たわり ４ヶ月 ５ヶ月 ６ヶ月 ７ヶ月 ８ヶ月 ９ヶ月 10ヶ月 合計 

 

事故 3.0(2)   3.2(2) 8.8(6) 7.6(5)   1.4(1) 3.4(16) 

ヒヤリハット 11.9(8) 7.7(5) 14.5(9) 13.2(9) 13.6(9) 8.8(6) 13.0(9) 11.8(55) 

ない 85.1(57) 92.3(60) 82.3(51) 77.9(53) 78.8(52) 91.2(62) 85.5(59) 84.7(394) 

合計 100.0(67) 100.0(65) 100.0(62) 100.0(68) 100.0(66) 100.0(68) 100.0(69) 100.0(465) 

起床時の起上がり ４ヶ月 ５ヶ月 ６ヶ月 ７ヶ月 ８ヶ月 ９ヶ月 10ヶ月 合計 

 

事故 2.9(2) 1.5(1) 4.8(3) 5.9(4) 9.1(6) 1.4(1) 1.4(1) 3.8(18) 

ヒヤリハット 20.3(14) 3.0(2) 11.1(7) 13.2(9) 9.1(6) 13.0(9) 14.5(10) 12.1(57) 

ない 76.8(53) 95.5(63) 84.1(53) 80.9(55) 81.8(54) 85.5(59) 84.1(58) 84.0(395) 

合計 100.0(69) 100.0(66) 100.0(63) 100.0(68) 100.0(66) 100.0(69) 100.0(69) 100.0(470) 

ベ

ラ

ン

ダ 

 

室内間出入 

（物：無） 
４ヶ月 ５ヶ月 ６ヶ月 ７ヶ月 ８ヶ月 ９ヶ月 10ヶ月 合計 

 

事故 6.3(4) 1.8(1) 6.9(4) 14.3(8) 11.9(7)   3.1(2) 6.2(26) 

ヒヤリハット 12.7(8) 1.8(1) 15.5(9) 1.8(1) 3.4(2) 5.0(3) 1.6(1) 6.0(25) 

ない 81.0(51) 96.5(55) 77.6(45) 83.9(47) 84.7(50) 95.0(57) 95.3(61) 87.8(366) 

合計 100.0(63) 100.0(57) 100.0(58) 100.0(56) 100.0(59) 100.0(60) 100.0(64) 100.0(417) 

室内間出入 

（物：有） 
４ヶ月 ５ヶ月 ６ヶ月 ７ヶ月 ８ヶ月 ９ヶ月 10ヶ月 合計 

 

事故 4.7(3)   7.0(4) 14.3(8) 8.5(5) 1.7(1) 3.1(2) 5.5(23) 

ヒヤリハット 15.6(10) 7.0(4) 10.5(6) 5.4(3) 6.8(4) 6.8(4) 4.7(3) 8.2(34) 

ない 79.7(51) 93.0(53) 82.5(47) 80.4(45) 84.7(50) 91.5(54) 92.2(59) 86.3(359) 

合計 100.0(64) 100.0(57) 100.0(57) 100.0(56) 100.0(59) 100.0(59) 100.0(64) 100.0(416) 

転落 

階

段 

上り ４ヶ月 ５ヶ月 ６ヶ月 ７ヶ月 ８ヶ月 ９ヶ月 10ヶ月 合計 

 

事故 7.1(3) 2.9(1) 8.1(3) 21.4(9) 11.9(5) 5.7(2) 2.6(1) 8.9(24) 

ヒヤリハット 19.0(8) 8.8(3) 21.6(8) 9.5(4) 14.3(6) 5.7(2) 5.3(2) 12.2(33) 

ない 73.8(31) 88.2(30) 70.3(26) 69.0(29) 73.8(31) 88.6(31) 92.1(35) 78.9(213) 

合計 100.0(42) 100.0(34) 100.0(37) 100.0(42) 100.0(42) 100.0(35) 100.0(38) 100.0(270) 

下り ４ヶ月 ５ヶ月 ６ヶ月 ７ヶ月 ８ヶ月 ９ヶ月 10ヶ月 合計 

 

事故 16.3(7) 5.9(2) 11.4(4) 23.3(10) 9.8(4) 20.0(7) 5.3(2) 13.4(36) 

ヒヤリハット 18.6(8) 11.8(4) 20.0(7) 18.6(8) 17.1(7) 11.4(4) 23.7(9) 17.5(47) 

ない 65.1(28) 82.4(28) 68.6(24) 58.1(25) 73.2(30) 68.6(24) 71.1(27) 69.1(186) 

合計 100.0(43) 100.0(34) 100.0(35) 100.0(43) 100.0(41) 100.0(35) 100.0(38) 100.0(269) 

 

 

表 4-4-2.［妊娠月数別］事故項目毎にみた事故やヒヤリハットの経験 
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単位：％ （ ）内：度数 人 

物落下 

居

室 

棚等からの 

物の出入れ（重） 
４ヶ月 ５ヶ月 ６ヶ月 ７ヶ月 ８ヶ月 ９ヶ月 10ヶ月 合計 

 

事故   1.6(1) 8.6(5) 3.4(2) 12.3(7)   5.0(3) 4.3(18) 

ヒヤリハット 14.9(10) 4.8(3) 8.6(5) 18.6(11) 8.8(5) 11.9(7) 1.7(1) 9.9(42) 

ない 85.1(57) 93.7(59) 82.8(48) 78.0(46) 78.9(45) 88.1(52) 93.3(56) 85.8(363) 

合計 100.0(67) 100.0(63) 100.0(58) 100.0(59) 100.0(57) 100.0(59) 100.0(60) 100.0(423) 

棚等からの 

物の出入れ（軽） 
４ヶ月 ５ヶ月 ６ヶ月 ７ヶ月 ８ヶ月 ９ヶ月 10ヶ月 合計 

 

事故 4.4(3) 3.1(2) 6.3(4) 4.5(3) 7.7(5) 1.5(1) 3.0(2) 4.3(20) 

ヒヤリハット 16.2(11) 1.6(1) 15.6(10) 17.9(12) 7.7(5) 7.4(5)   9.5(44) 

ない 79.4(54) 95.3(61) 78.1(50) 77.6(52) 84.6(55) 91.2(62) 97.0(65) 86.2(399) 

合計 100.0(68) 100.0(64) 100.0(64) 100.0(67) 100.0(65) 100.0(68) 100.0(67) 100.0(463) 

腹部ぶつかり 

玄

関 

 

玄関扉の開閉 ４ヶ月 ５ヶ月 ６ヶ月 ７ヶ月 ８ヶ月 ９ヶ月 10ヶ月 合計 

 

事故 5.9(4) 1.5(1) 4.8(3) 6.0(4) 11.9(8) 4.3(3) 4.4(3) 5.6(26) 

ヒヤリハット 7.4(5)   12.7(8) 13.4(9) 10.4(7) 10.1(7) 5.9(4) 8.6(40) 

ない 86.8(59) 98.5(64) 82.5(52) 80.6(54) 77.6(52) 85.5(59) 89.7(61) 85.9(401) 

合計 100.0(68) 100.0(65) 100.0(63) 100.0(67) 100.0(67) 100.0(69) 100.0(68) 100.0(467) 

便

所 

立上がり ４ヶ月 ５ヶ月 ６ヶ月 ７ヶ月 ８ヶ月 ９ヶ月 10ヶ月 合計 

 

事故 7.1(5)   4.3(3) 11.4(8) 5.7(4) 2.9(2) 1.4(1) 4.7(23) 

ヒヤリハット 11.4(8) 2.9(2) 10.0(7) 5.7(4) 5.7(4) 5.7(4) 1.4(1) 6.1(30) 

ない 81.4(57) 97.1(68) 85.7(60) 82.9(58) 88.6(62) 91.4(64) 97.1(68) 89.2(437) 

合計 100.0(70) 100.0(70) 100.0(70) 100.0(70) 100.0(70) 100.0(70) 100.0(70) 100.0(490) 

台

所 

料理 ４ヶ月 ５ヶ月 ６ヶ月 ７ヶ月 ８ヶ月 ９ヶ月 10ヶ月 合計 

 

事故 11.9(8) 4.4(3) 11.9(8) 25.0(17) 20.9(14) 26.1(18) 27.5(19) 18.3(87) 

ヒヤリハット 6.0(4) 10.3(7) 25.4(17) 25.0(17) 10.4(7) 18.8(13) 13.0(9) 15.6(74) 

ない 82.1(55) 85.3(58) 62.7(42) 50.0(34) 68.7(46) 55.1(38) 59.4(41) 66.1(314) 

合計 100.0(67) 100.0(68) 100.0(67) 100.0(68) 100.0(67) 100.0(69) 100.0(69) 100.0(475) 

居

室 

椅子等立ち上がり ４ヶ月 ５ヶ月 ６ヶ月 ７ヶ月 ８ヶ月 ９ヶ月 10ヶ月 合計 

 

事故 7.1(5) 1.4(1) 4.3(3) 15.7(11) 14.3(10) 8.6(6) 18.6(13) 10.0(49) 

ヒヤリハット 10.0(7) 2.9(2) 11.4(8) 11.4(8) 10.0(7) 15.7(11) 8.6(6) 10.0(49) 

ない 82.9(58) 95.7(67) 84.3(59) 72.9(51) 75.7(53) 75.7(53) 72.9(51) 80.0(392) 

合計 100.0(70) 100.0(70) 100.0(70) 100.0(70) 100.0(70) 100.0(70) 100.0(70) 100.0(490) 

扉の開閉 ４ヶ月 ５ヶ月 ６ヶ月 ７ヶ月 ８ヶ月 ９ヶ月 10ヶ月 合計 

 

事故 2.9(2)   4.6(3) 11.8(8) 10.6(7) 11.6(8) 10.3(7) 7.5(35) 

ヒヤリハット 11.8(8) 6.3(4) 12.3(8) 13.2(9) 12.1(8) 11.6(8) 2.9(2) 10.0(47) 

ない 85.3(58) 93.8(60) 83.1(54) 75.0(51) 77.3(51) 76.8(53) 86.8(59) 82.5(386) 

合計 100.0(68) 100.0(64) 100.0(65) 100.0(68) 100.0(66) 100.0(69) 100.0(68) 100.0(468) 

歩行 ４ヶ月 ５ヶ月 ６ヶ月 ７ヶ月 ８ヶ月 ９ヶ月 10ヶ月 合計 

 

事故 2.9(2) 1.5(1) 3.2(2) 16.2(11) 11.9(8) 15.9(11) 13.0(9) 9.4(44) 

ヒヤリハット 11.8(8) 9.2(6) 14.3(9) 14.7(10) 16.4(11) 18.8(13) 10.1(7) 13.6(64) 

ない 85.3(58) 89.2(58) 82.5(52) 69.1(47) 71.6(48) 65.2(45) 76.8(53) 77.0(361) 

合計 100.0(68) 100.0(65) 100.0(63) 100.0(68) 100.0(67) 100.0(69) 100.0(69) 100.0(469) 

腹部挟まれ 

玄

関 

玄関扉の開閉 ４ヶ月 ５ヶ月 ６ヶ月 ７ヶ月 ８ヶ月 ９ヶ月 10ヶ月 合計 

 

事故 2.9(2)   3.2(2) 6.0(4) 6.0(4) 2.9(2) 1.5(1) 3.2(15) 

ヒヤリハット 7.4(5) 3.1(2) 6.3(4) 10.4(7) 6.0(4) 7.2(5) 4.4(3) 6.4(30) 

ない 89.7(61) 96.9(63) 90.5(57) 83.6(56) 88.1(59) 89.9(62) 94.1(64) 90.4(422) 

合計 100.0(68) 100.0(65) 100.0(63) 100.0(67) 100.0(67) 100.0(69) 100.0(68) 100.0(467) 

居

室 

隙間 ４ヶ月 ５ヶ月 ６ヶ月 ７ヶ月 ８ヶ月 ９ヶ月 10ヶ月 合計 

 

事故 7.1(5)   5.7(4) 7.1(5) 8.6(6) 5.7(4) 2.9(2) 5.3(26) 

ヒヤリハット 5.7(4) 2.9(2) 8.6(6) 14.3(10) 8.6(6) 12.9(9) 11.4(8) 9.2(45) 

ない 87.1(61) 97.1(68) 85.7(60) 78.6(55) 82.9(58) 81.4(57) 85.7(60) 85.5(419) 

合計 100.0(70) 100.0(70) 100.0(70) 100.0(70) 100.0(70) 100.0(70) 100.0(70) 100.0(490) 

 

 

  

表 4-4-3.［妊娠月数別］事故項目毎にみた事故やヒヤリハットの経験 
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順位 
事故 ヒヤリハット 

事故項目名 割合（度数） 事故項目名 割合（度数） 

１位 【腹部ぶつかり】台所：料理 18.3％（87人） 【転倒】居室：靴や服の着脱(立位) 23.8％（112人） 

２位 【転落】階段：下り 13.4％（36人） 【転落】階段：下り 17.5％（47人） 

３位 【腹部ぶつかり】居室：歩行 9.4％（44人） 【腹部ぶつかり】台所：料理 15.6％（74人） 

４位 【転落】階段：上り 8.9％（24人） 【転倒】居室：床からの立上がり 14.0％（66人） 

５位 
【転倒】玄関：扉の開閉 

【腹部ぶつかり】居室：扉の開閉 
7.5％（35人） 【転倒】居室：歩行 12.2％（57人） 

 

４．２．２ 身体的変化別（体重別、腹囲別）にみた住宅内事故やヒヤリハットの経験 

本項では、身体的変化が住宅内事故やヒヤリハットの経験に及ぼす影響を捉えるために、

体重別、腹囲別に事故やヒヤリハットの経験を集計し、その傾向をみている。 

（１）体重別にみた住宅内事故やヒヤリハットの経験 

 表 4-6は事故項目 31項目のうち、一以上の項目で事故とヒヤリハットを経験したことがあ

る場合を「事故とヒヤリハット」、事故を経験したことがある場合を「事故のみ」、ヒヤリハ

ットを経験したことがある場合を「ヒヤリハットのみ」、事故もヒヤリハットも経験がない場

合を「ない」とし、それらを体重の変化 5kg 毎にまとめ集計した結果である。なお、表中に

おいて「０kg未満」は「＜0kg」、「０kg以上５kg未満」は「0kg≦ ＜5kg」、「５kg以上 10kg

未満」は「5kg≦ ＜10kg」、「10kg以上 15kg未満」は「10kg≦ ＜15kg」、「15kg以上」は「15kg≦」

と示す。 

全体の傾向をみると、28.2％（138人）はなんらかの「事故とヒヤリハット」の両方を経験

している。また、6.1％（30人）は「事故のみ」であり、「ヒヤリハット」のみは 27.3％（134

人）である。すなわち、妊婦の約６割がなんらかの事故やヒヤリハットを経験している。 

体重ごとにみると、「０kg未満」では「事故とヒヤリハット」はおらず、「５kg以上 10kg未

満」になると、「事故とヒヤリハット」及び「事故」を経験した割合、すなわち、なんらかの

事故を経験した割合は 41.1％（74人）となる。同様に「10kg以上 15kg未満」では、41.3％

（31人）と同程度の割合であり、「15kg以上」では 50.0％（５人）となる。ここから、体重

が増加するにつれ、事故を経験している割合が高くなる傾向がわかる。さらに「15kg 以上」

では「事故やヒヤリハット」の経験が「ない」割合は 0％となった。 

 

    単位：％ （ ）内：度数 人 

  ＜0kg 0kg≦ ＜％5kg 5kg≦ ＜％10kg 10kg≦ ＜％15kg 15kg≦ 全体 

事故とヒヤリハット   22.0(44) 33.9(61) 37.3(28) 50.0(5)  28.2(138) 

事故のみ 8.0(2) 5.5(11) 7.2(13) 4.0(3) 10.0(1)  6.1(30) 

ヒヤリハットのみ 44.0(11) 27.0(54)  26.7(48) 22.7(17) 40.0(4)  27.3(134) 

ない 48.0(12) 45.5(91)  32.2(58) 36.0(27)   38.4(188) 

合計 100.0(25) 100.0(200)  100.0(180) 100.0(75) 100.0(10)  100.0(490) 

 

 

表 4-6.［体重別］事故やヒヤリハットの経験 

表 4-5.［事故項目毎］事故やヒヤリハットの経験の合計上位５位の事故項目と割合 
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 次に、事故項目毎に「事故」及び「ヒヤリハット」の経験の有無を集計し、それらを体重の

変化 5kg毎にまとめ、さらに、事故項目を事故別、室別に並び替えた結果を表 4-7に示す。 

 「事故」を経験した割合は、「居室：清掃」及び「居室：歩行」を除いた事故項目において

「15kg以上」でもっとも高い割合を示した。次いで高い割合を示した体重は「10kg以上 15kg

未満」である。しかし、「15kg以上」の有効回答数は他の体重と比較して少ないため、一概に

「体重が 15kg以上になると、「事故」の割合が多くなるとはいいがたい。 
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     単位：％ （ ）内：度数 人 

転倒               

玄

関 

扉の開閉 ＜0kg 0kg≦ ＜5kg 5kg≦ ＜10kg 10kg≦ ＜15kg 15kg≦ 合計 

  

事故   5.8(11) 7.0(12) 12.3(9) 33.3(3) 7.5(35) 

ヒヤリハット   5.8(11) 1.8(3) 4.1(3) 22.2(2) 4.1(19) 

ない 100.0(24) 88.4(168) 91.2(156) 83.6(61) 44.4(4) 88.4(413) 

合計 100.0(24) 100.0(190) 100.0(171) 100.0(73) 100.0(9) 100.0(467) 

上がり框昇降 ＜0kg 0kg≦ ＜5kg 5kg≦ ＜10kg 10kg≦ ＜15kg 15kg≦ 合計 

  

事故   4.8(9) 7.5(12) 12.5(9) 33.3(3) 7.3(33) 

ヒヤリハット 4.3(1) 8.1(15) 6.2(10) 11.1(8) 22.2(2) 8.0(36) 

ない 95.7(22) 87.1(162) 86.3(139) 76.4(55) 44.4(4) 84.7(382) 

合計 100.0(23) 100.0(186) 100.0(161) 100.0(72) 100.0(9) 100.0(451) 

浴

室 

洗髪・洗身時（立位） ＜0kg 0kg≦ ＜5kg 5kg≦ ＜10kg 10kg≦ ＜15kg 15kg≦ 合計 

  

事故   1.9(3) 5.2(7) 15.0(9) 30.0(3) 5.8(22) 

ヒヤリハット 10.0(2) 5.2(8) 10.4(14) 16.7(10) 20.0(2) 9.5(36) 

ない 90.0(18) 92.9(143) 84.3(113) 68.3(41) 50.0(5) 84.7(320) 

合計 100.0(20) 100.0(154) 100.0(134) 100.0(60) 100.0(10) 100.0(378) 

清掃  ＜0kg 0kg≦ ＜5kg 5kg≦ ＜10kg 10kg≦ ＜15kg 15kg≦ 合計 

  

事故   3.5(7) 5.6(10) 8.0(6) 40.0(4) 5.5(27) 

ヒヤリハット 4.0(1) 8.0(16) 10.0(18) 17.3(13) 10.0(1) 10.0(49) 

ない 96(24) 88.5(177) 84.4(152) 74.7(56) 50.0(5) 84.5(414) 

合計 100.0(25) 100.0(200) 100.0(180) 100.0(75) 100.0(10) 100.0(490) 

浴槽縁のまたぎ ＜0kg 0kg≦ ＜5kg 5kg≦ ＜10kg 10kg≦ ＜15kg 15kg≦ 合計 

  

事故   2.2(4) 5.3(9) 13.9(10) 44.4(4) 5.9(27) 

ヒヤリハット 12.5(3) 11.8(22) 12.4(21) 8.3(6) 11.1(1) 11.5(53) 

ない 87.5(21) 86.0(160) 82.2(139) 77.8(56) 44.4(4) 82.6(380) 

合計 100.0(24) 100.0(186) 100.0(169) 100.0(72) 100.0(9) 100.0(460) 

居

室 

床からの立ち上がり ＜0kg 0kg≦ ＜5kg 5kg≦ ＜10kg 10kg≦ ＜15kg 15kg≦ 合計 

  

事故 4.0(1) 3.1(6) 5.8(10) 12.3(9) 33.3(3) 6.1(29) 

ヒヤリハット   9.3(18) 19.2(33) 17.8(13) 22.2(2) 14.0(66) 

ない 96(24) 87.6(170) 75.0(129) 69.9(51) 44.4(4) 79.9(378) 

合計 100.0(25) 100.0(194) 100.0(172) 100.0(73) 100.0(9) 100.0(473) 

床に座る ＜0kg 0kg≦ ＜5kg 5kg≦ ＜10kg 10kg≦ ＜15kg 15kg≦ 合計 

  

事故   2.1(4) 7.6(13) 12.5(9) 33.3(3) 6.2(29) 

ヒヤリハット   7.4(14) 11.2(19) 6.9(5) 22.2(2) 8.6(40) 

ない 100.0(25) 90.5(172) 81.2(138) 80.6(58) 44.4(4) 85.2(397) 

合計 100.0(25) 100.0(190) 100.0(170) 100.0(72) 100.0(9) 100.0(466) 

清掃  ＜0kg 0kg≦ ＜5kg 5kg≦ ＜10kg 10kg≦ ＜15kg 15kg≦ 合計 

  

事故   2.1(4) 4.8(8) 6.9(5)   3.6(17) 

ヒヤリハット 4.0(1) 6.7(13) 10.2(17) 11.1(8) 44.4(4) 9.2(43) 

ない 96(24) 91.2(177) 84.9(141) 81.9(59) 55.6(5) 87.1(406) 

合計 100.0(25) 100.0(194) 100.0(166) 100.0(72) 100.0(9) 100.0(466) 

歩行  ＜0kg 0kg≦ ＜5kg 5kg≦ ＜10kg 10kg≦ ＜15kg 15kg≦ 合計 

  

事故   2.6(5) 3.5(6) 5.4(4)   3.2(15) 

ヒヤリハット 8.3(2) 9.5(18) 11.1(19) 16.2(12) 60.0(6) 12.2(57) 

ない 91.7(22) 87.9(167) 85.4(146) 78.4(58) 40.0(4) 84.6(397) 

合計 100.0(24) 100.0(190) 100.0(171) 100.0(74) 100.0(10) 100.0(469) 

扉の開閉 ＜0kg 0kg≦ ＜5kg 5kg≦ ＜10kg 10kg≦ ＜15kg 15kg≦ 合計 

  

事故   2.1(4) 2.3(4) 8.2(6) 11.1(1) 3.2(15) 

ヒヤリハット   4.3(8) 4.6(8) 9.6(7) 44.4(4) 5.8(27) 

ない 100.0(24) 93.6(176) 93.1(162) 82.2(60) 44.4(4) 91.0(426) 

合計 100.0(24) 100.0(188) 100.0(174) 100.0(73) 100.0(9) 100.0(468) 

服や靴の着脱（立位） ＜0kg 0kg≦ ＜5kg 5kg≦ ＜10kg 10kg≦ ＜15kg 15kg≦ 合計 

  

事故   2.6(5) 6.3(11) 11.0(8) 25.0(2) 5.5(26) 

ヒヤリハット 4.0(1) 21.6(41) 24.0(42) 34.2(25) 37.5(3) 23.8(112) 

ない 96(24) 75.8(144) 69.7(122) 54.8(40) 37.5(3) 70.7(333) 

合計 100.0(25) 100.0(190) 100.0(175) 100.0(73) 100.0(8) 100.0(471) 

 

 

表 4-7-1.［体重別］事故項目毎にみた事故やヒヤリハットの経験 
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     単位：％ （ ）内：度数 人 

転倒               

居

室 

棚等からの物の出入れ

（重） 
＜0kg 0kg≦ ＜5kg 5kg≦ ＜10kg 10kg≦ ＜15kg 15kg≦ 合計 

  

事故   2.2(4) 7.2(11) 9.8(6) 22.2(2) 5.4(23) 

ヒヤリハット 4.8(1) 6.1(11) 6.5(10) 14.8(9) 33.3(3) 8.0(34) 

ない 95.2(20) 91.6(164) 86.3(132) 75.4(46) 44.4(4) 86.5(366) 

合計 100.0(21) 100.0(179) 100.0(153) 100.0(61) 100.0(9) 100.0(423) 

棚等からの物の出入れ

（軽） 
＜0kg 0kg≦ ＜5kg 5kg≦ ＜10kg 10kg≦ ＜15kg 15kg≦ 合計 

  

事故   2.6(5) 3.5(6) 1.4(1) 10.0(1) 2.8(13) 

ヒヤリハット   6.3(12) 5.3(9) 15.5(11) 40.0(4) 7.8(36) 

ない 100.0(22) 91.0(172) 91.2(156) 83.1(59) 50.0(5) 89.4(414) 

合計 100.0(22) 100.0(189) 100.0(171) 100.0(71) 100.0(10) 100.0(463) 

重い荷物の運搬 ＜0kg 0kg≦ ＜5kg 5kg≦ ＜10kg 10kg≦ ＜15kg 15kg≦ 合計 

  

事故   2.8(5) 4.6(7) 3.3(2) 22.2(2) 3.8(16) 

ヒヤリハット   10.6(19) 9.8(15) 19.7(12) 22.2(2) 11.3(48) 

ない 100.0(21) 86.6(155) 85.6(131) 77.0(47) 55.6(5) 84.9(359) 

合計 100.0(21) 100.0(179) 100.0(153) 100.0(61) 100.0(9) 100.0(423) 

軽い荷物の運搬 ＜0kg 0kg≦ ＜5kg 5kg≦ ＜10kg 10kg≦ ＜15kg 15kg≦ 合計 

  

事故   2.6(5) 3.5(6) 7.0(5) 10.0(1) 3.7(17) 

ヒヤリハット   6.3(12) 9.4(16) 15.5(11) 40.0(4) 9.3(43) 

ない 100.0(22) 91.0(172) 87.1(149) 77.5(55) 50.0(5) 87.0(403) 

合計 100.0(22) 100.0(189) 100.0(171) 100.0(71) 100.0(10) 100.0(463) 

就寝時の横たわり ＜0kg 0kg≦ ＜5kg 5kg≦ ＜10kg 10kg≦ ＜15kg 15kg≦ 合計 

  

事故   1.1(2) 2.9(5) 9.6(7) 22.2(2) 3.4(16) 

ヒヤリハット   11.6(22) 12.4(21) 13.7(10) 22.2(2) 11.8(55) 

ない 100.0(24) 87.3(165) 84.7(144) 76.7(56) 55.6(5) 84.7(394) 

合計 100.0(24) 100.0(189) 100.0(170) 100.0(73) 100.0(9) 100.0(465) 

起床時の起上がり ＜0kg 0kg≦ ＜5kg 5kg≦ ＜10kg 10kg≦ ＜15kg 15kg≦ 合計 

  

事故   2.6(5) 5.3(9) 4.1(3) 10.0(1) 3.8(18) 

ヒヤリハット 4.2(1) 8.3(16) 11.8(20) 23.3(17) 30.0(3) 12.1(57) 

ない 95.8(23) 89.1(172) 82.9(141) 72.6(53) 60.0(6) 84.0(395) 

合計 100.0(24) 100.0(193) 100.0(170) 100.0(73) 100.0(10) 100.0(470) 

ベ

ラ

ン

ダ 

室内間の出入り(物：無) ＜0kg 0kg≦ ＜5kg 5kg≦ ＜10kg 10kg≦ ＜15kg 15kg≦ 合計 

  

事故   2.4(4) 7.3(11) 11.9(8) 33.3(3) 6.2(26) 

ヒヤリハット   8.3(14) 3.3(5) 7.5(5) 11.1(1) 6.0(25) 

ない 100.0(21) 89.3(151) 89.4(135) 80.6(54) 55.6(5) 87.8(366) 

合計 100.0(21) 100.0(169) 100.0(151) 100.0(67) 100.0(9) 100.0(417) 

室内間の出入り(物：有) ＜0kg 0kg≦ ＜5kg 5kg≦ ＜10kg 10kg≦ ＜15kg 15kg≦ 合計 

  

事故   1.8(3) 5.3(8) 13.4(9) 33.3(3) 5.5(23) 

ヒヤリハット   8.3(14) 8.6(13) 10.4(7)   8.2(34) 

ない 100.0(20) 89.9(152) 86.1(130) 76.1(51) 66.7(6) 86.3(359) 

合計 100.0(20) 100.0(169) 100.0(151) 100.0(67) 100.0(9) 100.0(416) 

転落               

階

段 

上り   ＜0kg 0kg≦ ＜5kg 5kg≦ ＜10kg 10kg≦ ＜15kg 15kg≦ 合計 

  

事故   3.6(4) 10.5(10) 15.6(7) 37.5(3) 8.9(24) 

ヒヤリハット 8.3(1) 14.5(16) 11.6(11) 8.9(4) 12.5(1) 12.2(33) 

ない 91.7(11) 81.8(90) 77.9(74) 75.6(34) 50.0(4) 78.9(213) 

合計 100.0(12) 100.0(110) 100.0(95) 100.0(45) 100.0(8) 100.0(270) 

下り   ＜0kg 0kg≦ ＜5kg 5kg≦ ＜10kg 10kg≦ ＜15kg 15kg≦ 合計 

  

事故   9.1(10) 15.8(15) 15.6(7) 57.1(4) 13.4(36) 

ヒヤリハット 33.3(4) 13.6(15) 16.8(16) 22.2(10) 28.6(2) 17.5(47) 

ない 66.7(8) 77.3(85) 67.4(64) 62.2(28) 14.3(1) 69.1(186) 

合計 100.0(12) 100.0(110) 100.0(95) 100.0(45) 100.0(7) 100.0(269) 

 

 

 

  

表 4-7-2.［体重別］事故項目毎にみた事故項目の事故やヒヤリハットの経験 
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     単位：％ （ ）内：度数 人 

物落下               

居

室 

棚等からの物の出入れ

（重） 
＜0kg 0kg≦ ＜5kg 5kg≦ ＜10kg 10kg≦ ＜15kg 15kg≦ 合計 

  

事故   2.8(5) 5.2(8) 6.6(4) 11.1(1) 4.3(18) 

ヒヤリハット   7.8(14) 11.1(17) 13.1(8) 33.3(3) 9.9(42) 

ない 100.0(21) 89.4(160) 83.7(128) 80.3(49) 55.6(5) 85.8(363) 

合計 100.0(21) 100.0(179) 100.0(153) 100.0(61) 100.0(9) 100.0(423) 

棚等からの物の出入れ

（軽） 
＜0kg 0kg≦ ＜5kg 5kg≦ ＜10kg 10kg≦ ＜15kg 15kg≦ 合計 

  

事故   3.7(7) 3.5(6) 8.5(6) 10.0(1) 4.3(20) 

ヒヤリハット 9.1(2) 7.9(15) 9.9(17) 7.0(5) 50.0(5) 9.5(44) 

ない 90.9(20) 88.4(167) 86.5(148) 84.5(60) 40.0(4) 86.2(399) 

合計 100.0(22) 100.0(189) 100.0(171) 100.0(71) 100.0(10) 100.0(463) 

腹部ぶつかり       

玄

関 

玄関扉の開閉 ＜0kg 0kg≦ ＜5kg 5kg≦ ＜10kg 10kg≦ ＜15kg 15kg≦ 合計 

  

事故   2.6(5) 8.8(15) 5.5(4) 22.2(2) 5.6(26) 

ヒヤリハット 4.2(1) 5.8(11) 9.9(17) 9.6(7) 44.4(4) 8.6(40) 

ない 95.8(23) 91.6(174) 81.3(139) 84.9(62) 33.3(3) 85.9(401) 

合計 100.0(24) 100.0(190) 100.0(171) 100.0(73) 100.0(9) 100.0(467) 

便

所 

立上がり ＜0kg 0kg≦ ＜5kg 5kg≦ ＜10kg 10kg≦ ＜15kg 15kg≦ 合計 

  

事故   2.5(5) 4.4(8) 9.3(7) 30.0(3) 4.7(23) 

ヒヤリハット   5.0(10) 6.1(11) 8.0(6) 30.0(3) 6.1(30) 

ない 100.0(25) 92.5(185) 89.4(161) 82.7(62) 40.0(4) 89.2(437) 

合計 100.0(25) 100.0(200) 100.0(180) 100.0(75) 100.0(10) 100.0(490) 

台

所 

料理  ＜0kg 0kg≦ ＜5kg 5kg≦ ＜10kg 10kg≦ ＜15kg 15kg≦ 合計 

  

事故 4.0(1) 11.9(23) 23.4(41) 26.4(19) 33.3(3) 18.3(87) 

ヒヤリハット 16.0(4) 11.9(23) 20.6(36) 13.9(10) 11.1(1) 15.6(74) 

ない 80.0(20) 76.3(148) 56.0(98) 59.7(43) 55.6(5) 66.1(314) 

合計 100.0(25) 100.0(194) 100.0(175) 100.0(72) 100.0(9) 100.0(475) 

居

室 

椅子等立上がり ＜0kg 0kg≦ ＜5kg 5kg≦ ＜10kg 10kg≦ ＜15kg 15kg≦ 合計 

  

事故 4.0(1) 6.5(13) 10.0(18) 18.7(14) 30.0(3) 10.0(49) 

ヒヤリハット   5.5(11) 13.3(24) 16.0(12) 20.0(2) 10.0(49) 

ない 96(24) 88(176) 76.7(138) 65.3(49) 50.0(5) 80.0(392) 

合計 100.0(25) 100.0(200) 100.0(180) 100.0(75) 100.0(10) 100.0(490) 

扉の開閉 ＜0kg 0kg≦ ＜5kg 5kg≦ ＜10kg 10kg≦ ＜15kg 15kg≦ 合計 

  

事故   2.7(5) 10.9(19) 11.0(8) 33.3(3) 7.5(35) 

ヒヤリハット 4.2(1) 7.4(14) 11.5(20) 13.7(10) 22.2(2) 10.0(47) 

ない 95.8(23) 89.9(169) 77.6(135) 75.3(55) 44.4(4) 82.5(386) 

合計 100.0(24) 100.0(188) 100.0(174) 100.0(73) 100.0(9) 100.0(468) 

歩行   ＜0kg 0kg≦ ＜5kg 5kg≦ ＜10kg 10kg≦ ＜15kg 15kg≦ 合計 

  

事故   2.6(5) 15.8(27) 13.5(10) 20.0(2) 9.4(44) 

ヒヤリハット   10.0(19) 15.8(27) 20.3(15) 30.0(3) 13.6(64) 

ない 100.0(24) 87.4(166) 68.4(117) 66.2(49) 50.0(5) 77.0(361) 

合計 100.0(24) 100.0(190) 100.0(171) 100.0(74) 100.0(10) 100.0(469) 

腹部挟まれ               

玄

関 

玄関扉の開閉 ＜0kg 0kg≦ ＜5kg 5kg≦ ＜10kg 10kg≦ ＜15kg 15kg≦ 合計 

  

事故   1.1(2) 4.1(7) 6.8(5) 11.1(1) 3.2(15) 

ヒヤリハット 4.2(1) 2.6(5) 8.8(15) 8.2(6) 33.3(3) 6.4(30) 

ない 95.8(23) 96.3(183) 87.1(149) 84.9(62) 55.6(5) 90.4(422) 

合計 100.0(24) 100.0(190) 100.0(171) 100.0(73) 100.0(9) 100.0(467) 

居

室 

隙間  ＜0kg 0kg≦ ＜5kg 5kg≦ ＜10kg 10kg≦ ＜15kg 15kg≦ 合計 

  

事故   3.0(6) 7.2(13) 8.0(6) 10.0(1) 5.3(26) 

ヒヤリハット   4.5(9) 12.2(22) 13.3(10) 40.0(4) 9.2(45) 

ない 100.0(25) 92.5(185) 80.6(145) 78.7(59) 50.0(5) 85.5(419) 

合計 100.0(25) 100.0(200) 100.0(180) 100.0(75) 100.0(10) 100.0(490) 

 

  

表 4-7-3.［体重別］事故項目毎にみた事故項目の事故やヒヤリハットの経験 
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（２）腹囲別にみた住宅内事故やヒヤリハットの経験 

表 4-8は事故項目 31項目のうち、一以上の項目で事故とヒヤリハットを経験したことがあ

る場合を「事故とヒヤリハット」、事故を経験したことがある場合を「事故のみ」、ヒヤリハ

ットを経験したことがある場合を「ヒヤリハットのみ」、事故もヒヤリハットも経験がない場

合を「ない」とし、それらを腹囲 10cm毎ごとにまとめ集計した結果である。なお、表中にお

いて腹囲が「70cm未満」は「-69cm」、「70cm以上 80cm未満」は「70-79cm」、「80cm以上 90cm

未満」は「80-89cm」、「90cm以上 100cm未満」は「90cm-99cm」、「100cm以上」は「100cm-」と

示す。 

 「事故とヒヤリハット」の双方の経験は腹囲が大きくなると増加傾向にあり、「100cm以上」

では、46.2％（24人）が、「事故とヒヤリハット」双方を経験している。「事故のみ」、「ヒヤ

リハットのみ」では、腹囲が大きくなると減少傾向にある。しかし、事故やヒヤリハットで

まとめてみると、それぞれの腹囲において半数以上はなんらかの事故やヒヤリハットを経験

していることが読み取れる。 

 

    単位：％ （ ）内：度数 人 

  -69cm 70-79cm 80-89cm 90-99cm 100cm- 合計 

事故とヒヤリハット 24.4(11) 21.9(21) 28.1(48) 27.0(34) 46.2(24) 28.2(138) 

事故のみ 13.3(6) 6.3(6) 5.3(9) 5.6(7) 3.8(2) 6.1(30) 

ヒヤリハットのみ 31.1(14) 24.0(23) 28.7(49) 28.6(36) 23.1(12) 27.3(134) 

ない 31.1(14) 47.9(46) 38.0(65) 38.9(49) 26.9(14) 38.4(188) 

合計 100.0(45) 100.0(96) 100.0(171) 100.0(126) 100.0(52) 100.0(490) 

 

 次に、事故項目毎に「事故」及び「ヒヤリハット」の経験の有無を集計し、それらを腹囲

10cm毎にまとめ、さらに、事故項目を事故別、室別に並び替えた結果を表 4-9に示す。 

 項目別に事故項目の割合をみると、「事故」の経験は「【転倒】居室：清掃」、「【転倒】居室：

歩行」を除く 29項目において腹囲が「100cm以上」のときにもっとも高い割合を示している。

「【転倒】居室：清掃」、「【転倒】居室：歩行」、「【腹部ぶつかり】台所：料理」、「【腹部ぶつか

り】居室：歩行」を除く 27項目では「100cm以上」に次いで「90cm以上 100cm未満」の時に

高い割合を示す。「【転倒】居室：清掃」、「【転倒】居室：歩行」は、「69cm未満」の時にそれ

ぞれ 9.3％（４人）、7.1％（３人）ともっとも高く、次いで「100cm 以上で」6.5％（３人）、

5.9％（３人）を示している。 

「ヒヤリハット」の経験は、「事故」の経験と同様に「【転倒】居室：服や靴の着脱（立位）」

30.6％（15人）、「【腹部挟まれ】居室：隙間」26.9％（14人）をはじめとした 22項目が「100cm

以上」の時にもっとも高い割合を示している。さらに、「【転倒】居室：清掃」、「【転倒】居室：

歩行」を除く 20項目において、「事故」及び「ヒヤリハット」ともに「100cm以上」でもっと

も高い割合を示している。  

表 4-8.［腹囲別］事故やヒヤリハットの経験 
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      単位：％ （ ）内：度数 人 

転倒               

玄

関 

扉の開閉 -69cm 70-79cm 80-89cm 90-99cm 100cm- 合計 

  

事故 19.5(8) 3.2(3) 6.2(10) 2.5(3) 22.0(11) 7.5(35) 

ヒヤリハット   6.5(6) 3.7(6) 2.5(3) 8.0(4) 4.1(19) 

ない 80.5(33) 90.3(84) 90.1(145) 95.1(116) 70.0(35) 88.4(413) 

合計 100.0(41) 100.0(93) 100.0(161) 100.0(122) 100.0(50) 100.0(467) 

上がり框昇降 -69cm 70-79cm 80-89cm 90-99cm 100cm- 合計 

  

事故 12.2(5) 2.2(2) 4.5(7) 5.1(6) 27.1(13) 7.3(33) 

ヒヤリハット 12.2(5) 7.8(7) 6.5(10) 8.5(10) 8.3(4) 8.0(36) 

ない 75.6(31) 90.0(81) 89(138) 86.3(101) 64.6(31) 84.7(382) 

合計 100.0(41) 100.0(90) 100.0(155) 100.0(117) 100.0(48) 100.0(451) 

浴

室 

洗髪・洗身時（立位） -69cm 70-79cm 80-89cm 90-99cm 100cm- 合計 

  

事故 7.9(3) 2.8(2) 3.7(5) 4.3(4) 19.5(8) 5.8(22) 

ヒヤリハット 10.5(4) 1.4(1) 10.4(14) 10.6(10) 17.1(7) 9.5(36) 

ない 81.6(31) 95.8(68) 85.8(115) 85.1(80) 63.4(26) 84.7(320) 

合計 100.0(38) 100.0(71) 100.0(134) 100.0(94) 100.0(41) 100.0(378) 

清掃 -69cm 70-79cm 80-89cm 90-99cm 100cm- 合計 

  

事故 13.3(6) 1.0(1) 2.9(5) 4.0(5) 19.2(10) 5.5(27) 

ヒヤリハット 8.9(4) 10.4(10) 9.4(16) 11.9(15) 7.7(4) 10.0(49) 

ない 77.8(35) 88.5(85) 87.7(150) 84.1(106) 73.1(38) 84.5(414) 

合計 100.0(45) 100.0(96) 100.0(171) 100.0(126) 100.0(52) 100.0(490) 

浴槽縁のまたぎ -69cm 70-79cm 80-89cm 90-99cm 100cm- 合計 

  

事故 7.3(3) 4.4(4) 2.5(4) 4.1(5) 23.4(11) 5.9(27) 

ヒヤリハット 19.5(8) 11.0(10) 11.9(19) 9.1(11) 10.6(5) 11.5(53) 

ない 73.2(30) 84.6(77) 85.6(137) 86.8(105) 66.0(31) 82.6(380) 

合計 100.0(41) 100.0(91) 100.0(160) 100.0(121) 100.0(47) 100.0(460) 

居

室 

床からの立ち上がり -69cm 70-79cm 80-89cm 90-99cm 100cm- 合計 

  

事故 7.0(3) 2.2(2) 4.2(7) 4.9(6) 22.9(11) 6.1(29) 

ヒヤリハット 18.6(8) 9.7(9) 12.7(21) 13.8(17) 22.9(11) 14.0(66) 

ない 74.4(32) 88.2(82) 83.1(138) 81.3(100.0) 54.2(26) 79.9(378) 

合計 100.0(43) 100.0(93) 100.0(166) 100.0(123) 100.0(48) 100.0(473) 

床に座る -69cm 70-79cm 80-89cm 90-99cm 100cm- 合計 

  

事故 11.9(5) 1.1(1) 3.8(6) 5.7(7) 20.8(10) 6.2(29) 

ヒヤリハット 4.8(2) 6.5(6) 8.8(14) 11.4(14) 8.3(4) 8.6(40) 

ない 83.3(35) 92.5(86) 87.5(140) 82.9(102) 70.8(34) 85.2(397) 

合計 100.0(42) 100.0(93) 100.0(160) 100.0(123) 100.0(48) 100.0(466) 

清掃 -69cm 70-79cm 80-89cm 90-99cm 100cm- 合計 

  

事故 9.3(4)   4.3(7) 2.5(3) 6.5(3) 3.6(17) 

ヒヤリハット 9.3(4) 7.5(7) 7.9(13) 7.5(9) 21.7(10) 9.2(43) 

ない 81.4(35) 92.5(86) 87.8(144) 90.0(108) 71.7(33) 87.1(406) 

合計 100.0(43) 100.0(93) 100.0(164) 100.0(120) 100.0(46) 100.0(466) 

歩行 -69cm 70-79cm 80-89cm 90-99cm 100cm- 合計 

  

事故 7.1(3) 1.1(1) 2.5(4) 3.3(4) 5.9(3) 3.2(15) 

ヒヤリハット 7.1(3) 8.7(8) 13.0(21) 10.6(13) 23.5(12) 12.2(57) 

ない 85.7(36) 90.2(83) 84.5(136) 86.2(106) 70.6(36) 84.6(397) 

合計 100.0(42) 100.0(92) 100.0(161) 100.0(123) 100.0(51) 100.0(469) 

扉の開閉 -69cm 70-79cm 80-89cm 90-99cm 100cm- 合計 

  

事故 4.8(2) 1.1(1) 3.1(5) 2.4(3) 7.8(4) 3.2(15) 

ヒヤリハット 7.1(3) 3.3(3) 3.8(6) 4.0(5) 19.6(10) 5.8(27) 

ない 88.1(37) 95.6(87) 93.1(149) 93.5(116) 72.5(37) 91.0(426) 

合計 100.0(42) 100.0(91) 100.0(160) 100.0(124) 100.0(51) 100.0(468) 

服や靴の着脱（立位） -69cm 70-79cm 80-89cm 90-99cm 100cm- 合計 

  

事故 9.5(4) 2.2(2) 4.8(8) 4.0(5) 14.3(7) 5.5(26) 

ヒヤリハット 16.7(7) 16.5(15) 29.1(48) 21.8(27) 30.6(15) 23.8(112) 

ない 73.8(31) 81.3(74) 66.1(109) 74.2(92) 55.1(27) 70.7(333) 

合計 100.0(42) 100.0(91) 100.0(165) 100.0(124) 100.0(49) 100.0(471) 

 

  

表 4-9-1.［腹囲別］事故項目毎にみた事事故やヒヤリハットの経験 
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     単位：％ （ ）内：度数 人 

転倒               

居

室 

棚等からの物の出入れ（重） -69cm 70-79cm 80-89cm 90-99cm 100cm- 合計 

  

事故 7.1(3) 3.5(3) 4.7(7) 2.9(3) 16.3(7) 5.4(23) 

ヒヤリハット 11.9(5) 1.2(1) 8.1(12) 7.7(8) 18.6(8) 8.0(34) 

ない 81.0(34) 95.3(81) 87.2(130) 89.4(93) 65.1(28) 86.5(366) 

合計 100.0(42) 100.0(85) 100.0(149) 100.0(104) 100.0(43) 100.0(423) 

棚等からの物の出入れ（軽） -69cm 70-79cm 80-89cm 90-99cm 100cm- 合計 

  

事故 4.8(2) 1.1(1) 2.5(4) 0.8(1) 10.4(5) 2.8(13) 

ヒヤリハット 7.1(3) 7.7(7) 5.6(9) 6.7(8) 18.8(9) 7.8(36) 

ない 88.1(37) 91.2(83) 92(149) 92.5(111) 70.8(34) 89.4(414) 

合計 100.0(42) 100.0(91) 100.0(162) 100.0(120) 100.0(48) 100.0(463) 

重い荷物の運搬 -69cm 70-79cm 80-89cm 90-99cm 100cm- 合計 

  

事故 7.1(3) 2.4(2) 3.4(5) 1.9(2) 9.3(4) 3.8(16) 

ヒヤリハット 7.1(3) 12.9(11) 7.4(11) 15.4(16) 16.3(7) 11.3(48) 

ない 85.7(36) 84.7(72) 89.3(133) 82.7(86) 74.4(32) 84.9(359) 

合計 100.0(42) 100.0(85) 100.0(149) 100.0(104) 100.0(43) 100.0(423) 

軽い荷物の運搬 -69cm 70-79cm 80-89cm 90-99cm 100cm- 合計 

  

事故 9.5(4) 1.1(1) 3.1(5) 1.7(2) 10.4(5) 3.7(17) 

ヒヤリハット 4.8(2) 4.4(4) 8.6(14) 10.8(13) 20.8(10) 9.3(43) 

ない 85.7(36) 94.5(86) 88.3(143) 87.5(105) 68.8(33) 87.0(403) 

合計 100.0(42) 100.0(91) 100.0(162) 100.0(120) 100.0(48) 100.0(463) 

就寝時の横たわり -69cm 70-79cm 80-89cm 90-99cm 100cm- 合計 

  

事故 5.0(2)   3.1(5) 2.5(3) 12.2(6) 3.4(16) 

ヒヤリハット 10.0(4) 7.6(7) 12.3(20) 13.9(17) 14.3(7) 11.8(55) 

ない 85.0(34) 92.4(85) 84.6(137) 83.6(102) 73.5(36) 84.7(394) 

合計 100.0(40) 100.0(92) 100.0(162) 100.0(122) 100.0(49) 100.0(465) 

起床時の起上がり -69cm 70-79cm 80-89cm 90-99cm 100cm- 合計 

  

事故 4.9(2) 1.1(1) 4.3(7) 2.5(3) 10.0(5) 3.8(18) 

ヒヤリハット 17.1(7) 7.5(7) 11.6(19) 11.5(14) 20.0(10) 12.1(57) 

ない 78.0(32) 91.4(85) 84.1(138) 86.1(105) 70.0(35) 84(395) 

合計 100.0(41) 100.0(93) 100.0(164) 100.0(122) 100.0(50) 100.0(470) 

ベ

ラ

ン

ダ 

室内間の出入り（物：無） -69cm 70-79cm 80-89cm 90-99cm 100cm- 合計 

  

事故 12.8(5) 1.2(1) 4.1(6) 3.9(4) 21.3(10) 6.2(26) 

ヒヤリハット 5.1(2) 7.3(6) 4.1(6) 4.9(5) 12.8(6) 6.0(25) 

ない 82.1(32) 91.5(75) 91.8(135) 91.2(93) 66.0(31) 87.8(366) 

合計 100.0(39) 100.0(82) 100.0(147) 100.0(102) 100.0(47) 100.0(417) 

室内間の出入り（物：有） -69cm 70-79cm 80-89cm 90-99cm 100cm- 合計 

  

事故 10.5(4)   3.4(5) 2.9(3) 23.4(11) 5.5(23) 

ヒヤリハット 5.3(2) 8.5(7) 6.8(10) 8.8(9) 12.8(6) 8.2(34) 

ない 84.2(32) 91.5(75) 89.8(132) 88.2(90) 63.8(30) 86.3(359) 

合計 100.0(38) 100.0(82) 100.0(147) 100.0(102) 100.0(47) 100.0(416) 

転落               

階

段 

上り -69cm 70-79cm 80-89cm 90-99cm 100cm- 合計 

  

事故 16.0(4) 2.1(1) 4.2(4) 5.7(4) 33.3(11) 8.9(24) 

ヒヤリハット 20.0(5) 12.8(6) 9.5(9) 14.3(10) 9.1(3) 12.2(33) 

ない 64.0(16) 85.1(40) 86.3(82) 80.0(56) 57.6(19) 78.9(213) 

合計 100.0(25) 100.0(47) 100.0(95) 100.0(70) 100.0(33) 100.0(270) 

下り -69cm 70-79cm 80-89cm 90-99cm 100cm- 合計 

  

事故 25.0(6) 10.4(5) 6.4(6) 9.9(7) 37.5(12) 13.4(36) 

ヒヤリハット 16.7(4) 12.5(6) 17.0(16) 22.5(16) 15.6(5) 17.5(47) 

ない 58.3(14) 77.1(37) 76.6(72) 67.6(48) 46.9(15) 69.1(186) 

合計 100.0(24) 100.0(48) 100.0(94) 100.0(71) 100.0(32) 100.0(269) 

 

 

 

 

  

表 4-9-2.［腹囲別］事故項目毎にみた事事故やヒヤリハットの経験 
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     単位：％ （ ）内：度数 人 

物落下               

居

室 

棚等からの物の出入れ（重） -69cm 70-79cm 80-89cm 90-99cm 100cm- 合計 

  

事故 7.1(3) 1.2(1) 4.7(7) 1.0(1) 14.0(6) 4.3(18) 

ヒヤリハット 9.5(4) 8.2(7) 10.1(15) 10.6(11) 11.6(5) 9.9(42) 

ない 83.3(35) 90.6(77) 85.2(127) 88.5(92) 74.4(32) 85.8(363) 

合計 100.0(42) 100.0(85) 100.0(149) 100.0(104) 100.0(43) 100.0(423) 

棚等からの物の出入れ（軽） -69cm 70-79cm 80-89cm 90-99cm 100cm- 合計 

  

事故 7.1(3) 2.2(2) 3.7(6) 2.5(3) 12.5(6) 4.3(20) 

ヒヤリハット 9.5(4) 7.7(7) 9.9(16) 7.5(9) 16.7(8) 9.5(44) 

ない 83.3(35) 90.1(82) 86.4(140) 90.0(108) 70.8(34) 86.2(399) 

合計 100.0(42) 100.0(91) 100.0(162) 100.0(120) 100.0(48) 100.0(463) 

腹部ぶつかり               

玄

関 

玄関扉の開閉 -69cm 70-79cm 80-89cm 90-99cm 100cm- 合計 

  

事故 7.3(3) 2.2(2) 6.2(10) 4.1(5) 12.0(6) 5.6(26) 

ヒヤリハット 7.3(3) 3.2(3) 9.3(15) 8.2(10) 18.0(9) 8.6(40) 

ない 85.4(35) 94.6(88) 84.5(136) 87.7(107) 70.0(35) 85.9(401) 

合計 100.0(41) 100.0(93) 100.0(161) 100.0(122) 100.0(50) 100.0(467) 

便

所 

立上がり -69cm 70-79cm 80-89cm 90-99cm 100cm- 合計 

 

 

事故 6.7(3) 1.0(1) 2.9(5) 2.4(3) 21.2(11) 4.7(23) 

ヒヤリハット 8.9(4) 5.2(5) 6.4(11) 4.0(5) 9.6(5) 6.1(30) 

ない 84.4(38) 93.8(90) 90.6(155) 93.7(118) 69.2(36) 89.2(437) 

合計 100.0(45) 100.0(96) 100.0(171) 100.0(126) 100.0(52) 100.0(490) 

台

所 

料理 -69cm 70-79cm 80-89cm 90-99cm 100cm- 合計 

 

事故 11.4(5) 15.1(14) 17.0(28) 19.5(24) 32.0(16) 18.3(87) 

ヒヤリハット 15.9(7) 14.0(13) 18.8(31) 13.0(16) 14.0(7) 15.6(74) 

ない 72.7(32) 71.0(66) 64.2(106) 67.5(83) 54.0(27) 66.1(314) 

合計 100.0(44) 100.0(93) 100.0(165) 100.0(123) 100.0(50) 100.0(475) 

居

室 

椅子等立上がり -69cm 70-79cm 80-89cm 90-99cm 100cm- 合計 

  

事故 13.3(6) 5.2(5) 6.4(11) 11.1(14) 25.0(13) 10.0(49) 

ヒヤリハット 6.7(3) 6.3(6) 9.9(17) 13.5(17) 11.5(6) 10.0(49) 

ない 80.0(36) 88.5(85) 83.6(143) 75.4(95) 63.5(33) 80.0(392) 

合計 100.0(45) 100.0(96) 100.0(171) 100.0(126) 100.0(52) 100.0(490) 

扉の開閉 -69cm 70-79cm 80-89cm 90-99cm 100cm- 合計 

  

事故 9.5(4) 1.1(1) 7.5(12) 6.5(8) 19.6(10) 7.5(35) 

ヒヤリハット 7.1(3) 8.8(8) 11.3(18) 8.1(10) 15.7(8) 10.0(47) 

ない 83.3(35) 90.1(82) 81.3(130) 85.5(106) 64.7(33) 82.5(386) 

合計 100.0(42) 100.0(91) 100.0(160) 100.0(124) 100.0(51) 100.0(468) 

歩行  -69cm 70-79cm 80-89cm 90-99cm 100cm- 合計 

  

事故 4.8(2) 3.3(3) 10.6(17) 8.1(10) 23.5(12) 9.4(44) 

ヒヤリハット 11.9(5) 13.0(12) 11.2(18) 15.4(19) 19.6(10) 13.6(64) 

ない 83.3(35) 83.7(77) 78.3(126) 76.4(94) 56.9(29) 77.0(361) 

合計 100.0(42) 100.0(92) 100.0(161) 100.0(123) 100.0(51) 100.0(469) 

腹部挟まれ               

玄

関 

玄関扉の開閉 -69cm 70-79cm 80-89cm 90-99cm 100cm- 合計 

  

事故 7.3(3) 1.1(1) 1.9(3) 2.5(3) 10.0(5) 3.2(15) 

ヒヤリハット 7.3(3) 1.1(1) 6.2(10) 6.6(8) 16.0(8) 6.4(30) 

ない 85.4(35) 97.8(91) 91.9(148) 91.0(111) 74.0(37) 90.4(422) 

合計 100.0(41) 100.0(93) 100.0(161) 100.0(122) 100.0(50) 100.0(467) 

居

室 

隙間 -69cm 70-79cm 80-89cm 90-99cm 100cm- 合計 

  

事故 11.1(5)   7.0(12) 3.2(4) 9.6(5) 5.3(26) 

ヒヤリハット 4.4(2) 5.2(5) 7.6(13) 8.7(11) 26.9(14) 9.2(45) 

ない 84.4(38) 94.8(91) 85.4(146) 88.1(111) 63.5(33) 85.5(419) 

合計 100.0(45) 100.0(96) 100.0(171) 100.0(126) 100.0(52) 100.0(490) 

  

表 4-9-3.［腹囲別］事故項目毎にみた事事故やヒヤリハットの経験 



92 

 

４．２．３ 生理的変化別（肩こり・腰痛別、むくみ・冷え別、つわり・眠気別）にみた 

住宅内事故やヒヤリハットの経験 

 本項では、生理的変化が住宅内事故やヒヤリハットの経験に及ぼす影響を捉えるために、

肩こり・腰痛別、むくみ・冷え別、つわり・眠気別に事故やヒヤリハットの経験を集計し、そ

の傾向をみている。 

（１）肩こり・腰痛別にみた ADLの変化 

 表 4-10 は事故項目 31 項目のうち、一以上の項目で事故とヒヤリハットを経験したことが

ある場合を「事故とヒヤリハット」、事故を経験したことがある場合を「事故のみ」、ヒヤリ

ハットを経験したことがある場合を「ヒヤリハットのみ」、事故もヒヤリハットも経験がない

場合を「ない」とし、それらを肩こり・腰痛の度合い別にまとめ集計した結果である。なお、

表中において「よく感じている」は「よく」、「時々感じている」は「時々」、「感じていない」

は「ない」と示す。 

表 4-10より、肩こり・腰痛をよく感じている妊婦のうち 35.4％（57人）はなんらかの「事

故とヒヤリハット」の両方を経験している。また、4.3％（７人）は「事故のみ」であり、「ヒ

ヤリハット」のみは 29.8％（48人）である。 

 

単位：％ （ ）内：度数 人 

  よく 時々 ない 合計 

事故とヒヤリハット 35.4(57) 24.6(62) 24.7(19) 28.2(138) 

事故のみ 4.3(7) 7.5(19) 5.2(4) 6.1(30) 

ヒヤリハットのみ 29.8(48) 28.2(71) 19.5(15) 27.3(134) 

ない 30.4(49) 39.7(100) 50.6(39) 38.4(188) 

合計 100.0(161) 100.0(252) 100.0(77) 100.0(490) 

 

 次に、事故項目毎に「事故」及び「ヒヤリハット」の経験の有無を集計し、それらを肩こ

り・腰痛の度合い毎にまとめ、さらに、事故項目を事故別、室別に並び替えた結果を表 4-11

に示す。 

 肩こり・腰痛をよく感じている妊婦のうち、「事故」を経験した割合が高い事故項目は、「【転

落】階段：下る」13.0％（12人）、「【腹部のぶつかり】台所：調理」24.5％（39人）、「【腹部

のぶつかり】居室：歩行」11.5％（18 人）で、その発生割合は 10％を超えていた。さらに、

「【腹部のぶつかり】台所：調理」24.5％（39 人）では、ヒヤリハットの発生割合は 18.9％

（30 人）であり、ヒヤリハットの発生割合より事故の発生割合の方が高くなった。一方で、

その他の事故項目は、ヒヤリハットの発生割合の方が高い傾向にある。 

  

表 4-10.［肩こり・腰痛別］事故やヒヤリハットの経験 
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単位：％ （ ）内：度数 人 

転倒 

玄

関 

玄関扉の開閉 よく 時々 ない 合計 

 事故 4.5(7) 9.6(23) 6.8(5) 7.5(35) 

  ヒヤリハット 3.9(6) 3.8(9) 5.4(4) 4.1(19) 

  ない 91.6(141) 86.6(207) 87.8(65) 88.4(413) 

  合計 100.0(154) 100.0(239) 100.0(74) 100.0(467) 

上がり框の昇降 よく 時々 ない 合計 

  事故 6(9) 8.7(20) 5.6(4) 7.3(33) 

  ヒヤリハット 8(12) 7.9(18) 8.3(6) 8.0(36) 

  ない 86(129) 83.4(191) 86.1(62) 84.7(382) 

  合計 100.0(150) 100.0(229) 100.0(72) 100.0(451) 

浴

室 

洗髪・洗身（立位） よく 時々 ない 合計 

  事故 6.1(7) 6.6(13) 3.1(2) 5.8(22) 

  ヒヤリハット 9.6(11) 9.6(19) 9.2(6) 9.5(36) 

  ない 84.3(97) 83.8(166) 87.7(57) 84.7(320) 

  合計 100.0(115) 100.0(198) 100.0(65) 100.0(378) 

清掃 よく 時々 ない 合計 

  事故 5.0(8) 5.6(14) 6.5(5) 5.5(27) 

  ヒヤリハット 12.4(20) 7.5(19) 13.0(10) 10.0(49) 

  ない 82.6(133) 86.9(219) 80.5(62) 84.5(414) 

  合計 100.0(161) 100.0(252) 100.0(77) 100.0(490) 

浴槽縁のまたぎ  よく 時々 ない 合計 

  事故 3.9(6) 7.3(17) 5.5(4) 5.9(27) 

  ヒヤリハット 14.9(23) 9.9(23) 9.6(7) 11.5(53) 

  ない 81.2(125) 82.8(193) 84.9(62) 82.6(380) 

  合計 100.0(154) 100.0(233) 100.0(73) 100.0(460) 

居

室 

床からの立上り よく 時々 ない 合計 

  事故 3.1(5) 7.1(17) 9.2(7) 6.1(29) 

  ヒヤリハット 18.9(30) 11.8(28) 10.5(8) 14.0(66) 

  ない 78(124) 81.1(193) 80.3(61) 79.9(378) 

  合計 100.0(159) 100.0(238) 100.0(76) 100.0(473) 

床に座る よく 時々 ない 合計 

  事故 6.4(10) 5.6(13) 7.9(6) 6.2(29) 

  ヒヤリハット 10.3(16) 8.5(20) 5.3(4) 8.6(40) 

  ない 83.3(130) 85.9(201) 86.8(66) 85.2(397) 

  合計 100.0(156) 100.0(234) 100.0(76) 100.0(466) 

清掃 よく 時々 ない 合計 

  事故 3.2(5) 3.9(9) 3.9(3) 3.6(17) 

  ヒヤリハット 7.6(12) 10.7(25) 7.9(6) 9.2(43) 

  ない 89.2(140) 85.4(199) 88.2(67) 87.1(406) 

  合計 100.0(157) 100.0(233) 100.0(76) 100.0(466) 

歩行 よく 時々 ない 合計 

  事故 3.8(6) 2.9(7) 2.7(2) 3.2(15) 

  ヒヤリハット 11.5(18) 13.4(32) 9.3(7) 12.2(57) 

  ない 84.6(132) 83.6(199) 88.0(66) 84.6(397) 

  合計 100.0(156) 100.0(238) 100.0(75) 100.0(469) 

扉開閉 よく 時々 ない 合計 

  事故 3.2(5) 3.8(9) 1.4(1) 3.2(15) 

  ヒヤリハット 3.2(5) 7.9(19) 4.1(3) 5.8(27) 

  ない 93.5(144) 88.3(212) 94.6(70) 91.0(426) 

  合計 100.0(154) 100.0(240) 100.0(74) 100.0(468) 

靴や服の着脱（立位） よく 時々 ない 合計 

  事故 5.7(9) 6.3(15) 2.7(2) 5.5(26) 

  ヒヤリハット 27.2(43) 21.3(51) 24.7(18) 23.8(112) 

  ない 67.1(106) 72.5(174) 72.6(53) 70.7(333) 

  合計 100.0(158) 100.0(240) 100.0(73) 100.0(471) 

 

  

表 4-11-1.［肩こり・腰痛別］事故項目毎にみた事事故やヒヤリハットの経験 
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単位：％ （ ）内：度数 人 

転倒 

居

室 

棚等からの物の出入れ（重） よく 時々 ない 合計 

  事故 5.3(7) 4.5(10) 8.7(6) 5.4(23) 

  ヒヤリハット 8.3(11) 9.0(20) 4.3(3) 8.0(34) 

  ない 86.4(114) 86.5(192) 87.0(60) 86.5(366) 

  合計 100.0(132) 100.0(222) 100.0(69) 100.0(423) 

棚等からの物の出入れ（軽） よく 時々 ない 合計 

  事故 1.3(2) 3.8(9) 2.7(2) 2.8(13) 

  ヒヤリハット 8.0(12) 7.1(17) 9.6(7) 7.8(36) 

  ない 90.7(136) 89.2(214) 87.7(64) 89.4(414) 

  合計 100.0(150) 100.0(240) 100.0(73) 100.0(463) 

重い荷物の運搬 よく 時々 ない 合計 

  事故 3.0(4) 3.6(8) 5.8(4) 3.8(16) 

  ヒヤリハット 13.6(18) 10.8(24) 8.7(6) 11.3(48) 

  ない 83.3(110) 85.6(190) 85.5(59) 84.9(359) 

  合計 100.0(132) 100.0(222) 100.0(69) 100.0(423) 

軽い荷物の運搬 よく 時々 ない 合計 

  事故 1.3(2) 5.0(12) 4.1(3) 3.7(17) 

  ヒヤリハット 10.7(16) 8.8(21) 8.2(6) 9.3(43) 

  ない 88.0(132) 86.3(207) 87.7(64) 87.0(403) 

  合計 100.0(150) 100.0(240) 100.0(73) 100.0(463) 

寝

室 

就寝時の横たわり よく 時々 ない 合計 

  事故 2.6(4) 3.8(9) 4.0(3) 3.4(16) 

  ヒヤリハット 13.5(21) 11.1(26) 10.7(8) 11.8(55) 

  ない 83.9(130) 85.1(200) 85.3(64) 84.7(394) 

  合計 100.0(155) 100.0(235) 100.0(75) 100.0(465) 

起床時起上がり よく 時々 ない 合計 

  事故 2.6(4) 4.6(11) 3.9(3) 3.8(18) 

  ヒヤリハット 10.3(16) 12.2(29) 15.8(12) 12.1(57) 

  ない 87.2(136) 83.2(198) 80.3(61) 84.0(395) 

  合計 100.0(156) 100.0(238) 100.0(76) 100.0(470) 

ベ

ラ

ン

ダ 

室内間出入り（物：無） よく 時々 ない 合計 

  事故 5.0(7) 6.1(13) 9.4(6) 6.2(26) 

  ヒヤリハット 5.0(7) 7.9(17) 1.6(1) 6.0(25) 

  ない 89.9(125) 86(184) 89.1(57) 87.8(366) 

 合計 100.0(139) 100.0(214) 100.0(64) 100.0(417) 

室内間出入り（軽）  よく 時々 ない 合計 

  事故 3.6(5) 6.5(14) 6.5(4) 5.5(23) 

  ヒヤリハット 7.9(11) 9.3(20) 4.8(3) 8.2(34) 

  ない 88.6(124) 84.1(180) 88.7(55) 86.3(359) 

  合計 100.0(140) 100.0(214) 100.0(62) 100.0(416) 

転落 

階

段 

上る よく 時々 ない 合計 

  事故 4.3(4) 11.1(15) 11.6(5) 8.9(24) 

  ヒヤリハット 15.2(14) 11.1(15) 9.3(4) 12.2(213) 

  ない 80.4(74) 77.8(105) 79.1(34) 78.9(213) 

  合計 100.0(92) 100.0(135) 100.0(43) 100.0(270) 

下る よく 時々 ない 合計 

  事故 13.0(12) 14.1(19) 11.9(5) 13.4(36) 

  ヒヤリハット 22.8(21) 17.0(23) 7.1(3) 17.5(47) 

  ない 64.1(59) 68.9(93) 81.0(34) 69.1(186) 

  合計 100.0(92) 100.0(135) 100.0(42) 100.0(269) 

 

 

  

表 4-11-2.［肩こり・腰痛別］事故項目毎にみた事事故やヒヤリハットの経験 
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単位：％ （ ）内：度数 人 

物の落下 

居

室 

棚等からの物の出入れ（重） よく 時々 ない 合計 

  事故 4.5(6) 3.6(8) 5.8(4) 4.3(18) 

  ヒヤリハット 10.6(14) 10.8(24) 5.8(4) 9.9(42) 

  ない 84.8(112) 85.6(190) 88.4(61) 85.8(363) 

  合計 100.0(132) 100.0(222) 100.0(69) 100.0(423) 

棚等からの物の出入れ（軽） よく 時々 ない 合計 

  事故 4.0(6) 4.2(10) 5.5(4) 4.3(20) 

  ヒヤリハット 10.0(15) 10.0(24) 6.8(5) 9.5(44) 

  ない 86.0(129) 85.8(206) 87.7(64) 86.2(399) 

  合計 100.0(150) 100.0(240) 100.0(73) 100.0(463) 

腹部のぶつかり 

居

室 

玄関扉の開閉 よく 時々 ない 合計 

  事故 5.8(9) 6.3(15) 2.7(2) 5.6(26) 

  ヒヤリハット 13.0(20) 7.1(17) 4.1(3) 8.6(40) 

  ない 81.2(125) 86.6(207) 93.2(69) 85.9(401) 

  合計 100.0(154) 100.0(239) 100.0(74) 100.0(467) 

台

所 

調理 よく 時々 ない 合計 

  事故 24.5(39) 17.6(42) 7.8(6) 18.3(87) 

  ヒヤリハット 18.9(30) 13.8(33) 14.3(11) 15.6(74) 

  ない 56.6(90) 68.6(164) 77.9(60) 66.1(314) 

  合計 100.0(159) 100.0(239) 100.0(77) 100.0(475) 

便

所 

立上り よく 時々 ない 合計 

  事故 2.5(4) 6.3(16) 3.9(3) 4.7(23) 

  ヒヤリハット 6.2(10) 6.0(15) 6.5(5) 6.1(30) 

  ない 91.3(147) 87.7(221) 89.6(69) 89.2(437) 

  合計 100.0(161) 100.0(252) 100.0(77) 100.0(490) 

居

室 

椅子等立上り よく 時々 ない 合計 

  事故 9.9(16) 10.3(26) 9.1(7) 10.0(49) 

  ヒヤリハット 9.3(15) 9.9(25) 11.7(9) 10.0(49) 

  ない 80.7(130) 79.8(201) 79.2(61) 80(392) 

  合計 100.0(161) 100.0(252) 100.0(77) 100.0(490) 

扉の開閉 よく 時々 ない 合計 

  事故 9.1(14) 7.5(18) 4.1(3) 7.5(35) 

  ヒヤリハット 9.7(15) 10.4(25) 9.5(7) 10.0(47) 

  ない 81.2(125) 82.1(197) 86.5(64) 82.5(386) 

  合計 100.0(154) 100.0(240) 100.0(74) 100.0(468) 

歩行 よく 時々 ない 合計 

  事故 11.5(18) 9.2(22) 5.3(4) 9.4(44) 

  ヒヤリハット 14.1(22) 14.3(34) 10.7(8) 13.6(64) 

  ない 74.4(116) 76.5(182) 84.0(63) 77.0(361) 

  合計 100.0(156) 100.0(238) 100.0(75) 100.0(469) 

腹部の挟まれ 

玄

関 

玄関扉の開閉 よく 時々 ない 合計 

 事故 2.6(4) 3.8(9) 2.7(2) 3.2(15) 

  ヒヤリハット 4.5(7) 7.5(18) 6.8(5) 6.4(30) 

  ない 92.9(143) 88.7(212) 90.5(67) 90.4(422) 

  合計 100.0(154) 100.0(239) 100.0(74) 100.0(467) 

隙

間 

  よく 時々 ない 合計 

  事故 2.5(4) 7.5(19) 3.9(3) 5.3(26) 

  ヒヤリハット 10.6(17) 7.9(20) 10.4(8) 9.2(45) 

  ない 87(140) 84.5(213) 85.7(66) 85.5(419) 

  合計 100.0(161) 100.0(252) 100.0(77) 100.0(490) 

 

  

表 4-11-3.［肩こり・腰痛別］事故項目毎にみた事事故やヒヤリハットの経験 
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（２）むくみ・冷え別にみた ADLの変化 

 表 4-12 は事故項目 31 項目のうち、一以上の項目で事故とヒヤリハットを経験したことが

ある場合を「事故とヒヤリハット」、事故を経験したことがある場合を「事故のみ」、ヒヤリ

ハットを経験したことがある場合を「ヒヤリハットのみ」、事故もヒヤリハットも経験がない

場合を「ない」とし、それらをむくみ・冷えの度合い別にまとめ集計した結果である。なお、

表中において「よく感じている」は「よく」、「時々感じている」は「時々」、「感じていない」

は「ない」と示す。 

表 4-12より、肩こり・腰痛をよく感じている妊婦のうち 39.0％（39人）はなんらかの「事

故とヒヤリハット」の両方を経験している。また、4.0％（４人）は「事故のみ」であり、「ヒ

ヤリハット」のみは 25.0％（25人）である。 

 

 

単位：％ （ ）内：度数 人 

  よく 時々 ない 合計 

事故とヒヤリハット 39.0(39) 27.2(72) 21.6(27) 28.2(138) 

事故のみ 4.0(4) 6.4(17) 7.2(9) 6.1(30) 

ヒヤリハットのみ 25.0(25) 29.8(79) 24(30) 27.3(134) 

ない 32.0(32) 36.6(97) 47.2(59) 38.4(188) 

合計 100.0(100) 100.0(265) 100.0(125) 100.0(490) 

 

 次に、事故項目毎に「事故」及び「ヒヤリハット」の経験の有無を集計し、それらをむく

み・冷えの度合い毎にまとめ、さらに、事故項目を事故別、室別に並び替えた結果を表 4-11

に示す。 

 むくみ・冷えをよく感じている妊婦のうち、「事故」を経験した割合が高い事故項目は、「【転

倒】玄関：玄関扉の開閉」12.1％（12人）、「【転倒】居室：靴や服の着脱（立位）」12.5％（12

人）、「【転落】階段：下る」20.4％（11人）、「【腹部のぶつかり】台所：調理」24.7％（24人）、

「【腹部のぶつかり】居室：扉の開閉」11.3％（11 人）で、その発生割合は 10％を超えてい

た。さらに、「【転倒】玄関：玄関扉の開閉」では、ヒヤリハットの発生割合は 12.1％（12人）

であり、ヒヤリハットの発生割合より事故の発生割合（5.1％（５人））の方が高くなった。同

様に、「【腹部のぶつかり】台所：調理」におけるヒヤリハットの発生割合は 16.5％（16人）、

「【腹部のぶつかり】居室：扉の開閉」6.2％（６人）とヒヤリハットの発生割合の方が高くな

った。 

  

表 4-12.［むくみ・冷え別］事故やヒヤリハットの経験 
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単位：％ （ ）内：度数 人 

転倒 

玄

関 

扉開閉 よく 時々 ない 合計 

  事故 12.1(12) 7.2(18) 4.3(5) 7.5(35) 

  ヒヤリハット 5.1(5) 4.4(11) 2.6(3) 4.1(19) 

  ない 82.8(82) 88.4(222) 93.2(109) 88.4(413) 

  合計 100.0(99) 100.0(251) 100.0(117) 100.0(467) 

上がり框昇降 よく 時々 ない 合計 

 事故 5.3(5) 9.5(23) 4.3(5) 7.3(33) 

 ヒヤリハット 14.9(14) 7.1(17) 4.3(5) 8.0(36) 

 ない 79.8(75) 83.4(201) 91.4(106) 84.7(382) 

 合計 100.0(94) 100.0(241) 100.0(116) 100.0(451) 

浴

室 

洗髪・洗身（立位） よく 時々 ない 合計 

  事故 8.1(6) 5.7(12) 4.3(4) 5.8(22) 

  ヒヤリハット 9.5(7) 11.9(25) 4.3(4) 9.5(36) 

  ない 82.4(61) 82.4(173) 91.5(86) 84.7(320) 

  合計 100.0(74) 100.0(210) 100.0(94) 100.0(378) 

清掃 よく 時々 ない 合計 

  事故 6.0(6) 5.3(14) 5.6(7) 5.5(27) 

  ヒヤリハット 16.0(16) 10.9(29) 3.2(4) 10.0(49) 

  ない 78.0(78) 83.8(222) 91.2(114) 84.5(414) 

  合計 100.0(100) 100.0(265) 100.0(125) 100.0(490) 

浴槽縁のまたぎ よく 時々 ない 合計 

  事故 7.3(7) 5.6(14) 5.2(6) 5.9(27) 

  ヒヤリハット 16.7(16) 12.0(30) 6.1(7) 11.5(53) 

  ない 76.0(73) 82.3(205) 88.7(102) 82.6(380) 

  合計 100.0(96) 100.0(249) 100.0(115) 100.0(460) 

居

室 

床からの立上がり よく 時々 ない 合計 

  事故 3.1(3) 8.6(22) 3.3(4) 6.1(29) 

  ヒヤリハット 19.6(19) 13.7(35) 9.9(12) 14.0(66) 

  ない 77.3(75) 77.6(198) 86.8(105) 79.9(378) 

  合計 100.0(97) 100.0(255) 100.0(121) 100.0(473) 

床に座る よく 時々 ない 合計 

  事故 8.4(8) 6.8(17) 3.3(4) 6.2(29) 

  ヒヤリハット 9.5(9) 8.4(21) 8.3(10) 8.6(40) 

  ない 82.1(78) 84.9(213) 88.3(106) 85.2(397) 

  合計 100.0(95) 100.0(251) 100.0(120) 100.0(466) 

清掃 よく 時々 ない 合計 

  事故 6.3(6) 3.6(9) 1.7(2) 3.6(17) 

  ヒヤリハット 8.4(8) 9.9(25) 8.4(10) 9.2(43) 

  ない 85.3(81) 86.5(218) 89.9(107) 87.1(406) 

  合計 100.0(95) 100.0(252) 100.0(119) 100.0(466) 

歩行 よく 時々 ない 合計 

  事故 5.1(5) 3.6(9) 0.8(1) 3.2(15) 

  ヒヤリハット 16.3(16) 11.9(30) 9.2(11) 12.2(57) 

  ない 78.6(77) 84.5(213) 89.9(107) 84.6(397) 

  合計 100.0(98) 100.0(252) 100.0(119) 100.0(469) 

扉開閉 よく 時々 ない 合計 

  事故 6.2(6) 3.6(9)  3.2(15) 

  ヒヤリハット 6.2(6) 6.3(16) 4.2(5) 5.8(27) 

  ない 87.6(85) 90.1(227) 95.8(114) 91(426) 

  合計 100.0(97) 100.0(252) 100.0(119) 100.0(468) 

靴や服の着脱（立位） よく 時々 ない 合計 

  事故 12.5(12) 4.7(12) 1.7(2) 5.5(26) 

  ヒヤリハット 22.9(22) 26.2(67) 19.3(23) 23.8(112) 

  ない 64.6(62) 69.1(177) 79.0(94) 70.7(333) 

  合計 100.0(96) 100.0(256) 100.0(119) 100.0(471) 

 

 

表 4-13-1.［むくみ・冷え別］事故項目毎にみた事事故やヒヤリハットの経験 
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単位：％ （ ）内：度数 人 

転倒 

居

室 

棚等からの物の出入れ（重） よく 時々 ない 合計 

  事故 8.6(8) 5.3(12) 2.9(3) 5.4(23) 

  ヒヤリハット 11.8(11) 7.6(17) 5.7(6) 8.0(34) 

  ない 79.6(74) 87.1(196) 91.4(96) 86.5(366) 

  合計 100.0(93) 100.0(225) 100.0(105) 100.0(423) 

棚等からの物の出入れ（軽） よく 時々 ない 合計 

  事故 3.2(3) 3.6(9) 0.8(1) 2.8(13) 

  ヒヤリハット 10.6(10) 7.6(19) 5.9(7) 7.8(36) 

  ない 86.2(81) 88.8(222) 93.3(111) 89.4(414) 

  合計 100.0(94) 100.0(250) 100.0(119) 100.0(463) 

重い荷物の運搬 よく 時々 ない 合計 

  事故 6.5(6) 3.1(7) 2.9(3) 3.8(16) 

  ヒヤリハット 18.3(17) 10.2(23) 7.6(8) 11.3(48) 

  ない 75.3(70) 86.7(195) 89.5(94) 84.9(359) 

  合計 100.0(93) 100.0(225) 100.0(105) 100.0(423) 

軽い荷物の運搬 よく 時々 ない 合計 

  事故 4.3(4) 4.4(11) 1.7(2) 3.7(17) 

  ヒヤリハット 9.6(9) 10.4(26) 6.7(8) 9.3(43) 

  ない 86.2(81) 85.2(213) 91.6(109) 87.0(403) 

  合計 100.0(94) 100.0(250) 100.0(119) 100.0(463) 

寝

室 

就寝の横たわり よく 時々 ない 合計 

  事故 4.3(4) 4.0(10) 1.7(2) 3.4(16) 

  ヒヤリハット 12.8(12) 12.3(31) 10.1(12) 11.8(55) 

  ない 83.0(78) 83.7(211) 88.2(105) 84.7(394) 

  合計 100.0(94) 100.0(252) 100.0(119) 100.0(465) 

起床に起上がり よく 時々 ない 合計 

  事故 5.2(5) 4.3(11) 1.7(2) 3.8(18) 

  ヒヤリハット 10.4(10) 13.0(33) 11.7(14) 12.1(57) 

  ない 84.4(81) 82.7(210) 86.7(104) 84.0(395) 

  合計 100.0(96) 100.0(254) 100.0(120) 100.0(470) 

ベ

ラ

ン

ダ 

室内間出入り（物：無） よく 時々 ない 合計 

  事故 8.0(7) 5.8(13) 5.7(6) 6.2(26) 

  ヒヤリハット 8.0(7) 7.1(16) 1.9(2) 6.0(25) 

  ない 83.9(73) 87.1(196) 92.4(97) 87.8(366) 

  合計 100.0(87) 100.0(225) 100.0(105) 100.0(417) 

室内間出入り（物：有） よく 時々 ない 合計 

  事故 7.0(6) 5.3(12) 4.8(5) 5.5(23) 

  ヒヤリハット 10.5(9) 8.9(20) 4.8(5) 8.2(34) 

  ない 82.6(71) 85.8(193) 90.5(95) 86.3(359) 

  合計 100.0(86) 100.0(225) 100.0(105) 100.0(416) 

転落 

階

段 

上る よく 時々 ない 合計 

  事故 7.4(4) 10.1(15) 7.5(5) 8.9(24) 

  ヒヤリハット 18.5(10) 12.8(19) 6.0(4) 12.2(33) 

  ない 74.1(40) 77.2(115) 86.6(58) 78.9(213) 

  合計 100.0(54) 100.0(149) 100.0(67) 100.0(270) 

下る よく 時々 ない 合計 

  事故 20.4(11) 13.4(20) 7.6(5) 13.4(36) 

  ヒヤリハット 27.8(15) 16.1(24) 12.1(8) 17.5(47) 

  ない 51.9(28) 70.5(105) 80.3(53) 69.1(186) 

  合計 100.0(54) 100.0(149) 100.0(66) 100.0(269) 

 

 

  

表 4-13-2.［むくみ・冷え別］事故項目毎にみた事事故やヒヤリハットの経験 
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単位：％ （ ）内：度数 人 

物の落下 

居

室 

棚等からの物の出入れ（重） よく 時々 ない 合計 

  事故 5.4(5) 4.0(9) 3.8(4) 4.3(18) 

  ヒヤリハット 11.8(11) 11.6(26) 4.8(5) 9.9(42) 

  ない 82.8(77) 84.4(190) 91.4(96) 85.8(363) 

  合計 100.0(93) 100.0(225) 100.0(105) 100.0(423) 

棚等からの物の出入れ（軽） よく 時々 ない 合計 

  事故 3.2(3) 4.8(12) 4.2(5) 4.3(20) 

  ヒヤリハット 14.9(14) 8.8(22) 6.7(8) 9.5(44) 

  ない 81.9(77) 86.4(216) 89.1(106) 86.2(399) 

  合計 100.0(94) 100.0(250) 100.0(119) 100.0(463) 

腹部のぶつかり 

玄

関 

玄関扉開閉 よく 時々 ない 合計 

  事故 6.1(6) 5.6(14) 5.1(6) 5.6(26) 

  ヒヤリハット 12.1(12) 9.2(23) 4.3(5) 8.6(40) 

  ない 81.8(81) 85.3(214) 90.6(106) 85.9(401) 

  合計 100.0(99) 100.0(251) 100.0(117) 100.0(467) 

台

所 

調理 よく 時々 ない 合計 

  事故 24.7(24) 17.6(45) 14.6(18) 18.3(87) 

  ヒヤリハット 16.5(16) 16.9(43) 12.2(15) 15.6(74) 

  ない 58.8(57) 65.5(167) 73.2(90) 66.1(314) 

  合計 100.0(97) 100.0(255) 100.0(123) 100.0(475) 

便

所 

立上り よく 時々 ない 合計 

  事故 6(6) 4.9(13) 3.2(4) 4.7(23) 

  ヒヤリハット 7(7) 7.2(19) 3.2(4) 6.1(30) 

  ない 87(87) 87.9(233) 93.6(117) 89.2(437) 

  合計 100.0(100) 100.0(265) 100.0(125) 100.0(490) 

居

室 

椅子等からの立上り よく 時々 ない 合計 

  事故 11(11) 10.6(28) 8(10) 10(49) 

  ヒヤリハット 15(15) 9.4(25) 7.2(9) 10(49) 

  ない 74(74) 80(212) 84.8(106) 80(392) 

  合計 100.0(100) 100.0(265) 100.0(125) 100.0(490) 

扉開閉 よく 時々 ない 合計 

  事故 11.3(11) 7.5(19) 4.2(5) 7.5(35) 

  ヒヤリハット 6.2(6) 9.1(23) 15.1(18) 10(47) 

  ない 82.5(80) 83.3(210) 80.7(96) 82.5(386) 

  合計 100.0(97) 100.0(252) 100.0(119) 100.0(468) 

歩行 よく 時々 ない 合計 

  事故 13.3(13) 8.3(21) 8.4(10) 9.4(44) 

  ヒヤリハット 15.3(15) 13.1(33) 13.4(16) 13.6(64) 

  ない 71.4(70) 78.6(198) 78.2(93) 77(361) 

  合計 100.0(98) 100.0(252) 100.0(119) 100.0(469) 

腹部の挟まれ 

玄

関 

玄関扉の開閉 よく 時々 ない 合計 

  事故 6.1(6) 3.2(8) 0.9(1) 3.2(15) 

  ヒヤリハット 7.1(7) 5.6(14) 7.7(9) 6.4(30) 

  ない 86.9(86) 91.2(229) 91.5(107) 90.4(422) 

  合計 100.0(99) 100.0(251) 100.0(117) 100.0(467) 

隙

間 

  よく 時々 ない 合計 

  事故 8(8) 5.3(14) 3.2(4) 5.3(26) 

  ヒヤリハット 12(12) 8.7(23) 8(10) 9.2(45) 

  ない 80(80) 86(228) 88.8(111) 85.5(419) 

  合計 100.0(100) 100.0(265) 100.0(125) 100.0(490) 

 

  

表 4-13-3.［むくみ・冷え別］事故項目毎にみた事事故やヒヤリハットの経験 
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（３）つわり・眠気別にみた ADLの変化 

 表 4-14 は事故項目 31 項目のうち、一以上の項目で事故とヒヤリハットを経験したことが

ある場合を「事故とヒヤリハット」、事故を経験したことがある場合を「事故のみ」、ヒヤリ

ハットを経験したことがある場合を「ヒヤリハットのみ」、事故もヒヤリハットも経験がない

場合を「ない」とし、それらをつわり・眠気の度合い別にまとめ集計した結果である。なお、

表中において「よく感じている」は「よく」、「時々感じている」は「時々」、「感じていない」

は「ない」と示す。 

表 4-14より、つわり・眠気をよく感じている妊婦のうち 27.0％（48人）はなんらかの「事

故とヒヤリハット」の両方を経験している。また、7.9％（14人）は「事故のみ」であり、「ヒ

ヤリハット」のみは 28.7％（51人）である。 

 

 

単位：％ （ ）内：度数 人 

 よく 時々 ない 合計 

事故とヒヤリハット 27.0(48) 31.6(77) 19.1(13) 28.2(138) 

事故のみ 7.9(14) 4.9(12) 5.9(4) 6.1(30) 

ヒヤリハットのみ 28.7(51) 27.5(67) 23.5(16) 27.3(134) 

ない 36.5(65) 36.1(88) 51.5(35) 38.4(188) 

合計 100.0(178) 100.0(244) 100.0(68) 100.0(490) 

 

 次に、事故項目毎に「事故」及び「ヒヤリハット」の経験の有無を集計し、それらをつわ

り・眠気の度合い毎にまとめ、さらに、事故項目を事故別、室別に並び替えた結果を表 4-15

に示す。 

 つわり・眠気をよく感じている妊婦のうち、「事故」を経験した割合が高い事故項目は、「【腹

部のぶつかり】居室：椅子等立上り」11.2％（20人）、「【腹部のぶつかり】居室：歩行」10.1％

（17人）で、その発生割合は 10％を超えていた。さらに、「【転倒】玄関：玄関扉の開閉」で

は、ヒヤリハットの発生割合は 3.6％（６人）であり、ヒヤリハットの発生割合より事故の発

生割合（6.5％（11人））の方が高くなった。 

 

  

表 4-14.［つわり・眠気別］事故やヒヤリハットの経験 
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単位：％ （ ）内：度数 人 

転倒 

玄

関 

 

扉開閉 よく 時々 ない 合計 

  事故 6.5(11) 8.1(19) 8.1(5) 7.5(35) 

  ヒヤリハット 3.6(6) 5.1(12) 1.6(1) 4.1(19) 

  ない 89.9(152) 86.9(205) 90.3(56) 88.4(413) 

  合計 100.0(169) 100.0(236) 100.0(62) 100.0(467) 

上がり框昇降 よく 時々 ない 合計 

  事故 4.3(7) 9.6(22) 6.5(4) 7.3(33) 

  ヒヤリハット 8.7(14) 7.0(16) 9.7(6) 8.0(36) 

  ない 87(140) 83.3(190) 83.9(52) 84.7(382) 

  合計 100.0(161) 100.0(228) 100.0(62) 100.0(451) 

浴

室 

洗髪・洗身（立位） よく 時々 ない 合計 

  事故 6.1(8) 5.2(10) 7.3(4) 5.8(22) 

  ヒヤリハット 9.8(13) 11.0(21) 3.6(2) 9.5(36) 

  ない 84.1(111) 83.8(160) 89.1(49) 84.7(320) 

清掃 よく 時々 ない 合計 

  事故 2.8(5) 5.7(14) 11.8(8) 5.5(27) 

  ヒヤリハット 10.1(18) 12.3(30) 1.5(1) 10.0(49) 

  ない 87.1(155) 82.0(200) 86.8(59) 84.5(414) 

  合計 100.0(178) 100.0(244) 100.0(68) 100.0(490) 

浴槽縁のまたぎ よく 時々 ない 合計 

  事故 4.1(7) 7.0(16) 6.7(4) 5.9(27) 

  ヒヤリハット 13.5(23) 11.3(26) 6.7(4) 11.5(53) 

  ない 82.4(140) 81.7(188) 86.7(52) 82.6(380) 

  合計 100.0(170) 100.0(230) 100.0(60) 100.0(460) 

居

室 

床からの立ち上がり よく 時々 ない 合計 

 事故 4.1(7) 7.2(17) 7.7(5) 6.1(29) 

  ヒヤリハット 17.4(30) 13.6(32) 6.2(4) 14.0(66) 

  ない 78.5(135) 79.2(187) 86.2(56) 79.9(378) 

  合計 100.0(172) 100.0(236) 100.0(65) 100.0(473) 

床に座る  よく 時々 ない 合計 

  事故 5.3(9) 6.4(15) 7.9(5) 6.2(29) 

  ヒヤリハット 6.5(11) 11.6(27) 3.2(2) 8.6(40) 

  ない 88.2(150) 82.0(191) 88.9(56) 85.2(397) 

  合計 100.0(170) 100.0(233) 100.0(63) 100.0(466) 

清掃  よく 時々 ない 合計 

  事故 5.3(9) 2.1(5) 4.7(3) 3.6(17) 

  ヒヤリハット 7.1(12) 11.6(27) 6.3(4) 9.2(43) 

  ない 87.6(148) 86.3(201) 89.1(57) 87.1(406) 

  合計 100.0(169) 100.0(233) 100.0(64) 100.0(466) 

歩行  よく 時々 ない 合計 

  事故 3.0(5) 3.8(9) 1.6(1) 3.2(15) 

  ヒヤリハット 11.3(19) 13.5(32) 9.4(6) 12.2(57) 

  ない 85.7(144) 82.7(196) 89.1(57) 84.6(397) 

  合計 100.0(168) 100.0(237) 100.0(64) 100.0(469) 

扉開閉  よく 時々 ない 合計 

  事故 3.5(6) 3.0(7) 3.2(2) 3.2(15) 

  ヒヤリハット 3.5(6) 6.8(16) 8.1(5) 5.8(27) 

  ない 93(159) 90.2(212) 88.7(55) 91(426) 

  合計 100.0(171) 100.0(235) 100.0(62) 100.0(468) 

靴や服の着脱（立位）  よく 時々 ない 合計 

  事故 6.4(11) 4.6(11) 6.6(4) 5.5(26) 

  ヒヤリハット 20.2(35) 27.0(64) 21.3(13) 23.8(112) 

  ない 73.4(127) 68.4(162) 72.1(44) 70.7(333) 

  合計 100.0(173) 100.0(237) 100.0(61) 100.0(471) 

 

表 4-15-1.［つわり・眠気別］事故項目毎にみた事故やヒヤリハットの経験 
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単位：％ （ ）内：度数 人 

転倒 

居

室 

棚等からの物の出入れ（重） よく 時々 ない 合計 

 事故 4.6(7) 5.2(11) 8.5(5) 5.4(23) 

 ヒヤリハット 7.8(12) 8.5(18) 6.8(4) 8.0(34) 

 ない 87.6(134) 86.3(182) 84.7(50) 86.5(366) 

 合計 100.0(153) 100.0(211) 100.0(59) 100.0(423) 

棚等からの物の出入れ（軽） よく 時々 ない 合計 

  事故 2.4(4) 3.4(8) 1.6(1) 2.8(13) 

  ヒヤリハット 6.6(11) 8.2(19) 9.4(6) 7.8(36) 

  ない 91.0(151) 88.4(206) 89.1(57) 89.4(414) 

  合計 100.0(166) 100.0(233) 100.0(64) 100.0(463) 

居室：重い荷物の運搬 よく 時々 ない 合計 

  事故 2.6(4) 4.3(9) 5.1(3) 3.8(16) 

  ヒヤリハット 12.4(19) 11.8(25) 6.8(4) 11.3(48) 

  ない 85.0(130) 83.9(177) 88.1(52) 84.9(359) 

  合計 100.0(153) 100.0(211) 100.0(59) 100.0(423) 

軽い荷物の運搬 よく 時々 ない 合計 

  事故 3.0(5) 4.7(11) 1.6(1) 3.7(17) 

  ヒヤリハット 9.0(15) 9.4(22) 9.4(6) 9.3(43) 

  ない 88(146) 85.8(200) 89.1(57) 87(403) 

  合計 100.0(166) 100.0(233) 100.0(64) 100.0(463) 

寝

室 

就寝に横たわり よく 時々 ない 合計 

  事故 2.4(4) 4.3(10) 3.2(2) 3.4(16) 

  ヒヤリハット 13.8(23) 11.5(27) 7.9(5) 11.8(55) 

  ない 83.8(140) 84.3(198) 88.9(56) 84.7(394) 

  合計 100.0(167) 100.0(235) 100.0(63) 100.0(465) 

起床に起上がり よく 時々 ない 合計 

  事故 4.7(8) 3.8(9) 1.5(1) 3.8(18) 

  ヒヤリハット 10.7(18) 13.2(31) 12.1(8) 12.1(57) 

  ない 84.6(143) 83.0(195) 86.4(57) 84.0(395) 

ベ

ラ

ン

ダ 

室内間出入り（物：無） よく 時々 ない 合計 

  事故 4.7(7) 6.2(13) 10.3(6) 6.2(26) 

  ヒヤリハット 6.1(9) 7.6(16)   6(25) 

  ない 89.2(132) 86.3(182) 89.7(52) 87.8(366) 

  合計 100.0(148) 100.0(211) 100.0(58) 100.0(417) 

室内間出入り（物：有） よく 時々 ない 合計 

  事故 3.4(5) 7.1(15) 5.3(3) 5.5(23) 

  ヒヤリハット 8.8(13) 8.1(17) 7.0(4) 8.2(34) 

  ない 87.8(130) 84.8(179) 87.7(50) 86.3(359) 

  合計 100.0(148) 100.0(211) 100.0(57) 100.0(416) 

転落 

階

段 

上り よく 時々 ない 合計 

  事故 6.5(6) 9.3(13) 13.5(5) 8.9(24) 

  ヒヤリハット 17.2(16) 11.4(16) 2.7(1) 12.2(33) 

  ない 76.3(71) 79.3(111) 83.8(31) 78.9(213) 

  合計 100.0(93) 100.0(140) 100.0(37) 100.0(270) 

下り よく 時々 ない 合計 

  事故 11.7(11) 14.4(20) 13.9(5) 13.4(36) 

  ヒヤリハット 19.1(18) 19.4(27) 5.6(2) 17.5(47) 

  ない 69.1(65) 66.2(92) 80.6(29) 69.1(186) 

  合計 100.0(94) 100.0(139) 100.0(36) 100.0(269) 

 

  

表 4-15-2.［つわり・眠気別］事故項目毎にみた事故やヒヤリハットの経験 
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単位：％ （ ）内：度数 人 

物の落下 

居室 

棚等からの物の出入れ（重） よく 時々 ない 合計 

  事故 3.9(6) 5.2(11) 1.7(1) 4.3(18) 

  ヒヤリハット 9.8(15) 10.4(22) 8.5(5) 9.9(42) 

  ない 86.3(132) 84.4(178) 89.8(53) 85.8(363) 

  合計 100.0(153) 100.0(211) 100.0(59) 100.0(423) 

棚等からの物の出入れ（軽） よく 時々 ない 合計 

  事故 3.6(6) 5.6(13) 1.6(1) 4.3(20) 

  ヒヤリハット 7.2(12) 10.7(25) 10.9(7) 9.5(44) 

  ない 89.2(148) 83.7(195) 87.5(56) 86.2(399) 

  合計 100.0(166) 100.0(233) 100.0(64) 100.0(463) 

腹部ぶつかり 

玄関 

玄関扉開閉 よく 時々 ない 合計 

  事故 4.7(8) 6.8(16) 3.2(2) 5.6(26) 

  ヒヤリハット 7.7(13) 8.9(21) 9.7(6) 8.6(40) 

  ない 87.6(148) 84.3(199) 87.1(54) 85.9(401) 

  合計 100.0(169) 100.0(236) 100.0(62) 100.0(467) 

台所 

調理 よく 時々 ない 合計 

  事故 3.9(6) 5.2(11) 1.7(1) 4.3(18) 

  ヒヤリハット 9.8(15) 10.4(22) 8.5(5) 9.9(42) 

  ない 86.3(132) 84.4(178) 89.8(53) 85.8(363) 

  合計 100.0(153) 100.0(211) 100.0(59) 100.0(423) 

便所 

立上がり よく 時々 ない 合計 

  事故 3.9(7) 4.9(12) 5.9(4) 4.7(23) 

  ヒヤリハット 6.7(12) 6.1(15) 4.4(3) 6.1(30) 

  ない 89.3(159) 88.9(217) 89.7(61) 89.2(437) 

  合計 100.0(178) 100.0(244) 100.0(68) 100.0(490) 

居室 

椅子等立上がり よく 時々 ない 合計 

  事故 11.2(20) 9.0(22) 10.3(7) 10(49) 

  ヒヤリハット 10.1(18) 10.7(26) 7.4(5) 10(49) 

  ない 78.7(140) 80.3(196) 82.4(56) 80(392) 

  合計 100.0(178) 100.0(244) 100.0(68) 100.0(490) 

扉開閉 よく 時々 ない 合計 

  事故 7.6(13) 7.7(18) 6.5(4) 7.5(35) 

  ヒヤリハット 9.9(17) 10.2(24) 9.7(6) 10(47) 

  ない 82.5(141) 82.1(193) 83.9(52) 82.5(386) 

  合計 100.0(171) 100.0(235) 100.0(62) 100.0(468) 

歩行 よく 時々 ない 合計 

  事故 10.1(17) 9.3(22) 7.8(5) 9.4(44) 

  ヒヤリハット 13.1(22) 14.8(35) 10.9(7) 13.6(64) 

  ない 76.8(129) 75.9(180) 81.3(52) 77(361) 

  合計 100.0(168) 100.0(237) 100.0(64) 100.0(469) 

腹部挟まれ 

居室 

玄関扉開閉 よく 時々 ない 合計 

  事故 3.6(6) 3.0(7) 3.2(2) 3.2(15) 

  ヒヤリハット 4.7(8) 7.6(18) 6.5(4) 6.4(30) 

  ない 91.7(155) 89.4(211) 90.3(56) 90.4(422) 

  合計 100.0(169) 100.0(236) 100.0(62) 100.0(467) 

隙間 

  よく 時々 ない 合計 

  事故 5.6(10) 4.9(12) 5.9(4) 5.3(26) 

  ヒヤリハット 7.9(14) 10.7(26) 7.4(5) 9.2(45) 

  ない 86.5(154) 84.4(206) 86.8(59) 85.5(419) 

  合計 100.0(178) 100.0(244) 100.0(68) 100.0(490) 

 

  

表 4-15-3.［つわり・眠気別］事故項目毎にみた事故やヒヤリハットの経験 
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４．２．４ Category別にみた住宅内事故やヒヤリハットの経験 

ADLの変化同様に、妊婦の特性別から住宅内事故やヒヤリハットを捉えるため、３章で得ら

れた Category を使用し、住宅内事故やヒヤリハットとの関連をみる。 

表 4-16 は事故項目 31 項目のうち、一以上の項目で事故とヒヤリハットを経験したことが

ある場合を「事故とヒヤリハット」、事故を経験したことがある場合を「事故のみ」、ヒヤリ

ハットを経験したことがある場合を「ヒヤリハットのみ」、事故もヒヤリハットも経験がない

場合を「ない」とし、それらを Category別にまとめ集計した結果である。 

 「事故とヒヤリハット」双方を経験した割合は「Category１」で 35.6％（42人）ともっと

も高く、一方、「Category３」では 20.1％（27人）ともっとも低い割合を示した。「事故のみ」

になると、「Category４」の割合がもっとも高く、8.5％（10人）であり、「ヒヤリハット」の

みになると、「Category２」で 30.0％（36人）がもっとも高い。さらに、「Category３」では、

事故やヒヤリハットの経験を「ない」が 50.7％（68 人）と他の Category と比較して高い割

合を示した。 

 

単位：％ （ ）内：度数 人 

  Category1 Category2 Category3 Category4 全体 

事故とヒヤリハット 35.6(42) 26.7(32) 20.1(27) 31.4(37) 28.2(138) 

事故のみ 3.4(4) 7.5(9) 5.2(7) 8.5(10) 6.1(30) 

ヒヤリハットのみ 29.7(35) 30.0(36) 23.9(32) 26.3(31) 27.3(134) 

ない 31.4(37) 35.8(43) 50.7(68) 33.9(40) 38.4(188) 

合計 100.0(118) 100.0(120) 100.0(134) 100.0(118) 100.0(490) 

 

 次に事故項目毎に「事故」及び「ヒヤリハット」の経験の有無を集計し、それら Category

別にまとめ、さらに、事故項目を事故別、室別に並び替えた結果を表 4-17に示す。 

 項目別に事故項目の割合をみると、「事故」の経験は「【転落】階段：下り」18.1％（13人）、

「【転落】階段：上り」15.1％（11人）、「【腹部ぶつかり】居室：歩行」14.9％（17人）をは

じめとする 23 項目は「Category４」において、もっとも高い割合を示した（※「【転倒】居

室：扉の開閉」及び「【腹部ぶつかり】居室：歩行」は Category１と重複）。同様に「【腹部ぶ

つかり】台所：料理」27.8％（32人）、「【腹部ぶつかり】居室：歩行」14.9％（17人）をはじ

めとする 10項目において、「Category１」でもっとも高い割合を示した（※「【転倒】居室：

扉の開閉」及び「【腹部ぶつかり】居室：歩行」は Category４と重複）。 

 関連する事故やヒヤリハットをみると、「【転倒】居室：重い荷物の運搬」では「Category

１」においてもっとも高い割合を示し、一方、「【転倒】居室：軽い荷物の運搬」では「Category

４」を示す。同様に、「【転倒】寝室：就寝時の横たわり」では「Category４」においてもっと

も高い割合を示すし、「【転倒】寝室：起床時の起上がり」は「Category１」においてもっとも

高い割合を示す。このように関連する事故やヒヤリハットにおいて、以上に示した事故項目

はもっとも高い割合を示す Categoryは異なっている。 

次に Category 別に「事故」の割合が高い事故項目上位５つを表 4-18、「ヒヤリハット」の

表 4-16.［Category別］事故やヒヤリハットの経験 
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割合が高い事故項目を表 4-19 に示す。まず、「事故」の割合が高い事故項目上位５をみる。

「Category１」では【腹部ぶつかり】の事故が多く、「Category２」及び「Category３」では

【転倒】及び【転落】が多い。さらに「Category４」では【腹部ぶつかり】及び【転落】が多

い。事故項目では、すべての Categoryの上位５つの中に「【転落】階段：下る」がある。「ヒ

ヤリハット」の割合が高い事故項目をみると、「事故」ではなかった「【転倒】居室：靴や服の

着脱（立位）」、「【転倒】居室：重い荷物の運搬」が上位５つに出てくる。さらに、「【転落】階

段：下り」は「【転落】階段：上り」より上位にきている。 
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    単位：％ （ ）内：度数 人 

転倒             

玄

関 

玄関扉の開閉   Category1 Category2 Category3 Category4 全体 

  

事故 3.5(4) 10.5(12) 5.5(7) 10.8(12) 7.5(35) 

ヒヤリハット 3.5(4) 3.5(4) 6.3(8) 2.7(3) 4.1(19) 

ない 93.0(106) 86(98) 88.3(113) 86.5(96) 88.4(413) 

合計 100.0(114) 100.0(114) 100.0(128) 100.0(111) 100.0(467) 

上がり框昇降 Category1 Category2 Category3 Category4 全体 

  

事故 5.5(6) 6.3(7) 5.6(7) 12.3(13) 7.3(33) 

ヒヤリハット 9.2(10) 9.9(11) 7.2(9) 5.7(6) 8.0(36) 

ない 85.3(93) 83.8(93) 87.2(109) 82.1(87) 84.7(382) 

合計 100.0(109) 100.0(111) 100.0(125) 100.0(106) 100.0(451) 

浴

室 

洗髪・洗身時（立位） Category1 Category2 Category3 Category4 全体 

  

事故 7.0(6) 5.7(5) 2.8(3) 8.3(8) 5.8(22) 

ヒヤリハット 14.0(12) 6.9(6) 6.4(7) 11.5(11) 9.5(36) 

ない 79.1(68) 87.4(76) 90.8(99) 80.2(77) 84.7(320) 

合計 100.0(86) 100.0(87) 100.0(109) 100.0(96) 100.0(378) 

清掃   Category1 Category2 Category3 Category4 全体 

  

事故 5.9(7) 3.3(4) 4.5(6) 8.5(10) 5.5(27) 

ヒヤリハット 12.7(15) 11.7(14) 8.2(11) 7.6(9) 10.0(49) 

ない 81.4(96) 85.0(102) 87.3(117) 83.9(99) 84.5(414) 

合計 100.0(118) 100.0(120) 100.0(134) 100.0(118) 100.0(490) 

浴槽縁のまたぎ   Category1 Category2 Category3 Category4 全体 

  

事故 5.3(6) 4.4(5) 2.5(3) 11.8(13) 5.9(27) 

ヒヤリハット 11.4(13) 18.4(21) 9.8(12) 6.4(7) 11.5(53) 

ない 83.3(95) 77.2(88) 87.7(107) 81.8(90) 82.6(380) 

合計 100.0(114) 100.0(114) 100.0(122) 100.0(110) 100.0(460) 

居

室 

床からの立ち上がり Category1 Category2 Category3 Category4 全体 

  

事故 6.0(7) 1.7(2) 6.1(8) 10.9(12) 6.1(29) 

ヒヤリハット 22.2(26) 13.9(16) 8.4(11) 11.8(13) 14.0(66) 

ない 71.8(84) 84.3(97) 85.5(112) 77.3(85) 79.9(378) 

合計 100.0(117) 100.0(115) 100.0(131) 100.0(110) 100.0(473) 

床に座る   Category1 Category2 Category3 Category4 全体 

  

事故 8.7(10) 3.5(4) 3.1(4) 10.0(11) 6.2(29) 

ヒヤリハット 8.7(10) 8.8(10) 7.8(10) 9.1(10) 8.6(40) 

ない 82.6(95) 87.6(99) 89.1(114) 80.9(89) 85.2(397) 

合計 100.0(115) 100.0(113) 100.0(128) 100.0(110) 100.0(466) 

清掃   Category1 Category2 Category3 Category4 全体 

  

事故 6.3(7) 3.4(4) 3.1(4) 1.9(2) 3.6(17) 

ヒヤリハット 6.3(7) 10.3(12) 6.9(9) 13.9(15) 9.2(43) 

ない 87.5(98) 86.2(100) 90.0(117) 84.3(91) 87.1(406) 

合計 100.0(112) 100.0(116) 100.0(130) 100.0(108) 100.0(466) 

歩行   Category1 Category2 Category3 Category4 全体 

  

事故 5.3(6) 2.7(3) 2.3(3) 2.6(3) 3.2(15) 

ヒヤリハット 11.4(13) 12.4(14) 10.2(13) 14.9(17) 12.2(57) 

ない 83.3(95) 85.0(96) 87.5(112) 82.5(94) 84.6(397) 

合計 100.0(114) 100.0(113) 100.0(128) 100.0(114) 100.0(469) 

扉の開閉   Category1 Category2 Category3 Category4 全体 

  

事故 4.4(5) 3.5(4) 0.8(1) 4.4(5) 3.2(15) 

ヒヤリハット 2.6(3) 5.3(6) 5.5(7) 9.7(11) 5.8(27) 

ない 93.0(106) 91.2(104) 93.7(119) 85.8(97) 91.0(426) 

合計 100.0(114) 100.0(114) 100.0(127) 100.0(113) 100.0(468) 

靴や服の着脱時（立位） Category1 Category2 Category3 Category4 全体 

  

事故 9.6(11) 6.1(7) 1.6(2) 5.3(6) 5.5(26) 

ヒヤリハット 26.1(30) 19.1(22) 19.7(25) 30.7(35) 23.8(112) 

ない 64.3(74) 74.8(86) 78.7(100) 64.0(73) 70.7(333) 

合計 100.0(115) 100.0(115) 100.0(127) 100.0(114) 100.0(471) 

 

  

表 4-17-1.［Category別］事故項目毎にみた事故やヒヤリハットの経験 
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   単位：％ （ ）内：度数 人 

転倒           

居

室 

棚等からの物の出し入れ（重） Category1 Category2 Category3 Category4 全体 

  

事故 5.9(6) 3.9(4) 5.0(6) 7.1(7) 5.4(23) 

ヒヤリハット 7.9(8) 8.7(9) 4.2(5) 12.1(12) 8.0(34) 

ない 86.1(87) 87.4(90) 90.8(109) 80.8(80) 86.5(366) 

合計 100.0(101) 100.0(103) 100.0(120) 100.0(99) 100.0(423) 

棚等からの物の出し入れ（軽） Category1 Category2 Category3 Category4 全体 

  

事故 1.8(2) 2.7(3) 3.1(4) 3.5(4) 2.8(13) 

ヒヤリハット 6.3(7) 8.2(9) 6.3(8) 10.5(12) 7.8(36) 

ない 92.0(103) 89.1(98) 90.6(115) 86(98) 89.4(414) 

合計 100.0(112) 100.0(110) 100.0(127) 100.0(114) 100.0(463) 

重い荷物の運搬   Category1 Category2 Category3 Category4 全体 

  

事故 5.0(5) 1.9(2) 4.2(5) 4.0(4) 3.8(16) 

ヒヤリハット 6.9(7) 19.4(20) 5.0(6) 15.2(15) 11.3(48) 

ない 88.1(89) 78.6(81) 90.8(109) 80.8(80) 84.9(359) 

合計 100.0(101) 100.0(103) 100.0(120) 100.0(99) 100.0(423) 

軽い荷物の運搬   Category1 Category2 Category3 Category4 全体 

  

事故 1.8(2) 3.6(4) 3.9(5) 5.3(6) 3.7(17) 

ヒヤリハット 10.7(12) 10.9(12) 5.5(7) 10.5(12) 9.3(43) 

ない 87.5(98) 85.5(94) 90.6(115) 84.2(96) 87.0(403) 

合計 100.0(112) 100.0(110) 100.0(127) 100.0(114) 100.0(463) 

寝

室 

就寝時の横たわり   Category1 Category2 Category3 Category4 全体 

  

事故 4.4(5) 1.8(2) 1.6(2) 6.3(7) 3.4(16) 

ヒヤリハット 14.9(17) 11.8(13) 11.6(15) 8.9(10) 11.8(55) 

ない 80.7(92) 86.4(95) 86.8(112) 84.8(95) 84.7(394) 

合計 100.0(114) 100.0(110) 100.0(129) 100.0(112) 100.0(465) 

起床時の起き上がり Category1 Category2 Category3 Category4 全体 

  

事故 6.1(7) 1.8(2) 3.8(5) 3.6(4) 3.8(18) 

ヒヤリハット 8.7(10) 11.6(13) 9.9(13) 18.8(21) 12.1(57) 

ない 85.2(98) 86.6(97) 86.3(113) 77.7(87) 84.0(395) 

合計 100.0(115) 100.0(112) 100.0(131) 100.0(112) 100.0(470) 

ベ

ラ

ン

ダ 

室内間出入り（物：無） Category1 Category2 Category3 Category4 全体 

  

事故 5.9(6) 6.0(6) 2.7(3) 10.5(11) 6.2(26) 

ヒヤリハット 2.9(3) 9.0(9) 6.4(7) 5.7(6) 6.0(25) 

ない 91.2(93) 85.0(85) 90.9(100) 83.8(88) 87.8(366) 

合計 100.0(102) 100.0(100) 100.0(110) 100.0(105) 100.0(417) 

室内間出入り（物：有） Category1 Category2 Category3 Category4 全体 

  

事故 4.9(5) 4.0(4) 2.8(3) 10.4(11) 5.5(23) 

ヒヤリハット 4.9(5) 11.0(11) 9.3(10) 7.5(8) 8.2(34) 

ない 90.2(92) 85.0(85) 88.0(95) 82.1(87) 86.3(359) 

合計 100.0(102) 100.0(100) 100.0(108) 100.0(106) 100.0(416) 

転落             

階

段 

上り   Category1 Category2 Category3 Category4 全体 

  

事故 6.2(4) 6.3(4) 7.2(5) 15.1(11) 8.9(24) 

ヒヤリハット 13.8(9) 19.0(12) 7.2(5) 9.6(7) 12.2(33) 

ない 80.0(52) 74.6(47) 85.5(59) 75.3(55) 78.9(213) 

合計 100.0(65) 100.0(63) 100.0(69) 100.0(73) 100.0(270) 

下り   Category1 Category2 Category3 Category4 全体 

  

事故 10.9(7) 16.9(11) 7.4(5) 18.1(13) 13.4(36) 

ヒヤリハット 23.4(15) 23.1(15) 8.8(6) 15.3(11) 17.5(47) 

ない 65.6(42) 60.0(39) 83.8(57) 66.7(48) 69.1(186) 

合計 100.0(64) 100.0(65) 100.0(68) 100.0(72) 100.0(269) 

 

 

 

 

表 4-17-2.［Category別］事故項目毎にみた事故やヒヤリハットの経験 
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    単位：％ （ ）内：度数 人 

物落下             

居

室 

棚等からの物の出入れ（重） Category1 Category2 Category3 Category4 全体 

  

事故 4.0(4) 2.9(3) 3.3(4) 7.1(7) 4.3(18) 

ヒヤリハット 11.9(12) 11.7(12) 9.2(11) 7.1(7) 9.9(42) 

ない 84.2(85) 85.4(88) 87.5(105) 85.9(85) 85.8(363) 

合計 100.0(101) 100.0(103) 100.0(120) 100.0(99) 100.0(423) 

棚等からの物の出入れ（軽） Category1 Category2 Category3 Category4 全体 

  

事故 2.7(3) 3.6(4) 3.1(4) 7.9(9) 4.3(20) 

ヒヤリハット 8.9(10) 11.8(13) 8.7(11) 8.8(10) 9.5(44) 

ない 88.4(99) 84.5(93) 88.2(112) 83.3(95) 86.2(399) 

合計 100.0(112) 100.0(110) 100.0(127) 100.0(114) 100.0(463) 

腹部ぶつかり       

玄

関 

玄関扉の開閉   Category1 Category2 Category3 Category4 全体 

  

事故 7.0(8) 3.5(4) 2.3(3) 9.9(11) 5.6(26) 

ヒヤリハット 12.3(14) 7.9(9) 5.5(7) 9.0(10) 8.6(40) 

ない 80.7(92) 88.6(101) 92.2(118) 81.1(90) 85.9(401) 

合計 100.0(114) 100.0(114) 100.0(128) 100.0(111) 100.0(467) 

便

所 

立ち上がり   Category1 Category2 Category3 Category4 全体 

  

事故 5.1(6) 2.5(3) 3.0(4) 8.5(10) 4.7(23) 

ヒヤリハット 4.2(5) 8.3(10) 4.5(6) 7.6(9) 6.1(30) 

ない 90.7(107) 89.2(107) 92.5(124) 83.9(99) 89.2(437) 

合計 100.0(118) 100.0(120) 100.0(134) 100.0(118) 100.0(490) 

台

所 

料理   Category1 Category2 Category3 Category4 全体 

  

事故 27.8(32) 15.7(18) 6.1(8) 25.4(29) 18.3(87) 

ヒヤリハット 19.1(22) 13.9(16) 17.6(23) 11.4(13) 15.6(74) 

ない 53.0(61) 70.4(81) 76.3(100) 63.2(72) 66.1(314) 

合計 100.0(115) 100.0(115) 100.0(131) 100.0(114) 100.0(475) 

居

室 

椅子等立ち上がり   Category1 Category2 Category3 Category4 全体 

  

事故 12.7(15) 6.7(8) 6.7(9) 14.4(17) 10.0(49) 

ヒヤリハット 11.9(14) 7.5(9) 6.7(9) 14.4(17) 10.0(49) 

ない 75.4(89) 85.8(103) 86.6(116) 71.2(84) 80.0(392) 

合計 100.0(118) 100.0(120) 100.0(134) 100.0(118) 100.0(490) 

扉の開閉   Category1 Category2 Category3 Category4 全体 

  

事故 13.2(15) 3.5(4) 2.4(3) 11.5(13) 7.5(35) 

ヒヤリハット 7.0(8) 10.5(12) 8.7(11) 14.2(16) 10.0(47) 

ない 79.8(91) 86.0(98) 89.0(113) 74.3(84) 82.5(386) 

合計 100.0(114) 100.0(114) 100.0(127) 100.0(113) 100.0(468) 

歩行   Category1 Category2 Category3 Category4 全体 

  

事故 14.9(17) 5.3(6) 3.1(4) 14.9(17) 9.4(44) 

ヒヤリハット 16.7(19) 11.5(13) 11.7(15) 14.9(17) 13.6(64) 

ない 68.4(78) 83.2(94) 85.2(109) 70.2(80) 77.0(361) 

合計 100.0(114) 100.0(113) 100.0(128) 100.0(114) 100.0(469) 

腹部挟まれ             

玄

関 

玄関扉の開閉   Category1 Category2 Category3 Category4 全体 

  

事故 5.3(6) 1.8(2) 1.6(2) 4.5(5) 3.2(15) 

ヒヤリハット 2.6(3) 6.1(7) 4.7(6) 12.6(14) 6.4(30) 

ない 92.1(105) 92.1(105) 93.8(120) 82.9(92) 90.4(422) 

合計 100.0(114) 100.0(114) 100.0(128) 100.0(111) 100.0(467) 

居

室 

隙間   Category1 Category2 Category3 Category4 全体 

  

事故 5.1(6) 5.0(6) 3.7(5) 7.6(9) 5.3(26) 

ヒヤリハット 12.7(15) 4.2(5) 6.0(8) 14.4(17) 9.2(45) 

ない 82.2(97) 90.8(109) 90.3(121) 78.0(92) 85.5(419) 

合計 100.0(118) 100.0(120) 100.0(134) 100.0(118) 100.0(490) 

 

 

  

表 4-17-3.［Category別］事故項目毎にみた事故やヒヤリハットの経験 
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 Category1 Category2 Category3 Category4 

1 【腹部ぶつかり】 

台所：料理 

【転落】 

階段：下り 

【転落】 

階段：下り 

【腹部ぶつかり】 

台所：料理 

2 【腹部ぶつかり】 

居室：歩行 

【腹部ぶつかり】 

台所：料理 

【転落】 

階段：上り 

【転落】 

階段：下り 

3 【腹部ぶつかり】 

居室：扉の開閉 

【転倒】 

玄関：玄関扉開閉 

【腹部ぶつかり】 

居室：椅子等立上がり 

【転落】 

階段：上り 

4 【転落】 

階段：下り 

【腹部ぶつかり】 

居室：椅子等立上がり 

【転倒】 

居室：床からの立上がり 

【腹部ぶつかり】 

台所：料理 

【腹部ぶつかり】 

居室：歩行 

5 【転倒】 

居室：靴や服の着脱 

（立位） 

【転倒】 

玄関：上がり框の昇降 

【転落】 

階段：上り 

【転倒】 

玄関：上がり框の昇降 

 

【腹部ぶつかり】 

居室：椅子等立上がり 

 

 

 Category1 Category2 Category3 Category4 

1 【転倒】 

居室：靴や服の着脱 

（立位） 

【転落】 

階段：下り 

【転倒】 

居室：靴や服の着脱 

（立位） 

【転倒】 

居室：靴や服の着脱 

（立位） 

2 【転落】 

階段：下り 

【転倒】 

居室：重い荷物の運搬 

【腹部ぶつかり】 

台所：料理 

【転倒】 

寝室：起床時の起上がり 

3 【転倒】 

居室：床からの立ち上がり 

【転倒】 

居室：靴や服の着脱 

（立位） 

【腹部ぶつかり】 

居室：歩行 

【転落】 

階段：下り 

4 【腹部ぶつかり】 

台所：料理 

【転落】 

階段：上り 

【転倒】 

寝室：就寝時の横たわり 

【転倒】 

居室：重い荷物の運搬 

5 【腹部ぶつかり】 

居室：歩行 

【転倒】 

浴室：浴槽縁のまたぎ 

【転倒】 

居室：歩行 

【転倒】 

居室：歩行 

【腹部ぶつかり】 

居室：歩行 

 

表 4-18．［妊婦の分類別］「事故」が割合の高い項目（抜粋） 

表 4-19．［妊婦の分類別］「ヒヤリハット」が割合の高い項目（抜粋） 
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４．３ 考察 

（１）妊娠月数別にみた住宅内事故やヒヤリハットとの関係 

・表 4-1 から、事故、ヒヤリハットそれぞれの割合を抽出し、グラフにした図を図 4-1 に示

す。事故の割合を身体的変化とともに捉えると、妊婦特有の体型になり始める妊娠７・８

ヶ月で割合が高く、一方、体型の変換期又は妊婦特有の体型になる妊娠５か月又は９か月

以降では割合は低い。さらに、「ヒヤリハット」をみると、妊婦特有の体型になり始めた７

ヶ月で割合が高くなり、体型の変換期間である妊娠５か月では低くなることがわかる。す

なわち、事故及びヒヤリハットが発生しやすくなる時期は一致している。 

 

 

（２）身体的変化別にみた住宅内事故やヒヤリハットとの関係 

・体重別にみると、事故やヒヤリハットの経験は、体重が増加すると、その割合も増加する

傾向があった。事故項目別でみた事故やヒヤリハットの経験にも同様の傾向があり、ここ

から体重の変化と事故やヒヤリハットには関連があると示唆できる。すなわち、体重が増

加すると事故やヒヤリハットが発生する可能性は高くなる。 

・腹囲別にみると、腹囲 100cm 以上における事故及びヒヤリハットは、もっとも多く、腹囲

の大きさが住宅内事故やヒヤリハット発生に関連していることがわかる。これは、腹囲の

大きさは妊婦の体型変化に大きく関連し、それによって、増加していると考えられる。 

・一方で「【転倒】居室：清掃」、「【転倒】居室：歩行」は 69cm未満において事故がもっとも

図 4-1．［妊娠月数別］事故及びヒヤリハットの割合 

4 5 6 7 8 9 10

妊娠月数（ヶ月）

事故の割合（抜粋）

4 5 6 7 8 9 10

妊娠月数（ヶ月）妊娠月数（ヶ月）妊娠月数（ヶ月）

ヒヤリハットの割合（抜粋）
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多くなった。３．２．１「（２）身体的変化」より、妊娠月数と腹囲の変化を捉えると、69cm

未満は妊娠６ヶ月以前の妊婦がそのほとんどを占めている。妊娠６ヶ月以前において代表

的な妊娠による変化は「つわり」であり、この生理的変化が、この２つの事故やヒヤリハ

ットに影響を及ぼしていると考えられる。 

・腹部のぶつかりや、腹部の挟まれ事故は、腹囲が 100cm 以上になると顕著に高い割合を示

している。この要因として、腹囲の大きさは腹部前方へのふくらみ長さと比例しており、

妊婦は日々大きくなる腹部への身体認識と前方の対象物との距離を正確に把握する必要が

ある。しかし、日々変化するその距離を正確に把握することは難しく、それが原因で事故

やヒヤリハットを経験していると考える。したがって、妊婦は腹部が大きくなることによ

って前方の対象物との距離感がとりにくくなり、〈腹部のぶつかり〉といった事故が発生し

ている。 

（３）生理的変化別にみた住宅内事故やヒヤリハットの関係 

・表 4-10、表 4-12、表 4-14 より、肩こり・腰痛別、むくみ・冷え別、つわり・眠気別に事

故やヒヤリハットの経験をみると、その変化に関わらず、割合に大きな差はみられない。 

・表 4-11より、肩こり・腰痛別では、その変化をよく感じている妊婦のうち、「【転落】階段：

下る」「【腹部のぶつかり】台所：調理」「【腹部のぶつかり】居室：歩行」において、事故の

発生割合は 10％以上となったが、その他はいずれも 10％以下である。さらに、事故の発生

割合とヒヤリハットの発生割合を比較すると、「【腹部のぶつかり】台所：調理」において、

ヒヤリハットよりも事故の発生割合が高い。一方で、その他の事故項目においてはヒヤリ

ハットの発生割合の方が高い傾向を示している。表 4-13より、むくみ・冷え別では、「【転

倒】玄関：扉の開閉」「【転倒】居室：靴や服の着脱（立位）」、「【転落】階段：下る」「【腹部

のぶつかり】台所：調理」「【腹部のぶつかり】居室：扉の開閉」において、事故の 10％以

上となったが、その他はいずれも 10％以下である。さらに、事故の発生割合とヒヤリハッ

トの発生割合を比較すると、「【転倒】玄関：扉の開閉」「【腹部のぶつかり】台所：調理」

「【腹部のぶつかり】居室：扉の開閉」において、ヒヤリハットよりも事故の発生割合が高

い。表 4-15より、つわり・眠気別では「【転落】階段：下る」「【腹部のぶつかり】居室：椅

子等立上り」「【腹部のぶつかり】居室：歩行」において、事故の 10％以上となったが、そ

の他はいずれも 10％以下である。さらに、事故の発生割合とヒヤリハットの発生割合を比

較すると「【転倒】玄関：扉の開閉」「【腹部のぶつかり】居室：椅子等立上り」において、

ヒヤリハットよりも事故の発生割合が高い。以上から、まず、事故の発生割合は 10％を超

えた事故項目のうち、とくに「【転落】階段：下る」事故は、生理的変化に関わらず、高い

傾向を示している。とくにむくみ・冷え別にみると、「【転落】階段：下る」では、事故及び

ヒヤリハットの発生割合はともに 20％を超えていて、むくみ・冷えをよく感じている妊婦

は注意が必要な事故であると考えられる。次に、生理的変化別に事故とヒヤリハットの割

合を比較すると【腹部のぶつかり】は事故よりヒヤリハットよりも事故の発生割合が高く、
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この事故はヒヤリハットに至らず、直接事故に至る可能性が高いと考えられる。 

・しかし、総じて３つの生理的変化別において、顕著に事故やヒヤリハットの割合が高くな

る事故項目は少なく、この分析から生理的変化からみた住宅内事故やヒヤリハットの関係

性を見出すことはできない。 

（４）Category別にみた住宅内事故やヒヤリハットの関係 

・Category 別に住宅内事故やヒヤリハットの関係を捉える。事故の発生状況を捉えるため、

表 4-17から事故項目ごとに事故、ヒヤリハットを経験した妊婦をそれぞれ抽出し、その割

合を表 4-20 に示す。さらに、表 4-17 を、簡略化し、事故の割合が５％以上の事故項目、

ヒヤリハットが 10％以上の事故項目を図 4-2に示す。 

・この二つの表と図より、まず事故は身体的変化の大きい Category１・４において、発生す

る割合が高くなる事故項目の数は多く、とくに Category４においてもっとも高い割合を示

す傾向が捉えられる。加えて、下肢負担の小さい動作や単純動作を伴う ADL を玄関で行う

場合の発生割合も高い傾向を示している。 

・同様にヒヤリハットにおいても身体的変化の大きい Category１・４において、発生する割

合が高くなる事故項目の数は多い傾向がある。加えて、立位での靴や服の着脱時の転倒事

故の発生割合は Category によらず高い傾向を示している。 
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1 2 3 4 全体

玄関扉の開閉 3.5(4) 10.5(12) 5.5(7) 10.8(12) 7.5(35)

上がり框昇降 5.5(6) 6.3(7) 5.6(7) 12.3(13) 7.3(33)

洗髪・洗身時（立位） 7.0(6) 5.7(5) 2.8(3) 8.3(8) 5.8(22)

清掃 5.9(7) 3.3(4) 4.5(6) 8.5(10) 5.5(27)

浴槽縁のまたぎ 5.3(6) 4.4(5) 2.5(3) 11.8(13) 5.9(27)

床からの立ち上がり 6.0(7) 1.7(2) 6.1(8) 10.9(12) 6.1(29)

床に座る 8.7(10) 3.5(4) 3.1(4) 10.0(11) 6.2(29)

清掃 6.3(7) 3.4(4) 3.1(4) 1.9(2) 3.6(17)

歩行 5.3(6) 2.7(3) 2.3(3) 2.6(3) 3.2(15)

扉の開閉 4.4(5) 3.5(4) 0.8(1) 4.4(5) 3.2(15)

靴や服の着脱時（立位） 9.6(11) 6.1(7) 1.6(2) 5.3(6) 5.5(26)

棚等からの物の出し入れ（重） 5.9(6) 3.9(4) 5.0(6) 7.1(7) 5.4(23)

棚等からの物の出し入れ（軽） 1.8(2) 2.7(3) 3.1(4) 3.5(4) 2.8(13)

重い荷物の運搬 5.0(5) 1.9(2) 4.2(5) 4.0(4) 3.8(16)

軽い荷物の運搬 1.8(2) 3.6(4) 3.9(5) 5.3(6) 3.7(17)

就寝時の横たわり 4.4(5) 1.8(2) 1.6(2) 6.3(7) 3.4(16)

起床時の起き上がり 6.1(7) 1.8(2) 3.8(5) 3.6(4) 3.8(18)

室内間出入り（物：無） 5.9(6) 6.0(6) 2.7(3) 10.5(11) 6.2(26)

室内間出入り（物：有） 4.9(5) 4.0(4) 2.8(3) 10.4(11) 5.5(23)

1 2 3 4 全体

上り 6.2(4) 6.3(4) 7.2(5) 15.1(11) 8.9(24)

下り 10.9(7) 16.9(11) 7.4(5) 18.1(13) 13.4(36)

1 2 3 4 全体

棚等からの物の出入れ（重） 4.0(4) 2.9(3) 3.3(4) 7.1(7) 4.3(18)

棚等からの物の出入れ（軽） 2.7(3) 3.6(4) 3.1(4) 7.9(9) 4.3(20)

1 2 3 4 全体

玄関 玄関扉の開閉 7.0(8) 3.5(4) 2.3(3) 9.9(11) 5.6(26)

便所 立ち上がり 5.1(6) 2.5(3) 3.0(4) 8.5(10) 4.7(23)

台所 料理（調理）をする 27.8(32) 15.7(18) 6.1(8) 25.4(29) 18.3(87)

椅子等立ち上がり 12.7(15) 6.7(8) 6.7(9) 14.4(17) 10.0(49)

扉の開閉 13.2(15) 3.5(4) 2.4(3) 11.5(13) 7.5(35)

歩行 14.9(17) 5.3(6) 3.1(4) 14.9(17) 9.4(44)

1 2 3 4 全体

玄関 玄関扉の開閉 5.3(6) 1.8(2) 1.6(2) 4.5(5) 3.2(15)

居室（隙間） 5.1(6) 5.0(6) 3.7(5) 7.6(9) 5.3(26)

場所 ADL
Category

Category
場所 ADL

転倒

転落

玄関

物落下

寝室

ベランダ

階段

腹部挟まれ

場所 ADL
Category

居室

場所 ADL
Category

居室

居室

浴室

場所 ADL
Category

腹部ぶつかり

表 4-20-1．［Category別］事故の割合（抜粋） 
単位：％ （ ）内：度数 人 
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1 2 3 4 全体

玄関扉の開閉 3.5(4) 3.5(4) 6.3(8) 2.7(3) 4.1(19)

上がり框昇降 9.2(10) 9.9(11) 7.2(9) 5.7(6) 8.0(36)

洗髪・洗身時（立位） 14.0(12) 6.9(6) 6.4(7) 11.5(11) 9.5(36)

清掃 12.7(15) 11.7(14) 8.2(11) 7.6(9) 10.0(49)

浴槽縁のまたぎ 11.4(13) 18.4(21) 9.8(12) 6.4(7) 11.5(53)

床からの立ち上がり 22.2(26) 13.9(16) 8.4(11) 11.8(13) 14.0(66)

床に座る 8.7(10) 8.8(10) 7.8(10) 9.1(10) 8.6(40)

清掃 6.3(7) 10.3(12) 6.9(9) 13.9(15) 9.2(43)

歩行 11.4(13) 12.4(14) 10.2(13) 14.9(17) 12.2(57)

扉の開閉 2.6(3) 5.3(6) 5.5(7) 9.7(11) 5.8(27)

靴や服の着脱時（立位） 26.1(30) 19.1(22) 19.7(25) 30.7(35) 23.8(112)

棚等からの物の出し入れ（重） 7.9(8) 8.7(9) 4.2(5) 12.1(12) 8.0(34)

棚等からの物の出し入れ（軽） 6.3(7) 8.2(9) 6.3(8) 10.5(12) 7.8(36)

重い荷物の運搬 6.9(7) 19.4(20) 5.0(6) 15.2(15) 11.3(48)

軽い荷物の運搬 10.7(12) 10.9(12) 5.5(7) 10.5(12) 9.3(43)

就寝時の横たわり 14.9(17) 11.8(13) 11.6(15) 8.9(10) 11.8(55)

起床時の起き上がり 8.7(10) 11.6(13) 9.9(13) 18.8(21) 12.1(57)

室内間出入り（物：無） 2.9(3) 9.0(9) 6.4(7) 5.7(6) 6.0(25)

室内間出入り（物：有） 4.9(5) 11.0(11) 9.3(10) 7.5(8) 8.2(34)

1 2 3 4 全体

上り 13.8(9) 19.0(12) 7.2(5) 9.6(7) 12.2(33)

下り 23.4(15) 23.1(15) 8.8(6) 15.3(11) 17.5(47)

1 2 3 4 全体

棚等からの物の出入れ（重） 11.9(12) 11.7(12) 9.2(11) 7.1(7) 9.9(42)

棚等からの物の出入れ（軽） 8.9(10) 11.8(13) 8.7(11) 8.8(10) 9.5(44)

1 2 3 4 全体

玄関 玄関扉の開閉 12.3(14) 7.9(9) 5.5(7) 9.0(10) 8.6(40)

便所 立ち上がり 4.2(5) 8.3(10) 4.5(6) 7.6(9) 6.1(30)

台所 料理（調理）をする 19.1(22) 13.9(16) 17.6(23) 11.4(13) 15.6(74)

椅子等立ち上がり 11.9(14) 7.5(9) 6.7(9) 14.4(17) 10.0(49)

扉の開閉 7.0(8) 10.5(12) 8.7(11) 14.2(16) 10.0(47)

歩行 16.7(19) 11.5(13) 11.7(15) 14.9(17) 13.6(64)

1 2 3 4 全体

玄関 玄関扉の開閉 2.6(3) 6.1(7) 4.7(6) 12.6(14) 6.4(30)

居室（隙間） 12.7(15) 4.2(5) 6.0(8) 14.4(17) 9.2(45)

Category
ADL

転落

物落下

腹部ぶつかり

腹部挟まれ

ADL

ADL

ADL
Category

場所

居室

Category

Category

転倒

Category

ADL場所

玄関

居室

浴室

場所

居室

場所

寝室

ベランダ

場所

階段

表 4-20-2．［Category別］ヒヤリハットの割合（抜粋） 

単位：％ （ ）内：度数 人 
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≧15% 転落 階段 下り 腹部ぶつかり 台所 料理（調理）をする

腹部ぶつかり 台所 料理（調理）をする

≧10% 転倒 玄関 玄関扉の開閉 転落 階段 下り

腹部ぶつかり 居室 椅子等立ち上がり/扉の開閉/歩行

≧5% 玄関 上がり框昇降 居室 靴や服の着脱時（立位）/床に座る

浴室 洗髪・洗身時（立位） 浴室 洗髪・洗身時（立位）

居室 靴や服の着脱時（立位） 階段 上り 他11項目

ベランダ 室内間出入り（物：無） 玄関 玄関扉の開閉

転落 階段 上り 便所 立ち上がり

腹部ぶつかり 居室 椅子等立ち上がり/歩行 玄関 玄関扉の開閉

腹部挟まれ 居室（隙間） 居室（隙間）

≧15% 転落 階段 上り/下り

腹部ぶつかり 台所 料理（調理）をする

≧10% 玄関 上がり框昇降/玄関扉の開閉

浴室 浴槽縁のまたぎ

居室 床に座る/立上がり

ベランダ 室内間出入り（物：有/無）

腹部ぶつかり 居室 扉の開閉/椅子等立ち上がり/歩行

≧5% 玄関 玄関扉の開閉/上がり框昇降 居室 靴や服の着脱時（立位）

居室 床からの立ち上がり/ 浴室 洗髪・洗身時（立位）/清掃 他３項目

棚等からの物の出し入れ（重） 物落下 居室 棚等からの物の出入れ（重・軽）

転落 階段 上り/下り

台所 料理（調理）をする

居室 椅子等立ち上がり

転倒

腹部ぶつかり

転倒

転倒
転倒

腹部ぶつかり

腹部挟まれ

転倒

Category２

Category３ Category４

Category１

Category２

Category３ Category４

Category１
≧15% 浴室 浴槽縁のまたぎ 床からの立ち上がり

靴や服の着脱時（立位） 靴や服の着脱時（立位）

重い荷物の運搬 転落 階段 下り

転落 階段 上り/下り 台所 料理（調理）をする

居室 歩行

≧10% 転倒 浴室 清掃 洗髪・洗身時（立位）/清掃

居室 床からの立ち上がり 浴槽縁のまたぎ

居室 清掃/歩行・軽い荷物の運搬 居室 歩行/軽い荷物の運搬

寝室 就寝時の横たわり 寝室 就寝時の横たわり

起床時の起き上がり 転落 階段 上り

ベランダ 室内間出入り（物：有） 物落下 居室 棚等からの物の出入れ（重）

物落下 居室 棚等からの物の出入れ（重・軽） 玄関 玄関扉の開閉

腹部ぶつかり 台所 料理（調理）をする 居室 椅子等立ち上がり

居室 扉の開閉/歩行 腹部挟まれ 居室（隙間）

≧15% 転倒 居室 靴や服の着脱時（立位） 靴や服の着脱時（立位）

腹部ぶつかり 台所 調理 重い荷物の運搬

寝室 起床時の起き上がり

転落 階段 下り

≧10% 居室 歩行 浴室 洗髪・洗身時（立位）

寝室 就寝時の横たわり 床からの立ち上がり

腹部ぶつかり 居室 歩行 清掃/歩行/軽い荷物の運搬

棚等からの物の出入れ（重・軽）

台所 料理（調理）をする

居室 椅子等立ち上がり/扉の開閉/歩行

玄関 玄関扉の開閉

居室（隙間）

転倒
居室

転倒

腹部挟まれ

居室

居室
転倒

腹部ぶつかり

転倒

腹部ぶつかり

浴室

転倒

居室転倒

腹部ぶつかり

図 4-2-1．［Category別］事故の割合（５％以上を抜粋） 

図 4-2-2．［Category別］ヒヤリハットの割合（10％以上を抜粋） 



116 

 

・次に身体的変化の大きさが同じ Category１と４、２と３で比較し、その割合が２倍以上と

差がある項目を抜き出すと、表 4-21 の通りとなる。この表より身体的変化が大きい

Category１と４の場合、生理的変化を認識していない Category４において、「【転倒】玄関：

玄関扉の開閉」「【転倒】玄関：上がり框の昇降」をはじめとする４項目の事故の割合は顕

著に高い傾向を示している。同様に、ヒヤリハットは「【転倒】居室：清掃」「【転倒】居室：

扉の開閉」をはじめとする５項目が顕著に高い傾向を示している。・身体的変化が小さい

Category２と３場合は、生理的変化を認識している Category２において、事故は「【転倒】

浴室：洗身・洗髪（立位）」「【転倒】居室：扉の開閉」といった５項目が、ヒヤリハットは

「【転倒】浴室：浴槽縁のまたぎ」「【転倒】居室：重い荷物の運搬」といった５項目がそれ

ぞれ顕著に高い傾向を示した。さらに、生理的変化を認識してない Category３において、

事故は「【転倒】居室：床からの立上り」「【転倒】居室：重い荷物の運搬」が顕著に高い傾

向を示している。以上から、ここから身体的変化の大きさだけでなく生理的変化への認識

も事故やヒヤリハットの発生割合に影響を及ぼしていると考えられる。 

 

 

 

 

 

４．４ 小括 

妊娠月数別では、事故は妊娠７～８ヶ月で、ヒヤリハットは７ヶ月で割合が高くなり、そ

れ以降は減少傾向を示した。 

Category 別では、事故は 21項目で Category４の割合がもっとも高い。加えて、居室におけ

る服や靴の着脱（立位）時の転倒事故、階段上り下り時の転落事故、玄関での扉の開閉及び

上り框の昇降時の転倒事故の割合も高い傾向を示した。さらに、身体的変化が大きい

Category１と４を比較すると玄関での扉の開閉及び上り框の昇降時の転倒事故等で

Category４の割合が、身体的変化が小さい Category２と３を比較すると浴室における洗

事故の種類 場所 ADL
Category

1
Category

4
事故の種類 場所 ADL

Category

1
Category

4
玄関扉の開閉 3.5(4) 10.8(12) 清掃 6.3(7) 13.9(15)

上がり框昇降 5.5(6) 12.3(13) 扉の開閉 2.6(3) 9.7(11)

浴室 浴槽縁のまたぎ 5.3(6) 11.8(13) 寝室 起床時の起き上がり 8.7(10) 18.8(21)

転落 階段 上り 6.2(4) 15.1(11) 腹部のぶつかり 居室 扉の開閉 7.0(8) 14.2(16)

腹部の挟まれ 玄関 玄関扉の開閉 2.6(3) 12.6(14)

転倒 転倒
玄関 居室

事故の種類 場所 ADL
Category

2
Category

3
事故の種類 場所 ADL

Category

2
Category

3
浴室 洗髪・洗身時（立位） 5.7(5) 2.8(3) 浴室 浴槽縁のまたぎ 18.4(21) 9.8(12)

扉の開閉 3.5(4) 0.8(1) 重い荷物の運搬 19.4(20) 5.0(6)

靴や服の着脱時（立位） 6.1(7) 1.6(2) 軽い荷物の運搬 10.9(12) 5.5(7)

転落 階段 下り 16.9(11) 7.4(5) 上り 19.0(12) 7.2(5)

腹部ぶつかり 台所 料理（調理）をする 15.7(18) 6.1(8) 下り 23.1(15) 8.8(6)

床からの立ち上がり 1.7(2) 6.1(8)

重い荷物の運搬 1.9(2) 4.2(5)

居室

居室

転倒

転倒

転倒
居室

階段転落

表 4-21-1．［Category別］身体的変化が大きい場合の生理的変化による違い（抜粋） 

表 4-21-2．［Category別］身体的変化が小さい場合の生理的変化による違い（抜粋） 

単位：％ （ ）内：度数 人 

単位：％ （ ）内：度数 人 
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髪・洗身時の転倒事故等で Category２の割合が、それぞれ高い傾向を示した。すなわち、

下肢負担の大きい動作、様々な動作の組み合わせが必要な動作を行う際や、単純な動作を玄

関で行う際に事故は発生しやすく、さらに生理的変化への認識の有無が事故やヒヤリハット

の発生に影響を及ぼすことを把握した  
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第５章 住宅の室内環境の違いが ADL、 

住宅内事故の経験に及ぼす影響 

 
 本章では、住宅の段差及び手すりの有無、段差及び階段の種類、室の配置関係といった室

内環境の違いが、ADL、事故の経験に及ぼす影響を捉えるため、「妊娠期の ADL の変化と事故

に関する調査」（調査 A、回答者数：490名）で得られた情報をもとに分析している。分析は、

室内環境と ADL の変化との関係、室内環境と事故の経験との関係をクロス集計することによ

り、その関係を考察している。 

 

５．１ 調査結果 

５．１．１ 回答者の住宅の室内環境の状況 

 回答者が居住している住宅の各室における室内環境の状況について、住宅の所有形態や建

築形態、居住年数、さらに各室の構造について所有・建築形態別についてクロス集計を行い

分析する。なお、表中に示される数値は割合を示し、（ ）内は度数を示している。さらに、

文章中で触れられている表中の割合や度数は灰色で表記している。 
（１）住宅の所有形態と建築形態 
 住宅の所有形態と建築形態は「持家（戸建て住宅）」32.9％（161人）、「持家（アパート・

マンション）」15.9％（78人）、「借家（戸建て住宅）」4.3％（21人）、「借家（アパート・マン

ション）」41.6％（204人）、「社宅・寮」4.9％（24人）、「その他」0.4％（２人）である。 

（２）居住年数 
 居住年数は、12年５ヶ月がもっとも長く、１ヶ月がもっとも短い。平均居住年数は３年８

ヶ月で、中央値は２年６ヶ月、最頻値は２年である。居住年数を段階別にみると「１年未満」

が 20.0％（98人）、「１年以上３年未満」が 34.9％（171人）、「３年以上５年未満」が 22.4％

（110人）、「５年以上 10年未満」が 14.9％（73人）、「10年以上」が 7.8％（38人）である。 

（３）各室の構造 
・玄関 
 玄関の上がり框（室内と玄関土間との境にある段差）の有無と、手すり（又は手すりの

代わりになるもの）の有無を所有及び建築形態にクロス集計した結果を表 5-1に示す。「上

がり框が有る」場合の手すりの設置状況をみると、所有及び建築形態に関わらず「手すり

は無い」が多く、「戸建住宅（持家）」46.6％（75人）、「戸建住宅（借家）」61.9％（13人）、

「アパート・マンション（持家）」29.5％（23人）、「アパート・マンション（借家）」45.6％

（93人）、「社宅・寮」50.0％（12人）となる。 
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         単位：％ （ ）内：度数 人 

 
戸建住宅 アパート・マンション 

社宅・寮 その他 合計 
持家 借家 持家 借家 

上

が

り

框 

有 手すり 
有 22.4(36) 4.8(1) 6.4(5) 10.3(21) 4.2(1) 50.0(1) 13.3(65) 

無 46.6(75) 61.9(13) 29.5(23) 45.6(93) 50.0(12)   44.1(216) 

無 手すり 
有 7.5(12) 9.5(2) 10.3(8) 4.4(9) 4.2(1)   6.5(32) 

無 23.6(38) 23.8(5) 53.8(42) 39.7(81) 41.7(10) 50.0(1) 36.1(177) 

合計 100.0(161) 100.0(21) 100.0(78) 100.0(204) 100.0(24) 100.0(2) 100.0(490) 

 
  次に、玄関に手すりを「有り」と回答した妊婦の手すりの使用頻度を上がり框の有無別

にクロス集計した結果を表 5-2 に示す。上がり框の有無別に手すりの使用頻度をみると、

上がり框が有る場合、「よく使用する」は 27.7％（18 人）一方、上がり框が無い場合では

25.0％（８人）である。同様に「時々使用する」は上がり框が有る場合で 40.0％（26人）、

無い場合で 53.1％（17人）であり、上がり框の有無で使用頻度に大きく差が出ることはな

い。 

 

  単位：％ （ ）内：度数 人 

使用頻度 上がり框無 上がり框有 合計 

よく使用する 25.0(8) 27.7(18) 26.8(26) 

時々使用する 53.1(17) 40.0(26) 44.3(43) 

使用しない 21.9(7) 32.3(21) 28.9(28) 

合計 100.0(32) 100.0(65) 100.0(97) 

 
・階段 

階段の有無とその種類を所有及び建築形態別にクロス集計した結果を表 5-3 に示す。階

段は「戸建住宅（持家）」で 95.7％（154人）、「戸建住宅（借家）」で 85.7％（18人）と割

合が高い。階段の種類は、「回り（コ形）」階段や「曲がり（L形）」階段のような折れ曲が

り階段が、どの所有及び建築形態においても多い。 

 
      単位：％ （ ）内：度数 人 

 
戸建住宅 アパート・マンション 

社宅・寮 その他 合計 
持家 借家 持家 借家 

階

段

の

有

無 

無 4.3(7) 14.3(3) 75.6(59) 60.3(123) 66.7(16) 50.0(1) 42.7(209) 

有 95.7(154) 85.7(18) 24.4(19) 38.7(81) 33.3(8) 50.0(1) 57.3(281) 

合計 100.0(161) 100.0(21) 100.0(78) 100.0(204) 100.0(24) 100.0(2) 100.0(490) 

階

段

の

種

類 

回り（コ形） 39.6(61) 38.9(7) 57.9(11) 37.0(30) 37.5(3)   39.9(112) 

曲がり（Ｌ形） 41.6(64)        44.4(8) 36.8(7) 38.3(31) 37.5(3)   40.2(113) 

直進（Ｉ形） 16.9(26) 11.1(2)   22.2(18) 25.0(2) 100,0(1) 17.4(49) 

らせん 1.9(3) 5.6(1)   2.5(2)     2.1(6) 

その他     5.3(1)       0.4(1) 

合計 100.0(154) 100.0(18) 100.0(19) 100.0(81) 100.0(8) 100.0(1) 100.0(281) 

表 5-1. ［所有及び建築形態別］玄関の上がり框の有無と手すりの有無 

表 5-2.［上がり框の有無別］玄関の手すりの使用頻度 

表 5-3.［所有及び建築形態別］階段の有無と種類 
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 次に階段の種類別に手すりの有無とその設置位置をクロス集計した結果を表 5-4 に示す。

手すりは階段の種類によらず、ほとんどの場合で設置されている。設置位置は「片側のみ」

が多く、「らせん」階段のみ「両側」の割合が「片側のみ」と比較して 60.0％（３人）と高

い。 

 
     単位：％ （ ）内：度数 人 

 回り（コ形） 曲がり（Ｌ形） 直進（Ｉ形） らせん その他 合計 

手すりの

有無 

なし 15.2(17) 14.2(16) 18.4(9) 16.7(1)   15.3(43) 

あり 84.8(95) 85.8(97) 81.6(40) 83.3(5) 100.0(1) 84.7(238) 

合計 100.0(112) 100.0(113) 100.0(49) 100.0(6) 100.0(1) 100.0(281) 

設置位置 

両側 17.9(17) 13.4(13) 5.0(2) 60.0(3) 100.0(1) 15.1(36) 

片側のみ 82.1(78) 86.6(84) 95.0(38) 40.0(2)   84.9(202) 

合計 100.0(95) 100.0(97) 100.0(40) 100.0(5) 100.0(1) 100.0(238) 

 

・便所 
 便所の便器の種類を所有及び建築形態別にクロス集計し表 5-5 に示す。すべての所有及

び建築形態において、「洋式便器」がもっとも高い割合を示している。 

 
     単位：％ （ ）内：度数 人 

 
戸建住宅 アパート・マンション 

社宅・寮 その他 合計 
持家 借家 持家 借家 

洋式便器 94.4(152) 90.5(19) 97.4(76) 99.5(203) 95.8(23) 100.0(2) 96.9(475) 

和式便器

(両用式) 
4.3(7) 4.8(1) 1.3(1) 0.5(1) 4.2(1)   2.2(11) 

和式便器

(それ以外) 
1.2(2) 4.8(1) 1.3(1)       0.8(4) 

合計 100.0(161) 100.0(21) 100.0(78) 100.0(204) 100.0(24) 100.0(2) 100.0(490) 

 
 次に、便器の種類別にみた手すり（又は手すりの代わりになるもの）の有無を表 5-6 に

示す。便所の手すりは、洋式便器の場合「無」が 77.5％（368人）と多く、和式便器の場合

は手すりが「有」割合が「両用式」、「それ以外」ともに高い。 

 
  単位：％ （ ）内：度数 人 

  洋式便器 
和式便器 

(両用式) 

和式便器 

(それ以外) 
合計 

手すり有 22.5(107) 72.7(8) 100.0(4) 24.3(119) 

手すり無 77.5(368) 27.3(3)  75.7(371) 

合計 100.0(475) 100.0(11) 100.0(4) 100.0(490) 

 

 さらに、手すりがある場合の使用頻度を便器の種類別にし表 5-7 に示す。洋式便器の場

合に 10.3％（11人）が「よく使用する」としているが、総じて「使用しない」割合が高い。 

 

表 5-4.階段の手すりの位置 

表 5-6.［便器の種類別］便所の手すりの有無 

表 5-5.［所有及び建築形態別］便器の種類 
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  単位：％ （ ）内：度数 人 

使用頻度 洋式便器 
和式便器 

(両用式) 

和式便器 

(それ以外) 
合計 

よく使用する 10.3(11)     9.2(11) 

時々使用する 35.5(38) 50.0(4) 50.0(2) 37.0(44) 

使用しない 54.2(58) 50.0(4) 50.0(2) 53.8(64) 

合計 100.0(107) 100.0(8) 100.0(4) 100.0(119) 

 
 便所の広さを所有及び建築形態別にクロス集計した結果を表 5-8に示す。「戸建住宅（持

家）」及び「戸建住宅（借家）」の便所の広さは「手が届かない」とする割合が高く、順に

53.4％（86 人）、71.4％（15 人）である、それ以外の建築及び所有形態では、「手が届く/

届きそう」の割合が高い。 

 
     単位：％ （ ）内：度数 人 

  

  

戸建住宅 アパート・マンション 
社宅・寮 その他 合計 

持家 借家 持家 借家 

手が届く/届きそう 46.6(75) 28.6(6) 73.1(57) 64.2(131) 62.5(15) 100.0(2) 58.4(286) 

手が届かない 53.4(86) 71.4(15) 26.9(21) 35.8(73) 37.5(9)   41.6(204) 

合計 100.0(161) 100.0(21) 100.0(78) 100.0(204) 100.0(24) 100.0(2) 100.0(490) 

 
 さらに、便所の広さを便器の種類別にクロス集計した結果を表 5-9 に示す。「和式便器

（両用式）」の場合、便所の広さが「手が届く/届くそう」とする割合は 63.6％（７人）と

高くなっているが、総じて便器の種類による便所の広さに差はみられなかった。 
 

  単位：％ （ ）内：度数 人 

  洋式便器 和式便器(両用式) 和式便器(それ以外) 合計 

手が届く/届きそう 58.3(277) 63.6(7) 50.0(2) 58.4(286) 

手が届かない 41.7(198) 36.4(4) 50.0(2) 41.6(204) 

合計 100.0(475) 100.0(11) 100.0(4) 100.0(490) 

 
・浴室 

浴室の有無は「戸建住宅（借家）」において「浴室無」とした回答が１件あり、以下の浴

室に関する結果は「浴室無」を除外して記す。 

 浴室と洗面所（又は脱衣所）間の段差の有無及び種類を所有及び建築形態別にクロス集

計した結果を表 5-10に示す。「段差有」の割合は「戸建住宅（持家）」39.1％（63人）「ア

パート・マンション（持家）」44.9％（35人）で、「段差無」と比較して低い。一方、「戸建

住宅（借家）」での「段差有」の割合は 55.0％（11 人）、「アパート・マンション（借家）」

71.1％（145人）となり、所有形態によって段差の有無に違いがみられた。段差の種類は「社

宅・寮」では床面が凸になっていて、またぎ越す必要のある段差（以下、「またぎ段差」）が

表 5-7.［便器の種類別］便所の手すりの使用頻度 

表 5-8.［所有及び建築形態別］便所の広さ 

表 5-9.［便器の種類別］便所の広さ 
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64.7％（11人）で、段違いになっていてまたぐ必要のない段差（以下、「単純段差」）より

高い。その他の所有及び建築形態では単純段差の割合が高い。 

 

      単位：％ （ ）内：度数 人 

 
戸建住宅 アパート・マンション 

社宅・寮 その他 合計 
持家 借家 持家 借家 

段

差 

無 60.9(98) 45.0(9) 55.1(43) 28.9(59) 29.2(7) 50.0(1) 44.4(217) 

有 39.1(63) 55.0(11) 44.9(35) 71.1(145) 70.8(17) 50.0(1) 55.6(272) 

合計 100.0(161) 100.0(20) 100.0(78) 100.0(204) 100.0(24) 100.0(2) 100.0(489) 

段

差

の

種

類 

単純 79.4(50) 90.9(10) 68.6(24) 48.3(70) 35.3(6)   58.8(160) 

またぎ段差 20.6(13) 0.9(1)% 31.4(11)% 51.7(75)% 64.7(11) 100.0(1) 41.2(112) 

合計 100.0(63) 100.0(11) 100.0(35) 100.0(145) 100.0(17) 100.0(1) 100.0(272) 

  

浴室の浴槽と洗い場の間にある手すり（又は手すりの代わりとなるもの）の有無とその

使用頻度を所有及び建築形態にクロス集計した結果を表 5-11 に示す。「持家（戸建住宅）」

の場合、「手すり有」は 60.2％（97 人）と半数を占める。一方、その他の所有及び建築形

態では、「手すり無」が半数以上となり、所有及び建築形態全体でみても「手すり無」は 63.2％

（309人）となる。使用頻度は、「戸建住宅（持家）」、「戸建住宅（借家）」、「アパート・マ

ンション（持家）」における「よく使用する」と「時々使用する」合計した割合は半数以上

となる。 

 

      単位：％ （ ）内：度数 人 

 
戸建住宅 アパート・マンション 

社宅・寮 その他 合計 
持家 借家 持家 借家 

手

す

り 

無 39.8(64) 51.3(40) 65.0(13) 83.8(171) 83.3(20) 50.0(1) 63.2(309) 

有 60.2(97) 48.7(38) 35.0(7) 16.2(33) 16.7(4) 50.0(1) 36.8(180) 

合計 100.0(161) 100.0(78) 100.0(20) 100.0(204) 100.0(24) 100.0(2) 100.0(489) 

使

用

頻

度 

よく使用する 16.5(16) 10.5(4) 14.3(1) 9.1(3) 25.0(1)  13.9(25) 

時々使用する 40.2(39) 42.1(16) 57.1(4) 30.3(10) 75.0(3)  40.0(71) 

使用していない 43.3(42) 47.4(18) 28.6(2) 60.6(20)  100.0(1) 46.1(83) 

合計 100.0(161) 100.0(78) 100.0(21)% 100.0(204) 100.0(24) 100.0(2) 100.0(489) 

 

 浴槽内から座って手が届く範囲にある手すり（又は手すりの代わりとなるもの）の有無

と使用頻度を所有及び建築形態にクロス集計した結果を表 5-12に示す。手すりが「無」の

割合は「浴槽と洗い場の間にある手すりの有無」と同程度となっている。使用頻度を「浴

槽と洗い場の間にある手すり」と比較すると、「持家」の場合、その使用頻度は微増してい

た。「持家（戸建住宅）」では、「手すり有」は 65.8％（106人）、同様に「アパート・マンシ

ョン（持家）」では 52.6％（41 人）と半数を占める。一方、その他の所有及び建築形態で

表 5-11.［所有及び建築形態別］浴槽と洗い場の間にある手すりの有無と使用頻度 

表 5-10.［所有及び建築形態別］浴室と洗面所（又は脱衣所）間の段差の有無と種類 
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は「手すり無」の割合の方が高く、全体でも「手すり無」が高い。使用頻度は「戸建住宅

（持家）」、「戸建住宅（借家）」、「アパート・マンション（持家）」では「よく使用する」及

び「時々使用する」の合計の割合は半数以上となるが、その他の所有及び建築形態では、

それらの合計の値より「使用していない」の割合の方が高くなっている。 

 
 

      単位：％ （ ）内：度数 人 

 
戸建住宅 アパート・マンション 

社宅・寮 その他 合計 
持家 借家 持家 借家 

手

す

り 

無 34.2(55) 65.0(13) 47.4(37) 81.4(166) 70.8(17) 50.0(1) 59.1(289) 

有 65.8(106) 35.0(7) 52.6(41) 18.6(38) 29.2(7) 50.0(1) 40.9(200) 

合計 100.0(161) 100.0(20) 100.0(78) 100.0(204) 100.0(24) 100.0(2) 100.0(489) 

使

用

頻

度 

よく使用する 14.2(15)   14.6(6) 2.6(1) 28.6(2)   12.0(24) 

時々使用する 49.1(52) 57.1(4) 56.1(23) 34.2(13) 14.3(1)   46.5(93) 

使用していない 36.8(39) 42.9(3) 29.3(12) 63.2(24) 57.1(4) 100.0(1) 41.5(83) 

合計 100.0(106) 100.0(7) 100.0(41) 100.0(38) 100.0(7) 100.0(1) 100.0(200) 

 
 浴室と便所の位置関係を所有及び建築形態別にクロス集計した結果を表 5-13に示す。所

有及び建築形態に関わらず、浴室と便所の位置関係は別々である割合が高い。 

 
     単位：％ （ ）内：度数 人 

 
戸建住宅 アパート・マンション 

社宅・寮 その他 合計 
持家 借家 持家 借家 

別々 93.8(151) 95.0(19) 94.9(74) 96.6(197) 100.0(24) 100.0(2) 95.5(467) 

同室 6.2(10) 5.0(1) 5.1(4) 3.4(7)     4.5(22) 

合計 100.0(161) 100.0(20) 100.0(78) 100.0(204) 100.0(24) 100.0(2) 100.0(489) 

 

・台所、食事室（ダイニング）、居間の位置関係 

 台所と食事室（ダイニング）の関係を所有及び建築形態にクロス集計し表 5-14 に示す。

なお、表中において台所と食事室（ダイニング）が壁や扉等で仕切られている場合は「D・

K独立」、仕切られていない場合は「D・K一体」、台所がない場合は「Kなし」、食事室がな

い場合は「Dなし」と表記する。 

 所有及び建築形態に関わらず、「D・K一体」となる割合がもっとも高い。 

 
          単位：％ （ ）内：度数 人 

 
戸建住宅 アパート・マンション 

社宅・寮 その他 合計 
持家 借家 持家 借家 

D・K独立 23.0(37) 42.9(9) 26.9(21) 30.4(62) 41.7(10) 50.0(1) 28.6(140) 

D・K一体 74.5(120) 57.1(12) 71.8(56) 66.7(136) 58.3(14) 50.0(1) 69.2(339) 

Kなし     1.3(1)       0.2(1) 

Dなし 0.6(1)     1.5(3)     0.8(4) 

該当なし 1.9(3)     1.5(3)     1.2(6) 

合計 100.0(161) 100.0(21) 100.0(78) 100.0(204) 100.0(24) 100.0(2) 100.0(490) 

表 5-12.［所有及び建築形態別］浴槽内から座って手が届く範囲にある 

手すりと使用頻度 

表 5-13.［所有及び建築形態別］浴室と便所の位置関係 

表 5-14.［所有及び建築形態別］台所と食事室（ダイニング）の位置関係 
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・和室 
 和室の有無を所有及び建築形態にクロス集計し表 5-15 に示す。「借家（アパート・マン

ション）」を除く所有及び建築形態において、和室が「有る」の割合の方が高い。 

 

          単位：％ （ ）内：度数 人 

 
戸建住宅 アパート・マンション 

社宅・寮 その他 合計 
持家 借家 持家 借家 

和室：有 73.3(118) 71.4(15) 61.5(48) 36.3(74) 75.0(18) 100.0(2) 56.1(275) 

和室：無 26.7(43) 28.6(6) 38.5(30) 63.7(130) 26.0(6)   43.9(215) 

合計 100.0(161) 100.0(21) 100.0(78) 100.0(204) 100.0(24) 100.0(2) 100.0(490) 

 

  次に、和室が「有る」場合の和室の使用頻度を所有及び建築形態別にクロス集計し表 5-

16に示す。和室が有る場合、「戸建住宅（持家）」を除く所有及び建築形態において、使用

頻度は「よく使用する」が高い。「戸建住宅（持家）」では「よく使用する」37.3％（44人）

で「時々使用する」は 41.5％（49人）である。 

 

     単位：％ （ ）内：度数 人 

 
戸建住宅 アパート・マンション 

社宅・寮 その他 合計 
持家 借家 持家 借家 

よく使用する 37.3(44) 66.7(10) 52.1(25) 70.3(52) 88.8(16) 50.0(1) 53.8(148) 

時々使用する 41.5(49) 26.7(4) 19.2(14) 16.2(12) 5.6(1)   29.1(80) 

使用しない 21.2(25) 6.7(1) 18.6(9) 13.5(10) 5.6(1) 50,0(1) 17.1(47) 

合計 100.0(118) 100.0(15) 100.0(48) 100.0(74) 100.0(18) 100.0(2) 100.0(275) 

 

・寝室 
 寝室で使用している寝具の種類を所有及び建築形態別にクロス集計した結果を表 5-17

に示す。「戸建住宅（持家）」、「戸建住宅（借家）」、「アパート・マンション（持家）」、「ア

パート・マンション（借家）」では「足つき」のベッドを使用している割合が高い。一方、

「社宅・寮」では「布団」を使用している割合が高い。さらに、「戸建住宅（持家）」、「戸

建住宅（借家）」、「アパート・マンション（持家）」、「アパート・マンション（借家）」では、

「足つき」のベッドを使用している割合に次いで、「布団」の割合が高い。 

 
      単位：％ （ ）内：度数 人 

 
戸建住宅 アパート・マンション 

社宅・寮 その他 合計 
持家 借家 持家 借家 

ベ

ッ

ド 

足つき 57.8(93) 47.6(10) 57.7(45) 49.5(101) 8.3(2) 50.0(1) 51.4(252) 

足なし 

（マットレスのみ） 
13.0(21) 19.0(4) 10.3(8) 11.3(23) 8.3(2)   11.8(58) 

布団 28.0(45) 33.3(7) 30.8(24) 38.2(78) 79.2(19) 50.0(1) 35.5(174) 

該当なし 1.2(2)   1.3(1) 1.0(2) 4.2(1)   1.2(6) 

合計 100.0(161) 100.0(21) 100.0(78) 100.0(204) 100.0(24) 100.0(2) 100.0(490) 

表 5-15.［所有及び建築形態別］和室の有無 

表 5-17.［所有及び建築形態別］使用している寝具の種類 

表 5-16.［所有及び建築形態別］和室の使用頻度 
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・ベランダ 
 ベランダの有無を所有及び建築形態にクロス集計し、表 5-18に示す。所有及び建築形態

によらず、ベランダを「有」とする割合が高い。 

 
      単位：％ （ ）内：度数 人 

 
戸建住宅 アパート・マンション 

社宅・寮 その他 合計 
持家 借家 持家 借家 

ベ

ラ

ン

ダ 

無 6.8(11) 9.5(2) 2.6(2) 7.8(16) 4.2(1) 50.0(1) 6.7(33) 

有 93.2(150) 90.5(19) 97.4(76) 92.2(188) 95.8(23) 50.0(1) 93.3(457) 

合計 100.0(161) 100.0(21) 100.0(78) 100.0(204) 100.0(24) 100.0(1) 100.0(490) 

 

  次にベランダと室内間の段差の有無及び種類を所有及び建築形態にクロス集計した結果

を表 5-18 に示す。段差は、所有及び建築形態によらず、「段差無」に比べて「段差有」の方

が割合は高い。とくに「アパート・マンション（持家）」を除いた所有及び建築形態において

高くなっている。 

段差の種類は「戸建住宅（借家）」における段差は「単純段差」より「またぎ段差」の方が

55.6％（10人）と高い。そのほかの所有及び建築形態では、「またぎ段差」より「単純段差」

の方が高い。 
 

      単位：％ （ ）内：度数 人 

 
戸建住宅 アパート・マンション 

社宅・寮 その他 合計 
持家 借家 持家 借家 

段

差 

無 10.0(15) 5.3(1) 42.1(32) 13.8(26) 8.7(2)   16.6(76) 

有 90.0(135) 94.7(18) 57.9(44) 86.2(162) 91.3(21) 100.0(1) 83.4(381) 

合計 100.0(150) 100.0(19) 100.0(76) 100.0(188) 100.0(23) 100.0(1) 100.0(457) 

段

差

の

種

類 

単純 51.9(70) 44.4(8) 65.9(29) 58.0(94) 61.9(13) 100.0(1) 56.4(215) 

またぎ 48.1(65) 55.6(10) 34.1(15) 42.0(68) 38.1(8)   43.6(166) 

合計 100.0(135) 100.0(18) 100.0(44) 100.0(162) 100.0(21) 100.0(1) 100.0(381) 

 
 ベランダがあると回答した妊婦のうち、ベランダを使用の有無について所有及び建築形

態にクロス集計した結果を表 5-19に示す。所有及び建築形態によらず、ベランダの使用は

高い。 

 

     単位：％ （ ）内：度数 人 

 
戸建住宅 アパート・マンション 

社宅・寮 その他 合計 
持家 借家 持家 借家 

無 7.3(11) 10.5(2) 6.6(5) 6.9(13)     6.8(31) 

有 92.7(139) 89.5(17) 93.4(71) 93.1(175) 100(23) 100.0(1) 93.2(426) 

合計 100.0(150) 100.0(76) 100.0(19) 100.0(188) 100.0(23) 100.0(1) 100.0(457) 

 

 

表 3-29. ［所有及び建築形態別］ベランダの有無 

表 5-18.［所有及び建築形態別］ベランダと室内間の段差の有無及び種類 

表 5-19.［所有及び建築形態別］ベランダの使用の有無 
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ベランダを使用していると回答した妊婦に対して、ベランダにある物干し竿の有無とそ

の高さについて所有及び建築形態別にクロス集計した結果を表 5-20に示す。物干し竿は所

有及び建築形態によらず、物干し竿を「有」とする割合が「無」とする割合より高い。さら

にその高さは、「アパート・マンション（持家）」では 32.8％（21人）で「肩くらい」がも

っとも高く、その他の所有及び建築形態では「頭より高い」割合がもっとも高い。 

 
 

      単位：％ （ ）内：度数 人 

 
戸建住宅 アパート・マンション 

社宅・寮 その他 合計 
持家 借家 持家 借家 

有

無 

無 12.2(17) 11.8(2) 9.9(7) 4.6(8) 4.3(1)   8.2(35) 

有 87.8(122) 88.2(15) 90.1(64) 95.4(167) 95.7(22) 100.0(1) 91.8(391) 

合計 100.0(139) 100.0(17) 100.0(71) 100.0((175) 100.0(23) 100.0(1) 100.0(426) 

高

さ 

腰より低い 9.0(11) 6.7(1) 14.1(9) 3.6(6) 4.5(1)   7.2(28) 

腰くらい 5.7(7) 26.7(4) 25(16) 15.6(26) 4.5(1)   13.8(54) 

肩くらい 8.2(10)  32.8(21) 14.4(24) 13.6(3)   14.8(58) 

頭くらい 33.6(41)   17.2(11) 15.6(26) 22.7(5)   21.7(85) 

頭より高い 43.4(53) 53.3(8) 10.9(7) 50.9(85) 54.5(12) 100.0(1) 42.5(166) 

合計 100.0(122) 100.0(15) 100.0(64) 100.0(167) 100.0(22) 100.0(1) 100.0(391) 

 
 
５．１．２ 住宅の室内環境と ADLの変化の関係 

 住宅の各室における室内環境と、各室で行われる ADL の変化の関連についてクロス集計を

行い分析する。なお、ADLの変化をみるため、「そのような場面はない」は分析から除外した。

さらに、変化の度合いについて「よく感じている」は「よく」、「時々感じている」は「時々」、

「感じていない」は「ない」と表記し、文章中で触れられている表中の割合や度数は灰色で

表記している。 

（１） 玄関の上がり框・手すりの有無、手すりの使用頻度と 

玄関に関連する ADLの変化の関係 

 玄関の室内環境として、玄関の上がり框の有無及び手すりの有無、さらに手すりの使用頻

度が ADLの変化に及ぼす影響について分析を行う。 

 

(1)-1. 玄関の上がり框・手すりの有無と玄関：玄関扉を開閉の関係 

ADL の変化を「よく感じている」割合は、全体で 3.9%と少ない。玄関の室内環境と ADL の

変化の関係は、「上がり框：無、手すり：有」で「よく感じている」が 8.0%になる。さらに、

「時々感じている」は 20.0%で、あわせると 28.0%は ADLの変化を感じている。 

 

表 5-20.［所有及び建築形態別］物干し竿の有無と高さ 
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(1)-2. 玄関の上がり框・手すりの有無と玄関：上がり框の昇降の関係 

 ADL の変化を「よく感じている」は、全体で 7.1%で「玄関：玄関扉の開閉」と比較すると

多い。その中でも「上がり框：無、手すり：有」と、「上がり框：有、手すり：有」において

ADLの変化を「よく感じている」割合が高い。とくに前者の「上がり框：無、手すり：有」は

「よく感じている」16.0%と、他の組み合わせより明らかに大きい。 

 

   上段：度数 下段：割合 

上り框 手すり 玄関扉を開閉する 上がり框の昇降 

よく 時々 ない 合計 よく 時々 ない 合計 

無 

無 
6 32 132 170 10 22 123 155 

3.5% 18.8% 77.6% 100.0% 6.5% 14.2% 79.4% 100.0% 

有 
2 5 18 25 4 3 18 25 

8.0% 20.0% 72.0% 100.0% 16.0% 12.0% 72.0% 100.0% 

有 

無 
8 33 167 208 12 36 159 207 

3.8% 15.9% 80.3% 100.0% 5.8% 17.4% 76.8% 100.0% 

有 
2 13 49 64 6 16 42 64 

3.1% 20.3% 76.6% 100.0% 9.4% 25.0% 65.6% 100.0% 

合計 18 83 366 467 32 77 342 451 

 3.9% 17.8% 78.4% 100.0% 7.1% 17.1% 75.8% 100.0% 

 

(1)-3.玄関の手すりの使用頻度と、玄関に関連する ADLの変化に関する関係 

 表 5-21より、玄関に手すりが有る場合のみを抽出し、手すりの使用頻度が玄関での玄関扉

の開閉、上がり框の昇降の変化に及ぼす影響について分析を行う。 

 表 5-22より、上がり框の有無にかかわらず、手すりを使用する場合、玄関扉の開閉におけ

る ADL の変化を「よく感じている」割合は 8.7%で、同様に上がり框の昇降は 25.0％である。

さらに、玄関の上がり框の昇降時に着目すると、手すりをよく使用する場合、その 45.8％と

半数近くが、ADLの変化を感じていると回答している。一方で、手すりを使用しない場合、玄

関扉の開閉では 85.2%、上がり框の昇降では 76.9%と８割前後で ADL の変化を「感じていな

い」としている上がり框がない場合、ADLの変化を「感じていない」割合は玄関扉開閉時、上

がり框昇降時ともに 72.0％と高い割合で、その変化を認識してない。 

この結果を上がり框の有無別にみる。上がり框が無く、手すりをよく又は時々使用する場

合、ADL に関わらずの変化を「感じていない」割合は約 60％である。さらに、上がり框が無

く、手すりを使用しない場合は、全員が ADLの変化を「感じていない」としている。 

一方、上がり框があり、手すりをよく使用する場合、玄関扉の開閉時は 64.7%、上がり框昇

降時は 50.0％が変化を「感じていない」としている。 

 

 

  
  

表 5-21.玄関の室内環境と関連する ADLの変化の関係 
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   上段：度数 下段：割合 

上がり框 使用頻度 
玄関：玄関扉を開閉する 玄関：上がり框の昇降 

よく 時々 ない 合計 よく 時々 ない 合計 

無 

よく使用している 
1 1 4 6 2 0 4 6 

16.7% 16.7% 66.7% 100.0% 33.3% 0.0% 66.7% 100.0% 

時々使用している 
1 4 8 13 2 3 8 13 

7.7% 30.8% 61.5% 100.0% 15.4% 23.1% 61.5% 100.0% 

使用しない 
0 0 6 6 0 0 6 6 

0.0% 0.0% 100.0% 100.0% 0.0% 0.0% 100.0% 100.0% 

合計 
2 5 18 25 4 3 18 25 

8.0% 20.0% 72.0% 100.0% 16.0% 12.0% 72.0% 100.0% 

有 

よく使用している 
1 5 11 17 4 5 9 18 

5.9% 29.4% 64.7% 100.0% 22.2% 27.8% 50.0% 100.0% 

時々使用している 
0 5 21 26 0 7 19 26 

0.0% 19.2% 80.8% 100.0% 0.0% 26.9% 73.1% 100.0% 

使用しない 
1 3 17 21 2 4 14 20 

4.8% 14.3% 81.0% 100.0% 10.0% 20.0% 70.0% 100.0% 

合計 
2 13 49 64 6 16 42 64 

3.1% 20.3% 76.6% 100.0% 9.4% 25.0% 65.6% 100.0% 

合計 

よく使用している 
2 6 15 23 6 5 13 24 

8.7% 26.1% 65.2% 100.0% 25.0% 20.8% 54.2% 100.0% 

時々使用している 
1 9 29 39 2 10 27 39 

2.6% 23.1% 74.4% 100.0% 5.1% 25.6% 69.2% 100.0% 

使用しない 
1 3 23 27 2 4 20 26 

3.7% 11.1% 85.2% 100.0% 7.7% 15.4% 76.9% 100.0% 

合計 
4 18 67 89 10 19 60 89 

4.5% 20.2% 75.3% 100.0% 11.2% 21.3% 67.4% 100.0% 

 
（２）階段種類別にみた手すりの有無と階段における「上り／下り」の関係 

 階段の室内環境として、階段の種類及び手すりの取り付けの有無が ADL の変化に及ぼす影

響について分析を行う。 

 ADLの変化を「よく感じている」は、「回り（コ形）階段」で「手すり：無」において「上

り」41.2％でもっとも高いが、「下り」になると 5.9％と減少する。一方で、「よく感じている」

割合に「時々感じている」割合を合わせると「上り」は 64.7％、「下り」は 53.0％とその差

は少ない。 

 次いで ADLの変化を「よく感じている」は、「曲がり（Ｌ形）階段」で「手すり：無」で「上

り」37.5％、「下り」33.3％で割合が高い。「回り（コ形）階段」同様に「下り」の ADLの変化

が少ないが、「上り」との差は「回り（コ形）」ほど大きくない。３番目に ADLの変化を「よく

感じている」が多いのは、「直進（Ｉ形）階段」で「手すり：有」で「上り」30.8％、「下り」

20.5％と、前述した階段の種類と同様に「下り」のほうが割合は少ない。 

  

表 5-22.手すりの使用頻度と関連する ADLの変化の関係 
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   上段：度数 下段：割合 

種類 手すり 上り 下り 

よく 時々 ない 合計 よく 時々 ない 合計 

回り 

（コ形）

階段 

有 
26 39 24 89 20 30 39 89 

29.2% 43.8% 27.0% 100.0% 22.5% 33.7% 43.8% 100.0% 

無 
7 4 6 17 1 8 8 17 

41.2% 23.5% 35.3% 100.0% 5.9% 47.1% 47.1% 100.0% 

合計 
33 43 30 106 21 38 47 106 

31.1% 40.6% 28.3% 100.0% 19.8% 35.8% 44.3% 100.0% 

曲がり 

（Ｌ形） 

階段 

有 
29 30 35 94 22 35 37 94 

30.9% 31.9% 37.2% 100.0% 23.4% 37.2% 39.4% 100.0% 

無 
6 7 3 16 5 5 5 15 

37.5% 43.8% 18.8% 100.0% 33.3% 33.3% 33.3% 100.0% 

合計 
35 37 38 110 27 40 42 109 

31.8% 33.6% 34.5% 100.0% 24.8% 36.7% 38.5% 100.0% 

直進 

（Ｉ形） 

階段 

有 
12 13 14 39 8 14 17 39 

30.8% 33.3% 35.9% 100.0% 20.5% 35.9% 43.6% 100.0% 

無 
1 1 6 8 1 1 6 8 

12.5% 12.5% 75.0% 100.0% 12.5% 12.5% 75.0% 100.0% 

合計 
13 14 20 47 9 15 23 47 

27.7% 29.8% 42.6% 100.0% 19.1% 31.9% 48.9% 100.0% 

らせん階

段 

有 
1  4 5  2 3 5 

20.0%  80.0% 100.0%  40.0% 60.0% 100.0% 

無 
1  0 1 1   1 

100.0%  .0% 100.0% 100.0%   100.0% 

合計 
2  4 6 1 2 3 6 

33.3%  66.7% 100.0% 16.7% 33.3% 50.0% 100.0% 

その他の 

階段 

有 
 1  1  1  1 

 100.0%  100.0%  100.0%  100.0% 

無 
     0  0 

     .0%  .0% 

合計 
 1  1  1  1 

 100.0%  100.0%  100.0%  100.0% 

合計 

有 
68 83 77 228 50 82 96 228 

29.8% 36.4% 33.8% 100.0% 21.9% 36.0% 42.1% 100.0% 

無 
15 12 15 42 8 14 19 41 

35.7% 28.6% 35.7% 100.0% 19.5% 34.1% 46.3% 100.0% 

合計 
83 95 92 270 58 96 115 269 

30.7% 35.2% 34.1% 100.0% 21.6% 35.7% 42.8% 100.0% 

 

（３）浴室の室内環境と浴室に関連する ADLの変化との関係 

 浴室の室内環境について、「浴室と便所の位置関係」、「浴室と洗面所間の段差と種類」、「浴

槽と洗い場間の手すりの有無とその使用頻度及び浴槽内の手すりの有無とその使用頻度」の

３つの場合に分けて、関連する浴室内で行う ADLとの関係について分析する。 

(3)-1.浴室と便所の位置関係 

浴室での「洗髪、洗身（立位）」の ADLの変化を「よく感じている」は、浴室と便所が「同

室」であるほうが 33.3％と、「別々」の 19.9％より多く、「時々感じている」においても同様

の結果となっている。「浴槽縁のまたぎ」の ADLの変化を「よく感じている」割合は、「洗髪、

洗身（立位）」時と同様に、浴室と便所が「同室」であるほうが 28.6％と、「別々」の 15.7％

より高い。ADLの変化を「時々感じている」も同様で「同室」の割合が高い結果となっている。 

表 5-23.階段の室内環境と関連する ADLの変化の関係 
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  上段：度数 下段：割合 

 洗髪、洗身（立位） 浴槽縁のまたぎ 

よく 時々 ない 合計 よく 時々 ない 合計 

別々 
71 103 183 357 69 135 235 439 

19.9% 28.9% 51.3% 100.0% 15.7% 30.8% 53.5% 100.0% 

同室 
7 9 5 21 6 7 8 21 

33.3% 42.9% 23.8% 100.0% 28.6% 33.3% 38.1% 100.0% 

合計 
78 112 188 378 75 142 243 460 

20.6% 29.6% 49.7% 100.0% 16.3% 30.9% 52.8% 100.0% 

 

(3)-2.浴室と洗面所間の段差と種類 

 浴室内で「洗髪、洗身（立位）」の ADLの変化を「よく感じている」割合は、「段差なし」で

は 20.4％、「単純段差」では 19.8％とほぼ同値である。しかし、「またぎ段差」では 22.4％と

微増傾向にある。「時々感じている」においても、「またぎ段差」は 35.3％と他と比較して高

い割合になっている。 

 

 上段：度数 下段：割合 

 浴室：洗髪・洗身（立位） 

よく 時々 ない 合計 

段差なし 
34 44 89 167 

20.4% 26.3% 53.3% 100.0% 

単純段差 
25 38 63 126 

19.8% 30.2% 50.0% 100.0% 

またぎ段差 
19 30 36 85 

22.4% 35.3% 42.4% 100.0% 

合計 
78 112 188 378 

20.6% 29.6% 49.7% 100.0% 

 

(3)-3.浴槽と洗い場間の手すりの有無と 

その使用頻度及び浴槽内の手すりの有無とその使用頻度 

浴室内での「浴槽縁のまたぎ」の ADL の変化を「よく感じている」が著しく高い割合を示

した室内環境の組み合わせは、浴槽と洗い場間の「手すり：有、使用頻度：よく使用してい

る」で、かつ浴槽内に座った時に手の届く範囲に「手すり：有、使用頻度：よく使用してい

る」であり、回答数は少ないものの 35.3％である。同様に、「時々感じている」は 29.4％で

両者をあわせると 64.7％が、ADLの変化を感じている。 

これ以外の組み合わせでは、浴槽と洗い場間の「手すり：無」で、かつ浴槽内に座った時に

手の届く範囲に「手すり：有、使用頻度：時々使用している」においても、回答数が 14と少

ないが、ADLの変化を「よく感じている」割合は 21.4％と高い。また、浴槽と洗い場間の「手

すり：有、使用頻度：使用していない」で、かつ浴槽内に座った時に手の届く範囲に「手す

り：有、使用頻度：使用していない」においても 19.0％と比較的多い。その他の組み合わせ

表 5-24.浴室と便所の位置関係と関連する ADLの変化の関係 

表 5-25. 浴室と洗面所間の段差の有無・種類と浴室：洗髪・洗身（立位）の関係 
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においても ADLの変化を「よく感じている」が 10～20％台の組み合わせは多数ある。 

 

     上段：度数 下段：割合 

浴槽と洗い場

間の手すり 
使用頻度 浴槽内手すり 使用頻度 

浴室：浴槽縁のまたぎ 

よく 時々 ない 合計 

無  

無   
38 88 140 266 

14.3% 33.1% 52.6% 100.0% 

有 

よく使用し

ている 

  1 1 2 

  50.0% 50.0% 100.0% 

時々使用し

ている 

3 2 9 14 

21.4% 14.3% 64.3% 100.0% 

使用してい

ない 

  1 12 13 

  7.7% 92.3% 100.0% 

  合計 
41 92 162 295 

13.9% 31.2% 54.9% 100.0% 

有 

よく使用

している 

無   
0 1   1 

.0% 100.0%   100.0% 

有 

よく使用し

ている 

6 5 6 17 

35.3% 29.4% 35.3% 100.0% 

時々使用し

ている 

2 1   3 

66.7% 33.3% .0% 100.0% 

使用してい

ない 

        

        

合計 
8 7 6 21 

38.1% 33.3% 28.6% 100.0% 

時々使用

している 

無   
0   1 1 

.0%   100.0% 100.0% 

有 

よく使用し

ている 

    3 3 

    100.0% 100.0% 

時々使用し

ている 

11 19 23 53 

20.8% 35.8% 43.4% 100.0% 

使用してい

ない 

2   6 8 

25.0%   75.0% 100.0% 

合計 
13 19 33 65 

20.0% 29.2% 50.8% 100.0% 

使用して

いない 

無   
0 4 3 7 

.0% 57.1% 42.9% 100.0% 

有 

よく使用し

ている 

  1   1 

  100.0%   100.0% 

時々使用し

ている 

2 7 4 13 

15.4% 53.8% 30.8% 100.0% 

使用してい

ない 

11 12 35 58 

19.0% 20.7% 60.3% 100.0% 

合計 
13 24 42 79 

16.5% 30.4% 53.2% 100.0% 

合計   

無   
38 93 144 275 

13.8% 33.8% 52.4% 100.0% 

有 

よく使用し

ている 

6 7 10 23 

26.1% 30.4% 43.5% 100.0% 

時々使用し

ている 

18 29 36 83 

21.7% 34.9% 43.4% 100.0% 

使用してい

ない 

13 13 53 79 

16.5% 16.5% 67.1% 100.0% 

合計 
75 142 243 460 

16.3% 30.9% 52.8% 100.0% 

  

表 5-26.浴室の室内環境と関連する ADLの変化の関係 
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（４）台所と食事室（ダイニング）の位置関係と「台所：料理」との関係 

 台所と食事室（ダイニング）は、室内環境を以下の５種類に区分し、ここで行われる「料

理をする」の ADLの変化との関連を分析した。 

１．台所と食事室（ダイニング）は壁や扉等で仕切られている（以下、「D・K独立」） 

２．台所と食事室（ダイニング）は一体になっている（以下、「D・K一体」） 

３．台所はない 

４．食事室（ダイニング）はない 

５．該当するものがない 

 なお、「３．台所はない」、「４．食事室（ダイニング）はない」、「５．該当するものがない」

は対象数がごくわずかであるため分析から除外した。 

 ADLの変化を「よく感じている」のは全体で 19.8%、、「時々感じている」は 43.3％である。

位置関係でみると、「Ｄ・Ｋ独立」は 16.7％、「ＤＫ一体」は 20.5％と、台所と食事室（ダイ

ニング）は一体になっているほうが ADLの変化の割合は少ない結果になっている。 

 

   上段：度数 下段：割合 

位置関係 
台所：料理をする 

よく 時々 ない 合計 

D・K独立 
22 60 50 132 

16.7% 45.5% 37.9% 100.0% 

D・K一体 
68 137 127 332 

20.5% 41.3% 38.3% 100.0% 

合計 
92 201 182 464 

19.8% 43.3% 39.2% 100.0% 

 

  

表 5-27.台所と食事室（ダイニング）の位置関係と ADLの変化の関係 
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（５）寝室の寝具の種類と寝室に関連する ADL の変化の関連 

 寝室の寝具の種類と、寝室で行われる ADLの関係では、寝具の種類によらず、「就寝時の横

たわり」、「起床時の起上がり」ともに ADLの変化を「よく感じている」割合は 20％を超えて

いる。とくに「足なしベッド（マットレスのみ）」や「布団」では「就寝時の横たわり」につ

いて「よく感じている」、「時々感じている」割合の合計が 60％近い妊婦がなんらかの変化を

感じていることが読み取れる。さらに「起床時の起上がり」では、寝具の種類によらず、「よ

く感じている」、「時々感じている」の割合はすべて、60％を超えている。 

 
  上段：度数 下段：割合 

  

  

寝室：就寝時の横たわり 寝室：起床時の起き上がり 
よく 時々 ない 合計 よく 時々 ない 合計 

足つきベッド 
47 63 134 244 76 78 93 247 

19.3% 25.8% 54.9% 100.0% 30.8% 31.6% 37.7% 100.0% 

足なしベッド 

(マットレスのみ) 

13 20 22 55 17 19 19 55 

23.6% 36.4% 40.0% 100.0% 30.9% 34.5% 34.5% 100.0% 

布団 
36 53 71 160 58 59 45 162 

22.5% 33.1% 44.4% 100.0% 35.8% 36.4% 27.8% 100.0% 

該当するものがな

い 

4 0 2 6 3 1 2 6 

66.7% 0.0% 33.3% 100.0% 50.0% 16.7% 33.3% 100.0% 

合計 
100 136 229 465 154 157 159 470 

21.5% 29.2% 49.2% 100.0% 32.8% 33.4% 33.8% 100.0% 

 
（６）ベランダの段差種類別と ADL の変化と関連 

 「ベランダと室内間出入り」の ADLの変化を室内環境別に見ると、ベランダと室内間に「段

差：無」の場合、ADLの変化を「よく感じている」割合は「室内間出入り（物：無）」で 17.1％、

「室内間出入り（物：有）」で 18.8％と大きく変わらない。しかし、「時々感じている」の割

合になると「室内間出入り（物：無）」14.3％、「室内間出入り（物：有）」で 29.0％と物を持

っている状態での ADL の変化の割合のほうが高い。「段差：有、種類：単純段差」では、ADL

の変化を「よく感じている」割合は「室内間出入り（物：無）」で 10.7％、「室内間出入り（物：

有）」で 10.7％と同値である。しかしこれについても、「時々感じている」では「室内間出入

り（物：無）」19.4％、「室内間出入り（物：有）」30.6％となり、物を持っていると割合が高

い。「段差：有、種類：またぎ段差」の場合は、ADLの変化を「よく感じている」割合は「室

内間出入り（物：無）」で 4.6％、「室内間出入り（物：有）」で 13.9％と物を持っているほう

が、ADLの変化を感じている割合が高い。なお、「時々感じている」、同様に物を持っているほ

うが ADLの変化を感じている割合は高い。 

  

表 5-28.寝具の種類と関連する ADLの変化の関係 
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   上段：度数 下段：割合 

段差 
段差の 

種類 

室内間出入り（物：無） 室内間出入り（物：有） 

よく 時々 ない 合計 よく 時々 ない 合計 

無   
12 10 48 70 13 20 36 69 

17.1% 14.3% 68.6% 100.0% 18.8% 29.0% 52.2% 100.0% 

有 

単純段差 
21 38 137 196 21 60 115 196 

10.7% 19.4% 69.9% 100.0% 10.7% 30.6% 58.7% 100.0% 

またぎ段差 
7 31 113 151 21 42 88 151 

4.6% 20.5% 74.8% 100.0% 13.9% 27.8% 58.3% 100.0% 

合計 
40 79 298 417 55 122 239 416 

9.6% 18.9% 71.5% 100.0% 13.2% 29.3% 57.5% 100.0% 

  

（７）室内履きの種類別、室内居室における各種 ADL 別にみた事故の関係 

(7)-1.居室：床からの立ち上がり及び居室：床に座る 

 「床からの立ち上がり」において、ADLの変化を「よく感じている」割合が高いのは、「か

かと：有、滑り止め：有」で 47.1％、次いで、ほぼ同率で「かかと：有、滑り止め：無」41.8％、

「かかと：無、滑り止め：無」40.4％になる。「床に座る」では、ADLの変化を「よく感じて

いる」割合は全般に 10％以上低下している。 

 

    上段：度数 下段：割合 

履物の 

使用 
かかと 滑り止め 

居室：床からの立ち上がり 居室：床に座る 

よく 時々 ない 合計 よく 時々 ない 合計 

無 

（裸足） 
    

34 43 32 109 25 37 46 108 

31.2% 39.4% 29.4% 100.0% 23.1% 34.3% 42.6% 100.0% 

有 

無 

無 
69 61 41 171 42 71 57 170 

40.4% 35.7% 24.0% 100.0% 24.7% 41.8% 33.5% 100.0% 

有 
26 36 30 92 26 32 33 91 

28.3% 39.1% 32.6% 100.0% 28.6% 35.2% 36.3% 100.0% 

有 

無 
28 25 14 67 18 20 26 64 

41.8% 37.3% 20.9% 100.0% 28.1% 31.3% 40.6% 100.0% 

有 
16 13 5 34 9 12 12 33 

47.1% 38.2% 14.7% 100.0% 27.3% 36.4% 36.4% 100.0% 

合計 
173 178 122 473 120 172 174 466 

36.6% 37.6% 25.8% 100.0% 25.8% 36.9% 37.3% 100.0% 

 
(7)-2.居室：清掃 

ADL の変化を「よく感じている」割合は全体で 7.9％程度である。履物の組み合わせでは、

「かかと：有、滑り止め：有」16.1％において「よく感じている」割合がもっとも低く、その

他の履物の組み合わせでは 20％台後半の割合である。 

  

表 5-29.ベランダの環境と関連する ADLの変化の関係 

表 5-30.履物の種類と床からの立ち座りの ADLの変化の関係 



136 

 

 
   上段：度数 下段：割合     

履物の 

使用 
かかと 滑り止め 

居室：清掃する     
よく 時々 ない 合計     

無 

（裸足） 
    

26 44 39 109     
23.9% 40.4% 35.8% 100.0%     

有 

無 

無 
43 72 55 170     

25.3% 42.4% 32.4% 100.0%     

有 
26 35 31 92     

28.3% 38.0% 33.7% 100.0%     

有 

無 
17 27 20 64     

26.6% 42.2% 31.3% 100.0%     

有 
5 16 10 31     

16.1% 51.6% 32.3% 100.0%     

合計 
117 194 155 466     

25.1% 41.6% 33.3% 100.0%     
 
(7)-3.居室：歩行 

ADL の変化を「よく感じている」割合は、全体で 7.9％である。履物の種類別では、「かか

と：無、滑り止め：有」13.8％、及び「かかと：有、滑り止め：無」10.6％で他の組み合わせ

と比較すると高い傾向があるが、両者とも 10％台にとどまる。 

 
   上段：度数 下段：割合     

履物の使用 かかと 滑り止め 
居室：歩行する     
よく 時々 ない 合計     

無 

（裸足） 
    

6 22 77 105     
5.7% 21.0% 73.3% 100.0%     

有 

無 

無 
10 39 121 170     

5.9% 22.9% 71.2% 100.0%     

有 
13 27 54 94     

13.8% 28.7% 57.4% 100.0%     

有 

無 
7 14 45 66     

10.6% 21.2% 68.2% 100.0%     

有 
1 6 27 34     

2.9% 17.6% 79.4% 100.0%     

合計 
37 108 324 469     

7.9% 23.0% 69.1% 100.0%     
 
  

表 5-31.履物の種類と清掃時の ADLの変化の関係 

表 5-32.履物の種類と歩行時の ADLの変化の関係 
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(7)-4.居室：扉の開閉 

 ADLの変化を「よく感じている」割合は全体で 5.1％と少なく、履物による差も該当数が少

ないこともあり、その差を見いだすことはできない。それでもわずかな差ではあるが「かか

と：無、滑り止め：有」において 8.6％がやや多い傾向がある。 

 
   上段：度数 下段：割合     

履物の使用 かかと 滑り止め 
居室：扉を開閉する     

よく 時々 ない 合計     

無（裸足）     
3 14 88 105     

2.9% 13.3% 83.8% 100.0%     

有 

無 

無 
6 18 145 169     

3.6% 10.7% 85.8% 100.0%     

有 
8 19 66 93     

8.6% 20.4% 71.0% 100.0%     

有 

無 
4 11 52 67     

6.0% 16.4% 77.6% 100.0%     

有 
3 4 27 34     

8.8% 11.8% 79.4% 100.0%     

    合計 
24 66 378 468     

5.1% 14.1% 80.8% 100.0%     
 
(7)-5.台所：料理 

ADLの変化を「よく感じている」割合は全体で 19.4％である。履物の組み合わせでは、「か

かと：無、滑り止め：有」24.2％、「かかとの：有、滑り止め：有」23.5％であるが、それ以

外の組み合わせは 10％台後半の割合である。 

 
   上段：度数 下段：割合     

履物の使用 かかと 滑り止め 
台所：料理     

よく 時々 ない 合計     

無（裸足）     
18 49 44 111     

16.2% 44.1% 39.6% 100.0%     

有 

無 

無 
33 75 64 172     

19.2% 43.6% 37.2% 100.0%     

有 
23 40 32 95     

24.2% 42.1% 33.7% 100.0%     

有 

無 
10 26 27 63     

15.9% 41.3% 42.9% 100.0%     

有 
8 11 15 34     

23.5% 32.4% 44.1% 100.0%     

    合計 
92 201 182 475     

19.4% 42.3% 38.3% 100.0%     
 
(7)-6.階段：上り及び階段：下り 

 ADLの変化を「よく感じている」割合は、全体で「上り」は 30.7％、「下り」は 21.6％で、

「上り」のほうが ADL の変化は 10％程度高い。履物の組み合わせで ADL の変化が高いのは、

「上り」、「下り」ともに「かかと：有、滑り止め：有」であり、それぞれ 54.2％、25.0％で

表 5-33.履物の種類と扉の開閉時の ADLの変化の関係 

表 5-34.履物の種類と料理時の ADLの変化の関係 
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ある。 履物自体が足から外れず、滑らないものは ADL の変化がとくに高く、とりわけ「上

り」において割合が高い傾向にある。それ以外の履物においては顕著な差は見られない。 

 
    上段：度数 下段：割合 

履物の使用 かかと 滑り止め 
上り 下り 

よく 時々 ない 合計 よく 時々 ない 合計 

無（裸足）     
20 17 24 61 13 19 29 61 

32.8% 27.9% 39.3% 100.0% 21.3% 31.1% 47.5% 100.0% 

有 

無 

無 
24 39 31 94 21 33 39 93 

25.5% 41.5% 33.0% 100.0% 22.6% 35.5% 41.9% 100.0% 

有 
15 22 17 54 13 18 23 54 

27.8% 40.7% 31.5% 100.0% 24.1% 33.3% 42.6% 100.0% 

有 

無 
11 9 17 37 5 14 18 37 

29.7% 24.3% 45.9% 100.0% 13.5% 37.8% 48.6% 100.0% 

有 
13 8 3 24 6 12 6 24 

54.2% 33.3% 12.5% 100.0% 25.0% 50.0% 25.0% 100.0% 

    合計 
83 95 92 270 58 96 115 269 

30.7% 35.2% 34.1% 100.0% 21.6% 35.7% 42.8% 100.0% 

 
(7)-7.ベランダにおける室内間出入り（物：無）及び室内間出入り（物：有） 

 ADLの変化を「よく感じている」割合は、全体で「室内間出入り（物：無）」は 9.6％、「室

内間出入り（物：有）」13.2％と物を持っているほうが高いが、大きな差はない。履物別にお

いても大きな差は見られなかった。 

 
 

    上段：度数 下段：割合 

履物の使用 かかと 滑り止め 
室内間出入り（物：無） 室内間出入り（物：有） 

よく 時々 ない 合計 よく 時々 ない 合計 

無（裸足）     
6 16 71 93 16 16 61 93 

6.5% 17.2% 76.3% 100.0% 17.2% 17.2% 65.6% 100.0% 

有 

無 

無 
15 26 105 146 17 42 85 144 

10.3% 17.8% 71.9% 100.0% 11.8% 29.2% 59.0% 100.0% 

有 
10 20 58 88 9 37 42 88 

11.4% 22.7% 65.9% 100.0% 10.2% 42.0% 47.7% 100.0% 

有 

無 
6 11 43 60 9 17 35 61 

10.0% 18.3% 71.7% 100.0% 14.8% 27.9% 57.4% 100.0% 

有 
3 6 21 30 4 10 16 30 

10.0% 20.0% 70.0% 100.0% 13.3% 33.3% 53.3% 100.0% 

    合計 
40 79 298 417 55 122 239 416 

9.6% 18.9% 71.5% 100.0% 13.2% 29.3% 57.5% 100.0% 

 
  

表 5-36.履物の種類と室内管出入り時の ADLの変化の関係 

表 5-35.履物の種類と階段上り／下り時の ADLの変化の関係 
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(7)-8.居室：棚等からの物の出し入れ（重）及び居室：棚等からの物の出し入れ（軽） 

 ADLの変化を「よく感じている」割合は、全体で「棚等からの物の出し入れ（重）」は 23.4％、

「棚等からの物の出し入れ（軽）」は 14.3％と持っている物が重いほうが高く、大きな差があ

った。しかし履物別においては大きな差は見られない。 

 
    上段：度数 下段：割合 

履物の使用 かかと 滑り止め 
棚等からの物の出入れ（重） 棚等からの物の出入れ（軽） 

よく 時々 ない 合計 よく 時々 ない 合計 

無（裸足）   
23 39 38 100 8 34 62 104 

23.0% 39.0% 38.0% 100.0% 7.7% 32.7% 59.6% 100.0% 

有 

無 

無 
37 52 59 148 33 44 92 169 

25.0% 35.1% 39.9% 100.0% 19.5% 26.0% 54.4% 100.0% 

有 
18 36 32 86 15 33 45 93 

20.9% 41.9% 37.2% 100.0% 16.1% 35.5% 48.4% 100.0% 

有 

無 
15 23 21 59 8 28 29 65 

25.4% 39.0% 35.6% 100.0% 12.3% 43.1% 44.6% 100.0% 

有 
6 13 11 30 2 13 17 32 

20.0% 43.3% 36.7% 100.0% 6.3% 40.6% 53.1% 100.0% 

    合計 
99 163 161 423 66 152 245 463 

23.4% 38.5% 38.1% 100.0% 14.3% 32.8% 52.9% 100.0% 

 
(7)-9.居室：重い荷物の運搬及び居室：軽い荷物の運搬 

ADLの変化を「よく感じている」割合は、全体で（重い）43.2％、（軽い）9.4％と、明らか

に重いほうが高率であり、大きな差があった。しかし履物別においては、重い、軽いによる

大きな差は見られない。 

 
    上段：度数 下段：割合 

履物の使用 かかと 滑り止め 
重い荷物の運搬 軽い荷物の運搬 

よく 時々 ない 合計 よく 時々 ない 合計 

無（裸足）     
45 36 16 97 7 36 64 107 

46.4% 37.1% 16.5% 100.0% 6.5% 33.6% 59.8% 100.0% 

有 

無 

無 
62 53 29 144 15 62 92 169 

43.1% 36.8% 20.1% 100.0% 8.9% 36.7% 54.4% 100.0% 

有 
31 38 15 84 12 34 47 93 

36.9% 45.2% 17.9% 100.0% 12.9% 36.6% 50.5% 100.0% 

有 

無 
27 22 10 59 7 20 39 66 

45.8% 37.3% 16.9% 100.0% 10.6% 30.3% 59.1% 100.0% 

有 
13 10 5 28 3 10 21 34 

46.4% 35.7% 17.9% 100.0% 8.8% 29.4% 61.8% 100.0% 

    合計 
178 159 75 412 44 162 263 469 

43.2% 38.6% 18.2% 100.0% 9.4% 34.5% 56.1% 100.0% 

 

  

表 5-37.履物の種類と棚等からの物の出し入れ時の ADLの変化の関係 

表 5-38.履物の種類と荷物の運搬時の ADLの変化の関係 
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５．１．３ 住宅の室内環境と住宅内事故の経験の関係 

 本項では、妊婦の自宅の計画、環境、設備、設えといった室内環境と事故やヒヤリハット

の経験の関係を分析するため、住宅部位別、設えの種類とその場所で起こると考えられる事

故項目の状況をクロス集計により分析した。表中において、事故は 5％以上あったものを、ヒ

ヤリハットは 10％以上あったものを同様に色づけした。さらに、表中の値は、上段は度数、

下段は割合とする。 

 

（１）玄関の上がり框の有無及び手すりの取り付けの有無と 

玄関に関連する事故の経験との関係 

 玄関の上がり框の有無及び手すりの取り付けの有無の違いによる、事故やヒヤリハットの

経験の関連をみる。 

(1)-1.「【転倒】玄関：玄関扉開閉」 

事故は全体で 7.5％と比較的多い。実際に事故があった場合の室内環境に着目すると、「上

がり框無、手すり有」という最も室内環境として有利と思われる場面において事故の割合は

20.0％と多い。また、ヒヤリハットも 24.0％と多く、あわせると 44.0％がなんらかの事故や

ヒヤリハットを経験している。 

 

 

 上段：度数 下段：割合 

 【転倒】玄関：扉の開閉 

上がり框 手すり 事故 ヒヤリハット ない 合計 

無 

無 
11 3 156 170 

6.5％ 1.8％ 91.8％ 100.0％ 

有 
5 6 14 25 

20.0％ 24.0％ 56.0％ 100.0％ 

有 

無 
15 9 184 208 

7.2％ 4.3％ 88.5％ 100.0％ 

有 
4 1 59 64 

6.3％ 1.6％ 92.2％ 100.0％ 

合計 
35 19 413 467 

7.5％ 4.1％ 88.4％ 100.0％ 

 

 

  

表 5-39.玄関の環境と【転倒】玄関：玄関扉の開閉 
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(1)-2.「【転倒】玄関：上がり框昇降」 

 事故は全体で 7.3％と比較的多い。その中で「上がり框無、手すり有」と、「上がり框有、

手すり無」は、比較的割合が高い傾向がある。とくに前者の「上がり框無、手すり有」は事故

が 24.0％と、他の組み合わせより明らかに大きい。 

 

 上段：度数 下段：割合 

 【転倒】玄関：上がり框昇降 

上がり框 手すり 事故 ヒヤリハット ない 合計 

無 無 
8 9 138 155 

5.2％ 5.8％ 89.0％ 100.0％ 

無 有 
6 2 17 25 

24.0％ 8.0％ 68.0％ 100.0％ 

有 無 
17 17 173 207 

8.2％ 8.2％ 83.6％ 100.0％ 

有 有 
2 8 54 64 

3.1％ 12.5％ 84.4％ 100.0％ 

合計 33 36 382 451 

7.3％ 8.0％ 84.7％ 100.0％ 

 

(1)-3.【腹部ぶつかり】玄関：玄関扉の扉開閉 

事故は全体で 5.6％とやや多い。これまでの結果と同様に回答数は少ないものの、「上がり

框無、手すり有」において事故の割合は 12.0％と多い。ヒヤリハットの 24.0％を加えると、

36.0％がなんらかの事故やヒヤリハットを経験している。 

「(1)-1.【転倒】扉開閉時における転倒事故の関係」と同様に、上がり框の有無には無関係

と判断し、同様の処理をすると、手すり無 20/378で 5.3％、手すり有 6/89で 6.7％と、同様

に手すりがあるほうが多い結果となる。 

 

 上段：度数 下段：割合 

 【腹部ぶつかり】玄関：玄関扉の開閉 

上がり框 手すり 事故 ヒヤリハット ない 合計 

無 無 
9 10 151 170 

5.3％ 5.9％ 88.8％ 100.0％ 

無 有 
3 6 16 25 

12.0％ 24.0％ 64.0％ 100.0％ 

有 無 
11 20 177 208 

5.3％ 9.6％ 85.1％ 100.0％ 

有 有 
3 4 57 64 

4.7％ 6.3％ 89.1％ 100.0％ 

合計 

 
26 40 401 467 

5.6％ 8.6％ 85.9％ 100.0％ 

 

 

  

表 5-40.玄関環境と【転倒】玄関：上がり框の昇降 

表 5-41.玄関環境と【腹部ぶつかり】玄関：玄関扉の開閉 
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(1)-4.【腹部挟まれ】玄関：玄関扉の開閉 

事故は全体で 3.2％と少ないが、回答数は少ないものの、「上がり框無、手すり有」におい

て、事故は 4.0％、ヒヤリハットは 20.0％で、合計で 24.0％となる。 

 

 上段：度数 下段：割合 

 【腹部挟まれ】玄関：玄関の扉開閉 

上がり框 手すり 事故 ヒヤリハット ない 合計 

無 無 
4 8 158 170 

2.4％ 4.7％ 92.9％ 100.0％ 

無 有 
1 5 19 25 

4.0％ 20.0％ 76.0％ 100.0％ 

有 無 
7 14 187 208 

3.4％ 6.7％ 89.9％ 100.0％ 

有 有 
3 3 58 64 

4.7％ 4.7％ 90.6％ 100.0％ 

合計 15 30 422 467 

3.2％ 6.4％ 90.4％ 100.0％ 

 

(1)-5. 玄関の手すりの使用頻度と、玄関に関連する事故関係 

 表 5-42より、玄関に手すりが有る場合のみを抽出し、手すりの使用頻度が玄関での玄関

扉の開閉、上がり框の昇降時の転倒事故に及ぼす影響について分析を行う。 

 表 5-43より、上がり框の有無にかかわらず、手すりをよく使用している又は時々使用し

ている場合に事故やヒヤリハットが多く発生している。 

次に、「(1)-1」、「（1）-2」において、事故やヒヤリハットが最も多い組み合わせである、

「上がり框：無、手すり：有」に着目する。手すりの使用頻度別にみると、手すりを時々使

用している場合、扉開閉時・上がり框昇降時における転倒は事故もヒヤリハットも多く発生

している。手すりをよく使用している場合は、扉開閉時・上がり框昇降時における転倒は事

故においては 0.0％である。さらに、手すりを使用しない場合、扉開閉時・上がり框昇降時

における転倒は事故においてヒヤリハットにおいては 0.0％である。 

 最後に、「上がり框：有、手すり：有」に着目する。手すりの使用頻度別にみると、手す

りを使用していない場合、扉開閉時・上がり框昇降時における転倒は事故もヒヤリハットも

発生する割合は低い。一方で、手すりをよく使用していると、扉開閉時・上がり框昇降時に

おける転倒は事故において 17.6%、11.1％である。 

 

  

表 5-42.玄関環境と【腹部挟まれ】玄関：玄関扉の開閉 
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   上段：度数 下段：割合 

上がり框 手すりの使用頻度 
【転倒】玄関：扉開閉時 【転倒】玄関：上がり框昇降時 

事故 ヒヤリハット ない 合計 事故 ヒヤリハット ない 合計 

無 

よく使用している 0 3 3 6 0 1 5 6 

 0.0% 50.0% 50.0% 100.0% 0.0% 16.7% 83.3% 100.0% 

時々使用している 4 3 6 13 5 1 7 13 

 30.8% 23.1% 46.2% 100.0% 38.5% 7.7% 53.8% 100.0% 

使用しない 1 0 5 6 1 0 5 6 

 16.7% 0.0% 83.3% 100.0% 16.7% 0.0% 83.3% 100.0% 

合計 5 6 14 25 6 2 17 25 

 20.0% 24.0% 56.0% 100.0% 24.0% 8.0% 68.0% 100.0% 

有 

よく使用している 3 0 14 17 2 4 12 18 

 17.6% 0.0% 82.4% 100.0% 11.1% 22.2% 66.7% 100.0% 

時々使用している 1 1 24 26 0 3 23 26 

 3.8% 3.8% 92.3% 100.0% 0.0% 11.5% 88.5% 100.0% 

使用しない 0 0 21 21 0 1 19 20 

 0.0% 0.0% 100.0% 100.0% 0.0% 5.0% 95.0% 100.0% 

合計 4 1 59 64 2 8 54 64 

 6.3% 1.6% 92.2% 100.0% 3.1% 12.5% 84.4% 100.0% 

合計 

よく使用している 3 3 17 23 2 5 17 24 

 13.0% 13.0% 73.9% 100.0% 8.3% 20.8% 70.8% 100.0% 

時々使用している 5 4 30 39 5 4 30 39 

 12.8% 10.3% 76.9% 100.0% 12.8% 10.3% 76.9% 100.0% 

使用しない 1 0 26 27 1 1 24 26 

 3.7% 0.0% 96.3% 100.0% 3.8% 3.8% 92.3% 100.0% 

合計 9 7 73 89 8 10 71 89 

 10.1% 7.9% 82.0% 100.0% 9.0% 11.2% 79.8% 100.0% 

 

（２）階段種類別にみた手すりの有無と 

階段における「上り／下り」時の事故の経験との関係 

 全体では事故の割合は、「上り」時で 8.9％、「下り」時で 13.5％と多い。とくに「下り」時

は多い。ヒヤリハットの割合も、それぞれ「上り」で 12.2％、「下り」で 17.5％となり、事故

とヒヤリハットの割合をそれぞれ合わせると、「上り」は 21.1％、「下り」は 30.8％である。

手すりの有無による差は、「上り」時にほとんど見られず、「下り」時のみ「手すり：有」で

14.0％、「手すり：無」で 9.8％となり「手すり：有」のほうの事故の割合は高い。 

 階段種類別及び手すりの有無でみると、事故の割合が多い組み合わせは「回り（コ形）階

段」において「手すり：有」で、「上り」で 13.5％、下りる時 21.3％とかなり多い。また、

「曲がり（Ｌ形）階段」においては、「手すり：無」では「上り」で 18.8％、「下り」で 20.0％

であるが、「上り」、「下り」の差はない。「直進（Ｉ形）階段」では、回答数が少ないため参考

程度であるが、「手すり：無」で「上り」、「下り」は 12.5％（ただし件数 1）である。 

 

  

表 5-43. 手すりの使用頻度と関連する事故の関係 
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   上段：度数 下段：割合 

 階段

の種類 
手すりの有無 

【転落】階段：上り 【転落】階段：下り 

事故 ヒヤリハット ない 合計 事故 ヒヤリハット ない 合計 

回り(コ

形)階段 

有 
12 9 68 89 19 14 56 89 

13.5% 10.1% 76.4% 100.0% 21.3% 15.7% 62.9% 100.0% 

無 
0 1 16 17 0 2 15 17 

.0% 5.9% 94.1% 100.0% .0% 11.8% 88.2% 100.0% 

合計 
12 10 84 106 19 16 71 106 

11.3% 9.4% 79.2% 100.0% 17.9% 15.1% 67.0% 100.0% 

曲がり

(Ｌ形)

階段 

有 
6 15 73 94 12 16 66 94 

6.4% 16.0% 77.7% 100.0% 12.8% 17.0% 70.2% 100.0% 

無 
3 0 13 16 3 3 9 15 

18.8% .0% 81.3% 100.0% 20.0% 20.0% 60.0% 100.0% 

合計 
9 15 86 110 15 19 75 109 

8.2% 13.6% 78.2% 100.0% 13.8% 17.4% 68.8% 100.0% 

直進(Ｉ

形)階段 

 

有 
0 8 31 39 0 9 30 39 

.0% 20.5% 79.5% 100.0% .0% 23.1% 76.9% 100.0% 

無 
1 0 7 8 1 1 6 8 

12.5% .0% 87.5% 100.0% 12.5% 12.5% 75.0% 100.0% 

合計 
1 8 38 47 1 10 36 47 

2.1% 17.0% 80.9% 100.0% 2.1% 21.3% 76.6% 100.0% 

らせん

階段 

有 
1 0 4 5 1 1 3 5 

20.0% .0% 80.0% 100.0% 20.0% 20.0% 60.0% 100.0% 

無 
0 0 1 1 0 0 1 1 

.0% .0% 100.0% 100.0% .0% .0% 100.0% 100.0% 

合計 
1 0 5 6 1 1 4 6 

16.7% .0% 83.3% 100.0% 16.7% 16.7% 66.7% 100.0% 

その他

の階段 

有 
1 0 0 1 0 1 0 1 

100.0% .0% .0% 100.0% .0% 100.0% .0% 100.0% 

無 
0 0 0 0 0 0 0 0 

.0% .0% .0% .0% .0% .0% .0% .0% 

合計 
1 0 0 1 0 1 0 1 

100.0% .0% .0% 100.0% .0% 100.0% .0% 100.0% 

合計 

有 
20 32 176 228 32 41 155 228 

8.8% 14.0% 77.2% 100.0% 14.0% 18.0% 68.0% 100.0% 

無 
4 1 37 42 4 6 31 41 

9.5% 2.4% 88.1% 100.0% 9.8% 14.6% 75.6% 100.0% 

合計 
24 33 213 270 36 47 186 269 

8.9% 12.2% 78.9% 100.0% 13.4% 17.5% 69.1% 100.0% 

 

 

  

表 5-44.階段の環境と【転落】階段：上り及び下り 
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（３）便器の種類、手すりの有無、使用頻度及び広さと 

【腹部ぶつかり】便所：立上がりの事故との関係 

 便所における事故の割合が 5.0％以上となる室内環境の組み合わせを主眼として、以下結

果の概要を記載する。なお、便所の広さは便座に座った状態で「手が届く/届きそう」又は「手

が届かない」の２種類とする。 

(3)-1.便器の種類「洋式便器」 

「手すり：有でその使用頻度：時々」、「便所の広さ」にはかかわらない。この組み合わせで

事故の割合が 21.1％に及ぶ。なお、「便所の広さ」が「手が届く／届きそう」の組み合わせで

では 26.3％と事故の割合は高い。次いで「手すり：有でその使用頻度：無し」、「便所の広さ」

において「手が届く／届きそう」の組み合わせでは該当環境の事故の割合は 10.3％である。

なお、洋式便器利用者全体で見ると、広さでは、「手が届く／届きそう」4.3％、「手が届かな

い」1.5％と、全体の事故の割合は少ないが、広さでは前者の狭いほうが高い。 

 

    上段：度数 下段：割合 

手すり 使用頻度 広さ 
【腹部ぶつかり】便所：立ち上がり時 

事故 ヒヤリハット ない 合計 

無   

手が届く／届きそう 
4 10 207 221 

1.8％ 4.5％ 93.7％ 100.0％ 

手が届かない 
 1 146 147 

 .7％ 99.3％ 100.0％ 

合計 
4 11 353 368 

1.1％ 3.0％ 95.9％ 100.0％ 

有 

よく使用する 

手が届く／届きそう 
 2 6 8 

 25.0％ 75.0％ 100.0％ 

手が届かない 
 1 2 3 

 33.3％ 66.7％ 100.0％ 

合計 
 3 8 11 

 27.3％ 72.7％ 100.0％ 

時々使用する 

手が届く／届きそう 
5 4 10 19 

26.3％ 21.1％ 52.6％ 100.0％ 

手が届かない 
3 2 14 19 

15.8％ 10.5％ 73.7％ 100.0％ 

合計 
8 6 24 38 

21.1％ 15.8％ 63.2％ 100.0％ 

使用しない 

手が届く／届きそう 
3 7 19 29 

10.3％ 24.1％ 65.5％ 100.0％ 

手が届かない 
  29 29 

  100.0％ 100.0％ 

合計 
3 7 48 58 

5.2％ 12.1％ 82.8％ 100.0％ 

合計 

手が届く／届きそう 
12 23 242 277 

4.3％ 8.3％ 87.4％ 100.0％ 

手が届かない 
3 4 191 198 

1.5％ 2.0％ 96.5％ 100.0％ 

合計 
15 27 433 475 

3.2％ 5.7％ 91.2％ 100.0％ 

 

  

表 5-45.便所の環境と【腹部ぶつかり】便所：立ち上がり時（洋式便器） 
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(2)-2.便器の種類「和式便器(両用式)」 

 和式便器（両用式)全体における事故の割合は 45.5％であり、同様の場面を洋式便器全体の

事故の割合 3.2％であることと比較するとかなり多いことがわかる。広さでは、「手が届く/届

きそう」57.1％、「手が届かない」25.0％と、狭いほうが圧倒的に事故の割合は高い。 

 その他の室内環境の組み合わせの詳細は、回答数が少ないため有効数を（  ）内に記す。 

「手すり：有でその使用頻度：無し」、「便所の広さ」において「手が届く／届きそう」の組

み合わせでは該当環境の事故の割合は 75.0％（3/4）である。 

「手すり：有でその使用頻度：時々」、「便所の広さ」において「手が届かない」の組み合わせ

では該当環境の事故の割合が 33.3％（1/3）である。 

 
    上段：度数 下段：割合 

手すり 使用頻度 広さ 
【腹部ぶつかり】便所：立ち上がり時 

事故 ヒヤリハット ない 合計 

無   

手が届く／届きそう 
1  1 2 

50.0％  50.0％ 100.0％ 

手が届かない 
  1 1 

  100.0％ 100.0％ 

合計 
1  2 3 

33.3％  66.7％ 100.0％ 

有 

よく使用する 

手が届く／届きそう 
    

    

手が届かない 
    

    

合計 
    

    

時々使用する 

手が届く／届きそう 
  1 1 

  100.0％ 100.0％ 

手が届かない 
1 1 1 3 

33.3％ 33.3％ 33.3％ 100.0％ 

合計 
1 1 2 4 

25.0％ 25.0％ 50.0％ 100.0％ 

使用しない 

手が届く／届きそう 
3 1 0 4 

75.0％ 25.0％ .0％ 100.0％ 

手が届かない 
0 0 0 0 

.0％ .0％ .0％ .0％ 

合計 
3 1 0 4 

75.0％ 25.0％ .0％ 100.0％ 

合計 

手が届く／届きそう 
4 1 2 7 

57.1％ 14.3％ 28.6％ 100.0％ 

手が届かない 
1 1 2 4 

25.0％ 25.0％ 50.0％ 100.0％ 

合計 
5 2 4 11 

45.5％ 18.2％ 36.4％ 100.0％ 

 
 
 
  

表 5-46.便所の環境と【腹部ぶつかり】便所：立ち上がり時（和式便器（両用式）） 
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(2)-3.便器の種類「和式便器(両用式以外)」 

 和式便器(汽車式以外)全体における事故割合は 75.0％（3/4）であり、同様の場面を洋式便

器全体の 3.2％であることと比較するとかなり多いことがわかる。広さでは、有効回答数が少

ないが、同様に狭いほうが事故の割合は高い。 

 前項同様、回答数が少ないが、場面別では「手すり：有るが使用頻度：無し」、「手すり：有

るが、使用頻度：時々」において事故の割合は高い傾向がある。 

 
    上段：度数 下段：割合 

手すり 使用頻度 広さ 
【腹部ぶつかり】便所：立ち上がり時 

事故 ヒヤリハット ない 合計 

無   

手が届く／届きそう 
    

    

手が届かない 
    

    

合計 
    

    

有 

よく使用する 

手が届く／届きそう 
    

    

手が届かない 
    

    

合計 
    

    

時々使用する 

手が届く／届きそう 
1   1 

100.0％   100.0％ 

手が届かない 
1   1 

100.0％   100.0％ 

合計 
2   2 

100.0％   100.0％ 

使用しない 

手が届く／届きそう 
1   1 

100.0％   100.0％ 

手が届かない 
 1  1 

 100.0％  100.0％ 

合計 
1 1  2 

50.0％ 50.0％  100.0％ 

合計 

手が届く／届きそう 
2   2 

100.0％   100.0％ 

手が届かない 
1 1  2 

50.0％ 50.0％  100.0％ 

合計 
3 1  4 

75.0％ 25.0％  100.0％ 

 

  

表 5-47.便所の環境と【腹部ぶつかり】便所：立ち上がり時（和式便器（両用式以外）） 
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（４）浴室の室内環境と浴室内における事故の経験との関係 

 浴室内の室内環境について、「浴室と便所の位置関係」、「浴室と洗面所間の段差と種類」、

「浴槽と洗い場間の手すりの有無とその使用頻度及び浴槽内の手すりの有無とその使用頻度」

の３つの場合に分けて、関連する浴室内で起こる事故との関係について分析する。 

(4)-1.浴室と便所の関係 

 浴室と便所が別々になっているか、宿泊施設のように同室にあるのかによる事故やヒヤリ

ハットの経験を比較した。 

 「【転倒】浴室：洗髪・洗身時（立位）」、「【転倒】浴室：清掃」ともに同室にある場合、事

故の割合はともに 40％台、ヒヤリハットを含めると両者とも 60％台を超える。 

 

  上段：度数 下段：割合 

  
  

【転倒】浴室：洗髪・洗身時（立位） 【転倒】浴室：清掃 

事故 ヒヤリハット ない 合計 事故 ヒヤリハット ない 合計 

別々 
13 31 313 357 17 44 406 467 

3.6％ 8.7％ 87.7％ 100.0％ 3.6％ 9.4％ 86.9％ 100.0％ 

同室 
9 5 7 21 10 5 7 22 

42.9％ 23.8％ 33.3％ 100.0％ 45.5％ 22.7％ 31.8％ 100.0％ 

合計 
22 36 320 378 27 49 413 489 

5.8％ 9.5％ 84.7％ 100.0％ 5.5％ 10.0％ 84.5％ 100.0％ 

 

(4)-2.浴室と洗面所間の段差と種類 

 「【転倒】浴室：洗髪・洗身（立位）」、「【転倒】浴室：清掃」ともに「段差なし」において、

事故の割合は５％程度である。一方、段差がある場合、「またぎ段差」では 4.7％、3.6％であ

り、「単純段差」では両者ともに７％台である。 

 

  上段：度数 下段：割合 

  
  

【転倒】浴室：洗髪・洗身（立位） 【転倒】浴室：清掃 

事故 ヒヤリハット ない 合計 事故 ヒヤリハット ない 合計 

段差なし 8 9 150 167 11 17 189 217 

  4.8％ 5.4％ 89.8％ 100.0％ 5.1％ 7.8％ 87.1％ 100.0％ 

単純段差 10 20 96 126 12 17 131 160 

  7.9％ 15.9％ 76.2％ 100.0％ 7.5％ 10.6％ 81.9％ 100.0％ 

またぎ段差 4 7 74 85 4 15 93 112 

  4.7％ 8.2％ 87.1％ 100.0％ 3.6％ 13.4％ 83.0％ 100.0％ 

合計 22 36 320 378 27 49 413 489 

  5.8％ 9.5％ 84.7％ 100.0％ 5.5％ 10.0％ 84.5％ 100.0％ 

 

(4)-3.浴室の浴槽と洗い場の手すりの有無と 

その使用頻度及び浴槽内の手すりの有無とその使用頻度 

「【転倒】浴室：浴槽縁をまたぐ」と浴槽と洗い場の手すりの有無とその使用頻度の関係で

は、事故の割合は全体で 5.9％である。事故の割合が多い組み合わせでは、回答数が少ないも

のもあるが、浴槽と洗い場の手すりについて「手すりが有、時々使用している」で、浴槽内の

表 5-48.浴室と便所の関係と関連する事故項目 

表 5-49.浴室と洗面所間の段差及び種類と関連する事故項目 
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手すりと使用頻度では、「よく使用している」では 0.0％である。一方、「よく使用している」

以外では 17～25％と多くなってくる。さらに、浴槽と洗い場の手すりについて「手すりはあ

るが、使用していない」において、浴槽内の手すりと使用頻度では、「よく使用している」で

は 0.0％であるが、「よく使用している」以外では 13～23％と多くなってくる。 

浴槽と洗い場の手すりについて、「手すりはあり、よく使用している」では、浴槽内の手す

りと使用頻度にかかわらず事故の割合は 0.0％ある。 
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     上段：度数 下段：割合 

浴槽と洗い場間 

の手すり 
使用頻度 浴槽内の手すり 使用頻度 

【転倒】浴室：浴槽縁のまたぎ 

事故 ヒヤリハット ない 合計 

無  

無 
 

 

4 23 239 266 

1.5％ 8.6％ 89.8％ 100.0％ 

有 

使用しない 
 3 10 13 

 23.1％ 76.9％ 100.0％ 

時々使用する 
 1 13 14 

 7.1％ 92.9％ 100.0％ 

よく使用する 
  2 2 

  100.0％ 100.0％ 

合計 
4 27 264 295 

1.4％ 9.2％ 89.5％ 100.0％ 

有 

使用しない 

無  
1 1 5 7 

14.3％ 14.3％ 71.4％ 100.0％ 

有 

使用しない 
8 7 43 58 

13.8％ 12.1％ 74.1％ 100.0％ 

時々使用する 
3 2 8 13 

23.1％ 15.4％ 61.5％ 100.0％ 

よく使用する 
 1  1 

 100.0％  100.0％ 

合計 
12 11 56 79 

15.2％ 13.9％ 70.9％ 100.0％ 

時々使用する 

無  
  1 1 

  100.0％ 100.0％ 

有 

使用しない 
2 2 4 8 

25.0％ 25.0％ 50.0％ 100.0％ 

時々使用する 
9 7 37 53 

17.0％ 13.2％ 69.8％ 100.0％ 

よく使用する 
  3 3 

  100.0％ 100.0％ 

合計 
11 9 45 65 

16.9％ 13.8％ 69.2％ 100.0％ 

よく使用する 

無  
  1 1 

  100.0％ 100.0％ 

有 

使用しない 
    

    

時々使用する 
 1 2 3 

 33.3％ 66.7％ 100.0％ 

よく使用する 
 5 12 17 

 29.4％ 70.6％ 100.0％ 

合計 
 6 15 21 

 28.6％ 71.4％ 100.0％ 

合計 

無  
5 24 246 275 

1.8％ 8.7％ 89.5％ 100.0％ 

有 

使用しない 
10 12 57 79 

12.7％ 15.2％ 72.2％ 100.0％ 

時々使用する 
12 11 60 83 

14.5％ 13.3％ 72.3％ 100.0％ 

よく使用する 
 6 17 23 

 26.1％ 73.9％ 100.0％ 

合計 
27 53 380 460 

5.9％ 11.5％ 82.6％ 100.0％ 

 

表 5-50.浴室にある手すり及びその使用頻度と【転倒】浴室：浴槽縁のまたぎ 
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（５）台所と食事室（ダイニング）の位置関係と「【転倒】台所：料理」の経験との関連 

 台所と食事室（ダイニング）は、室内環境を以下の５種類に区分し、ここで発生する【腹

部ぶつかり】台所：料理との関連を分析した。 

１．台所と食事室（ダイニング）は壁や扉等で仕切られている（以下、「D・K独立」） 

２．台所と食事室（ダイニング）は一体になっている（以下、「D・K一体」） 

３．台所はない 

４．食事室（ダイニング）はない 

５．該当するものがない 

 なお、「３．台所はない」、「４．食事室（ダイニング）はない」、「５．該当するものがない」

は対象数がごくわずかであるため分析から除外した。 

 事故の割合は全体で 18.3%と著しく多く、ヒヤリハット 15.6%を加えると 33.9%にも達する。 

 
 上段：度数 下段：割合 

 
【腹部ぶつかり】台所：料理 

事故 ヒヤリハット ない 合計 

Ｄ・Ｋ独立 
26 18 88 132 

19.7% 13.6% 66.7% 100.0% 

Ｄ・Ｋ一体 
61 50 221 332 

18.4% 15.1% 66.6% 100.0% 

合計 
87 68 309 464 

18.8% 14.7% 66.6% 100.0% 

 
（６）寝室の寝具の種類と事故の関連 

 「【転倒】：寝室：就寝時の横たわり」及び「【転倒】寝室：起床時の起上がり」ともに事故

は全体でともに 3.0％台である。事故において、割合の高い寝具は「【転倒】：寝室：就寝時の

横たわり」及び「【転倒】寝室：起床時の起上がり」ともに「足なしベッド（マットレスのみ）」

であり、それぞれ 5.5.％、7.3％である。ヒヤリハットも事故と同様の寝具の際に高い割合を

示し、「【転倒】：寝室：就寝時の横たわり」、「【転倒】寝室：起床時の起上がり」ともに 21.8％

である。 

  上段：度数 下段：割合 

寝具 
【転倒】寝室：就寝時の横たわり 【転倒】寝室：起床時の起き上がり 

事故 ヒヤリハット ない 合計 事故 ヒヤリハット ない 合計 

足つきベッド 
9 26 209 244 9 28 210 247 

3.7% 10.7% 85.7% 100.0% 3.6% 11.3% 85.0% 100.0% 

足なしベッド 

(マットレスのみ) 

3 12 40 55 4 12 39 55 

5.5% 21.8% 72.7% 100.0% 7.3% 21.8% 70.9% 100.0% 

布団 
4 17 139 160 5 17 140 162 

2.5% 10.6% 86.9% 100.0% 3.1% 10.5% 86.4% 100.0% 

該当なし 
    6 6     6 6 

    100.0% 100.0%     100.0% 100.0% 

合計 
16 55 394 465 18 57 395 470 

3.4% 11.8% 84.7% 100.0% 3.8% 12.1% 84.0% 100.0% 

 

表 5-52.寝具の種類と関連する事故項目の経験 

表 5-51.台所と食事室（ダイニング）の位置関係と【腹部ぶつかり】台所：料理 
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（７）ベランダの段差種類、ベランダ物干し竿の有無及び 

その高さとベランダにおける事故との関連 

全体の事故の割合は、「物：無」で 6.2％、「物：有」で 5.5％となり、物を持っていないほ

うが多い。 

 さらに、ベランダの室内環境の違いに着目すると、「物：無」では「段差：無」の場合が最

も多く 18.6％、一方「物：有」では「段差：無」では 14.5％である。回答数は少ないものの

「段差：有、種類：単純段差」及び「段差：有、種類：またぎ段差」で比較すると、事故の割

合物の有無にかかわらず、「種類：単純段差」のほうが「種類：またぎ段差」よりも、半数程

度になる。 

 

   上段：度数 下段：割合 

段差の有無  種類 
【転倒】ベランダ：室内間出入り（物：無） 【転倒】ベランダ：室内間出入り（物：無） 

事故 ヒヤリハット ない 合計 事故 ヒヤリハット ない 合計 

無   
13 6 51 70 10 7 52 69 

18.6% 8.6% 72.9% 100.0% 14.5% 10.1% 75.4% 100.0% 

有 

単純段差 
9 14 173 196 10 15 171 196 

4.6% 7.1% 88.3% 100.0% 5.1% 7.7% 87.2% 100.0% 

またぎ段差 
4 5 142 151 3 12 136 151 

2.6% 3.3% 94.0% 100.0% 2.0% 7.9% 90.1% 100.0% 

合計 
26 25 366 417 23 34 359 416 

6.2% 6.0% 87.8% 100.0% 5.5% 8.2% 86.3% 100.0% 

 

（８）室内履きの種類別、室内居室における各種行為別にみた事故の経験との関係 

 日常はいている室内履きの種類として、以下の５種類を想定した。 

１．履物は使用していない（以下、「裸足」、表中においては「無（裸足）と表記） 

２．スリッパ等かかとがなく、滑り止めもない（以下、「かかと：無、滑り止め無」） 

  ３．スリッパ等かかとがなく、滑り止めがある（以下、「かかと：無、滑り止め有」） 

４．ルームシューズや靴下等かかとがあり、滑り止めがないも 

（以下、「かかと：有、滑り止め無」） 

５． ルームシューズや靴下等かかとがあり、かつ滑り止めもある 

（以下、「かかと：有、滑り止め有」） 

以上、５種類と各室内における事故の経験との関係を分析する。なお、分析に当たり関

連した事故やヒヤリハットは同時に記載する。 

 

(8)-1.「【転倒】居室：床からの立ち上がり」及び「【転倒】居室：床に座る」 

 床からの立ち上がり時、座る時、共に類似の傾向がある。事故の経験では、「かかと：有、

滑り止め：無」が「立ち上がり」時 11.9％、「座る」時 14.1％で多く、次いで「かかと：無、

滑り止め：有」が「立ち上がり」時 9.8％、「座る」時 8.8％となる。「かかと：無、滑り止め：

表 5-53.ベランダの環境と関連する事故項目 
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有」では、ヒヤリハットもそれぞれ 22.8％、13.2％と多い。また、事故もヒヤリハットも「裸

足」ときがもっとも少なく、事故は 3.7％、ヒヤリハットで 1.9％はある。 

 履物全体では「立ち上がり時」の事故の経験の割合が 6.1％、「座る」時 6.2％と差はない。 

 

    上段：度数 下段：割合 

履物の

使用 
かかと 滑り止め 

【転倒】居室：床からの立ち上がり 【転倒】居室：床に座る 

事故 ヒヤリハット ない 合計 事故 ヒヤリハット ない 合計 

無 

(裸足) 
  

4 12 93 109 2 11 95 108 

3.7% 11.0% 85.3% 100.0% 1.9% 10.2% 88.0% 100.0% 

有 

無 

無 
7 20 144 171 7 13 150 170 

4.1% 11.7% 84.2% 100.0% 4.1% 7.6% 88.2% 100.0% 

有 
9 21 62 92 8 12 71 91 

9.8% 22.8% 67.4% 100.0% 8.8% 13.2% 78.0% 100.0% 

有 

無 
8 5 54 67 9 1 54 64 

11.9% 7.5% 80.6% 100.0% 14.1% 1.6% 84.4% 100.0% 

有 
1 8 25 34 3 3 27 33 

2.9% 23.5% 73.5% 100.0% 9.1% 9.1% 81.8% 100.0% 

合計 29 66 378 473 29 40 397 466 

6.1% 14.0% 79.9% 100.0% 6.2% 8.6% 85.2% 100.0% 

 

(8)-2.「【転倒】寝室：就寝時に横たわり」及び「【転倒】寝室：起床時に起き上がり」 

 事故は前項と類似した傾向がある。すなわち、事故の割合が多いものとして「かかと：有、

滑り止め：無」が「横たわる時」7.7％、「起き上がる時」6.0％となり、次いで「かかと：無、

滑り止め：有」が「横たわり」「起き上り」ともに 6.5％となる。居室床からの立ち上がり、

「座る」時と比較すると、事故の割合は半数程度と絶対数は少なくなる。 

 
    上段：度数 下段：割合 

履物の

使用 
かかと 滑り止め 

【転倒】寝室：就寝時に横たわり 【転倒】寝室：起床時に起き上がり 

事故 ヒヤリハット ない 合計 事故 ヒヤリハット ない 合計 

無 

(裸足) 
    

2 9 95 106 2 9 96 107 

1.9% 8.5% 89.6% 100.0% 1.9% 8.4% 89.7% 100.0% 

有 

無 

無 
3 13 151 167 4 20 145 169 

1.8% 7.8% 90.4% 100.0% 2.4% 11.8% 85.8% 100.0% 

有 
6 21 66 93 6 16 71 93 

6.5% 22.6% 71.0% 100.0% 6.5% 17.2% 76.3% 100.0% 

有 

無 
5 8 52 65 4 10 53 67 

7.7% 12.3% 80.0% 100.0% 6.0% 14.9% 79.1% 100.0% 

有 
0 4 30 34 2 2 30 34 

.0% 11.8% 88.2% 100.0% 5.9% 5.9% 88.2% 100.0% 

合計 16 55 394 465 18 57 395 470 

3.4% 11.8% 84.7% 100.0% 3.8% 12.1% 84.0% 100.0% 

 
(8)-3.【転倒】居室：清掃 

 事故の割合は「かかと：無、滑り止め：有」9.8％がもっとも多く、ヒヤリハットも 16.3％

ともっともも多い。次いで事故の割合は「かかと：有、滑り止め：無」4.7％が多い。 

  

表 5-54.履物の種類と床からの立ち座り時の事故 

表 5-55.履物の種類と就寝時の横たわり及び起床時の起上がりに関連する事故項目の関係 
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   上段：度数 下段：割合 

履物の使用 かかと 滑り止め 
【転倒】居室：清掃 

事故 ヒヤリハット ない 合計 

無 

(裸足) 
    

1 6 102 109 

.9% 5.5% 93.6% 100.0% 

有 

無 

無 
3 11 156 170 

1.8% 6.5% 91.8% 100.0% 

有 
9 15 68 92 

9.8% 16.3% 73.9% 100.0% 

有 

無 
3 9 52 64 

4.7% 14.1% 81.3% 100.0% 

有 
1 2 28 31 

3.2% 6.5% 90.3% 100.0% 

合計 

 

17 43 406 466 

3.6% 9.2% 87.1% 100.0% 

 

(8)-4.【転倒】居室：歩行 

 前項までと異なり、事故の割合は「かかと：無、滑り止め：有」6.1％、「かかと：有、滑り

止め：無」5.3％とこの二つがもっとも多いが、それらの差は少ない。「かかと：無、滑り止

め：無」は 1.2％にとどまり、事故の割合は少ない。 

 

   上段：度数 下段：割合 

履物の使用  かかと 滑り止め 
【転倒】居室：歩行時 

事故 ヒヤリハット ない 合計 

無 

(裸足) 
    

3 8 94 105 

2.9% 7.6% 89.5% 100.0% 

有 

無 

無 
2 17 151 170 

1.2% 10.0% 88.8% 100.0% 

有 
5 17 72 94 

5.3% 18.1% 76.6% 100.0% 

有 

無 
4 9 53 66 

6.1% 13.6% 80.3% 100.0% 

有 
1 6 27 34 

2.9% 17.6% 79.4% 100.0% 

合計 15 57 397 469 

3.2% 12.2% 84.6% 100.0% 

 
(8)-5.【転倒】居室：扉の開閉 

 前項と同様で事故の割合は「かかと：無、滑り止め：有」6.5％、「かかと：有、滑り止め：

無」7.5％とこの二つがもっとも多いが、それらの差は少なく、他の履物及び裸足の場合と比

較しても事故やヒヤリハットの割合は大きく変わらない。 

  

表 5-56.履物の種類と清掃時の事故との関係 

表 5-57.履物の種類と歩行時の事故との関係 
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履物の使用 かかと 滑り止め 
【転倒】居室：扉の開閉 

事故 ヒヤリハット ない 合計 

無(裸足)     
1 3 101 105 

1.0% 2.9% 96.2% 100.0% 

有 

無 

無 
2 7 160 169 

1.2% 4.1% 94.7% 100.0% 

有 
6 10 77 93 

6.5% 10.8% 82.8% 100.0% 

有 

無 
5 3 59 67 

7.5% 4.5% 88.1% 100.0% 

有 
1 4 29 34 

2.9% 11.8% 85.3% 100.0% 

合計 
15 27 426 468 

3.2% 5.8% 91.0% 100.0% 

 

(8)-6.【転倒】居室：靴や服の着脱（立位） 

 全体の事故の割合は 5.5％で、ヒヤリハットの割合は 23.8％である。履物を使用している

場合の事故の割合は、履物を使用していない、すなわち裸足の場合と比較して高い。一方、

ヒヤリハットの割合は履物の使用にかかわらず高い。 

 
   上段：度数 下段：割合 

履物の使用 かかと 滑り止め 
【転倒】居室：靴や服の着脱（立位） 

事故 ヒヤリハット ない 合計 

無 

(裸足) 
    

3 17 90 110 

2.7% 15.5% 81.8% 100.0% 

有 

無 

無 
10 43 114 167 

6.0% 25.7% 68.3% 100.0% 

有 
6 30 57 93 

6.5% 32.3% 61.3% 100.0% 

有 

無 
5 14 48 67 

7.5% 20.9% 71.6% 100.0% 

有 
2 8 24 34 

5.9% 23.5% 70.6% 100.0% 

合計 
26 112 333 471 

5.5% 23.8% 70.7% 100.0% 

 
(8)-7.【転倒】居室：棚等からの物の出し入れ（重） 

及び【転倒】居室：棚等からの物の出し入れ（軽） 

 「【転倒】居室：棚等からの物の出し入れ（重）」の事故の割合は、多いものから「かかと：

無、滑り止め：有」9.3％、「かかと：有、滑り止め：無」8.5％、「かかと：有、滑り止め：有」

6.7％と続く。ヒヤリハットも前二者においてそれぞれ 11.6％、10.2％と多い。 

 「【転倒】居室：棚等からの物の出し入れ（軽）」の事故の割合は、多いものから「かかと：

無、滑り止め：有」7.5％が多いが、他の履物では少ない。 

  

表 5-58履物の種類と扉開閉時の事故との関係 

表 5-59履物の種類と靴や【転倒】居室：靴や服の着脱（立位） 
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    上段：度数 下段：割合 

履物の

使用 
かかと 滑り止め 

【転倒】居室：棚等からの物の出し入れ(重) 【転倒】居室：棚等からの物の出し入れ(軽） 

事故 ヒヤリハット ない 合計 事故 ヒヤリハット ない 合計 

無(裸

足) 
    

3 5 92 100 1 4 99 104 

3.0% 5.0% 92.0% 100.0% 1.0% 3.8% 95.2% 100.0% 

有 

無 

無 
5 11 132 148 3 10 156 169 

3.4% 7.4% 89.2% 100.0% 1.8% 5.9% 92.3% 100.0% 

有 
8 10 68 86 7 11 75 93 

9.3% 11.6% 79.1% 100.0% 7.5% 11.8% 80.6% 100.0% 

有 

無 
5 6 48 59 2 7 56 65 

8.5% 10.2% 81.4% 100.0% 3.1% 10.8% 86.2% 100.0% 

有 
2 2 26 30 0 4 28 32 

6.7% 6.7% 86.7% 100.0% .0% 12.5% 87.5% 100.0% 

合計 
23 34 366 423 13 36 414 463 

5.4% 8.0% 86.5% 100.0% 2.8% 7.8% 89.4% 100.0% 

 

(8)-8.【転倒】居室：重い荷物の運搬及び【転倒】居室：軽い荷物の運搬」 

 「【転倒】居室：重い荷物の運搬」における事故の割合は 3.8%であり、履物の使用及びその

種類別にみると、「かかと：無、滑り止め：有」で 7.0％、「かかと：無、滑り止め：無」で 5.1％

である。ヒヤリハットの割合は履物を使用している場合で、その種類によらず 10％台である。 

 「【転倒】居室：軽い荷物の運搬」における事故の割合は「【転倒】居室：重い荷物の運搬」

と同様で、「かかと：無、滑り止め：有」で 5.4％、「かかと：無、滑り止め：無」で 6.2％で

ある。ヒヤリハットの割合は「かかと：無、滑り止め：有」で 17.2％、「かかと：無、滑り止

め：無」12.3％となり、事故と同様の傾向がみられる。 

 
    上段：度数 下段：割合 

履物の

使用 
かかと 滑り止め 

【転倒】居室：重い荷物の運搬 【転倒】居室：軽い荷物の運搬 

事故 ヒヤリハット ない 合計 事故 ヒヤリハット ない 合計 

無 

(裸足) 
    

2 8 90 100 2 7 95 104 

2.0% 8.0% 90.0% 100.0% 1.9% 6.7% 91.3% 100.0% 

有 

無 

無 
4 17 127 148 5 9 155 169 

2.7% 11.5% 85.8% 100.0% 3.0% 5.3% 91.7% 100.0% 

有 
6 13 67 86 5 16 72 93 

7.0% 15.1% 77.9% 100.0% 5.4% 17.2% 77.4% 100.0% 

有 

無 
3 6 50 59 4 8 53 65 

5.1% 10.2% 84.7% 100.0% 6.2% 12.3% 81.5% 100.0% 

有 
1 4 25 30 1 3 28 32 

3.3% 13.3% 83.3% 100.0% 3.1% 9.4% 87.5% 100.0% 

合計 
16 48 359 423 17 43 403 463 

3.8% 11.3% 84.9% 100.0% 3.7% 9.3% 87.0% 100.0% 

 

(8)-9.「【転落】階段：上り」及び「【転落】階段：下り」 

 「【転落】階段：上り」の事故の割合は、多いものから「かかと：無、滑り止め：有」18.5％、

「かかと：有、滑り止め：無」16.2％と高い。「【転落】階段：下り」も同様の傾向で「かかと：

無、滑り止め：有」22.2％、「かかと：有、滑り止め：無」18.9％、さらに回答数が少ないも

のの、「かかと：有、滑り止め：有」25.0％と滑り止めがあるほうが事故の割合は多い。 

 

表 5-60物の種類と棚等からの物の出し入れ時の事故との関係 

表 5-61物の種類と荷物の運搬時の事故との関係 
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    上段：度数 下段：割合 

履物の

使用 
かかと 滑り止め 

【転落】階段：上り 【転落】階段：下り 

事故 ヒヤリハット ない 合計 事故 ヒヤリハット ない 合計 

無 

(裸足) 
    

2 4 55 61 4 11 46 61 

3.3% 6.6% 90.2% 100.0% 6.6% 18.0% 75.4% 100.0% 

有 

無 

無 
4 8 82 94 7 10 76 93 

4.3% 8.5% 87.2% 100.0% 7.5% 10.8% 81.7% 100.0% 

有 
10 12 32 54 12 15 27 54 

18.5% 22.2% 59.3% 100.0% 22.2% 27.8% 50.0% 100.0% 

有 

無 
6 5 26 37 7 7 23 37 

16.2% 13.5% 70.3% 100.0% 18.9% 18.9% 62.2% 100.0% 

有 
2 4 18 24 6 4 14 24 

8.3% 16.7% 75.0% 100.0% 25.0% 16.7% 58.3% 100.0% 

合計 
24 33 213 270 36 47 186 269 

8.9% 12.2% 78.9% 100.0% 13.4% 17.5% 69.1% 100.0% 

 

(8)-10.「【物落下】居室：棚等からの物の出し入れ（重）」 

及び「【物落下】居室：棚等からの物の出し入れ（軽） 

 「【物落下】居室：棚等からの物の出し入れ（重）」の事故の割合は、多いものから「かか

と：無、滑り止め：有」7.0％「かかと：有、滑り止め：無」8.6％となるが、「【物落下】居室：

棚等からの物の出し入れ（軽）」の事故の割合は、それぞれ 8.6％、6.2％となり、軽い物のほ

うが事故の割合は多い。 

 
    上段：度数 下段：割合 

履物の

使用 
かかと 滑り止め 

【物落下】居室：棚等からの物の出し入れ(重) 【物落下】居室：棚等からの物の出し入れ(軽) 

事故 ヒヤリハット ない 合計 事故 ヒヤリハット ない 合計 

無 

(裸足) 
    

3 6 91 100 4 5 95 104 

3.0% 6.0% 91.0% 100.0% 3.8% 4.8% 91.3% 100.0% 

有 

無 

無 
6 9 133 148 4 10 155 169 

4.1% 6.1% 89.9% 100.0% 2.4% 5.9% 91.7% 100.0% 

有 
6 14 66 86 8 13 72 93 

7.0% 16.3% 76.7% 100.0% 8.6% 14.0% 77.4% 100.0% 

有 

無 
3 10 46 59 4 12 49 65 

5.1% 16.9% 78.0% 100.0% 6.2% 18.5% 75.4% 100.0% 

有 
0 3 27 30 0 4 28 32 

.0% 10.0% 90.0% 100.0% .0% 12.5% 87.5% 100.0% 

合計 
18 42 363 423 20 44 399 463 

4.3% 9.9% 85.8% 100.0% 4.3% 9.5% 86.2% 100.0% 

 

(8)-11.【腹部ぶつかり】台所：料理 

 全体的に事故の割合は高い。事故の割合は、「かかと：有、滑り止め：無」25.4％がもっと

も高く、次いで「かかと：無、滑り止め：有」20.0％、「かかと：無、滑り止め：無し」18.6％

と続く。回答数は少ないが、履物の中では「かかと：有、滑り止め：有り」11.8％で、もっと

も事故の割合が低い。 

  

表 5-62履物の種類と階段の上り下り時の事故との関係 

表 5-63履物の種類と棚等からの物の出し入れ時の事故との関係 
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   上段：度数 下段：割合 

履物の使用 かかと 滑り止め 
【腹部ぶつかり】台所：料理 

事故 ヒヤリハット ない 合計 

無(裸足)     
16 20 75 111 

14.4% 18.0% 67.6% 100.0% 

有 

無 

無 
32 25 115 172 

18.6% 14.5% 66.9% 100.0% 

有 
19 16 60 95 

20.0% 16.8% 63.2% 100.0% 

有 

無 
16 9 38 63 

25.4% 14.3% 60.3% 100.0% 

有 
4 4 26 34 

11.8% 11.8% 76.5% 100.0% 

合計 
87 74 314 475 

18.3% 15.6% 66.1% 100.0% 

 

(8)-12.【腹部ぶつかり】居室：椅子等立ち上がり 

 事故の割合は全体で 10.0％と多いが、前項と同様に、回答数が少ないものの、履物の中で

は「かかと：有、滑り止め：有り」2.9％で、もっとも事故の割合が少ない。 

 

   上段：度数 下段：割合 

履物の使用 かかと 滑り止め 
【腹部ぶつかり】居室：椅子等立ち上がり 

事故 ヒヤリハット ない 合計 

無 

(裸足) 
    

9 7 97 113 

8.0% 6.2% 85.8% 100.0% 

有 

無 

無 
19 18 137 174 

10.9% 10.3% 78.7% 100.0% 

有 
11 11 78 100 

11.0% 11.0% 78.0% 100.0% 

有 

無 
9 8 52 69 

13.0% 11.6% 75.4% 100.0% 

有 
1 5 28 34 

2.9% 14.7% 82.4% 100.0% 

合計 
49 49 392 490 

10.0% 10.0% 80.0% 100.0% 

 

(8)-13.【腹部ぶつかり】居室：扉の開閉 

 もっとも事故の割合が高いのは、「かかと：有、滑り止め：無し」10.4％及び「かかと：無、

滑り止め：有り」9.7％がほぼ同率で多い。 

  

表 5-64履物の種類と料理時の事故との関係 

表 5-65履物の種類と椅子等立ち上がり時の事故との関係 
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   上段：度数 下段：割合 

履物の使用 かかと 滑り止め 
【腹部ぶつかり】居室：扉の開閉 

事故 ヒヤリハット ない 合計 

無 

(裸足) 
    

5 11 89 105 

4.8% 10.5% 84.8% 100.0% 

有 

無 

無 
11 15 143 169 

6.5% 8.9% 84.6% 100.0% 

有 
9 10 74 93 

9.7% 10.8% 79.6% 100.0% 

有 

無 
7 10 50 67 

10.4% 14.9% 74.6% 100.0% 

有 
3 1 30 34 

8.8% 2.9% 88.2% 100.0% 

合計 
35 47 386 468 

7.5% 10.0% 82.5% 100.0% 

 
(8)-14.【腹部ぶつかり】居室：歩行 

 もっとも事故の割合が高いのは、「かかと：無、滑り止め：無し」12.4％である。 

 
   上段：度数 下段：割合 

履物の使用 かかと 滑り止め 
【腹部ぶつかり】居室：歩行 

事故 ヒヤリハット ない 合計 

無(裸足)     
5 13 87 105 

4.8% 12.4% 82.9% 100.0% 

有 

無 

無 
21 22 127 170 

12.4% 12.9% 74.7% 100.0% 

有 
9 19 66 94 

9.6% 20.2% 70.2% 100.0% 

有 

無 
6 6 54 66 

9.1% 9.1% 81.8% 100.0% 

有 
3 4 27 34 

8.8% 11.8% 79.4% 100.0% 

合計 
44 64 361 469 

9.4% 13.6% 77.0% 100.0% 

 

(8)-15.【腹部挟まれ】居室：隙間 

 全体の事故の割合は 5.3％である。もっとも履物の使用及び種類別で事故の割合が高いの

は、「かかと：有、滑り止め：無し」11.6％である。事故の有効回答数が少ないものの、これ

は「【腹部ぶつかり】台所：料理」と同様の傾向がある。 

  

表 5-66履物の種類と扉の開閉時の事故との関係 

表 5-67履物の種類と歩行時の事故との関係 
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   上段：度数 下段：割合 

履物の使用 かかと 滑り止め 
【腹部挟まれ】居室：隙間 

事故 ヒヤリハット ない 合計 

無 

(裸足) 
    

3 7 103 113 

2.7% 6.2% 91.2% 100.0% 

有 

無 

無 
8 16 150 174 

4.6% 9.2% 86.2% 100.0% 

有 
6 10 84 100 

6.0% 10.0% 84.0% 100.0% 

有 

無 
8 7 54 69 

11.6% 10.1% 78.3% 100.0% 

有 
1 5 28 34 

2.9% 14.7% 82.4% 100.0% 

合計 
26 45 419 490 

5.3% 9.2% 85.5% 100.0% 

 

５．２ 考察 

５．２．１ 回答者の住宅の室内環境の状況 

・住宅の所有形態は「持家」が 48.8％（239 人）で、「持家（戸建て住宅）」（「持家」のうち

67.4％）が多い。「借家」は 45.9％（225人）で、「借家（アパート・マンション）」（「借家」

のうち 90.7％）が多い。 

・玄関の環境は、上がり框があるが、手すりが設置されていない場合が全体の 44.1％と最も

高い割合となっている。住宅内に段差がある場合、そこに手すりを設置することは ADL の

補助及び事故の予防につながるが、本調査における室内環境の多くはそのような整備がさ

れていない室内環境が多い。次いで、上がり框が無くても手すりが無い場合が 36.1％と多

い。段差がないことで、前述した場合より危険度は下がるものの、玄関では靴の着脱とい

う様々な動作が組み合わされた ADL が行われ、かつ子どもや荷物を抱えている可能性も高

く、ADL を補助する手すりが無いことは事故につながる要因の一つとなると考える。一方

で、玄関に手すりがある場合、その使用頻度は段差の有無に関わらず約７割と高く、設置

されていれば使用することがわかる。 

・階段は「戸建住宅」では階段がある場合が多く多層の住宅で、住宅内での日常生活におい

て上下方向の移動を必要とする場面があることがわかる。さらに、階段の種類はがある場

合は回り（コ形）階段や曲がり（L形）階段が多く、階段昇降動作中に方向転換を必要とす

る階段が主である。階段における事故の発生は、方向転換をする箇所で発生することが多

く、途中で方向転換が必要な階段が多いことは事故の発生の確立を上昇させる要因の一つ

になる可能性がある。 

・浴室内にある、浴槽と洗い場間の手すりは、全体では「無」とする割合が高い。しかし、

「持家（戸建て住宅）」では、60.2％（97人）が「有」としていて、整備がされていること

がわかる。さらに手すりの使用頻度は「借家（アパート・マンション）」を除いて、比較的

表 5-68履物の種類と居室内の隙間での事故との関係 
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高い。すなわち、手すりは設置されていない割合が高いが、手すりが設置されると妊婦は

動作補助として手すりを使用していると考えられる。次に、浴槽内に座って手が届く範囲

にある手すりは、所有形態が「持家（戸建住宅）」及び「アパート・マンション（持家）」の

場合、設置されている割合が高い。「持家（戸建住宅）」、「持家（アパート・マンション）」、

「借家（戸建住宅）」では手すりが「有」場合、使用頻度は高く、入浴時の動作補助として

使用されていることがわかる。総じて、浴室内に手すりが設置される場合、妊婦は動作補

助として手すりを使用している。 

 
５．２．２ 住宅の室内環境と ADLの変化の関係 

（１）玄関の上がり框の有無及び手すりの取り付けの有無と 

玄関に関連する ADLの変化の関係 

考察にあたり、上がり框の有無の判断について、本調査では回答者に明確な定義を与えて

いない。しかし、上がり框が「無」としているとはいえ、全く段差がない住宅はわが国ではほ

とんど存在しないと考えられる。したがって、「無」とした場合でも、一般的なアパートやマ

ンション等集合住宅に見られるように、２～５cm程度のものが回答されていると考え、以降

を進めていくことにする。 

 表 5-21より、上がり框が無く、手すりが有るという、最も有利と考えられる室内環境の組

み合わせにおいて ADL の変化を「よく感じている」割合が高い。この結果は、一見矛盾した

結果のようである。ADLの変化を「よく感じている」とした対象数が少ないことも影響してい

ることが考えられる。一方で、ここに該当している妊婦は、２～５cm程度の僅かな段差に対

して、危険性を感じていて、その心理的要因が一つとなり、ADLの変化を「よく感じている」

傾向が強くなったと推察できる。なぜなら、表 5-2 より、とくに上がり框の昇降時に対して

ADLの変化を「よく感じている」人は、比較的積極的に手すりを使用している傾向があるが、

上がり框の有無別に見てみると、その有無や使用頻度に関わらず、手すりがある場合は多く

の妊婦が使用している。すなわち、段差の大小にかかわらず、段差を危険と認識して、意識

している妊婦は積極的に手すりを利用している。一方で、上がり框が無い場合、ADLの変化を

認識していない妊婦は、手すりを使用していないことも明らかになった。 

（２）階段種類別にみた手すりの有無と階段における「上り／下り」の関係 

 階段の上り／下り、ともに階段種別によらず、ADLの変化を「よく感じている」割合は上り

時のほうが高い。その理由として、妊娠によって体重の増加といった身体的変化により、下

肢負担が大きくなり、非妊娠時以上に下肢筋力が必要となる。さらに、階段の上り／下り動

作を比較すると、上り時のほうが下肢筋力は必要であり、以上から、上り時のほうがより ADL

の変化を「よく感じている」割合が高くなっていると考える。 
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階段の室内環境で比較すると、階段は手すりがあるほうが ADL を「よく感じている」割合

は少ないと推測されるが、これが該当したのは「曲がり（Ｌ形）階段」だけである。「回り（コ

形）階段」においては、上りにおいて手すりがあるほうが、下りにおいては手すりがない方

が ADLの変化を「よく感じている」割合は低い。「直進（Ｉ形）階段」では上り／下りとも手

すりが無いほうが ADL の変化を「よく感じている」割合が低い結果となった。ここから、階

段種別と手すりの有無は ADLの変化に及ぼす影響は小さいと考えられる。 

（３）浴室の室内環境と浴室に関連する ADLの変化との関係 

・浴室と便所の位置関係から見た事故の関連 

浴室と便所が「同室」であるほうが一般的には空間が狭いと考えられるため、このような

空間における動作は ADL の変化の「よく感じている」割合が高くなることが考えられ、本結

果もそれに準じた結果となっている。とくに立位状態での洗髪・洗身では、ADLの変化を「よ

く感じている」割合は、浴槽縁をまたぐ場合と比較して、より顕著になっている。これは立

位状態での洗髪・洗身は浴槽外の動作となるため、空間の狭さが起因していると考える。 

・浴室と洗面所間の段差と種類からみた事故の関連 

 高齢者においては段差のまたぎ動作が困難になることは一般的であるが、妊婦を対象とし

た本調査において、そのような傾向は見られなかった。むしろ、またぎ動作を必要とする場

面において ADLの変化を「よく感じている割合」が高い傾向にあることはわかったが、著し

く高くなるという傾向はなかった。妊婦にとって、その場所に段差やまたぎが必要な場面が

あるとわかっている場合は、またぎ動作自体の ADLの変化は非妊婦と比較してさほど変わら

ないと推察される。 

・浴室の浴槽と洗い場の手すりの有無と 

その使用頻度及び浴槽内の手すりの有無とその使用頻度 

 室内環境別では、浴槽と洗い場の間の手すりが有り、よく使用していて、さらに浴槽内の

手すりが有り、よく使用している場合と、ADLの変化「よく感じている割合」が高い。この理

由として、浴槽縁のまたぎ動作について、もともと困難と感じている妊婦は、手すりが設置

されているような環境設定の場合、それを積極的に使用し、困難さを改善し、身体への負担

の軽減を図ったためと考える。これについては、今後さらなる調査が必要であるが、またぎ

動作が困難な者が一定数以上いて、なおかつ困難を感じる者は、室内環境改善を積極的に行

うほどの困難さをもっているとも推察できる。 

（４）台所と食事室（ダイニング）の位置関係と「台所：料理」との関係 

 台所での料理については、台所と食事室（ダイニング）の位置関係による差は少なかった

が、台所と食事室（ダイニング）は一体になっている、「ＤＫ一体」において、わずかながら

も ADL の変化を「よく感じている割合」が高い結果になっている。この理由として、アパー
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トやマンション等の集合住宅のように住居自体が狭いことが、「ＤＫ一体」を生み、その結果、

物や家具が多い中での動作となっていたためと考えられる。 

（５）寝室の寝具の種類と寝室に関連する ADL の変化の関連 

 就寝時の横たわりについては、寝具が足なしベッド（マットレスのみ）や布団といった、

床面からベッド及び布団上面までの高さが低い寝具の場合に ADL の変化を「よく感じている

割合」が高い。この理由として、寝具を床面からベッド上面まで高さのある足つきベッドの

場合はベッドに腰をかけてから横たわれるのに対して、高さのない足なしベッドや布団は、

一度、ベッド上面に座り、そこから横たわる必要がある。立位状態から座位状態へ移行する

場合、不安定な姿勢になることが考えられ、かつその状態で腹部に衝撃を与えないようにす

るという、妊婦の「胎児を守る」ための感情も作用される。その結果、非妊娠時と比較して、

より慎重になることが推測される。さらに、その際に、動作を補助する手すり等の手がかり

があれば、ADLはより円滑に実施されるが、本結果より推測すると、そのような手がかりも近

くにない状況の中、横たわり動作をしていることで、「よく感じている割合」が高くなったと

推察する。一方、起床時の起上がりについては、寝室の寝具の種類によらず、ADL の変化を

「よく感じている割合」が高い。起き上がりは身体を起し、そこから立ち上がる動作が必要

になる。腰をかけてから立ち上がれる足つきのベッドの場合も含めて、身体を起す、立ち上

がるためには、上肢及び下肢の負担が大きく、それらがこの結果の理由と考える。 

（６）ベランダの段差種類別と ADL の変化と関連 

 段差に関する ADLの変化は、「よく感じている」のみをみると、段差が無い場合又は単純段

差の場合は、手に物が有る／無いに関わらず割合に変化はない。またぎ段差の場合は、手に

物が有るの方が高い。しかし、ADLの変化を「時々感じている」割合を含めてみると、段差の

有無や段差の種類による ADL の変化の差は小さい。すなわち、ベランダの室内環境の違いが

が ADLの変化へ与える影響は小さいと考える。 

加えて、「（３）浴室の室内環境と浴室に関連する ADL の変化との関係」においても述べた

ように、妊婦にとって、その場所に段差やまたぎが必要な場面があるとわかっている場合は、

またぎ動作自体の ADLの変化は非妊婦と比較してさほど変わらないことも推察される。 

以上から、段差の有無や種類と、ADLの変化との直接的な関係は見いだされていない。 

（７）室内履きの種類別、室内居室における各種 ADL 別にみた事故の関係 

履物における ADL とその変化は、手に持つ荷物が大きい又は重いほど ADL の変化を「よく

感じている割合」が高くなる傾向がある。単純な段差越えにおいては履物の影響は少ないが、

階段上り/下りでは上り時の ADLの変化を「よく感じている割合」が高く、とくに足に固定さ

れ脱げることのない滑りにくい底の履物は、高い結果となった。すなわち、ある程度の滑り
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がないと、階段の上り/下りがしにくいという結果になった。また同様の履物は、立つなどの

生活基本動作においても ADL の変化を「よく感じている」割合が顕著に高い。妊婦において

床との摩擦が少なく、滑りにくい履物は、つまずきの理由となりやすいことから、ADLの変化

を感じる割合が高くなることが考えられる。この理由として体重の増加や腹部の変化による

前方の視界が見えにくいといった直接的な原因においても説明できるが、妊婦特有の歩行形

態や、心理特性が影響することも推察される。 

 

５．２．３ 住宅の室内環境と事故の経験の関係 

 室内環境と事故やヒヤリハットの経験について、各室ごとに考察を述べる。 

（１）玄関の上がり框の有無及び手すりの取り付けの有無と 

玄関に関連する事故の経験との関係 

考察にあたり、上がり框の有無の判断について、本調査では回答者に明確な定義を与えて

いない。しかし、上がり框が「無」としているとはいえ、全く段差がない住宅はわが国ではほ

とんど存在しないと考えられる。したがって、「無」とした場合でも、一般的なアパートやマ

ンション等集合住宅に見られるように、２～５cm程度のものが回答されていると考え、以降

を進めていくことにする。 

上がり框昇降時における転倒事故の経験は「上がり框：無、手すり有」と、「上がり框：有、

手すり無」において多く起こっている。とくに「上がり框無、手すり有」は他の組み合わせよ

り明らかに大きい。しかしこれは、上がり框を昇降する場合、もっとも有利と思われる室内

環境の組み合わせである。この結果は、一見矛盾した結果のようである。事故が起こった回

答数が少ないことも影響していることが考えられるが、一方で、2018年の東京消防庁の「平

成 30 年 救急搬送データからみる日常生活事故の実態」文 1)によれば、高齢者の転倒は、大

きな段差より、むしろ敷居のような小さな段差で発生している。すなわち、小さな段差は気

づかないといったことが起こりやすく、危険な段差である。実際に「上がり框：無、手すり：

無」においての事故の割合は「上がり框：有、手すり無」と比較して少なく、妊婦に関して

も、これが当てはまると考える。 

さらに、手すりがある場合、その使用頻度別に転倒事故の経験をみる。上がり框が無い場

合、すなわち僅かな段差がある場合、手すりをよく使用していると事故の割合が少なく、一

方で、使用していない場合は、ヒヤリハットが発生せず、事故が発生していることから、手

すりが転倒事故を予防していると考えられる。上がり框が有る場合、すなわち明らかな段差

がある場合は、手すりを使用していないと事故の割合が少なくなった。これは、上がり框が

無い場合の結果と矛盾している。その理由として、明らかな段差がある場合、手すりが事故
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予防の役割を果たしていないということではなくて、例えば、妊娠による足があげにくくな

るといった身体機能の変化により、手すりを把持していても事故が発生してしまう可能性が

考えられる。 

 

（２）階段種類別にみた手すりの有無と 

階段における「上り／下り」時の事故の経験との関係 

階段の上り/下り時の転落事故は明らかに下り時のほうが上りの時より事故の割合は高い

ことがわかる。これは、高齢者等を対象とした調査結果とも一致する。ただし、手すりに関

しては、階段の種類によって異なり、手すりが「回り（コ形）階段」では手すりあるほうが事

故の割合は高く、「曲がり（Ｌ形）階段」では、手すりがないほうの事故の割合が高いという

結果になっている。この理由として、全体の事故の割合が「回り（コ形）階段」のほうが高い

こととの関連であると考える。「回り（コ形）階段」は「曲がり（Ｌ形）階段」と比較して周

り角度が大きく、回り角度が大きいほうは、妊婦にとって危険が高い。さらに、手すりの有

無による事故の割合から、手すりの有無が事故の割合に影響する可能性は低い。ここで、中

田ら文 2)によると、子どもの階段における事故は、回り階段の場合、踏み外しは踏面の主に内

側（踏面が狭いほう）で起こるとされている。すなわち、外周側に取りつけられている手す

りは、階段事故予防にあまり寄与しないと考えられ、回り階段の場合は内側に手すりを取り

つけることが提言されている。本調査では、手すりの設置位置の調査は実施しているが、階

段の屈折形状の調査は実施していない。したがって、今後、階段の屈折形状も含めた種別、

手すりの設置位置等を踏まえた調査し、追及すべき課題であると考える。さらに、手すり関

するもう一つの示唆として、ヤリハットは階段の種類によらず手すりが有る場合で発生割合

が高い傾向にあった。とくに直進階段で、手すりがある場合に着目すると、ヒヤリハットは

上り時で 20.5％（８人）、下り時で 23.1％（９人）と比較的高い割合を示したが、事故の発

生はなかった。ここから、直進階段ではヒヤリハットは発生するが、手すりによって事故に

至らず、手すりが事故防止に有効に働いてると考えらる。しかし、回り階段や曲がり階段の

ような角度のある階段では、手すりが有効に働いていない可能性がある。すなわち、階段に

おける事故は、手すりの有無と階段の種類との関係が事故の発生に影響を及ぼしているとい

うことがわかった。 

（３）便器の種類、手すりの有無、使用頻度及び広さと 

【腹部ぶつかり】便所：立上がりの事故との関係 

 全体の結果を通して、和式便器は有効回答数が少ないが、洋式便器と比較すると腹部のぶ

つかりの事故は多いと考えられる。便器の種類にかかわらず、手すりが有り、その手すりを

よく利用するとした妊婦は、腹部のぶつかりの事故はほとんど見られず、便所における現行
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の取りつけ方による手すり取り付けは、妊婦の事故予防にも有効であることが示唆される。

また、便所の広さも、便器に座った状態で前方に「手が届かない」程度の広さ（おおむね内法

1650mm、モジュール寸法 1800mmと考えられる）があると、便所内転倒予防には有効なことが

わかる。すなわち、物につかまりやすいという観点から、ある程度の狭さが事故予防に寄与

している可能性も示唆された。 

 

 

（４）浴室の室内環境と浴室で発生する事故の関連 
・浴室と便所の位置関係から見た事故の関連 

 浴室と便所が別々になっているか、宿泊施設のように同室にあるのかによる事故の経験を

比較した。浴室における洗髪・洗身時（立位）時や、清掃時に起こる転倒事故は、浴室や便所

が同室にある場合、高い割合を示した。一般的に、浴室や便所が同室にある場合は、極端に

狭い空間にそれぞれの機能があると考えられる。このような空間においては、妊婦の転倒事

故の危険が高く、最も留意すべき場所であると考えられる。 

・浴室と洗面所間の段差と種類からみた事故の関連 

 浴室における洗髪・洗身時（立位）時や、清掃時に起こる転倒事故は、段差があるほうが

事故及びヒヤリハットの割合ともに多いが、段差の種類の差はなかった。この結果から、段

差の有無が事故の割合に影響することはわかったが、またぎ段差のほうが単純段差と比較し

て事故の割合が少ない理由は、今回の行為は、出入りではなく、あくまでも浴室内における

行為自体を調査対象としているため、段差形状に関しては関係がとくになかったと考えられ

る。 

・浴室の浴槽と洗い場の手すりの有無と 

その使用頻度及び浴槽内の手すりの有無とその使用頻度 

浴室にある浴槽縁のまたぎの転倒事故において浴槽と洗い場の間にある手すりがあり、そ

の手すりを「よく使用している」場合の事故の割合は、浴槽内に座って手の届く範囲にある

手すりの有無に関わらず、事故の割合は 0.0％であることから、浴槽と洗い場の間にある手す

りは転倒予防に有効なことがわかる。浴槽内の手すりについては、浴槽と洗い場の間に手す

りがない又は使用されていない場合、事故の減少は期待できる。さらに、浴槽内の手すりが

ない場合のほうが、ある場合と比較して事故及びヒヤリハットの割合が低い傾向が見られる。

しかし、ある場合において、その手すりを使用している場合の事故の割合が低いことから、

手すりがある場合に使用をすれば事故は予防できると考える。 
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全般的に、設置箇所に関わらず、手すりを「よく使用している」場合は、手すりが事故の防

止に有効であることがわかった。しかし、手すりがあっても使用していない、もしくは時々

使用しているときに事故が多くみられるのは、手すり位置が適切でなく、使用したくてもで

きないということも考えられ、手すりの設置場所が事故の防止に大きく影響していることが

示唆される。 

（５）台所と食事室（ダイニング）の位置関係と「【転倒】台所：料理」の経験との関連 

 台所における料理時の腹部のぶつかり事故について、著しく事故の割合が多い理由とし

て台所特有の狭さがあげられる。また、料理時の腹部のぶつかり事故について、台所と食事

室（ダイニング）の位置関係についての差がみられないことから、台所に食事室（ダイニン

グ）が付加されることによって広がる空間の大きさが要因とは考えられない。すなわち、台

所と食事室（ダイニング）の位置関係に関わらず共通することは、台所自体が室の広さにか

かわらず物や設備、家具が多いことがこれに影響していると考える。さらに、台所と食事室

（ダイニング）が一体として使用されている場合、住宅全体がコンパクトなつくりとなって

いることが推察され、台所部分もけっして十分な空間があるわけではないとも考えられる。

加えて、料理時の動作にも原因があることが考えられ、台所で起こる事故のメカニズムの解

明は、今後の課題となろう。 

（６）寝室の寝具の種類と就寝及び起床時の転倒事故との関連 

寝具の種類による就寝時及び起床時の転倒事故の割合は、寝具を例えばベッドで使用する

マットレスのみにするといった、足のついていないベッドを使用する場合が他の寝具と比較

して多い。この理由として、足のあるベッドを使用する場合、足のないベッドと比較して床

面からベッド上面までの高さがあり、腰掛けてからの横たわりや起床が可能である。さらに、

布団とマットレス等足のないベッドマットレスを比較すると、足のないベッドのほうがクッ

ション性は高く、そのためベッド上面の不安定さになっていることが要因と考える。 

（７）ベランダの段差種類、ベランダ物干し竿の有無及び 

その高さとベランダにおける事故との関連 

 ベランダと室内の間に段差がないほうが事故及びヒヤリハットの割合が高い結果となって

いる。この理由について、まず「段差がない」とはいえ、全く段差がないという建築物はかな

り少なく、わずかな数センチメートル程度の段差がありの状態と考えることができる。「（１）

玄関の上がり框の有無及び手すりの取り付けの有無と玄関に関連する事故の経験との関係」

で述べたように、比較的大きな段差があるほうが気をつけて通るが、段差が小さいとむしろ

気を遣わずに通過して、つま先をひっかけるということが起きるためと考えられる。またぎ

動作が必要なまだぎ段差の場合は、事故の割合が顕著に少なくなる。このことから段差に関
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しては段差の大小よりも注意喚起や転倒時につかまることができる手すりの設置、転倒して

もけがの少ない建築材料などの考慮が必要と考えられる。 

（８）室内履きの種類別、室内居室における各種行為別にみた事故の経験との関係 

・棚等から重い物を出し入れする際は、不安定な身体を支えるため、さらに下肢に力を入れ

支える必要がある。したがって、「かかとのある履物（靴下等）：で滑り止めが無い場合に

おいて、棚等から重い物を出し入れするほうが軽い物を出し入れする場合より事故の割合

が高い結果となったのは、重い物を出し入れすることで身体が不安定になり、さらに滑り

やすくなる現象が加わったことが考えられる。すなわち、物を持っていることが滑りの原

因になっていると考える。 

・荷物の運搬は、棚等からの物の出し入れと異なり、下肢に力を入れて身体を支えることよ

り、歩行の安定と同様の機能が求められる。すなわち、歩行しやすいと同時に歩行時に転

倒しにくいためにはつまずきにくい状況を作ることが必要となる。例えば、「かかとがない

履物（スリッパ等）」の場合、歩行時は足をあげて歩行するより、足をすって歩行すること

が考えられる。その場合、滑り止めがあると円滑に歩行動作を行えなくなり、それが原因

でつまずきが発生する。したがって、「かかとがない履物（スリッパ等）」の場合は、滑り止

めがない方が歩行のさまたげにならず、結果として事故が少なくなると考える。一方、か

かとがある履物の場合、歩行時は足を上げて歩行すると考えられる。したがって、足を床

面に設置させた際に滑らないことが重要になり、滑り止めのある履物のほうが事故は少な

くなる。 

・階段を下る時に起こる転落事故はかかとの有無に関わらず、滑り止めが有る場合での事故

の割合は高い。すなわち、かかとの有無に関わらず、滑り止めがないほうが事故の割合は

低い。ここから階段を下る時の事故は、踏面から滑って転落しているのではなく、つまず

いて転落している可能性があることが推察される。しかし、階段を上る時には、「かかとの

無い履物（スリッパ等）」においては、下る時と同様に滑り止めがあるほうが事故の割合は

高い。一方で、「かかとの有る履物（靴下等）」では、滑り止めがないほうが事故の割合は高

くなる。この理由として、階段を上がる動作では、踏み込んだ時に確実に踏面を把持し、

滑らないほうが安定する。すなわち、途中で脱げずに滑りにくい履物、すなわちかかとの

有り、滑り止めの有る履物のほうが事故は起きにくいと考える。さらに、「かかとの無い履

物（スリッパ等）」においては、滑り止めが有る場合、上る時に踏面に足部を踏み込んだ時

に、履物自体が脱げてしまい転倒につながると考えられる。 

・棚等からの物の出し入れによる物の落下事故は、その防止のためには体幹の安定や上肢の

が必要と考えられる。したがって、下肢機能においては体幹を支持するため、下肢に資か

を入れて上肢を支えるため、安定性が履物には求められる。「かかとのない履物（スリッパ
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等）」はそうした場面では安定は悪く、「滑り止め：無し」も同様に安定を欠く。しかし、

「かかとのない履物（スリッパ等）」では、「滑り止め：有り」のほうが「滑り止め：無し」

と比較して、事故の割合は高い。これは物の重い、軽いにかかわらず共通している。した

がって「かかとのない履物（スリッパ等）」では、階段上り下り時の転落事故と同様に床か

ら滑らなければ脱げてしまうことが事故につながると考えられる。 

・台所での料理時の腹部のぶつかりの事故は、狭い場所における体位移動の時のぶつかりと

いう場面が想定される。「かかとのある履物（靴下等）」で、滑り止めが有るように密着し

脱げにくく滑りにくい物を履いていたほうが、狭い場所における細かい動きや宝庫運転歡

等がしやすく、結果として事故の割合が低くなると考えられる。 

・居室での椅子等の立ち上がり時の腹部のぶつかり事故は、立ち上がる時に、下肢には体幹

支持が必要なことと、そのため接地面が確実に動かないことが必要となる。それを考慮す

ると、「かかとのない履物（スリッパ等）」においては、滑り止めの有無にかかわらず接地

面は安定しない。したがって「かかとのある履物（靴下等）」で、滑り止めが有る場合は接

地面の安定が、立ち上がり時の体幹支持への安定につながると考えられる。 

・居室での扉開閉時の腹部のぶつかり事故は、かぎられた空間内での身体のひねりや手の動

作とそれを支える体幹支持が安定していることが必要であるとすれば、滑りやすい履物や、

かかとのない履物（スリッパ等）のほうで事故の割合が低い理由と考えられる。しかし、

これについては有効回答数が少ないことから一概にはいえない。 

・居室での歩行時における腹部のぶつかり事故において、最も事故の割合が高いのは、「かか

とのない履物（スリッパ等）」で滑り止めが無い場合であり、これまでの結果と異なるけっ

かである。しかし、履物としては、最も滑りやすく脱げやすいということから最も不安定

な状況であり、それが、事故の発生につながっていると考えられる。 

・居室における隙間での腹部のはさまり事故は、事故の有効回答数が少ないものの、これは

台所での料理時に発生する腹部のぶつかり事故と同様の傾向がある。すなわち、居室にお

ける狭い場所における体位移動が円滑に行えないと挟まり事故は起こるため、「かかとのあ

る履物（靴下等）」で滑り止めが有るように、足に密着して脱げにくく滑りにくい履物を履

いていたほうが、狭い場所における細かい動きや方向転換などがしやすいことが、事故の

割合が低い理由と考えられる。 

 以上の結果から、履物と関連する事故を以下の通りに総括する。 

＜履物との関連総括＞ 

 動作における安全性の担保は、次のようなものがあげられる。 

１．上肢の筋力 

２．手指の巧緻性 
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３．体幹の安定性（上肢を支える機能含む） 

４．体幹の身体をひねるなどへの柔軟性 

５．下肢による体幹の支えに必要な筋力、踏ん張り 

６．下肢による歩行動作に必要な筋力とバランス 

 室内動作におけるそれぞれの能力は、以上１～６の組み合わせによるものと考えられ、こ

れは妊婦においても変わらない。履物に関しては、３～６に影響を及ぼす。妊娠期に発生す

る事故における、多くの行為や動作では、表 5-69に示すような関係がみられた。危険な場面

として、「かかとの無い履物（スリッパ等）」では、履物自体が滑りによって内部から欠落す

る（脱げる）ことである。一方、「かかとの有る履物（靴下等）」では、脱げることは少ない

が、それによって、接地面との滑りによって安全を担保している動作では、思うように滑ら

ないときに転倒、つまずきが起こるため、履物の底は滑ったほうがよいことになる。 

 

 滑り止め：無 滑り止め：有 

かかとのない履物（スリッパ等） ○ × 

かかとのある履物（靴下等） × ○ 

×：事故経験が比較的多い  ○：事故経験が比較的少ない 

 

しかし、階段の下り時に起こる転落事故や、居室での棚等からの物の出し入れ等の一部の

動作では、「かかとのない履物（スリッパ等）」は、滑り止めの有無にかかわらず事故の割合

が高い。下肢機能においては、体幹を支持する安定性が履物には求められ、それが理由と考

えられる。一方、「かかとのある履物（靴下等）」で、滑り止めが有りる場合、滑り止めが有る

と体幹のひねりなどの方向転換ができにくいことから、下肢をひねり、摩擦により接地面が

移動しないことがつまずきへとつながると考えられる。以上の結果を表 5-70にまとめる。 

 

 滑り止め：無 滑り止め：有 

かかとのない履物（スリッパ等） × × 

かかとのある履物（靴下等） ○ × 

×：事故経験が比較的多い  ○：事故経験が比較的少ない 

 

５．３ 小括 

本章では、住宅の段差、手すりの有無、段差・階段の種類、室の配置関係といった室内環境

の違いが、ADLやヒヤリハットを含む事故の経験に及ぼす影響について捉えた。 

・玄関の室内環境の違いと玄関で行われる「上がり框昇降」との関係（表 5-21）、さらにベラ

ンダの室内環境の違いとベランダで行われる「室内間出入り（物：無）」「室内間出入り（物：

有）の関係（表 5-29）から、室内環境の違いと ADLの関係をみた。表 5-21及び表 5-29か

表 5－69.履物の種類と事故経験の関係 

表 5-70.下肢機能の安定性に考慮した履物の種類と事故経験の関係 



171 

 

ら、ADLの変化については室内環境の違いに関わらず、それぞれの ADLについて、「変化を

感じている」とした割合は比較的低い傾向がみられた。さらに、室内環境の違いと事故の

経験との関係をみるために、玄関の室内環境の違いと玄関で発生する「上がり框昇降時の

転倒」（表 5-40）、ベランダの室内環境の違いとベランダで発生する「室内間出入り（物：

無）／室内間出入り（物：有）の転倒（表 5-53）から、室内環境の違いと事故の関係をみ

た。玄関では上がり框が無く、手すりがある場合で、ベランダでは段差がない場合で事故

を経験する割合、すなわち事故の発生割合は顕著に高い傾向にあった。我が国の住宅の構

造を考えると、まったく段差がない場合はかなり少なく、ここから数センチメートル程度

のわずかな段差がある場合に事故が生じていて、高齢者の事故と同様の傾向があると考え

られる。一方で、手すりの使用頻度と玄関で発生する「上がり框昇降時の転倒」時の事故

の関係（表 5-23）を見ると、僅かな段差に対しては、手すりを使用していれば事故が予防

できることが明らかになった。 

・一方で、明らかな段差に対しては、手すりを把持していても事故やヒヤリハットが発生し

ている。浴室における手すり及びその使用頻度と浴室で発生する「浴槽縁のまたぎ時の転

倒」事故(表 5-50)では、浴槽縁をまたぐという、明らかなまたぎ段差である場合、手すり

が設置されているような室内環境であれば、それを積極的に使用することで、事故を予防

ができていた。 

・わずかな段差又は明らかな段差で発生する事故の違いには、玄関の段差と浴槽縁の大きさ

が関連していると考える。一般的に、玄関の段差は単純段差が多く、浴槽縁はまたぎ段差

である。さらに、浴槽縁のまたぎ段差は、ベランダにおけるまたぎ段差よりも大きいと推

察できる。すなわち、手すりによる事故予防には、段差の種類に加えてその大きさが関係

していると考えられ、この関係については、今後さらなる調査の必要性が高い。 

・階段の種類による違いと、階段で行われる「上り／下り」との関係（表 5-23）として、回

答数の多かった、回り（コ形）階段、曲がり（L形）階段、直進（I形）階段の３種類の階

段での割合をみると、直進階段で手すり無の場合を除いて、ADLの変化を半数以上がよく又

は時々感じているとしていた。とくに、階段下り時より上り時の方が認識しやすい。すな

わち、ADLは手すりの有無や階段の種類に関わらず、ADLの変化は大きいと考えられる。一

方、階段の種類による違いと、階段で発生する「上り／下り時の転落」事故の経験（表 5-

40）を見てみると、事故は回り階段で手すりがある場合、曲がり階段で手すりがない場合

で事故の発生割合が高い傾向にあり、ヒヤリハットは階段の種類によらず手すりが有る場

合で発生割合が高い傾向があった。とくに直進階段で、手すりがある場合に着目すると、

ヒヤリハットは高い割合を示し、事故の発生はなかった。すなわち、手すりが事故防止に

有効に働いていると考えられるが、回り階段や曲がり階段のような角度のある階段では、
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手すりが有効に働いていない可能性があると考えられる。すなわち、事故の発生は ADL の

変化よりも手すりの有無と階段の種類の関係による影響が大きいという示唆が得られた。

さらに、事故は階段の種別によらず、下り時に発生する場合が多く、高齢者と同様の傾向

がある。 

・浴室と便所の関係から、室の広さによる影響を比較する。浴室と便所が同室にあるか、別々

あるかの違いと浴室における「洗髪・洗身（立位）」との関係（表 5-24）を見てみると、度

数が大きくことなるものの、ADL の変化をよく又は時々感じる割合はともに半数以上であ

り、とくに同室である方が高い傾向を示した。同様に浴室における「洗髪・洗身（立位）時

の転倒」事故の経験（表 5-48）では、同室である場合の方が、事故、ヒヤリハット、とも

に割合は高い傾向を示した。浴室の広さは便所と同室である場合の方が狭いと想定され、

ここから狭い空間で立位での洗髪洗身といった協調動作を行うと、事故やヒヤリハットは

発生しやすいという示唆が得られた。 

・寝室で使用している寝具の種類と寝室における「起床時：起上がり／就寝時：横たわり」の 

関係（表 5-28）をみると、床面と寝具上面の高さが異なると、ADL の変化も異なり、すな

わちその高さが影響を及ぼしていると考えられる。とくに床面と寝具上面高さが低く寝具

のクッション性が高いと、ADLの変化が大きくなる傾向がある。さらに、寝室で使用してい

る寝具の種類と寝室における「起床時：起上がり／就寝時：横たわり時の転倒」事故との

関係（表 5-52）から、ADL の変化が大きくなることにより、事故が引き起こされていると

考えられる。 

・以上をまとめると、ADLは室が狭い方が変化を認識しやすい傾向があるが、総じて室内環境 

の違いによる影響は受けにくい傾向があり、一方事故は室内環境の違いの影響を受けやす

い傾向があることを把握した。さらに、事故が発生しやすい室内環境としては、わずかな

段差であること、階段では、手すりの有無よりも踏面の周り角度が事故発生に影響を及ぼ

している可能性があること、狭い室内で協調動作を行うと事故発生がしやすいことを捉え

た。 
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梗概集、2012、pp.885-886、2012.9 
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第６章 ADL の変化と住宅内事故の関係 

 
 本章では、前章「住宅の室内環境の違いが ADL の変化、住宅内事故の経験に及ぼす影響」

でとらえた関係性を補完するため、「妊娠期の ADL の変化と事故に関する調査」（調査 A、

回答者数：490名）からの結果を用いて、相関分析や多項ロジスティック回帰分析といった前

章とは異なる手法で ADLの変化、事故の関係の把握を行う。 

 

６．１ 調査結果 

６．１．１ ADL変化と事故の関係 

事故項目 31項目、ADL項目 21項目の相関関係を見出すために相関分析を行った。なお、相

関係数が 0.7以上の組み合わせを「強い相関あり」とし、相関関係を示す表中では「◎」と表

現した。同様に 0.4以上 0.7未満を「相関あり」とし、表中では「空欄」、0.4未満を「相関

なし」とし表中では、「×」とする。 

事故項目と ADL項目の間には「非常に強い」相関関係を示した項目はなかった。 

事故項目間の相関関係を表 6-1に示す。「【転倒】ベランダ：室内間出入り（物：無）」とそ

の他 12項目、「【転倒】居室：棚から出し入れ（重）」とその他 11項目、「【転倒】玄関：玄関

扉の開閉」とその他 10項目、「【転倒】玄関：上がり框の昇降」とその他 10項目、「非常に強

い相関」を示している。一方、「【転倒】居室：床からの立ち上がり」、「【腹部ぶつかり】玄関：

玄関扉の開閉」等 11 項目では「非常に強い」相関関係を示す項目はない。とくに「【腹部ぶ

つかり】台所：料理」では、「【腹部ぶつかり】玄関：玄関扉の開閉」、「【腹部ぶつかり】居室：

椅子等立ち上がり」、「【腹部ぶつかり】居室：扉の開閉」、「【腹部ぶつかり】居室：歩行」の４

項目を除いた 17項目との相関はない（表中の灰色で示される事故項目）。 

次に ADL 項目間の相関関係を表 6-2 に示す。「非常に強い」相関関係を示した項目は「階

段：上り」及び「階段：下り」、「居室：床からの立ち上がり」及び「居室：床に座る」、「寝室：

就寝時に横たわり」及び「寝室：起床時に起き上がり」の組み合わせである。 
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６．１．２ ADLの変化の条件の組み合わせによる事故の経験との関係 

 前項３．３．７において、「事故項目と ADL項目の間には「非常に強い」相関関係を示した

項目はなかった」から、有意な差は見出されなかった。一方、相関関係のような一対一の関

係では、その関連が見いだされない場合であっても、ある ADL の困難さの条件の組み合わせ

によって事故が引き起こされている可能性も考えられる。従って、説明変数に事故項目、独

立変数に複数の ADL 項目を投入し「多項ロジスティック回帰分析」を行うことにより、事故

が起こりやすい条件の分析を行う。 

（１）分析方法 

 SPSS Satistics もおける「多項ロジスティック回帰分析」とは、回帰分析の一種である。

回帰分析は、予測される連続変量（説明変数）に対して複数の独立変数を投入し、どの独立

変数の組み合わせが最も説明変数を予測しうる（説明変数）として最適であるかを示すもの

である。回帰分析は、説明変数、独立変数ともに連続変量であること、それぞれの分布がい

ずれも線型（回帰）であることが必要である。 

 「多項ロジスティック回帰分析」は、説明変数、独立変数ともに連続変量である必要はな

い。さらに、説明変数は順序尺度である必要があるが、独立変数は順序をもたないカテゴリ

カルデータであっても良く、それらの分布についても制限はない。以上より、本項の分析に

「多項ロジスティック回帰分析」を用いた。 

 なお、回帰分析では、ここでいう説明変数を「従属変数」ともいうが、本項では「説明変

数」と表記する。さらに、「独立変数」を「原因とされる事柄」、「従属変数（説明変数）」を

表 6-2.ADL項目間の相関関係 
  ADL 項目 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 

1 玄関：玄関扉の開閉     × × × × × × × × × × × × × × × × × × × 

2 玄関：上がり框の昇降     × × × × × × × × ×   × × × × × × ×     

3 階段：上り × ×   ◎             × ×               ×   

4 階段：下り × × ◎                 ×               ×   

5 浴室：洗髪、洗身 × ×                                       

6 浴室：浴槽縁のまたぐぎ × ×             ×     × ×                 

7 台所：料理 × ×                   ×               ×   

8 居室：床からの立ち上がり × ×             ◎   × ×               × × 

9 居室：床に座る × ×       ×   ◎     × ×               ×   

10 居室：清掃 × ×                   ×               ×   

11 居室：歩行 × × ×         × ×       × ×   ×     ×     

12 居室：扉の開閉 ×   × ×   × × × × ×     × × × ×   × ×   × 

13 居室：靴や服の着脱（立位） × ×       ×         × ×         ×     × × 

14 居室：棚等からの物の出入れ（重） × ×                 × ×           ×   ×   

15 居室：棚等からの物の出入れ（軽） × ×                   ×           ×       

16 居室：重い荷物の運搬 × ×                 × ×         × ×   × × 

17 居室：軽い荷物の運搬 × ×                     ×     ×           

18 寝室：就寝時に横たわり × ×                   ×   × × ×     ◎ × × 

19 寝室：起床時に起き上がり × ×                 × ×           ◎   × × 

20 ベランダ：室内間出入り（物：無） ×   × ×     × × × ×     × ×   ×   × ×     

21 ベランダ：室内間出入り（物：有） ×             ×     × × ×     ×   × ×     

 ※相関係数が 0.7 以上「強い相関あり」：◎、相関関係 0.4 以上 0.7 未満「相関あり」：空欄、相関関係 0.4 未満「相関なし」：× 
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「結果とされる事柄」として、以降の分析を進める。 

（２）分析結果 

 分析結果を表 6-3に示す。なお、表 6-4は各説明変数予測の適合指標を示す。 

 表 6-3 におけるそれぞれの予測におけるモデルの適合度とは、モデル全体の適切さを測定

する統計量の一つで、以下のような意味をもつ。 

・モデル適合情報 

 有意確率が 0.05未満であれば、「モデルが適合している」とみなす。なお、「モデルが適合

していない」という仮説が 5％以下の危険率で棄却される。 

・Pearsonのモデル適合 

 同様に、有意確率 0.05未満であれば、「モデルが適合している」とみなす。 

・擬 R2乗値 

 順序回帰モデルでは、線型回帰の R２統計量に対応する指標がない。代替評価係数として

R2 統計量のプロパティを模倣する測定値が複数存在していることから、Cox と Snell、

Nagelkerke、McFaddenの３種を示す。これらの方法により、R2値には幅があるが、線型回帰

の R2統計量と同様に、0.25であれば弱い相関（関連）があるとみなしている。したがって、

本論においても 0.25以上の評価係数が一つでもある場合、それに注目した。 

 以上のような視点から表 6-4 の結果をみると、ほぼ「モデルが適合していない」とはいえ

ない。すなわち、選択された独立変数によって、説明変数が予測できることから、事故項目

と ADL項目において、何らかの予測が成立している。 

 表 6-4 で得られた結果を、事故項目（説明変数）ごとに以下に示す。表中のパラメーター

推定値はそれぞれのカテゴリごとに説明変数へのモデル適合のための有効な働きをしている

かを示している。有意確率が 0.05未満であれば、当該カテゴリがモデルへ適合している（「モ

デルが適合していない」という仮説が 5％以下の危険率で棄却）とみなす。なお、表中のセル

において赤色で示されたセルは、0.05未満のカテゴリについて説明変数の予測に影響を与え

ていることを示す。さらに、以下の記述において、概ね 0.05未満を「関連が強い」、0.01以

下を「関連がかなり強い」と表現する。 

 

1.【転倒】玄関：玄関扉の開閉 
唯一、「居室：床に座る」のカテゴリにおいて事故の経験との関連が強い。 

2.【転倒】玄関：上がり框昇降 

「居室：床に座る」のカテゴリにおいて事故の経験との関連がとくに強い、「寝室：就

寝時に横たわる」、「寝室：起床時に起き上がる」、「扉を開閉する」、「靴や服の着脱（立

位）」、「料理をする」、「階段（住宅内）を上る」、「浴室での洗髪、洗身」、「ベランダ⇔室
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内出入（物：無）（物：有）」、「棚等からの物の出し入れ（重）（軽）」、「重い（軽い）荷物

を運ぶ」のカテゴリにおいて事故の経験との関連が強い。ほとんどの ADL の変化との関

連が示唆される。 

3.【転倒】居室：床からの立上がり 

「玄関：玄関扉を開閉する」、「居室：床からの立ち上がり」、「寝室：起床時に起き上が

る」、「靴や服の着脱（立位）」、「料理をする」、「階段（住宅内）を上る（下る）」、「浴室の

浴槽をまたぐ」、「ベランダ⇔室内出入（物：無）（物：有）」、「重い荷物を運ぶ」のカテゴ

リにおいて事故の経験との関連が強い。 

4.【転倒】居室：床に座る 
「玄関：玄関扉を開閉する」、「居室：床に座る」、「靴や服の着脱（立位）」、「料理をす

る」、「階段（住宅内）を上る」、「浴室の浴槽をまたぐ」、「棚等からの物の出し入れ（軽）」、

「軽い荷物を運ぶ」のカテゴリにおいても事故の経験との関連が強い。 

5.【転倒】寝室：就寝時の横たわり 
「玄関：玄関扉を開閉する」、「棚等からの物の出し入れ（軽）」、「階段（住宅内）を上

る」、「浴室の浴槽をまたぐ」、「ベランダ⇔室内出入（物：無）」、「棚等からの物の出し入

れ（軽）」、「重い（軽い）荷物を運ぶ」のカテゴリにおいて事故の経験との関連が強い。 

6.【転倒】寝室：起床時の起き上がり 

「玄関：玄関扉を開閉する」、「寝室：就寝時に横たわる」、「居室：扉を開閉する」、「靴

や服の着脱（立位）」、「料理をする」、「階段（住宅内）を上る」、「浴室での洗髪」、「棚等

からの物の出し入れ（軽）」、「重い荷物を運ぶ」のカテゴリにおいて事故の経験との関連

が強い。 

7.【転倒】居室：清掃 

「玄関：玄関扉を開閉する」、「居室：床からの立ち上がり」、「居室：床に座る」、「靴や

服の着脱（立位）」、「料理をする」、「階段（住宅内）を上る」、「浴室での洗髪」、「棚等か

らの物の出し入れ（軽）」、「重い荷物を運ぶ」のカテゴリにおいて事故の経験との関連が

強い。 

8.【転倒】居室：歩行 

「玄関：玄関扉を開閉する」、「居室：床からの立ち上がり」、「寝室：起床時に起き上が

る」、「靴や服の着脱（立位）」、「料理をする」、「ベランダ⇔室内出入（物：有）」のカテゴ

リにおいてのみ事故の経験との関連が強い。 

9.【転倒】居室：扉開閉 

「玄関：上がり框の昇降」、「居室：床からの立ち上がり」、「靴や服の着脱（立位）」、「料

理をする」、「重い荷物を運ぶ」のカテゴリにおいて事故の経験との関連が強い。 
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10.【転倒】居室：靴や服の着脱（立位） 

「居室：床からの立ち上がり」、「料理をする」、「階段（住宅内）を上る」、「浴室の浴槽

をまたぐ」、「ベランダ⇔室内出入（物：有）」のカテゴリにおいて事故の経験との関連が

強い。 

11.【転倒】浴室：洗髪・洗（立位） 

「玄関：玄関扉を開閉する」、「居室：床に座るとき」、「寝室：就寝時に横たわる」、「靴

や服の着脱（立位）」、「料理をする」、「階段（住宅内）を上る」、「棚等からの物の出し入

れ（軽）」のカテゴリにおいて事故の経験との関連が強い。 

12.【転倒】浴室：清掃 

「玄関：上がり框の昇降」、「居室：床からの立ち上がり」、「寝室：就寝時に横たわる」、

「居室：歩行する」、「靴や服の着脱（立位）」、「料理をする」、「階段（住宅内）を上る」、

「浴室での洗髪、洗身」、「浴室の浴槽をまたぐ」、「ベランダ⇔室内出入（物：有）」、「棚

等からの物の出し入れ（重）（軽）」、「重い（軽い）荷物を運ぶ」のカテゴリにおいていず

れもかなり強い関連がある。 

13.【転倒】浴室：浴槽縁のまたぎ 

「居室：床に座るとき」、「寝室：就寝時に横たわる」、「寝室：起床時に起き上がる」、

「居室：扉を開閉する」といった他ではあまり選択されていない変数との関連が見られ

ている。「靴や服の着脱（立位）」、「料理をする」、「階段（住宅内）を上る」、「浴室の浴槽

をまたぐ」、「ベランダ⇔室内出入（物：無）（物：有）」、「棚等からの物の出し入れ（軽）」、

「重い（軽い）荷物を運ぶ」のカテゴリにおいていずれもかなり強い関連がある。 

14.【転倒】ベラ⇔室内間の出入り（物：無） 

「居室：床からの立ち上がり」、「居室：床に座るとき」、「寝室：就寝時に横たわる」、

「寝室：起床時に起き上がる」、「居室：扉を開閉する」、「料理をする」、「階段（住宅内）

を下る」、「ベランダ⇔室内出入（物：有）」、「棚等からの物の出し入れ（軽）」のカテゴリ

において事故の経験との関連が強い。 

15.【転倒】ベラ⇔室内間の出入り（物：有） 

「居室：床からの立ち上がり」、「居室：床に座るとき」、「寝室：就寝時に横たわる」、

「寝室：起床時に起き上がる」、靴や服の着脱（立位）」、「料理をする」、「階段（住宅内）

を上る（下る）」、「ベランダ⇔室内出入（物：有）」、「棚等からの物の出し入れ（軽）」、「重

い荷物を運ぶ」のカテゴリにおいてかなり強い関連がある。 

16.【転倒】居室：棚等からの物の出入れ（重） 

「玄関：上がり框の昇降」、「居室：床からの立ち上がり」、「居室：床に座るとき」、「居室：

清掃する」、「靴や服の着脱（立位）」、「料理をする」、浴室の浴槽をまたぐ」、「ベランダ⇔
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室内出入（物：無）（物：有）」、「棚等からの物の出し入れ（軽）」、「重い（軽い）荷物を

運ぶ」のカテゴリにおいて事故の経験との関連が強い。 

17.【転倒】居室：棚等からの物の出入れ（軽） 

「居室：床からの立ち上がり」、「寝室：就寝時に横たわる」、「寝室：起床時に起き上が

る」、「居室：清掃する」、「料理をする」、「階段（住宅内）を下る（上る）」、「浴室で洗髪、

洗身する」、「ベランダ⇔室内出入（物：無）（物：有）」、「棚等からの物の出し入れ（軽）」、

「重い（軽い）荷物を運ぶ」のカテゴリにおいてかなり強い関連がある。 

18.【転倒】居室：重い荷物の運搬 

「玄関：上がり框の昇降」、「居室：床からの立ち上がり」、「居室：床に座るとき」、「居

室：清掃する」、「靴や服の着脱（立位）」、「料理をする」、浴室の浴槽をまたぐ」、「ベラン

ダ⇔室内出入（物：無）（物：有）」、「棚等からの物の出し入れ（軽）」、「重い（軽い）荷

物を運ぶ」のカテゴリにおいてかなり強い関連がある。 

19.【転倒】居室：軽い荷物の運搬 

「居室：床からの立ち上がり」、「寝室：就寝時に横たわる」、「寝室：起床時に起き上が

る」、「居室：清掃する」、「料理をする」、「階段（住宅内）を下る（上る）」、「浴室で洗髪、

洗身する」、「ベランダ⇔室内出入（物：無）（物：有）」、「棚等からの物の出し入れ（軽）」、

「重い（軽い）荷物を運ぶ」のカテゴリにおいて事故の経験との関連が強い。 

20.【転落】階段：上り 

「玄関：玄関扉を開閉する」、「靴や服の着脱（立位）」、「料理をする」、「階段（住宅内）

を下る（上る）」、「浴室で洗髪、洗身する」、「棚等からの物の出し入れ（軽）」、「重い（軽

い）荷物を運ぶ」のカテゴリにおいて事故の経験との関連が強い。 

21.【転落】階段：下り 

「玄関：玄関扉を開閉する」、「居室：床からの立ち上がり」、「寝室：起床時に起き上が

る」、「居室：清掃する」、「居室：歩行する」、「靴や服の着脱（立位）」、「階段（住宅内）

を下る（上る）」、「ベランダ⇔室内出入（物：無）」のカテゴリにおいてかなり強い関連が

ある。 

22.【物落下】居室：棚等から物の出し入れ（重） 

「玄関：玄関扉を開閉する」、「玄関：上がり框の昇降」、「居室：床からの立ち上がり」、

「寝室：就寝時に横たわる」、「寝室：起床時に起き上がる」、「居室：清掃する」、「居室：

歩行する」、「居室：扉を開閉する」、「靴や服の着脱（立位）」、「料理をする」、「階段（住

宅内）を下る」、「浴室で洗髪、洗身する」、「浴室の浴槽をまたぐ」、「ベランダ⇔室内出入

（物：無）」、「棚等からの物の出し入れ（重）（軽）」、「重い（軽い）荷物を運ぶ」のカテ

ゴリにおいて事故の経験との関連が強い。 
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23.【物落下】居室：棚等からの物の出し入れ（軽） 

「玄関：玄関扉を開閉する」、「玄関：上がり框の昇降」、「居室：床からの立ち上がり」、

「居室：歩行する」、「居室：扉を開閉する」、「靴や服の着脱（立位）」、「階段（住宅内）

を下る（上る）」、「浴室の浴槽をまたぐ」、「棚等からの物の出し入れ（重）（軽）」、「重い

（軽い）荷物を運ぶ」のカテゴリにおいて強い関連がある。 

24.【腹部ぶつかり】玄関：玄関扉の開閉 

「玄関：玄関扉を開閉する」、「玄関：上がり框の昇降」、「寝室：起床時に起き上が」、「居

室：扉を開閉する」、「靴や服の着脱（立位）」、「料理をする」、「棚等からの物の出し入れ

（重）（軽）」、「重い（軽い）荷物を運ぶ」のカテゴリにおいて事故の経験との関連が強い。 

25.【腹部ぶつかり】台所：料理 

「玄関：玄関扉を開閉する」、「居室：床からの立ち上がり」、「居室：床に座る」、寝室：

起床時に起き上がる」、「居室：歩行する」、「靴や服の着脱（立位）」、「料理をする」、「階

段（住宅内）を上る」、「ベランダ⇔室内出入（物：無）（物：有）」、「棚等からの物の出し

入れ（重）」のカテゴリにおいて事故の経験との関連が強い。 

26.【腹部ぶつかり】居室：椅子等から立ち上がり 

寝室：起床時に起き上がる」、「料理をする」、「階段（住宅内）を上る」、「棚等からの物の

出し入れ（軽）」、「重い荷物を運ぶ」のカテゴリにおいて事故の経験との関連が強い。 

27.【腹部ぶつかり】便所：立ち上がり 

「玄関：玄関扉を開閉する」、「靴や服の着脱（立位）」、「料理をする」、「階段（住宅内）

を上る」のカテゴリにおいて事故の経験との関連が強い。 

28.【腹部ぶつかり】居室：扉の開閉 

「階段（住宅内）を上る」、「ベランダ⇔室内出入（物：無）」、「棚等からの物の出し入れ

（軽）」、「軽い荷物を運ぶ」のカテゴリにおいて事故の経験との関連が強い。 

29.【腹部ぶつかり】居室：歩行 

居室：床からの立ち上がり｣、「靴や服の着脱（立位）」、「料理をする」、「階段（住宅内）

を上る（下る）」、「ベランダ⇔室内出入（物：無）（物：有）」のカテゴリにおいて事故の

経験との関連が強い。 

30.【腹部はさまり】玄関：玄関扉開閉時 

「寝室：起床時に起き上がる」、「靴や服の着脱（立位）」、「棚等からの物の出し入れ（重）

（軽）」、「重い（軽い）荷物を運ぶ」のカテゴリにおいて強い関連がある。 

31.【腹部はさまり】居室：隙間 

「玄関：玄関扉を開閉する」、「居室：床に座るとき」、「寝室：起床時に起き上がる」、「靴

や服の着脱（立位）」、「浴室での洗髪、洗身」、「浴室の浴槽をまたぐ」、「ベランダ⇔室内

出入（物：有）」、「棚等からの物の出し入れ（重）（軽）」、「軽い荷物を運ぶ」のカテゴリ
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において事故の経験との関連が強い。 

 
1 【転倒】 

玄関：玄関

扉の開閉 

モデル適合情報 モデル -2 対数尤度 カイ 2 乗 自由度 有意確率 

    切片のみ 187.322     

    最終 0 187.322 42 0.000 

  適合度   カイ 2 乗 自由度 有意確率   

    Pearson 2.051 208 1.000   

    逸脱 3.867 208 1.000   

  疑似 R2 乗 Cox と Snell 0.718       

    Nagelkerke 1.000     

    McFadden 1.000       

2 【転倒】玄

関：上がり

框昇降 

モデル適合情報 モデル -2 対数尤度 カイ 2 乗 自由度 有意確率 

    切片のみ 204.212     

    最終 0 204.212 42 0.000 

  適合度   カイ 2 乗 自由度 有意確率   

    Pearson 11.002 208 1.000   

    逸脱 17.11 208 1.000   

  疑似 R2 乗 Cox と Snell 0.748       

    Nagelkerke 0.997     

    McFadden 0.993       

3 【転倒】居

室：床から

の立ち上

がり 

モデル適合情報 モデル -2 対数尤度 カイ 2 乗 自由度 有意確率 

    切片のみ 239.653     

    最終 116.548 123.105 42 0.000 

  適合度   カイ 2 乗 自由度 有意確率   

    Pearson 324.291 208 0.000   

    逸脱 115.162 208 1.000   

  疑似 R2 乗 Cox と Snell 0.565       

    Nagelkerke 0.703     

    McFadden 0.511       

4 【：転倒】

居室：床に

座る 

モデル適合情報 モデル -2 対数尤度 カイ 2 乗 自由度 有意確率 

    切片のみ 189.518     

    最終 97.471 92.047 42 0.000 

  適合度   カイ 2 乗 自由度 有意確率   

    Pearson 1659.764 208 0.000   

    逸脱 96.085 208 1.000   

  疑似 R2 乗 Cox と Snell 0.463       

    Nagelkerke 0.639     

    McFadden 0.482       

5 【転倒】寝

室：就寝時

の横たわ

り 

モデル適合情報 モデル -2 対数尤度 カイ 2 乗 自由度 有意確率 

    切片のみ 201.017     

    最終 110.728 90.289 42 0.000 

  適合度   カイ 2 乗 自由度 有意確率   

    Pearson 168.615 208 0.979   

    逸脱 107.956 208 1.000   

  疑似 R2 乗 Cox と Snell 0.457       

    Nagelkerke 0.611     

    McFadden 0.443       

6 【転倒】寝

室：起床時

の起き上

がり 

モデル適合情報 モデル -2 対数尤度 カイ 2 乗 自由度 有意確率 

    切片のみ 207.274     

    最終 95.581 111.693 42 0.000 

  適合度   カイ 2 乗 自由度 有意確率   

    Pearson 192.7 208 0.769   

    逸脱 92.809 208 1.000   

  疑似 R2 乗 Cox と Snell 0.530       

    Nagelkerke 0.699     

    McFadden 0.532       

    色は 有意確率では p≦0.05 を示す 

    R2 乗では 0.25以上を示す 

 
  

表 6-3-1.モデルの適合情報 
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7 【転倒】居

室：清掃 

モデル適合情報 モデル -2 対数尤度 カイ 2 乗 自由度 有意確率 

    切片のみ 187.752     

    最終 81.407 106.344 42 0.000 

  適合度   カイ 2 乗 自由度 有意確率   

    Pearson 127.698 208 1.000   

    逸脱 78.635 208 1.000   

  疑似 R2 乗 Cox と Snell 0.513       

    Nagelkerke 0.708     

    McFadden 0.558       

8 【転倒】居

室：歩行 

モデル適合情報 モデル -2 対数尤度 カイ 2 乗 自由度 有意確率 

    切片のみ 193.857     

    最終 95.673 98.184 42 0.000 

  適合度   カイ 2 乗 自由度 有意確率   

    Pearson 132.655 208 1.000   

    逸脱 92.9 208 1.000   

  疑似 R2 乗 Cox と Snell 0.485       

    Nagelkerke 0.660     

    McFadden 0.499       

9 【転倒】居

室：扉の開

閉 

モデル適合情報 モデル -2 対数尤度 カイ 2 乗 自由度 有意確率 

    切片のみ 160.181     

    最終 0 160.181 42 0.000 

  適合度   カイ 2 乗 自由度 有意確率   

    Pearson 2.315 208 1.000   

    逸脱 4.425 208 1.000   

  疑似 R2 乗 Cox と Snell 0.661       

    Nagelkerke 0.991     

    McFadden 0.983       

10 【転倒】居

室：靴や服

の着脱（立

位） 

モデル適合情報 モデル -2 対数尤度 カイ 2 乗 自由度 有意確率 

    切片のみ 241.682     

    最終 144.699 96.983 42 0.000 

  適合度   カイ 2 乗 自由度 有意確率   

    Pearson 598.281 208 0.000   

    逸脱 141.927 208 1.000   

  疑似 R2 乗 Cox と Snell 0.481       

    Nagelkerke 0.595     

    McFadden 0.397       

11 【転倒】浴

室：洗髪・

洗身（立

位） 

モデル適合情報 モデル -2 対数尤度 カイ 2 乗 自由度 有意確率 

    切片のみ 193.475     

    最終 96.352 97.124 42 0.000 

  適合度   カイ 2 乗 自由度 有意確率   

    Pearson 1881.81 208 0.000   

    逸脱 94.965 208 1.000   

  疑似 R2 乗 Cox と Snell 0.481       

    Nagelkerke 0.657     

    McFadden 0.498       

12 【転倒】浴

室：清掃 

モデル適合情報 モデル -2 対数尤度 カイ 2 乗 自由度 有意確率 

    切片のみ 205.277     

    最終 81.134 124.143 42 0.000 

  適合度   カイ 2 乗 自由度 有意確率   

    Pearson 16844.968 208 0.000   

    逸脱 79.748 208 1.000   

  疑似 R2 乗 Cox と Snell 0.568       

    Nagelkerke 0.755     

    McFadden 0.601       

    色は 有意確率では p≦0.05 を示す 

    R2 乗では 0.25以上を示す 

 
  

表 6-3-2.モデルの適合情報 
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13 【転倒】浴

室：浴槽縁

のまたぎ 

モデル適合情報 モデル -2 対数尤度 カイ 2 乗 自由度 有意確率 

    切片のみ 213.679     

    最終 0 213.679 42 0.000 

  適合度   カイ 2 乗 自由度 有意確率   

    Pearson 24.207 208 1.000   

    逸脱 24.565 208 1.000   

  疑似 R2 乗 Cox と Snell 0.764       

    Nagelkerke 1.000     

    McFadden 1       

14 【転倒】ベ

ラ⇔室内

出 入 り

（物：無） 

  

モデル適合情報 モデル -2 対数尤度 カイ 2 乗 自由度 有意確率 

    切片のみ 197.765     

    最終 0 197.765 42 0.000 

  適合度   カイ 2 乗 自由度 有意確率   

    Pearson 81.75 208 1.000   

    逸脱 27.015 208 1.000   

  疑似 R2 乗 Cox と Snell 0.737       

    Nagelkerke 1.000     

    McFadden 1.000       

15 【転倒】ベ

ラ⇔室内

出 入 り

（物：有） 

  

モデル適合情報 モデル -2 対数尤度 カイ 2 乗 自由度 有意確率 

    切片のみ 209.016     

    最終 0 209.016 42 0.000 

  適合度   カイ 2 乗 自由度 有意確率   

    Pearson 66.18 208 1.000   

    逸脱 35.71 208 1.000   

  疑似 R2 乗 Cox と Snell 0.756       

    Nagelkerke 0.997     

    McFadden 0.993       

16 【転倒】居

室：棚等か

らの物の

出 入 れ

（重） 

モデル適合情報 モデル -2 対数尤度 カイ 2 乗 自由度 有意確率 

    切片のみ 195.168     

    最終 67.905 127.263 42 0.000 

  適合度   カイ 2 乗 自由度 有意確率   

    Pearson 130.702 208 1.000   

    逸脱 64.576 208 1.000   

  疑似 R2 乗 Cox と Snell 0.577       

    Nagelkerke 0.774     

    McFadden 0.629       

17 【転倒】居

室：棚等か

らの物の

出 入 れ

（軽） 

モデル適合情報 モデル -2 対数尤度 カイ 2 乗 自由度 有意確率 

    切片のみ 200.672     

    最終 0 200.672 42 0.000 

  適合度   カイ 2 乗 自由度 有意確率   

    Pearson 62.407 208 1.000   

    逸脱 59.54 208 1.000   

  疑似 R2 乗 Cox と Snell 0.742       

    Nagelkerke 0.997     

    McFadden 0.993       

18 【転倒】居

室：重い荷

物の運搬 

モデル適合情報 モデル -2 対数尤度 カイ 2 乗 自由度 有意確率 

    切片のみ 195.718     

    最終 0 195.718 42 0.000 

  適合度   カイ 2 乗 自由度 有意確率   

    Pearson 18.749 208 1.000   

    逸脱 25.771 208 1.000   

  疑似 R2 乗 Cox と Snell 0.734       

    Nagelkerke 1.000     

    McFadden 1.000       

    色は 有意確率では p≦0.05 を示す 

    R2 乗では 0.25以上を示す 

 
  

表 6-3-3.モデルの適合情報 
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19 【転倒】居

室：軽い荷

物の運搬 

モデル適合情報 モデル -2 対数尤度 カイ 2 乗 自由度 有意確率 

    切片のみ 188.216     

    最終 0 188.216 42 0.000 

  適合度   カイ 2 乗 自由度 有意確率   

    Pearson 2.228 208 1.000   

    逸脱 4.307 208 1.000   

  疑似 R2 乗 Cox と Snell 0.720       

    Nagelkerke 0.996     

    McFadden 0.993       

20 

【転落】

階段： 

上り 

 

モデル適合情報 モデル -2 対数尤度 カイ 2 乗 自由度 有意確率 

    切片のみ 216.959     

    最終 95.415 121.544 42 0.000 

  適合度   カイ 2 乗 自由度 有意確率   

    Pearson 9425.367 208 0.000   

    逸脱 92.085 208 1.000   

  疑似 R2 乗 Cox と Snell 0.560       

    Nagelkerke 0.718     

    McFadden 0.542       

21 

【転落】

階段： 

下り 

モデル適合情報 モデル -2 対数尤度 カイ 2 乗 自由度 有意確率 

    切片のみ 250.07     

    最終 154.784 95.286 42 0.000 

  適合度   カイ 2 乗 自由度 有意確率   

    Pearson 366.931 208 0.000   

    逸脱 152.841 208 0.998   

  疑似 R2 乗 Cox と Snell 0.475       

    Nagelkerke 0.577     

    McFadden 0.372       

22 【物落下】

居室：棚等

からの物

の出入れ

（重） 

モデル適合情報 モデル -2 対数尤度 カイ 2 乗 自由度 有意確率 

    切片のみ 195.168     

    最終 67.905 127.263 42 0.000 

  適合度   カイ 2 乗 自由度 有意確率   

    Pearson 130.702 208 1.000   

    逸脱 64.576 208 1.000   

  疑似 R2 乗 Cox と Snell 0.577       

    Nagelkerke 0.774     

    McFadden 0.629       

23 【物落下】

居室：棚等

からの物

の出入れ

（軽） 

モデル適合情報 モデル -2 対数尤度 カイ 2 乗 自由度 有意確率 

    切片のみ 200.672     

    最終 0 200.672 42 0.000 

  適合度   カイ 2 乗 自由度 有意確率   

    Pearson 62.407 208 1.000   

    逸脱 59.54 208 1.000   

  疑似 R2 乗 Cox と Snell 0.742       

    Nagelkerke 0.997     

    McFadden 0.993       

24 

【腹部ぶ

つかり】

玄関：玄

関扉の開

閉 

 

モデル適合情報 モデル -2 対数尤度 カイ 2 乗 自由度 有意確率 

    切片のみ 199.286     

    最終 82.845 116.44 42 0.000 

  適合度   カイ 2 乗 自由度 有意確率   

    Pearson 422.778 208 0.000   

    逸脱 80.073 208 1.000   

  疑似 R2 乗 Cox と Snell 0.545       

    Nagelkerke 0.731     

    McFadden 0.576       

    色は 有意確率では p≦0.05 を示す 

    R2 乗では 0.25以上を示す 

 
  

表 6-3-4.モデルの適合情報 
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25 【腹部ぶ

つかり】台

所：料理 

モデル適合情報 モデル -2 対数尤度 カイ 2 乗 自由度 有意確率 

    切片のみ 251.994     

    最終 149.373 102.621 42 0.000 

  適合度   カイ 2 乗 自由度 有意確率   

    Pearson 215.063 208 0.354   

    逸脱 147.987 208 0.999   

  疑似 R2 乗 Cox と Snell 0.500       

    Nagelkerke 0.610     

    McFadden 0.405       

26 【腹部ぶ

つかり】居

室：椅子等

立ち上が

り時 

モデル適合情報 モデル -2 対数尤度 カイ 2 乗 自由度 有意確率 

    切片のみ 226.759     

    最終 109.689 117.07 42 0.000 

  適合度   カイ 2 乗 自由度 有意確率   

    Pearson 3460.334 208 0.000   

    逸脱 106.359 208 1.000   

  疑似 R2 乗 Cox と Snell 0.547       

    Nagelkerke 0.688     

    McFadden 0.500       

27 【腹部ぶ

つかり】便

所：立ち上

がり 

モデル適合情報 モデル -2 対数尤度 カイ 2 乗 自由度 有意確率 

    切片のみ 178.609     

    最終 60.934 117.676 42 0.000 

  適合度   カイ 2 乗 自由度 有意確率   

    Pearson 391.917 208 0.000   

    逸脱 57.604 208 1.000   

  疑似 R2 乗 Cox と Snell 0.548       

    Nagelkerke 0.767     

    McFadden 0.633       

28 【腹部ぶ

つかり】居

室：扉の開

閉 

モデル適合情報 モデル -2 対数尤度 カイ 2 乗 自由度 有意確率 

    切片のみ 211.286     

    最終 118.446 92.84 42 0.000 

  適合度   カイ 2 乗 自由度 有意確率   

    Pearson 383.877 208 0.000   

    逸脱 116.503 208 1.000   

  疑似 R2 乗 Cox と Snell 0.466       

    Nagelkerke 0.606     

    McFadden 0.428       

29 【腹部ぶ

つかり】居

室：歩行 

モデル適合情報 モデル -2 対数尤度 カイ 2 乗 自由度 有意確率 

    切片のみ 243.637     

    最終 149.275 94.362 42 0.000 

  適合度   カイ 2 乗 自由度 有意確率   

    Pearson 387.609 208 0.000   

    逸脱 147.889 208 0.999   

  疑似 R2 乗 Cox と Snell 0.471       

    Nagelkerke 0.583     

    McFadden 0.385       

30 【腹部は

さまり】居

室：隙間 

モデル適合情報 モデル -2 対数尤度 カイ 2 乗 自由度 有意確率 

    切片のみ 192.769     

    最終 80.887 111.882 42 0.000 

  適合度   カイ 2 乗 自由度 有意確率   

    Pearson 35881.424 208 0.000   

    逸脱 76.171 208 1.000   

  疑似 R2 乗 Cox と Snell 0.530       

    Nagelkerke 0.714     

    McFadden 0.556       

    色は 有意確率では p≦0.05 を示す 

    R2 乗では 0.25以上を示す 

 
  

表 6-3-5.モデルの適合情報 
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31 【腹部は

さまり】玄

関：玄関扉

の開閉 

モデル適合情報 モデル -2 対数尤度 カイ 2 乗 自由度 有意確率 

    切片のみ 171.518     

    最終 0 171.518 42 0.000 

  適合度   カイ 2 乗 自由度 有意確率   

    Pearson 9.574 208 1.000   

    逸脱 12.021 208 1.000   

  疑似 R2 乗 Cox と Snell 0.686       

    Nagelkerke 0.975     

    McFadden 0.953       

   色は 有意確率では p≦0.05 を示す 

    R2 乗では 0.25以上を示す 

 
  

表 6-3-6.モデルの適合情報 
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玄関：玄関扉

の開閉 

事故 0.849 0.788 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.436 0.733 0.000 0.868 0.754 0.889 0.522 0.266 0.423 0.266 0.423 0.000 0.000 0.000 0.024 0.067 0.032 0.492 0.000 0.426 0.649 0.000 0.602 

ヒヤリハット 0.797 0.701 . . . . . . 0.222 0.308 . 0.845 0.59 0.947 0.709 0.154 0.400 0.154 0.400 . . . 0.013 0.013 0.043 0.613 . 0.304 0.503 . 0.387 

ない . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 

玄関：上がり

框の昇降 

事故 0.726 0.988 0.640 0.698 0.985 0.098 0.056 0.974 0.044 0.470 0.635 0.049 0.375 0.602 0.763 0.045 0.993 0.045 0.993 0.217 0.115 0.044 0.004 0.019 0.091 0.779 0.709 0.526 0.420 0.543 0.895 

ヒヤリハット 0.846 0.337 0.057 0.388 0.878 0.293 0.312 0.807 0.286 0.448 0.580 0.026 0.429 0.277 0.106 0.089 0.775 0.089 0.775 0.250 0.132 0.012 0.002 0.024 0.185 0.855 0.226 0.947 0.348 0.679 0.956 

ない . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 

居室：床から

の立ち上がり 

事故 0.508 0.079 0.065 0.940 0.170 0.624 0.185 0.010 0.027 0.418 0.215 0.043 0.849 0.008 0.045 0.019 0.329 0.019 0.329 0.911 0.001 0.327 0.024 0.643 0.047 0.583 0.174 0.647 0.029 0.055 0.531 

ヒヤリハット 0.721 0.708 0.048 0.563 0.927 0.904 0.002 0.024 0.044 0.010 0.308 0.856 0.355 0.014 0.031 0.149 0.004 0.149 0.004 0.465 0.004 0.035 0.870 0.448 0.039 0.848 0.227 0.641 0.321 0.961 0.563 

ない . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 

居室：床に座

る 

事故 0.014 0.001 0.465 0.753 0.285 0.375 0.493 0.055 0.268 0.952 0.044 0.245 0.033 0.002 0.017 0.024 0.696 0.024 0.696 0.379 0.158 0.133 0.076 0.177 0.006 0.072 0.073 0.895 0.157 0.031 0.381 

ヒヤリハット 0.390 0.649 0.189 0.031 0.121 0.767 0.045 0.582 0.783 0.794 0.182 0.751 0.555 0.001 0.055 0.311 0.224 0.311 0.224 0.677 0.149 0.135 0.072 0.495 0.329 0.184 0.075 0.335 0.507 0.162 0.830 

ない . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 

寝室：就寝時

の横たわり 

事故 0.665 0.003 0.955 0.156 0.411 0.844 0.207 0.611 0.712 0.314 0.225 0.589 0.373 0.034 0.013 0.698 0.428 0.698 0.428 0.586 0.360 0.703 0.860 0.230 0.119 0.584 0.141 0.388 0.810 0.115 0.553 

ヒヤリハット 0.523 0.047 0.371 0.054 0.322 0.003 0.414 0.061 0.135 0.707 0.034 0.009 0.026 0.922 0.04 0.670 0.000 0.670 0.000 0.480 0.452 0.004 0.229 0.286 0.281 0.322 0.076 0.135 0.772 0.051 0.218 

ない . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 

寝室：起床時

の起上がり 

事故 0.174 0.229 0.959 0.085 0.966 0.174 0.184 0.064 0.117 0.082 0.089 0.331 0.014 0.026 0.04 0.339 0.030 0.339 0.030 0.272 0.136 0.017 0.740 0.050 0.049 0.001 0.148 0.066 0.176 0.013 0.015 

ヒヤリハット 0.685 0.031 0.032 0.814 0.082 0.836 0.317 0.016 0.611 0.234 0.824 0.907 0.367 0.079 0.032 0.086 0.023 0.086 0.023 0.086 0.015 0.006 0.340 0.005 0.800 0.014 0.821 0.224 0.851 0.008 0.027 

ない . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 

居室：清掃 

事故 0.300 0.232 0.765 0.733 0.436 0.675 0.732 0.969 0.555 0.921 0.586 0.549 0.822 0.224 0.056 0.037 0.029 0.037 0.029 0.631 0.001 0.009 0.836 0.329 0.768 0.278 0.268 0.267 0.990 0.949 0.926 

ヒヤリハット 0.179 ｐ 0.933 0.529 0.228 0.659 0.271 0.534 0.624 0.174 0.947 0.359 0.607 0.927 0.146 0.736 0.820 0.736 0.820 0.607 0.007 0.002 0.069 0.694 0.815 0.353 0.600 0.782 0.274 0.064 0.444 

ない . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 

居室：歩行 

事故 0.373 0.126 0.050 0.186 0.487 0.209 0.133 0.324 0.309 0.675 0.155 0.003 0.72 0.585 0.117 0.324 0.974 0.324 0.974 0.925 0.029 0.281 0.006 0.442 0.079 0.665 0.062 0.765 0.595 0.176 0.370 

ヒヤリハット 0.681 0.283 0.085 0.464 0.838 0.383 0.992 0.074 0.980 0.740 0.518 0.003 0.46 0.128 0.157 0.559 0.257 0.559 0.257 0.752 0.019 0.023 0.006 0.069 0.028 0.593 0.133 0.742 0.365 0.542 0.848 

ない . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 

居室： 

扉の開閉 

事故 0.235 0.004 0.836 0.821 0.862 0.480 0.974 0.279 0.937 0.164 0.663 0.084 0.073 0.000 0.110 0.341 0.113 0.341 0.113 0.194 0.600 0.061 0.171 0.044 0.526 0.137 0.544 0.425 0.976 0.279 0.589 

ヒヤリハット 0.151 0.002 0.393 0.716 0.535 0.044 0.223 0.232 0.248 0.101 0.403 0.395 0.012 0.001 0.060 0.805 0.076 0.805 0.076 0.291 0.312 0.037 0.010 0.026 0.199 0.165 0.281 0.806 0.247 0.149 0.473 

ない . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 

居室： 

靴や服の着脱 

（立位） 

事故 0.039 0.018 0.158 0.019 0.623 0.195 0.328 0.008 0.008 0.844 0.006 0.004 0.001 0.000 0.035 0.005 0.486 0.005 0.486 0.012 0.006 0.009 0.004 0.018 0.011 0.062 0.043 0.795 0.020 0.014 0.012 

ヒヤリハット 0.062 0.002 0.026 0.004 0.133 0.045 0.013 0.058 0.158 0.836 0.007 0.004 0.003 0.000 0.028 0.003 0.303 0.003 0.303 0.007 0.018 0.015 0.014 0.021 0.008 0.064 0.031 0.363 0.021 0.043 0.074 

ない . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 

台所：料理 

事故 0.332 0.049 0.012 0.172 0.195 0.006 0.044 0.010 0.203 0.032 0.005 0.001 0.001 0.410 0.025 0.105 0.009 0.105 0.009 0.008 0.207 0.099 0.763 0.487 0.019 0.013 0.389 0.276 0.298 0.459 0.837 

ヒヤリハット 0.061 0.009 0.000 0.040 0.079 0.002 0.012 0.011 0.006 0.010 0.002 0.000 0.000 0.047 0.02 0.002 0.634 0.002 0.634 0.006 0.075 0.014 0.063 0.033 0.001 0.001 0.014 0.853 0.025 0.053 0.266 

ない . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 

階段：上り 

事故 0.174 0.025 0.000 0.011 0.021 0.101 0.000 0.329 0.641 0.132 0.003 0.002 0.000 0.227 0.022 0.270 0.136 0.270 0.136 0.010 0.036 0.199 0.001 0.752 0.029 0.035 0.040 0.005 0.010 0.329 0.866 

ヒヤリハット 0.138 0.037 0.000 0.009 0.003 0.003 0.001 0.126 0.121 0.032 0.002 0.000 0.000 0.931 0.026 0.128 0.022 0.128 0.022 0.004 0.067 0.053 0.002 0.565 0.019 0.028 0.035 0.023 0.075 0.056 0.771 

ない . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 

 
 

表 6-4-1.各説明変数予測の適合指標 
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階段：下り 

事故 0.222 0.522 0.041 0.644 0.352 0.425 0.603 0.566 0.811 0.317 0.708 0.089 0.229 0.001 0.393 0.859 0.501 0.859 0.501 0.261 0.015 0.005 0.005 0.824 0.181 0.096 0.375 0.286 0.014 0.259 0.631 

ヒヤリハット 0.358 0.811 0.012 0.926 0.763 0.943 0.585 0.276 0.739 0.758 0.991 0.469 0.322 0.002 0.356 0.383 0.028 0.383 0.028 0.047 0.233 0.065 0.002 0.086 0.365 0.985 0.663 0.229 0.269 0.550 0.346 

ない . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 

浴室：洗髪、

洗身(立位) 

事故 0.809 0.043 0.691 0.250 0.632 0.036 0.947 0.810 0.741 0.097 0.493 0.09 0.778 0.421 0.498 0.151 0.048 0.151 0.048 0.032 0.240 0.006 0.835 0.905 0.759 0.980 0.100 0.125 0.174 0.130 0.783 

ヒヤリハット 0.709 0.381 0.708 0.088 0.207 0.585 0.241 0.137 0.298 0.073 0.501 0.008 0.244 0.258 0.784 0.514 0.012 0.514 0.012 0.031 0.342 0.010 0.665 0.411 0.051 0.586 0.543 0.145 0.272 0.028 0.780 

ない . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 

浴室：浴槽縁

のまたぎ 

事故 0.314 0.153 0.001 0.005 0.030 0.097 0.544 0.846 0.697 0.031 0.241 0.018 0.000 0.566 0.118 0.043 0.089 0.043 0.089 0.697 0.153 0.004 0.009 0.154 0.483 0.221 0.656 0.778 0.946 0.070 0.776 

ヒヤリハット 0.525 0.531 0.036 0.160 0.579 0.529 0.261 0.569 0.753 0.043 0.320 0.027 0.06 0.413 0.138 0.045 0.085 0.045 0.085 0.063 0.276 0.034 0.015 0.245 0.531 0.492 0.586 0.200 0.791 0.015 0.954 

ない . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 

ベラ⇔室内出

入(物：無) 

事故 0.060 0.005 0.018 0.054 0.031 0.073 0.739 0.477 0.706 0.801 0.454 0.627 0.006 0.205 0.044 0.019 0.012 0.019 0.012 0.964 0.991 0.002 0.467 0.216 0.010 0.260 0.093 0.003 0.038 0.095 0.413 

ヒヤリハット 0.399 0.416 0.058 0.069 0.048 0.322 0.402 0.206 0.877 0.790 0.318 0.123 0.04 0.413 0.043 0.051 0.032 0.051 0.032 0.147 0.046 0.294 0.929 0.466 0.057 0.577 0.082 0.044 0.173 0.113 0.464 

ない . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 

ベラ⇔室内出

入(物：有) 

事故 0.149 0.006 0.018 0.657 0.542 0.806 0.035 0.024 0.711 0.016 0.340 0.019 0.039 0.036 0.018 0.022 0.137 0.022 0.137 0.716 0.293 0.554 0.730 0.913 0.003 0.807 0.085 0.082 0.048 0.014 0.335 

ヒヤリハット 0.331 0.074 0.033 0.599 0.644 0.949 0.052 0.019 0.643 0.055 0.726 0.082 0.563 0.036 0.019 0.427 0.030 0.427 0.030 0.156 0.252 0.054 0.759 0.806 0.012 0.123 0.118 0.339 0.443 0.046 0.920 

ない . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 

棚等からの物

の出入れ(重) 

事故 0.952 0.003 0.989 0.421 0.425 0.816 0.028 0.963 0.725 0.122 0.372 0.004 0.225 0.921 0.031 0.822 0.274 0.822 0.274 0.768 0.766 0.001 0.035 0.007 0.008 0.632 0.465 0.868 0.408 0.025 0.790 

ヒヤリハット 0.515 0.150 0.772 0.981 0.970 0.909 0.059 0.505 0.746 0.623 0.839 0.013 0.886 0.917 0.046 0.108 0.474 0.108 0.474 0.787 0.629 0.002 0.016 0.002 0.013 0.054 0.139 0.063 0.141 0.032 0.240 

ない . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 

棚等からの物

の出入れ(軽) 

事故 0.455 0.000 0.200 0.009 0.008 0.001 0.013 0.670 0.114 0.624 0.018 0.002 0.001 0.001 0.048 0.045 0.000 0.045 0.000 0.019 0.183 0.006 0.013 0.035 0.185 0.000 0.162 0.006 0.462 0.002 0.047 

ヒヤリハット 0.864 0.013 0.060 0.044 0.040 0.058 0.057 0.057 0.895 0.057 0.016 0.003 0.001 0.124 0.030 0.755 0.000 0.755 0.000 0.056 0.356 0.012 0.166 0.382 0.277 0.048 0.057 0.004 0.844 0.095 0.192 

ない . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 

重い荷物の 

運搬 

事故 0.617 0.005 0.181 0.139 0.019 0.023 0.126 0.059 0.029 0.859 0.162 0.003 0.003 0.235 0.050 0.004 0.000 0.004 0.000 0.051 0.913 0.008 0.374 0.021 0.624 0.003 0.797 0.125 0.340 0.072 0.035 

ヒヤリハット 0.586 0.013 0.032 0.260 0.092 0.253 0.303 0.158 0.360 0.118 0.107 0.012 0.032 0.307 0.697 0.79 0.444 0.790 0.444 0.008 0.158 0.007 0.004 0.021 0.235 0.014 0.149 0.062 0.218 0.872 0.362 

ない . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 

軽い荷物の 

運搬 

事故 0.257 0.006 0.597 0.025 0.014 0.131 0.047 0.640 0.373 0.888 0.281 0.047 0.012 0.374 0.021 0.016 0.010 0.016 0.010 0.017 0.577 0.084 0.028 0.097 0.742 0.287 0.143 0.028 0.863 0.013 0.033 

ヒヤリハット 0.628 0.433 0.238 0.063 0.066 0.510 0.058 0.440 0.914 0.663 0.486 0.234 0.212 0.419 0.308 0.749 0.192 0.749 0.192 0.038 0.774 0.077 0.718 0.022 0.247 0.626 0.532 0.366 0.478 0.019 0.815 

ない 0.895 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 

 
 
 

表 6-4-2.各説明変数予測の適合指標 
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６．２ 考察 

６．２．１ 事故と困難さの相関関係に関する考察 

 ADL の変化と事故の経験の間には「非常に強い」相関関係はない。一方、ADL の変化同士、

事故の経験同士の間にはいくつかの相関関係がみられた。 

事故の経験については、玄関で発生する事故では、その他の事故項目との相関関係が比較

的多くみられた。すなわち、事故やヒヤリハットを経験する場合、その他の場所でも多くの

事故やヒヤリハットを経験する可能性があると考えられる。したがって、玄関で発生する事

故を予防すると妊娠期の事故やヒヤリハットの予防に効果がある可能性が高い。また、事故

やヒヤリハットは、玄関、浴室、階段で発生する事故は同じ場所で発生している事故やヒヤ

リハットとの相関性が強い。 

 一方、ADLの変化その動作に関連のある動作において「非常に強い」相関性を示した。「階

段：上り/下り」といった段差に関わる動作、「寝室：就寝/起床する」や「居室：床から立ち

上がる/座る」のような、寝た状態（臥位）から床に座った状態（以下、「床座」）や立った状

態（立位）から床座のように、体位を変えるための ADLに強い相関性がある。 

 

６．２．２ ADLの変化の条件の組み合わせによる事故との関係 

全体に、事故の経験にかかわらず、ADLの変化と事故の経験に直接的な関係はみられない。

例えば、上がり框の昇降に対して、ADLの変化を「よく感じている」傾向をもつ妊婦が、上が

り框の昇降時の事故にあいやすい、ということはいえない。このように、事故の種類別に各

ADLの変化と事故の経験の相関関係について、以下の通り示す。 

【転倒】  

・玄関における玄関扉開閉時に起こる転倒事故には、床に座る時に起こる転倒事故及び   

靴や服の着脱（立位）時に起こる転倒事故と関係がある。一方で、同一空間である玄関にお

ける上がり框昇降時に起こる事故は、階段における上り時や、居室清掃時、寝室における就

寝時の横たわり、荷物を持ったままでのベランダと室内間の出入りや、棚等からの物の出し

入れ等、一般的に下肢筋力を使用するような動作に加えて、身体バランスや基本動作を組み

合わせて行う協調動作を含むほぼすべての身体機能の影響を受ける。ただし、浴室の浴槽縁

のまたぎのように、またぎ越しに関する動作は影響を受けない。 

・床からの立ち上がり時に起こる転倒事故では、立ち上がり能力は当然関連がある。一方、

階段上り／下り、浴槽縁のまたぎ、ベランダと室内間の出入り、重い荷物の運搬のように全

身的な筋力及び身体バランスをとる必要のある動作が事故に影響を及ぼしていると考える。 

・床からの立ち上がり時に起こる転倒事故では、ベランダなどの出入りや棚の使用などのよ
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うな上下肢筋力や身体バランスに関わる動作が寄与していた。一方で、床に座る時に起こる

転倒事故では、そのような動作は寄与せず、さらに関わる独立変数の数も経減少していた。

すなわち、妊婦にとって、床からの立ち上がり時と比較し、座る時は寄与する変数が減少す

ることから、負担は少ないと考えられる。 

・寝室における就寝時の横たわり、起床時の起き上がり時の転倒事故は、いずれも寄与する

独立変数は著しく少ない。就寝時の横たわりでは浴槽縁のまたぎ、ベランダと室内間の出入

り、棚等からの物の出し入れ、荷物の運搬などの下肢の筋力が必要な独立変数が寄与してい

る。起床時の起き上がりでは、浴槽縁のまたぎ、ベランダと室内間出入り、荷物の運搬等の

下肢の筋力が必要な項目があまり寄与しなくなり、靴や衣服の着脱（立位）、料理といった

協調動作等が加わることが特徴である。一方で、就寝時の横たわりと起床時の起上がりを比

較すると、起床時の起き上がりのほうが寄与する独立変数数は多い。 

・居室における清掃時の転倒事故は、床からの立ち上がり/座りといった基本的な筋力のほか、

靴や服の着脱（立位）、料理といった協調動作に関わる独立変数が寄与している。ベランダ

と室内間の出入り、棚等からの物の出し入れ及び物の運搬など上下肢の筋力に関わる独立変

数に大きく依存し、全体に ADLの変化は高い。 

・居室における歩行時の転倒事故は、靴や衣服の着脱（立位）、料理といった協調動作に関わ

る独立変数が寄与している。一方、それ以外の独立変数では、ベランダと室内間の出入り等

の下肢筋力とバランスのみが寄与する傾向がある。 

・居室における扉の開閉時の転倒事故では、上がり框の昇降、床からの立ち上がりが寄与し

ていることが特徴である。さらに靴や衣服の着脱（立位）、料理といった協調動作に関わる

独立変数も寄与しているが、それ以外では寄与する項目数は少ない。 

・居室における靴や服の着脱（立位）時の転倒事故は、床からの立ち上がり、料理、階段上が

る、浴槽をまたぐ、ベランダの出入りなど、協調動作や下肢筋力に関わる動作が寄与してい

ることが特徴である。 

・浴室における洗髪、洗身（立位）時の転倒事故は、床に座る、床から立ち上がるといった動

作に加えて、階段上がりといった、下肢筋力に関わる動作のみ寄与し、同じ立位状態で行わ

れる靴や服の着脱時の転倒事故と比較すると、協調動作に関わる動作は寄与していないとい

う特徴がある。 

・浴室における清掃時の転倒事故では、居室における清掃時の転倒事故が関与する独立変数

とほぼ同様の結果を得ている。さらに、上がり框の昇降、居室の歩行能力、浴槽をまたぐと

いった独立変数も加わり、同じ「清掃」という ADL であっても、室が異なるとさらに多く

の独立変数が寄与していることがわかる。すなわち、居室における清掃と比較して、狭いと
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ころで身体を制御するために、下肢筋力とある程度のバランス能力といったより幅広い身体

能力が求められる。 

・浴室における浴槽縁のまたぎ時の転倒事故では、居室での床に座る、寝室での起床時の起

き上がりはに加え、ベランダの出入り、棚からの物の出し入れ、荷物の運搬といった下肢筋

力を必要とする独立変数のほか、靴や衣服の着脱、料理といった協調動作に関わる独立変数

も加わり、寄与する独立変数は多いことが特徴である。浴槽縁を「またぐ」という比較的単

純な動作時に起こる事故ではあるが、さまざまな身体要因による影響が大きいと考えられる。 

・ベランダと室内間の出入りでは、物を持っている場合、持っていない場合の２通りがある。

しかし、両者の結果はほぼ変わらず、いずれも基本的な筋力と協調動作などが幅広く寄与し

ている。あえて違いがあるとすれば、物が有る場合は、無い場合と比較して、重い荷物の運

搬の寄与が認められる。 

・居室における棚等からの物の出し入れ時の転倒事故では、重い荷物、軽い荷物の２通りが

ある。重い荷物の運搬や、軽い荷物の運搬という独立変数が直接関わることは当然のことな

がら、いずれも基本的な筋力と協調動作による影響がある。あえて違いがあるとすれば、棚

等からの重い荷物を出し入れする場合は、上がり框の昇降、靴や衣服の着脱、料理、浴槽を

またぐといった協調動作なども加わる点である一方、棚等からの軽い軽い荷物の出し入れだ

けに寄与する独立変数もいくつか見られるが、この理由は不明である。 

・居室における荷物の運搬時の転倒事故では、重い荷物、軽い荷物の２通りがある。荷物の

運搬時の結果は、居室における棚等からの物のから出し入れとほぼ同様の結果を得ている。

すなわち、棚等からの重い/軽い荷物の出し入れが直接かかわってきているのは当然のこと

ながら、いずれも基本的な筋力と協調動作などが寄与している。あえて違いがあるとすれば、

重い荷物の運搬は、棚等からの重い荷物を出し入れする場合と同様に、上がり框の昇降、靴

や衣服の着脱、料理、浴槽をまたぐといった協調動作なども加わる。棚等からの軽い軽い荷

物の出し入れ同様に、軽い荷物の運搬のほうだけに寄与する独立変数もいくつか見られるが、

この理由は不明である。 

【転落】 

・階段の上りと下りと２通りある。これらは寄与する独立変数に大きな差が見られる。階段

を下る時のみに、上がり框の昇降、起き上がり、清掃、歩行、ベランダの出入りの寄与がみ

られる。さらに、下肢筋力や、もともと寄与する独立変数が多い清掃が寄与することが特徴

である。一方で、階段の上りのみに寄与するのは、棚等からの物の出し入れや、荷物の運搬

があり、下り動作にはこれが寄与していない。その理由は下りでは、こうした荷物を運搬す

るような上肢可動域や上肢と体幹バランス、上肢と若干の下肢筋力についてはあまり関係が

ないためと推察される。 
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【物の落下】 

・居室における棚等から物の出し入れは重い荷物と軽い荷物の場合の２通りがある。これら

いずれにおいても、扉を開閉、重い荷物を運ぶがといった、バランス能力、筋力が寄与して

いるが。しかし、荷物の重さで比較すると大きな差があり、重い荷物の運搬だけに寄与する

のは横たわり、起き上がり、清掃、料理、浴室での洗髪、洗身、ベランダの出入りがある。

こうした物の重さによって寄与する独立変数が偏るのは、全身の筋力はもちろん、協調動作

が十分にできないと、棚等からの重い荷物の出し入れ時の扱いでは事故が起こることを示唆

している。 

【腹部ぶつかり】 

・玄関における玄関扉開閉時の腹部のぶつかり事故では、上がり框の昇降、横たわる、起き

上がるのほか、棚等からの物の出し入れや荷物を運ぶが大きく寄与していることから、扉と

のぶつかりを防ぐためには、筋力ならびに前述のように、棚からの出し入れによる身体バラ

ンスの必要性といった能力が寄与していることがわかる。 

・台所における料理時の腹部のぶつかり事故では、玄関扉の開閉、立ち上がり、横たわり、座

位、歩行、ベランダ出入りのほか、靴や服の着脱（立位）、料理といった協調動作に関わる

独立変数も大きく寄与している。その一方で、棚等から物の出し入れや荷物の運搬は寄与し

ていないことから、大きな可動域や上肢、体幹の筋力、そして下肢筋力に関しても独立変数

として寄与していないことがわかる。 

・居室における椅子等から立ち上がりや便所における立ち上がりの腹部のぶつかり事故、は

立ち上がり時に起こる事故である。その点に着目し、両者を比較すると、共通する独立変数

は、料理、階段を上がる、棚等からの軽い物の出し入れである。一方で、共通する独立変数

以外は違いが大きい。居室における椅子等から立ち上がりのみ寄与するのは、起き上がり動

作、重い荷物の運搬であり、基本的な身体全体に大ける筋力が寄与しているのみである。し

かし、便所における立ち上りでは、狭いところで行われる動作として玄関扉の開閉、靴や服

の着脱（立位）といった、主として全身のバランスに関する独立変数の寄与がみられた。 

・居室における扉開閉の腹部のぶつかり事故では、寄与する独立変数は少ない。階段を上が

る、ベランダと室内間の出入り、棚からの物の出し入れや荷物の運搬（いずれも軽い物）の

みである。一定の筋力やバランスが必要であるが、棚等から物の出し入れ（軽）に関しては、

前述のようにバランスや協調運動が寄与していることがわかる。 

・居室における歩行時の腹部のぶつかり事故においては、基本動作で寄与しているのは、床

からの立ち上がりのみであり、それに靴や服の着脱（立位）、料理、といった協調動作や上

肢体幹機能に関するもの、それに加えて階段を上下する、ベランダと室内間の出入りが寄与

している。しかし、棚等からの物の出し入れや軽い荷物の運搬は寄与していない。これより
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基本的な歩行に必要な能力が寄与することは当然であるが、協調動作、上肢体幹機能との関

連が示唆される。 

【腹部挟まれ】 

・玄関における扉開閉では基礎的体力に関するものでは起き上がる動作のみが寄与している。

他には靴や服の着脱（立位）が寄与し、協調動作の必要性がわかる。さらに、棚等からの軽

い荷物の出し入れ、荷物の運搬が寄与していて、一定の身体バランスが求められる。 

・居室における隙間での事故は、玄関扉開閉時、座位、起き上がり、ベランダへの出入りとい 

った基礎的な身体機能のほか、棚等からの物の出し入れ及び荷物の運搬（いずれも軽い物）

が強く関連している。靴や服の着脱（立位）、浴室での洗髪・洗身（立位）や浴槽縁のまた

ぎに必要な協調動作、バランス保持が必要な動作との関連が示される。また、ベランダと室

内間の出入り、棚等からの物の出し入れ及び荷物の運搬（いずれも軽い物）は独立変数とし

て寄与している。 

 

６．３ 小括 

ADL項目、事故項目の一対一の関係では、項目ごとに直接的な関係はなく、一方、ADLの変

化と事故項目の組み合わせの関係では、事故の発生場所や事故の種類により、寄与する ADL

遂行能力が異なることを明らかにした。 

一例を挙げれば、浴室及び居室の清掃時に発生する転倒事故では、事故発生に関与する ADL

遂行能力はほぼ同様であった。一方、浴室での清掃時に発生する転倒事故は、それに加えて

玄関での上がり框の昇降、居室での歩行、浴室での浴槽縁またぎといった ADL 遂行能力も寄

与していた。したがって、浴室での清掃時の転倒事故には、居室での清掃時と比較して、狭

いところで ADL 遂行を制御するために、下肢筋力とバランス能力といったより広範囲な ADL

遂行能力が影響していた。 

以上から、事故の発生場所や種類により、関連する ADL遂行能力が異なることを捉えた。 
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第７章 住宅内事故を経験した妊婦の身体機能の変化 
  

 第３章から第６章までは調査 Aにおいて得られた結果から、事故発生時の概要を把握した。本

章及び第８章では、「事故を経験した妊婦の身体機能の変化と事故の詳細調査」（調査 B、回答者

数：127名）において得られた結果を集計し、分析することで、事故発生時の詳細な状況を把握

する。本章では、集計にあたって、始めに妊婦の基本属性、妊娠月数別にみた身体機能の変化に

対する認識及び自宅の状況等を把握する。さらに、妊婦を前章で得られた分類に分け、Category

別にみた身体機能の変化に対する認識について、集計結果を示し、妊婦の特性別にみた身体機能

の変化の特徴を考察している。 

 

７．１ 調査結果 

 本調査で得られた結果について、妊婦の属性、身体機能の変化に対する認識、事故発生時の室

内環境関する単純集計及びクロス集計、身体機能の変化に対する Category 別集計、事故発生時

の詳細状況に関する分析の順に述べる。なお、本章における分析対象者は調査対象者の 127人で

ある。 

さらに、本研究では、住宅内で起こる事故を対象とするため、外出先に関わる項目は分析対象

外とする。 

 

７．１．１ 回答者の属性 

妊婦の居住地域や年齢といった基本属性及び妊娠による身体機能の変化、事故発生時の室内環

境に関する集計及び分析を行い、回答した妊婦（像）の把握を行う。 

（１）基本属性 

 本研究では、住宅内で起こる事故を対象とするため、外出先に関わる「外出時の電車やバスの

利用頻度」及び「仕事の有無と通勤時のバスや電車の利用」については分析の対象外とする。以

下に、単純集計及びクロス集計をした結果を示す。 

・居住地方 

居住地方は「北海道地方」3.9％（5人）、「東北地方」7.9％（10人）、「関東地方」33.1％

（42人）、「中部地方」15.7％（20人）、「近畿地方」21.3％（27人）、「中国地方」6.3％（8

人）、「九州地方」11.8％（15人）であり、「四国地方」はいない。 

・年齢 

妊婦の平均年齢は 32.2歳で、中央値は 32.0歳、標準偏差は 3.8、分散は 14.7となった。

さらに年齢を５歳毎に集計した５歳階級の結果を表 7-1 に示す。５歳階級別でみると、「20
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～24歳」3.9%(5人)、「25～29歳」16.5%(21人)、「30～34歳」53.5%「68人」、「35～39歳」

21.3%(27人)、「40～44歳」4.7％(6人)となっている。 

・現在の妊娠週数 

妊婦の現在の妊娠週数（以下、「現在の妊娠週数」）を集計した結果を表 7-2に示し、参考

として妊娠週数の左行には、妊娠週数に対応した妊娠月数を示した。妊娠週数の平均は 29.4

週で、中央値は 30週、標準偏差は 6.1、分散は 37.6となった。妊娠週数別でみると妊娠 30

週と 36週が最も多く 9.4％（12人）となっている。さらに、妊娠週数を妊娠月数別にみる

と、妊娠６ヶ月までは妊娠月数とともに増加している。妊娠７ヶ月以降の回答者数は 105人

であり、全体の 82.7％以上を占めていた。 

・身長 

身長の分析にあたり、明らかな入力ミスとみられる情報が存在したため、図 7-1の箱ひげ

図を作成し、外れ値の算出を行った。その結果、最大値 197cm、最小値 81cmが外れ値として

算出された。この二つの値を除外し、分析をした結果、平均身長は 159.2cm、中央値は 160.0cm、

標準偏差は 4.8、最大値は 171cm、最小値は 150cmである。 

 

 単位：％ （ ）内：度数 人   単位：％ （ ）内：度数 人 

年齢 年齢毎割合 
５歳階級別 

割合 

 
妊娠月数 妊娠週数 割合 

妊娠月数毎 

合計割合  

20歳  

3.9(5) 

 

４ヶ月 

12週 0.8(1) 

4.0(5) 

21歳   13週 0.8(1) 

22歳   14週 0.8(1) 

23歳 1.6(2)  15週 1.6(2) 

24歳 2.4(3)  

５ヶ月 

16週  

1.6(2) 

25歳 2.4(3) 

16.5(21) 

 17週  

26歳 0.8(1)  18週 0.8(1) 

27歳 1.6(2)  19週 0.8(1) 

28歳 7.1(9)  

６ヶ月 

20週 3.1(4) 

11.7(14) 

29歳 4.7(6)  21週 3.1(4) 

30歳 7.9(10) 

53.5(68) 

 22週 2.4(3) 

31歳 13.4(17)  23週 3.1(4) 

32歳 12.6(16)  

７ヶ月 

24週 5.5(7) 

18.8(24) 

33歳 11.8(15)  25週 6.3(8) 

34歳 7.9(10)  26週 3.1(4) 

35歳 9.4(12) 

21.3(27) 

 27週 3.9(5) 

36歳 6.3(8)  

８ヶ月 

28週 5.5(7) 

21.2(27) 

37歳 3.1(4)  29週 2.4(3) 

38歳 1.6(2)  30週 9.4(12) 

39歳 0.8(1)  31週 3.9(5) 

40歳 0.8(1) 

4.7(6) 

 

９ヶ月 

32週 4.7(6) 

22.0(28) 

41歳 2.4(3)  33週 4.7(6) 

42歳 1.6(2)  34週 3.9(5) 

43歳   35週 8.7(11) 

44歳   

10ヶ月 

36週 9.4(12) 

20.4(26) 

合計 100.0(127) 100.0(127)  37週 5.5(7) 

    38週 1.6(2) 

    39週 3.1(4) 

    40週 0.8(1) 

     合計 100.0(127) 100.0(127) 

表 7-1. 妊婦の年齢 表 7-2. 妊娠週数 
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・利き手 

利き手は右手が 90.6％（115人）、左手が 9.4％（12人）である。 

・家族構成別にみた子どもの人数と子どもの年齢 

表 7-3に同居している子どもの数と家族構成をクロス集計した結果を示す。 

子どもの人数は、「１人」が最も多く 42.5％（54人）、次いで「０人」38.6％（49人）、

である。子どもの数と家族構成の組み合わせで最も多い組み合わせは子どもの数は「１人」

で「妊婦、配偶者及び子」の組み合わせで、35.4％（45人）、次いで「０人」で「妊婦及

び配偶者」の組み合わせで、どちらも 35.4％（45人）である。 

さらに、子どもの年齢を表 7-4に示す。最低年齢は０歳で、最高年齢は 15歳である。

子どもの年齢は「２歳」がもっと多く 27.1％（29人）、次いで「１歳」19.6％（21人）で、

「０歳」から「３歳」までの合計は 72.9％（78人）である。性別で見ると男児は「２歳」

で 11.2％（12人）、女児で「２歳」15.9％（17人）が最も多い。 

 

 単位：％ （ ）内：度数 人 

子どもの数 

（人） 

家族構成 

妊婦 

配偶者 

妊婦 

配偶者 

子 

妊婦 

配偶者 

子 

父母等 

妊婦 

配偶者 

父母等 

妊婦 

父母等 
その他 合計 

0 35.4(45)   1.6(2) 0.8(1) 0.8(1) 38.6(49) 

1  39.4(50) 3.1(4)    42.5(54) 

2  14.2(18) 0.8(1)    15.0(19) 

3  3.9(5)     3.9(5) 

合計 35.4(45) 57.5(73) 3.9(5) 1.6(2) 0.8(1) 0.8(1) 100.0(127) 

 

  

80

200

(cm)

120

160

図 7-1.［箱ひげ図］身長 

表 7-3. 子どもの人数と家族構成 
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 単位：％ （ ）内：度数 人 

年齢（歳） 男 女 合計 

0 5.6(6) 4.7(5) 10.3(11) 

1 10.3(11) 9.3(10) 19.6(21) 

2 11.2(12) 15.9(17) 27.1(29) 

3 7.5(8) 8.4(9) 15.9(17) 

4 7.5(8) 2.8(3) 10.3(11) 

5 5.6(6) 3.7(4) 9.3(10) 

6       

7   0.9(1) 0.9(1) 

8 1.9(2) 0.9(1) 2.8(3) 

9       

10       

11   0.9(1) 0.9(1) 

12   0.9(1) 0.9(1) 

13 0.9(1)   0.9(1) 

14       

15 0.9(1)   0.9(1) 

合計 51.4(55) 48.6(52) 100.0(107) 

 

・日常生活の中で運動（30分以上のもので外出時の歩行を含む）の頻度 

運動の頻度としては、「週に１～２日」が 26.0％（33人）と最も多く、次いで「ほとん

どしていない」が 24.4％（31人）、「週に３日以上」21.3％（27人）、「ほぼ毎日」19.7％

（25人）、「月に数日」が 8.7％（11人）である。 

・妊婦検診時の医師等からの「妊娠中の日常生活」へのアドバイス 

妊婦健診時に医師や助産師から「妊娠中の日常生活」について受けるアドバイスの程

度は、「自分が必要としている以上のアドバイスを受けている」3.9％（５人）、「自分が必

要としているアドバイスを受けている」が 54.3％（69人）と最も多く、次いで「あまり

受けていない」40.9％（52人）、「わからない」0.8％（１人）である。 

・妊娠前の日常生活活動（家事・育児を行う、仕事をする、外出する、運動する等）の積極性 

妊娠前の日常生活への積極性は「積極的に活動していた」とする割合が最も多く 52.8％

（47人）で、次いで「どちらかというと活動していた」が 34.6％（44人）である。「ど

ちらかというと活動していなかった」は 5.5％（７人）で、「ほとんど活動していなかっ

た」は最も少なく 1.6％（２人）である。 

・妊娠後の日常生活活動（家事・育児を行う、仕事をする、外出する、運動する等）の積極性 

妊娠後の日常生活への積極性は「どちらかというと活動している」が 36.2％（46 人）

と最も多い。次いで、「どちらかというと活動していない」が 23.6％（30人）と多い。一

方で、「積極的に活動している」は 13.4％（17人）、「ほとんど活動していない」は 11.8％

表 7-4. 子どもの年齢 
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（15人）である。 

・物事に対する考え方 

物事に対する考え方は「何事にも慎重に行動する」10.2％（13 人）、「どちらかという

と慎重に行動する」が 40.9％（52人）、「どちらともいえない」11.8％（15人）、「どちら

かというとすぐに行動に移す」が 34.6％（44人）、「何事にもすぐ行動に移す」2.4％（３

人）である。 

・社交性 

社交性は「たいへんおとなしく内向的」2.4％（３人）、「おとなしく内向的」14.2％（18

人）。「どちらともいえない」38.6％（49人）、「活発で外交的」が 41.7％（53人）、「たい

へん活発で外交的」3.1％（４人）である。 

（２）身体的変化 
・体重の変化 

 妊娠前後の体重及び体重の変化の平均値、中央値、標準偏差、最小値、最大値を表 7-5に

示す。妊娠前後の体重の平均値は、妊娠前は 51.2kgで、妊娠後は 58.2kgである。体重の変

化は 7kgとなる。さらに、妊娠月数及び週数別に体重の変化５kg毎にまとめたものを表 7-

6に示す。 

 

 妊娠前：体重 妊娠後：体重 体重の変化 

度数 127 127 127 

平均値 51.2 58.2 7.0 

中央値 50 57 7 

標準偏差 6.3 6.8 3.6 

最小値 40 42 -1 

最大値 75 76 17 

 

  

表 7-5. 妊娠前後の体重及び体重の変化 
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     単位：％ （ ）内：度数 人 

妊娠月数 妊娠週数 0kg未満 
0kg以上 

5kg未満 

5kg以上 

10kg未満 

10kg以上 

15kg未満 
15kg以上 合計 

４ヶ月 

12週   0.8(1)       0.8(1) 

13週     0.8(1)     0.8(1) 

14週   0.8(1)       0.8(1) 

15週   1.6(2)       1.6(2) 

５ヶ月 

16週             

17週             

18週   0.8(1)       0.8(1) 

19週   0.8(1)       0.8(1) 

６ヶ月 

20週   1.6(2) 0.8(1)   0.8(1) 3.1(4) 

21週 0.8(1) 1.6(2) 0.8(1)     3.1(4) 

22週   1.6(2) 0.8(1)     2.4(3) 

23週     3.1(4)     3.1(4) 

７ヶ月 

24週   1.6(2) 3.9(5)     5.5(7) 

25週   3.1(4) 3.1(4)     6.3(8) 

26週     2.4(3) 0.8(1) 0.8(1) 3.1(4) 

27週   2.4(3) 1.6(2)     3.9(5) 

８ヶ月 

28週   0.8(1) 2.4(3) 2.4(3)   5.5(7) 

29週   0.8(1) 1.6(2)     2.4(3) 

30週   3.1(4) 3.9(5) 0.8(1) 1.6(2) 9.4(12) 

31週   0.8(1) 2.4(3) 0.8(1)   3.9(5) 

９ヶ月 

32週     3.9(5) 0.8(1)   4.7(6) 

33週     3.1(4) 1.6(2)   4.7(6) 

34週     3.1(4) 0.8(1)   3.9(5) 

35週     3.9(5) 4.7(6)   8.7(11) 

10ヶ月 

以降 

36週   1.6(2) 4.7(6) 3.1(4)   9.4(12) 

37週     1.6(2) 3.9(5)   5.5(7) 

38週     0.8(1)   0.8(1) 1.6(2) 

39週   0.8(1) 1.6(2) 0.8(1)   3.1(4) 

40週       0.8(1)   0.8(1) 

合計   0.8(1) 24.4(31) 50.4(64) 21.3(27) 3.1(4) 100.0(127) 

 

 ・腹囲の変化 

腹囲の分析にあたり、明らかな入力ミスとみられる情報が存在したため、図 7-2の箱ひげ

図を作成し、外れ値の算出を行った。その結果、120cm、22cm、53cm、60cm、60cm、64cmの

計６つがが外れ値として算出された。従ってこれらの値を除外し、分析をした結果、腹囲の

平均値は 89.7cm、中央値は 89.0cm、標準偏差 7.4、最大値は 110cm、最小値 70cm。さらに、

妊娠月数、妊娠週数別にみた 10cm毎の腹囲の変化を表 7-7に示す。妊娠週数全体でみると、

腹囲 80-89cmがもっと多く 41.3％（50人）で、次いで 90-99cmで 36.4％（44人）が多い。 

  

表 7-6. 妊娠月数、妊娠週数別に見た体重の変化 
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     単位：％ （ ）内：度数 人 

 妊娠月数 妊娠週数 70-79cm 80-89cm 90-99cm 100cm以上 合計 

 

４ヶ月 

12週 0.8(1)       0.8(1) 

 13週     0.8(1)   0.8(1) 

 14週 0.8(1)       0.8(1) 

 15週 1.7(2)       1.7(2) 

 

５ヶ月 

16週           

 17週           

 18週   0.8(1)     0.8(1) 

 19週 0.8(1)       0.8(1) 

 

６ヶ月 

20週     2.5(3) 0.8(1) 3.3(4) 

 21週 1.7(2) 0.8(1)     2.5(3) 

 22週   1.7(2) 0.8(1)   2.5(3) 

 23週 0.8(1) 2.5(3)     3.3(4) 

 

７ヶ月 

24週 0.8(1) 3.3(4) 1.7(2)   5.8(7) 

 25週 1.7(2) 3.3(4) 0.8(1) 0.8(1) 6.6(8) 

 26週     3.3(4)   3.3(4) 

 27週   1.7(2) 2.5(3)   4.1(5) 

 

８ヶ月 

28週   2.5(3) 2.5(3) 0.8(1) 5.8(7) 

 29週   2.5(3)     2.5(3) 

 30週   4.1(5) 4.1(5)   8.3(10) 

 31週   2.5(3) 0.8(1) 0.8(1) 4.1(5) 

 

９ヶ月 

32週   4.1(5) 0.8(1)   5.0(6) 

 33週   1.7(2) 2.5(3) 0.8(1) 5.0(6) 

 34週   1.7(2) 1.7(2)   3.3(4) 

 35週   3.3(4) 4.1(5) 1.7(2) 9.1(11) 

 

10ヶ月 

以降 

36週   4.1(5) 2.5(3) 3.3(4) 9.9(12) 

 37週   0.8(1) 2.5(3) 2.5(3) 5.8(7) 

 38週     0.8(1)   0.8(1) 

 39週     1.7(2) 0.8(1) 2.5(3) 

 40週       0.8(1) 0.8(1) 

 合計   9.1(11) 41.3(50) 36.4(44) 13.2(16) 100.0(121) 

 

（３）生理的変化 
腰痛や肩こりの変化、むくみや冷えの変化、つわりや眠気の変化を妊娠月数別に割合をまとめ

たものを表 7-8に示す。なお、表中で使用する変化の程度に関する表記は「よく感じている」は

「よく」、「時々感じている」は「時々」、「感じていない」は「いない」とする。 

腰痛や肩こりの変化全体では「よく感じている」は 57.5％（73人）、「時々感じている」が 31.5％

（40人）、「感じていない」は 11.0％（14人）である。他の妊娠月数と比較して、「よく感じてい

る」割合はとくに妊娠６ヶ月で 33.3％（５人）と最も低いが、その他の妊娠月数では 50～60％

台の間を推移している。 

むくみや冷えの変化全体では「よく感じている」は 33.1％（42人）、「時々感じている」は 37.0％

表 7-7. 妊娠月数、妊娠週数別に見た腹囲の変化 

20

120

(cm)

40

80

図 7-2.［箱ひげ図］腹囲 
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（47 人）、「感じていない」は 29.9％（38 人）である。妊娠月数別にみると「よく感じている」

割合は妊娠５ヶ月で 50.0％（１人）最も高いが、回答者数が著しく少ない。次いで、妊娠７ヶ月

が 41.7％（10人）と高い。 

つわりや眠気の変化全体では、「よく感じている」は 52.8％（67 人）、「時々感じている」は

39.4％（50 人）、「感じていない」は 7.9％（10 人）である。妊娠月数でみると、妊娠４ヶ月で

「よく感じる」割合が 100.0％（５人）と最も多い。そのほかの妊娠月数では、40％～60％を推

移している。 

 

      単位：％ （ ）内：度数 人 

項目 
変化の

程度 
4ヶ月 5ヶ月 6ヶ月 7ヶ月 8ヶ月 9ヶ月 

10ヶ月 

以降 
合計 

そ

の

他

の

身

体

変

化 

腰痛 

肩こり 

よく 60.0(3) 50.0(1) 33.3(5) 58.3(14) 59.3(16) 57.1(16) 69.2(18) 57.5(73) 

時々 40.0(2) 50.0(1) 40.0(6) 29.2(7) 14.8(4) 42.9(12) 30.8(8) 31.5(40) 

いない     26.7(4) 12.5(3) 25.9(7)     11.0(14) 

合計 100.0(5) 100.0(2) 100.0(15) 100.0(24) 100.0(27) 100.0(28) 100.0(26) 100.0(127) 

むくみ 

冷え 

よく 40.0(2) 50.0(1) 26.7(4) 41.7(10) 29.6(8) 35.7(10) 26.9(7) 33.1(42) 

時々     40.0(6) 25.0(6) 40.7(11) 46.4(13) 42.3(11) 37.0(47) 

いない 60.0(3) 50.0(1) 33.3(5) 33.3(8) 29.6(8) 17.9(5) 30.8(8) 29.9(38) 

合計 100.0(5) 100.0(2) 100.0(15) 100.0(24) 100.0(27) 100.0(28) 100.0(26) 100.0(127) 

つわり 

眠気 

よく 100.0(5) 50.0(1) 46.7(7) 41.7(10) 55.6(15) 60.7(17) 46.2(12) 52.8(67) 

時々   50.0(1) 33.3(5) 58.3(14) 33.3(9) 32.1(9) 46.2(12) 39.4(50) 

いない     20.0(3)   11.1(3) 7.1(2) 7.7(2) 7.9(10) 

合計 100.0(5) 100.0(2) 100.0(15) 100.0(24) 100.0(27) 100.0(28) 100.0(26) 100.0(127) 

 

（４）住宅の状況 

 自由記述及びフォトサーベイ調査で得られた情報を除いた、自宅の状況について、単純集計を

した結果を以下に示す。 
１）住宅の所有形態と建築形態 

住宅の所有形態と建築形態は「持ち家（戸建て）」30.7％(39人)、「持ち家（アパート・マンシ

ョン）」9.4％(12 人)、「借家（戸建て）」6.3％(8 人)、「借家（アパート・マンション）」48.0％

(61人)、「社宅・寮」3.1％(4人)、「その他」2.4％(3人)である。 

２）居住年数 

居住年数は 33年 11ヶ月が最も長く、１ヶ月が最も短い。平均居住年数は４年２ヶ月で、中央

値は２年 11 ヶ月、最頻値は 10 ヶ月又は１年である。居住年数を段階別にみると「１年未満」

21.3%(27人)、「１年以上３年未満」30.7%(39人)、「３年以上５年未満」25.2%(32人)、「５年以

上 10年未満」13.4%(17人)、「10年以上」9.4%(12人)である。 

 

表 7-8. 妊娠月数別にみた生理的変化 
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７．１．２ 妊娠月数別にみた身体機能の変化に対する認識 
 妊娠月数別に身体機能の変化に対する認識を集計し、その結果を表 7-9に示す。 

 全体を俯瞰してみると、「バランスがとりにくくなった」、「身体の動きが鈍くなった」、「足元

が見えにくくなった」、「足があげにくくなった」の４項目は、他の項目と比較して認識している

割合が多い。一方、「視界が狭くなった」、「腕が上方にあげにくくなった」、「握力が低下した」

は認識している割合が少ない傾向にあった。全体で認識をしている割合が多い４項目を妊娠月数

別にみると「身体の動きが鈍くなった」は妊娠７ヶ月以降で 80％以上がその変化を認識してい

る。また、「バランスがとりにくくなった」、「足元が見えにくくなった」、「足があげにくくなっ

た」も妊娠７ヶ月以降で半数以上がその変化を認識していた。これらの４項目はその月数以降、

認識の割合が大きく下がることはなかった。一方で、認識をしている割合が少ない３項目は、妊

娠期間中を通してその割合は低い。ほかに、「立ち続けることができなくなった」は妊娠９ヶ月

で 40.7％(11人）と最も多かった。 

 

単位：％ （ ）内：度数 人 

足があげにくくなった 

  4ヶ月 5ヶ月 6ヶ月 7ヶ月 8ヶ月 9ヶ月 10ヶ月 合計 

はい 20.0(1) 50.0(1) 33.3(5) 70.8(17) 70.4(19) 67.9(19) 69.2(18) 63.0(80) 

いいえ 80(4) 50.0(1) 66.7(10) 29.2(7) 29.6(8) 32.1(9) 30.8(8) 37.0(47) 

合計 100.0(5) 100.0(2) 100.0(15) 100.0(24) 100.0(27) 100.0(28) 100.0(26) 100.0(127) 

腕が上方にあげにくくなった 

 4ヶ月 5ヶ月 6ヶ月 7ヶ月 8ヶ月 9ヶ月 10ヶ月 合計 

はい     26.7(4) 4.2(1) 3.7(1) 3.6(1) 7.7(2) 7.1(9) 

いいえ 100.0(5) 100.0(2) 73.3(11) 95.8(23) 96.3(26) 96.4(27) 92.3(24) 92.9(118) 

合計 100.0(5) 100.0(2) 100.0(15) 100.0(24) 100.0(27) 100.0(28) 100.0(26) 100.0(127) 

バランスがとりにくくなった 

 4ヶ月 5ヶ月 6ヶ月 7ヶ月 8ヶ月 9ヶ月 10ヶ月 合計 

はい 60.0(3)   40.0(6) 50.0(12) 63.0(17) 60.7(17) 65.4(17) 56.7(72) 

いいえ 40.0(2) 100.0(2) 60.0(9) 50.0(12) 37.0(10) 39.3(11) 34.6(9) 43.3(55) 

合計 100.0(5) 100.0(2) 100.0(15) 100.0(24) 100.0(27) 100.0(28) 100.0(26) 100.0(127) 

立ち続けられなくなった 

 4ヶ月 5ヶ月 6ヶ月 7ヶ月 8ヶ月 9ヶ月 10ヶ月 合計 

はい     13.3(2) 12.5(3) 25.9(7) 39.3(11) 15.4(4) 21.3(27) 

いいえ 100.0(5) 100.0(2) 86.7(13) 87.5(21) 74.1(20) 60.7(17) 84.6(22) 78.7(100) 

合計 100.0(5) 100.0(2) 100.0(15) 100.0(24) 100.0(27) 100.0(28) 100.0(26) 100.0(127) 

視界が狭くなった 

 4ヶ月 5ヶ月 6ヶ月 7ヶ月 8ヶ月 9ヶ月 10ヶ月 合計 

はい       8.3(2) 7.4(2) 3.6(1) 15.4(4) 7.1(9) 

いいえ 100.0(5) 100.0(2) 100.0(15) 91.7(22) 92.6(25) 96.4(27) 84.6(22) 92.9(118) 

合計 100.0(5) 100.0(2) 100.0(15) 100.0(24) 100.0(27) 100.0(28) 100.0(26) 100.0(127) 

 
  

表 7-9-1. 妊娠月数別にみた身体機能の変化に対する認識 
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単位：％ （ ）内：度数 人 

足元が見にくくなった 

 4ヶ月 5ヶ月 6ヶ月 7ヶ月 8ヶ月 9ヶ月 10ヶ月 合計 

はい     46.7(7) 54.2(13) 51.9(14) 64.3(18) 69.2(18) 55.1(70) 

いいえ 100.0(5) 100.0(2) 53.3(8) 45.8(11) 48.1(13) 35.7(10) 30.8(8) 44.9(57) 

合計 100.0(5) 100.0(2) 100.0(15) 100.0(24) 100.0(27) 100.0(28) 100.0(26) 100.0(127) 

身体の動きが鈍くなった 

 4ヶ月 5ヶ月 6ヶ月 7ヶ月 8ヶ月 9ヶ月 10ヶ月 合計 

はい 40.0(2) 100.0(2) 60.0(9) 83.3(20) 77.8(21) 89.3(25) 88.5(23) 80.3(102) 

いいえ 60.0(3)   40.0(6) 16.7(4) 22.2(6) 10.7(3) 11.5(3) 19.7(25) 

合計 100.0(5) 100.0(2) 100.0(15) 100.0(24) 100.0(27) 100.0(28) 100.0(26) 100.0(127) 

握力が低下した 

 4ヶ月 5ヶ月 6ヶ月 7ヶ月 8ヶ月 9ヶ月 10ヶ月 合計 

はい 20.0(1)     12.5(3) 11.1(3) 3.6(1) 3.8(1) 7.1(9) 

いいえ 80.0(4) 100.0(2) 100.0(15) 87.5(21) 88.9(24) 96.4(27) 96.2(25) 92.9(118) 

合計 100.0(5) 100.0(2) 100.0(15) 100.0(24) 100.0(27) 100.0(28) 100.0(26) 100.0(127) 

その他 

 4ヶ月 5ヶ月 6ヶ月 7ヶ月 8ヶ月 9ヶ月 10ヶ月 合計 

はい 40.0(2)   6.7(1) 41.7(10) 11.1(3) 17.9(5) 23.1(6) 21.3(27) 

いいえ 60.0(3) 100.0(2) 93.3(14) 58.3(14) 88.9(24) 82.1(23) 76.9(20) 78.7(100) 

合計 100.0(5) 100.0(2) 100.0(15) 100.0(24) 100.0(27) 100.0(28) 100.0(26) 100.0(127) 

変化を感じていない 

 4ヶ月 5ヶ月 6ヶ月 7ヶ月 8ヶ月 9ヶ月 10ヶ月 合計 

はい 20.0(1)       7.4(2)     2.4(3) 

いいえ 80.0(4) 100.0(2) 100.0(15) 100.0(24) 92.6(25) 100.0(28) 100.0(26) 97.6(124) 

合計 100.0(5) 100.0(2) 100.0(15) 100.0(24) 100.0(27) 100.0(28) 100.0(26) 100.0(127) 

 

７．１．３ 妊婦の分類と身体機能の変化の関連 

 第３章で得られた妊婦の分類に基づき、Category 別に身体機能の変化の関係の把握を行うた

め、クロス集計を実施する。 

（１）分類方法 

 第３章「３．２．４ 妊婦の特性別にみた ADLの変化」で実施したカテゴリカル主成分分析に

よって得られた説明変数６項目（妊娠週数、体重の変化、腹囲の変化、腰痛や肩こりの度合い、

むくみや冷えの度合い、つわりや眠気の度合い）のカテゴリ別「重心座標値」を表 7-10～13 に

示す。カテゴリカル主成分分析では、次元の異なる項目すべてを次元１（横軸）と次元２（縦軸）

の二次元で表現している。したがって、説明変数の６項目について次元１、次元２それぞれの重

心座標値を求め、その合計値（以下、オブジェクトスコア）を算出し、二次元上にプロットする。

その後、第一象限にプロットに分類された妊婦を Category１、第二象限を Category２、第三象

限を Category３、第四象限を Category４とすることで、妊婦の分類ができる。なお、前章で「重

心座標値」が算出されなかったカテゴリは算出不可とし、該当した３人の妊婦のデータを本項の

分析から除外する。 

表 7-9-2. 妊娠月数別にみた身体機能の変化に対する認識 
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（２）分類結果 

 分類の結果、Category１は 11.3％（14人）、Category２は 4.8％（６人）、Category３は 17.7％

（22人）、Category４は 66.1％（82人）である。図 7-3に各回答者の説明変数の６項目の重心座

標値の算出結果を、さらに図 7-4は図 3-2の再掲として、各 Categoryの特徴を示す。 

   

妊娠週数 

（週） 

重心座標  体重 

(kg) 

重心座標 

次元１ 次元２  次元１ 次元２ 

12 -1.193 -0.089  -6kg～-2kg -1.514 0.499 

13 -1.493 0.51  -1kg～-1.8kg -1.215 0.147 

14 -1.312 0.603  2.0kg～4.0kg -0.642 0.01 

15 -1.179 0.006  4.5kg～6.5kg 0.084 -0.053 

16 -1.113 -0.127  7.0kg～8.2kg 0.662 0.075 

17 -1.007 0.057     

18 -0.985 -0.303     

19 -0.885 -0.117     

20 -0.452 0.123  腹囲 

（cm） 

重心座標 

21 -0.505 -0.217  次元１ 次元２ 

22 -0.434 0.004  58.0cm～65.0cm -1.311 0.354 

23 -0.201 0.008  66.0cm～74.0cm -1.168 0.195 

24 -0.301 0.09  75.0cm～81.0cm -0.597 0.068 

25 0.097 -0.091  81.5cm～87.0cm 0.089 -0.08 

26 0.028 -0.015  88.0cm～94.0cm 0.558 0.016 

27 0.373 -0.698  95.0cm～103.0cm 1.007 -0.23 

28 0.378 0.483  105.0cm～120.0cm 1.227 -0.355 

29 0.484 -0.361     

30 0.405 -0.066     

31 0.397 -0.015     

32 0.475 0.104     

33 0.926 0.123     

34 0.999 0.004     

35 1.171 0.221     

36 1.149 -0.104     

37 1.338 0.093     

38 1.347 -0.31     

39 1.407 0.452     

 

カテゴリ名 

肩こりや腰痛等の度合い むくみや冷えの度合い つわりや眠気の度合い 

重心座標 重心座標 重心座標 

次元１ 次元２ 次元１ 次元２ 次元１ 次元２ 

感じていない -0.425 -1.295 -0.332 -0.783 0.188 -1.349 

時々感じている -0.059 -0.088 0.038 -0.052 0.075 -0.219 

よく感じている 0.296 0.757 0.315 1.117 -0.174 0.816 

 

表 7-10. 妊娠週数の重心座標 

表 7-13. 妊娠による身体変化の重心座標 

表 7-11. 体重の重心座標 

表 7-12. 腹囲の重心座標 
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（３）Category別にみた身体機能の変化に対する認識 

 前項の分類の結果をもとに、Category別に妊娠による身体機能の変化について「あった」と回

答した妊婦の結果を表 7-14に示す。全体では「足があげにくくなった」63.7％（79人）、「バラ

ンスがとりにくくなった」56.5％（70 人）、「足元が見にくくなった」55.6％（69 人）、「身体の

動きが鈍くなった」79.8％（99人）の 4項目で、半数以上に変化が「あった」としている。Category

別にみると、Category１では、全体で半数以上に変化が「あった」と回答した４項目における割

合は半数以上を超えている。Category２では「身体の動きが鈍くなった」という変化を感じてい

る割合は 66.7％（４人）と半数を超えたが、そのほかの項目は半数以下である。Category３では

「足があげにくくなった」54.5％（12 人）、「身体の動きが鈍くなった」68.2％（15 人）が半数

を超えた。Category４は、Category１と同様に全体で半数以上に変化が「あった」と回答した４

項目における割合は半数以上を超えている。一方で、変化「ある」とした割合が少なかった項目

は、全体では「腕が上方にあげにくくなった」7.3％（９人）、「視界が狭くなった」7.3％（９人）、

「握力が低下した」7.3％（９人）である。Category別でみても全体と同様の傾向を示す傾向が
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図 7-3. 妊婦のオブジェクトスコア 

<回答者の重心座標の読み取り方> 

■座標軸上のプロットは妊婦ひとりひとりのオブジェクトス

コアを示している。 

■第一象限にプロットされている妊婦は Category１の性質を

もつ。同様に、第二象限は Category２、第三象限は

Category３、第四象限は Category４の性質をもつ。 
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身体的変化が大きく
生理的変化を

認識している妊婦

図 7-4.各 Categoryの特徴（図 3-5の再掲） 
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あるが、Category２及び Category３では「立っていられなくなった」について変化が「あった」

としている割合が 0.0％（0人）、4.5％（1人）と低い。 

 

単位：％ （ ）内：度数 人 

身体機能の変化 
Category１ 

(N=14) 

Category２ 

(N=6) 

Category３ 

(N=22) 

Category４ 

(N=82) 

合計 

(N=124) 

足があげにくくなった 50.0(7) 16.7(1) 54.5(12) 72.0(59) 63.7(79) 

腕が上方にあげにくくなった 14.3(2)   8.5(7) 7.3(9) 

バランスがとりにくくなった 64.3(9) 33.3(2) 45.5(10) 59.8(49) 56.5(70) 

立っていられなくなった 21.4(3)  4.5(1) 28.0(23) 21.8(27) 

視界が狭くなった 14.3(2)  4.5(1) 7.3(6) 7.3(9) 

足元が見にくくなった 64.3(9) 33.3(2) 45.5(10) 58.5(48) 55.6(69) 

身体の動きが鈍くなった 85.7(12) 66.7(4) 68.2(15) 82.9(68) 79.8(99) 

握力が低下した 14.3(2)  4.5(1) 7.3(6) 7.3(9) 

その他 14.3(2) 16.7(1) 27.3(6) 22.0(18) 21.8(27) 

変化を感じていない  33.3(2)  1.2(1) 2.4(3) 

※合計の N はで「重心座標値」が算出されなかったカテゴリは算出不可とし、該当した３人を除外した値。 

 
７．２ 考察 
（１）妊娠月数別にみた身体機能の変化 
表 7-9の結果をもとに、身体機能の変化に対する認識がある、すなわち「はい」と回答した回

答者を抽出し、その割合を縦軸に、妊娠月数を横軸にとったグラフを図 7-1に示す。 

図 7-1 からバランスのとりにくさ、身体の動きの鈍さ、足元の見えにくさ、足のあげにくさ、

という身体全体や腹部より下方に関わる項目は、全体を通して認識しやすい傾向があった。とく

に、妊婦特有の体型となる妊娠６～7ヶ月頃に認識する割合が増加し、妊娠７ヶ月以降では高い

割合を示す傾向にあった。すなわち、認識しやすい身体機能の変化は腹囲の大きさの影響を受け

ていると考える。 

一方、視界の狭さ、腕の上方へのあげにくさ、握力の低下、という身体の胸部から上方に関わ

る項目は認識しにくい傾向があった。ここで、視界が狭さ及び足元が見にくさは、どちらも視界

の範囲のことであるが、認識のしやすさに大きな違いが出た。妊婦は身体的変化によって、姿勢

が変化し、上下方向の視界確保が困難になる。したがって、足元の視界は大きくなった腹部で遮

られるため、妊婦にとって認識しやすい。一方、上方の視界の狭さは認識しにくいことが、この

違いの要因と考える。さらに、妊婦は大きくなるお腹を支持するため、背中をそり、のけぞる姿

勢をとる傾向がある。そのような状況の中で、腕の上方へのあげにくさ、という身体機能の変化

を認識していないと、例えば、上方の荷物をとる際、腕が上げにくいため、さらに上方に腕を上

げようとすることで、背中をさらに後方にそらし、後方転倒の危険性が高くなる可能性がある。

すなわち、認識しにくい３項目のうち、視界の狭さ、腕の上方へのあげにくさは姿勢による影響

を大きく受けていると考える。 

表 7-14. Category別にみた身体機能の変化 
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（２）Category別にみた身体機能の変化 

表 7-14より、Category別に身体機能の変化を捉える。 

身体的変化の大きい場合（Category１及び４）、とくに足のあげにくさ及び足元の見にくさと

いった下肢機能の変化、バランスのとりにくさといった身体全体に係る機能の変化を認識につい

ては、認識しやすい傾向がある。一方で、視界の狭さ、握力の低下、腕の上方へのあげにくさ、

といった上肢に関わる身体機能は Category１においてその割合が著しく高い。Category１と４

では、度数に大きな違いがあるため、一概には言えないものの、これら上肢に関わる身体機能の

変化は、生理的変化を認識しているほうが、認識しやすい。 

身体的変化が小さい場合（Category２と３）は、身体的変化が大きい場合（Category１と４）

と比較して、身体機能の変化を認識する割合は低い傾向がある。とくに腕が上方にあげにくい、

立っていられない、視界が狭い、握力の低下といった、上肢や立ち続けに関わる身体機能の変化

はほとんど認識していない。一方で、足のあげにくさについては、Category２と３を比較すると、

Category３において著しく割合が高く、生理的変化を認識していない妊婦は、足のあげにくさを

認識しやすいことがわかる。 

 

７．３ 小括 

事故を経験した妊婦は、とくに妊娠７ヶ月以降になると、身体全体や腹部より下方に関わる身

体機能の変化を認識やすくなる。一方で、腕のあげにくさや握力の低下といった上肢機能の変化

は、妊娠月数に関わらず認識しにいことを捉えた。Category別にみると、身体的変化に加えて腹

囲や体重の増加といった身体的変化が大きくなる Category１・４において、足のあげにくさ及

び足元の見にくさといった下肢機能の変化、バランスのとりにくさといった身体全体に係る機能

の変化を認識しやすい傾向がある。  

図 7-1 身体機能の変化を認識している割合 
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第８章 住宅内事故の詳細 

 
 本章では、「妊娠期の ADL の変化と事故に関する調査」（調査 A、回答者数：490名）において

把握した妊娠期の事故の概略について、さらに詳細に把握するために、「事故を経験した妊婦の

身体機能の変化と事故の詳細調査」（調査 B、回答者数：127名）で得られた、自由記述の回答及

び発生時の室内環境を捉えるための写真によって、事故発生時の詳細な実態の把握を行っている。 

 
８．１ 分析情報の精査 
フォトサーベイ調査より、妊娠期に発生する事故の詳細から、事故発生時の室内環境の把握を

行う。なお、本項の分析対象者は調査対象者の 127人である。 

ここで、事故の種類を分類するにあたり、妊婦が選択した選択肢と自由記述に記載された事故

の詳細に、齟齬が生じる場合がいくつかあった。したがって、以下の手順に沿って、回答された

事故の種類を分類する。 

 

1. 自由記述に記載された事故を確認し、「前側方転倒」、「後方転倒」、「転落」、「腹部ぶつか

り」、「挟まれ」、「その他」に加え、転倒方向が不明の転倒（以下、「転倒方向不明の転倒」）

と６つに分類する。なお、本章では「前側方転倒」、「後方転倒」、「転倒方向不明の転倒」

の３種類を総称して「転倒」とする。 

2. 回答者が選択した選択肢と照合、検証し、事故を分類する。 

3. 照合及び検証中に、例えば「段差から落ちる」、「階段から落ちる」といった場合を、「転

倒」または「転落」としている回答があった。段差の種類による事故の分類を明確にする

ため、選択結果と自由記述に記載された事故の詳細を、国土技術政策総合研究所「建物事

故予防ナレッジベース」の「事故パターン」に照合し、分類する。 

 

８．２ 調査結果 
８．２．１ 事故の概要 
（１）妊娠月数別にみた事故の種類 

 事故が発生する時期を、事故の種類別、妊娠月数別にまとめ、その結果を表 8-1に示す。 

 発生する事故を妊娠月数別の割合でみると、全妊娠月数において、最も多い事故は「転倒」で

ある。また、転倒した方向は、妊娠４～５ヶ月では「前方側方転倒」、妊娠８ヶ月では「後方転

倒」の割合が多い。さらに、妊娠９か月では、「転倒」と「腹部ぶつかり」が発生する割合が同じ
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である。次に、事故の全体の発生件数は、妊娠６ヶ月を機に増え、７か月で最も多くなり、その

後は少しずつ減少している。事故の種類別でみると、「転倒」は、事故の全体の発生件数と同様

の傾向を示している。「転落」も妊娠月数が経過するにつれて増加傾向を示し、妊娠８ヶ月で最

も多い。「腹部ぶつかり」は、妊娠８～９ヶ月で発生件数が多く、「挟まれ」の発生件数は少なく、

月数別でみた大きな特徴は把握できないものの、妊娠５～６ヶ月頃から発生している。 

 

    単位：％ （ ）内：度数 人 

  妊娠月数 

   覚えていない 3ヶ月 4ヶ月 5ヶ月 6ヶ月 

転倒   55.2(16) 33.3(1) 57.1(4) 62.5(5) 61.1(11) 

前方側方転倒 34.5(10)   42.9(3) 25(2) 27.8(5) 

後方転倒 6.9(2)   14.3(1) 12.5(1) 22.2(4) 

転倒方向不明の転倒 13.8(4) 33.3(1)   25(2) 11.1(2) 

転落   27.6(8) 33.3(1) 14.3(1) 25(2) 22.2(4) 

腹部ぶつかり   6.9(2) 33.3(1) 14.3(1)   11.1(2) 

挟まれ   6.9(2)     12.5(1) 5.6(1) 

その他   3.4(1)   14.3(1)     

合計   100.0(29) 100.0(3) 100.0(7) 100.0(8) 100.0(18) 

  妊娠月数 

  7ヶ月 8ヶ月 9ヶ月 10ヶ月 合計 

転倒   72.0(18) 40.0(8) 41.7(5) 60.0(3) 55.9(71) 

前方側方転倒 24(6) 5(1) 16.7(2) 20(1) 23.6(30) 

後方転倒 24(6) 20(4) 16.7(2) 20(1) 16.5(21) 

転倒方向不明の転倒 24(6) 15(3) 8.3(1) 20(1) 15.7(20) 

転落   20(5) 35(7) 0(0) 20(1) 22.8(29) 

腹部ぶつかり   8(2) 20(4) 41.7(5)   13.4(17) 

挟まれ     5(1) 8.3(1)   4.7(6) 

その他       8.3(1) 20(1) 3.1(4) 

合計   100.0(25) 100.0(20) 100.0(12) 100.0(5) 100.0(127) 

 

（２）事故の発生場所 

 事故の発生場所は、「階段」が最も多く 26.0％(33人)、次いで「居間（リビング）」17.3％(22

人)、「浴室」15.7％(20人)である。 

 

 

 

 

 

表 8-1. 妊娠月数別に見た事故の種類 

0％ 20.0％ 40.0％ 60.0％ 80.0％ 100.0％

1.6％5.5％

17.3％

3.9％

8.7％ 8.7％ 15.7％ 7.9％ 26.0％ 4.7％

玄関 居間（リビング） 食事室（ダイニング）

台所 洗面所・脱衣所 浴室

寝室 Stair/階段 ベランダ

Other/その他

図 8-1. 事故の発生場所（N=127） 
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（３）発生場所別事故の種類 

 玄関、寝室では「前側方転倒」が 42.9％、50.0％と比較的高い割合を占めている。一方、浴室、

ベランダでは「後方転倒」が 45.0％、33.0％と高い割合を占めている。さらに、「居間（リビン

グ）」では「前側方転倒」と「転倒方向不明の転倒」が 27.3％(6 人)と多いものの、その割合は

他の事故と大きな差はなく、「その他」以外のすべての事故が発生している。「食事室（ダイニン

グ）や台所では「腹部ぶつかり」が、階段では「転落」が多い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）けがの程度 

 けがは、「していない」が多く 88.2％(112人)である。また、「けがをしたが手当てをしなかっ

た」は 5.5％(7人)、「けがをして自宅で手当て」は 4.7％(6人)、「けがをして医師にかかる」は

0.8％(1人)、「その他」（詳細不明）は 0.8%(1人)である。 

 さらに各室別に見たけがの程度を表 8-2 に示す。「けがをして医師にかかる」は階段で１件で

ある。「けがをして自宅で手当」は、浴室での事故のうち 15.0％が、同様に洗面所・脱衣室では

9.1％、居間（リビング）では 4.5％、寝室では 10.0％を占めている。さらに、「けがをしたが手

当なし」は、玄関での事故のうち 14.3％が、同様に階段では 12.1％、居間（リビング）では 4.5％、

食事室では 20.0％を占めていた。 

  

図 8-2. 発生場所別事故の種類（N=127） 
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   単位：％ （ ）内：度数 人 

 室名 していない 
けがをしたが 

手当なし 

けがをして 

自宅で手当 

けがをして 

医師にかかる 
その他 合計 

玄関 85.7(6) 14.3(1)       100.0(7) 

階段 84.8(28) 12.1(4)   3.0(1)   100.0(33) 

浴室 85.0(17)   15.0(3)     100.0(20) 

洗面所・脱衣所 90.9(10)   9.1(1)     100.0(11) 

台所 100.0(11)         100.0(11) 

居間（リビング） 90.9(20) 4.5(1) 4.5(1)     100.0(22) 

食事室（ダイニング） 80.0(4) 20.0(1)       100.0(5) 

寝室 80.0(8)   10.0(1)   10.0(1) 100.0(10) 

ベランダ 100.0(6)         100.0(6) 

その他 100.0(2)         100.0(2) 

合計 88.2(112) 5.5(7) 4.7(6) 0.8(1) 0.8(1) 100.0(127) 

 

（５）発生時の時間帯 
 各室別に見た発生の時間帯を表 8-3に示す。全体では、夜（18時頃～21時頃）がもっとも多

く 26.8％で、ついで昼前から昼過ぎ（９時頃～15時頃）が 25.2％、夕方（15時頃～18時頃）が

18.1％である。 

室別にみると、発生する時間帯に偏りがみられたのは、浴室で、50.0％が夜（18 時頃～21 時

頃）に発生している。台所では夕方（15時頃～18時頃）で 45.5％ともっとも多く発生している

が、昼前から昼過ぎ（９時頃～15 時頃）には発生していない。玄関では夜（18 時頃～21 時頃）

以降に事故は発生していない。一方で、発生する時間帯に偏りが比較的みられなかった室は、階

段や居間（リビング）である。 

  
   単位：％ （ ）内：度数 人 

室名 
朝 

（起床～９時頃） 

昼前から昼過ぎ 

（９時頃～15時頃） 

夕方 

（15時頃～18時頃） 

夜 

（18時頃～21時頃） 

玄関 14.3(1) 42.9(3) 42.9(3)   

階段 24.2(8) 33.3(11) 15.2(5) 18.2(6) 

浴室 5.0(1) 10.0(2) 10.0(2) 50.0(10) 

洗面所・脱衣所 9.1(1) 27.3(3) 18.2(2) 27.3(3) 

台所 18.2(2)   45.5(5) 36.4(4) 

居間（リビング） 18.2(4) 36.4(8) 22.7(5) 22.7(5) 

食事室（ダイニング）   20.0(1)   80.0(4) 

寝室 20.0(2) 20.0(2) 10.0(1) 10.0(1) 

ベランダ 16.7(1) 33.3(2)   16.7(1) 

その他         

合計 15.7(20) 25.2(32) 18.1(23) 26.8(34) 

室名 それ以降から就寝まで 就寝中 覚えていない 合計 

玄関       100.0(7) 

階段 3.0(1) 3.0(1) 3.0(1) 100.0(33) 

浴室 25.0(5)     100.0(20) 

洗面所・脱衣所 9.1(1)   9.1(1) 100.0(11) 

台所       100.0(11) 

居間（リビング）       100.0(22) 

食事室（ダイニング）       100.0(5) 

寝室 40.0(4)     100.0(10) 

ベランダ 33.3(2)     100.0(6) 

その他     100.0(2) 100.0(2) 

合計 10.2(13) 0.8(1) 3.1(4) 100.0(127) 

 

表 8-2. 室別にみたけがの程度 

表 8-3. 室別にみた発生時の時間帯 



213 

 

（６）発生時の体感温度 
 各室別に見た発生時の体感温度を表 8-4 に示す。発生時の体感温度は、全体でみると、「どち

らでもない」が最も多く 39.4％で、ついで「どちらかというと寒かった」23.6％、「寒かった」

22.0％である。室別にみても、ほとんどの室で、「どちらでもない」、「どちらかというと寒かっ

た」「寒かった」が多い。浴室、台所、ベランダにおいては、「どちらかというと暑い」が 20.0％、

18.2％、16.7％となっているが、「どちらかというと暑い」「暑かった」はどの室においても割合

は小さい。 

 
     単位：％ （ ）内：度数 人 

室名 暑かった 
どちらかと 

いうと暑かった 

どちらでも 

ない 

どちらかと 

いうと寒かった 
寒かった 

覚えて 

いない 
合計 

玄関     42.9(3) 14.3(1) 28.6(2) 14.3(1) 100.0(7) 

階段   6.1(2) 33.3(11) 18.2(6) 39.4(13) 3.0(1) 100.0(33) 

浴室   20.0(4) 35.0(7) 25.0(5) 15.0(3) 5.0(1) 100.0(20) 

洗面所・脱衣所     27.3(3) 36.4(4) 36.4(4)   100.0(11) 

台所   18.2(2) 36.4(4) 18.2(2) 18.2(2) 9.1(1) 100.0(11) 

居間（リビング） 4.5(1) 9.1(2) 50.0(11) 18.2(4) 9.1(2) 9.1(2) 100.0(22) 

食事室（ダイニング）     20.0(1) 60.0(3) 20.0(1)   100.0(5) 

寝室     60.0(6) 30.0(3) 10.0(1)   100.0(10) 

ベランダ   16.7(1) 50.0(3) 33.3(2)     100.0(6) 

その他     50.0(1)     50.0(1) 100.0(2) 

合計 0.8(1) 8.7(11) 39.4(50) 23.6(30) 22.0(28) 5.5(7) 100.0(127) 

 
（７）発生時の明るさ 
 各室別に見た発生時の明るさを表 8-5に示す。全体で 46.5％が発生時は「明るい」と回答して

いる。「どちらかというと明るかった」の 22.8％も加えると、69.3％で明るさを感じている。各

室別にみると、とくに階段、ベランダでは「どちらかというと暗かった」とする割合が 48.5％、

50.0％であり、さらに、ベランダでは「暗かった」とする割合が 16.7％となっている。 

  
     単位：％ （ ）内：度数 人 

室名 明るかった 
どちらかという

と明るかった 

どちらで

もない 

どちらかとい

うと暗かった 
暗かった 

覚えて

いない 
合計 

玄関 71.4(5)     28.6(2)     100.0(7) 

階段 30.3(10) 21.2(7)   48.5(16)     100.0(33) 

浴室 65.0(13) 30.0(6) 5.0(1)       100.0(20) 

洗面所・脱衣所 36.4(4) 36.4(4)   27.3(3)     100.0(11) 

台所 36.4(4) 36.4(4) 9.1(1) 9.1(1) 9.1(1)   100.0(11) 

居間（リビング） 59.1(13) 13.6(3) 4.5(1) 18.2(4)   4.5(1) 100.0(22) 

食事室（ダイニング） 80.0(4)     20.0(1)     100.0(5) 

寝室 30.0(3) 40.0(4)   10.0(1) 20.0(2)   100.0(10) 

ベランダ 16.7(1) 16.7(1)   50.0(3) 16.7(1)   100.0(6) 

その他 100.0(2)           100.0(2) 

合計 46.5(59) 22.8(29) 2.4(3) 24.4(31) 3.1(4) 0.8(1) 100.0(127) 

 
  

表 8-4 室別にみた発生時の体感温度 

表 8-5 室別にみた発生時の明るさ 
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（８）発生時に手の状況 
 各室別にみた発生時の手の状況を表 8-6に示す。手の状況として、両手に荷物を何も持ってい

ない又は誰とも手をつないでいないのように「両手があいている」、片手に荷物を持っている又

は子ども等誰かと手をつないでいるのように「片手がふさがる」、両手に荷物を持っている又は、

子ども等誰かと手をつないでいるのように「両手がふさがる」の３つの状況の他に、「その他」、

「覚えていない」の５つの選択肢より該当する選択肢を選択してもらっている。 

その結果、全体で、「何も持たない」は 55.9％を占めている。各室別でみると、ベランダでは

83.3％において「片手がふさがる」としている。さらに、階段でも「片手がふさがる」30.3％、

「両手がふさがる」が 30.3％となり、併せて 60.6％が片手ないし両手がふさがっている状況で

あることがわかる。 

 
    単位：％ （ ）内：度数 人 

室名 両手はあいている 片手がふさがる 両手がふさがる その他 覚えていない 合計 

玄関 57.1(4) 14.3(1) 14.3(1)   14.3(1) 100.0(7) 

階段 36.4(12) 30.3(10) 30.3(10)   3.0(1) 100.0(33) 

浴室 70.0(14) 15.0(3) 10.0(2) 5.0(1)   100.0(20) 

洗面所・脱衣所 81.8(9) 18.2(2)       100.0(11) 

台所 54.5(6) 27.3(3) 18.2(2)     100.0(11) 

居間（リビング） 54.5(12) 31.8(7) 13.6(3)     100.0(22) 

食事室（ダイニング） 60.0(3) 40.0(2)       100.0(5) 

寝室 90.0(9) 10.0(1)       100.0(10) 

ベランダ 16.7(1) 83.3(5)       100.0(6) 

その他 50.0(1)       50.0(1) 100.0(2) 

合計 55.9(71) 26.8(34) 14.2(18) 0.8(1) 2.4(3) 100.0(127) 

 
（９）発生時の履物 
 各室別にみた発生時の手の状況を表 8-7に示す。全体では、履物は「靴下」とする割合が 42.5％

ともっとも高く、ついで「何も履いていない（裸足）」が 29.9％である。各室別にみると、玄関、

階段では、「靴下」が 57.1％、57.6％と最も多い。浴室では「何も履いていない（裸足）」が 85.0％

である。台所では「何も履いていない（裸足）」、スリッパのような「かかとがない室内履き」が

ともに 36.4％である。居間（リビング）では、「靴下」が 54.5％、「かかとがない室内履き」が

18.2％となっている。 

  

      単位：％ （ ）内：度数 人 

室名 

何も履いて

いない 

（裸足） 

靴下 ストッキング 

かかとが 

ない 

室内履き 

かかとが 

ある 

室内履き 

その他 
覚えて

いない 
合計 

玄関   57.1(4) 14.3(1) 14.3(1)   14.3(1)   100.0(7) 

階段 18.2(6) 57.6(19)   15.2(5) 3.0(1) 6.1(2)   100.0(33) 

浴室 85.0(17)     10.0(2)   5.0(1)   100.0(20) 

洗面所・脱衣所 36.4(4) 45.5(5)   9.1(1)   9.1(1)   100.0(11) 

台所 36.4(4) 18.2(2) 9.1(1) 36.4(4)       100.0(11) 

居間（リビング） 9.1(2) 54.5(12)   18.2(4) 9.1(2) 4.5(1) 4.5(1) 100.0(22) 

食事室（ダイニング） 20.0(1) 40.0(2) 20.0(1) 20.0(1)       100.0(5) 

寝室   80.0(8)   20.0(2)       100.0(10) 

ベランダ 33.3(2) 33.3(2)   16.7(1)   16.7(1)   100.0(6) 

その他 100.0(2)             100.0(2) 

合計 29.9(38) 42.5(54) 2.4(3) 16.5(21) 2.4(3) 5.5(7) 0.8(1) 100.0(127) 

表 8-6 室別にみた発生時に手の状況 

表 8-7 室別にみた発生時の履物 
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８．２．２ 各室別にみた事故発生時の特徴 
自由記述及びフォトサーベイ調査で得られた写真をもとに、事故の発生過程及び発生要因の分

析を行うことで、特徴の把握を行う。そのために、まず得られた情報を場所別に分類する。次に、

自由記述の内容の要点を整理し、さらに、フォトサーベイ調査で得られた写真から、事故に関連

すると考えられる要素の抽出し、情報の整理を行う。以上のデータを、事故発生時の「ADL」、「事

故の種類」、事故の「要因」、「誘因動作」、事故発生時の「回避行動・方法」の５つの視点で要点

を整理し、事故が発生する過程の分析を行った。資料３に本調査結果で得られた自由記述及び写

真の結果を示す。さらに、表 8-1～10に各室別に要点を整理した結果を示す。なお、表中に示す

「ID」は資料４に記される回答者の「ID」を示す。さらに、表中の（ ）内は該当する ID を示

す。
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（１）玄関（７件） 

 玄関で発生する事故の要点を表 8-8に示す。 

玄関における事故は、「靴の着脱」「上がり框昇降」「室外への出入り」「室内への出入り」動作

時に事故が発生していた。「靴の着脱」時の事故では、「要因」として玄関の狭さや収納の少なさ

による足元空間の減少、段差（上がり框）が挙げられる。段差（上がり框）による事故の発生場

所は写真 8-1 に示す通りで、段差（上がり框）の大きさが数ミリ程度であることがわかる。「回

避行動/回避方法」では手すり設置が挙げられているが、賃貸により設置可能な状況にないとし

ている。上がり框昇降時は、２件とも段差（上がり框）を事故の「要因」としている。双方の事

故の発生場所は写真 8-2及び 8-3に示す通りで、段差（上がり框）の大きさは数センチ程度であ

ること推測できる。さらに、「要因」として履物と床面の関係が挙げられていて、履物裏が滑っ

たことによりつまずいてしまい、事故が発生するとしていて、履物裏に滑り止めが有る履物に交

換することで事故が回避でできるとしている。「室外出入り」では、雪が「要因」で滑り、「室内

出入り」では玄関で滑り、事故が発生している。 

 

動作 事故 要因 誘因動作 回避行動/回避方法 備考 ID 

靴の着脱 

前側方転

倒 

玄関の狭さ 

収納の少なさによる足元

空間の減少 

つまずき 
手すりの設置 

（→賃貸により設置できない） 
  215 

段差（上がり框）   周囲に手をつく   207 

転倒方向

不明 
前方不注意       216 

上がり框降

下時 

前側方転

倒 

段差 

履物と床面の関係 

滑り 

つまずき 

履物の交換 

（滑り止めのある履物） 
  11 

転倒方向

不明 
段差 踏み外し     2 

室外出入り 後転倒 雪 滑り     9 

室内出入り 後転倒   滑り     44 

 

 

 

 

 

 

 

  

写真 8-1 写真 8-2 写真 8-3 

  

表 8-8. 玄関で発生する事故の要点 
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（２）階段（33件） 

 階段で発生する事故の要点を表 8-9に示す。 

 階段全体の傾向として、曲がりのある階段（18 件）、手すりが有る階段で（17 件）（重複回答

有）で発生する場合が多い。さらに「階段に敷いている滑り止めマットのない部分を踏んでいた。

（写真 16）」といった、滑り止めマットを敷設していても事故が発生していた（３件）。この事例

の場合、「手すりがあれば、よろけても転ばずに支えられたのではないか（写真 16）」とする意見

もあった。また、同様に「自分の体を考え、階段を下りるときには手すりにつかまるべきだった」

という意見もあった。すなわち、滑り止めマットの敷設や手すりの把持によって事故を防止でき

たと考えていた。発生時の状況として特徴的なものは「子どもの手を引いて階段を下りている時、

足が滑り、側方によろけて尻もちをついた（写真 16）」のように、子どもと一緒の際に発生する

事例、「鞄を腕にかけながら降りてくる時に」というように、「荷物を持っていた際に発生」した

事例が合計で 16 件あった。また、けがの程度や予後を明記した事例は７件あり、６件は身体を

強打していた。 

階段で行われる ADL別にみると、階段の「下り」時に発生する事故が多く、33件中 23件。そ

の原因として、「足が滑って尻もちをついた（写真 15）」のような「滑り」が 10件、「階段から下

りる時に最後（の段）を踏み外した」のような「踏み外し」が 11件であり、これら 21件のうち

20 件は「転落」であった。さらに、腹部が大きいことで「足元が見えない」「足元への不注意」

も要因として挙げれた。事故の回避方法としては、手すりの把持が挙げられる一方、把持できず

事故に至る場合もみられた。 

 次に、階段の「上り」時に発生した事例は７件で、事故の種類は「前方側方転倒」が２件、「転

落」が４件となっていた。また、事故を回避しようとして、壁や手すりにつかまった事例が 10件

あった。一方、 
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動作 事故 要因 誘因動作 回避行動/方法 備考 ID 

下り 

転落 

  

滑り 

滑り止めの設置 

手すりの把持 
  41,63,98 

手すりの未設置     51 

履物と床面の関係     72※,97 

手すりの把持 

注意力の散漫 
両手を後方につく   121 

注意力の散漫 

疲労 

履物が脱げたこと 

    118 

手すりの把持 

履物と床面の関係 
    123 

  

踏み外し 

手すりの把持   65,113 

    
子どもの手

を把持 
42,88 

履物が脱げたこと 

大きくなった腹部と荷物で足元が見

えない 

    43 

踏面の内側（面積の狭い方）を歩行 

荷物で視界が遮られていた 

壁と手すりをつかむ 

視界をよくする 
  46 

足元への不注意   
子どもの手

を把持 
31 

注意力の散漫 壁に手をつく   55 

足元の障害物の回避 手すりの把持   68 

室内環境への不適応 

視界の不明瞭 
    83 

前方方向の視界の制限 

両手がふさがっている 

履物と床面の関係 

滑り 

踏み外し 
    208 

掃除機のダクト 物を踏む 手すりの把持   95 

注意力の散漫 不明     138 

前側方

転倒 

滑り止めマットのない部分を踏んで

いた 
滑り 

滑り止めマット上を歩行 

手すりの設置 

子どもの手

を把持 
110 

上り 

転落 

足があげにくい 

踏み外し 

  
子どもの抱

きかかえ 
137 

荷物をもっていて足元が見えない 

手すりの把持 

荷物を持たない 

足元の確認 

  8 

履物が脱げたこと 

急階段 

踏面が狭い 

    38 

自身の認識以上に足があがらない 

手すりが把持 
不明     206 

前側方

転倒 

床面の状態（滑りやすい） 

履物と床面の関係 
滑り 片手をつく   106 

注意力の散漫 つまずき 手すりの把持   119 

その他 足に力が入らない 不明 手すりの把持 
子どもの抱

きかかえ 
26 

不明 転落 

履物と床面の関係 滑り 手すりの把持   50 

洋服でのつまづき つまずき     220 

履物と床面の関係 不明 壁に手をつく   116 

 

  

表 8-9. 階段で発生する事故の要点 
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（３）浴室（20件） 

 浴室で発生する事故の要点を表 8-10に示す。 

 「誘因動作」が「滑り」となる事故が 15件発生している。その主たる要因は、ADLによって滑

りが誘因され事故が発生している場合が多く、その際の回避行動／回避方法では浴室扉のドアノ

ブ（写真 8-4）や手すり（写真 8-5）等を把持することによって回避していました。 

 「動作」別にみると、歩行/移動中に発生する事故の「誘因動作」はすべて「滑り」である。う

ち４件は洗い場床面の濡れ/洗剤の付着が「要因」となり、「滑り」が誘因となり事故が発生して

いる。さらに、そのうち２件では、「腹部突出による、足元の視界の制限」「バランスを崩す」の

ように妊娠による身体機能の変化を「要因」としている。 

 「清掃」時の事故でも洗い場内の濡れを「要因」としている事故が１件ある。「回避行動/回避

方法」として、「足元に対する注意」のような妊娠による身体変化を認識すること、「手すりの把

持」といった建築的回避策が挙げられている。さらに、不安定な姿勢での「動作」が「滑り」を

誘因し腹部をぶつけた事故が１件ある。 

 「洗髪・洗身」時の事故では、「バランスを崩す」「腹部が大きく重い」といった妊娠による身

体や身体機能の変化が「要因」である。腹部が大きく重いことが要因で発生した事故では、「回

避行動/回避方法」において腹部が大きいことへの意識のほか、バランスを取ることも挙げられ

ている。同様に「床に座る」時の事故も「バランスを崩す」ことが「要因」となっていて、「回避

行動/回避方法」として「妊娠による体幹、バランスへの認識」「椅子等の把持による身体保持」

を上げている。  

写真 8-4 写真 8-5 
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動作 事故 要因 

誘因

動作 
回避行動/方法 備考 ID 

歩行/移動 

前側方

転倒 

洗い場床面の濡れ 

腹部突出による、足元の視界

の制限 

滑り 浴室扉の把持 

扉把持時、同時に扉がはず

れそうになり、二次的事故

につながる可能性があった 

62 

段差 

洗い場床面の洗剤の付着 
滑り     79 

後転倒 

足元の障害物 滑り 浴室扉に倒れ掛かる   28 

洗い場床面の洗剤の付着 滑り 扉の把持   67 

洗い場床面の濡れ 

バランスを崩す 
滑り 周囲につかまる 

多胎児妊娠のため、一般的

な妊婦と比較し、腹部が大

きい 

105 

  滑り ドアノブの把持   19 

清掃 

後転倒 洗い場内の床面の濡れ 滑り 
足元に対する注意 

手すり等の把持 
  52 

転倒方

向不明 
腹部が重い   浴槽縁をつかむ   30 

ぶつか

り 
不安定な姿勢での動作 滑り 

不安定な姿勢の回避

(24) 
  24,212 

洗髪・洗身 

（立位） 

転倒方

向不明 
バランスを崩す   

着座での洗髪・洗身 

手すりの把持 
  117 

洗髪・洗身

（座位） 

前側方

転倒 
腹部が大きく重い 滑り 

腹部が大きいことへの

意識 

バランスを取る 

  27 

椅子着座時 

後転倒 着座面の誤認       205 

後転倒 
椅子着座面及び床面の洗剤の

付着 
滑り     100 

着座時 後転倒   滑り   浴槽縁への着座 204 

床に座る 後転倒 バランスを崩す   

妊娠による体幹、バラ

ンスへの認識 

椅子等の把持による身

体保持 

転倒時、頭部のぶつかりの

ヒヤリハットも同時発生 
13 

入浴時 
転倒方

向不明 
浴槽床の濡れ 滑り 手すりの把持   120 

浴槽からの

出入り 

前側方

転倒 

洗い場床面の洗剤の付着 

滑りやすい床面（タイル） 
滑り 

洗い場床面の洗剤の洗

い流し 

何かを把持する 

人と一緒に入る 

  136 

判断不可 

前側方

転倒 
段差 

つま

ずき 
    202 

転倒方

向不明 

床面の濡れ 

腹部が大きくなっていること

による、足元に対する視界の

制限 

滑り   
子どもとぶつかった際の事

故 
1 

 

  

表 8-10. 浴室で発生する事故の要点 
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（４）洗面所・脱衣所（11件） 

 洗面所・脱衣所で発生する事故の要点を表 8-11に示す。 

 洗面所・脱衣所で発生する事故としては「歩行/移動」時の事故が多い。段差が「要因」とな

る事故は、洗面所・脱衣所と廊下又は洗面所・脱衣所と浴室の間にある段差である。段差のほか

に「腹部が大きくなったことによる前方不注意」「足元が見えない」「荷物の把持による下方方向

の視界の制限」「足元への不注意」「足があがらない」といった妊娠による身体や身体機能の変化

も「要因」に加わり事故が発生している。段差に関連して、足元の障害物が「要因」となる事故

も、「腹部突出による下方方向の視界の制限」のように、妊娠による身体機能の変化が「要因」

となっている。ほかに、洗剤の吹き残しや濡れた足のように足元が滑りやすくなっていることが

「要因」での事故も発生している。 

 「服の着脱」や「床からの立上り」時の事故は、ともに「バランスを崩す」ことが「要因」と

なり、発生している。 

 

動作 事故 要因 誘因動作 回避行動/方法 備考 ID 

歩行/移動 

前側方転

倒 

段差 

腹部が大きくなったことによ

る、前方不注意 

足があがらない 

履物と床面の関係 

つまずき 
洗濯機につかまる 

室内を明るくする 
  111 

足元の障害物 

腹部突出による下方方向の視

界の制限 

つまずき     127 

洗剤の吹き残しで滑りやすく

なっていた床 
滑り 柱につかまる   76 

後転倒 濡れた足 滑り     86 

転倒方向

不明 

段差 

足元が見えない 

荷物の把持による下方方向の

視界の制限 

踏み外し     59 

段差 

足元への不注意 
      20 

ぶつかり 段差   
把持していた荷物が腹部と

の間に入り、衝撃を緩和 
  103 

挟まれ 開放された洗濯機の扉       131 

床に座る 挟まれ 
洗濯機と他家具間の幅の狭さ 

（隙間） 
     126 

服の着脱 
前側方転

倒 
バランスを崩す   洗濯機につかまる   70 

床からの立

上り 
後転倒 バランスを崩す       15 

 

（５）台所（11件） 

 台所で発生する事故の要点を表 8-12に示す。 

 「歩行/移動」時の事故では、「ペット侵入防止柵」や「ベビーゲート」のように障害物を回避

する際に転倒が発生している。そのうち、「ペット侵入防止柵」回避の事故では別の要因として

妊婦自身の注意力の欠如が挙げられている。 

表 8-11. 洗面所・脱衣所で発生する事故の要点 
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 「料理」時の事故では、ぶつかりや挟まれといった事故が主である。とくに「要因」とされて

いる「手すり」「冷蔵庫の扉」「収納可能な作業台」にぶつかる、挟まれるといった事故である。

「その他」の事故として、腹部と調理器具との距離が近いことが「要因」で、着用している衣服

が焦げる事故も発生している。本事故についても、別の「要因」として妊婦自身の注意力の欠如

が挙げられている。 

 「棚等からの物の出し入れ」では、シンク上収納から脚立を使用して、物を出し入れする際に

発生する事故であり、身体をのばした際にバランスを崩して転倒した事故である。 

 さらに、自由記述や写真等から事故発生時の動作を判断することはできなかった事故である物

の、腹部の大きさに不適応なために発生しているぶつかり事故もみられる。 

 

動作 事故 要因 誘因動作 
回避行動 

/方法 
備考 ID 

歩行/移動 

前側方転倒 
ペット侵入防止柵 

注意力の欠如 
障害物の回避   101 

転倒方向不明 ベビーゲート 障害物の回避   82,124 

ぶつかり    
子どものもとへ移

動時 
211 

料理 

ぶつかり 

子どもの玩具 つまずき   64 

手すり    219 

冷蔵庫の扉    201 

挟まれ 収納可能な作業台    221 

その他 
腹部と調理具の距離 

注意力の欠如 
  衣服の焦げ 12 

棚等からの物の出し

入れ 
前側方転倒 

身体をのばした際に

バランスを崩す 
  

シンク上収納から

の脚立を使用して

物の出し入れ 

53 

判断不可 ぶつかり 
腹部の大きさに対す

る不適応 
    218 

 

（６）居間（リビング）（22件） 

 居間（リビング）で発生する事故の要点を表 8-13に示す。 

 居間（リビング）で発生する事故としては、「歩行/移動」の「動作」中に発生する事故がもっ

とも多い。室境界にある段差（写真 8-6）や子どもの玩具（写真 8-7）が「要因」となり「つま

ずき」が誘因されたことによる事故、カーペット等の敷物類（写真 8-8）が「要因」となり「滑

り」が誘因されたことによる事故、子どもの玩具やペット侵入防止柵等が「要因」となり「障害

物の回避」が誘引されたことによる事故がある。さらに、事故が発生する「要因」として、歩行

/移動中の足裏が滑りやすい状態であるという、履物と床面の関係が挙げられる。とくに前側方

転倒が発しした事例では、「床暖房による足裏の乾燥」を要因の一つとして挙げている。加えて、

「足元に対する不注意」「足元が見えない」「足があがらない」「バランス感覚が悪」い」「急に大

きくなった腹部への不適応」「身体の動きにくさ」といった、妊娠による身体機能の変化が「要

因」として、多数挙げられている。 

表 8-12. 台所で発生する事故の要点 
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 「段差からの下り」時の事故は、室内で洗濯物を取り込む際に発生している事故である。干し

ていた洗濯物を取り込む際に、段差に上り、そこから下りる際に床面にある物に気がつかず転倒

したとしている。 

 「立上り」時の事故では、床座からの立上り時に、足元にある敷物類（こたつ布団）が「要因」

で滑り、事故が発生している。さらに、本事故では、「腹部が大きく重いことによる身体動作の

制限」という妊娠による身体の変化を「要因」として挙げている。「回避行動/回避方法」として、

身体の変化に対応するため「机や棚等の家具に手をつき」身体保持することを挙げている。 

 「椅子等着座」時の事故では、いずれも椅子等の着座面に敷かれている座布団等の敷物類と、

着座面の不一致によって発生している。 

  

写真 8-6 写真 8-7 写真 8-8 
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動作 事故 要因 誘因動作 回避行動/方法 備考 ID 

歩行/

移動 

前側方

転倒 

  つまずき 手をつく   10 

室境界の段差 

足元に対する不注意 

履物と床面の関係 

室内環境への不適応 

つまずき     133 

子どもの玩具 

足元が見えない 

足があがらない 

バランス感覚が悪い 

つまずき 

足元の障害物の

確認 

間接的要因に対

する認識 

  81 

室境界の段差 

扉の開放が不十分 

急におおきくなった腹部への不適

応 

つまずき     34 

床材と履物の関係 

（床暖房による足裏の乾燥） 
滑り     85 

子どもの玩具 

敷物による段差 
障害物の回避 

周辺家具で身体

を支持 
  23 

後方転

倒 

敷物類 

人又は子どもの玩具 

履物と床面の関係 

障害物の回避 

滑り 
    48,139 

転倒方

向不明 

敷物類 つまずき     45,60,135 

敷物類（子どもの玩具） 滑り     71 

子どもの玩具 

回転座椅子 
障害物の回避 部屋の整理整頓 

回転座椅子上歩行に

よる転倒 
125 

ぶつか

り 

手すり    80 

段差 

動きが予想以上にゆっくりだった 

室内の暗さ 

子どもの不意な行動 

    柱と足のぶつかり 21 

出入口の幅（狭い） 

履物と床面の関係 
    

壁又は柱と腹部のぶ

つかり 
115 

手に持っている荷物 

よそ見 

出入口幅の目測の誤り 

    
扉で入り口と腹部の

ぶつかり 
84 

ペット侵入防止柵 

体調が悪い 

眠気 

足が上がらない、普段よりも身体

が動きにくいことによる動作制限 

障害物の回避   
ペット侵入防止柵と

足のぶつかり 
40 

段差か

ら下り 

転倒方

向不明 
床面の物     室内干し中の事故 58 

立上り 
後方転

倒 

敷物類（こたつ布団） 

腹部が大きく重いことによる動作

制限 

滑り 

こたつ布団をふ

まずに起上る 

机や棚に手をつ

き身体を保持 

  61 

椅子等

着座時 

後方転

倒 

椅子と座布団の座面の不一致 

テーブルクロスで座面が確認しに

くい 

      25 

その他 ソファと敷物の座面の不一致 滑り 
膝立ち状態での

滑り落ち 
  104 

 

  

表 8-13. 居間（リビング）で発生する事故の要点 
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（７）食事室（ダイニング）（５件） 
 食事室（ダイニング）で発生する事故の要点を表 8-14に示す。 

「歩行/移動」時の事故では、前方不注意による転倒事故が発生している。それ以外の事故で

は、主として「腹部の突出具合の見誤り」でぶつかりや挟まれの事故が発生している。 

 

動作 事故 要因 誘因動作 回避行動/方法 備考 ID 

歩行/移動 

前側方転倒 
床面の荷物 

前方不注意 
      210 

ぶつかり 腹部の突出具合の見誤り 
  椅子の片付け 椅子とのぶつかり 78 

    椅子とのぶつかり 36 

挟まれ 腹部の突出具合の見誤り      49 

椅子着座時 ぶつかり 腹部の突出具合の見誤り     
テーブルとのぶつか

り 
107 

 

（８）寝室（10件） 

 寝室で発生する事故の要点を表 8-15に示す。 

 「歩行/移動」時の事故では、寝室に置かれた足元の障害物が「要因」となる転倒事故のほか、

寝具上にある枕や寝具が「要因」で滑りまたはつまずきが起こり、転倒事故が発生している。 

 「ベッド昇降」時の事故は、３件中２件において、バランスを崩したことが「要因」の事故で

ある。「立上り」時の事故では、寝室での作業中に床面のビニル袋を踏んだことにより「滑り」

が発生し、転倒事故が発生していた。 

 

動作 事故 要因 誘因動作 
回避行動 

/方法 
備考 ID 

歩行/移動 
前側方転倒 

足元の障害物 つまずき     87 

寝具 滑り 足元への注意   39 

寝具 つまずき     32 

寝具 

バランスを崩す 
      92 

後転倒 枕 滑り    90 

ベッド昇降 
前側方転倒 

  滑り 室内の点灯   213 

バランスを崩す       33 

後転倒 バランスを崩す       91 

立上り 後転倒 ビニル袋 滑り     214 

判断不明 転倒方向不明 寝具 つまずき     77 

 

（９）ベランダ（６件） 
 ベランダで発生する事故の要点を表 8-16に示す。 

「ベランダと室内間の出入り」時に発生した事故は段差が要因となり転倒事故が発生している。

そのうち１件では、段差またぎ時にバランスを崩して転倒している。 

「洗濯物を干す」時に発生した事故でも、バランスを崩して転倒事故が発生していて、その段

差の高さが「50cm程度」と比較的高さのある場所からの転倒事故である。 

表 8-14. 食事室（ダイニング）で発生する事故の要点 

表 8-15. 寝室で発生する事故の要点 
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動作 事故 要因 誘因動作 回避行動/方法 備考 ID 

ベランダ

と室内間

の出入り 

 

前側方転倒 段差   
腹部の大きさへの認識 

踏み台の設置 
  99 

後転倒 
履物と床面の関

係(14) 
滑り 履物の変更(14)   6,14 

転倒方向不明の転倒 
段差 

バランスを崩す 
段差またぎ     4 

洗濯物を

干す 
転倒方向不明の転倒 バランスを崩す     

50cm程度の段

差からの転倒 
18 

洗濯物の

取り込み 
挟まり 段差 つまずき     35 

 

（10）その他（２件） 

 ２件あり、発生時の詳細は「便所」で「お腹が出ているのを忘れてぶつける」という「腹部ぶ

つかり」と、「ホームエレベーター」の閉まりかけていた扉で腹部を「挟まれ」という事例であ

った。 

 

８．３考察 

８．３．１ 全体考察 
（１）妊娠月数別にみた事故の特徴 
表 8-1より、事故の全体の発生件数並びに「転倒」の発生件数は、妊娠６ヶ月を機に件数が増

え、妊娠７ヶ月で最も多くなった。また「転落」は妊娠６～８ヶ月で、「腹部ぶつかり」は妊娠

８～９ヶ月に多く発生する傾向がある。妊娠６ヶ月は妊婦特有の体型に変化する変換期であり、

妊娠７～８ヶ月は妊婦特有の体型になり始めた時期である。すなわち、「転倒」「転落」は体型の

変化が著しい時期に発生しやすい事故であり、身体的変化に順応できていないことが要因である

と考える。 

一方、「腹部ぶつかり」は妊婦特有の体型となった妊娠８～９ヶ月で多いことから、腹部のふ

くらみは認識しているものの、日々増大する腹部に対する認識ができず、発生していると推察す

る。 

（２）事故の発生室別にみた事故の種類 
図 8-1及び図 8-2より、寝室や玄関では「前側方転倒」が多く、つまずくことで事故が誘因さ

れ、事故が発生していると考えられる。一方で、浴室やベランダでは「後方転倒」が多く、滑り

により事故が誘因され、事故が発生していると考えられる。とくに浴室では、床面が濡れている

場合が想定され、それによって滑りが発生していると推察する。階段では、高齢者と同様に転落

事故がそのほとんどを占めている。さらに、食事室（ダイニング）や台所では腹部ぶつかりが多

く発生している。この理由として、食事室（ダイニング）では、食事用の机や椅子等の家具が設

置されそれらが障害物となり、腹部ぶつかり事故が発生していると考える。 

表 8-16. ベランダで発生する事故の要点 
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（３）けがの程度 
けがの程度は、どの室においても、「していない」が 80％以上を占めている。しかし、階段に

おいては、けがをして医師にかかるが１件発生していて、階段で発生する事故は重大な事故につ

ながる危険性が高いと考える。さらに、けがをした室に着目すると全 14件のうち、玄関、階段、

浴室や洗面所・脱衣所といった比較的室が狭い室で、10件発生していることがわかる。一方、台

所やベランダで起こる事故は、発生してもけがをしていない事故のみである。 

（４）発生時の時間帯 
事故が発生する時間帯は、当然のことながら、１日の中で比較的活発に活動する時間帯の昼前

から夜（９時頃～21 時頃）で発生している。室別にみると、浴室は夜（18 時頃～21 時頃）に、

台所は夕方（15時頃～18時頃）に多く発生する傾向がある。さらに、玄関では夜（18時頃～21

時頃）に事故は発生していない。これは、妊婦の生活スタイルが大きく関係していると考える。

まず、玄関で夜（18 時頃～21 時頃）以降に事故が発生しない理由は、その時間以前に帰宅をし

ているため、玄関を使用する機会が少ないからと推察できる。さらに、台所の発生時間帯を見る

と、夕食の準備をする時間であり、さらに浴室も入浴をする時間帯であることがわかる。すなわ

ち、これらの室は、妊婦の生活スタイルに沿って、ある限られた時間に使用されるため、結果と

して、特定の時間帯に事故が発生しやすくなる。一方で、時間帯に偏りの見られなかった階段や

居間（リビング）は、特定の時間帯に使用する場合は少なく、活動している時間帯で発生しやす

い。 

（５）発生時の体感温度 
調査時期が冬期であったことも影響し、「どちらかというと寒かった」「寒かった」に回答が集

中する傾向があり、本調査からは発生時の体感温度と事故発生の関連は見出されなかった。 

（６）発生時の明るさ 
発生時の明るさ全体でみると、約 70％が「明るい」としていて、一見、発生時の明るさと事故

発生には関連がないようにみえる。一方で、各室別にみると、階段やベランダにおいては、「ど

ちらかというと暗かった」、「暗かった」とする割合が他の室と比較すると高い。とくに階段は、

階段昇降時に足元の見にくさが事故発生に大きく関連すると考えられる。すなわち、階段や段差

昇降が必要な ADLを実施する室においては、明るさが事故発生に関連すると考えられる。 

（７）発生時の手の状況 
発生時の手の状況全体でみると、約 60％が「両手はあいている」としていて、両手があいてい

ると、事故が発生しやすいと考えられる。一方で、各室別にみると、階段やベランダにおいては、

片手ないし両手がふさがっている割合が他の室と比較すると高い。この理由として、例えば階段

では手すりを把持している場合が考えられ、ベランダでは洗濯物を干すために洗濯籠等を持って

いることが推察されるが、この理由については自由記述によるさらなる詳細な分析が必要である。 
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（８）発生時の履物 
全体の傾向をみると、「靴下」がもっとも多い。一方で、スリッパのようなかかとがない室内

履きは、歩行中に脱げやすく、それが要因で事故が発生しやすいと想定されるが、その割合は「靴

下」や「何も履いていない（裸足）」と比較すること低い傾向がある。すなわち、履物が脱げや

すいことが事故発生の一因ではなく、足底と床面の摩擦による要因が考えられる。 

 

８．３．２ 各室別にみた事故発生時の詳細に関する考察 
  また、妊婦自身も、事故の発生原因を「身体的変化や身体機能の変化によって発生する」と

考える傾向もみられる。しかし、回答者の中には、それらの変化を認識しつつも、事故が発生

している場合もあった。その理由は、妊婦は妊娠による変化を認識しつつも、日常生活の中で

その変化を意識することは少なく、妊娠前と同様の生活を継続しているためと考える。 

 

（１）玄関 
靴の着脱時又は上がり框の昇降時（通過時）に事故は発生している。とくに靴の着脱時 に発

生する事故では、玄関収納が少ないため、収納できない靴が玄関床面にあり、その結果、着脱時

の動作空間が十分にとれず、動作が制限され発生している。すなわち、玄関の大きさが一因と考

えられる。さらに、事故発生時は歩行中であることが多く、その場合、上がり框の昇降の段差を

認識できず、事故が発生している場合が多かった。その際、壁や前方に手をつき、腹部と床面と

のぶつかりの回避をしていることから、手の届く範囲に回避行動を手助けする建築的要素がある

と事故は回避できる可能性が考えられる。 

（２）階段 
事故がもっとも多く発生した階段では、下る際の事故が 33件中 23件で高齢者の事故と同様に

下り時の方が危険であることがわかった。さらに、要因として手すりの未設置や把持していなか

ったことが挙げられた。一方、回避行動／回避方法では壁と手すりをつかむ、壁に手をつく、手

すりを把持することで事故を回避していることから、階段における手すりは事故予防に有効であ

ることがわかる。さらに、大きくなった腹部と荷物で前が見えない、足元への不注意といった、

身体機能や生理的変化による影響ととらえられる要因で発生している事故があり、下肢機能の変

化が階段下り時の事故を起こしていることがわかる。 

階段上り時の事故は 33 件中７件で下り時同様に手すりの把持によって事故を回避している。

さらに、足があげにくい、荷物を持っていて足元が見えない、足があがらない、力が入らないと

いった、下肢筋力の低下を要因として発生している事故があった。 

さらに、階段の上り／下り時において、子どもと手をつないでいたため、事故が発生している

場合がみられ、その場合、妊婦は子どもの安全を優先させる傾向がみられた。 



229 

 

加えて、けがの程度や予後を明記した７件の事例のうち、６件は身体を強打していたとしてい

て、階段における事故は身体に及ぼす影響が大きいということもわかる。 

（３）浴室 
浴室での事故は「洗髪・洗身」時の事故が多く、身体バランスの保持が事故発生の要因 にな

っている。先述した通り、比較的狭い空間での複雑な協調動作を伴う ADLは妊婦にとっては、動

作に制限がかかり、その結果身体保持が難しく、バランスを崩しやすい。さらに、洗髪、洗身中

であるため、身体が滑りやすくなっていることが事故を発生しやすくしている要因の一つとも考

えられる。実際、滑りが誘因となり発生している事故は、浴室で発生する事故 20件中 14件と多

くを占めている。一方で、事故の回避行動／回避方法をみると、浴室扉のドアノブや手すり等を

把持することによって、その多くが回避されていることから、手に届く範囲にあるもので事故が

回避可能であると考えられる。 

（４）洗面所・脱衣所 
洗面所・脱衣所と廊下又は洗面所・脱衣所と浴室の間にある段差が要因で事故が発生していた。

加えて、「腹部が大きくなったことによる前方不注意」「足元が見えない」「荷物の把持による下

方方向の視界の制限」「足元への不注意」「足があがらない」といった妊娠による身体機能の変化

も「要因」として挙げられている。居間（リビング）でも述べたとおり、妊婦は足元にある障害

物認識できないまたは回避できず、事故を起こしやすく、洗面所・脱衣所も同様の理由で発生し

ていると考える。 

さらに、「服の着脱」や「床からの立上り」時の事故は、ともに「バランスを崩す」ことが「要

因」となり、発生している。比較的狭い空間での服の着脱と言った複雑な協調動作や、床からの

立ち上がりといった下肢負担の大きい動作を必要とする ADLを遂行する場合、動作に制限がかか

り、その結果身体保持が難しく、バランスを崩していると考える。 

（５）台所 

上部の物を取る時、バランスを崩して、倒れる事例があった。妊婦は妊娠による姿勢の変化か

ら背中をそり、のけぞる姿勢とる傾向があり、さらに腕が上方に上げにくくなることから、姿勢

の変化、さらに妊娠による上肢動作の制限にバランスを保持できず事故が発生したと考える。さ

らに、台所作業時に起こる腹部ぶつかり事故として「冷蔵庫の扉」「収納可能な作業台」が挙げ

られた。これらは、常時あるいは必要時に動作空間に突出する障害物である。台所での作業時は

狭い空間を動き回ることが多く、そこに突出した障害物があると、回避できずぶつかり事故が発

生しやすくなると考える。さらに件数としては１件であったが、調理中の衣服のこげという事故

が１件あった。この事故は、身体の火傷につながるおそれのある危険な事故であり、コンロ周り

の計画と妊婦の身体スケールとの関連に対するさらなる追求の必要があるという示唆を得た。 
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（６）居間（リビング） 
子どもの遊び場、家族のくつろぎの場、洗濯物の室内干しの場等さまざまな用途で使用される

ため、子どもの玩具や敷物といった、住まい手が作り出した足元の障害や段差を認識できずに事

故が多く発生している傾向があった。その要因として、妊娠による歩行形態の変化があり、それ

を認識していないために事故が発生している考えられる。さらに、足元の履物と床面の関係より

事故が発生した、とする場合がいくつかあった。履物の種類は、靴下や、裸足のように様々であ

るが、いずれも床面と履物間の摩擦が少なく滑りやすいことを要因としている。さらに、床暖房

を使用している室では、足元が乾燥しやすく、その結果転倒事故が発生した、とする場合も見ら

れ、建築的要因で発生していることも把握した。さらに、子どもやペットの侵入防止柵が事故の

要因となっている場合があった。侵入防止柵は子どもの安全や家事等を円滑に行うために設置さ

れると考えるが、妊娠期は増大した腹部により足があがりにくくなっていることから、それらを

またぎ越す動作は非常に危険であり、それが要因で事故が発生している。これらの事故を防止す

るため、床面に落ちている玩具の収納場所の確保、敷設されている敷物の固定といった軽微な設

えの変更によっても事故は防止できる 

（７）食事室（ダイニング） 
限られた空間の中に、食事用の椅子や机、さらに食器等の収納棚があり、家事等する際の移動

空間が比較的狭い。その結果、動作に制限がかかり、さらに増大した腹部がもともと狭い空間を

より狭くしているため、事故が発生しやすくなると考える。 

（８）寝室 

寝具上の歩行/移動時に、バランスを崩して発生する事故が多い。バランスがとりにく  く、

足元の見えにくい妊婦にとって、とくに寝具の上は不安定な姿勢になりやすく事故が発生してい

る。また、床面に敷かれた布団につまずき転倒する事故もあった。先述した通り、妊婦は足元の

障害物、とりわけ、わずかな段差といったで転倒しやすく、そこから布団によってできるわずか

な段差は妊婦にとって非常に危険である。 

（９）ベランダ 

「ベランダと室内間の出入り」時に発生する事故が多く、段差が主要因として挙げられていた。

しかし、ベランダでは履物を交換する場合が多く、ベランダと室内間出入り時は単なる段差昇降、

またはまたぎ動作だけでなく、靴の着脱動作も加わっている。それにより身体保持が難しく、転

倒事故が発生していると考える。さらに、「洗濯物を干す」ことは一見、単純な動作にも見受け

られるが、上方へ腕があげにくくバランスを崩しやすい妊婦にとっては危険な動作でもある。す

なわち、妊娠前であればとくに危険を認識する必要のない ADLでも、妊娠による変化や身体機能

の変化が生じる妊婦にとっては、危険となる ADLがあるということがわかった。 

 



231 

 

８．４ 小括 

室内環境と事故の関係からみた発生要因は、玄関では上がり框のような数センチメートルのわ

ずかな段差といった住宅の構造により事故が発生していた。さらに、玄関では立位での靴の着脱

をすることが想定されるが、足元空間が狭いことにより十分な動作空間を確保できない、明るさ

が暗いことが要因となり、事故が発生していると考える。 

階段の上り／下り時に発生する転落事故おいては、高齢者の事故同様、上り時よりも下り時に

発生する場合が多い。さらに、事故が発生した要因は、主として足元のみにくさが挙げられた。

上り／下り別にみると、上り時では足があがらないといった下肢筋力の低下、下り時では足元や

前方方向の視界の制限といった視界の確保の不十分さである。さらに、手すりの把持により事故

を回避しているが、手すりの未設置、さらに手すりを把持できず事故に至る場合もあった。事故

発生時の階段の明るさは暗い傾向があり、足元の動作空間は踏面面のみと狭い。このような状況

を踏まえると、階段は妊婦にとって事故発生の危険性の高い室であることがわかる。しかし、そ

のような室であるにもかかわらず、事故発生時の手の状況は片手ないし両手がふさがっている割

合が他の室と比較すると高い傾向があり、階段に対する危険性を認識しているものの、意識して

危険を回避しようとしていない可能性が考えられる。 

浴室における事故は、多くの場合床面が濡れていることによる「滑り」である。一方で、階段

と異なり、浴室扉のドアノブや手すり等手に届く範囲にある住宅の部位を把持することで、立位

バランスを保ち、事故を回避していた。ここで、高齢者の事故を考えると、坂本ら文 1）によると、

高齢者はつまずいて転倒する事故に次いで、滑りによる転倒事故が多いとしている。その要因は、

床面の濡れとしていて、発生の要因は妊婦と同様である。一方、高齢者は滑りが発生した場合、

そのまま事故につながっている。すなわち、高齢者にとって滑りが発生すると事故が回避できな

いということである。これは、妊婦と高齢者における事故の違いである。 

居間（リビング）で起こる事故の要因は、隣接する室境界にある段差といった住宅の構造上で

きた段差や、子どもの玩具や敷物といった住まい手が作り出した段差といったわずかな段差であ

る。さらに、居間（リビング）は、他の室と比較して、歩行という単純な動作によって発生する

事故が多い。とくに床面に敷かれた敷物は、滑りを誘引しやすく、妊婦にとっては危険が伴う。

さらに、敷物のわずかな段差によってつまずき、転倒も発生する。浴室や階段の用に比較的狭い

室であれば、手の届く範囲にある設えを把持することで、事故は予防できているが、居間（リビ

ング）は、比較的広い室であるため、手の届く範囲にある設えがなく、事故に至る場合がみられ

た。すなわち、手の届く範囲にある家具は事故防止のため有用であると捉えられるが、浴室での

事故回避において、「扉を把持して事故を回避した結果、それによって扉が外れそうになり、二

次的被害をもたらす可能性があった」とする回答があり、把持するものによっては、さらなる事

故を発生させる要因にもなる。 
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以上代表的な室名を挙げ、小括を行ったが、その他の室における生活行動の特徴と事故の関連

を表 8-17 に示す。さらに、これらより、事故の発生要因は、足元の視界が制限されるといった

身体機能の変化や室内の障害物が要因になっていて、手すりは立位バランスを保持するために使

用される傾向があることを把握した。 

 

 

  事故の特徴 生活行動の特徴 事故防止の配慮点 建築的解決方法 

玄
関  

・靴の着脱時の転倒 ・片足で立つ等の不安定な姿

勢をとりやすい。 

→姿勢保持の必要性 →手すりの設置 

 椅子等の設置 

  ・床面に置かれる靴等で、足

元の動作が制限される。 

→足元の荷物の整理整頓 →玄関収納の確保 

椅子等の設置 

（
リ
ビ
ン
グ
） 

居
間 

・歩行中（移動中）

の転倒 

・一つの空間で子どもの遊び

場、家族のくつろぎの場、

等さまざまな生活行動が行

われている 

→足元の荷物の整理整頓 →玩具等の収納場所の確保 

 用途に合わせた設えの整備 

 （例：室内干し用設備の設置） 

  →自身の歩行形態の変化

への意識 

 →敷物の固定 

（
ダ
イ
ニ
ン
グ
） 

食
事
室 

・壁と家具、家具と

家具との間での挟

まれ 

・食事用に使用する机や椅子

等の家具が設置され、通路

幅が狭くなり、腹部が大き

くなっている妊婦は動作が

制限される。 

→通路幅の確保 →収納場所の変更 

通行できる空間の確保 

  

台
所    

・作業中の腹部ぶつ

かり、挟まれ 

・妊娠し腹部が大きくなるこ

とで作業空間が狭くなり、カ

ウンター等の突出物が障害と

なる 

→腹部が障害物にぶつか

った時の衝撃の緩和 

→コーナーガード等保護材の

設置 

 作業空間の確保   

洗
面
所
・ 

脱
衣
所   

・脱衣中の転倒 ・不安定な姿勢をとりやすい →姿勢保持の必要性 →手すりの設置 

椅子等の設置 

・室出入口や浴室出

入口との間にある

段差での転倒 

・洗濯籠等の荷物をもった状

態での移動がより足元を見

えにくくしている 

→段差またぐ時の荷物の

把持をやめる 

  

浴
室  

・床面や浴室椅子等

が濡れ、洗剤の付

着によって、転倒 

・バランスが取りにくいた

め、立位・座位の状態でも

滑りやすくなっている 

→姿勢保持の必要性 →手すりの設置 

浴室椅子の使用 

→滑る要因（水分や洗剤）

の除去 

→バスマット等を敷設し、床面

の濡れ防止 

寝
室   

・寝具上を歩行や、寝

具につまずき転倒 

・バランスがとりにくく、足元

の見えにくい妊婦にとっ

て、寝具の上は不安定な姿

勢になりやすい 

→寝具上の立ち上がり機

会の軽減 

→布団からベッドへの変更 

階
段 

・階段昇降時（とく

に下降時）の転落 

・子どもと手をつなぐ、荷物

を持つ等手がふさがった状

態での階段の昇降により、

手すりを把持できない 

→姿勢保持の必要性 →手すりの設置 

→足元の滑りやすさの 

解消 

→滑り止めマットの敷設 

ベ
ラ
ン
ダ  

・洗濯物を干す、と

り込む際の転倒 

・洗濯籠等を持った状態で移

動するため、より足元が見

にくくなっている。 

→姿勢保持の必要性 →手すりの設置 

→段差の解消 →踏み台の設置 

 

【参考文献】 
文 1) 中田弾、八藤後猛：住宅内における高齢者の転倒実態及び転倒回避動作に関する研究、日本建築学会大

会学術講演梗概集、2015、pp.741-742、2015.9 

  

 

  

表 8-17-1.  ［各室別］身体機能の変化に伴う生活行動の特徴と事故の関連 
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第９章 総括 
 

本章では、本研究で明らかになった、妊娠による変化、ADLの変化、身体機能の変化、室内環

境からみた事故の経験の実態とそれぞれの関係についてまとめ、妊娠期の事故の特徴についてま

とめている。最後に、今後のバリアフリーやユニバーサルデザインの一考察を述べている。 

 

９．１ 総括 

９．１．１ 事故の発生時期と ADLの変化、身体機能の変化への認識の時期 

妊婦の事故は、妊婦特有の腹部が突出する体型である妊婦体になり始める妊娠７～８ヶ月に至

るまでに増加し、それ以降は妊娠月数が経過と体型の変化に伴い、増加せずに減少する傾向を示

した。一方で、ADLの変化や身体機能の変化に対する認識は、非妊娠時の普通体同様の体型から

妊婦体へと変換する妊娠６～７ヶ月頃から認識が始まり、それ以降は妊娠月数が経過と体型の変

化に伴い認識しやすくなった。このことから、事故の発生は、妊娠によって様々な変化が現れ、

それを認識する時期に増加する。さらにその時期は、普通体から妊婦体へ変換する時期でもある。

その時期以降は、妊婦が妊娠によって現れる様々な変化を意識し、危機の回避行動に至ることに

より、事故の減少に結びつくと考えられる。 

 

９．１．２ 妊婦の特性別にみた ADLの変化、身体機能の変化、事故発生の関連 

ADLの変化、身体機能の変化、事故の発生は Category別に特徴がみられた。 

 

Category１ 身体的変化は大きく、生理的変化を認識している、すなわち妊娠による変化によ

って、負担を多く認識している妊婦は、ADLの変化や身体機能の変化を認識しやすい。とくに下

肢負担の大きい ADLや下肢に関わる身体機能の変化を認識しやすい。事故発生は、第４章におい

ては Category４に次いで多い傾向がある。一方、第８章では、事故を経験した妊婦のうち

Category１に占める割合は少なかった。Category１では、様々な変化を認識し、負担が大きい妊

婦であるため、ADLが円滑に行えず事故が発生している可能性がある。一方で、様々な変化を認

識しているため、普段から注意を払って行動している可能性も考えられ、これらの可能性が、第

４章と第８章の事故の割合に違いを発生させた要因であると考える。 

 

Category２ 身体的変化は小さく、生理的変化を認識している妊婦、すなわち妊娠前の体型と

同様で、妊娠月数を考慮すると、生理的変化のうち、妊娠前期に発症するつわりの影響を大きく

受ける妊婦と推察される。したがって、とくに生理的変化の影響を受けやすい ADLの変化や身体
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機能の変化を認識しやすい。例えば、台所での料理が挙げられる。妊婦は妊娠によって立ち続け

が困難になるため、長時間立ち続けて作業する必要のある動作時の事故が発生しやすくなる。一

方で、事故が発生する割合はもっとも低い。すなわち、生理的変化の影響が強く、そもそも最低

限の ADLしか行っていない可能性も考えられる。 

 

Category３ 身体的変化は小さく、生理的変化を認識していない妊婦、すなわち妊娠前と同様

の体型で、妊娠による変化を感じていないため、ADLの変化や身体機能の変化を認識しにくい傾

向がある。すなわち、非妊娠時の状態にもっとも近く、妊娠による変化で生じる負担を認識せず

に日常生活を送っている妊婦であると考えられる。それを踏まえると、事故の発生も Category

３では低いことが想定でき、実際に第４章の結果においても、Category３は Category１、４と比

較して低い傾向が出た。その背景には、そもそも調査 Aは無作為に選出された妊婦に対して事故

の経験を聞いている。さらに、Category３は４つの Category の中では負担が少なく、活動性の

高い妊婦であることも想定される。そのような背景から、多くの妊婦は事故に対して危険性を認

識していない又は事故が発生していても身体機能の変化が現れていないと考えているため、自身

で無意識に回避できている可能性が考えられる。さらに、ヒヤリハットになると、経験していて

も気づかない可能性も考えられる。一方で、第７章の回答者を Category 別に分類した結果、事

故を経験した妊婦は「Category１は 11.3％（14人）、Category２は 4.8％（６人）、Category３は

17.7％（22人）、Category４は 66.1％（82人）」と分類され、Category３は Category４に次いで

高い割合となり、第４章とは異なる結果となっていた。この理由として、身体機能の変化は認識

していなくても、変化は起きていて、自身が認識しないうちに低下している。その結果、事故に

が発生しやすくなると考えられる。すなわち、事故の発生割合のみでみると、Category４の妊婦

は事故に注意が必要と考えられるが、一方で、事故に対して危険性を認識していない Category

３に属する妊婦は、重大な事故が発生しやすいとも捉えられ、Category４以上に注意が必要な妊

婦であるといえる。 

 

Category４ 身体的変化は大きく、生理的変化を認識していない妊婦、すなわち妊婦特有の体

型をしていて、さらに ADLの変化、身体機能の変化を認識している妊婦である。身体的変化が大

きいため、とくに下肢や身体全体にかかわる身体機能に対して困難さを感じているため、それが

影響して事故が発生しやすい傾向がある。 

 

９．１．３ 事故の発生の過程 

妊娠期の事故の発生原因とその過程、そして、妊娠期の事故防止についてまとめる。妊娠期の

事故防止のためには、まず身体変化や身体機能の変化を、妊婦自身が「認識」することが最重要
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である。とくに、妊娠６ヶ月は、妊婦特有の体型へと変化し、同時に身体全体や腹部より下部の

身体機能の変化を「認識」し始める時期である。そして、それらの変化を、「意識」することで、

日常生活の中にある危険なことへ注意を払うようになる。例えば、居間（リビング）に散らかる

子どもの玩具を、危険として注意を払う。また、玄関での靴の着脱時に、不安定な姿勢を回避す

るため、安定した姿勢の保持を心がける。そういった「意識」は、散らかった玩具の片付けや不

安定な姿勢の回避のため、手すりを把持する、という「行動」につながる。次に、危険を回避す

るために、階段の踏面に滑り止めマットの敷設や、床面に敷く敷物を固定する等の軽微な設えの

変更、手すりの設置等の改修といった「建築的解決」を行う。このように、「認識」、「意識」、「行

動」、「建築的解決」の４つの過程が、妊娠期の事故防止には必要となる。 

 

９．１．４ 妊婦が経験しやすい事故 
妊婦がもっとも経験しやすい事故は転倒事故である。転倒事故は、全体では妊娠６ヶ月を機に

増え、７ヶ月で最も割合が大きく傾向があるが、さらに詳しくみると、前側方転倒は妊娠４～５

ヶ月で、後方転倒は妊娠８ヶ月で割合が高い。とくに妊娠８ヶ月で後方転倒が多くなる要因は妊

婦特有の体型へと変化するため、重心位置が後方へ移動することが考えられる。 

転落事故も転倒事故と同様に、妊娠月数が経過するにつれ増加傾向するが、妊娠８ヶ月で最も

多くなる。転落事故が発生し始める時期は、身体機能の変化を認識しやすくなる時期でもある。

しかし、認識やすいにもかかわらず、事故が多くなる原因は、「階段」で発生する事例にみられ

るように、自分以外の人や事柄に注意がいき、注意力が散漫となることがあげられる。 

腹部ぶつかり事故は妊娠８～９ヶ月で発生しやすい。この時期、妊婦は特有の腹部が突出した

体型へと変化しているが、腹部が大きくなってきた認識があるにもかかわらず、腹部ぶつかり事

故が多発している。その理由は、腹部がどの程度大きくなっているか、すなわち身体の変化を空

間認知できないため発生する、と推察する。 

室別にみると、階段での事故が多い傾向がある。その要因として、第５章では、事故は階段の

回り角度がによる影響が大きく、さらに手すりの有無と階段の種類との関係がその発生に影響を

及ぼしているという示唆を得た。第８章では、曲がりのある階段、手すりが有る階段で発生して

いた事例が多く、ここから、角度のある階段である場合、手すりの有無によらず事故が発生しや

すいことがわかる。さらに第８章では、「子どもと手をつなぐ」、「荷物を把持する」というよう

に、事故発生時に手すり等を把持できない状況で、かつ足元ではなく別の対象に意識が向けられ

ている状況が多いことを捉えた。すなわち、妊婦は自身の妊娠による変化、身体機能の変化、ADL

の変化を認識していても、それを「意識」せず、別の対象に意識を向けやすく、事故が発生して

いると考える。 



236 

 

ほかにも、玄関、浴室、居間、ベランダの事故から、妊婦は明らかな段差よりわずかな段差で

あるほうが事故を起こしやすい。その要因として、第３章、７章、８章から、妊娠により腹部が

大きくなると、足元がみにくい、足があげにくい、バランスが取りにくい、といった身体機能の

変化が起こり、それにより下肢機能に関わる ADLの変化が大きくなる。そこに、腹部により足元

の視界の制限も加わり、わずかな段差は気がつきにくい、つまずいた際に立位バランスを保持で

きないことが考えられる。立位バランスの保持と関連して、ベランダの事故においては、第８章

から、段差の大きさに加えて、室外へ出る際の履物による影響も大きいことを捉えた。段差の大

小にかかわらず、段差を昇降又は乗り越え、そこから履物を履き替えることは立位バランスの保

持がしにくく、それにより滑りが発生し、事故が発生していた。このように、立位バランスの保

持は妊婦の事故の発生に大きな影響を及ぼしていることを捉えた。 

 

９．１．５ 高齢者の事故との共通点と相違点 

2018年の東京消防庁の「平成 30年 救急搬送データからみる日常生活事故の実態」文 1)によれ

ば、高齢者の転倒は、大きな段差より、むしろ敷居のような小さな段差につまずき、発生してい

る。すなわち、小さな段差は気づかないといったことが起こりやすく、危険な段差である。妊婦

も、玄関で発生する事故は上がり框が無いとする場合や、居間（リビング）における敷居等の室

境界で発生する段差で発生しやすく、高齢者と同様の傾向がある。 

さらに、高齢者の階段で発生する転落事故は、上り時より下り時に発生しやすく、妊婦におい

ても同様の傾向がみられた。階段に手すりが設置されている場合、それを把持することで事故が

防げていたが、把持できずに事故が発生している場合もあった。階段の手すりの有無による事故

予防の効果は、ある一定の効果があることは本研究より明らかになったが、把持できない場合も

あり、さらなる研究の必要性がある。 

高齢者の転倒事故はつまずきのほかに、滑りによっても発生している。坂本ら文 2)によると高

齢者にとって、滑りによる転倒事故は、自力で自身の体勢を整えることが困難であり、ヒヤリハ

ットにはならず、事故に至る場合が多い。そのため、高齢者では、可能な限り滑りを起こさない

室内環境整備が求められる。一方、妊婦も浴室や居間（リビング）で滑りによる転倒事故が発生

している。その際、妊婦は手の届く範囲にある住宅の部位や家具等設えを把持することによって、

事故を回避している。すなわち、妊婦は高齢者同様に、ある程度の身体機能の低下があるものの、

高齢者ほどの低下は見られない。したがって、妊婦にとって滑りによる事故は、手に届く範囲に

把持できる設えがあれば防止できる事故である。 

さらに、例えば台所に設置される侵入防止柵による転倒事故は、子どもが危険な箇所へ侵入す

ることを防ぐ目的で設置されている。高齢者の事故においてこのような場合は少なく、子育てを
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しながら妊娠生活を送る妊婦特有の事故である。この傾向は台所だけでなく、階段でもみられ、

子どもの安全を優先させるために、手すりを把持しないといった行動をとったために事故が発生

していた。すなわち、高齢者と妊婦の事故の違いは、生活環境の違いによるものも大きいことが

わかる。 

 

９．１．６ 妊婦の事故防止に関わる室内環境 
９．１．１から９．１．５を踏まえて、妊婦の事故防止に関わる室内環境を考えると、妊婦の

事故は、高齢者の事故との共通点もあり、高齢者同様の室内環境整備によってある程度の防止が

可能であると考えられる。 

一方で、高齢者に比べて身体機能の低下は小さく、さらに生活環境が異なることから、発生す

る事故もある。例えば、浴室での滑りによる事故は手に届く範囲にある設えで防止が可能であっ

た。一方で、階段では手すりがあるにも関わらず、それを把持できずに事故が発生している。こ

の手すりの有無によらない事故が発生する要因として、住宅に設置されている手すりの設置位置

が考えられる。一般的にバリアフリーによる住宅内の水平手すりや移動用の手すりの設置高さは、

床上 750mmで、高齢者の歩行能力の低下を補うことを目的とし、体重をかけやすいに位置に設置

されている。一方、浴室で発生している事故からもわかる通り、妊婦は高齢者に比べて歩行能力

は低下しておらず、むしろ、手の届く範囲にある設えを把持して立位バランスを保持しようとし

ている。すなわち、妊婦にとって有効な手すりの設置位置は立位バランスを保持しやすい位置で

ある必要があり、従来のバリアフリーで考えられる手すりの手すりに求められる役割が異なる。 

他に、子育てをする上で必要な侵入防止柵は、その多くは 90cm 程度である場合が多い。さら

にそれらは、危険箇所の出入り口といった、生活動線上にに設置されるため、妊婦はそれをまた

ぎ越す必要がある。しかし、妊婦は足の上げにくさや足元のみにくさといった身体機能が低下す

る傾向があるため、またぎ越す際に、立位バランスを保持できる設えの必要性が高い。 

 

９．２ 今後の課題 

本研究より、高齢者と妊婦の事故には共通点が多いことから、バリアフリーやユニバーサルデ

ザインは高齢者だけでなく、比較的若い世代であるが、妊娠により妊娠による変化、身体機能の

変化、ADLの変化の影響を受けることが確認できた。一方で、妊婦の身体変化の特徴と高齢者の

加齢による機能低下の特徴の違い、これまでのバリアフリーやユニバーサルデザインは高齢者に

焦点が当てられる傾向にあり妊婦に適合しない可能性がある、という二つの知見が示唆された。 

主として高齢者を対象に考えられていたバリアフリーやユニバーサルデザインによる室内環

境整備は、既存住宅における障害を取り払い、高齢者の活動の幅を広げてきた。そして、本研究
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によって、バリアフリーやユニバーサルデザインは妊婦にとっても有用であるが、身体機能や生

活環境の異なる妊婦にとっては有用でない場合もあり、その概念をさらに発展させる必要性も明

らかになった。さらに、妊娠は約 10 ヶ月の限られた期間であり、出産後は子育てを行うことに

なる。妊娠期だけでなく子育て期までに視野を広げると、妊娠による変化から始まり、子どもの

発達という変化、さらには家族の生活環境の変化も加わり、様々な変化に合わせて、住宅の室内

環境整備を考える必要がある。すなわち、妊婦のように妊娠し自身の身体が変化し、出産後は子

どもの発達、さらには家族に合わせ生活環境を多様に変化させるということを考えれば、同じ一

人の人であっても、その時々で求める整備は異なる。その変化に合わせられるよう、今後は個人

個人にあった多様な整備、さらに環境変化にも応じられる整備が行える室内環境整備が求められ

る。 

以上より、本研究では妊娠期の事故の実態を明らかにし、特徴や問題点を把握したが、同時に、

子育て世代にとって、住宅の室内環境整備は、その家族の生活環境を反映した整備を実施する必

要性が高いことを示している。さらに、今後は、バリアフリーやユニバーサルデザインによる安

全・安心な環境整備の実現のために、これらの概念に「妊婦」を加えた、新たな環境整備の手法

が求められる。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料１ 

 



資料 1-1 
 

調査 A：妊娠期の ADL の変化と事故に関する調査 

 

【A.ご自身についてうかがいます。】 

問１. ご自身の年齢を教えてください。  

 （    ）歳 

問２. ご自身の現在の妊娠週数を教えてください。  

満（    ）週 

問３. ご自身の妊娠前からの体重変化について教えてください。   

（＋・－）（  ）㎏ 

問４. ご自身の身長を教えてください。  

（   ）㎝ 

問５. ご自身の腹囲（一番大きく出ている部分）を教えてください。  

（  ）㎝ 

問６. ご自身の利き手または主に使用する手を教えてください。 

1. 右手 

2. 左手 

問７. 現在、ご自身と同居している家族の人数を教えてください。また、お子様の年齢と性別

も教えてください。 

【家族の人数】（     ）人 

【家族構成】 

1. 夫（配偶者） 

2. 子：  歳（性別 1．男 2．女） 

      歳（性別 1．男 2．女） 

     歳（性別 1．男 2．女） 

     歳（性別 1．男 2．女） 

     歳（性別 1．男 2．女） 

3. ご自身または夫（配偶者）の父親 

4. ご自身または夫（配偶者）の母親 

5. ご自身または夫（配偶者）の兄弟姉妹 

6. その他 

 

問８. 現在、お仕事をされている方にうかがいます。通勤時に電車やバスを使用しますか。 

1. 現在仕事はしていない又は産休中である 

2. 使用する 

3. 使用しない 
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【B.現在のご自身の体調についてうかがいます】 

問９. 日常生活の中で、妊娠による腰痛や肩こり等の身体の痛みを感じることはありますか。

また、その頻度はどのくらいですか。 

1. 感じていない 

2. 時々感じている 

3. よく感じている 

 

問１０. 日常生活の中で、妊娠によるむくみや冷えを感じることはありますか。また、その頻度

はどのくらいですか。 

1. 感じていない 

2. 時々感じている 

3. よく感じている 

 

問１１. 日常生活の中で、妊娠によるつわりや眠気を感じることはありますか。また、その頻度

はどのくらいですか。 

1. 感じていない 

2. 時々感じている 

3. よく感じている 

 

問１２. 日常生活の中で、一日どのくらい運動を行っていますか。一日行う運動の中で最も多い

時間を一つ選択してください。また、行っている場合は、行っている運動をすべて教えてく

ださい。 

1. 運動はしていない 

2. 15分未満 

3. 15分以上 30 分未満 

4. 30分以上１時間未満 

5. １時間以上１時間 30 分未満 

6. １時間 30分以上 

 【行っている運動の種類】（複数回答可） 

1. 散歩やウォーキング等の歩行運動 

2. ヨガ・エクササイズ等の体操運動 

3. 水泳 

4. その他 

  

  



資料 1-3 
 

【C.現在お住まいの住宅の環境について教えてください】 

問１３. 住宅の所有形態と建築形態を教えてください。 

1. 持家（戸建住宅） 

2. 持家（アパート、マンション） 

3. 借家（戸建住宅） 

4. 借家（アパート、マンション） 

5. 社宅・寮 

6. その他 

問１４. 居住年数を教えてください。 

（  ）年 （  ）か月 

 

問１５. 玄関についてうかがいます。玄関に上がり框（室内と玄関土間との境にある段差）はあ

りますか。また、そこに手すり（又は手すりの代わりとなるもの）はありますか。手すりが

ある場合は手すりの使用頻度も教えてください。 

1. 上がり框、手すりはない 

2. 上がり框はあるが、手すりはない 

3. 上がり框はないが、手すりはある 

4. 上がり框、手すりがある 

 【手すりの使用頻度】 

1. 手すりは使わない 

2. 手すりをたまに使う 

3. 手すりをよく使う 

 

問１６. キッチン（台所）、ダイニング（食事スペース）、リビング（居間）の関係を教えてくださ

い。 

【キッチン（台所）とダイニング（食事スペース）の関係】 

1. キッチンとダイニングは壁や扉で仕切られている 

2. キッチンとダイニングは一体になっている 

3. 上記１～３に該当するものがない 

【ダイニング（食事スペース）とリビング（居間）の関係】 

1. ダイニングとリビングは壁や扉等で仕切られている 

2. ダイニングとリビングは一体になっている 

3. 上記１～３に該当するものがない 
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問１７. 和室についてうかがいます。和室はありますか。また、ある場合はその使用頻度も教え

てください。 

1. 和室はない 

2. 和室はあるが、使用していない 

3. 和室があり、ときどき使用している 

4. 和室があり、よく使用している 

 

問１８. 就寝時に使用している寝具についてうかがいます。就寝時に使用している寝具は以下の

どれになりますか。 

1. 足がついているベッド 

2. 足がないベッド（マットレスのみ） 

3. 布団 

4. 上記１～４に該当するものがない 

 

問１９. 便所についてうかがいます。便所で使用している便器の種類を教えてください。 

1. 洋式便器 

2. 和式便器（一段（20～30cm程度）高くした床に設置されている和式便器） 

3. 和式便器（それ以外） 

 

問２０. 便所についてうかがいます。便所に設置されている手すり（又は手すりの代わりとなる

もの）の有無とその使用頻度を教えてください。また、手すりがある場合は手すりの設置場

所も教えてください。 

1. 手すりはない 

2. 手すりはあるが、使用していない 

3. 手すりがあり、ときどき使用している 

4. 手すりがあり、よく使用している 

 【手すりの設置場所】 

1. 便座に座って右側 

2. 便座に座って左側 

3. 壁の両方についている 

 

問２１. 便所についてうかがいます。便所の大きさはどのくらいですか 

1. 便座に座って腕を前に伸ばすと正面の壁や扉に手が届く又は届きそうな大きさ 

2. 便座に座って腕を前に伸ばすと正面の壁や扉に手が届かない大きさ 
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問２２. 浴室についてうかがいます。浴槽と洗い場の間に手すり（又は手すりの代わりとなるも

の）はありますか。また、手すりがある場合は手すりの使用頻度も教えてください。 

1. 手すりはない 

2. 手すりはあるが、使用していない 

3. 手すりがあり、ときどき使用している 

4. 手すりがあり、よく使用している 

 

問２３. 浴室についてうかがいます。浴槽に座って手が届く範囲に手すり（又は手すりの代わり

となるもの）はありますか。また、手すりがある場合は手すりの使用頻度も教えてください。 

1. 手すりはない 

2. 手すりはあるが、使用していない 

3. 手すりがあり、ときどき使用している 

4. 手すりがあり、よく使用している 

 

問２４. 浴室についてうかがいます。浴室と洗面所（又は脱衣所）との間に段差はありますか。

また、段差がある場合は段差の種類も同時に教えてください。 

1. 段差はない 

2. 単純段差（単に段違いになっていてまたぐ必要のない段差）がある 

3. またぎ段差（床面が凸になっていて、またぎ越す必要のある段差）がある 

 

問２５. 浴室と便所についてうかがいます。浴室と便所の関係を教えてください。 

1. 浴室と便所は別々になっている 

2. 浴室と便所は同室になっている 

 

問２６. 階段についてうかがいます。階段の種類は以下のどれになりますか。 

1. 階段はない 

2. 回り（コの字形）階段 

3. 曲がり（L字形）階段 

4. 直進階段 

 

問２７. 問２７で「1．階段はない」と回答された方以外にうかがいます。階段の手すりの有無と

その位置を教えてください。 

1. 手すりはない 

2. 両方の壁に手すりがある 

3. 階段を降りる際の右手側に手すりがある 

4. 階段を降りる際の左手側に手すりがある 

 

 

 



資料 1-6 
 

問２８. 現在お住まいの住宅にベランダ（バルコニー等含む）はありますか。また、ある場合は

ベランダ（バルコニー）と室内との間に段差の有無と種類も教えてください。 

1. ベランダ（バルコニー）はない 

2. ベランダ（バルコニー）があり、段差はない 

3. ベランダ（バルコニー）があり、単純段差（単に段違いになっていてまたぐ必要のない

段差）がある 

4. ベランダ（バルコニー）があり、またぎ段差（床面が凸になっていて、またぎ越す必要の

ある段差）がある 

 

問２９. 問２８で「1．ベランダ（バルコニー）はない」と回答された方以外にうかがいます。ベ

ランダ（バルコニー）に物干し竿はありますか。また、物干し竿がある場合、その高さはど

のくらいですか。該当する番号に○をつけてください。 

1. ベランダ（バルコニー）に物干し竿はない 

2. 物干し竿があり、その高さは自分の腰より低い 

3. 物干し竿があり、その高さは自分の腰くらい 

4. 物干し竿があり、その高さは自分の肩くらい 

5. 物干し竿があり、その高さは自分の頭くらい 

6. 物干し竿があり、その高さは自分の頭より高い 

 

問３０. 室内でスリッパやルームシューズ、靴下等の室内履きは使用していますか。 

1. 履物は使用していない（裸足） 

2. スリッパ等のかかとがなく、かつ滑り止めがないものを使用している 

3. スリッパ等のかかとがなく、かつ滑り止めがあるものを使用している 

4. ルームシューズや靴下等のかかとがあり、かつ滑り止めがないものを使用している 

5. ルームシューズや靴下等のかかとがあり、かつ滑り止めがあるものを使用している 
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【D．妊娠中の日常生活についてうかがいます。】 

問３１. 回答日から直近１か月についてうかがいます。自宅内で下記に示すような事故にご自身

があったことがありますか。 

(1) 玄関扉開閉時に転倒する/尻もちをつく 

１．あった ２．しそうになった ３．そのようなことはない 

(2) 玄関の上がり框を昇降時、転倒する/尻もちをつく 

１．あった ２．しそうになった ３．そのようなことはない 

(3) 床から立ち上がる時、転倒する/尻もちをつく 

１．あった ２．しそうになった ３．そのようなことはない 

(4) 床に座る時、転倒する/尻もちをつく 

 １．あった ２．しそうになった ３．そのようなことはない 

(5) 就寝時にベッドや布団に寝るとき時、転倒する/尻もちをつく 

 １．あった ２．しそうになった ３．そのようなことはない 

(6) 起床時にベッドや布団から起きる時、転倒する/尻もちをつく 

 １．あった ２．しそうになった ３．そのようなことはない 

(7) 居室を清掃時、転倒する/尻もちをつく 

 １．あった ２．しそうになった ３．そのようなことはない 

(8) 居室を歩いている時、転倒する/尻もちをつく 

 １．あった ２．しそうになった ３．そのようなことはない 

(9) 居室の扉を開閉するときに、転倒する/尻もちをつく 

 １．あった ２．しそうになった ３．そのようなことはない 

(10)立った状態で服や靴を着脱している時、転倒する/尻もちをつく 

 １．あった ２．しそうになった ３．そのようなことはない 

(11)階段を上っている時、転倒する/尻もちをつく 

 １．あった ２．しそうになった ３．そのようなことはない 

(12)階段を下っている時、転倒する/尻もちをつく 

 １．あった ２．しそうになった ３．そのようなことはない 

(13)浴室にて立ち姿勢のまま髪や身体を洗う時に、転倒する/尻もちをつく 

 １．あった ２．しそうになった ３．そのようなことはない 

(14)浴室を清掃している時、転倒する/尻もちをつく 

 １．あった ２．しそうになった ３．そのようなことはない 

(15)浴室の浴槽の縁をまたいでいる時、転倒する/尻もちをつく 

 １．あった ２．しそうになった ３．そのようなことはない 

(16)室内からベランダに出入りする時（物は何も持っていない状態）、転倒する/尻もちをつく 

 １．あった ２．しそうになった ３．そのようなことはない 

(17)室内からベランダに出入りする時（物を持っている状態）、転倒する/尻もちをつく 

 １．あった ２．しそうになった ３．そのようなことはない 

(18)棚等（収納庫や押入れ等を含む）から重いものを出し入れする時、転倒する/尻もちをつく 

 １．あった ２．しそうになった ３．そのようなことはない 
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(19)棚等（収納庫や押入れ等を含む）から軽いものを出し入れする時、転倒する/尻もちをつく 

 １．あった ２．しそうになった ３．そのようなことはない 

(20)重い荷物を運んでいる時、転倒する/尻もちをつく 

 １．あった ２．しそうになった ３．そのようなことはない 

(21)軽い荷物を運んでいる時、転倒する/尻もちをつく 

 １．あった ２．しそうになった ３．そのようなことはない 

(22)玄関の上がり框を昇降時、転落する 

 １．あった ２．しそうになった ３．そのようなことはない 

(23)階段を下っている時、転落する 

 １．あった ２．しそうになった ３．そのようなことはない 

(24)浴室の浴槽の縁をまたいでいる時、転落する 

 １．あった ２．しそうになった ３．そのようなことはない 

(25)室内からベランダに出入りする時（物は何も持っていない状態）、転落する 

 １．あった ２．しそうになった ３．そのようなことはない 

(26)室内からベランダに出入りする時（物を持っている状態）、転落する 

 １．あった ２．しそうになった ３．そのようなことはない 

(27)棚等（収納庫や押入れ等を含む）から重いものを出し入れする時、物が落下してぶつかる 

 １．あった ２．しそうになった ３．そのようなことはない 

(28)棚等（収納庫や押入れ等を含む）から軽いものを出し入れする時、物が落下してぶつかる 

 １．あった ２．しそうになった ３．そのようなことはない 

(29)玄関扉を開閉する時、玄関扉に腹部をぶつける 

１．あった ２．しそうになった ３．そのようなことはない 

(30)料理をしている時、調理台等に腹部をぶつける 

 １．あった ２．しそうになった ３．そのようなことはない 

(31)ソファやいすから立ち上がる時、前にある物や家具（机等）に腹部をぶつける 

１．あった ２．しそうになった ３．そのようなことはない 

(32)便所から立ち上がる時、前にある物（扉等）に腹部をぶつける 

 １．あった ２．しそうになった ３．そのようなことはない 

(33)居室の扉を開閉する時、扉に腹部がぶつける 

１．あった ２．しそうになった ３．そのようなことはない 

(34)居室を歩いている時、物や家具に腹部をぶつける 

１．あった ２．しそうになった ３．そのようなことはない 

(35)玄関扉開閉時、玄関扉と腹部をはさむ 

１．あった ２．しそうになった ３．そのようなことはない 

(36)隙間に腹部をはさむ 

１．あった ２．しそうになった ３．そのようなことはない 
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問３２. 回答日から直近１か月についてうかがいます。外出時に下記に示すような事故にご自身

があったことがありますか。 

(1) 平坦な道（路面が濡れていない状態）を歩いている時、転倒する/尻もちをつく 

 １．あった ２．しそうになった ３．そのようなことはない 

(2) 雨天時や濡れている道を歩いている時、転倒する/尻もちをつく 

 １．あった ２．しそうになった ３．そのようなことはない 

(3) 人ごみの中を歩いている時、転倒する/尻もちをつく 

 １．あった ２．しそうになった ３．そのようなことはない 

(4) 階段を上っている時、転倒する/尻もちをつく 

 １．あった ２．しそうになった ３．そのようなことはない 

(5) 階段を下っている時、転倒する/尻もちをつく 

 １．あった ２．しそうになった ３．そのようなことはない 

(6) スロープや坂道を上っている時、転倒する/尻もちをつく 

 １．あった ２．しそうになった ３．そのようなことはない 

(7) スロープや坂道を下っている時、転倒する/尻もちをつく 

 １．あった ２．しそうになった ３．そのようなことはない 

(8) 縁石や段差を越えるとき、転倒する/尻もちをつく 

 １．あった ２．しそうになった ３．そのようなことはない 

(9) 階段を上っている時、転落する 

 １．あった ２．しそうになった ３．そのようなことはない 

(10)階段を下っている時、転落する 

 １．あった ２．しそうになった ３．そのようなことはない 

(11)平坦な道を歩いている時、人や物と腹部がぶつかる 

  １．あった ２．しそうになった ３．そのようなことはない 

(12)人ごみの中を歩いている時、人や物と腹部がぶつかる 

 １．あった ２．しそうになった ３．そのようなことはない 

(13)自動扉や自動改札機等を通過する時、物と腹部がぶつかる 

 １．あった ２．しそうになった ３．そのようなことはない 
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【E.日常生活動作の困難さ（大変さ）についてうかがいます】 

問３３. 回答日から直近１か月の日常生活動作の困難度についてうかがいます。下記に示す表の

日常動作を自宅で行う時、日常どの程度困難さ（大変さ）を感じていますか。該当する欄に

○をつけてください。 

(1) 玄関扉を開閉する 

1.感じていない 2.たまに感じている 3.よく感じている 4.行わない又はその場面はない 

(2) 玄関の上がり框を上る/下る 

1.感じていない 2.たまに感じている 3.よく感じている 4.行わない又はその場面はない 

(3) 床から立ち上がる 

1.感じていない 2.たまに感じている 3.よく感じている 4.行わない又はその場面はない 

(4) 床に座る 

1.感じていない 2.たまに感じている 3.よく感じている 4.行わない又はその場面はない 

(5) 就寝時にベッドや布団に寝る 

1.感じていない 2.たまに感じている 3.よく感じている 4.行わない又はその場面はない 

(6) 起床時にベッドや布団から起きる 

1.感じていない 2.たまに感じている 3.よく感じている 4.行わない又はその場面はない 

(7) 居室を清掃する 

1.感じていない 2.たまに感じている 3.よく感じている 4.行わない又はその場面はない 

(8) 居室内を歩く 

1.感じていない 2.たまに感じている 3.よく感じている 4.行わない又はその場面はない 

(9) 居室の扉を開閉する 

1.感じていない 2.たまに感じている 3.よく感じている 4.行わない又はその場面はない 

(10)立った状態で服や靴を着脱する 

1.感じていない 2.たまに感じている 3.よく感じている 4.行わない又はその場面はない 

(11)料理をする 

1.感じていない 2.たまに感じている 3.よく感じている 4.行わない又はその場面はない 

(12)階段を上る 

1.感じていない 2.たまに感じている 3.よく感じている 4.行わない又はその場面はない 

(13)階段を下る 

1.感じていない 2.たまに感じている 3.よく感じている 4.行わない又はその場面はない 

(14)浴室にて立ち姿勢のまま髪や身体を洗う 

1.感じていない 2.たまに感じている 3.よく感じている 4.行わない又はその場面はない 

(15)浴室の浴槽をまたぐ 

1.感じていない 2.たまに感じている 3.よく感じている 4.行わない又はその場面はない 

(16)室内からベランダに出入りする（物は何も持っていない状態） 

1.感じていない 2.たまに感じている 3.よく感じている 4.行わない又はその場面はない 

(17)室内からベランダに出入りする（物を持っている状態） 

1.感じていない 2.たまに感じている 3.よく感じている 4.行わない又はその場面はない 
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(18)棚等（収納庫や押入れ等を含む）から重いものを出し入れする 

1.感じていない 2.たまに感じている 3.よく感じている 4.行わない又はその場面はない 

(19)棚等（収納庫や押入れ等を含む）から軽いものを出し入れする 

1.感じていない 2.たまに感じている 3.よく感じている 4.行わない又はその場面はない 

(20)重い荷物を運ぶ 

1.感じていない 2.たまに感じている 3.よく感じている 4.行わない又はその場面はない 

(21)軽い荷物を運ぶ 

1.感じていない 2.たまに感じている 3.よく感じている 4.行わない又はその場面はない 

 

問３４. 回答日から直近１か月の日常生活動作の困難度についてうかがいます。下記に示す表の

「動作」を外出時に行う時、日常どの程度困難さ（大変さ）を感じていますか。該当する欄

に○をつけてください。 

(1) 平坦な道（路面が濡れていない状態）を歩く 

1.感じていない 2.たまに感じている 3.よく感じている 4.行わない又はその場面はない 

(2) 雨天時や濡れている道を歩く 

1.感じていない 2.たまに感じている 3.よく感じている 4.行わない又はその場面はない 

(3) 人ごみの中を歩く 

1.感じていない 2.たまに感じている 3.よく感じている 4.行わない又はその場面はない 

(4) 階段を上る 

1.感じていない 2.たまに感じている 3.よく感じている 4.行わない又はその場面はない 

(5) 階段を下る 

1.感じていない 2.たまに感じている 3.よく感じている 4.行わない又はその場面はない 

(6) スロープや坂道を上る 

1.感じていない 2.たまに感じている 3.よく感じている 4.行わない又はその場面はない 

(7) スロープや坂道を下る 

1.感じていない 2.たまに感じている 3.よく感じている 4.行わない又はその場面はない 

(8) 縁石や段差を越える 

1.感じていない 2.たまに感じている 3.よく感じている 4.行わない又はその場面はない 

(9) 人ごみの中を歩く 

1.感じていない 2.たまに感じている 3.よく感じている 4.行わない又はその場面はない 

(10)自動扉や自動改札機等を通過する 

1.感じていない 2.たまに感じている 3.よく感じている 4.行わない又はその場面はない 
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調査 B:事故を経験した妊婦の身体機能の変化と事故の詳細調査 

 
■アンケート内容 

～アンケートご回答者様へアンケートを始める前に～ 

この調査は現在妊娠中の方を対象に、現在の妊娠中にご自宅や外出先（お車に乗車中の交通事

故等は含まない）で経験したことのある事故や事故に至らなかったがヒヤッとしたりハッとした

りしたこと（以下、ヒヤリハット）の事例を収集することを目的としています。 
調査で抽出した内容及び画像は学術論文及び発表に使用し、その他で使用することは一切あり

ません。 
また、いただいたデータは日本大学理工学部まちづくり工学科八藤後研究室によって厳重に管

理いたします。 
 
＜スクリーニング用の設問＞ 

① あなたは現在妊娠していますか。 

1. はい→②の質問にお進みください。 

2. いいえ→アンケートは以上です。ご協力ありがとうございました。 

 

② 今回の妊娠がわかってから、あなたは以下の例に示すようなできごとをご自宅内で経験した

ことのある事故やヒヤリハットはありますか。 

例）前方や側方に転倒する、後方に転倒する、段差等から落ちる、お腹をぶつける、お腹が

はさまる等 

1. ある→「A.ご自宅内で経験したことのある事故やヒヤリハット」についてお答えくださ

い 

2. ない 

 
③ 今回の妊娠がわかってから、あなたは以下の例に示すようなできごとを外出先（日常生活で

外出する場所に限る。旅行等は含まない）で経験したことのある事故やヒヤリハットはあり

ますか。 

例）前方や側方に転倒する（つまずく）、後方に転倒する（尻もちをつく）、段差等から落ち

る、お腹をぶつける、お腹がはさまる、等 

1. ある→「B.外出時に経験したことのある事故やヒヤリハット」についてお答えください。 

2. ない 

 ※②、③ともに「2.ない」と回答した方ここでアンケートは終了になります。ご協力ありがと

うございました。 
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A．ご自宅内で経験したことのある事故やヒヤリハットについて教えてください。な

お、以下すべての質問は今回の妊娠についてのみお答えください。 

 

(1) 経験したことのある事故やヒヤリハットの中で、最も印象に残っている事故やヒヤリハット

はどれですか。 

1. 前方や側方に転倒した 
2. 後方に転倒した 
3. 段差や階段等から落ちた 
4. お腹をぶつけた 
5. お腹がはさまった 
6. その他（            ）※15 文字程度 

 
(2) （1）で回答した事故やヒヤリハットはいつ頃起こりましたか。 

1. 妊娠（      ）週頃 

2. 覚えていない 

 
(3) その事故やヒヤリハットはご自宅のどこで起こりましたか。 

1. 玄関 
2. リビング（居間） 
3. ダイニング（食事室） 
4. 台所 
5. 便所 
6. 洗面所及び脱衣所 
7. 浴室 
8. 寝室 
9. 階段 
10. ベランダ 
11. その他（      ）※10 文字程度 

 
(4) その事故やヒヤリハットが起こった際、足元に何を履いていましたか。 

1. 何も履いていなかった（素足） 

2. 靴下 

3. ストッキング 

4. かかとがない室内履き（スリッパ等） 

5. かかとがある室内履き（ルームシューズ等） 

6. その他（      ）※10 文字程度 
7. 覚えていない 
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(5) その事故やヒヤリハットが起こった際、あなたの手は何か持っていた、又は誰かと手をつな

いで（腕を組む等を含む）いましたか。 

1. 両手は、何も持っていなかった、又は誰とも手をつないでいない等あいていた 

2. 片手は、物を持つ、子ども等誰かと手をつないでいる等でふさがっていた 

3. 両手は、物を持つ、子ども等誰かと手をつないでいる等でふさがっていた 

4. その他（      ）※30 字程度 
5. 覚えていない 

 

(6) その事故やヒヤリハットでけがをしましたか。 

1. していない 
2. けがをしたが手当てをしなかった 
3. けがをして自宅で手当てをした（例：絆創膏をはる、消毒する等） 
4. けがをして医師にかかった 
5. けがをして入院した 
6. その他（      ）※10 文字程度 
7. 覚えていない 
 

(7) その事故が起こった時間を教えてください。 

1. 朝（起床から９時頃） 

2. 昼前から昼すぎ（９時頃から 15時頃） 

3. 夕方（15時頃から 18時頃） 

4. 夜（18時頃から 21時頃） 

5. それ以降の時間から就寝前まで 

6. 就寝中 

7. 覚えていない 

 

(8) その事故やヒヤリハットが起こった際、室内の温度をどのように感じていましたか。 

1. 暑かった 

2. どちらかというと暑かった 

3. どちちらでもなかった 

4. どちらかというと寒かった 

5. 寒かった 

6. 覚えていない 
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(9) その事故やヒヤリハットが起こった際、自宅内の明るさについて教えてください。なお、明

るさの程度は「明るい＝はっきりと物が見える」、「暗い＝まったく物が見えない」状態とし

ます。 

1. 明るかった（はっきりと物が見える） 

2. どちらかというと明るかった 

3. どちらでもなかった 

4. どちらかというと暗かった 

5. 暗かった（まったく物が見えない） 

6. 覚えていない 

 

(10)その事故やヒヤリハットが起こった主な原因はどこにあると感じていますか。 

1. 自身（例：自身の不注意のため、手に物を持っていたため 等） 

2. 自身以外の人（例：前方から歩いてくる人の不注意のため、子どもが急に駆け出した 等） 

3. 対象物（例：段差）や建物そのもののつくり 

4. 天気や気候（例：雨で路面が濡れていた、強い風が吹いていた 等） 

5. その他（        ）※15文字程度 

6. わからない 
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(11)その事故やヒヤリハットが起こった詳細をご記入ください。また、場所がわかる写真を１枚

添付してください。なお、回答方法は例を参照にしてください。 

 回答時のお願い）： 
回答の際は、 
・ご自身がどんな状態（手に物を持っていた、子どもを追いかけて走っていた等） 
・何をしようとした時 
・どのようなことがきっかけで（例：つまずいた、すべった、段差を踏み外した等） 
・どのような事故やヒヤリハットを起こしたのか（例：転んだ、尻もちをついた、物を落とし

た等） 
・その時誰と一緒にいたか 
・事故になった場合はどうしたら回避できたか（ご自身のお考え）、ヒヤリハットの場合は回避

できた方法 
・なぜその事故が起きてしまったか（ご自身の考え） 
を中心にお書きください。 

写真添付時のお願い） 

 ・添付する写真は事故当時の写真ではなくて結構です。 

 ・周囲の様子がわかるように撮影してください。 

 ・撮影時の様子と事故やヒヤリハット経験時の様子が異なる場合がございます。経験時の様子

については別途詳細にお書きください。 

 

 

回答及び写真例） 

 回答例１） 

両手に荷物を持って玄関の段差を上ろうとした時、バランスを崩して段差につまずき前方

向に転んで倒れた。とっさに前方に手を出したり、何かつかまったりできたら回避できたと

思う。自分が思っていた以上に足があがらず、段差につまずいてしまった。 
※事例写真を一枚添付します 
 

 回答例２） 

   子どもを追いかけて階段を下っていたら、すべって落ちてしまった。とっさに右手で手す

りをつかまったため、それ以上落ちることはなかったし、尻もちをつくこともなかった。靴

下を履いていて足元が滑りやすくなっていたこと、階段の右側に当時は洗濯物が置かれてい

て歩く場所が狭かったことで起こったと思っている。 
  ※事例写真を一枚添付します 
 
 

1. 詳細を 200 文字程度でご記入ください。 
（                    ） 
2. 写真を一枚添付してください。 
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(12)現在のお住まいの所有形態と建築形態を教えてください。 

1. 持家（戸建て住宅） 
2. 持家（アパート、マンション） 
3. 借家（戸建て住宅） 
4. 借家（アパート、マンション） 
5. 社宅・寮 
6. その他 

 
(13)現在お住まいのあなた様の居住年数を教えてください。 

（   ）年 （   ）か月くらい 
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B．次に外出時外出先（日常生活で外出する場所に限る。旅行等は含まない）に経験

したことのある事故について教えてください。なお、以下すべての質問は今回の妊娠

についてのみお答えください。 
 
(14)経験したことのある事故やヒヤリハットの中で、最も印象に残っている事故やヒヤリハット

はどれですか。 

1. 前方や側方に転倒した 
2. 後方に転倒した 
3. 段差等から落ちた 
4. お腹をぶつけた 
5. お腹がはさまった 
6. その他（            ）※15 文字程度 

 
(15)（14）で回答した事故やヒヤリハットはいつ頃起こりましたか。 

1. （      ）週頃 

2. 覚えていない 

 
(16)その事故やヒヤリハットは以下のどこで起こりましたか。 

1. 駅構内 
2. 電車内 
3. バス内 
4. 公共施設内 
5. 道路（歩道）上 
6. 駐車場内 
7. 大規模商業施設（百貨店やショッピングセンター等、施設内に設置されるスーパー等含

む） 
8. スーパーマーケット（他の商業施設と併設しない単独のもの） 
9. コンビニエンスストア（他の商業施設と併設しない単独のもの） 
10. その他（         ）※15 文字程度 
 

(17)その事故やヒヤリハットが起こった際、はいていた靴はどのような靴でしたか。あてはまる

ものを選択してください。（複数回答可）。 

1. ヒールがない又は低い靴（スニーカーやフラットシューズ等） 

2. ヒールがある靴（パンプス等） 

3. 足首を固定する靴（ブーツ等） 

4. かかとのない靴（ビーチサンダルやミュール等） 

5. つま先があいている靴（サンダルやオープントゥになっている靴等） 

6. その他（    ）※10文字程度 

7. 覚えていない 
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(18)その事故やヒヤリハットが起こった際、あなたの手は何か持っていた又は誰かとつないで（腕

を組む等を含む）いましたか。 

1. 両手は何も持っていなかった又は誰ともつないでおらずあいていた 

2. 片手は荷物を持つ、子ども等誰かと手をつないでいる等でふさがっていた 

3. 両手は荷物を持つ、子ども等誰かと手をつないでいる等でふさがっていた 

4. 覚えていない 

 

(19)その事故やヒヤリハットでけがをしましたか。 

1. していない 
2. けがをしたが手当てをしなかった 
3. けがをして自宅で手当てをした（例：絆創膏をはる、消毒する等） 
4. けがをして医師にかかった 
5. けがをして入院した 
6. その他（      ）※10 文字程度 
7. 覚えていない 

 
(20)その事故やヒヤリハットが起こった際、外出先の温度をどのように感じていましたか。 

1. 暑かった 

2. どちらかというと暑かった 

3. どちちらでもなかった 

4. どちらかというと寒かった 

5. 寒かった 

6. 覚えていない 

 

(21)の事故やヒヤリハットが起こった時の天気を教えてください。 

1. 晴れ 

2. 曇り 

3. 雨 

4. 雪 

5. 覚えていない 

 

(22)その事故やヒヤリハットが起こった際の自宅内の明るさについて教えてください。なお、明

るさの程度は「明るい＝はっきりと物が見える」、「暗い＝まったく物が見えない」状態とし

ます。 

1. 明るかった（はっきりと物が見える） 

2. どちらかというと明るかった 

3. どちらでもない 

4. どちらかというと暗かった 
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5. 暗かった（まったく物が見えない） 

6. 覚えていない 

(23)その事故やヒヤリハットが起こった時間を教えてください。 

1. 朝（起床から９時頃） 

2. 昼前から昼すぎ（９時頃から 15時頃） 

3. 夕方（15時頃から 18時頃） 

4. 夜（18時頃から 21時頃） 

5. それ以降の時間から就寝前まで 

6. 覚えていない 

 
(24)その事故やヒヤリハットが起こった際の周囲の状況について教えてください。 

1. 人がいないか、少なくすいていた 

2. どちらかというと人が少なかった 

3. どちらでもない 

4. どちらかというと人が多かった 

5. 人が多く混雑していた 

6. 覚えていない 

 

(25)その事故やヒヤリハットが起こった主な原因はどこにあると感じていますか。 

1. 自身（例：自身の不注意のため、手に物を持っていたため 等） 

2. 自身以外の人（例：前方から歩いてくる人の不注意のため、子どもが急に駆け出した 等） 

3. 対象物（例：段差）や建物、道路等そのもののつくり 

4. 天気や気候（例：雨で路面が濡れていた、強い風が吹いていた 等） 

5. その他（        ）※15文字程度 

6. わからない  
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(26)その事故やヒヤリハットが起こった詳細をご記入ください。また、場所がわかるお写真を１

枚添付してください。なお、回答方法は例を参照にしてください。 

 回答時の注意）： 
回答の際は、 
・ご自身がどんな状態（手に物を持っていた、子どもを追いかけて走っていた等） 
・何をしようとした時 
・どのように事故やヒヤリハットを起こしたのか 
・誰と一緒にいたか 
・事故になった場合はどうしたら回避できたか（ご自身のお考え）、ヒヤリハットの場合は回避

できた方法 
・なぜその事故が起きてしまったか（ご自身の考え） 
等を中心にお書きください。 

 回答例１）駐車場内を歩いていたら、車止めに足をつまずいて前に転倒しそうになった。隣に

いた主人につかまり転倒はしなかった。周囲が暗く、足元も見えにくかったため起

こったと思う。 

 回答例２）ショッピングセンターのトイレを使用し、元いたお店に戻ろうとしていた時、横切

る人とお腹がぶつかってしまった。手を拭きながら歩いていたので、前を向いて歩い

ていたり、通路に出るときにいったんとまっていたりしたらぶつからなかったと思う 
 写真例）※事例写真を一枚添付します 

1. 詳細をご記入ください。 
（                    ）※200 文字 
2. 写真を一枚添付してください。 
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C．あなた自身について教えてください（アンケート回答者共通） 

(27)あなたの年齢を教えてください。 

（        ）歳 

 

(28)現在の妊娠週数を教えてください。 

妊娠（        ）週 

 

(29)あなたは妊婦検診時に検診する医師や助産師から検診時に「妊娠中の日常生活」についてど

の程度アドバイスを受けていると感じていますか。 

1. 自分が必要としている以上のアドバイスを受けている 

2. 自分が必要としているアドバイスを受けている 

3. あまり受けていない 

4. わからない 

 

(30)現在、あなたと同居しているご家族を教えてください。 

※お子さんがいらっしゃる場合は年齢も併せてお知らせください。 

※お子さんの人数が選択肢以上の数になる場合は「その他」に記入してください。 

1. 夫（配偶者）もしくはそれにあたる人 

2. 男のお子様  （   ）歳（   ）か月 

3. 男のお子様  （   ）歳（   ）か月 

4. 男のお子様  （   ）歳（   ）か月 

5. 男のお子様  （   ）歳（   ）か月 

6. 女のお子様  （   ）歳（   ）か月 

7. 女のお子様  （   ）歳（   ）か月 

8. 女のお子様  （   ）歳（   ）か月 

9. 女のお子様  （   ）歳（   ）か月 

10. ご自身又は夫（配偶者）の父親 

11. ご自身又は夫（配偶者）の母親 

12. ご自身又は夫（配偶者）の兄弟姉妹 

13. その他（    ） 

 

(31)あなたの身長を教えてください。 

（       ）cm 
 

(32)あなたの妊娠前の体重を教えてください。 

（       ）kg 
 

(33)あなたの現在の体重を教えてください。 

（       ）kg 
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(34)あなたの現在の腹囲（お腹の一番出ているところ）を教えてください。 

（       ）cm 
 

(35)あなたが普段使用している主な利き手を教えてください。 

1. 右手 
2. 左手 

 
(36)妊娠してからの身体の変化についてうかがいます。妊娠してから日常生活を過ごすうえで身

体に感じる変化はありますか。変化したと思うことすべてを選択してください。（複数回答） 

1. 足があげにくくなった 

2. 腕が上方にあげにくくなった 

3. すり足で歩くようになった 

4. バランスがとりにくくなった 

5. 立っていられなくなった 

6. 視界が狭くなった 

7. とくに足元が見にくくなった 

8. 全体的に身体の動きが鈍くなった 

9. 握力が低下した 

10. その他 

→気が付いたことをお書きください。（           ）※20文字程度 

 
(37)日常生活の中で、妊娠が原因と思われる腰痛や肩こり等の身体の痛みを感じることはありま

すか。またその頻度はどのくらいですか。 

1. よく感じている 
2. 時々感じている 
3. あまり感じていない 

 
(38)日常生活の中で、妊娠が原因と思われるむくみや冷えを感じることはありますか。またその

頻度はどのくらいですか。 
1. よく感じている 
2. 時々感じている 
3. あまり感じていない 

 
(39)日常生活の中で、妊娠が原因と思われるつわりや眠気を感じることはありますか。またその

頻度はどのくらいですか。 
1. よく感じている 
2. 時々感じている 
3. あまり感じていない 
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(40)日常生活の中で運動（30分以上のもので外出時の歩行を含む）を行っていますか。 

1. ほぼ毎日している 
2. 週に３日以上している 
3. 週に１～２日している 
4. 月に数日している 
5. ほとんどしていない 

 
(41)外出時（通勤・通学等での利用を含む）の電車やバスの利用頻度を教えてください。 

1. よく利用する（目安：月 20 日前後もしくはそれ以上） 
2. ときどき利用する（目安：月 15 日前後） 
3. たまに利用する（目安：月 10 日前後） 
4. ほとんど利用しない（目安：月１～３日前後） 
5. まれにしか利用しない（目安：年に数回） 

 
(42)あなたは現在お仕事をしていますか。されている場合通勤時にバスや電車を使用しますか。 

1. バスや電車等の交通機関の利用を必要とする仕事をしている 

2. 在宅にて仕事をしている 

3. 自営の仕事をしている 

4. 産休又は育休中である 

5. その他の仕事（       ）※10文字程度 

6. 仕事はしていない 

 

(43)妊娠前のあなたの日常生活活動（家事・育児を行う、仕事をする、外出する、運動する等）

について最も近いものを選択してください。 

1. 積極的に活動していた 

2. どちらかというと活動していた 

3. どちらともいえない 

4. どちらかというと活動していなかった 

5. ほとんど活動していなかった 

 

(44)現在のあなたの日常生活活動（家事・育児を行う、仕事をする、外出する、運動する等）に

ついて最も近いものを選択してください。 

1. 積極的に活動している 

2. どちらかというと活動している 

3. どちらともいえない 

4. どちらかというと活動していない 

5. ほとんど活動していない 
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(45)あなたの物事に対する考え方について最も近いものを選択してください。 

1. 何事にも慎重に行動するタイプ 
2. どちらかというと慎重に行動するタイプ 
3. どちらともいえない 
4. どちらかというとすぐ行動に移すタイプ 
5. 何事にもすぐ行動に移すタイプ 

 
(46)あなたの社交性について最も近いものを選択してください。 

1. たいへんおとなしく内向的なタイプ 
2. おとなしく内向的なタイプ 
3. どちらともいえない 
4. 活発で外交的なタイプ 
5. たいへん活発で外交的なタイプ 

 
 





 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料３ 
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ID № 

1 

年齢 31 歳 妊娠週数 37 週 

現在の体重 60 kg 妊娠前の体重 50 kg 

身長 160cm 現在の腹囲 100 cm 

利き手 右手   

事故の種類：転倒方向不明 

 

 

 

発生場所：浴室  

発生時の妊娠週数：30週 

事故の詳細：お風呂場で子供が足元にいるこ

とに気付かず、ぶつかった時に足を滑らせて

転けそうになったが、すぐに手すりに捕まり

転けることはなかった。床が濡れて滑りやす

くなっていたことと、妊婦でお腹が大きかっ

た為、足元がよく見えなかったことが要因だ

と思う。  

 

 

 
ID № 

2 

年齢 33 歳 妊娠週数 32 週 

現在の体重 51 kg 妊娠前の体重 46 kg 

身長 160cm 現在の腹囲 86 cm 

利き手 右手   

事故の種類：転倒方向不明 

 

発生場所：玄関  

発生時の妊娠週数：31週 

事故の詳細：宅急便受けようと早歩きで玄関

に向かったところ、段差がまだ先だと勘違い

し、右足がガクっとなる感じで落ちた。体が

段差と自覚していなかったためか、お腹も含

め体が落ちた時の衝撃が強かった。足元を全

くみていなかったのと多少慌てていたのが

原因と思われる。また履いていたのが靴下だ

けであり、スリッパを履いていいれば多少衝

撃も和らいだと思われる。  
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ID № 

4 

年齢 32 歳 妊娠週数 25 週 

現在の体重 52 kg 妊娠前の体重 49 kg 

身長 160cm 現在の腹囲 79 cm 

利き手 右手   

事故の種類：転倒 

 

 

発生場所：ベランダ  

発生時の妊娠週数：24週 

事故の詳細：片手に洗濯カゴ（スポーツタオ

ル 5枚程入り）を持ったまま、ベランダのス

リッパに履き替えようと、段差をまたいだつ

もりだったが、充分にまたげていなくて段差

の上に着地してしまいバランスをとれず、段

差から落ちた。  

 

 

 

 

 
ID № 

6 

年齢 26 歳 妊娠週数 36 週 

現在の体重 64 kg 妊娠前の体重 53 kg 

身長 161cm 現在の腹囲 104 cm 

利き手 右手   

事故の種類：後転倒  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

発生場所：ベランダ  

発生時の妊娠週数：21週 

事故の詳細：雨で衣類が濡れたのでベランダ

に干そうと思い、扉をあけてベランダに足を

踏み入れたら雨で滑ってしまった。思いっき

り尻餅をついてしまい不安に陥った。  
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ID № 

8 

年齢 31 歳 妊娠週数 39 週 

現在の体重 57 kg 妊娠前の体重 53 kg 

身長 160cm 現在の腹囲 100 cm 

利き手 右手   

事故の種類：転落 

 

発生場所：階段  

発生時の妊娠週数：39週 

事故の詳細：両手に荷物を持って階段を上っ

ていた時、足元が見えずに一段踏み外してし

まった。一段だけだったので尻もちをつか

ず、荷物を落としただけですんだ。靴下を履

いていたことや荷物を両手に持たずに手す

りにつかまり、下をよく見て階段を登ればよ

かった。  

 
ID № 

9 

年齢 28 歳 妊娠週数 32 週 

現在の体重 55 kg 妊娠前の体重 47 kg 

身長 150cm 現在の腹囲 80 cm 

利き手 右手   

事故の種類：後転倒 

 

 

発生場所：玄関  

発生時の妊娠週数：25週 

事故の詳細：外の洗濯機で洗濯しようと両手

に洗濯物を持って、玄関から洗濯機の間にあ

る階段で積もった雪もあり滑ってこけてお

もいっきり背中を強打しました。 1ヶ月以上

痛みは続きましたが、赤ちゃんには問題なく

良かったです。 それからはすごくきをつけ

ています！  
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ID № 

10 

年齢 29 歳 妊娠週数 28 週 

現在の体重 76 kg 妊娠前の体重 75 kg 

身長 161cm 現在の腹囲 105 cm 

利き手 右手   

事故の種類：前側転倒 

 

発生場所：リビング（居間）  

発生時の妊娠週数：15週 

事故の詳細：何もないところで床に足がつま

ずいて前に倒れて手をついた  

 
ID № 

11 

年齢 31 歳 妊娠週数 30 週 

現在の体重 60 kg 妊娠前の体重 45 kg 

身長 156cm 現在の腹囲 92 cm 

利き手 右手   

事故の種類：前側転倒 

 

 

発生場所：玄関  

発生時の妊娠週数：20週 

事故の詳細：外出した家族を呼び止めようと

玄関の段差を慌てて降りた時、スリッパを履

いていたこともあ「少しの段差でつまずいて

膝を折るような感じで転んでしまった。急い

でいたこととスリッパを履いていたことに

より滑ってしまった。歩きやすく滑り止めの

ついたルームシューズなら滑らなかったか

もしれない。  
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ID № 

12 

年齢 25 歳 妊娠週数 22 週 

現在の体重 58 kg 妊娠前の体重 55 kg 

身長 164cm 現在の腹囲 85 cm 

利き手 右手   

事故の種類：その他 

 

発生場所：台所  

発生時の妊娠週数：覚えていない 

事故の詳細：夕飯の準備をしていたら、お腹

が出ていたのと厚着をしていた為、フライパ

ンとお腹との距離が近かった。 焦げ臭い臭

いがしたのですぐ気づけたが、ダウンベスト

の一部が溶けたように縮まった。 臭いです

ぐ気づけたものの、一歩間違えれば火災にも

繋がる事態だったので、自身の注意力のなさ

を反省しました。  

 
ID № 

13 

年齢 29 歳 妊娠週数 24 週 

現在の体重 50 kg 妊娠前の体重 45 kg 

身長 155cm 現在の腹囲 78 cm 

利き手 右手   

事故の種類：後転倒 

 

 

発生場所：浴室  

発生時の妊娠週数：30週 

事故の詳細：一人で入浴しようと浴室内に入

り、風呂椅子を使わず、しゃがもうとしたと

ころバランスを崩して尻もちをついてしま

った。低い体勢からの尻もちであったため、

怪我などの大事には至らなかったが、浴室と

いう狭い場所なので頭部を打ちそうになっ

た。妊娠によって自身の体幹やバランスが変

化していることへの認識が甘かったのが原

因だと思うし、椅子を使ったり身近なものに

掴まるなどした方がいいと思った。  
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ID № 

14 

年齢 32 歳 妊娠週数 26 週 

現在の体重 62 kg 妊娠前の体重 52 kg 

身長 156cm 現在の腹囲 90 cm 

利き手 右手   

事故の種類：後転倒 

 

発生場所：ベランダ  

発生時の妊娠週数：20週 

事故の詳細：洗濯物を取り込もうとベランダ

に出たところ雨で下が濡れていたようで、ま

た履いていたビーチサンダルとの相性が悪

かったせいで、ツルっと滑ってしまいまし

た。普通のベランダでまさか滑ると思わなか

ったので、ヒヤっとしました。恐らく、ビー

チサンダルが滑りやすい素材だからか、その

あとも数回滑りそうになり、それ以来そのビ

ーチサンダルは履かないことにしました。  

 
ID № 

15 

年齢 37 歳 妊娠週数 31 週 

現在の体重 57 kg 妊娠前の体重 50 kg 

身長 164cm 現在の腹囲 91 cm 

利き手 右手   

事故の種類：後転倒 

 

 

発生場所：洗面所・脱衣所  

発生時の妊娠週数：覚えていない 

事故の詳細：自分が一人でしゃがみこんで、

日用品のストック整理をしていた。終わった

ので立とうとした時、バランスを崩して後ろ

に倒れてしまった。ちょっとした事で、バラ

ンスを崩しやすくなっているなと感じる事

がある。場所はそんなに悪い場所でもない。

気を付けているので。でも、起き上がろうと

しても下に布団があったから良かったが、し

りもちを付いたこともあった。  
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ID № 

18 

年齢 28 歳 妊娠週数 23 週 

現在の体重 53 kg 妊娠前の体重 46 kg 

身長 153cm 現在の腹囲 78 cm 

利き手 左手   

事故の種類：転倒 

 

発生場所：ベランダ  

発生時の妊娠週数：16週 

事故の詳細：洗濯物を干そうと物干し竿に背

伸びの状態で手を伸ばしたら、バランスを崩

して庭に身体を打ち付けてしまった。縁台な

どがなく、部屋からベランダまで 50cm ほど

の段差があり、片手に洗濯物を持っていたの

で手が出ず、脇腹を打ってしまった。  

 
ID № 

19 

年齢 31 歳 妊娠週数 34 週 

現在の体重 56 kg 妊娠前の体重 45 kg 

身長 157cm 現在の腹囲 99 cm 

利き手 右手   

事故の種類：後転倒 

 

 

発生場所：浴室  

発生時の妊娠週数：34週 

事故の詳細：家族が上がったすぐ後のお風呂

に入ろうとして、2 歩目で滑った。ドアの取

っ手に捕まり自分の脚力で持ちこたえる事

ができたので、尻餅をついたりはしなかっ

た。妊娠する前は自転車通勤だったのと日頃

のヨガのおかげかなと感じた。  
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ID № 

20 

年齢 32 歳 妊娠週数 13 週 

現在の体重 73 kg 妊娠前の体重 65 kg 

身長 170cm 現在の腹囲 95 cm 

利き手 右手   

事故の種類：転倒方向不明 

 

発生場所：洗面所・脱衣所  

発生時の妊娠週数：35週 

事故の詳細：お風呂に入る際、お腹が大きく

足元が見えにくかったので、脱衣場とお風呂

の段差につまづいた。 いつも使ってる自宅

のお風呂だったので、特に足元を意識しない

で入ろうとしたが、ヒヤりとした。  

 
ID № 

21 

年齢 34 歳 妊娠週数 39 週 

現在の体重 61 kg 妊娠前の体重 50 kg 

身長 171cm 現在の腹囲 96 cm 

利き手 右手   

事故の種類：ぶつかり 

 

 

発生場所：リビング（居間）  

発生時の妊娠週数：34週 

事故の詳細：子どもと手をつないで移動しよ

うとしていたとき、 段差があるのは分かっ

ていたものの、少し暗いのと、子どもが急に

走ったため、足の小指を柱にぶつけてしまっ

た。 不意の子どもの行動と、私の動きが予想

以上にゆっくりになってしまっていたこと

に気づいていなかったことが原因だと思う。  
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ID № 

23 

年齢 30 歳 妊娠週数 28 週 

現在の体重 60 kg 妊娠前の体重 51 kg 

身長 160cm 現在の腹囲 83 cm 

利き手 右手   

事故の種類：前側転倒 

 

発生場所：リビング（居間）  

発生時の妊娠週数：18週 

事故の詳細：子供のおもちゃが落ちていて、

それを避けようとした側面に転倒した。 ソ

ファが近くにあったので、転んだ際にソファ

につかまったのでケガはなかった。床にカー

ペットを敷いているので敷いてない部分と

多少の段差があるのも原因。  

 
ID № 

24 

年齢 28 歳 妊娠週数 31 週 

現在の体重 60 kg 妊娠前の体重 48 kg 

身長 163cm 現在の腹囲 88 cm 

利き手 右手   

事故の種類：ぶつかり 

 

 

発生場所：浴室  

発生時の妊娠週数：28週 

事故の詳細：片手にスポンジを持って、浴槽

内を掃除しようとしたら、床が滑って、よろ

けて浴槽にお腹をぶつけそうになった。 膝

立ちでいるなど、立った状態で腰を曲げて掃

除しないことで回避出来たと考えられる。  
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ID № 

25 

年齢 27 歳 妊娠週数 37 週 

現在の体重 57 kg 妊娠前の体重 48 kg 

身長 161cm 現在の腹囲 91 cm 

利き手 右手   

事故の種類：その他 

 

発生場所：リビング（居間）  

発生時の妊娠週数：35週 

事故の詳細：リビングにある長椅子に座ろう

としたら座布団が椅子からずれていた。座布

団に合わせて腰かけてしまいそのまま尻も

ちをついてしまった。テーブルクロスで見え

にくかったのも原因だと思う。  

 
ID № 

26 

年齢 31 歳 妊娠週数 24 週 

現在の体重 53 kg 妊娠前の体重 48 kg 

身長 155cm 現在の腹囲 86 cm 

利き手 右手   

事故の種類：その他 

 

 

発生場所：階段  

発生時の妊娠週数：14週 

事故の詳細：子供が抱っこをせがむので、抱

っこして階段を上がろうとしたら足に力が

入らずこけそうになった。 とっさに手すり

につかまって助かりました。  
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ID № 

27 

年齢 35 歳 妊娠週数 32 週 

現在の体重 48 kg 妊娠前の体重 40 kg 

身長 150cm 現在の腹囲 86 cm 

利き手 右手   

事故の種類：前側転倒 

 

発生場所：浴室  

発生時の妊娠週数：25週 

事故の詳細：いつも通り浴室で体を洗おうと

した所、大きくなってきたお腹が重かったの

か座っていた浴室用の椅子から前方方向に

転んだ。左膝を勢いよくぶつけたため、擦り

傷が出来た。 お腹が大きくなっていること

を意識して、バランスをとるように腰掛ける

べきだったと感じた。  

 
ID № 

28 

年齢 32 歳 妊娠週数 24 週 

現在の体重 48 kg 妊娠前の体重 43 kg 

身長 160cm 現在の腹囲 84 cm 

利き手 左手   

事故の種類：後転倒 

 

発生場所：浴室  

発生時の妊娠週数：覚えていない 

事故の詳細：シャワーを浴びてクロックスを

履く際にクロックスの先端を踏んでしまい

後ろに転んだが、シャワールームの扉に倒れ

かかったのでケガをすることはなかった。  
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ID № 

30 

年齢 34 歳 妊娠週数 33 週 

現在の体重 57 kg 妊娠前の体重 51 kg 

身長 156cm 現在の腹囲 95 cm 

利き手 右手   

事故の種類：転倒方向不明 

 

発生場所：浴室  

発生時の妊娠週数：覚えていない 

事故の詳細：お風呂掃除をしていたら思いの

ほかお腹が重かったのでバスタブの外から

中を掃除してたが中に転びそうになった。す

ぐにバスタブをつかんだから大丈夫だった。

自分が思っている以上に体が動きにくくな

ってるんだとおもった！  

 
ID № 

31 

年齢 30 歳 妊娠週数 14 週 

現在の体重 46 kg 妊娠前の体重 45 kg 

身長 157cm 現在の腹囲 76 cm 

利き手 右手   

事故の種類：転落 

 

 

発生場所：階段  

発生時の妊娠週数：16週 

事故の詳細：子どもと右手を繋いで階段を下

りているときに一段踏み外して転倒しかけ

た。なんとか上体を起こしていられたため、

転倒までには至らなかった。 片手が塞がり

子どもの足元ばかり見ていて自分の足元は

よく目視しておらず、感覚で階段を下りてい

たために起きた。  
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ID № 

32 

年齢 35 歳 妊娠週数 31 週 

現在の体重 52 kg 妊娠前の体重 49 kg 

身長 165cm 現在の腹囲 84 cm 

利き手 左手   

事故の種類：転倒方向不明 

 

発生場所：寝室  

発生時の妊娠週数：28週 

事故の詳細：子供を寝かしつけてリビングに

布団から出て移動しようとした時、足元の布

団につまづいて転びそうになった。部屋は暗

くしていた。  

 
ID № 

33 

年齢 37 歳 妊娠週数 29 週 

現在の体重 52 kg 妊娠前の体重 47 kg 

身長 162cm 現在の腹囲 81 cm 

利き手 右手   

事故の種類：前側転倒 

 

 

発生場所：寝室  

発生時の妊娠週数：26週 

事故の詳細：子供を避けてベッドからおりよ

うとしてバランスを崩して転んだ。  
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ID № 

34 

年齢 33 歳 妊娠週数 37 週 

現在の体重 67 kg 妊娠前の体重 57 kg 

身長 163cm 現在の腹囲 110 cm 

利き手 右手   

事故の種類：前側転倒 

 

発生場所：リビング（居間）  

発生時の妊娠週数：33週 

事故の詳細：リビングを出た廊下との境に段

差がある。（廊下のほうが高い） 廊下から子

供部屋に行くときに、左手で洗濯物を積み上

げて持っていて、右手でドアを開けた。 寒か

ったのでドアをあまり開けずに通ろうとし

たら、つまずいておなかの右側が下になって

転倒した。 段差の淵で滑ったのと、急に大き

くなったお腹の幅に慣れていなかったのが

一因かと思う。  

 
ID № 

35 

年齢 31 歳 妊娠週数 26 週 

現在の体重 52 kg 妊娠前の体重 47 kg 

身長 160cm 現在の腹囲 90 cm 

利き手 右手   

事故の種類：挟まり 

 

発生場所：ベランダ  

発生時の妊娠週数：28週 

事故の詳細：洗濯物を取ろうとした時にサン

の段差につまずき挟まった  
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ID № 

36 

年齢 35 歳 妊娠週数 36 週 

現在の体重 74 kg 妊娠前の体重 70 kg 

身長 163cm 現在の腹囲 96 cm 

利き手 左手   

事故の種類：ぶつかり 

 

発生場所：ダイニング（食事室）  

発生時の妊娠週数：35週 

事故の詳細：奥にカトラリーやコップを置い

ているので、洗い終わったコップをなおそう

としたら椅子と壁の間にはさまり、お腹の出

具合を見誤り椅子の角に勢いよくお腹をぶ

つけました。椅子の後ろのふすまは和室でい

つもは開けっ放しですが、寒くて暖房をつけ

てたため、たまたま閉めてました。  

 
ID № 

37 

年齢 31 歳 妊娠週数 25 週 

現在の体重 51 kg 妊娠前の体重 43 kg 

身長 161cm 現在の腹囲 70 cm 

利き手 右手   

事故の種類：ぶつけ 

 

 

発生場所：便所  

発生時の妊娠週数：覚えていない 

事故の詳細：お腹が出ているのを忘れてぶつ

ける  
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ID № 

38 

年齢 34 歳 妊娠週数 34 週 

現在の体重 64 kg 妊娠前の体重 56 kg 

身長 166cm 現在の腹囲 95 cm 

利き手 右手   

事故の種類：転落 

 

発生場所：階段  

発生時の妊娠週数：30週 

事故の詳細：洗濯物を干しに屋上に上がる階

段の縦の幅が２５CM 程度しかなく、またから

んり急。手すりは付いているが、大量の洗濯

物が入った洗濯カゴを担いで登るので手す

りを持たずカゴを両手で持つことが多い。登

っているときにスリッパが脱げてしまい、一

段下に落ちたが、幸い転ぶことはなく怪我し

なかった。  

 
ID № 

39 

年齢 33 歳 妊娠週数 28 週 

現在の体重 49 kg 妊娠前の体重 43 kg 

身長 154cm 現在の腹囲 86 cm 

利き手 右手   

事故の種類：前側転倒 

 

 

発生場所：寝室  

発生時の妊娠週数：覚えていない 

事故の詳細：休みの日に寝ていたらインター

ホンが鳴ったので、急いで起きて出ようとし

たら、寝室のマットレスの角で足が滑り、横

向きに転倒した。 もっと落ち着いて動いて

いたら転ばなかったと思う。 それ以降は足

元により注意して行動している。  

 



資料 3-17 
 

ID № 

40 

年齢 34 歳 妊娠週数 37 週 

現在の体重 64 kg 妊娠前の体重 50 kg 

身長 158cm 現在の腹囲 95 cm 

利き手 右手   

事故の種類：ぶつかり 

 

発生場所：リビング（居間）  

発生時の妊娠週数：35週 

事故の詳細：ペット(犬)がいるため、リビン

グと廊下の間についたてを置いているが、少

し体調が悪く眠気もあり、足が上がりきら

ず、壁にぶつかってしまった。 膝にアオタン

が出来たぐらいで大事には至らなかったが、

普段よりも体が動きにくいため、起こったと

思う。  

 
ID № 

41 

年齢 33 歳 妊娠週数 31 週 

現在の体重 53 kg 妊娠前の体重 46 kg 

身長 81cm 現在の腹囲 85 cm 

利き手 右手   

事故の種類：転落 

 

 

発生場所：階段  

発生時の妊娠週数：25週 

事故の詳細：階段を下りているとき、足を滑

らせて尻もちをついてしまった。特に何を持

っていたわけでもなく、一人で階段を下りて

いるときだった。今までに何度も滑ったこと

があるので、階段に滑り止めを付けることを

何度も考えてはいたが、めんどくさいとの思

いから、行動に移すことはなかった。階段の

危険性を認識していながら、何も対処してい

なかったことが今回のヒヤリハット事案の

要因だと思う。また、自分の体を考え、階段

を降りるときには手すりにつかまるべきだ

った。  
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ID № 

42 

年齢 30 歳 妊娠週数 29 週 

現在の体重 56 kg 妊娠前の体重 53 kg 

身長 158cm 現在の腹囲 86 cm 

利き手 右手   

事故の種類：転落 

 

発生場所：階段  

発生時の妊娠週数：25週 

事故の詳細：朝起きて子どもを抱いたまま一階

へ降りる時に踏み外してこけた  

 
ID № 

43 

年齢 34 歳 妊娠週数 36 週 

現在の体重 57 kg 妊娠前の体重 50 kg 

身長 155cm 現在の腹囲 90 cm 

利き手 右手   

事故の種類：転落 

 発生場所：階段  

発生時の妊娠週数：30週 

事故の詳細：引越しの片付けをしていて、荷物を両手

で持って階段を下りていたところ、階段中腹あたりで

下ろした足の方のスリッパが抜けかかってしまい、結

果階段を一段踏み外すような形になった。 なんとか

踏みとどまったので座り込む程度で、軽くしりもちを

つくぐらいだったが、一歩間違えばそのまま滑り落ち

ていたかと思うと怖かった。 大きくなってきたお腹

の上に段ボールをかかえてしまっており、足元が見え

ない状態だったので、それからは無理はせずに少しず

つ運ぶようにしている。  
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ID № 

44 

年齢 33 歳 妊娠週数 37 週 

現在の体重 54 kg 妊娠前の体重 43 kg 

身長 160cm 現在の腹囲 100 cm 

利き手 右手   

事故の種類：後転倒 

 

発生場所：玄関  

発生時の妊娠週数：30週 

事故の詳細：出かける前に忘れ物を思い出し

て焦りながら家に帰ったときに、玄関で滑っ

て尻餅をついてしまった。  

 
ID № 

45 

年齢 42 歳 妊娠週数 30 週 

現在の体重 48 kg 妊娠前の体重 46 kg 

身長 152cm 現在の腹囲 85 cm 

利き手 右手   

事故の種類：転倒方向不明 

 

 

発生場所：リビング（居間）  

発生時の妊娠週数：25週 

事故の詳細：歩いていてマットに引っかか

り、転びそうになった。  
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ID № 

46 

年齢 38 歳 妊娠週数 24 週 

現在の体重 64 kg 妊娠前の体重 58 kg 

身長 166cm 現在の腹囲 96 cm 

利き手 左手   

事故の種類：転落 

 

発生場所：階段  

発生時の妊娠週数：覚えていない 

事故の詳細：大きめのハンドバッグを腕にか

けながら 2階から降りてくるときに、最後の

段差のあたりで踏み外しそうになった。階段

の横幅が狭かったので、壁と手すりに慌て

て?まることができたおかげで転ばずに済ん

だ。階段のカーブは面積が狭くなっているの

で、もう少し遠回りするように降りたらよか

った。バッグは後ろに回して視界をもう少し

よくすればよかったと思った。  

 
ID № 

48 

年齢 38 歳 妊娠週数 28 週 

現在の体重 62 kg 妊娠前の体重 52 kg 

身長 158cm 現在の腹囲 92 cm 

利き手 右手   

事故の種類：後転倒 

 

発生場所：リビング（居間）  

発生時の妊娠週数：18週 

事故の詳細：夫がコタツに入って横になって

いる上を跨いで通ろうとしたら、靴下を履い

ていたので滑りやすくなっていたのか、カー

ペットで滑ってお尻から転びそうになった。  
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ID № 

49 

年齢 32 歳 妊娠週数 37 週 

現在の体重 55 kg 妊娠前の体重 46 kg 

身長 152cm 現在の腹囲 88 cm 

利き手 右手   

事故の種類：はさまり 

 

発生場所：ダイニング（食事室）  

発生時の妊娠週数：35週 

事故の詳細：自分が妊娠してお腹が膨らんで

いることをよく忘れる為に どこを通るにも

椅子と壁や、扉や色んなところに挟まりま

す。  

 
ID № 

50 

年齢 31 歳 妊娠週数 36 週 

現在の体重 53 kg 妊娠前の体重 45 kg 

身長 158cm 現在の腹囲 85 cm 

利き手 右手   

事故の種類：転落 

 

 

発生場所：階段  

発生時の妊娠週数：30週 

事故の詳細：薄暗い中でお手洗いに行きた

く、きもちが焦って いたのか、靴下で滑って

階段から落ちそうになった。 慌てて手すり

につかまったので、大事には至らなかった  
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ID № 

51 

年齢 24 歳 妊娠週数 29 週 

現在の体重 55 kg 妊娠前の体重 47 kg 

身長 157cm 現在の腹囲 81 cm 

利き手 右手   

事故の種類：転落 

 

発生場所：階段  

発生時の妊娠週数：覚えていない 

事故の詳細：手すりがない階段で靴下を履い

たま降りて滑って腰を強打してしまった。  

 
ID № 

52 

年齢 30 歳 妊娠週数 25 週 

現在の体重 56 kg 妊娠前の体重 51 kg 

身長 154cm 現在の腹囲 86 cm 

利き手 右手   

事故の種類：後転倒 

 

 

発生場所：浴室  

発生時の妊娠週数：15週 

事故の詳細：1 人でお風呂を洗おうと浴槽の

中に入ったら、足を滑らせて尻餅をついてし

まった。 片手にスポンジを持っていてつか

まれるものがなかったのと、足元に注意して

いれば回避できたと思う。 浴槽、洗い場共に

濡れていると滑りやすいにもかかわらず、手

すりを持ったりせず早めに終わらせようと

急いでいたのが 起こった原因だと思う。  
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ID № 

53 

年齢 36 歳 妊娠週数 25 週 

現在の体重 54 kg 妊娠前の体重 48 kg 

身長 153cm 現在の腹囲 96 cm 

利き手 右手   

事故の種類：前側転倒 

 

発生場所：台所  

発生時の妊娠週数：25週 

事故の詳細：シンク上の棚に収納してあるも

のをスリッパのままとろうとしたら、バラン

スを崩して、倒れてしまった。 いつもやって

いるから大丈夫と思っていたが、身体をのば

した瞬間、フラッとして倒れた。 上の子ども

がいるので、自分のことは後回しだった。 シ

ンクにつかまったが、おなかがはって苦しか

った。 脚立でも、幅のせまいものは妊娠中は

要注意だと思った。  

 
ID № 

55 

年齢 32 歳 妊娠週数 39 週 

現在の体重 64 kg 妊娠前の体重 57 kg 

身長 169cm 現在の腹囲 94 cm 

利き手 右手   

事故の種類：転落 

 

発生場所：階段  

発生時の妊娠週数：18週 

事故の詳細：階段を降りていたら、最後の一

段を踏み外した。とっさに壁に手をついて、

足の裏を強く打っただけで済んだ。 ぼーっ

としていて自分の不注意だった。  

 
ID № 年齢 33 歳 妊娠週数 30 週 

現在の体重 55 kg 妊娠前の体重 48 kg 



資料 3-24 
 

58 
身長 151cm 現在の腹囲 89 cm 

利き手 右手   

事故の種類：転倒方向不明 

 

発生場所：リビング（居間）  

発生時の妊娠週数：25週 

事故の詳細：洗濯物をカーテンレールにかけて

いて、洗濯物をおろそうと段差に登り、下りよ

うとしたときに下に物があることに気づかず転

んだ。上の子が家にいました。部屋干しする場

所がないのは悩んでいましたが、早めに対処す

るべきだったと思い ます。まだお腹もあまり出

ていなくて自分では大したことないと思ってい

ましたが、それからは少しの段差でも気を付け

ています。  

 
ID № 

59 

年齢 35 歳 妊娠週数 26 週 

現在の体重 58 kg 妊娠前の体重 53 kg 

身長 154cm 現在の腹囲 92 cm 

利き手 右手   

事故の種類：転倒方向不明 

 

発生場所：洗面所・脱衣所  

発生時の妊娠週数：26週 

事故の詳細：自宅の脱衣場で洗濯物を干そうと

ベランダに行く途中に 脱衣場から廊下に出る

際の段差を忘れ、足を踏み外し、滑るように転

んでしまった。  妊娠中期で足元が見えなくな

る時期と洗濯物カゴを前で抱えてしまっていた

為、段差に気づかず踏み外したのだと思います。

古いマンションの為、各部屋や仕切りごとに段

差があり、気を抜いてしまうとすぐに足元を踏

み外してしまう。階段などより少しの少しの段

差の方が危険度が高い気がします。  
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ID № 

60 

年齢 35 歳 妊娠週数 30 週 

現在の体重 61 kg 妊娠前の体重 58 kg 

身長 166cm 現在の腹囲 98 cm 

利き手 右手   

事故の種類：転倒方向不明 

 

 

発生場所：リビング（居間）  

発生時の妊娠週数：覚えていない 

事故の詳細：隣の部屋から戻る時に、コンセ

ントやラグマットに足を引っかけてつまづ

きそうになった。  

 
ID № 

61 

年齢 33 歳 妊娠週数 35 週 

現在の体重 57 kg 妊娠前の体重 47 kg 

身長 163cm 現在の腹囲 89 cm 

利き手 右手   

事故の種類：後転倒 

 

発生場所：リビング（居間）  

発生時の妊娠週数：34週 

事故の詳細：こたつのある居間で立ち上がろ

うとした時、こたつ布団に足が少し滑り、少

し体が後ろに反れ、お腹の大きさと重みで後

方に尻もちをつき、棚の端で頭をぶつけまし

た（怪我はなしです） 手には何も持っていま

せんでした。 父が近くにいましたが、あっと

いう間の出来事だったので、手に捕まるなど

できませんでした。 お腹が大きく重いので、

机や棚に手を突いたり持ったりして起き上

がるべきでした。こたつ布団を踏んだまま起

き上がろうとしたのも良くなかったです。  

ID № 年齢 29 歳 妊娠週数 24 週 

現在の体重 67 kg 妊娠前の体重 65 kg 
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62 
身長 162cm 現在の腹囲 90 cm 

利き手 右手   

事故の種類：前側転倒 

 

発生場所：浴室  

発生時の妊娠週数：覚えていない 

事故の詳細：お風呂をためようとしたら水滴

が残ってて滑って転びそうになった。幸い扉

をつかんだのでころばずにすんだが、扉がは

ずれて割れそうになり二重で危なかった。 

妊娠中でお腹が大きく足下が見えにくかっ

たこと、風呂スリッパに滑り止めかついてい

なかったことが原因と感じた。  

 
ID № 

63 

年齢 39 歳 妊娠週数 35 週 

現在の体重 61 kg 妊娠前の体重 49 kg 

身長 168cm 現在の腹囲 89 cm 

利き手 右手   

事故の種類：転落  

 

発生場所：階段  

発生時の妊娠週数：30週 

事故の詳細：２階で洗濯物を干した後、空の

洗濯籠を持って階段を降りようとしたとこ

ろ、足を滑らせ、１階まで背面を打ちながら

落ちた。  
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ID № 

64 

年齢 33 歳 妊娠週数 15 週 

現在の体重 58 kg 妊娠前の体重 57 kg 

身長 162cm 現在の腹囲 70 cm 

事故の種類：ぶつかり 

 

発生場所：台所  

発生時の妊娠週数：10週 

事故の詳細：子供の夕飯を用意しているとき

に、テーブル付近にあったオモチャ(三輪車)

に躓いてテーブルの角にお腹をぶつけた  

 
ID № 

65 

年齢 31 歳 妊娠週数 36 週 

現在の体重 54 kg 妊娠前の体重 46 kg 

身長 160cm 現在の腹囲 89 cm 

利き手 左手   

事故の種類：転落 

 

 

発生場所：階段  

発生時の妊娠週数：覚えていない 

事故の詳細：2 階に物を取りに行って、階段

から下りる時に最後を踏み外した。  
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ID № 

67 

年齢 32 歳 妊娠週数 23 週 

現在の体重 54 kg 妊娠前の体重 49 kg 

身長 162cm 現在の腹囲 86 cm 

利き手 右手   

事故の種類：後転倒 

 

発生場所：浴室  

発生時の妊娠週数：23週 

事故の詳細：浴室に入る際、勢いよく入って

しまった為滑ってしまった。 すぐにドアに

つかまって踏ん張ったので、尻もちをついた

り怪我をする事はなかった。 旦那が先に入

っていたので床が濡れており、また洗剤の泡

で床がヌルヌルしている状態だったので、ゆ

っくり落ち着いて入れば回避できた。  

 
ID № 

68 

年齢 34 歳 妊娠週数 35 週 

現在の体重 67 kg 妊娠前の体重 60 kg 

身長 162cm 現在の腹囲 89 cm 

利き手 右手   

事故の種類：転落 

 

 

発生場所：階段  

発生時の妊娠週数：20週 

事故の詳細：荷物を持ちながら階段を下りて

いると猫が足元に絡み付いて、猫を踏みそう

になったので避けたら階段を踏み外しそう

になった。 何とか手すりに捕まり踏み外さ

なくて済んだが、両手に何か持って階段を降

りるのは危ないと思った。  
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ID № 

70 

年齢 36 歳 妊娠週数 27 週 

現在の体重 54 kg 妊娠前の体重 50 kg 

身長 155cm 現在の腹囲 88 cm 

利き手 右手   

事故の種類：前側転倒 

 

 

発生場所：洗面所・脱衣所  

発生時の妊娠週数：27週 

事故の詳細：お風呂に入るために脱衣所で脱

衣していたら、自分のお腹がつっかえてバラ

ンスを崩して倒れそうになった。 目の前に

あった洗濯機に咄嗟に捕まったので、転んだ

りはしなかったので、怪我はなかった。  

 

 

 

 

 
ID № 

71 

年齢 36 歳 妊娠週数 30 週 

現在の体重 55 kg 妊娠前の体重 48 kg 

身長 158cm 現在の腹囲 90 cm 

利き手 右手   

事故の種類：転倒方向不明 

 

 

発生場所：リビング（居間）  

発生時の妊娠週数：覚えていない 

事故の詳細：保育園から子供と一緒に帰宅後の

夕方。 私は夕飯の支度をしている最中で、子供

は子供用の遊びシートを敷いて一人遊びしてい

た（子供用遊びシートの下は防弾防音マット）。

そのシートの敷いてあった部屋に取りに行きた

いものがあり、その部屋を通った際に子供が遊

びシートを敷いていたのに気づかず、その端を

踏んでしまいシートごと滑って転びかけた。両

手には何も持っておらず、転びもしなかったの

で大事には至らなかったが大変ヒヤッとした。  
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ID № 

72 

年齢 32 歳 妊娠週数 28 週 

現在の体重 57 kg 妊娠前の体重 45 kg 

身長 152cm 現在の腹囲 96 cm 

利き手 右手   

事故の種類：転落 

 

発生場所：階段  

発生時の妊娠週数：覚えていない 

事故の詳細：両手に荷物を持って靴下を履い

てたため、すべった。 最後の一段を忘れてて

踏み外して尻餅をついたが無事だった。  

 
ID № 

76 

年齢 36 歳 妊娠週数 22 週 

現在の体重 64 kg 妊娠前の体重 63 kg 

身長 155cm 現在の腹囲 88 cm 

利き手 右手   

事故の種類：前側転倒 

 

 

発生場所：洗面所・脱衣所  

発生時の妊娠週数：22週 

事故の詳細：脱衣所で洗剤の詰め替えをした

ときに少しこぼれてしまい、たおるで拭いた

けれどまだぬるぬるが残っていて、洗面所の

掃除を終えてリビングに戻ろうとしたとき

にすべって転けそうになった。手には何も持

っておらず柱につかまったので転けなかっ

た。  
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ID № 

77 

年齢 35 歳 妊娠週数 27 週 

現在の体重 64 kg 妊娠前の体重 57 kg 

身長 197cm 現在の腹囲 95 cm 

利き手 右手   

事故の種類：転倒方向不明 

 

 

 

発生場所：寝室  

発生時の妊娠週数：27週 

事故の詳細：布団に足をかけてコケた 

 

 

 

 

 

 

 

  

 
ID № 

78 

年齢 31 歳 妊娠週数 37 週 

現在の体重 60 kg 妊娠前の体重 50 kg 

身長 160cm 現在の腹囲 95 cm 

利き手 右手   

事故の種類：ぶつかり 

 

 

発生場所：ダイニング（食事室）  

発生時の妊娠週数：32週 

事故の詳細：椅子を引いた状態で通ろうとし

てお腹を椅子の背もたれの角に打ってしま

った。 思った以上にお腹が出てきているこ

とに気づいていなかったのと、きちんと椅子

をしまってから通ればよかった。  
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ID № 

79 

年齢 30 歳 妊娠週数 30 週 

現在の体重 69 kg 妊娠前の体重 54 kg 

身長 164cm 現在の腹囲 95 cm 

利き手 右手   

事故の種類：前側転倒 

 

発生場所：浴室  

発生時の妊娠週数：20週 

事故の詳細：お風呂に入るとき、段差がやや

高めなので、気をつけて入っていたが、浴室

内の床に石鹸の洗い残しがあり、ぬめりで滑

ってしまった。 両手があいていたので、大事

には至らなかったが、滑った衝撃でスネを打

撲しました。  

 
ID № 

80 

年齢 33 歳 妊娠週数 35 週 

現在の体重 65 kg 妊娠前の体重 52 kg 

身長 164cm 現在の腹囲 100 cm 

利き手 右手   

事故の種類：ぶつかり 

 

発生場所：リビング（居間）  

発生時の妊娠週数：20週 

事故の詳細：階段をのぼる時に手すりにぶつ

けた  

 
  



資料 3-33 
 

ID № 

81 

年齢 27 歳 妊娠週数 35 週 

現在の体重 59 kg 妊娠前の体重 48 kg 

身長 151cm 現在の腹囲 92 cm 

利き手 右手   

事故の種類：前側転倒 

 

 

発生場所：リビング（居間）  

発生時の妊娠週数：36週 

事故の詳細：子供とお昼ご飯を食べて、両手

で食器を持ってキッチンに向かう途中に、子

供のおもちゃにつまずいて前方向に転んで

しまった。咄嗟に体をひねってお腹をぶつけ

るのを防ぐことができたが、足に青アザがで

きてしまった。 前もって足元に障害物が無

いかどうかを確認しておけば、おもちゃにつ

まずくことはなかったと思う。 自分が思っ

ている以上に足元は見えていないし、足も上

がらない、バランス感覚も悪くなっているの

で、それをしっかり自覚していれば、つまず

くことはなかったと思う。  

 
ID № 

82 

年齢 25 歳 妊娠週数 27 週 

現在の体重 56 kg 妊娠前の体重 52 kg 

身長 156cm 現在の腹囲 95 cm 

利き手 右手   

事故の種類：（写真で判断）転倒方向不明 

 

発生場所：台所  

発生時の妊娠週数：22週 

事故の詳細：冷蔵庫の中の物を取ろうとして

お腹など挟まってしまった。子供がおり小さ

いが冷蔵庫を開けるのでベビーゲートをつ

けています。またそのベビーゲートで転倒し

そうになりました。  

 



資料 3-34 
 

ID № 

83 

年齢 32 歳 妊娠週数 33 週 

現在の体重 56 kg 妊娠前の体重 48 kg 

身長 162cm 現在の腹囲 86 cm 

利き手 右手   

事故の種類：転落 

 

 

発生場所：階段  

発生時の妊娠週数：30週 

事故の詳細：まわり階段の踏み面を踏み外し

そうになった。  朝起きがけで、コンタクト

レンズをしていなかったこと、引越したばか

りで住環境になれていなかったことが考え

られる。  

 
ID № 

84 

年齢 29 歳 妊娠週数 33 週 

現在の体重 64 kg 妊娠前の体重 54 kg 

身長 160cm 現在の腹囲 98 cm 

利き手 右手   

事故の種類：ぶつかり 

 

 

発生場所：リビング（居間）  

発生時の妊娠週数：24週 

事故の詳細：洗濯物干しピンチハンガーに洗

濯物を干している開いた状態で片手で持っ

ていた。そして、移動している際にドアの入

り口の幅ギリギリだったにも関わらず、よそ

見をしながら歩いてしまったら、そのままひ

っかかりお腹にぶつかってしまった。自身の

よそ見とめんどくさがりが原因であるが、ぶ

つかったのがお腹の上の部分であったため、

けが等は回避することができた。  
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ID № 

85 

年齢 31 歳 妊娠週数 34 週 

現在の体重 54 kg 妊娠前の体重 47 kg 

身長 156cm 現在の腹囲 85 cm 

利き手 右手   

事故の種類：前側転倒 

 

 

発生場所：リビング（居間）  

発生時の妊娠週数：覚えていない 

事故の詳細：リビングを素足で落ちてるおも

ちゃをよけながら歩いていたら滑って横に

倒れた。床暖房がついてるので寒くなかった

が足の裏がカサカサで滑ってってしまっね

が原因。毎日歩くときは気を付けているがふ

とした瞬間にいつも滑る。  

 
ID № 

86 

年齢 35 歳 妊娠週数 23 週 

現在の体重 65 kg 妊娠前の体重 58 kg 

身長 161cm 現在の腹囲 85 cm 

利き手 右手   

事故の種類：後転倒 

 

発生場所：洗面所・脱衣所  

発生時の妊娠週数：25週 

事故の詳細：お風呂掃除が終わり、出る時に

バスマットが無かった為、濡れた足が床に滑

り尻もちをつく状態で転倒した。 濡れた足

だった為、滑り転倒した。  
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ID № 

87 

年齢 41 歳 妊娠週数 24 週 

現在の体重 50 kg 妊娠前の体重 42 kg 

身長 159cm 現在の腹囲 88 cm 

利き手 右手   

事故の種類：前側転倒 

 
 

発生場所：寝室  

発生時の妊娠週数：覚えていない 

事故の詳細：最近宅配で届いた大きなダンボ

ールに入った荷物を床にそのままおいてい

た。普段は置いていない物なので、他のもの

を取りにその部屋に入ったときに、避けたつ

もりだったが、つまづいてしまった。つまづ

く程度で怪我はしなかったが、これが真っ暗

の中だったら完全にコケていたと思うと怖

い気がした。  

 
ID № 

88 

年齢 24 歳 妊娠週数 35 週 

現在の体重 63 kg 妊娠前の体重 51 kg 

身長 161cm 現在の腹囲 93 cm 

利き手 右手   

事故の種類：転落 

 

 

発生場所：階段  

発生時の妊娠週数：20週 

事故の詳細：子供を抱えて降りている最中に

踏み外して落ちた  
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ID № 

90 

年齢 28 歳 妊娠週数 36 週 

現在の体重 61 kg 妊娠前の体重 52 kg 

身長 153cm 現在の腹囲 90 cm 

利き手 左手   

事故の種類：後転倒 

 
 

発生場所：寝室  

発生時の妊娠週数：36週 

事故の詳細：着信がなって、布団の上にある

携帯を急いでとりにいったら、枕に足を滑ら

してお尻から転けた。お尻からスライディン

グするような感じで、布団の上だったことも

あり、強い衝撃はなかった。  

 
ID № 

91 

年齢 36 歳 妊娠週数 30 週 

現在の体重 56 kg 妊娠前の体重 55 kg 

身長 161cm 現在の腹囲 60 cm 

利き手 右手   

事故の種類：後転倒 

 

発生場所：寝室  

発生時の妊娠週数：29週 

事故の詳細：ベッドに立って寝室のカーテン

を開け、ベッドから降りようとした時にバラ

ンスを崩してマットレスに尻もちをついた。  
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ID № 

92 

年齢 28 歳 妊娠週数 36 週 

現在の体重 52 kg 妊娠前の体重 45 kg 

身長 153cm 現在の腹囲 84 cm 

利き手 右手   

事故の種類：前側転倒 

 

 

発生場所：寝室  

発生時の妊娠週数：20週 

事故の詳細：布団から起き上がってトイレに

行こうと思い、ひょいっと少しジャンプをし

て乗り越えようとしたところ、足元のバラン

スを崩し足首をひねりそうになり前方にこ

けそうになった。  

 
ID № 

95 

年齢 34 歳 妊娠週数 24 週 

現在の体重 51 kg 妊娠前の体重 47 kg 

身長 158cm 現在の腹囲 80 cm 

利き手 右手   

事故の種類：転落 

 

発生場所：階段  

発生時の妊娠週数：25週 

事故の詳細：階段を掃除機で掃除中、コンセ

ントを付け替えるために上階から下階に移

動する際、掃除のダクトを誤って踏んで体勢

を崩した。 とっさに壁の手すりにつかまれ

たので、大事には至らなかったが危なかっ

た。  
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ID № 

97 

年齢 37 歳 妊娠週数 36 週 

現在の体重 70 kg 妊娠前の体重 58 kg 

身長 158cm 現在の腹囲 100 cm 

利き手 右手   

事故の種類：転落 

 

 

発生場所：階段  

発生時の妊娠週数：覚えていない 

事故の詳細：階段を下っていたら足が滑って

しりもちをついた。 スリッパが原因かな。  

 
ID № 

98 

年齢 35 歳 妊娠週数 21 週 

現在の体重 43 kg 妊娠前の体重 44 kg 

身長 150cm 現在の腹囲 78 cm 

利き手 右手   

事故の種類：転落 

 

発生場所：階段  

発生時の妊娠週数：覚えていない 

事故の詳細：普通に階段を降りていた時に、

足を滑らせて落ちた。  
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ID № 

99 

年齢 32 歳 妊娠週数 33 週 

現在の体重 59 kg 妊娠前の体重 53 kg 

身長 161cm 現在の腹囲 90 cm 

利き手 右手   

事故の種類：前側転倒 

 

 

発生場所：ベランダ  

発生時の妊娠週数：20週 

事故の詳細：洗濯を干そうとベランダに出よ

うと思ったら段差で転びそうになった。そこ

までお腹も出ていない週数だったので地面

に手をついて転倒はせずにすんだ。普段は大

丈夫な段差でも妊娠したりお腹が大きくな

ると気を付けなければバランス感覚が鈍っ

ていくと感じ、踏み台を置いて転倒防止にな

るようにしました。  

 
ID № 

100 

年齢 28 歳 妊娠週数 25 週 

現在の体重 58 kg 妊娠前の体重 55 kg 

身長 165cm 現在の腹囲 80 cm 

利き手 右手   

事故の種類：後転倒 

 

発生場所：浴室  

発生時の妊娠週数：27週 

事故の詳細：お風呂で子供の身体を洗ってい

た時に子供が騒いでいたので、私がイスから

バランスを崩し尻もちをついてしまった。 

イスがボディーソープで滑っていたのでお

尻を打ってしまったが、両手をついたのでな

んとか怪我をしませんでした。 床、イスにボ

ディーソープが付いていたのが原因なので、

きちんと泡を流しておかなければと思いま

した。  
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ID № 

101 

年齢 33 歳 妊娠週数 26 週 

現在の体重 62 kg 妊娠前の体重 56 kg 

身長 166cm 現在の腹囲 90 cm 

利き手 右手   

事故の種類：前側転倒 

 

 

発生場所：台所  

発生時の妊娠週数：覚えていない 

事故の詳細：妊娠が発覚した当初、キッチン

に犬が入らないように設置しているガード

に足を引っ掛けてこけてしまった。 今は柵

がどけれるようにしたが、その時は跨いでい

たので、朝の暗い時間に注意が足りなかった

と思う。  

 
ID № 

103 

年齢 41 歳 妊娠週数 36 週 

現在の体重 70 kg 妊娠前の体重 58 kg 

身長 170cm 現在の腹囲 100 cm 

利き手 右手   

事故の種類：ぶつかり 

 

発生場所：洗面所・脱衣所  

発生時の妊娠週数：30週 

事故の詳細：洗濯物を干すために、洗面所か

らベランダに行こうとしたところ、洗面所か

ら廊下の段差によろけて、ドアのノブにお腹

をぶつけてしまった。 幸い、洗濯物を持って

いたので、クッションになりお腹を強打する

ことはなかったが、慌てていたのが原因だと

思う。  
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ID № 

104 

年齢 28 歳 妊娠週数 39 週 

現在の体重 63 kg 妊娠前の体重 54 kg 

身長 157cm 現在の腹囲 64 cm 

利き手 右手   

事故の種類：その他 

 

 

発生場所：リビング（居間）  

発生時の妊娠週数：38週 

事故の詳細：朝居間のソファの背もたれにか

けてあるお昼寝マットを取ろうと、膝立ちで

ソファに登ろうとした時、ソファにガサツに

置いてあった毛布に膝をついたが、ガサツに

置いてあったのでソファの座る部分の範囲

がわからなくなっていた。その為かなり端っ

こに膝をかけてしまい、そのまま毛布が滑っ

て、膝から床に滑ってしまった。毛布をきち

んと畳んでソファの座る部分の範囲がわか

るようにしておけば滑らなかったと思う。  

 
ID № 

105 

年齢 25 歳 妊娠週数 25 週 

現在の体重 55 kg 妊娠前の体重 52 kg 

身長 163cm 現在の腹囲 86 cm 

利き手 右手   

事故の種類：後転倒 

 

発生場所：浴室  

発生時の妊娠週数：25週 

事故の詳細：真冬の夜に入浴のため全裸にな

り浴室へ入ろうと移動した。浴室への段差を

跨ぎ、浴室内へ足を踏み入れた瞬間に足を滑

らせてしまい、バランスを崩して後方に尻も

ちをついてしまった。周りの壁等に多少捕ま

りながら尻もちをついたため、大きな怪我は

無かった。寒い中急いで浴室に駆け込もうと

したことと、浴室が濡れており滑りやすかっ

たことが転倒の原因だと思われる。また、双

子であるため既にお腹が大きくなっていた

ことも原因だと思われる。  
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ID № 

106 

年齢 35 歳 妊娠週数 19 週 

現在の体重 42 kg 妊娠前の体重 42 kg 

身長 150cm 現在の腹囲 76 cm 

利き手 右手   

事故の種類：前側転倒 

 

発生場所：階段  

発生時の妊娠週数：18週 

事故の詳細：お風呂後にパジャマとルームソ

ックス(滑り止めなし)に着替え、下の子(5

歳)とてを繋いで、２階にのぼろうとした時。 

上の子供(７才)に呼ばれて振り向いたら、滑

って横に倒れた。 とっさに片手をついたの

で、怪我はなかった。  昼間にワックスをか

けて、滑りやすくなっていたのと。ルームソ

ックスに滑り止めがついていなかったこと

が原因だと思っています。  

 
ID № 

107 

年齢 32 歳 妊娠週数 35 週 

現在の体重 58 kg 妊娠前の体重 52 kg 

身長 160cm 現在の腹囲 99 cm 

利き手 右手   

事故の種類：ぶつかり 

 

 

発生場所：ダイニング（食事室）  

発生時の妊娠週数：30週 

事故の詳細：ダイニングテーブルの椅子に座

って、椅子をテーブルに近づけるために椅子

を持って前にずらしたときに勢いがあって、

テーブルの淵におなかをぶつけてしまった。  
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ID № 

110 

年齢 31 歳 妊娠週数 15 週 

現在の体重 57 kg 妊娠前の体重 56 kg 

身長 164cm 現在の腹囲 78 cm 

利き手 右手   

事故の種類：前側転倒 

 

 

発生場所：階段  

発生時の妊娠週数：14週 

事故の詳細：朝子供の手を引いて二階の寝室から階

段を降りている時、足が滑り側方によろけて尻もち

をついた。横方向に倒れたのでまだ良かったが、前

方に倒れていたら危なかった。子供と繋いでいた方

の手は動かさなかったため、子供は無事だった。靴

下を履いていて滑りやすかったことと、階段に敷い

ている滑り止めマットのない部分を踏んでいたこ

とが原因だと思う。また、もし手すりがあれば、よ

ろけても転ばずに支えられたのではないかと思う。  

 
ID № 

111 

年齢 29 歳 妊娠週数 35 週 

現在の体重 50 kg 妊娠前の体重 43 kg 

身長 160cm 現在の腹囲 90 cm 

利き手 左手   

事故の種類：前側転倒 

 

 

発生場所：洗面所・脱衣所  

発生時の妊娠週数：覚えていない 

事故の詳細：お風呂のお湯を入れようと思って洗面

所に入ろうとしたら段差につまずいて膝をついて

しまった。手には何も持っておらず、洗濯機があっ

たのでそれにつかまったのでお腹をぶつけること

はなかった。お腹が大きくなり、前がよく見えず段

差が思ったよりも高かったので足が上がらなかっ

た。洗面所にはスリッパを脱いで上がるため、靴下

をはいていたので滑りやすかったかも。また電気を

つける前に段差を上がろうとしたのでよく見てい

なかった。きちんと電気をつけて確認したらよかっ

た。  
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ID № 

113 

年齢 32 歳 妊娠週数 33 週 

現在の体重 64 kg 妊娠前の体重 54 kg 

身長 157cm 現在の腹囲 100 cm 

利き手 右手   

事故の種類：転落 

 

 

発生場所：階段  

発生時の妊娠週数：覚えていない 

事故の詳細：片手に洗濯物を入れたカゴを持

っていて、階段を降りる際に一段ほど踏み外

した。手すりをつかんだので、転倒や尻もち

をつくことはなかったのでほっとしました。

足元は靴下をはいていました。  

 
ID № 

115 

年齢 23 歳 妊娠週数 30 週 

現在の体重 45 kg 妊娠前の体重 45 kg 

身長 160cm 現在の腹囲 60 cm 

利き手 右手   

事故の種類：ぶつかり 

 

発生場所：リビング（居間）  

発生時の妊娠週数：28週 

事故の詳細：寝室からリビングのテーブルに

向かう際、家の角にお腹をぶつけてしまっ

た。ゆっくり歩いてたためあまり衝撃はなか

ったが、靴下を履いていて滑りやすかったた

め、もう少し早く歩いていたらぶつかってこ

けてしまったと思う。 思った以上にテーブ

ルへ向かう入り口が狭かったため起こった

と思う。  
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ID № 

116 

年齢 23 歳 妊娠週数 27 週 

現在の体重 63 kg 妊娠前の体重 59 kg 

身長 154cm 現在の腹囲 92 cm 

利き手 左手   

事故の種類：転落 

 

 

発生場所：階段  

発生時の妊娠週数：24週 

事故の詳細：靴下を履いていて階段から転ん

で落ちそうになった。その時は壁に手をつい

ていたのでなんとか助かりました。  

 
ID № 

117 

年齢 36 歳 妊娠週数 27 週 

現在の体重 64 kg 妊娠前の体重 57 kg 

身長 161cm 現在の腹囲 88 cm 

利き手 右手   

事故の種類：転倒方向不明 

 

発生場所：浴室  

発生時の妊娠週数：18週 

事故の詳細：立ったままシャンプーをしてい

たら、バランスを崩して転倒しそうになっ

た。 妊娠中だったので、低い椅子に座るのが

嫌だったのもあるがとっさに手すりをつか

まなければ転倒していたので、気を付けた

い。  
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ID № 

118 

年齢 32 歳 妊娠週数 34 週 

現在の体重 71 kg 妊娠前の体重 62 kg 

身長 168cm 現在の腹囲 120 cm 

利き手 左手   

事故の種類：転落 

 

 

発生場所：階段  

発生時の妊娠週数：30週 

事故の詳細：片手にスマホを持っていて見な

がら階段を降りていた。普段は壁に手をつい

てあるいていたが、メールに気をとられてし

まっていた。また寒く乾燥していたため、靴

下がぬげかけていた。靴下を普段はかないの

たで、余計滑りやすい状態だった。浅く階段

を踏んでしまい、滑り四段くらい尻餅をつき

ながら落ちてしまった。足の爪が 3枚ほど折

れてしまった。普段は滑りやすいところは意

識して注意していたのに、夕方で少し疲れも

あり、注意散漫になってしまった。  

 
ID № 

119 

年齢 35 歳 妊娠週数 30 週 

現在の体重 53 kg 妊娠前の体重 48 kg 

身長 160cm 現在の腹囲 89 cm 

利き手 右手   

事故の種類：前側転倒 

 

発生場所：階段  

発生時の妊娠週数：25週 

事故の詳細：考え事をしながら階段を上がっ

ていたら名前を呼ばれ振り返ると、つまづい

て前方に転びかけた。 両手は空いていたの

でとっさに手すりにつかまり、転倒やお腹を

ぶつけるなど大事に至らなかったが、あまり

に突然だったので、とても驚き焦りました。  
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ID № 

120 

年齢 31 歳 妊娠週数 40 週 

現在の体重 55 kg 妊娠前の体重 44 kg 

身長 150cm 現在の腹囲 101 cm 

利き手 右手   

事故の種類：転倒方向不明 

 

発生場所：浴室  

発生時の妊娠週数：40週 

事故の詳細：入浴時、手すりを掴んで片足を

浴槽に入れたところ浴槽内の足を滑らせ、両

足が左右に開いた状態になり、股関節を痛め

た。手すりを持ってはいたが、足が滑ること

にあまり注意していなかった。  

 
ID № 

121 

年齢 31 歳 妊娠週数 36 週 

現在の体重 54 kg 妊娠前の体重 47 kg 

身長 159cm 現在の腹囲 87 cm 

利き手 右手   

事故の種類：転落 

 

発生場所：階段  

発生時の妊娠週数：13週 

事故の詳細：就寝中、真夜中にトイレに行き

たくて目が覚めた。 階段を下りてトイレへ

行く際に、半分寝ぼけながらも、手すりも持

たずに階段を下りていて、あと 3～4 段のと

ころで足もとが滑って落ちた。 とっさに両

手を後ろについたので、軽い尻もちで済んだ

が、腰を階段の角で打った。 まだ安定期に入

っていない時期の尻もち、腰強打だったので

心配だったが何もなく済んだ。 寝ぼけてい

る状態なのに、手すりも持たずに階段を下り

てしまった事で起こったと思っている。  
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ID № 

123 

年齢 33 歳 妊娠週数 21 週 

現在の体重 49 kg 妊娠前の体重 46 kg 

身長 157cm 現在の腹囲 79 cm 

利き手 右手   

事故の種類：転落 

 

発生場所：階段  

発生時の妊娠週数：9週 

事故の詳細：手摺をもたず階段をおりていた

ら三段くらい 滑り落ちた。 靴下が滑りやす

かったことと手摺をきちんと持っていなか

ったからだと思う  

 
ID № 

124 

年齢 28 歳 妊娠週数 21 週 

現在の体重 50 kg 妊娠前の体重 46 kg 

身長 160cm 現在の腹囲 22 cm 

利き手 右手   

事故の種類：転倒方向不明 

 

 

発生場所：台所  

発生時の妊娠週数：20週 

事故の詳細：長男が泣き、慌ててキッチンの

出入り口につけてある柵を越えたところ足

がひっかかり転倒。怪我など何事もなかった

が、ヒヤリとした。  
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ID № 

125 

年齢 36 歳 妊娠週数 12 週 

現在の体重 49 kg 妊娠前の体重 48 kg 

身長 157cm 現在の腹囲 79 cm 

利き手 右手   

事故の種類：転倒方向不明 

 

発生場所：リビング（居間）  

発生時の妊娠週数：10週 

事故の詳細：片手に荷物を持って、リビング

を移動しようとしたところ、普段通る通路

（歩く場所）におもちゃが散乱していたた

め、こたつで使用する回転する座椅子の上を

歩いてしまい、座椅子が回転し、転倒しそう

になった。 部屋を整理整頓できていれば、回

避できたと考える。  

 
ID № 

126 

年齢 33 歳 妊娠週数 20 週 

現在の体重 54 kg 妊娠前の体重 50 kg 

身長 153cm 現在の腹囲 90 cm 

利き手 右手   

事故の種類：はさまり 

 

発生場所：洗面所・脱衣所  

発生時の妊娠週数：20週 

事故の詳細：洗濯機の裏に落ちたものを拾お

うとして お腹が挟まった。 しゃがんで 取

ろうとした為 お腹が 苦しかった。 特に怪

我など 何もしてないが 無理な姿勢をして

しまったので もし 次に同じことが起こっ

たら 長い棒などを使い取るべきだと思いま

す。  
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ID № 

127 

年齢 42 歳 妊娠週数 35 週 

現在の体重 75 kg 妊娠前の体重 64 kg 

身長 164cm 現在の腹囲 105 cm 

利き手 右手   

事故の種類：前側転倒 

 

発生場所：洗面所・脱衣所  

発生時の妊娠週数：覚えていない 

事故の詳細：おなかで下がが見えないので、

脱衣場に置きっぱなしにされた体重計につ

まずいた。（ふだんは棚にしまってある） 

 

 

 

 

 

  

 
ID № 

129 

年齢 33 歳 妊娠週数 20 週 

現在の体重 62 kg 妊娠前の体重 58 kg 

身長 166cm 現在の腹囲 92 cm 

利き手 右手   

事故の種類：はさまり 

 

発生場所：エレベーター  

発生時の妊娠週数：19週 

事故の詳細：閉まりかけていた室内エレベー

ターに、乗ろうとした時、 すでにお腹が、大

きいのに大きさに鈍感だった為、 挟まれて、

ヒヤッとした。  

 
  



資料 3-52 
 

ID № 

131 

年齢 28 歳 妊娠週数 34 週 

現在の体重 53 kg 妊娠前の体重 47 kg 

身長 162cm 現在の腹囲 85 cm 

利き手 右手   

事故の種類：はさまり 

 

 

発生場所：洗面所・脱衣所  

発生時の妊娠週数：覚えていない 

事故の詳細：ドラム式洗濯機の扉を開けたま

ま洗面所から出ようとしたら想像以上にお

なかが出ており、開いた扉と壁におなかが挟

まった  

 
ID № 

133 

年齢 30 歳 妊娠週数 28 週 

現在の体重 56 kg 妊娠前の体重 48 kg 

身長 162cm 現在の腹囲 85 cm 

利き手 右手   

事故の種類：前側転倒 

 

発生場所：リビング（居間）  

発生時の妊娠週数：29週 

事故の詳細：引っ越してきた当日に荷物の整

理をしていて、両手で小さな段ボールを抱え

て隣室へ向かう際に足元の段差に気付かず

に躓いて前方へ転んでしまった。7～8センチ

の段差だったが、慣れない家であること、前

方の別の段ボールに気を取られていたこと、

スリッパを履いており足の引っ掛かりに気

付きづらかったことが原因だと思ってる。  
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ID № 

135 

年齢 32 歳 妊娠週数 38 週 

現在の体重 62 kg 妊娠前の体重 54 kg 

身長 160cm 現在の腹囲 53 cm 

利き手 右手   

事故の種類：転倒方向不明 

 

 

発生場所：リビング（居間）  

発生時の妊娠週数：26週 

事故の詳細：子供を追いかけて、こたつ周り

を歩いていたら、つまづいてしまった。こた

つ布団が、外に出ていたからだ。  

 
ID № 

136 

年齢 31 歳 妊娠週数 31 週 

現在の体重 59 kg 妊娠前の体重 52 kg 

身長 156cm 現在の腹囲 100 cm 

利き手 右手   

事故の種類：前側転倒 

 

発生場所：浴室  

発生時の妊娠週数：覚えていない 

事故の詳細：入浴中、湯船につかった後、湯

船から出る際に、洗い場が石鹸でぬめってお

り、足が滑って転びそうになりました。 幸

い、浴槽のふちに手をついたため転ばずにす

みました。 洗い場の流し残しと、もともと滑

りやすいタイルのためだと思っています。 

対策として、洗い場を流すこと、湯船から出

る際は、何かに必ず捕まる、自宅に主人がい

るときにお風呂に入るようにしています。  
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ID № 

137 

年齢 30 歳 妊娠週数 30 週 

現在の体重 55 kg 妊娠前の体重 48 kg 

身長 160cm 現在の腹囲 84 cm 

利き手 右手   

事故の種類：転落 

 

 

発生場所：階段  

発生時の妊娠週数：30週 

事故の詳細：子供を抱っこして、就寝するの

に、二階に上がろうとしたときに、手すりに

はつかまっていたものの、踏み外してしま

い、ひやっとしました。階段の電気はつけて

いましたが、夜でしたし、そこまで明るくは

なかったので、びっくりしました。足もあげ

づらくなっているので、余計です。  

 
ID № 

138 

年齢 35 歳 妊娠週数 22 週 

現在の体重 54 kg 妊娠前の体重 47 kg 

身長 151cm 現在の腹囲 90 cm 

利き手 右手   

事故の種類：転落 

 

 

発生場所：階段  

発生時の妊娠週数：22週 

事故の詳細：階段を降りていて落ちそうにな

った。暖簾を?き分けようと手を伸ばしたタ

イミングだった。  
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ID № 

139 

年齢 33 歳 妊娠週数 32 週 

現在の体重 57 kg 妊娠前の体重 46 kg 

身長 162cm 現在の腹囲 93 cm 

利き手 右手   

事故の種類：後転倒 

 

 

発生場所：リビング（居間）  

発生時の妊娠週数：24週 

事故の詳細：子供が遊んでいるおもちゃが落

ちていてそれに気付かず踏みそうになり避

けかけて転びそうになった。 裸足であった

ため尻餅を付かなかったものの転びそうに

なった恐怖がすごくストレスになった。  

 
ID № 

201 

年齢 34 歳 妊娠週数 36 週 

現在の体重 63 kg 妊娠前の体重 50 kg 

身長 158cm 現在の腹囲 100 cm 

利き手 右手   

事故の種類：ぶつかり 

 

発生場所：台所  

発生時の妊娠週数：25週 

事故の詳細：急いで料理の支度をしていると

きに勢いよく冷蔵庫を開けたらお腹に思い

っきりぶつかってしまった。  

 
  



資料 3-56 
 

ID № 

202 

年齢 32 歳 妊娠週数 32 週 

現在の体重 54 kg 妊娠前の体重 47 kg 

身長 158cm 現在の腹囲 86 cm 

利き手 右手   

事故の種類：前側転倒 

 

 

発生場所：浴室  

発生時の妊娠週数：32週 

事故の詳細：浴室の段差につまづいた  

 
ID № 

204 

年齢 36 歳 妊娠週数 30 週 

現在の体重 57 kg 妊娠前の体重 49 kg 

身長 154cm 現在の腹囲 88 cm 

利き手 右手   

事故の種類：後転倒 

 

 

発生場所：浴室  

発生時の妊娠週数：26週 

事故の詳細：入浴中に湯船の縁に座った時

に、滑り落ちて、お風呂の中にしりもちをつ

いてしまいました。  

 
  



資料 3-57 
 

ID № 

205 

年齢 30 歳 妊娠週数 30 週 

現在の体重 65 kg 妊娠前の体重 55 kg 

身長 162cm 現在の腹囲 90 cm 

利き手 右手   

事故の種類：後転倒 
 

 発生場所：浴室  

発生時の妊娠週数：29週 

事故の詳細：浴室で椅子に座って排水溝の掃

除をしていたら、ちょっと立ち上がった時に

椅子を蹴ってしまったことに気づかず、また

座ろうとして椅子がなくなっていたのでそ

のまま後ろに転んでしまいました。 

 

 

 

 

  

 
ID № 

206 

年齢 24 歳 妊娠週数 33 週 

現在の体重 53 kg 妊娠前の体重 47 kg 

身長 161cm 現在の腹囲 87 cm 

利き手 右手   

事故の種類：転落  

 発生場所：階段  

発生時の妊娠週数：覚えていない 

事故の詳細：普段慣れているはずの薄暗い、

急階段。2-3 日自宅を留守にした後、両手は

空いていたが手すりを使わずに真夜中に登

った所、膝からスネを強打した。 痛みでしば

らく立つことができなかった。自分が思うほ

ど足が上がらなかったことが原因と考えら

れる。 後日、ひどい青アザになった程度の軽

症で済んで良かった。  

 

 

 



資料 3-58 
 

ID № 

207 

年齢 32 歳 妊娠週数 35 週 

現在の体重 60 kg 妊娠前の体重 52 kg 

身長 163cm 現在の腹囲 80 cm 

利き手 右手   

事故の種類：前側転倒 

 

 

発生場所：玄関  

発生時の妊娠週数：覚えていない 

事故の詳細：ブーツを脱ごうとして、片手を

使っていたら段差で転びそうになった。 前

に手をついたか、壁に手をついて、お腹がぶ

つかることはなかったが、危なかったと思

う。  

 
ID № 

208 

年齢 31 歳 妊娠週数 32 週 

現在の体重 67 kg 妊娠前の体重 60 kg 

身長 158cm 現在の腹囲 84 cm 

利き手 左手   

事故の種類：転落 

 

発生場所：階段  

発生時の妊娠週数：25週 

事故の詳細：階段を降りる際、両手に洗濯物

が入ったカゴを持っていたのだが、履いてい

た靴下で滑り、踏み外してしまった。 下から

３段目辺りで滑った為、腰辺りを打っただけ

で済んだが、冬用のモコモコした靴下が滑り

やすかったのと、カゴを両手で運んでいたの

で前方が見えにくく、咄嗟に手が出なかった

ので、腰を打ってしまったのだと思う。  

 
  



資料 3-59 
 

ID № 

210 

年齢 29 歳 妊娠週数 38 週 

現在の体重 57 kg 妊娠前の体重 40 kg 

身長 150cm 現在の腹囲 92 cm 

利き手 右手   

事故の種類：前側転倒 

 

発生場所：ダイニング（食事室）  

発生時の妊娠週数：15週 

事故の詳細：子供を追いかけていたら前が見

えずにひっかかってこけた  

 
ID № 

211 

年齢 37 歳 妊娠週数 18 週 

現在の体重 57 kg 妊娠前の体重 56 kg 

身長 167cm 現在の腹囲 88 cm 

利き手 右手   

事故の種類：ぶつかり 

 

発生場所：台所  

発生時の妊娠週数：15週 

事故の詳細：台所のカウンターにおなかをぶ

つけた。作業中で素早く移動を使用とした。

こどもがその先にいて行こうとした。  
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ID № 

212 

年齢 30 歳 妊娠週数 36 週 

現在の体重 68 kg 妊娠前の体重 65 kg 

身長 160cm 現在の腹囲 88 cm 

利き手 右手   

事故の種類：ぶつかり 

 

 

発生場所：浴室  

発生時の妊娠週数：覚えていない 

事故の詳細：お風呂掃除中に滑って浴槽にお

腹を軽くぶつけた  

 
ID № 

213 

年齢 35 歳 妊娠週数 35 週 

現在の体重 56 kg 妊娠前の体重 49 kg 

身長 155cm 現在の腹囲 90 cm 

利き手 右手   

事故の種類：前側転倒 

 

発生場所：寝室  

発生時の妊娠週数：25週 

事故の詳細：就寝しようと寝室に行った際に

暗い中でベットに乗ろうとしました。誤って

滑り落ちてしまい手首を床で思いっきりう

ちました。両手手首をひねり、35週を過ぎた

今もまだ痛い状態です。それ以降は就寝前は

必ず部屋を明るくして寝床についてから電

気を消して寝るように変えました。  
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ID № 

214 

年齢 34 歳 妊娠週数 21 週 

現在の体重 59 kg 妊娠前の体重 54 kg 

身長 154cm 現在の腹囲 89 cm 

利き手 右手   

事故の種類：後転倒 

 

 

発生場所：寝室  

発生時の妊娠週数：21週 

事故の詳細：フローリングに座って、部屋の

片付けをしていた。 立ち上がる時に床に散

乱していたビニール袋を左足で踏んでしま

った。ふわふわ素材のスリッパを履いていた

ため滑りやすく前方に転びそうになった。後

方に体重を移動させ尻もちと左足首をひね

る程度で済んだ。  

 
ID № 

215 

年齢 33 歳 妊娠週数 28 週 

現在の体重 68 kg 妊娠前の体重 58 kg 

身長 166cm 現在の腹囲 90 cm 

利き手 右手   

事故の種類：前側転倒 

 

発生場所：玄関  

発生時の妊娠週数：覚えていない 

事故の詳細：玄関が狭いため、靴を履こうと

つまずいて転びそうになります。賃貸のため

壁に穴も開けることも出来ないので手すり

もつけられません。靴箱も狭いため靴も全部

しまえないのでさらに玄関が狭くなり、旦那

の靴がある時は特に大変です。  

 
  



資料 3-62 
 

ID № 

216 

年齢 41 歳 妊娠週数 25 週 

現在の体重 52 kg 妊娠前の体重 48 kg 

身長 156cm 現在の腹囲 88 cm 

利き手 右手   

事故の種類：転倒方向不明 

 

 

発生場所：玄関  

発生時の妊娠週数：覚えていない 

事故の詳細：前をよく見てなくて、サンダル

を履こうとして靴下のまま土間に落ちてし

まった。  

 
ID № 

218 

年齢 40 歳 妊娠週数 20 週 

現在の体重 69 kg 妊娠前の体重 53 kg 

身長 161cm 現在の腹囲 96 cm 

利き手 右手   

事故の種類：ぶつかり 

 

発生場所：台所  

発生時の妊娠週数：35週 

事故の詳細：お腹の大きさに慣れておらず、

ぶつけた。  
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ID № 

219 

年齢 30 歳 妊娠週数 20 週 

現在の体重 57 kg 妊娠前の体重 48 kg 

身長 160cm 現在の腹囲 102 cm 

利き手 左手   

事故の種類：ぶつかり 

該当写真なし 

発生場所：台所  

発生時の妊娠週数：20週 

事故の詳細：台所で料理をしていて、食材を

落とし拾った。立ち上がろうとしたら台所の

手すりのところにお腹をぶつけた。けがはな

く、お腹の子も大丈夫だったが、しばらく痛

みがあったのでとても不安だった。  

 
ID № 

220 

年齢 31 歳 妊娠週数 23 週 

現在の体重 67 kg 妊娠前の体重 59 kg 

身長 163cm 現在の腹囲 84 cm 

利き手 右手   

事故の種類：転落 

 

発生場所：階段  

発生時の妊娠週数：20週 

事故の詳細：手すりのない階段 裾の長い服

を着ていた  裾につまづいてそのまま段差

でも 転ぶまではなかった  

 
  



資料 3-64 
 

ID № 

221 

年齢 34 歳 妊娠週数 25 週 

現在の体重 73 kg 妊娠前の体重 68 kg 

身長 163cm 現在の腹囲 104 cm 

利き手 右手   

事故の種類：はさまり 

 

 

発生場所：台所  

発生時の妊娠週数：覚えていない 

事故の詳細：キッチンで収納出来る作業台で

作業をしているとき、収納して通ろうと思っ

たらサランラップが引っかかって収納でき

ず、お腹が挟まった。  
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